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1 初期フッサールの普遍算術と確定多様体について

１
．
序
論

形
式
的
数
学
と
は
何
か
、
形
式
数
学
の
領
域
と
し
て
の
多
様
体
と
は
何
か
、
形

式
的
算
術
学
が
目
指
す
「
普
遍
算
術
学
」
の
成
立
条
件
は
何
か
。
フ
ッ
サ
ー
ル

の
早
く
か
ら
の
こ
れ
ら
の
問
い
は
「
論
理
学
研
究
」
出
版
後
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ

ン
大
学
移
籍
ま
も
な
い
１
９
０
１
―
１
９
０
２
年
冬
学
期
に
解
決
に
向
か
っ
て
集

中
的
に
取
り
組
ま
れ
た
。
そ
の
一
部
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
数
学
協
会
で
の
二
講
演

（D
oppelvortrag

）
関
連
草
稿
と
し
て
残
さ
れ
、「
普
遍
算
術
」
に
関
す
る
「
諸
多

様
体
の
多
様
体
」論
と
し
て
、
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は「
算

術
」
と
い
う
限
定
さ
れ
た
範
囲
内
の
「
普
遍
学
」
で
は
あ
る
が
、「
形
式
的
学
」
と

し
て
の
「
普
遍
学
」
に
つ
い
て
の
初
期
フ
ッ
サ
ー
ル
の
見
方
の
一
面
を
知
る
う
え

で
重
要
で
あ
る
。
初
期
フ
ッ
サ
ー
ル
の
形
式
算
術
研
究
は
ハ
ン
ケ
ル
と
ヒ
ル
ベ
ル

ト
か
ら
の
影
響
が
強
か
っ
た
。
第
２
節
で
は
、
彼
ら
の
先
行
研
究
に
対
し
て
フ
ッ

サ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
な
批
判
を
し
た
か
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
ど
の
よ
う

に
独
自
の
形
式
算
術
の
理
論
を
展
開
し
た
か
を
示
す
。
算
術
の
基
礎
の
研
究
手
法

を
ヒ
ル
ベ
ル
ト
に
倣
っ
て
発
生
的
手
法
と
公
理
的
手
法
に
分
類
す
る
と
き
、
ハ
ン

ケ
ル
の
手
法
は
発
生
的
手
法
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
手
法
は
公
理

的
手
法
で
あ
る
。
両
者
を
批
判
的
に
検
討
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
両
者
を
総
合
す

る
発
生
的
公
理
的
手
法
と
も
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
手
法
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
手
法
の
形
成
に
お
い
て
重
要
と
な
っ
た
の
が
、
公
理
系
が
規
定
す
る
多

様
体
（
演
繹
的
推
論
関
係
形
式
や
計
算
関
係
形
式
が
織
り
な
す
無
限
分
肢
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
が
り
、
又
は
そ
れ
と
同
型
な
対
象
性
の
側
面
）
の
概
念
、
及
び
そ
の

「
確
定
性
」
条
件
の
導
入
で
あ
ろ
う
。「
確
定
性
」
条
件
は
、
等
号
推
論
的
演
繹
証

明
概
念
が
「
還
元
的
」
計
算
概
念
と
同
値
と
な
る
こ
と
を
示
す
充
分
条
件
で
あ
る

こ
と
、「
確
定
性
」
条
件
に
よ
り
、
公
理
系
の
完
全
性
（
決
定
可
能
性
）、
整
合
性
、

「
虚
的
な
数
の
使
用
の
正
当
化
」
な
ど
の
問
い
が
一
挙
に
肯
定
的
解
決
さ
れ
る
こ

と
、
な
ど
を
確
認
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
論
理
学
的
観
点
か
ら
さ
ら
に
第
３
節

で
検
討
す
る
。
第
４
節
で
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
成
果
を
基
に
し
て
こ
こ
で
の
形
式

学
、
つ
ま
り
普
遍
算
術(

諸
多
様
体
の
多
様
体
）
論
が
現
代
の
数
学
の
哲
学
に
ど

の
よ
う
な
立
場
を
も
た
ら
し
得
る
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
普
遍
算
術
の
多

様
体
各
層
の
「
確
定
性
」
は
、
各
層
が
普
遍
算
術
全
体
に
対
し
て
独
立
な
「
断
片
」

を
成
す
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
変
数
の
現
れ
な
い
数
値
レ
ベ

ル
で
各
層
は
確
定
性
条
件
を
満
た
す
こ
と
し
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
数
値
レ
ベ

ル
で
各
層
は
断
片
で
あ
る
こ
と
を
含
意
す
る
。
一
方
、
ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定

初
期
フ
ッ
サ
ー
ル
の
普
遍
算
術
と
確
定
多
様
体
に
つ
い
て

―
１
９
０
１
年
冬
草
稿

―

岡

田

光

弘



2

理
（1931

）
か
ら
は
、
変
数
や
量
化
を
含
む
普
遍
算
術
の
多
様
体
各
層
に
つ
い
て

は
、
下
位
の
層
が
（
そ
こ
か
ら
産
出
さ
れ
た
）
上
位
の
層
や
全
体
に
対
し
て
複
雑

な
依
存
（
基
づ
け
）
関
係
を
成
す
こ
と
が
含
意
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

形
式
的
多
様
体
に
お
け
る
学
的
活
動
、
形
式
算
術
的
経
験
の
問
題
の
検
討
課
題
を

挙
げ
る
。

１
９
０
１
年
冬
草
稿

（
注
１
）

で
試
み
ら
れ
た
確
定
的
多
様
体
論
及
び
形
式
的
普

遍
学
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
中
・
後
期
の
フ
ッ
サ
ー
ル
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
と
い

う
問
い
は
興
味
深
い
問
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
場
所

で
論
じ
た
い
。
１
９
０
１
年
冬
草
稿
の
論
理
学
的
解
釈
及
び
計
算
論
的
解
釈
に
つ

い
て
は
拙
著
（O

kada 2013

）
で
、
ま
た
１
９
０
１
年
草
稿
に
至
る
フ
ッ
サ
ー

ル
の
哲
学
的
経
緯
に
つ
い
て
は
（H

artim
o-O

kada 2015

）
で
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
詳
細
に
は
本
稿
で
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。

２
．「
発
生
的
方
法
対
公
理
的
方
法
」
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
形
式
的
普
遍
算
術

算
術
の
基
礎
に
つ
い
て
の
公
理
的
手
法
は
ヒ
ル
ベ
ル
ト
に
よ
り
「
数
概
念
に
つ

い
て
」（H

ilbert 1900

）
で
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
短
い
も
の
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、「
幾
何
学
の
基
礎
」（1889

）、「
数
学
の
諸
問
題
」（1900
）
と
共
に
こ

の
時
期
の
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
数
学
基
礎
研
究
の
代
表
的
３
部
作
の
一
つ
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
ヒ
ル
ベ
ル
ト
は
、
算
術
の
基
礎
の
研
究
分
野
で
は
そ
れ
ま

で
「
発
生
的
手
法
（genetische M

ethode

）」
が
採
用
さ
れ
て
き
た
と
指
摘
す

る
。
ハ
ン
ケ
ル
や
デ
デ
キ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
19
世
紀
後
半
の
先
行
研
究
に
お

け
る
、
数
概
念
の
階
層
的
展
開
の
手
法
が
こ
れ
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

で
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
「
原
論
」
で
提
示
さ
れ
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
自
身
も
前
年
に
「
幾

何
学
の
基
礎
」（1899

）
で
形
式
的
に
展
開
し
た
よ
う
に
、
幾
何
学
の
基
礎
の
研

究
で
は
「
公
理
的
手
法
（axiom

atische M
ethode

）」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
が
「
手
法
と
し
て
異
な
る
」
こ
と
を
彼
は
強
調
す
る
。
そ
の
う
え
で
ヒ

ル
ベ
ル
ト
は
、
算
術
の
基
礎
研
究
に
対
し
て
も
公
理
的
手
法
を
適
用
す
る
こ
と
を

新
た
に
提
案
し
、「
幾
何
学
の
基
礎
」
と
類
似
形
式
の
公
理
群
で
編
成
さ
れ
る
算
術

の
公
理
系
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
着
任
間
も
な
い
フ
ッ

サ
ー
ル
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
こ
の
よ
う
な
学
的
状
況
の
下
で
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
が

主
宰
す
る
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
数
学
協
会
か
ら
講
演
依
頼
を
受
け
、
１
９
０
１
年

冬
学
期
に
２
回
の
連
続
講
義
を
行
う
わ
け
で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
「
数
概
念

に
つ
い
て
」（1900

）
に
お
け
る
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
立
場
を
も
吟
味
し
、
講
義
準
備

に
向
け
て
自
己
の
普
遍
算
術
に
つ
い
て
の
論
考
を
進
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ッ

サ
ー
ル
は
、
一
方
で
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
公
理
的
手
法
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
同
時

に
、
普
遍
（
一
般
）
算
術
の
本
来
の
手
法
と
し
て
の
発
生
的
手
法
も
保
持
す
る
と

い
う
全
く
独
自
の
道
を
選
ん
だ
、
と
筆
者
は
み
て
い
る
。「
手
法
と
し
て
異
な
る
」

（H
ilbert 1900

）
は
ず
の
公
理
的
手
法
と
発
生
的
手
法
が
ど
の
よ
う
に
フ
ッ
サ
ー

ル
に
お
い
て
両
立
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
両
手
法
を
統
合
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
形
式
的
普
遍
算
術
の
本
質
と
ど
う
か
か
わ
る

の
だ
ろ
う
か
。こ
れ
ら
の
点
を
見
る
に
は
、（
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
）「
多

様
体
（M

annigfaltigkeit

）」
概
念
、（
等
式
推
論
演
繹
を
「
還
元
的
」
計
算
プ
ロ

セ
ス
へ
変
様
す
る
）「
多
様
体
の
確
定
性
」
条
件
、
な
ど
か
ら
な
る
フ
ッ
サ
ー
ル

の
形
式
的
普
遍
算
術
の
概
念
構
成
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

こ
こ
で
ヒ
ル
ベ
ル
ト
が
発
生
的
手
法
と
呼
ぶ
の
は
、１
の
概
念
か
ら
出
発
し
て
、

数
え
上
げ
の
操
作
に
従
っ
て
自
然
数
の
概
念
に
至
り
、
自
然
数
上
の
計
算
概
念

に
至
り
、2–5
と
い
う
よ
う
な
数
を
含
め
て
領
域
を
拡
張
す
る
こ
と
で
負
数
を
含

む
整
数
の
領
域
の
計
算
概
念
に
拡
張
し
、
同
様
に
割
り
算
（
線
形
関
数
）
に
関
し
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て
閉
じ
て
い
る
よ
う
に
数
の
領
域
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
分
数
（
有
理
数
）
の

領
域
に
至
り
、
そ
し
て
最
後
に
、（
デ
デ
キ
ン
ト
の
）
カ
ッ
ト
ま
た
は
基
本
列
に
よ

り
実
数
を
定
義
す
る
、
と
い
う
連
続
的
に
拡
張
し
て
い
く
手
法
で
あ
る
。「
我
々

は
数
の
概
念
を
導
入
す
る
こ
の
方
法
を
発
生
的
手
法
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
と

い
う
の
も
、
実
数
に
つ
い
て
の
最
も
一
般
的
概
念
は
数
の
単
純
概
念
の
連
続
的
拡

張
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
（erzeugt

）
か
ら
で
あ
る
。」
一
方
、
幾
何
学
の
構

成
は
「
異
な
る
」
仕
方
で
進
め
ら
れ
る
。
公
準
に
よ
る
要
素
の
存
在
仮
定
（
例
え

ば
幾
何
学
に
お
け
る
点
、
線
、
面
な
ど
の
要
素
の
存
在
仮
定
）、
要
素
間
の
関
係

を
規
定
す
る
公
理
群
（
結
合
（V

erknüpfung

）
の
公
理
、
合
同
の
公
理
、
順
序

の
公
理
、
連
続
の
公
理
）、
そ
し
て
最
後
に
公
理
群
の
整
合
性
と
完
全
性
の
提
示
、

と
い
う
手
続
き
か
ら
な
る
と
す
る
。
果
た
し
て
「
発
生
的
手
法
は
数
の
概
念
の
研

究
に
対
す
る
唯
一
の
適
切
な
方
法
で
、
公
理
的
方
法
は
幾
何
学
の
基
礎
の
た
め
の

方
法
と
い
う
こ
と
な
の
か
」
と
ヒ
ル
ベ
ル
ト
は
問
う
。「
ま
た
、
両
者
を
比
べ
る

こ
と
、
及
び
力
学
や
他
の
諸
物
理
科
学
の
基
礎
の
た
め
に
ど
ち
ら
の
手
法
が
よ
り

優
れ
て
い
る
の
か
探
求
す
る
こ
と
は
興
味
深
く
み
え
る
」
と
、
数
学
の
基
礎
の
研

究
が
物
理
学
的
自
然
科
学
の
基
礎
の
研
究
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、（
つ
ま

り
物
理
の
形
式
学
研
究
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
）
示
唆
す
る
。
ヒ
ル
ベ

ル
ト
は
発
生
的
手
法
に
教
育
的
、
発
見
的
有
用
性
を
認
め
る
が
、
公
理
的
手
法
の
価

値
や
可
能
性
を
強
調
し
、
算
術
の
基
礎
の
研
究
に
対
し
て
も
公
理
的
手
法
が
展
開
可

能
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
「
数
概
念
に
つ
い
て
」（1900

）
で
示
す
の
で
あ
っ
た
。
実

際
こ
の
論
文
で
ヒ
ル
ベ
ル
ト
は
「
幾
何
学
の
基
礎
」（1899

）
の
公
理
系
構
成
と

同
一
の
構
成
で
算
術
の
公
理
系
を
構
成
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。

一
方
ハ
ン
ケ
ル
の
普
遍
（
一
般
）
算
術
と
し
て
の
形
式
数
学
の
導
入
（H

ankel 
1867

）
に
よ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
へ
の
影
響
も
重
要
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。「
代

数
的
に
数
を
一
般
化
し
て
い
く
と
い
う
考
え
は
英
語
系
圏
で
大
き
な
発
展
を
遂
げ

て
い
た
。
例
え
ば
、
実
数
、
複
素
数
を
さ
ら
に
代
数
的
に
一
般
化
し
て
４
元
数
の

理
論
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
ら
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
数

概
念
の
代
数
的
導
入
を
、
一
般
原
理
か
ら
の
生
成
と
い
う
観
点
で
、
形
式
数
学
と

し
て
定
式
化
し
よ
う
と
試
み
た
の
が
ハ
ン
ケ
ル
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

⑴
ハ
ン
ケ
ル
は
内
容
的
数
学
や
直
観
的
数
学
と
は
別
な
次
元
で
「
形
式
」
数
学
と

し
て
算
術
を
導
入
し
た
こ
と
、
⑵
代
数
的
発
生
論
的
拡
張
を
、
代
数
基
本
法
則
の

保
存
と
い
う
、
形
式
法
則
の
「
不
変
原
理
」
に
基
づ
い
て
体
系
的
に
示
そ
う
と
し

た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
含
ま
れ
る
こ
の
導
入
的
（hodegetisch

）
基
本
法
則
は
形
式
法
則

の
不
変
原
理
（Prinzip der Perm

anenz

）
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
は
次
の
こ

と
で
あ
る
：
普
遍
算
術
の
一
般
記
号
で
表
現
さ
れ
た
二
つ
の
形
式
が
等
し
い

と
き
、
そ
れ
ら[

二
つ
の
形
式]

は
ま
た
、
そ
れ
ら
の
記
号
が
単
な
る
大
き
さ

を
記
述
す
る
こ
と
を
や
め
、
そ
れ
ら
の
演
算
が
何
ら
か
の
他
の
内
容
を
受
け

取
る
と
き
に
も
、
等
し
い
。（H

ankel 1867, 11

）

こ
の
原
理
は
、
一
般
記
号
で
表
現
さ
れ
た
法
則
、
例
え
ば
交
換
法
則 

x+y=y+x 

は
一
つ
の
数
領
域
（
例
え
ば
自
然
数
）
の
加
法
＋
の
交
換
法
則
の
内

容
か
ら
離
れ
て
、
他
の
領
域
へ
の
拡
張
に
お
い
て
も
交
換
法
則
と
し
て
保
持
さ
れ

る
と
主
張
す
る
原
理
で
あ
る
。
諸
代
数
法
則
を
保
ち
な
が
ら
発
生
的
に
算
術
体
系

を
拡
張
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
代
数
法
則
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
諸
演
算
も
各

算
術
階
層
で
維
持
さ
れ
て
い
く
。
例
え
ば
＋
に
関
す
る
代
数
法
則
を
不
変
に
維
持

し
な
が
ら
、
自
然
数
系
か
ら
負
の
数
を
含
む
整
数
系
が
生
成
さ
れ
る
。（H

ankel 
1867, 10-11

）。（H
artim

o-O
kada, 2015

参
照
。）
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１
８
８
８
年
ハ
レ
大
学
で
の
教
授
資
格
審
査
討
論
リ
ス
ト
（H

ua X
II 339

） 

Ⅵ
番
で
フ
ッ
サ
ー
ル
は
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、「
ハ
ン
ケ
ル
の
、
算
術
に
お
け
る

形
式
法
則
の
不
変
原
理
は
、“
形
而
上
学
的
”原
理
で
も“
導
入
的（hodegetisch

）”

原
理
で
も
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
普
遍
算
術
の
生
成
に
つ
い
て
、
ま
た
普
遍

算
術
生
成
の
方
法
論
に
つ
い
て
フ
ッ
サ
ー
ル
は
既
に
こ
の
時
点
で
独
自
の
議
論

を
準
備
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。FT

L

（1929

）（H
uaX

V
II

）
32
節
で
は
、

１
９
０
１
年
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
数
学
協
会
準
備
草
稿
が
こ
の
問
題
の
解
明
の
た
め

に
行
わ
れ
た
こ
と
が
回
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
１
９
０
１
年
冬
学

期
の
研
究
動
機
が
上
記
討
論
リ
ス
ト
Ⅵ
番
と
共
に
同
時
に
、
Ⅶ
番
の
「
虚
的
な
も

の
の
正
当
化
」
の
問
題
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
こ
こ
か
ら
分
か
る
。
実

際
、
１
９
０
１
年
に
フ
ッ
サ
ー
ル
が
到
達
し
た
多
様
体
の
「
確
定
性
」
条
件
は
Ⅵ

と
Ⅶ
を
一
挙
に
解
決
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
次
節
参
照
）。

ハ
ン
ケ
ル
の
手
法
を
よ
り
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。
算
術
の
階
層
的
算
術
規
則
公

理
群
の
生
成
は
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
る
の
か
。
ハ
ン
ケ
ル
（1867
）
は
、
算
術

的
代
数
系
の
拡
張
の
た
め
の
法
則
や
規
則
の
拡
張
は
不
変
原
理
を
満
た
す
こ
と
が

そ
の
基
準
で
あ
る
と
す
る
。
不
変
原
理
を
満
た
す
算
術
領
域
の
拡
張
と
は
、
た
と

え
ば
交
換
法
則a+b=b+a

、bxa=axb

や
分
配
法
則ax

（b+c

）=（axb

）+（bxc
）

の
よ
う
な
代
数
法
則
を
不
変
に
保
持
し
な
が
ら
、
自
然
数
の
領
域
を
整
数
の
領
域

や
有
理
数
の
領
域
に
拡
張
し
て
い
く
。
一
方
で
、
代
数
法
則
は
、
各
領
域
に
お

い
て
演
算
記
号
の
計
算
規
則
を
誘
導
す
る
。
例
え
ば
、
結
合
法
則 x+

（y+z

）=

（x+y

）+z 

が
加
法
計
算
規
則 x+

（y+1

）=（x+y

）+1 

を
誘
導
す
る
。
後
者
は
単

な
る
等
号
命
題
で
は
な
く
、
ｘ
と
い
う
数
と
ｙ
の
次
の
数
と
の
和
の
計
算
は
、
ま

ず
ｘ
と
ｙ
の
和
の
計
算
を
し
て
、
そ
の
計
算
結
果
の
次
の
数
を
求
め
れ
ば
よ
い
、

と
い
う
計
算
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
内
容
を
持
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
ン
ケ
ル
は

こ
の
手
法
の
演
算
規
則
と
代
数
規
則
の
論
理
的
同
値
性
を
今
日
「
逆
数
学
」
と
呼

ば
れ
得
る
視
点
か
ら
示
す
。
す
な
わ
ち
、
上
記
の
よ
う
に
代
数
的
法
則
か
ら
演
算

規
則
が
誘
導
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
演
算
規
則
か
ら
逆
に
代
数
法
則
が
導
出
さ
れ

る
こ
と
を
数
学
的
帰
納
法
を
援
用
し
て
示
す
。
ハ
ン
ケ
ル
は
互
い
に
独
立
な
代
数

法
則
群
の
保
存
に
よ
り
虚
的
な
数
の
正
当
化
の
問
題
が
肯
定
的
に
解
決
す
る
と
す

る
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
こ
れ
に
不
正
確
な
点
が
あ
る
こ
と
を
正
当
に
指
摘
し
て
、

計
算
論
的
な
「
確
定
性
」
条
件
を
提
案
し
た
の
だ
っ
た
（FT

L

（1929

）
31
節
、

H
uaV

V
II,

、 101-102

）。
代
数
法
則
の
不
変
的
維
持
の
明
確
化
手
続
き
の
一
部
と

し
て
、
計
算
規
則
か
ら
代
数
法
則
に
遡
る
ハ
ン
ケ
ル
の
上
へ
の
方
向
性
に
対
し

て
、
１
９
０
１
年
冬
草
稿
の
フ
ッ
サ
ー
ル
は
計
算
規
則
の
内
部
に
と
ど
ま
り
、
計

算
規
則
が
張
る
計
算
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
還
元
的
計
算
と
い
う
下
へ
の
方
向
性
で
階

層
的
普
遍
算
術
を
明
確
化
し
よ
う
と
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
講
義
草
稿
（1901

）
で
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
「
数

概
念
に
つ
い
て
」（1900

）
の
公
理
群
の
枠
組
み
を
採
用
す
る
。
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の

公
理
群
は
、
存
在
仮
定
を
伴
う
演
算
子
導
入
に
関
す
る
結
合
公
理
、
計
算
公
理
、

順
序
公
理
、
完
全
性
の
公
理
（
連
続
性
）
に
分
け
ら
れ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
も
こ
の

順
序
で
公
理
系
を
検
討
す
る
（Schuhm

ann 2001,117

）。
次
の
点
を
注
意
し
て

お
く
。
A
両
者
の
最
も
異
な
る
の
は
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
が
最
後
に
置
い
た
「
完
全
性

公
理
」
を
フ
ッ
サ
ー
ル
が
排
除
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
完
全
性
公

理
は
公
理
系
自
身
に
言
及
す
る
自
己
言
及
的
表
現
を
取
っ
て
い
る
。「
こ
の
公
理

系
を
満
た
し
、
そ
れ
以
上
拡
張
す
る
と
こ
の
公
理
系
を
満
た
さ
な
く
な
る
よ
う
な

最
大
領
域
が
唯
一
存
在
す
る
」
こ
と
を
主
張
す
る
公
理
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
公
理
系
の
領
域
（
ヒ
ル
ベ
ル
ト
は
シ
ス
テ
ム
と
呼
ぶ
）
と
し
て
実
数
連
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続
体
が
一
挙
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
が
よ
り
下
位
の
数
概
念
か

ら
順
を
追
っ
て
階
層
的
に
最
終
的
に
実
数
ま
で
生
み
出
さ
れ
て
い
く
「
発
生
的
」

手
法
と
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
強
調
す
る
「
公
理
的
手
法
」
の
相
違
点
で
あ
る
。
ヒ
ル

ベ
ル
ト
が
完
全
性
の
公
理
に
よ
っ
て
、
連
続
体
で
充
満
す
る
最
も
広
が
っ
た
領
域

を
規
定
し
た
の
に
対
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
「
確
定
性
」
条
件
に
よ
っ
て
、
全
く

た
る
み
の
な
い
最
も
引
き
締
ま
っ
た
最
少
多
様
体
構
造
を
公
理
系
に
要
請
し
、
こ

れ
に
よ
り
完
全
性
が
定
理
と
し
て
導
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
B
ま
た
、
フ
ッ

サ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
他
の
諸
公
理
の
各
項
目
に
つ
い
て
計
算
可

能
性
及
び
計
算
（
結
果
）
の
一
意
性
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
「
確
定
的
」
多

様
体
で
あ
れ
ば
満
た
さ
れ
る
要
請
で
あ
る
。
確
定
性
の
多
様
体
分
肢
構
造
に
つ
い

て
は
３
．
１
節
で
触
れ
る
。
こ
の
確
定
性
解
釈
の
論
理
学
的
詳
細
に
つ
い
て
は
、

（O
kada 2013

）
参
照
。

実
際
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
下
位
の
数
体
系
か
ら
よ
り
上
位
の
数
体
系
に
常
に
拡
張

が
可
能
で
あ
る
よ
う
な
普
遍
算
術
を
探
求
す
る
自
己
の
立
場
か
ら
、
⑴
ヒ
ル
ベ
ル

ト
の
完
全
性
は
数
体
系
の
拡
張
を
許
さ
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
⑵

完
全
性
は
公
理
で
は
な
く
定
理
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
を
指
摘
す
る
。
⑶
ま
た
、
加

法
と
乗
法
の
演
算
（
及
び
そ
れ
ら
の
逆
演
算
）
に
制
限
す
る
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
代
数

的
計
算
公
理
で
は
く
、
演
算
を
い
く
つ
で
も
導
入
し
て
演
算
規
則
を
直
接
公
理
に

採
用
す
る
と
い
う
現
代
の
項
書
き
換
え
計
算
論
的
考
え
方
を
取
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
注
意
を
加
え
て
お
こ
う
。
⑴
に
関
し
て
は
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
完
全
性

は
「
絶
対
的
ま
た
は
本
質
的
完
全
性
」（454

）
と
呼
ば
れ
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
本
質

的
に
完
全
な
公
理
系
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
意
味
で
の
完
全
な
公
理
系
が
移
動
可
能
な

「
最
大
の
領
域
を
形
成
す
る
」
に
過
ぎ
ず
、
階
層
的
算
術
の
完
全
性
と
し
て
不
適

格
だ
と
す
る
。（H

ua X
II, 455

）

⑵
に
関
し
て
、「
完
全
性
は
決
し
て
公
理
で
は
な
い
。
―
そ
う
で
は
な
く
む
し

ろ
、
確
定
的
公
理
系
と
確
定
的
多
様
体
に
対
す
る
定
理
で
あ
る
」（Schuhm

ann 
2001, 102

）
と
主
張
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
確
定
性
」
条
件

は
公
理
系
の
完
全
性
を
導
出
す
る
（
十
分
）
条
件
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
⑶

こ
の
よ
う
な
計
算
論
的
な
視
点
の
導
入
か
ら
、
複
雑
な
諸
演
算
の
計
算
プ
ロ
セ
ス

の
分
肢
構
造
か
ら
な
る
「
多
様
体
」
研
究
が
重
要
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

計
算
公
理
に
つ
い
て
さ
ら
に
補
足
す
る
と
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
公
理
系
は
具
体
的

に
一
つ
固
定
し
た
公
理
系
を
与
え
た
の
に
対
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
確
定
的
多
様

体
を
規
定
す
る
公
理
系
の
要
請
を
一
般
的
に
（
し
か
し
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
公
理
系
の

提
示
す
る
順
序
で
）
与
え
て
い
る
。
例
え
ば
ヒ
ル
ベ
ル
ト
は
、
最
初
に
（
結
合
の

公
理
で
）
演
算
記
号
の
導
入
に
伴
い
演
算
が
生
成
さ
れ
る
と
要
請
す
る
。（
例
え

ば
、+

を
導
入
す
る
と
、
形
式
的
公
理
系
で
は3+2

の
生
成
が
仮
定
さ
れ
る
。）
こ

れ
に
対
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
３
＋
２
が
計
算
公
理
群
の
還
元
的
適
用
に
よ
っ

て
、
数
列
要
素
に
一
意
的
に
還
元
さ
れ
る
と
き
（
例
え
ば
５
に
還
元
さ
れ
る
と

き
）、
諸
公
理
に
よ
り
存
在
す
る
（Schuhm

ann-2001,115

）
と
す
る
。
演
算
公

理
に
つ
い
て
も
、
ハ
ン
ケ
ル
や
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
よ
う
に
代
数
法
則
か
ら
原
始
帰
納

関
数
を
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
確
定
性
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
よ
り
広
い
演

算
規
則
導
入
を
許
し
て
い
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
が
確
か
め
た
よ
う
に
、
数
値
レ

ベ
ル
で
は
通
常
の
算
術
は
確
定
的
で
あ
る
。
で
は
変
数
の
入
っ
た
代
数
レ
ベ
ル
の

多
様
体
構
造
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に
確
定
的
と
な
る
か
。
数
値
レ
ベ
ル
の
確
定
性

構
造
か
ら
代
数
的
レ
ベ
ル
の
確
定
的
規
則
が
得
ら
れ
る
可
能
性
を
肯
定
的
に
考
察

し
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
こ
の
検
討
は
「
な
ぜ
か
?
」（Schuhm

ann 
2001, 117

）
と
い
う
欄
外
に
書
か
れ
た
自
問
で
終
わ
っ
て
い
る
。（
こ
の
点
に
つ

い
て
は
第
４
節
で
検
討
す
る
。）
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フ
ッ
サ
ー
ル
が
採
っ
た
方
針
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
ⅰ
完
全
性
公
理
を
削

除
し
た
う
え
で
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
「
数
概
念
に
つ
い
て
」（H

ilbert 1900

）
の
枠
組

み
の
公
理
系
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
、
ⅱ
、
ハ
ン
ケ
ル
の
る
発
生
的
階
層
的
数
体

系
形
成
を
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
公
理
系
内
で
進
め
る
。
た
だ
し
、
数
学
的
帰
納
法
に
よ

り
計
算
規
則
か
ら
代
数
法
則
に
遡
る
部
分
は
削
除
す
る
。
ⅲ
公
理
の
等
号
を
「
還

元
」的
に（
即
ち
、
計
算
的
に
）の
み
用
い
る
。
ⅳ
還
元
的
計
算
構
造
の「
確
定
性
」

を
普
遍
算
術
の
ど
の
階
層
の
公
理
系
の
多
様
体
に
も
要
請
す
る
。
こ
れ
の
要
請
に

よ
り
ど
の
階
層
で
も
対
し
て
も
完
全
性
（
決
定
性
）、
整
合
性
が
成
立
し

（
注
２
）、「

虚

的
な
も
の
の
正
当
化
」
が
肯
定
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
示
す
。
ⅴ
。
数
値
的
レ
ベ

ル
で
は
普
遍
算
術
の
各
階
層
で
「
確
定
性
」
を
成
立
さ
せ
る
よ
う
な
適
切
な
演
算

規
則
公
理
を
形
成
で
き
る
の
で
、
完
全
で
整
合
的
と
な
り
、「
虚
的
な
数
の
使
用
の

正
当
化
」
が
解
決
さ
れ
る
。

な
お
、
数
値
多
様
体
で
は
数
列
の
構
成
か
ら
多
様
体
を
構
成
す
る
こ
と
も
で

き
、
そ
の
場
合
、
多
様
体
は
構
成
可
能
的
多
様
体
（
ま
た
は
数
学
的
多
様
体
）
と

呼
ば
れ
る
（H

ua X
II, 452

）。
こ
こ
で
、
た
と
え
自
然
数
の
数
列
は
そ
れ
以
上

還
元
規
則
が
適
用
で
き
な
い
特
別
な
形
の
演
算
の
列
か
ら
な
る
。　

1, 1+1, 1+1+1, 1+1+1,.,,,

数
列
は
、
多
様
体
の
分
肢
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
演
算
の
測
定
標
準
器

（Etalons

）
と
し
て
働
き
、
演
算
概
念
ｔ
が
数
列
の
な
か
の
数
に
一
意
的
に
還
元

さ
れ
た
時
、
そ
の
概
念
は
対
象
を
も
つ
、
ま
た
そ
う
で
な
い
と
き
対
象
を
持
た
な

い
、
つ
ま
り
そ
の
概
念
は
虚
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。（H

ua X
II, 452-453

）.

た
だ
し
実
数
に
関
し
て
は
計
算
可
能
演
算
の
確
定
性
ま
で
は
示
せ
る
が
、
確
定

性
か
ら
完
全
性
は
帰
結
し
な
い
。（

注
３
）

完
全
性
を
得
る
に
は
、
帰
納
的
実
数
、
実

閉
体
構
造
な
ど
計
算
可
能
的
な
理
論
範
囲
に
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

数
概
念
の
下
位
か
ら
の
拡
張
に
お
い
て
、
各
多
様
体
層
で
「
確
定
性
」
が
成
立

す
る
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
層
で
の
完
全
性
と
、
よ
り
下
の
層
に
対
す
る
整
合
性
を

保
つ
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
発
生
的
方
法
で
拡
張
し
な
が
ら
、

公
理
的
方
法
の
要
請
で
あ
る
整
合
性
と
完
全
性
も
保
つ
の
が
こ
の
確
定
性
条
件
で

あ
っ
た
。

よ
り
下
部
の
数
概
念
分
肢
構
造
（
多
様
体
）
が
完
全
で
、
拡
張
さ
れ
た
上
部
の

数
概
念
構
造
（
拡
張
さ
れ
た
多
様
体
）
が
整
合
的
で
あ
れ
ば
、
下
位
か
ら
み
れ
ば

虚
的
で
あ
る
上
位
の
数
概
念
を
途
中
で
使
用
し
て
下
位
の
数
概
念
に
関
す
る
等
式

命
題
が
証
明
さ
れ
る
と
き
、
虚
的
な
数
概
念
を
含
ま
な
い
証
明
に
変
換
で
き
る
こ

と
が
分
か
る
。フ
ッ
サ
ー
ル
は
各
層
の
数
体
系
に
対
し
て
も
確
定
性
を
要
求
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
各
層
の
整
合
性
と
完
全
性
が
保
証
さ
れ
、
各
層
は
公
理
的
手
法

の
要
請
を
ク
リ
ア
す
る
と
同
時
に
。
そ
の
系
と
し
て
、「
虚
的
な
数
の
使
用
の
正
当

化
」
問
題
の
正
当
化
も
各
層
に
対
し
て
明
ら
か
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

３
． 

形
式
数
学
の
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
多
様
体

３
．
１　

多
様
体
の
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
注
意

演
算
項
を
記
号
数
列
へ
の
「
還
元
」
に
つ
い
て
は
既
に
「
算
術
の
哲
学
」
後
半

に
現
れ
る
（H

aritom
a-O

kada 2015

）。
ま
た
第
６
研
究
18
節
の
演
算
項
表
現

に
対
す
る
表
意
的
志
向
の
間
接
的
充
実
と
も
深
く
関
わ
る
。
た
だ
し
、
第
６
研
究

に
お
け
る
表
意
的
志
向
の
間
接
的
充
実
は
「
定
義
的
」
表
象
に
立
ち
戻
る
明
晰
化

の
過
程
で
あ
っ
た
が
、
１
９
０
１
年
草
稿
群
で
は
形
式
的
計
算
公
理
の
規
則
を
還

元
の
方
向
に
適
用
す
る
こ
と
に
代
わ
る
。（
ま
た
、
十
進
法
の
数
表
現
も
捨
て
去

ら
れ
、
既
に
触
れ
た
よ
う
な
形
式
的
数
列
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。）

公
理
系
は
演
繹
証
明
の
全
構
造
を
特
徴
づ
け
る
。こ
の
演
繹
証
明
の
全
構
造（
ま

た
は
こ
の
全
構
造
と
同
型
な
対
象
性
）
を
こ
こ
で
は
最
も
一
般
的
な
多
様
体
と
呼
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ぶ
こ
と
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
１
９
０
１
年
草
稿
の
多
様
体
論

に
お
い
て
は
、
命
題
はs= t

の
形
の
等
号
命
題
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（H

ua X
II 

441

）。
例
え
ば
自
然
数
論
公
理
系
の
場
合
、（3+

（5x2

））=（4x3

）+1

は
こ
の
意
味

で
、
命
題
で
あ
る
、
し
か
も
証
明
可
能
と
な
る
。
等
式
か
ら
等
式
へ
の
演
繹
推
論

的
移
動
は
形
式
的
「
関
係
」（
ま
た
は
「
関
係
形
式
」）
の
分
肢
を
展
開
す
る
。
こ

こ
で
現
代
論
理
学
的
意
味
論
の
モ
デ
ル
の
領
域
は
、
こ
の
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

演
算
の
測
定
標
準
器
（475
）
の
役
割
と
し
て
（
通
常
）
前
も
っ
て
「
与
え
ら
れ
た
」

数
列
に
当
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
証
明
や
計
算
の
多
様
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
（
ま

た
は
こ
の
構
造
と
同
型
な
対
象
性
）
に
つ
い
て
の
把
握
を
通
じ
て
初
め
て
、
多
様

体
の
部
分
で
あ
る
自
然
数
の
モ
デ
ル
（
規
範
的
数
列
）
の
理
解
が
可
能
と
な
る
。

視
点
を
変
え
て
モ
デ
ル
を
把
握
す
る
の
も
、
論
理
的
に
高
次
の
立
場
か
ら
見
る
の

も
、
こ
の
証
明
・
計
算
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
網
目
に
沿
っ
て
移
動
す
る
こ
と
、
つ
ま

り
証
明
・
計
算
活
動
と
い
う
経
験
を
通
じ
て
で
あ
る
。
こ
の
推
論
関
係
の
織
り
成

す
可
能
的
無
限
の
証
明
の
分
肢
構
造
の
、
つ
ま
り
形
式
数
学
の
活
動
者
が
運
動

可
能
な
す
べ
て
の
証
明
ス
テ
ッ
プ
の
構
造
を
、
そ
の
公
理
的
形
式
規
則
に
対
す
る

「
多
様
体
」
と
呼
ぶ
。
ｓ
、
ｔ
、
u
と
い
う
演
算
に
対
し
て
、s= t
とt= u

と
が
演

算
に
関
す
る
計
算
の
公
理
の
直
接
の
適
用
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
演
算
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
で
s
と
t
は
直
接
等
号
＝
で
結
ば
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
図
的
に
、
二
つ
の
節

点
ｓ
と
ｔ
を
結
ぶ
エ
ッ
ジ
（
線
分
）
と
み
る
と
、
t
と
s
も
直
接
エ
ッ
ジ
で
結

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
等
号
命
題
の
推
移
推
論
規
則
（x= y

か
つy= z

な
ら
ば

x= z

）を
適
用
す
る
と
、t= u

が
演
繹
的
に
導
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
交
換
規
則（x= y

な
ら
ばy= x

）
に
よ
りu= t

も
演
繹
で
き
る
。
等
号
関
係
を
エ
ッ
ジ
と
見
た
と
き

こ
の
多
様
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
三
つ
の
節
点
s
と
u
は
t
を
通
っ
て
連
結
す

る
経
路
が
構
成
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
一
般
に
、
公
理
系
で
命
題s= t

が
演
繹
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
s
と
t
を
連
結
す
る
経
路
が
あ
る
こ

と
と
同
値
で
あ
り
、
公
理
系
か
らs= t

の
否
定
が
演
繹
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
s

と
t
を
連
結
す
る
経
路
が
な
い
と
い
う
こ
と
と
同
値
で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
等

号
に
方
向
性
、
還
元
性
、
プ
ロ
セ
ス
性
を
与
え
て
等
号
命
題
を
「
還
元
的
」
計
算

と
し
て
理
解
す
る
。（
こ
の
と
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
単
な
る
グ
ラ
フ
構
造
（
ま

た
じ
ゃ
そ
の
グ
ラ
フ
構
造
に
同
型
な
対
象
性
）
で
は
な
く
、
方
向
づ
け
ら
れ
た

エ
ッ
ジ
で
構
成
さ
れ
る
有
向
グ
ラ
フ
と
い
う
構
造
と
な
る
。）s= t

とt= u

に
対
し

て
、
た
と
え
ば s⇒

t, t⇒
u

と
い
う
方
向
性
を
与
え
る
と
、s⇒

. t⇒
u

と
い
う
経

路
に
よ
っ
て
s
は
u
に
還
元
さ
れ
る
が
、
u
か
ら
s
の
方
に
矢
印
経
路
を
伸
ば
せ

な
い
か
ら
u
は
s
に
は
還
元
さ
れ
な
い
。
等
号
と
し
て
の
公
理
系
で
はu= t

が
演

繹
的
に
証
明
で
き
て
も
、
u
か
ら
s
へ
の
還
元
は
成
立
し
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う

に
一
般
に
は
、
同
じ
公
理
系
に
対
し
て
も
還
元
的
計
算
は
演
繹
的
証
明
に
比
べ
て

ず
っ
と
弱
く
な
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
確
定
性
条
件
」
は
還
元
的
計
算
が
演
繹
的

証
明
と
同
値
に
な
る
条
件
で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
確
定
性
」
条
件
は
、
各
演

算
項
（
つ
ま
り
多
様
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
各
位
置
）
か
ら
還
元
の
経
路
を
（
ど
の

よ
う
に
）辿
っ
て
も
、
一
意
な
既
約
な（
そ
れ
以
上
還
元
さ
れ
な
い
）基
本
的
項（
通

常
は
前
も
っ
て
構
成
さ
れ
た
数
列
）に
到
達
す
る
、
と
い
う
条
件
と
理
解
で
き
る
。

項
書
き
換
え
理
論
の
用
語
で
言
え
ば
、
収
束
条
件
に
当
た
る
。（（O

kada 2013

）

及
び
そ
の
文
献
表
。）
単
純
化
し
す
ぎ
る
が
あ
え
て
、s= t

とt= u

だ
け
か
ら
な
る

公
理
系
を
考
え
、s⇒

t⇒
u

の
構
造
だ
け
か
ら
な
る
多
様
体
を
考
え
て
み
る
。
こ

の
と
き
、
確
か
にs,t,u

の
ど
の
項
か
ら
出
発
し
て
も
「
一
意
的
に
」
u
に
還
元
さ

れ
る
か
ら
「
確
定
性
」
条
件
を
満
た
す
。
と
こ
ろ
で
今
、 t⇒

u

と
い
う
方
向
付
け

の
代
わ
り
にu⇒

t

と
い
う
方
向
付
け
を
与
え
た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、s⇒

t

⇒u

と
い
う
構
造
を
含
む
こ
と
と
な
る
。
こ
の
と
き
は
ど
の

項
も
t
に
一
意
的
に
還
元
さ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
も
確
定
的
多
様
体
を
な
す
。
今

度
は
、s

⇒t, t⇒
u 

と
方
向
付
け
し
て
み
る
。
こ
の
と
き
に
は
一
意
的
に
還
元
値
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は
決
ま
ら
ず
、
二
つ
の
位
置
に
終
着
す
る
の
で
「
多
義
的
（
曖
昧
）」
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
さ
ら
に
公
理
を
付
け
加
え
て
一
意
的
に
す
る
と
い
う
公
理

系
の
変
様
が
可
能
と
な
る
。
い
ま
の
場
合
は
、
新
し
い
公
理
と
し
て
、s= u

を
例

え
ば
、s

⇒u
の
方
向
付
け
と
共
に
く
わ
え
れ
ば
よ
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
造
は
、s

⇒t⇒
u 

に u⇒
s

と
い
う
エ
ッ
ジ
が
加
わ
り
、
す
べ
て
の
項

が
（
ど
ん
な
矢
印
に
沿
っ
た
経
路
を
進
ん
で
も
）
一
意
的
に
s
に
還
元
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
で
演
繹
的
レ
ベ
ル
で
はs= t, t= u

か
らs= u

は
成
立
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
新
し
い
公
理
の
導
入
は
演
繹
的
証
明
可
能
性
の
レ
ベ
ル
で

は
何
の
変
化
も
な
く
、
同
一
で
あ
る
。
還
元
計
算
が
演
繹
証
明
と
同
値
と
な
る
と

い
う
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。
公
理
系
の
多
様
体
が
確
定
的
で
あ
れ
ば
、

「s= t

が
演
繹
可
能
か
そ
の
否
定
が
演
繹
可
能
か
」
が
決
定
で
き
る
。
ｓ
と
ｔ
の
２

つ
の
位
置
か
ら
出
発
し
た
還
元
経
路
は
そ
れ
ぞ
れ
一
意
的
な
終
着
点
を
も
つ
の

で
、
そ
れ
が
同
一
で
あ
る
か
ど
う
か
で
こ
の
問
い
が
決
定
可
能
と
な
り
、
完
全
性

が
定
理
と
し
て
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

３
．
２　

対
象
は
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
位
置
に
過
ぎ
な
い
。

演
算
項
は
多
様
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
位
置
で
あ
る
。「
確
定
的
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
位
置
関
係
と
は
こ
の
網
目
の
位
置
関
係
が
そ
れ
以
上
た
る
み
が
な
い
ほ
ど
ま

で
に
締
ま
っ
た
位
置
関
係
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
２
節
で
ヒ
ル
ベ
ル
ト
と
フ
ッ

サ
ー
ル
の
間
の
、
同
じ
結
合
公
理
に
対
す
る
意
味
の
大
き
な
違
い
に
つ
い
て
言
及

し
た
。
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
場
合
は
、
関
数
記
号 f

（x,y

）
と
項
s
、
t
が
与
え
ら
れ

れ
ば
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、f

（s,t

）
の
存
在
が
仮
定
さ
れ
る
と
す
る
。
一
方
フ
ッ

サ
ー
ル
は
、f

（s,t

）
か
ら
数
列
に
一
意
的
に
到
達
す
る
経
路
が
あ
る
こ
と
が
、

形
式
算
術
の
意
味
で
の
存
在
の
条
件
と
し
て
い
る
。
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

の
多
様
体
に
つ
い
て
フ
ッ
サ
ー
ル
は
例
え
ば
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

公
理
系
が
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（Relationsw

ebe

）(

又
は
、
関
係
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
式
）
を
通
じ
て
諸
対
象
を
定
義
す
る
と
し
た
ら
、[

…]

あ
ら
ゆ
る

対
象
は
そ
の
相
互
連
結
性
に
よ
っ
て
明
確
に
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
形
式
的
に
考
察
さ
れ
る
各
対
象
は
、
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
、

つ
ま
り
関
係
形
式
に
お
け
る
、
位
置
に
す
ぎ
な
い
、
こ
こ
で[

こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て]

諸
対
象
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
；
そ
し
て

こ
の
関
係
形
式
は
―
最
終
段
階
ま
で
形
式
的
に
差
別
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
意
味
で
―
厳
密
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
は
他
の
諸
位
置

と
の
関
係
に
お
い
て
各
位
置
を
明
確
に
規
定
す
る
。
も
し
未
確
定
さ
が
ま
だ

こ
こ
に
残
る
な
ら
ば
、
諸
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
形
式
的
に
特
徴
づ

け
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。[H

u X
II 475]

（
注
４
）

こ
の
よ
う
な
公
理
系
が
規
定
す
る
多
様
体
は
「
領
域
（Gebiet

）」
と
も
呼
ば

れ
る
。
確
か
に
同
じ
１
９
０
１
年
冬
学
期
草
稿
群
に
、
公
理
系
の
集
合
的
領
域
の

意
味
で
「
領
域
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
頻
繁
に
あ
る
が
、
公
理
系
が
領
域
を
そ
し

て
多
様
体
を
定
義
す
る
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
現
代
論
理
学
で
通
常
理
解
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
シ
ン
タ
ク
ス
と
セ
マ
ン
テ
ィ
ク
ス
、
の
区
別
や
、
形
式
的
公
理
系
と

そ
の
集
合
論
的
領
域
と
い
っ
た
区
別
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
「
領
域
」
概
念
が
フ
ッ

サ
ー
ル
の
議
論
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。
上
記
引
用
に
お
け
る
公
理
系
が
規
定
す
る

多
様
体
と
は
モ
デ
ル
論
的
真
理
性
（
セ
マ
ン
テ
ィ
ク
ス
）
で
は
な
く
、
よ
り
構
造

的
な
、
す
べ
て
の
形
式
計
算
的
証
明
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
と
筆
者
は
解

釈
す
る
。
引
用
の
諸
対
象
と
は
（
公
理
系
を
自
然
数
の
公
理
系
と
し
た
場
合
）
単

に
１
，
２
，
３
、
…
で
は
な
く
、 1+1, 1+2, 2+1, 

（2

×1

）+1

な
ど
の
演
算
分
肢

節
点
も
含
ま
れ
て
る
。（
実
際
、
前
者
を
「
数
列
の
領
域
」、
後
者
を)

〈
諸
）「
演
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算
の
領
域
」と
し
て
、
後
者
の
構
造
も
フ
ッ
サ
ー
ル
は
多
様
体
に
ふ
く
め
て
い
る
。

（
Ｓ
Ｓ
１
１
６, 

１
１
８
）
意
味
論
的
モ
デ
ル
で
は
、1+2

も2+1

も
３
と
同
一
な

解
釈
な
の
で
集
合
論
的
モ
デ
ル
の
上
で
は
こ
れ
ら
は
同
一
と
な
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル

の
多
様
体
で
は
、
あ
る
公
理
系
が
規
定
す
る
計
算
過
程
や
演
繹
過
程
の
す
べ
て
が

そ
の
公
理
系
の
多
様
体
の
分
肢
構
造
を
構
成
し
、1+2

と2+1

と
３
は
異
な
る
概

念
で
あ
り
、
上
記
引
用
で
の
言
い
方
で
は
異
な
る
対
象
と
な
る
。
証
明
可
能
性
も

セ
マ
ン
テ
ィ
カ
ル
な
標
準
的
モ
デ
ル
も
、
ど
ち
ら
も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
に

内
蔵
さ
れ
て
い
る
。（s= t

の
証
明
可
能
性
は
諸
対
象
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
対
象
ｓ

と
対
象
ｔ
を
つ
な
ぐ
計
算
や
推
論
の
経
路
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
数
列
は
標
準

モ
デ
ル
に
対
応
す
る
。
た
だ
し
上
の
引
用
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
対
象
（
や
演
算

概
念
）
は
位
置
に
過
ぎ
な
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
の
位
置
関
係
以
上
に
は
対
象

や
概
念
は
あ
り
得
ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
側
面
に
対
す
る
理
解
が
そ
の
側
面
に
位

置
す
る
対
象
の
理
解
だ
と
筆
者
は
解
す
る
。
外
的
対
象
の
知
覚
モ
デ
ル
で
は
捉
え

ら
れ
な
い
認
識
志
向
が
関
わ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
規
則
で
張
ら
れ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
シ
ン
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
（
フ
ッ
サ
ー
ル
の
つ
か
う
同
義
語
で
い
え
ば
範
疇

的
）
な
分
肢
構
造
で
あ
る
。
分
肢
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
行
き
来
し
て
（
つ
ま
り
、

計
算
活
動
や
証
明
活
動
を
通
じ
て
）、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
自
身
の
（
つ
ま
り
多
様
体

の
）
構
造
が
明
晰
化
さ
れ
る
。

４
．
数
学
の
哲
学
に
向
け
て

公
理
系
は
計
算
や
証
明
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
る
。
ど
ん
な
多
様
体
も
公
理
の

必
要
な
変
更
を
通
じ
て
拡
張
可
能
で
あ
る
（Schuhm

ann 2001, 103

）。
代
数
原

理
を
保
持
し
つ
つ
、
虚
的
な
数
や
新
し
い
概
念
を
節
点
と
し
て
取
り
込
ん
で
多
様

体
は
拡
張
さ
れ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
多
様
体
を
確
定
化
す
る
手
続
き
（
３
．
１
節

も
参
照
）
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
こ
の
公
理
系
の
変
様
は
演
繹
証
明
可
能
性

と
い
う
観
点
か
ら
は
何
も
変
わ
ら
ず
同
一
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
様
体
を
確

定
的
な
様
態
に
す
る
変
様
で
あ
る
と
言
え
る
（O

kada 2013

）。
第
３
研
究
の
全

体
―
部
分
関
係
の
言
葉
で
言
え
ば
、
普
遍
（
一
般
）
算
術
の
各
階
層
は
確
定
性
条

件
を
満
た
せ
ば
普
遍
算
術
の
「
断
片
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
完
全

で
整
合
的
な
、
完
結
し
た
「
断
片
」
と
し
て
自
然
数
論
、
整
数
論
、
有
理
数
等
々

の
多
様
体
構
造
が
順
序
良
く
生
み
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
自
然
数
多
様
体
と
っ
て

虚
的
な
概
念2–3

は
、
自
然
数
論
の
公
理
体
系
の
拡
張
を
通
じ
て
生
み
だ
さ
れ
る

整
数
多
様
体
で
は
、-1

ま
で
還
元
で
き
る
経
路
を
持
つ
こ
と
と
な
り
こ
の
虚
的
な

概
念
は
対
象
と
し
て
の
存
在
が
「
証
明
」
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で-1

は
数

列
の
拡
張
と
し
て
多
様
体
側
の
対
象
の
節
点
位
置
に
現
れ
る
。
各
階
層
の
多
様
体

が
全
体
に
対
し
て
「
断
片
」
で
あ
る
こ
と
と
「
虚
的
な
数
の
使
用
の
正
当
化
」
が

成
立
す
る
こ
と
と
は
同
等
な
こ
と
で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
い
く
つ
も
の
断
面
か

ら
な
る
多
重
構
造
と
し
て
普
遍
算
術
全
体
を
描
い
て
い
た
と
言
え
る
。
フ
ッ
サ
ー

ル
が
問
題
に
し
た
多
様
体
の
確
定
性
は
」
論
理
文
法
レ
ベ
ル
と
し
て
は
最
低
次
の

数
値
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
変
数
を
含
む
代
数
的
レ
ベ
ル
や
量
化
命
題
に

つ
い
て
も
各
階
層
の
多
様
体
は
普
遍
算
術
全
体
に
対
し
て
完
結
し
た
断
片
を
成
す

の
か
。
第
２
節
で
触
れ
た
よ
う
に
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
数
値
的
レ
ベ
ル
か
ら
代
数
的

レ
ベ
ル
に
移
動
す
る
と
き
、
数
値
的
レ
ベ
ル
で
確
定
性
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
れ

ば
代
数
的
レ
ベ
ル
で
も
持
た
さ
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
を
問
う
。
こ
の
問
題
に
関

し
て
シ
ュ
ー
マ
ン
ら
編
集
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
講
義
草
稿
で
は
、
最
終
脚
注
で

フ
ッ
サ
ー
ル
は
こ
れ
が
「
な
ぜ
か
？
」
と
自
問
し
て
い
る
（Schuhm

ann 2001, 
117,106

も
参
照
）。

実
際
、
変
数
を
含
む
代
数
的
レ
ベ
ル
で
は
計
算
的
・
論
証
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

確
定
的
と
は
な
ら
な
い
と
分
か
る
の
は
ず
っ
と
後
の
ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
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（1931

）
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。（
ゲ
ー
デ
ル
の
定
理
が
フ
ッ
サ
ー
ル
の
確
定
性
に

矛
盾
す
る
こ
と
は
カ
バ
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。）
こ
れ
は
否
定
的
な
結

果
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
フ
ッ
サ
ー
ル
の
多
様
体
論
に
と
っ
て
非
常
に
豊
か
な
帰

結
を
も
た
ら
す
と
筆
者
は
考
え
る
。
ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
は
、
変
数
や
量

化
を
含
む
命
題
的
範
疇
の
論
理
推
論
的
分
肢
構
造
を
含
め
る
と
、
各
層
は
も
は
や

閉
じ
た
断
片
で
は
な
く
な
り
、
下
層
の
算
術
多
様
体
も
上
層
の
算
術
多
様
体
に
依

存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
実
数
論
（
解
析
学
）
的
概
念
の
経
路
を
経

て
初
め
て
明
晰
化
さ
れ
る
自
然
数
論
の
命
題
が
現
れ
て
く
る
。
発
生
的
公
理
的
手

法
の
出
発
点
だ
っ
た
自
然
数
論
の
多
様
体
の
構
造
は
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

拡
張
階
層
の
多
様
体
構
造
に
基
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ゲ
ー
デ
ル
の

定
理
は
普
遍
算
術
の
階
層
を
い
く
ら
拡
げ
て
も
完
結
し
た
断
片
に
な
ら
な
い
こ
と

も
含
意
す
る
。
ゲ
ー
デ
ル
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
虚
的
概
念
の
導
入
と
使
用

は
、、
証
明
を
短
く
し
、
見
渡
し
を
よ
く
す
る
し
、
明
晰
な
判
断
に
向
か
う
数
学

的
活
動
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
高
次
の
虚
的
な
数
や
高
次
概
念
に
到
達
し
て

元
の
低
次
の
多
様
体
の
証
明
構
造
を
把
握
す
る
こ
と
は
一
種
の
遠
位
項
的
把
握
と

も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
で
論
じ
て
い
る
純
粋
形
式
算
術
の
認
識
に

つ
い
て
は
、
鈴
木
氏
（
鈴
木
２
０
１
３
）
が
用
い
る
伝
統
的
知
覚
モ
デ
ル
で
は
捉

え
き
れ
な
い
、
純
粋
範
疇
的
と
も
い
え
る
遠
位
項
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

特
に
算
術
命
題
に
向
か
っ
た
証
明
や
計
算
を
行
う
こ
と
は
、
公
理
系
の
文
法
で
状

況
づ
け
ら
た
志
向
的
活
動
に
当
た
る
。
仮
に
こ
の
命
題
が
成
立
す
る
と
ど
の
よ
う

な
構
造
が
現
れ
て
く
る
か
、
と
い
っ
た
意
識
に
と
っ
て
非
直
接
的
な
、
暫
定
的
規

則
や
暫
定
的
命
題
を
加
え
た
り
、
規
則
を
暫
定
的
に
強
め
た
り
し
て
多
様
体
の
証

明
活
動
を
通
じ
た
数
学
的
経
験
を
成
立
さ
せ
て
い
く
。
数
学
的
対
象
は
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の「
位
置
に
過
ぎ
な
い
」。
我
々
は
範
疇
的
―
分
肢
的
な
多
様
体
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
状
況
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
る
運
動
を
通
じ
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
的
理
解
を
目
指
す
。
数
値
レ
ベ
ル
の
「
確
定
的
」
普
遍
算

術
は
、
す
べ
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
足
場
を
成
し
て
い
る
。
公
理
的
形
式
算
術
と

い
う
限
定
し
た
枠
組
み
の
中
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
予
想
命
題
の
確
実
性
や
明

証
的
直
観
や
そ
の
命
題
の
明
晰
性
が
得
ら
れ
る
の
は
「
証
明
」（
即
ち
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
で
の
新
し
い
接
続
通
路
の
開
通
）
に
よ
る
。
公
理
規
則
と
い
う
文
法
が

い
っ
た
ん
設
定
さ
れ
る
と
あ
ら
ゆ
る
証
明
の
列
挙
は
機
械
に
も
で
き
る
こ
と
は
初

等
的
な
計
算
理
論
で
知
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
、
我
々
の
経
験
世
界
の
時
間
概
念

を
こ
の
計
算
理
論
に
導
入
し
た
と
た
ん
に
、
世
界
で
最
も
高
速
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
も
、
太
陽
系
の
寿
命
が
尽
き
る
ま
で
、
重
要
な
命
題
の
証
明
の
枚
挙
は
ほ
と
ん

ど
済
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。（

注
５
）

こ
こ
に
数
学
的
構
造
に
対
す
る
人
の
志
向
的
活
動
の
重
要
性
と
意
義
が
存
す

る
。
例
え
ば
、
未
解
決
問
題
や
理
解
し
た
い
命
題
に
対
し
て
、（
ま
た
初
等
算
数
教

育
の
問
い
に
対
し
も
）、
当
の
理
論
の
多
様
体
の
な
か
に
証
明
の
経
路
が
、
人
の

証
明
構
成
以
前
に
（
前
も
っ
て
）
結
ば
れ
て
い
る
か
ど
う
か
定
ま
っ
て
い
る
、
と

す
る
数
学
的
真
理
に
関
す
る
素
朴
な
態
度
を
保
留
し
て
、
人
は
多
様
体
の
上
を
動

き
、
こ
の
動
き
を
通
じ
て
、
位
置
と
し
て
の
概
念
や
座
標
と
し
て
の
対
象
な
ど
の

諸
節
点
と
の
関
係
性
の
下
で
、
構
造
の
現
出
に
立
ち
会
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
当
の
理
論
の
多
様
体
内
に
「
証
明
」
の
プ
ロ
セ
ス
経
路
が
構
成
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
し
、
そ
の
外
側
の
虚
的
概
念
を
経
由
し
て
は
じ
め
て
証
明
構
造
が
構
成
さ

れ
た
り
、
よ
り
広
い
多
様
体
の
形
成
す
る
文
法
的
足
場
と
状
況
下
で
行
き
来
し

て
、
予
想
命
題
の
意
味
が
よ
り
判
明
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
拡
大
多
様
体
が
Ｚ

Ｆ
集
合
論
と
い
う
文
法
の
多
様
体
で
あ
る
こ
と
も
、
ま
た
、
多
様
体
と
い
う
関
係

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
の
次
元
で
は
な
く
、
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
の
関
係
に
つ
い

て
の
理
論
（
例
え
ば
圏
論
）
に
証
明
の
経
路
を
見
出
す
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
様
体
の
網
目
を
言
語
的
に
、
そ
し
て
身
体
的
に
動
く
こ
と
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し
か
、
こ
の
無
限
の
多
様
体
の
構
造
の
本
質
的
な
部
分
と
意
識
が
一
体
に
な
り
、

構
造
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
量

化
を
含
む
高
次
の
命
題
的
志
向
の
証
明
的
充
実
に
向
か
う
の
も
、
こ
の
数
学
経
験

の
場
と
し
て
の
、
文
法
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
方
、
１
９
０
１

年
冬
に
フ
ッ
サ
ー
ル
が
確
立
し
た
の
は
、
最
低
次
元
（
数
値
レ
ベ
ル
）
の
普
遍
算

術
で
は
各
層
が
確
定
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ン
タ
ク
テ
ィ
ッ

ク
に
最
低
次
の
計
算
的
算
術
が
、
よ
り
高
次
の
数
学
経
験
の
足
場
と
な
っ
て
お

り
、
高
次
の
形
式
数
学
的
経
験
の
成
立
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
シ
ン
タ
ク

テ
ィ
ッ
ク
な
上
下
運
動
の
重
要
な
始
点
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

筆
者
は
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の
確
定
的
な
最
低
次
の
普
遍
算
術
が
、
高
次
形
式
算

術
多
様
体
の
分
肢
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
世
界
と
を
結
ぶ
唯
一
の
接
続
経
路
で
も
あ

る
。

注注
１　

形
式
数
学
に
関
す
る1901–1902

年
冬
学
期
草
稿
はH

usserliana X
II

（H
ua

　

X
II

）
巻
付
録V

I-X

と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ

ン
大
学
数
学
協
会
二
講
義
（D

oppelvortrag

）
草
稿
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
ー

マ
ン
ら
（Schuhm

ann-Schuhm
ann 2001

）
が
再
編
集
を
行
っ
て
い
る
。
二

講
義
草
稿
出
典
表
示
に
当
た
っ
て
は
、H

uaX
II

巻
講
演
草
稿
と
（Schuhm

ann-
Schuhm

ann2001

）
講
演
草
稿
と
の
間
で
相
違
が
あ
る
ペ
ー
ジ
に
つ
て
は

Schuhm
ann-Schuhm

ann2001

）
の
ペ
ー
ジ
数
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。）
本
稿

で
は
こ
のD

oppelvortra1901-1902

年
冬
学
期
の
上
記
草
稿
群
の
内
容
全
体
に
一

貫
性
を
持
た
せ
て
理
解
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
と
は
異
な
っ

た
見
方
で
あ
る
が
、
初
期
フ
ッ
サ
ー
ル
哲
学
の
計
算
論
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、

Centrone,

（Centrone, 2010

）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

注
２　

拡
張
多
様
体
の
整
合
性
に
関
し
て
は
、
既
約
（
そ
れ
以
上
還
元
で
き
な
い
）
な

数
列
を
保
存
す
る
領
域
の
拡
張
を
前
提
と
し
て
い
る
。

注
３　

フ
ッ
サ
ー
ル
の
決
定
手
続
き
の
最
後
の
部
分
は
既
約
な
２
つ
の
数
が
同
一
で
あ

る
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
実
数
列
上
の
（
既
約
な
）
２
つ
の

数
の
間
で
は
同
一
性
判
定
が
で
き
な
く
な
る
。

注
４　

引
用
の
最
後
の
部
分
で
「
も
し
未
確
定
さ
が
ま
だ
こ
こ
に
残
る
な
ら
ば
、
諸
関

係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
形
式
的
に
特
徴
づ
け
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
」。
こ

れ
は
多
様
体
の
数
列
（
基
準
、
座
標
、
値
野
な
ど
で
言
い
換
え
ら
れ
る
）
が
必
ず
し

も
「
先
に
」
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
場
合
を
フ
ッ
サ
ー
ル
が
視
野
に
入
れ
て

い
る
こ
と
の
一
例
で
あ
る
。
公
理
系
の
論
理
的
強
さ
を
変
え
ず
に
多
様
体
を
確
定
的

に
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
る
（O

kada 2013

参
照
）。

注
５　

こ
れ
は
、
計
算
理
論
に
お
け
る
帰
納
的
枚
挙
可
能
性
（recursive enum

erability

）

概
念
に
当
た
る
。
一
方
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
示
し
た
多
様
体
論
に
よ
れ
ば
、「
確
定
性
」

条
件
を
満
た
せ
ば
任
意
に
与
え
ら
れ
た
等
式
命
題
に
対
し
て
機
械
は
一
瞬
で
そ
の
証

明
か
否
定
の
証
明
を
提
示
で
き
る
こ
と
が
分
か
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
の
確
定
性
条
件
の

も
と
で
の
計
算
可
能
性
は
帰
納
的
計
算
可
能
性
の
な
か
で
も
「
バ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
無
し
」
の
計
算
と
い
う
強
い
計
算
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
対
応
す
る
。
し
か
し
確
定
性

条
件
を
満
た
す
の
は
フ
ッ
サ
ー
ル
も
一
貫
し
て
明
言
し
て
い
る
通
り
、
数
値
的
算
術

多
様
体
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
１
９
７
０
年
代
以
降
の
項
書
き
換
え
理
論
で
は
、
確
定

性
条
件
を
満
た
す
代
数
的
公
理
系
が
数
多
く
報
告
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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「
現
象
学
と
い
う
知
的
資
源
は
ま
だ
枯
渇
す
る
に
は
ほ
ど
遠
く
、
そ
の
哲

学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ほ
と
ん
ど
有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
い 

1

。」Robert 
Sokolow

ski

「（
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、）
こ
こ
百
年
ほ
ど
の
過
去
に
お
い
て
、
我
々
が
本
質
を

直
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
、
そ
の
方
法
を
定
式
化
す
る
こ
と
が
可

能
だ
と
主
張
し
た
唯
一
の
哲
学
者
（
で
あ
る
）2

。」Richard T
ieszen

《
序
》数

学
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
は
数
学
的
現
象
を
「
見
る
」
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
「
見
る
」
と
い
っ
た
の
は
、
目
で
見
る
の
と
は
違
う
け
れ
ど
も
、
あ
る

種
の
感
覚
に
よ
っ
て
知
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
感
覚
は
、・
・
・
明
ら
か

に
論
理
的
推
理
能
力
等
と
は
異
な
る
純
粋
な
感
覚
で
あ
っ
て
、
私
に
は
視
覚
に

近
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
直
観
と
よ
ん
で
も
よ
い
の
で
あ
ろ
う

が
、
純
粋
な
感
覚
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、
以
下
こ
の
感
覚
を
「
数

覚
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
よ
う 

3

。

数
学
者
、
小
平
邦
彦
の
文
章
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
数
学
者
は
し
ば
し
ば
、

自
身
の
研
究
を
導
い
て
い
る
数
学
的
直
観
を
知
覚
に
た
と
え
て
語
る
。

数
学
者
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
言
明
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
数

学
的
対
象
が
「
見
え
る
」
と
か
、
数
学
的
直
観
は
外
的
知
覚
と
似
て
い
る
、
と
い

う
よ
う
な
言
明
に
対
す
る
反
応
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ

る
。
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
神
秘
化
す
る
と
い
う
反
応
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

数
学
的
直
観
と
外
的
知
覚
を
類
比
す
る
数
学
者
た
ち
の
言
明
は
荒
唐
無
稽
な
言
明

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
、
特
殊
な
能
力
を
持
っ
た
者
の
み
が
把
握
で
き

る
世
界
に
関
わ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
把
握
で
き
な
い
者
に
と
っ
て
は
、
近
づ
き
が

た
い
世
界
の
話
だ
と
す
る
反
応
で
あ
る
。
こ
れ
は
数
学
者
の
言
明
を
肯
定
的
に
捉

え
る
反
応
の
極
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
否
定
的
な
反
応
の
極
は
次
の
よ
う
に

な
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
数
学
者
の
言
明
は
、
哲
学
的
に
考
察
し
て
み
る
と
正

当
化
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
数
学
者
の
言
明
は
哲
学
に
お
い
て
取
り

上
げ
る
価
値
の
な
い
荒
唐
無
稽
な
意
見
表
明
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
反
応
で
あ
る
。

二
つ
の
極
端
な
反
応
は
、
実
は
、
結
果
的
に
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
反
応
と
な
る
。
つ

ま
り
、
第
一
の
反
応
に
し
ろ
、
第
二
の
反
応
に
し
ろ
、
数
学
者
に
よ
る
数
学
的
直

観
と
外
的
知
覚
の
類
比
は
、
哲
学
的
に
は
ま
と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。

数
学
的
対
象
の
現
象
学

鈴

木

俊

洋
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私
の
提
案
す
る
現
象
学
的
数
学
論
の
反
応
は
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
第
三
の

反
応
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
数
学
者
た
ち
の
数
学
的
直
観
と
外
的
知
覚
の
類
比
を
、

重
要
な
類
比
と
捉
え
て
、
そ
れ
を
数
学
的
直
観
な
る
も
の
の
理
解
に
資
す
る
か
た

ち
で
使
う
と
い
う
反
応
で
あ
る
。数
学
者
た
ち
の
述
べ
る
よ
う
な
直
観
的
把
握
が
、

（
外
的
知
覚
と
類
比
で
き
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、）
数
学
に
お
い
て
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
人
が
―
特
に
専
門
的
数
学
者
で

な
く
と
も
、
数
学
を
少
し
で
も
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
ば
―
認
め
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
数
学
を
哲
学
的
に
論
じ
る
場
合

に
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
じ

る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
数
学
者
た
ち
は
そ
れ
を
外
的
知

覚
に
似
た
も
の
だ
と
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
そ
の
類
比
性
を
使
っ
て
、
数

学
的
直
観
と
は
何
か
に
つ
い
て
哲
学
的
に
考
察
す
る
枠
組
み
を
考
え
る
の
が
得
策

で
あ
る
。

数
学
者
の
研
究
を
導
い
て
い
る
数
学
的
直
観
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

彼
ら
は
、
そ
れ
を
外
的
知
覚
と
類
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
を
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。
彼
ら
の
言
明
が
、
ま
っ
た
く
の
虚
言
で
は
な
い
は
ず
な
ら
ば
、
そ

れ
に
沿
っ
て
数
学
的
直
観
を
分
析
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
い
っ
た
問
い
に
答
え
る
こ
と
は
、
数
学
を
哲
学
的
に
考
察
す
る
さ
い
に
、
中

心
的
と
な
る
べ
き
問
い
で
あ
る
。そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、

現
象
学
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
数
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
そ
も
そ
も
、
現
象
学
の
創
始
者
で
あ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
問
い

に
答
え
る
た
め
に
数
学
者
か
ら
哲
学
者
へ
と
変
わ
り
、
現
象
学
と
い
う
方
法
を
創

設
し
た
の
で
あ
る
か
ら 

4

。

本
稿
の
目
的
は
三
つ
あ
る 

5

。
第
一
に
、
現
象
学
の
枠
組
み
を
使
っ
て
、
数

学
的
直
観
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
数
学
的

直
観
と
外
的
知
覚
の
類
似
性
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
第
二
に
は
、
イ
デ
ア
的
対

象
と
は
何
か
、
そ
し
て
そ
の
発
生
的
考
察
と
何
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
こ
で
は
、
数
学
的
対
象
と
外
的
知
覚
対
象
の
根
本
的
な
相
違
に
焦
点
が

あ
て
ら
れ
る
。
第
三
に
は
、
数
学
的
主
観
性
の
構
成
と
い
う
テ
ー
マ
を
提
示
す
る

こ
と
で
あ
る
。

《
外
的
知
覚
と
数
学
的
直
観　

―
近
位
項
・
遠
位
項
ア
プ
ロ
ー
チ
》

実
は
、
現
象
学
の
枠
組
み
で
は
、
右
の
よ
う
に
数
学
者
た
ち
が
数
学
的
直
観
と

外
的
知
覚
を
類
比
し
て
語
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
奇
妙
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
も
そ

も
そ
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
を
語
る
た
め
の
道
具
立
て
と
し

て
現
象
学
と
い
う
方
法
論
を
創
設
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
と
も
い
え
る
。

数
学
的
直
観
と
外
的
知
覚
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
双
方
に
お
い

て
、
何
か
が
「
対
象
と
し
て
」
把
握
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

現
象
学
に
お
い
て
対
象
と
は
志
向
的
対
象
の
こ
と
で
あ
り
、
対
象
と
し
て
把
握
す

る
と
は
、
志
向
性
と
い
う
構
造
に
よ
っ
て
主
観
が
客
観
と
関
わ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
数
学
者
が
語
る
数
学
的
直
観
と
外
的
知
覚
の
類
比
は
、
数
学

的
な
も
の
を
直
観
的
に
把
握
す
る
さ
い
の
主
観
と
客
観
（
数
学
的
対
象
）
と
の
間

の
関
係
が
、
外
的
知
覚
を
遂
行
す
る
さ
い
の
主
観
と
客
観
（
外
的
知
覚
対
象
＝
実

在
的
対
象
）
と
の
間
の
関
係
と
同
じ
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
に
お
い
て
、
志
向
性
は
ほ
と
ん
ど
場
合
、
外
的
知
覚
を

範
例
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
外
的
知
覚
の
志
向
的
対
象
と
は
、
知
覚
に
お
い
て
直

接
的
に
主
観
に
与
え
ら
れ
る
諸
々
の
射
影
を
統
一
し
て
い
る
結
束
点
の
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
一
つ
の
リ
ン
ゴ
を
（
視
覚
的
に
）
知
覚
す
る
と
き
に
、
主
観
に
直

接
的
に
与
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
リ
ン
ゴ
の
射
影
（
の
束
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
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そ
の
知
覚
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
対
象
は
、
そ
の
射
影
す
べ
て
か
ら
な
る

（
無
限
）
集
合
で
は
な
い
し
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
射
影
で
も
な
い
。
外
的
知
覚

の
対
象
と
は
、
射
影
を
統
一
す
る
結
束
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
も
の
の
こ
と
で

あ
る
。

志
向
性
と
い
う
構
造
に
つ
い
て
記
述
す
る
の
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
は
、
時
期

や
文
脈
に
応
じ
て
、
ま
た
扱
っ
て
い
る
領
域
に
応
じ
て
様
々
に
言
葉
を
変
え
て

表
現
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
、
道
具
と
し
て
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
「
近
位
項
」

「
遠
位
項
」
と
い
う
用
語
を
導
入
し
て
お
き
た
い 

6

。
近
位
項
と
は
、
志
向
性
と

い
う
構
造
に
お
い
て
、
統
一
さ
れ
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
も
の
の
こ
と
で
あ

り
、
遠
位
項
と
は
近
位
項
を
統
一
す
る
結
束
点
と
し
て
機
能
す
る
も
の
の
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
視
知
覚
に
お
い
て
、
主
観
に
直
接
的
に
与
え
ら
れ
る
の
は
、
知

覚
対
象
の
射
影
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
視
知

覚
の
近
位
項
で
あ
る
。
そ
し
て
、
視
知
覚

に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
も
の
、
つ
ま

り
、
視
覚
対
象
と
は
、
近
位
項
で
あ
る
射

影
を
統
一
す
る
結
束
点
と
し
て
与
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
視
知
覚
の
遠
位

項
で
あ
る
。（
図
１
を
参
照
）

一
つ
の
リ
ン
ゴ
を
、
そ
の
射
影
を
通
じ

て
知
覚
し
て
い
る
と
き
と
同
様
、
数
学
的

対
象
の
把
握
に
お
い
て
も
、
志
向
性
と
い

う
構
造
が
成
立
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
数

３
と
い
う
数
学
的
対
象
を
我
々
が
把
握
し

て
い
る
と
き
に
、
我
々
に
直
接
的
に
与
え

ら
れ
る
の
は
、
つ
ま
り
、
近
位
項
と
し
て

機
能
し
て
い
る
の
は
、
具
体
的
事
物
三
つ
か
ら
な
る
集
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
数

３
と
い
う
数
学
的
対
象
は
、
そ
れ
ら
具
体
的
集
合
の
う
ち
の
一
つ
で
も
な
い
し
、

そ
れ
ら
す
べ
て
を
集
め
た
集
合
、
つ
ま
り
、
三
つ
の
要
素
を
も
つ
集
合
す
べ
て
か

ら
な
る
無
限
集
合
で
も
な
い
。
数
学
的
対
象
「
数
３
」
と
は
、
三
つ
の
要
素
を
持

つ
具
体
的
集
合
た
ち
と
い
う
近
位
項
を
統
一
す
る
結
束
点
と
し
て
、
つ
ま
り
遠
位

項
と
し
て
機
能
し
て
い
る
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
数
３
を
数
学
的
対
象

と
し
て
把
握
し
て
い
る
と
は
、
数
３
を
そ
の
よ
う
な
構
造
に
お
い
て
把
握
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

同
様
に
、
無
理
数
π
と
い
う
数
学
的
対
象
を
把
握
す
る
と
き
に
、
我
々
に
直
接

的
に
与
え
ら
れ
る
の
は
、
3
と
か
、3.14

と
か3.1415

と
い
っ
た
、
π
を
近
似
的

に
代
理
す
る
有
理
数
で
あ
る
。
無
理
数
π
と
い
う
対
象
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一

つ
で
も
な
い
し
、
そ
れ
ら
の
な
す
無
限
集
合
そ
の
も
の
で
も
な
い
。
無
理
数
π
と

い
う
数
学
的
対
象
と
は
、
無
限
に
あ
る
（
π
に
収
束
す
る
）
有
理
数
の
列
を
統
一

す
る
結
束
点
の
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
π
を
近
似
的
に
代
理
し
て
い
る
有
理
数

と
い
う
近
位
項
を
統
一
し
て
い
る
遠
位
項
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
直
線
と
い
う
幾
何
学
的
対
象
を
把
握
す
る
と
き
に
、
我
々
に
直
接
的

に
与
え
ら
れ
る
の
は
、
紙
や
黒
板
に
描
い
た
（
直
線
に
近
い
が
直
線
で
は
な
い
）

線
で
あ
っ
た
り
、
ぴ
ん
と
張
っ
た
ロ
ー
プ
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
直
接

与
え
ら
れ
る
無
限
の
「
直
線
の
よ
う
な
も
の
」
を
近
位
項
と
し
て
、
そ
れ
を
統
一

し
て
い
る
遠
位
項
が
幾
何
学
的
対
象
「
直
線
」
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
詳
し
く
扱
わ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数

学
論
に
お
け
る
大
き
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
実
数
や
無
限
集
合
が
関
わ
る
諸
問
題

は
、
少
し
異
な
る
観
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う 

7

。
た
だ
、
近
位

項
・
遠
位
項
ア
プ
ロ
ー
チ
の
よ
り
重
要
な
利
点
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
捉
え
方
を
、
よ
り
高
次
の
対
象
構
成
や
よ
り
低
次
の
対
象
構
成
に
拡
げ
て
考
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え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
学
的
直
観
の
哲
学
的
考
察
に
は
一
つ
の
展
望
が
も
た
ら

さ
れ
る
。

《
近
位
項
・
遠
位
項
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
た
ら
す
展
望
》

右
で
出
し
た
例
は
す
べ
て
、
一
般
的
に
多
く
の
人
に
お
い
て
対
象
把
握
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
前
提
で
き
る
例
で
あ
る
。
こ
の
捉
え
方
を
高
次
の
対
象
構
成
に
拡

張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
自
分
自
身
が
持
っ
て
い
な
い
よ
う
な
数
学
的

直
観
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
の
想
像
が
で
き
、
そ
れ
に
つ
い
て
分
析
し
た
り
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
具
体
例
と
し
て
、
開
集
合
と
い
う
数
学
的
対
象
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
開
集
合
に
は
い
く
つ
か
の
定
義
の
仕
方
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
三
つ
の
定
義
の
仕
方
（
一
つ
は
定
義
と
い
う
よ
り
は
イ
メ
ー
ジ
的
な
提
示
で

あ
る
）を
取
り
上
げ
る
。
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
三
つ
の
開
集
合
の
提
示
の
仕
方（
二

つ
は
定
義
で
あ
る
が
、
最
後
の
一
つ
は
イ
メ
ー
ジ
図
）
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。
開

集
合
①
の
定
義
が
最
も
抽
象
的
で
あ
り
、
そ
の
定
義
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
初
見

で
は
理
解
さ
れ
な
い
と
前
提
し
て
話
を
進
め
る
。
こ
の
定
義
に
出
会
っ
た
と
き
、

ま
ず
人
が
す
る
の
は
、
そ
こ
で
登
場
す
る
記
号
の
意
味
を
す
べ
て
理
解
す
る
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
、
そ
こ
で
登
場
す
る
記
号
の
意
味
を
す
べ
て
理
解
で

き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
開
集
合
と
は
何
か
を
把
握
し
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
は
ま
だ
、
開
集
合
は
数
学
的
対
象
と
し
て
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、

数
学
的
直
観
は
獲
得
さ
れ
て
い
な
い
。多
く
の
場
合
、
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

開
集
合
①
よ
り
は
多
少
理
解
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
、
開
集
合
②
の
定
義
や
開
集

合
③
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
、
開
集
合
①
と
開
集

合
②
や
③
と
の
関
係
を
考
え
な
が
ら
様
々
な
具
体
的
集
合
（
多
く
の
場
合
、
点
集

合
）
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
開
集
合
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
開
集
合
①
→
②
→
③
と
移
動
し
て

い
く
こ
と
が
、
直
観
的
把
握
の
遂
行
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
開
集
合
②
は
開
集
合
①
の
特
殊
化
で
あ
り
、

開
集
合
③
は
、
①
や
②
で
定
義
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
の
具
体
例
を
曖
昧
に
描
い
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
。
も
し
、
①
→
②
→
③
の
移
行
そ
の
も
の
を
直
観
的
把
握
と
呼

ぶ
と
し
た
ら
、
直
観
的
把
握
と
は
、
特
殊
化
や
具
体
化
あ
る
い
は
曖
昧
化
に
よ
る

理
解
、
つ
ま
り
、
普
遍
性
や
厳
密
さ
を
犠
牲
に
し
た
理
解
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
し
か
し
、（
そ
の
よ
う
な
意
味
で
直
観
的
把
握
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る

場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、）
数
学
者
の
語
る
外
的
知
覚
と
類
比
さ
れ
る
数
学
的
直

観
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

近
位
項
・
遠
位
項
ア
プ
ロ
ー
チ
で
考
え
る
と
、
こ
の
場
合
、
開
集
合
と
い
う
数

学
的
対
象
が
把
握
さ
れ
た
と
い
え
る
の
は
、
つ
ま
り
、
開
集
合
に
つ
い
て
の
数
学

的
直
観
が
獲
得
さ
れ
た
と
い
え
る
の
は
、
開
集
合
①
や
開
集
合
②
や
開
集
合
③

が
、
近
位
項
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
な
把
握
が
遂
行
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
で
近
位
項
を
統
一
し
て
い
る
遠
位
項
が
、
数
学
的
対
象
「
開
集
合
」
で

あ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、「
何
か
」
の
与
え
ら
れ
方
の
一
つ
と
し
て
、
開
集

合
①
や
開
集
合
②
や
開
集
合
③
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、「
開
集
合
」
が
数

学
的
対
象
と
し
て
把
握
さ
れ
た
、
つ
ま
り
、
数
学
的
直
観
が
獲
得
さ
れ
た
と
言

え
、
そ
の
と
き
、
そ
の
「
何
か
」
が
遠
位
項
で
あ
り
、
数
学
的
対
象
「
開
集
合
」

で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
に
、
直
観
的
把
握
が
い
か
な
る
も
の
か
を
理
解
す
る
こ

と
と
、
そ
れ
を
実
際
に
獲
得
す
る
こ
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
直
観
的
把

握
が
（
つ
ま
り
、
対
象
と
し
て
の
把
握
が
）
遂
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

様
々
な
具
体
例
を
扱
い
な
が
ら
、
開
集
合
①
②
③
を
行
き
来
す
る
よ
う
な
練
習
を

経
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

開
集
合
の
直
観
的
把
握
を
、
一
般
的
に
そ
れ
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
期
待
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で
き
な
い
例
と
し
て
挙
げ
た
が
、
そ
も
そ
も
、
数
３
や
実
数
π
や
直
線
に
関
し
て

も
、
そ
れ
を
対
象
と
し
て
把
握
で
き
な
い
場
合
と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
る
。
少
な

く
と
も
、
小
学
校
就
学
前
の
子
供
は
、
数
３
や
直
線
に
つ
い
て
、
数
学
を
あ
る
程

度
学
ん
だ
大
人
と
同
じ
よ
う
に
は
把
握
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
把
握
は
、
様
々
な
具
体
例
を
あ
つ
か
っ
た
り
練
習
問
題
を
解
い
た
り
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
様
の
こ
と
は
外
的
知
覚
に
関
し
て
も
い
え

る
。
例
え
ば
、
先
天
的
に
視
覚
を
持
た
な
い
患
者
が
、
手
術
に
よ
っ
て
視
覚
刺
激

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
す
ぐ
に
我
々
健
常
者
と
同
じ
視
知
覚
を
遂
行

で
き
る
わ
け
で
は
な
い 

8

。
視
覚
健
常
者
と
ま
っ
た
く
同
じ
視
覚
的
刺
激
を
与

え
ら
れ
て
い
て
も
、
手
術
直
後
の
先
天
盲
開
眼
者
は
視
覚
健
常
者
と
同
じ
知
覚
を

遂
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
触
覚
と
の
対
応
な
ど
を
通
じ
た
一
定
期

間
に
わ
た
る
訓
練
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
つ
ま
り
、
我
々
の
ほ
と
ん

ど
が
そ
う
で
あ
る
視
覚
健
常
者
は
、
外
的
知
覚
に
関
し
て
は
、
訓
練
を
積
ん
だ
熟

練
的
専
門
家
で
あ
り
、
専
門
家
で
な
い
も
の
に
は
「
見
え
な
い
」
も
の
を
「
見
る
」

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
数
や
幾
何
学
対
象
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の

訓
練
を
積
ん
だ
者
が
数
３
や
直
線
を
数
学
的
対
象
と
し
て
把
握
で
き
た
り
、
訓
練

を
つ
ん
だ
専
門
的
数
学
者
が
開
集
合
を
数
学
的
対
象
と
し
て
把
握
で
き
た
り
す
る

こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
に
高
等
数
学
に
お
け
る
数
学
的
直
観

の
よ
う
に
、
一
般
的
に
そ
れ
が
獲
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
期
待
で
き
な
い
場
合
で

も
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
想
像
で
き
、
場
合
に
よ
っ
て
、
そ
の

条
件
や
意
義
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
健
常
な
視
知
覚
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
そ
の
人
は
視
知
覚
の
専
門
家
で
あ
る
。
そ
し
て
、
初
等
中
等
教
育
で

数
学
を
学
ん
だ
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
数
３
や
直
線
な
ど
の
数
学
的
対
象
の
把
握
に

つ
い
て
は
専
門
家
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
に
見
え
て
い
る
も
の
が
見
え
る
だ
け

な
の
で
あ
ま
り
気
づ
か
れ
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
、
訓
練
に
よ
る

熟
練
的
専
門
知
の
獲
得
を
経
て
い
な
け
れ
ば
「
見
え
な
い
」
も
の
が
「
見
え
る
」

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
が
、
そ
の
構
造
の
分
析
に
よ
っ
て
、

自
分
自
身
が
獲
得
し
て
い
な
い
よ
う
な
数
学
的
直
観
に
関
し
て
も
、
分
析
す
る
こ

と
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
的
知
覚
と
数
学
的
直
観
の
類
比
を
近
位

項
・
遠
位
項
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
学
的
直
観
は
、
我
々

の
哲
学
的
分
析
の
手
の
届
く
も
の
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
先
の
開
集
合
の
例
の
よ
う
に
、
直
観
的
把
握
が
で
き
な
い
対
象
に

つ
い
て
、
直
観
的
把
握
が
い
か
な
る
も
の
か
を
理
解
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と

と
実
際
に
直
観
的
把
握
が
で
き
る
こ
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
天
盲

開
眼
者
に
、
視
知
覚
の
し
く
み
を
教
え
て
も
視
知
覚
が
遂
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
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わ
け
で
は
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
視
覚
に
つ
い
て
の
心
理
学
的
理
論

を
知
る
こ
と
と
視
知
覚
を
獲
得
す
る
こ
と
が
全
く
別
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
先
天

盲
開
眼
者
の
視
知
覚
獲
得
の
訓
練
の
た
め
に
、
視
覚
心
理
学
が
ま
っ
た
く
無
駄
な

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
視
知
覚
獲
得
の
練
習
の
あ
り
方
な
ど
に
対
し
て
非
常

に
有
益
な
示
唆
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
、
近
位
項
・
遠
位
項

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
数
学
的
直
観
に
つ
い
て
の
現
象
学
的
分
析
は
、
例
え
ば
、
数

学
教
育
に
対
し
て
有
益
な
示
唆
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

《
数
学
的
対
象
の
イ
デ
ア
性
》

右
で
は
、
数
学
的
対
象
と
知
覚
対
象
の
類
似
性
に
焦
点
を
あ
て
て
現
象
学
的
数

学
論
の
基
本
的
道
具
立
て
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
の
基
本
的
道
具
立
て
は
、
す
べ

て
の
対
象
把
握
に
お
い
て
志
向
性
と
い
う
構
造
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て

い
る
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
、
数
学
的
対
象
と
知
覚
対
象
の
間
に
は
根
本
的
相
違

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
数
学
的
対
象
は
イ
デ
ア
的
対
象
で
あ
る
の
に
対
し
、
知
覚
対

象
は
実
在
的
対
象
で
あ
る
。

実
は
、
数
学
的
対
象
に
つ
い
て
の
哲
学
的
考
察
に
お
い
て
は
、
こ
の
根
本
的
相

違
か
ら
話
が
始
ま
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
象
学
的
数
学
論
に
お
い

て
は
、
少
な
く
と
も
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
の
考
察
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
志
向
性
と

い
う
対
象
把
握
の
共
通
構
造
が
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、
対
象
の
下
位
分
類
概
念
と

し
て
イ
デ
ア
性
と
実
在
的
と
い
う
根
本
的
区
別
が
考
察
さ
れ
る
。

実
在
性
と
イ
デ
ア
性
の
相
違
に
つ
い
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
『
論
理
学
研
究
』
に

お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

実
在
性Realität

の
特
徴
的
な
徴
表
と
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
時
間
性
で
十

分
で
あ
る
。・
・
・
実
在
性
は
ま
さ
に
時
間
性
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
で
た
だ
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、〔
リ
ア
ル
な
も
の
の
存
在

性
格
を
〕
イ
デ
ア
的
な
も
の
の
非
時
間
的
〈
存
在
〉
と
明
確
に
対
照
さ
せ
る
こ

と
だ
か
ら
で
あ
る
。

・
・
・

わ
れ
わ
れ
が
否
定
せ
ず
、
む
し
ろ
重
要
視
す
る
の
は
、
存
在
者
（
あ
る
い
は
同

じ
こ
と
で
あ
る
が
、
対
象
一
般
）
と
い
う
概
念
的
統
一
の
内
部
に
基
本
的
な
範

疇
的
区
別
が
存
立
し
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
区
別
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
が
イ
デ
ア

的
存
在
と
リ
ア
ル
な
存
在
・
・
・
の
区
別
に
よ
っ
て
ま
さ
に
考
慮
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。・
・
・
し
か
し
こ
の
相
違
は
対
象
と
い
う
概

念
に
お
け
る
最
高
の
統
一
性
を
、・
・
・
放
棄
す
る
も
の
で
は
な
い 

9

。

つ
ま
り
、
実
在
性
と
イ
デ
ア
性
と
い
う
相
違
は
、
対
象
の
下
位
分
類
概
念
で
あ

り
、
対
象
と
し
て
の
把
握
と
い
う
意
味
で
は
双
方
は
共
通
し
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
は
、
ど
ち
ら
も
志
向
性
と
い
う
構
造
の
な
か
で
志
向
的
対
象
と
し
て
把
握
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

イ
デ
ア
的
対
象
と
知
覚
対
象
の
相
違
の
中
心
は
、
時
間
と
の
関
わ
り
方
で
あ

る
。し
か
し
、
イ
デ
ア
的
対
象
が
時
間
と
は
無
関
係
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。『
経

験
と
判
断
』
に
お
い
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

も
と
も
と
時
間
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
な
即
自
存
在
が
あ
り
、
そ
れ
に
あ
と
か

ら
時
間
が
つ
け
く
わ
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。・
・
・
た
だ
、
感

性
的
個
別
的
な
知
覚
対
象
と
悟
性
対
象
と
で
は
、
関
係
の
あ
り
か
た
が
こ
と
な

る
の
で
あ
る 

10

。

つ
ま
り
、
イ
デ
ア
的
対
象
は
、
い
つ
、
だ
れ
に
と
っ
て
も
同
じ
対
象
で
あ
り
、
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時
間
位
置
に
依
存
し
な
い
が
、
時
間
位
置
を
も
つ
そ
の
都
度
の
主
観
の
対
象
構
成

と
は
独
立
し
て
あ
ら
か
じ
め
存
在
す
る
対
象
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
イ
デ
ア
的
対
象
の
時
間
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、「
全
時
間
性

A
llzeitlichkeit

」と
い
う
言
葉
を
使
う
。
あ
ら
ゆ
る
時
間
に
お
い
て
同
一
で
あ
り
、

時
間
と
無
関
係
で
な
い
イ
デ
ア
的
対
象
は
、
全
て
の
時
間
に
関
係
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

（
悟
性
対
象
は
）
そ
れ
を
う
み
だ
す
能
力
を
も
つ
主
観
が
時
間
の
う
ち
に
存
在

す
る
か
、
存
在
す
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
ど
の
時
間
に
も
生
産
可
能

な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
、
つ
ま
り
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
生
産
の
う
ち

で
同
一
物
に
と
ど
ま
る
と
い
う
全
時
間
的
なallzeitlich

あ
り
か
た
を
す
る
の

で
あ
る 

11

。

《
イ
デ
ア
的
対
象
の
発
生
的
分
析
と
は
》

『
経
験
と
判
断
』
は
、
い
わ
ゆ
る
発
生
的
現
象
学
の
枠
組
み
に
お
け
る
分
析
で

あ
る
。
そ
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
右
の
よ
う
な
イ
デ
ア
的
対
象
の
性
質
が
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
つ
の
か
を
、
先
に
提
示
し
た
志
向
性
の
近
位
項
と
遠
位
項
と
い
う
枠

組
み
の
中
で
考
え
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

近
位
項
・
遠
位
項
ア
プ
ロ
ー
チ
で
考
え
る
と
、
発
生
的
考
察
と
は
、
近
位
項
が

遠
位
項
に
統
一
さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
が
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
な
い
で
、
近
位
項
と
そ
の
統
一
に
よ
っ
て
遠
位
項
が
「
構
成
」
さ
れ
る
と
い
う

見
方
で
志
向
性
と
い
う
構
造
を
捉
え
る
考
察
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
遠
位
項
に
よ
っ

て
統
一
さ
れ
て
い
る
近
位
項
の
あ
り
方
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
こ
で
の
近
位
項
同

士
の
つ
な
が
り
の
条
件
を
問
う
た
り
、
そ
の
つ
な
が
り
の
性
質
を
問
題
に
し
た
り

す
る
考
察
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
外
的
知
覚
に
お
い
て
、
近
位
項
で
あ
る
射
影
の
統
一
の
基
盤
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
射
影
１
→
射
影
２
→
射
影
３
→
・
・
・
と
い
う
各
射
影
同
士
の
つ

な
が
り
で
あ
る
。
射
影
１
と
射
影
２
と
射
影
３
を
結
び
付
け
て
い
る
の
は
、
つ
ま

り
、
例
え
ば
、
一
つ
の
リ
ン
ゴ
の
あ
る
射
影
と
そ
の
直
後
（
直
前
）
の
射
影
と
さ

ら
に
そ
の
直
後
（
直
前
）
の
射
影
を
結
び
付
け
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
瞬
間

の
自
我
の
つ
な
が
り
で
あ
り
、
そ
の
分
析
が
有
名
な
内
的
時
間
意
識
の
分
析
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
詳
し
く
は
論
じ
な
い
が
、
外
的
知
覚
に
お

け
る
近
位
項
の
つ
な
が
り
は
、
最
終
的
に
は
、
過
去
把
持
、
今
、
未
来
予
持
の

連
続
性
と
い
う
基
盤
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
射
影
１
→
射
影
２
→
射
影
３

→
・
・
・
と
い
う
近
位
項
の
つ
な
が
り
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
射
影
が
登
場
し
、

ど
の
よ
う
な
射
影
が
つ
な
が
る
の
か
は
、
異
な
る
時
間
に
お
い
て
、
ま
っ
た
く
違

う
も
の
に
な
り
、
主
観
の
自
由
に
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
数
学
的
対
象
の
構
成
に
お
い
て
近
位
項
の
つ
な
が
り
の
基
盤
と

な
っ
て
い
る
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
察
す
る
の
が
、
数
学
的
対
象
の
構

成
の
分
析
、
あ
る
い
は
、
発
生
的
分
析
に
他
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
数
３
と
い
う

数
学
的
対
象
把
握
の
近
位
項
は
、
三
つ
の
リ
ン
ゴ
、
三
人
の
人
間
、
三
つ
の
石
、

な
ど
と
い
っ
た
（
ほ
か
に
も
無
限
に
あ
る
）
三
つ
の
要
素
か
ら
な
る
具
体
的
集
合

で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
つ
の
リ
ン
ゴ
→
三
人
の
人
間
→
三
つ
の
石
→
・・・
と
い
っ

た
近
位
項
の
つ
な
が
り
は
、
一
対
一
対
応
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
。数
３
は
、

全
時
間
的
に
同
一
の
対
象
で
あ
る
が
、
そ
の
全
時
間
的
同
一
性
は
、
一
対
一
対
応

の
全
時
間
的
同
一
性
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ

ま
り
、
一
対
一
対
応
の
あ
り
方
が
人
に
よ
っ
て
、
文
化
に
よ
っ
て
、
時
間
の
違
い

に
よ
っ
て
変
化
せ
ず
、
ま
っ
た
く
同
一
に
保
た
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、（
無
限
個
あ

る
）
三
つ
の
要
素
を
持
つ
集
合
同
士
の
（
無
限
に
あ
る
）
つ
な
が
り
は
、
時
間
の

違
い
に
よ
っ
て
変
化
し
な
い
全
時
間
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
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一
対
一
対
応
自
体
は
、
対
象
を
構
成
す
る
志
向
性
と
い
う
構
造
そ
の
も
の
が
、
人

に
よ
っ
て
、
時
間
に
よ
っ
て
同
一
で
あ
る
こ
と
に
保
証
さ
れ
て
い
る
、
と
分
析
を

続
け
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

《
数
学
的
主
観
性
の
構
成
》

次
に
、
同
じ
よ
う
に
、
実
数
π
や
直
線
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
ど
う
な
る
だ

ろ
う
か
。
実
は
、
幾
何
学
的
対
象
や
実
数
の
構
成
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
問
題

は
少
し
複
雑
に
な
る
。
そ
こ
で
、
近
位
項
の
つ
な
が
り
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
主

観
が
近
位
項
に
向
か
う
態
度
で
あ
る 
12

。
あ
る
一
つ
の
「
直
線
の
よ
う
な
も
の
」

を
直
線
と
い
う
幾
何
学
的
対
象
の
把
握
の
近
位
項
と
し
て
機
能
さ
せ
る
の
は
、
そ

れ
を
直
線
の
代
理
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
主
観
の
態
度
に
よ
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
す
で
に
先
人
の
遺
産
と
し
て
幾
何
学
が
存
在
し
て
い
る
現
代
に
生
ま
れ
、
そ

れ
が
ほ
と
ん
ど
の
人
に
対
し
て
習
得
す
べ
き
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
状
況

で
数
学
を
学
ん
だ
我
々
に
お
い
て
、
そ
の
態
度
が
い
か
な
る
も
の
か
を
分
析
す
る

こ
と
は
非
常
に
複
雑
で
困
難
な
作
業
と
な
る
。そ
の
た
め
、
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
は
、

『
危
機
』
に
お
い
て
、
幾
何
学
が
存
在
し
な
い
状
況
で
の
、
幾
何
学
的
対
象
の
発

生
と
い
う
場
面
を
想
定
し
て
、
そ
の
な
か
で
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

幾
何
学
的
対
象
の
発
生
的
考
察
の
具
体
的
姿
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る

こ
と
と
し
て 

13

、
こ
こ
で
、
そ
の
分
析
が
示
し
て
い
る
、
数
学
的
主
観
性
の
構

成
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い 

14

。
フ
ッ
サ
ー
ル
数
学

論
が
最
終
的
に
到
達
し
た
場
所
は
、
晩
年
の
幾
何
学
的
対
象
の
生
活
世
界
に
お
け

る
発
生
分
析
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
分
析
は
、
数
学
的
対
象
の
発
生
が
、
生
活
世
界

に
お
け
る
測
量
術
と
い
う
問
題
解
決
の
方
法
の
な
か
で
起
こ
る
さ
ま
を
描
き
出

す
。
そ
こ
で
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
数
学
的
主
観
性
の
構
成
、
つ
ま
り
、

主
観
の
数
学
的
対
象
構
成
の
文
脈
依
存
性
で
あ
る
。

主
観
性
の
構
成
と
い
う
言
葉
は
、
対
象
を
構
成
す
る
主
観
の
対
象
構
成
の
仕
方

が
、
主
観
の
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
文
脈
に
影
響
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
同
時
に
、
文
脈
か
ら
の
影
響
を
取
り
去
っ
て
純
粋
に
し
よ
う
と
す
る
と

主
観
が
対
象
構
成
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
幾
何
学
的
対
象
の
発
生
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
の
発
生
は
、
生
活
世
界

に
お
け
る
問
題
解
決
と
い
う
文
脈
に
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
純
粋
な
も
の
を
目

指
し
て
そ
の
影
響
を
除
い
て
し
ま
う
と
、
幾
何
学
的
対
象
の
発
生
自
体
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
の
考
察
を
こ
こ
で
続
け
る
こ

と
は
紙
幅
の
関
係
上
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
数
学
論
が
至
っ
た
最

終
地
点
と
し
て
数
学
的
主
観
性
の
構
成
と
い
う
テ
ー
マ
を
提
示
す
る
こ
と
で
話
を

終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

《
ま
と
め
》

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
数
学
的
対
象
に
対
す
る
心
理
主

義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
否
定
す
る
た
め
に
現
象
学
を
創
設
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的

に
至
っ
た
地
点
は
、
数
学
的
主
観
の
文
脈
依
存
性
の
分
析
で
あ
っ
た
。
最
終
的

に
、
生
活
世
界
の
な
か
の
問
題
解
決
と
い
う
文
脈
に
主
観
の
数
学
的
対
象
構
成
が

依
存
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
数
学
的
対
象
の
歴
史
的
相
対
化
や

文
化
的
相
対
化
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か 

15

。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
そ
の
目
的
は
、
数
学
の
相
対
化
で
は
な
い
。
フ
ッ

サ
ー
ル
現
象
学
は
、
数
学
的
対
象
と
他
の
対
象
の
根
本
的
相
違
の
確
認
を
出
発
点

と
し
な
が
ら
も
、
数
学
的
対
象
の
特
別
性
を
無
条
件
の
前
提
と
し
て
話
を
進
め
る

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
特
別
性
の
起
源
や
根
拠
を
問
う
枠
組
み
を
作
ろ
う

と
し
た
。
そ
の
基
本
的
枠
組
み
と
な
る
の
が
、
主
観
の
す
べ
て
の
対
象
構
成
に
共

通
す
る
志
向
性
と
い
う
構
造
で
あ
り
、
本
稿
で
提
示
し
た
近
位
項
・
遠
位
項
ア
プ
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ロ
ー
チ
で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
の
分
析
の
道
は
、
最
終
的
に
、
徹
底
的
な
か

た
ち
で
の
数
学
的
対
象
の
特
別
性
の
根
拠
の
提
示
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
基
礎
づ
け
主
義
的
に
」、
そ
の
こ
と
を
理
由
に

彼
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
拒
絶
す
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
数
学
的
対
象
や

数
学
的
直
観
を
哲
学
的
に
扱
う
た
め
の
豊
か
な
枠
組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
重

視
す
べ
き
で
あ
る
。
現
象
学
的
数
学
論
の
枠
組
み
は
、
例
え
ば
、
認
知
科
学
や
歴

史
学
や
人
類
学
と
い
っ
た
数
学
の
発
生
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
他
の
数
学
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
有
益
な
示
唆
を
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、
逆
に
、
そ

れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
知
見
に
よ
っ
て
現
象
学
的
数
学
論
は
具
体
的
内
実
を
補
わ

れ
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
本
稿
が
、
そ
の
よ
う
な
豊
か
な
考
察
の
道
筋
の
実

現
の
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
本
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
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学
世
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き
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与
え
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記
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。
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現
象
学
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主
観
性
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間
主
観
性
の
分
析
の
本
質
は
、
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の

相
互
介
入
性
に
あ
る
。

15 

も
ち
ろ
ん
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
生
活
世
界
に
お
け
る
幾
何
学
的
対
象
発
生
の
分
析
は
、

数
学
的
対
象
を
意
識
へ
の
与
え
ら
れ
方
に
還
元
す
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
自
然
的

事
物
の
あ
り
方
に
還
元
す
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
単
純
に
心
理
的
活
動
や
自
然

に
還
元
す
る
数
学
の
相
対
化
で
は
な
い
。
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
俊
洋
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（
２
０
１
３
）
第
十
三
章
を
参
照
せ
よ
。
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序
論フ

ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
お
い
て
「
経
験
」
と
は
何
か 

︱ 

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く

は
現
象
学
な
る
も
の
の
根
本
に
迫
る
問
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
本
稿
が
こ
の
問
い

に
十
全
に
答
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
数
学
的
経
験
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
一
つ
の
触
媒
を
用
い
る
こ
と
で
、
こ
の
問
い
に
間
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み

て
み
た
い
。
そ
の
触
媒
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
の
系
譜
に
立
つ

ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
（Jean Cavaillès, 1903-1944

）
の
数
理
思
想
で
あ
る
。

「
数
学
的
経
験
」
に
関
す
る
自
身
の
考
察
を
踏
ま
え
て
現
象
学
を
批
判
し
た
彼
の

哲
学
を
介
す
る
こ
と
で
、
現
象
学
に
お
け
る
数
学
的
経
験
と
い
う
も
の
が
、
い
わ

ば
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
思
想
の
ネ
ガ
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か 

︱ 

こ
れ
が
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。

議
論
は
次
の
よ
う
に
進
む
。
ま
ず
第
一
節
で
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
数
学
の
エ
ピ

ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
を
概
説
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
第
二
節
で
彼
の
良
く
知
ら
れ
た

現
象
学
批
判
を
見
る
。
そ
こ
で
は
、
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
プ
ラ
デ
ル
に
よ
っ
て
近
年
な

さ
れ
た
、
現
象
学
者
の
側
か
ら
の
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
へ
の
再
批
判
も
扱
う
こ
と
に
す

る
。
そ
し
て
第
三
節
で
、
鈴
木
俊
洋
の
著
作
『
数
学
の
現
象
学
』
の
検
討
を
通
し

て
現
象
学
的
数
学
論
の
射
程
を
改
め
て
確
認
し
た
上
で
、
結
論
に
て
現
象
学
に
お

け
る
数
学
的
経
験
の
記
述
の
限
界
を
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
の

立
場
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
節　

カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
数
学
の
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー

カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
有
名
な
現
象
学
批
判
は
、
遺
作
『
論
理
学
と
学
知
の
理
論
に

つ
い
て
』（
一
九
四
七
）
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
そ
の
批
判
の
内
実
を

正
確
に
捉
え
る
た
め
に
、
集
合
論
史
研
究
『
抽
象
集
合
論
の
形
成
』（
一
九
三
八
）

か
ら
彼
の
数
理
思
想
の
見
取
り
図
を
与
え
る
こ
と
に
す
る
。

カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
博
士
副
論
文
で
も
あ
る
こ
の
著
書
は
、
一
九
世
紀
冒
頭
の
ボ

ル
ツ
ァ
ー
ノ
に
よ
る
解
析
学
の
厳
密
化
か
ら
カ
ン
ト
ー
ル
に
よ
る
集
合
論
の
創
造

を
経
て
、
そ
の
公
理
化
の
運
動
に
至
る
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
序
論
の
次
の
一
節

は
、
彼
が
こ
の
研
究
か
ら
得
た
成
果
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
伝
え
て
い
る
。

問
題
の
要
求
こ
そ
が
、
ど
ん
な
反
省
も
〔
そ
れ
ま
で
〕
無
益
と
は
感
じ
て
こ

な
か
っ
た
偶
発
的
な
も
の
を
、
方
法
か
ら
取
り
除
く
よ
う
課
す
の
で
あ
る
。
方

法
の
内
的
厳
密
さ
こ
そ
が
、
そ
の
最
初
の
適
用
領
域
を
追
い
越
し
、
そ
し
て
新

現
象
学
に
お
け
る
数
学
的
経
験

―
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
の
視
角
か
ら

― 

⑴

中

村

大

介
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た
な
問
題
を
立
て
る 

⑵

。

す
な
わ
ち
、
具
体
的
な
数
学
の
問
題
の
要
求
か
ら
厳
密
な
操
作
（
手
続
き
、
方

法
、
論
法
等
）
の
洗
練
が
生
じ
、
そ
の
洗
練
さ
れ
た
方
法
が
こ
れ
ま
で
の
理
論
を

追
い
越
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
（
そ
し
て
そ
の
方
法
が
ま
た
新
た
な
問
題
を
立
て

る
）、
と
い
う
運
動
が
数
学
に
は
見
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。『
抽
象
集
合
論
の

形
成
』
で
は
、
特
に
カ
ン
ト
ー
ル
に
よ
る
集
合
論
の
創
造
を
扱
う
箇
所
で
、
こ
の

動
き
が
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、（
一
）
解
析
学
に
お
け
る
三
角
級
数
展

開
の
一
意
性
の
問
題
に
答
え
る
べ
く
極
限
移
行
の
操
作
が
導
集
合
を
作
る
手
続
き

へ
と
位
相
論
的
に
一
般
化
さ
れ
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
、（
二
）
異
な
っ
た
無
限
濃
度

を
も
つ
二
つ
の
集
合
に
ど
の
よ
う
に
至
れ
る
か
、
と
い
う
問
い
が
新
た
に
立
て
ら

れ
る
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
、（
三
）
位
相
論
か
ら
数
論
へ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
が
転
換

さ
れ
る
こ
と
で
こ
の
問
題
が
解
か
れ
る
こ
と
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
そ
の
創
造

は
と
る 

⑶

。
こ
の
よ
う
な
分
析
を
通
し
て
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
数
学
の
創
造
が
、

問
題
の
要
求
、
そ
れ
に
応
え
る
操
作
の
拡
張
、
そ
し
て
拡
張
さ
れ
た
操
作
を
統
合

す
る
概
念
の
導
入
、
と
い
う
三
つ
の
契
機
か
ら
な
る
と
考
え
る
に
至
り
、
こ
う
し

た
運
動
を
「
生
成
」
と
名
付
け
る
。「
数
学
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
、
数
学
的
生

成
の
客
観
性
が
存
在
す
る
」⑷
。
数
学
は
問
題
、
操
作
、
概
念
の
連
鎖
か
ら
な
り
、

こ
れ
ら
の
結
び
目
は
未
解
決
問
題
を
解
い
て
い
く
と
い
う
点
で
「
異
論
の
余
地
な

く
客
観
的
な
要
素
」
な
の
で
あ
る 

⑸

。
こ
こ
で
一
つ
付
言
し
て
お
け
ば
、
い
わ

ゆ
る
「
数
学
的
対
象
」
と
は
、
彼
の
立
場
か
ら
す
る
と
操
作
の
拡
張
に
伴
っ
て
産

出
さ
れ
る
副
次
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
主
要
な
哲
学
的
考
察
の
的
に
な
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
は
、
現
象
学
と
対
照
的
な
見
方
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
操
作
の
「
洗
練
」
が
数
学
に
お
い
て
は
生
じ
る
、
と
先
に
述
べ
た
。
こ

の
「
洗
練
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
も
う
少
し
明
確
に
し
て
お
こ
う
。
カ
ヴ
ァ
イ

エ
ス
は
博
士
主
論
文
『
公
理
的
方
法
と
形
式
主
義
』（
一
九
三
八
）
な
ど
で
、
数

学
の
生
成
を
引
き
起
こ
す
進
展
プ
ロ
セ
ス
を
（
さ
し
あ
た
り
）
三
つ
に
分
類
し
て

い
る
。
第
一
の
も
の
が
、「
理
念
化
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
負
の
数
を
導
入
す
る
と
き

の
よ
う
に
、
操
作
に
か
か
っ
て
い
る
制
限
を
取
り
除
い
て
操
作
を
一
般
化
し
、
理

念
的
対
象
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
も
の
が
「
形
式
化
」
で
あ
り
、
こ

れ
は
具
体
的
な
対
象
を
顧
慮
せ
ず
操
作
を
記
号
的
に
再
定
義
す
る
こ
と
に
当
た

る
。
そ
し
て
第
三
の
も
の
が
、「
あ
る
操
作
を
上
位
の
操
作
の
対
象
と
す
る
」⑹
よ

う
な
「
主
題
化
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
例
と
し
て
は
群
論
な
ど
の
抽
象
代

数
学
の
創
造
が
挙
げ
ら
れ
る
。
三
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
操
作

の
拡
張
や
導
入
が
、
問
題
を
解
く
こ
と
に
寄
与
す
る
数
学
の
生
成
の
客
観
的
要
素

に
他
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
こ
か
ら
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
独
自
の
「
数
学
的
経
験
」
に
つ

い
て
の
着
想
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
は
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
が
ア
ル
ベ
ー

ル
・
ロ
ト
マ
ン
と
共
に
数
学
者
た
ち
の
前
で
行
っ
た
公
聴
会
「
数
学
の
思
考
」
か

ら
の
一
節
で
あ
る
。

経
験
と
い
う
言
葉
で
、
私
は
振
る
舞
い
（gestes

）
の
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を

言
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
規
則
に
規
定
さ
れ
、
振
る
舞
い
か

ら
独
立
し
た
条
件
に
従
属
し
て
い
ま
す
。〔
…
〕
各
数
学
的
手
続
き
は
、
部
分

的
に
は
そ
れ
が
依
存
す
る
先
立
つ
数
学
的
状
況
に
対
し
て
定
義
さ
れ
る
の
で
す

が
、
こ
の
先
行
状
況
に
対
し
て
、
そ
の
手
続
き
は

0

0

0

0

0

0

、
当
の
振
る
舞
い
の
結
果
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

そ
の
達
成
の
中
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
う
な
独
立
性
を
保
持
し
て
い
ま

す
。
私
が
思
う
に
、
数
学
的
経
験
（l'expérience m

athém
atique

）
が
定
義

さ
れ
う
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
な
の
で
す 

⑺

。

傍
点
を
付
し
た
箇
所
を
中
心
に
、
解
釈
を
ほ
ど
こ
そ
う
。
ま
ず
、
数
学
的
操
作
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は
あ
る
シ
ス
テ
ム
、
つ
ま
り
理
論
や
公
理
系
と
い
う
、
操
作
そ
れ
自
体
か
ら
は
独

立
し
た
条
件
に
従
属
し
て
い
る
。
自
然
数
論
で
あ
れ
ば
、
加
法
や
乗
法
は
一
般
に

お
こ
な
え
る
の
に
対
し
、
減
法
や
除
法
は
限
定
的
に
し
か
で
き
な
い
（
た
と
え
ば

小
さ
い
数
か
ら
大
き
い
数
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
）。
し
か
し
操
作
の
仕
方
が

こ
の
よ
う
に
規
制
さ
れ
て
い
る
の
は
、
実
は
「
部
分
的
」
で
し
か
な
い
。
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
あ
る
特
定
の
操
作
を
拡
張
す
る
こ
と
で
、
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
な
く

未
解
決
問
題
が
解
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
拡
張
さ
れ
た
操
作
は
正
当
化
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
数
学
の
手
続
き
を
拡
張
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
「
振
る
舞
い
の

結
果
」
︱ 

拡
張
さ
れ
た
操
作
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か 

︱ 

は
、
そ
の
等
の
操
作

に
よ
っ
て
問
題
が
解
か
れ
る
と
い
う
「
達
成
の
中
で
確
認
さ
れ
る
」
訳
だ
。
し
た

が
っ
て
操
作
の
拡
張
と
は
、
そ
の
拡
張
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
操
作
（
新
た
な

方
法
、
論
法
）
の
中
で
そ
の
操
作
自
体
の
真
理
性
が
示
さ
れ
る
と
い
う
、
規
範
形

成
的
な
運
動
以
外
で
は
な
い
。
数
学
の
進
展
に
対
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
よ
う
に

「
抽
象
」
で
は
な
く
、「
創
造
」
や
「
跳
躍
」
と
い
っ
た
言
葉
を
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
が

用
い
る
の
は
、
ひ
と
え
に
こ
の
規
範
形
成
性
と
い
う
特
徴
に
拠
っ
て
い
る
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
シ
ス
テ
ム
は
数
多
く
の
操
作
を
含
み
、
ど

れ
を
ど
の
よ
う
に
拡
張
す
れ
ば
問
題
が
解
け
る
よ
う
に
な
る
の
か
は
明
ら
か
で
は

な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
問
題
を
解
く
こ
と
を
可
能
に
し
、

新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
中
心
と
な
る
よ
う
な
操
作
、
そ
れ
を
捉
え
る
こ
と
を
「
中
心

的
直
観
」
と
呼
ん
で
い
る
が 

⑻

、
こ
の
よ
う
な
中
心
的
直
観
を
備
え
た
数
学
的

経
験
が
、
一
種
の
「
再
帰
性
」
を
備
え
て
い
る
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
る
。
拡
張

さ
れ
た
操
作
は
、
問
題
が
解
か
れ
る
こ
と
で
、
遡
行
的
に
正
し
か
っ
た
も
の
と
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

の
だ
。
そ
こ
で
、
や
や
大
胆
に
、
彼
の
言
う
数
学
的
経
験
と
は
〈
問
題
の
要
求

に
よ
る
再
帰
的
時
間
の
経
験
〉
で
あ
る
、
と
ま
と
め
て
し
ま
お
う 

⑼

。
こ
の
よ

う
な
再
帰
性
が
示
す
の
は
、
数
学
の
創
造
に
お
い
て
は
、
一
方
で
「
隠
さ
れ
て
い

た
も
の
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
考
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（「
隠

さ
れ
て
い
た
」
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
の
は
事
後
か
ら
の
転
倒
し
た
見
方
）、
ま

た
他
方
で
「
先
取
り
し
た
も
の
が
当
た
っ
た
」
と
み
な
し
て
も
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
（
拡
張
そ
の
も
の
が
規
範
性
を
生
み
出
す
）。

カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
に
よ
る
こ
う
し
た
数
学
的
経
験
に
つ
い
て
の
考
察
を
踏
ま
え
た

上
で
、
次
節
で
は
い
よ
い
よ
彼
の
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
批
判
を
見
る
こ
と
に
し
よ

う
。

第
二
節　

カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
現
象
学
批
判

三
つ
の
部
か
ら
な
る
『
論
理
学
と
学
知
の
理
論
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
、
フ
ッ

サ
ー
ル
批
判
は
最
終
第
三
部
で
展
開
さ
れ
る
。
主
に
『
形
式
論
理
学
と
超
越
論
的

論
理
学
』（
一
九
二
〇
）
を
そ
こ
で
検
討
し
た
後
で
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
著
作
の

最
後
で
現
象
学
と
い
う
「
意
識
の
哲
学
」
に
対
抗
す
る
「
概
念
の
哲
学
」
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
出
す
る
に
至
る
。
主
要
な
論
点
は
四
つ
あ
り
、
第
一
に
確
定
的
多
様

体
批
判
、
第
二
に
超
越
論
的
論
理
学
と
絶
対
論
理
学
の
ジ
レ
ン
マ
、
第
三
に
二
種

の
還
元
原
理
へ
の
批
判
、
そ
し
て
第
四
に
現
象
学
的
方
法
へ
の
批
判
で
あ
る
。
こ

う
し
た
批
判
の
真
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
結
論
ま
で
先
送
り
し
、
本
節

で
は
第
二
の
も
の
を
除
く
三
つ
の
論
点
を
順
番
に
紹
介
す
る
に
留
め
る
。
そ
の
上

で
、
現
象
学
者
プ
ラ
デ
ル
に
よ
る
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
へ
の
再
批
判
を
最
後
に
見
て
お

く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
確
定
的
多
様
体
批
判
で
あ
る
。
本
稿
の
論
立
て
で
は
詳
細
に
扱
え
な
い
も

の
の
、
こ
れ
は
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
フ
ッ
サ
ー
ル
批
判
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め

る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
多
様
体
」
と
は
、
演
繹
体
系
に
お
け
る
構
文
論
的

規
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
あ
る
も
の
一
般
の
領
域
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
領
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域
が
数
学
に
お
い
て
は
「
確
定
的
」
で
あ
る
と
、
つ
ま
り
そ
の
体
系
の
ど
ん
な
命

題
も
公
理
か
ら
導
出
さ
れ
真
で
あ
る
か
、
公
理
と
矛
盾
し
偽
で
あ
る
か
、
ど
ち
ら

か
で
あ
る
と
フ
ッ
サ
ー
ル
は
考
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
と
両
立
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス

の
指
摘
で
あ
っ
た 
⑽

。
確
定
的
と
な
る
多
様
体
の
例
と
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は

一
九
〇
一
年
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
講
義
「
数
学
に
お
け
る
虚
的
な
も
の
」
で
は
、

あ
る
制
限
さ
れ
た
範
囲
の
算
術
を
挙
げ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
は
問
題
が
な
い
。
だ

が
、
彼
が
『
形
式
論
理
学
と
超
越
論
的
論
理
学
』
に
お
い
て
、
数
学
の
諸
理
論

を
確
定
的
多
様
体
と
し
て
派
生
さ
せ
る
よ
う
な
課
題
を
設
定
し
て
い
た
こ
と 

⑾

、

こ
こ
で
不
完
全
性
定
理
と
抵
触
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス

の
批
判
は
正
当
で
あ
る
。
だ
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
公
正
を
期
す
な
ら
ば
、『
形
式
論

理
学
と
超
越
論
的
論
理
学
』
に
お
け
る
数
学
の
範
囲
は
「
確
定
的
」
と
さ
れ
る
数

学
理
論
を
超
え
な
い
よ
う
に
解
釈
可
能
で
あ
る 
⑿

。
し
た
が
っ
て
、
カ
ヴ
ァ
イ

エ
ス
の
批
判
は
こ
の
点
で
は
「
行
き
過
ぎ
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
の
批
判
は
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
が
『
形
式
論
理
学
と
超
越
論
的
論
理
学
』
の
中

に
見
出
し
た
、「
還
元
原
理
」
と
彼
が
呼
ぶ
着
想
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
形

式
論
理
学
に
つ
い
て
言
え
ば
、
形
式
命
題
論
と
形
式
存
在
論
は
名
辞
化
の
操
作
を

通
じ
て
相
互
転
換
し
て
い
く
が
、
ど
ん
な
命
題
も
最
下
層
に
あ
る
対
象
へ
と
最
終

的
に
は
連
れ
戻
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
第
一
の
還
元
原
理
か
ら
は
、
形
式
論
理

学
に
対
す
る
質
料
的
学
説
の
優
位
が
帰
結
し
て
し
ま
う
。
形
式
論
理
学
に
お
い
て

も
「
も
っ
と
も
物
理
的
な
物
理
学
は
見
失
わ
れ
な
い
」
の
で
あ
る 

⒀

。
次
に
「
質

料
的
核
の
相
関
論
」
に
よ
れ
ば
、
判
断
の
諸
々
の
構
文
論
的
質
料
は
前
述
定
的
経

験
を
土
台
に
し
、
相
互
に
関
係
し
合
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
の

第
二
の
還
元
原
理
か
ら
す
る
と
、
生
活
世
界
か
ら
生
じ
た
物
理
学
は
そ
の
客
観
性

を
考
え
る
際
に
は
ふ
た
た
び
生
活
世
界
に
連
れ
戻
さ
れ
る
た
め
、
二
つ
の
抽
象
的

な
も
の
の
媒
介
に
過
ぎ
な
く
な
り
、「
学
の
前
進
的
歩
み
に
よ
る
風
景
の
変
形
、
と

い
う
意
味
で
の
物
理
学
的
進
展
は
存
在
し
な
い
」
こ
と
に
な
る 

⒁

。

最
後
に
、
現
象
学
的
方
法
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
形
式
論
理
学
に
お
け
る
矛

盾
律
は
、
超
越
論
的
に
は
「
こ
の
よ
う
に
判
断
す
る
以
外
の
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
解
明
さ
れ
る
（『
形
式
論
理
学
と
超
越
論
的
論
理
学
』
第
七
五
節
）。
カ
ヴ
ァ
イ

エ
ス
は
こ
の
帰
結
を
も
た
ら
す
本
質
直
観
の
方
法
論
と
し
て
の
自
由
変
更
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
一
切
の
必
然
性
の
基
礎
は
、
形
相
変
更
の
こ
の
『
私

は
別
様
に
は
で
き
な
い
』で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
ど
れ
ほ
ど
適
正
で
あ
ろ
う
と
、

思
考
の
放
棄
な
の
で
あ
る
」⒂
。
現
象
学
的
方
法
が
拠
っ
て
立
つ
「
明
証
性
」
で

は
、
意
味
を
自
ら
刷
新
し
て
い
く
学
知
を
捉
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

よ
う
な
考
え
か
ら
彼
は
、
数
学
に
代
表
さ
れ
る
学
知
は
意
識
に
で
は
な
く
、
操
作

を
統
合
し
て
い
る
概
念
を
基
軸
に
し
て
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
提
案
す

る
。
や
や
長
い
が
、『
論
理
学
と
学
知
の
理
論
に
つ
い
て
』
の
最
終
頁
か
ら
引
用
す

る
。〔

…
〕
現
象
学
は
諸
々
の
明
証
性
の
タ
イ
プ
の
間
の
階
層
に
い
た
る
ま
で
、

す
べ
て
を
正
当
化
す
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
証
性
の
タ
イ
プ
の
威

信
は
、
唯
一
の
源
泉
し
か
も
っ
て
い
な
い
。〔
…
〕
と
こ
ろ
で
、
学
知
の
理
論

に
と
っ
て
の
本
質
的
な
問
題
の
ひ
と
つ
は
、
進
展
が
、
先
に
あ
る
も
の
が
新
し

い
も
の
と
一
緒
に
存
続
し
て
列
挙
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
総
量
の
増
加
な
の
で
は

な
く
、
深
化
と
抹
消
に
よ
る
内
容
の
永
続
的
な
刷
新
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。〔
…
〕
そ
こ
に
は
〔
後
か
ら
来
る
も
の
に
は
〕
よ
り
多
く
の
意
識
が
存
在

し
て
い
る 

― 

そ
し
て
そ
れ
は
〔
前
に
あ
っ
た
も
の
と
〕
同
じ
意
識
で
は
な
い
。

〔
…
〕
進
展
は
実
質
的
で
あ
り
、
あ
る
い
は
特
異
な
諸
本
質
の
間
に
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
進
展
の
原
動
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
異
な
本
質
の
乗
り
越
え
の
要
求
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で
あ
る
。
学
知
の
理
論
を
与
え
う
る
の
は
、
意
識
の
哲
学
で
は
な
く
、
概
念
の

哲
学
で
あ
る 

⒃

。

以
上
の
よ
う
な
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
批
判
に
対
し
て
、
現
象
学
者
と
し
て
正
面
か

ら
応
じ
、
再
批
判
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
企
て
が
近
年
現
れ

た
。
そ
れ
が
『
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
越
え
て 

― 

カ
ン
ト
と
フ
ッ
サ
ー
ル
に

お
け
る
超
越
論
的
主
体
と
能
力
』（
二
〇
一
二
）
に
端
を
発
す
る
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・

プ
ラ
デ
ル
の
一
連
の
仕
事
で
あ
る
。
議
論
の
中
心
と
な
る
テ
ー
ゼ
は
、「
現
象
学
に

お
い
て
は
、
ノ
エ
マ
と
対
象
の
側
が
、
超
越
論
的
主
体
の
ノ
エ
シ
ス
構
造
解
明
の

た
め
の
超
越
論
的
な
導
き
の
糸
と
な
る
」⒄
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
彼
は
上
で
挙

げ
た
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
フ
ッ
サ
ー
ル
解
釈
の
う
ち
、
と
り
わ
け
還
元
原
理
に
対
す

る
も
の
と
現
象
学
的
方
法
に
対
す
る
も
の
を
検
討
し
、
次
の
よ
う
な
鋭
い
批
判
を

加
え
て
い
る
。
ま
ず
還
元
原
理
に
つ
い
て
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
数
学
的
理
念
性
を

個
別
の
理
念
性
に
連
れ
戻
す
こ
と
は
あ
る
が
、
感
性
的
個
体
性
に
は
還
元
し
な

い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
概
念
の
内
包
的
意
味
は
対
象
の
外
延
的
思
念
に
決
し
て
還

元
さ
れ
な
い 

⒅

。
こ
の
批
判
は
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
い
わ
ゆ
る
「
基
づ
け
」
を

正
し
く
理
解
せ
ず
、
彼
の
言
う
「
還
元
」
と
同
一
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
、
と

い
う
指
摘
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
次
に
現
象
学
的
方
法
に
関
し
て
は
、

「
私
は
別
様
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」と
い
う
必
然
性
の
基
礎
を「
思
考
の
放
棄
」

と
し
て
い
る
以
上
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
こ
の
〈
で
き
な
い
〉
を
「
意
識
の
主
観
的

不
可
能
性
」
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に

と
っ
て
〈
で
き
な
い
〉
は 

―
『
論
理
学
研
究
』
第
三
研
究
が
示
す
通
り 

―
「
客

観
的
不
可
能
性
の
意
識
」
の
問
題
で
あ
る 

⒆

。

プ
ラ
デ
ル
は
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
議
論
の
欠
点
を
こ
う
指
摘
し
た
上
で
、
前
節
で

描
か
れ
た
よ
う
な
数
学
の
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
と
現
象
学
と
が
両
立
可
能
で
あ
る

こ
と
を 

― 

否
、
む
し
ろ
前
者
に
と
っ
て
後
者
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を 

― 

示

そ
う
と
す
る
。
彼
の
論
証
を
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
第
一
に
、
先
の
テ
ー
ゼ
に
も
あ
っ
た
通
り
、
意
識
の
明
証
性
は
理
念
的
対
象

の
構
造
や
規
範
性
を
産
出
せ
ず
、
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
あ
る
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

的
転
回
は
逆
転
さ
れ
、
構
造
と
規
範
性
は
対
象
、
ノ
エ
マ
の
側
に
よ
っ
て
常
に
導

か
れ
る
の
だ 

⒇

。
第
二
に
、
な
る
ほ
ど
確
か
に
、「
存
在
的
意
味
」（
対
象
的
意
味
）

は
主
観
性
の
内
に
基
礎
を
も
ち
、
意
識
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
る
。
し
か
し
数
学

の
理
念
的
対
象
に
も
言
え
る
こ
の
産
出
は
随
意
的
な
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の

も
、
あ
く
ま
で
も
対
象
を
設
立
す
る
数
学
の
必
然
性
に
意
識
作
用
は
従
う
か
ら
で

あ
る 

�

。
し
た
が
っ
て
第
三
に
、
数
学
的
主
観
性
は
、
非
主
観
的
に
生
成
す
る

数
学
の
理
念
性
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
操
作
構
造
と
し
て
構
想
可
能
で
あ
る
。
そ
し

て
超
越
論
的
主
観
性
も
、
そ
の
反
省
作
用
で
も
っ
て
、
対
象
の
構
成
的
産
出
の
源

泉
に
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
明
証
性
の
う
ち
で
与
え
ら
れ
る
も
の
の
妥
当
性
の
源

泉
で
は
、
あ
り
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る 

�

。

第
三
節　

現
象
学
的
数
学
論
の
射
程 

― 

鈴
木
俊
洋
『
数
学
の
現
象
学
』
を
通
し
て

本
稿
の
結
論
部
に
て
、
プ
ラ
デ
ル
に
よ
る
再
批
判
を
踏
ま
え
て
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ

ス
の
現
象
学
批
判
を
改
め
て
検
討
す
る
。
し
か
し
ま
ず
は
、
現
象
学
的
数
学
論
、

と
り
わ
け
て
現
象
学
に
お
け
る
「
数
学
的
経
験
」
の
実
相
を
よ
り
明
確
に
し
て
お

か
ね
ば
な
る
ま
い
。
本
節
で
は
特
に
、
鈴
木
俊
洋
の
著
作
『
数
学
の
現
象
学 

― 
数
学
的
直
観
を
扱
う
た
め
に
生
ま
れ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
』（
二
〇
一
三
）
を

参
照
し
て
そ
の
明
確
化
を
試
み
る
（
以
下
、
丸
括
弧
内
の
頁
は
同
書
の
頁
付
け
で

あ
る
）。
こ
の
著
作
は
歴
史
的
文
脈
の
中
で
フ
ッ
サ
ー
ル
が
抱
い
た
数
学
論
、
そ

の
数
学
論
を
背
景
と
し
た
現
象
学
創
設
の
歩
み
、
そ
し
て
現
象
学
的
方
法
論
か
ら
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捉
え
返
さ
れ
た
数
学
論
、
と
い
う
三
つ
の
軸
か
ら
な
る
意
欲
的
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
で

あ
る 
�

。

こ
の
本
に
は
三
種
類
の
数
学
的
経
験
が
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
現
象
学
的
対
象
観
に
よ
る
数
学
的
対
象
と
概
念
の
把
握
の
経
験
で
あ

る
。
ま
ず
『
論
理
学
研
究
』
を
扱
い
つ
つ
、
鈴
木
は
「
抽
象
」
の
考
え
を
、〈
非
独

立
的
部
分
を
全
体
か
ら
取
り
出
し
て
対
象
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
〉と
説
明
す
る
。

た
と
え
ば
、
抽
象
体
「
数
５
」
を
把
握
す
る
作
用
は
、
具
体
物
「
５
つ
の
リ
ン
ゴ
」

を
抽
象
体
「
数
５
」
と
し
て
把
握
す
る
作
用
の
非
独
立
的
部
分
で
あ
る
が
、
前
者

の
作
用
を
あ
え
て
後
者
の
作
用
か
ら
取
り
出
し
て
対
象
化
す
る
こ
と
で
「
数
５
」

と
い
う
ス
ペ
チ
エ
ス
が
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る（
一
一
三–

一
一
七
頁
）。
次
に『
イ

デ
ー
ン
I
』（
一
九
一
三
）
で
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
対
象
観
に
よ
れ
ば
、
認
識
の
近

位
項
（
多
様
に
変
化
す
る
与
え
ら
れ
方
）
が
遠
位
項
（
自
己
同
一
的
に
留
ま
る
も

の
）
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
は
認
識
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
自
然
数
５
は
、
具
体
的
な
「
５
つ
の
リ
ン
ゴ
」「
５
羽
の
ガ
チ
ョ
ウ
」
な
ど

を
近
位
項
と
し
、（
そ
の
非
独
立
的
部
分
を
抽
象
す
る
こ
と
で
）
そ
れ
ら
を
数
５
の

与
え
ら
れ
方
と
し
て
把
握
す
る
と
き
、
遠
位
項
と
し
て
把
握
さ
れ
る
（
一
二
〇–

一
三
五
頁
）。
し
か
も
鈴
木
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
対
象
観
は
、
階
層
構
造
を

許
容
す
る
と
い
う
優
れ
た
特
質
を
も
つ
。
た
と
え
ば
、
実
数
と
い
う
概
念
は
、（
今

得
ら
れ
た
）
数
５
、
数
-2
、
π
と
い
っ
た
近
位
項
が
「
実
数
と
し
て
」
与
え
ら
れ

て
い
る
と
把
握
す
る
と
き
に
、
遠
位
項
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
数
学
者
の
直
観
的
イ
メ
ー
ジ
」（
七
〇
頁
）

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
数
学
者
、
ひ
い
て
は
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
数
学
的
対
象

や
概
念
を
把
握
し
て
い
る
の
か
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
鈴
木
は
「〔
自
然
数
の
哲

学
的
分
析
は
〕わ
れ
わ
れ
が
実
行
す
る
数
学
的
活
動
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
」

（
四
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ヴ
ァ
イ
ア
ー
シ
ュ
ト
ラ
ス
ら
の
数
学
的

活
動
を
保
証
す
る
分
析
を
お
こ
な
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
計
算
し
、
証
明
し
、

問
題
を
解
く
」
と
い
う
、
す
ぐ
れ
て
数
学
的
な
作
業
が
考
察
さ
れ
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
点
を
欠
陥
と
し
て
批
判
す
る
の
は
筋
違
い
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
こ
こ
で
は
、
自
然
数
な
り
、
実
数
な
り
と
い
っ
た
概
念
を
既
に
私
た

ち
が
あ
る
程
度
得
て
い
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
哲
学
的
に
基
礎
づ
け
る
か
、
と

い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
い
か
に
し
て
新
た
な
概
念
を
抽
象
、

な
い
し
創
造
す
る
か
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。

だ
が
、
鈴
木
は
著
作
の
後
半
で
概
念
や
対
象
の
発
生
を
現
象
学
的
に
記
述
す
る

こ
と
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
哲
学
と
親
近
性
の
あ
る
問
題
圏

か
ら
、
二
種
類
の
数
学
的
経
験
を
取
り
出
し
て
お
こ
う
。
第
一
に
、『
連
続
性
と
無

理
数
』（
一
八
七
二
）
に
お
け
る
デ
デ
キ
ン
ト
の
有
名
な
無
理
数
の
創
造
が
考
察

さ
れ
る
。
彼
は
有
理
数
の
領
域
に
対
し
、「
切
断
」
と
い
う
操
作
で
領
域
を
上
の
組

と
下
の
組
に
分
け
、
上
の
組
に
最
小
限
が
存
在
せ
ず
、
か
つ
下
の
組
に
最
大
限
が

存
在
し
な
い
場
合
に
、
そ
の
切
断
に
よ
っ
て
「
無
理
数
」
を
定
義
し
、
そ
こ
か
ら

無
理
数
の
様
々
な
演
算
を
定
義
し
て
み
せ
た
。
鈴
木
は
、
切
断
が
必
ず
一
点
を
定

め
る
と
い
う
性
質
（
直
線
の
連
続
性
の
本
質
）
の
発
見
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
上

で
、
こ
の
性
質
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
与
え
ら
れ
た
直
線
を
、
切
断
が
一
点
を
決

め
る
性
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
連
続
体
」
と
し
て
見
る
よ
う
に
な

る
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
（
二
〇
三–

二
〇
四
頁
）。

こ
の
考
察
で
は
、
残
念
な
が
ら
デ
デ
キ
ン
ト
の
「
切
断
」
と
い
う
操
作
そ
の
も

の
の
導
入
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
鈴
木
の
記
述
は
、
近
位
項
と
し
て
直

線
が
与
え
ら
れ
て
い
る
仕
方
か
ら
、
連
続
体
が
（
お
そ
ら
く
は
抽
象
さ
れ
て
）
把

握
さ
れ
る
と
解
釈
さ
れ
う
る
が
、
こ
れ
は
創
造
後0

の
、
事
後
的
な
視
点
か
ら
語
ら

れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
数
学
の
構
成
や
創
造
の
記
述
と
し
て
は
、
こ
れ
で
は
不

十
分
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
不
備
は
、
最
後
の
数
学
的
経
験
の
記
述
に
お
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い
て
解
消
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
後
に
描
か
れ
る
も
の
、
そ
れ
は
測
地
術

か
ら
の
幾
何
学
の
発
生
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
危
機
』（
一
九
三
六
）
に
見
ら
れ
る

議
論
で
あ
り
、
鈴
木
は
こ
の
点
を
数
学
史
家
エ
ン
リ
コ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
の
着
想
と

重
ね
合
わ
せ
て
論
じ
て
い
る
（
二
一
七–

二
二
二
頁
）。
以
下
、
そ
の
発
生
を
三
つ

の
段
階
に
分
け
て
説
明
し
よ
う
。

ま
ず
、
職
人
的
技
芸
を
備
え
た
測
量
士
が
い
る
。
そ
の
職
人
的
技
芸
と
は
「
こ

つ
」
や
暗
黙
の
姿
勢
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
鈴
木
は
こ
れ
ら
を
「
背
景
的
方

法
」
と
呼
ん
で
い
る
。
次
に
、
そ
の
背
景
的
方
法
が
対
象
化
さ
れ
る
段
階
が
や
っ

て
く
る
。
志
向
的
で
は
な
い
暗
黙
的
な
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
部
分
を
志

向
的
対
象
と
す
る
、「
反
省
」
と
い
う
新
た
な
作
用
が
遂
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、「
な
る
べ
く
○
○
に
し
た
い
」
と
か
「
○
○
の
張
り
方
は
い
い
が
、
×
×

は
だ
め
だ
」
と
い
っ
た
○
○
や
×
×
の
部
分
を
不
変
な
部
分
と
し
て
浮
か
び
上
が

ら
せ
（
イ
デ
ア
視
）、
そ
れ
に
「
直
線
」
や
「
平
面
」
の
よ
う
な
名
前
を
つ
け
る
。

こ
れ
が
最
後
の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
至
り
、
測
量
士
は
、
様
々
な
技
術
や

方
法
（
糸
を
し
か
じ
か
に
張
る
、
紐
を
か
く
か
く
と
移
動
さ
せ
る
）
を
近
位
項
と

し
、
そ
れ
ら
の
与
え
ら
れ
方
を 

― 

今
度
は
「
抽
象
」
で
は
な
く 
―
「
反
省
」
す

る
こ
と
で
、
遠
位
項
と
し
て
直
線
や
平
面
と
い
っ
た
幾
何
学
的
概
念
を
把
握
す
る

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
測
量
士
が
幾
何
学
者
に
な
っ
た
の
だ
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な「
技
術
的
操
作
の
対
象
化
」は
第
一
節
で
述
べ
た
、
カ
ヴ
ァ

イ
エ
ス
の
「
主
題
化
」
― 

既
存
の
操
作
を
上
位
の
操
作
の
対
象
と
す
る
こ
と 

― 

と
通
底
す
る
振
る
舞
い
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
相
似
し
た
着
想
に
潜

む
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
と
フ
ッ
サ
ー
ル
、
両
者
の
思
想
の
差
異
を
炙
り
出
し
て
み
よ

う
。
ま
ず
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
「
主
題
化
」
と
は
、
単
な
る
操
作
の
対
象
化
で
は
な

く
、
そ
れ
を
通
し
て
新
た
な
規
則
と
理
論
が
据
え
ら
れ
、
未
解
決
問
題
が
解
け
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、「
問
題
」
概
念
は
フ
ッ
サ
ー

ル
現
象
学
に
は
明
示
的
に
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
概
念
は
現
象
学
に
お
い
て
は
ど
の

よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
。
命
題
「
双
子
素
数
は
無
限
に
存
在
す
る
」
と
い
う
未

解
決
問
題
を
例
に
と
ろ
う
。
そ
れ
は
ひ
と
ま
ず
、「
真
か
偽
か
不
定
な
命
題
」
と
し

て
、
一
種
の
客
観
、「
志
向
的
内
容
」
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
志
向
的
内
容
が
志
向

的
作
用
と
切
り
離
さ
れ
な
い
結
果
、
様
々
な
志
向
的
体
験
が
成
立
す
る
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
問
題
に
つ
い
て
の
志
向
的
経
験
と
は
、「
私
は
双
子
素
数
が
無
限

に
存
在
す
る
と
推
測
す
る
」、「
双
子
素
数
が
無
限
に
存
在
す
る
こ
と
は
私
に
は
疑

わ
し
い
」
と
い
っ
た
も
の
に
な
ろ
う
。
対
し
て
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
で
は
ど
う
か
。
カ

ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
志
向
的
作
用

0

0

0

0

0

／
志
向
的
内
容
と
い
う
対

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
そ
も
そ
も
問
い
に
付
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
う
な
も
の
と
し
て
「
問
題
」
を
捉
え
て
い
る
。
そ
れ

が
「
客
観
的
要
素
」
で
あ
る
の
は
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
数
学
の
生
成
に
よ
っ
て

練
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
概
念
や
理
論
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
そ
の
位
置
価
が

決
ま
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
問
題
が
、
そ
の
問
題
を
現
状
で
は
解
く
こ
と

の
で
き
な
い
私
の
操
作
を
、
さ
ら
に
拡
張
し
て
い
く
こ
と
を
命
じ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
問
題
と
は
あ
る
ノ
エ
シ
ス
作
用
の
ノ
エ
マ
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
容

自
体
が
否
応
な
く
働
き
か
け
て
く
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
着
想
に
は
、
現
象
学
者
か
ら
の
次

の
よ
う
な
反
論
が
予
想
さ
れ
る
。
確
か
に
、
あ
る
特
定
の
時
点
で
の
私
の
意
識
に

つ
い
て
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
も
そ
も
超
越
論
的
主
観
性
の
志
向
性

構
造
が
な
け
れ
ば
、
操
作
を
拡
張
し
て
い
く
こ
と
さ
え
で
き
な
い
で
は
な
い
か
、

な
ぜ
な
ら
、
操
作
の
拡
張
で
さ
え
何
か
に
つ
い
て
の
操
作
な
の
だ
か
ら
。
こ
の
よ

う
な
反
論
に
対
し
て
は
、
改
め
て
次
の
よ
う
な
切
り
返
し
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
何
か
を
操
作
す
る
と
い
う
こ
と
は
問
題
の
要
求
に
先
行
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
操
作
と
対
象
の
志
向
的
構
造
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
問
題
に
端
を
発
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

操
作
か
ら
事
後
的
に
見
出
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
先
の
鈴
木
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に
よ
る
第
三
の
数
学
的
経
験
の
記
述
に
戻
る
な
ら
ば
、「
背
景
的
方
法
」
の
対
象
化

自
体
は
現
象
学
的
に
確
か
に
記
述
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
に
方
法
を
拡
張

し
、
対
象
化
す
る
こ
と
を
強
い
て
く
る
要
求
の
原
動
力
た
る
「
問
題
」
の
身
分
を

現
象
学
は
捉
え
損
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
す
る
な
ら
ば
、〈
問
題
の
要
求
に

よ
る
再
帰
的
時
間
の
経
験
〉と
し
て
の
数
学
的
経
験
に
現
象
学
は
迫
っ
て
い
な
い
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
が
「
概
念
の
哲
学
」
を
提
案
す
る
こ
と

の
意
味
を
本
節
最
後
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
以
下
は
『
論
理
学
と
学
知
の
理
論
に

つ
い
て
』
最
終
頁
の
一
節
で
あ
る
。

意
識
は
、
観
念
の
無
媒
介
性
の
中
に
そ
の
た
び
ご
と
に
存
在
し
、
観
念
の
中

に
消
え
去
り

0

0

0

0

、
観
念
と
共
に
消
え
ゆ
く

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
そ
し
て
意
識
は
、
他
の
も

ろ
も
ろ
の
意
識
が
属
し
て
い
る
諸
観
念
の
内
的
紐
帯
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
他

の
も
ろ
も
ろ
の
意
識
（
こ
れ
は
意
識
の
別
の
契
機
と
呼
ば
れ
が
ち
で
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
）
と
結
び
つ
く 

�

。

彼
に
よ
れ
ば
、
数
学
と
い
う
事
態
・
対
象
と
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
（
あ
る
い

は
産
み
出
す
）
純
粋
作
用
と
い
う
現
象
学
的
な
相
関
関
係
は
事
後
的
な
問
題
圏
に

過
ぎ
ず
、
本
源
的
に
は
、
た
だ
思
考
す
る
数
学
と
い
う
知
性
体
そ
れ
自
身
の
展
開

し
か
な
い
の
で
あ
る
（
ス
ピ
ノ
ザ
的
一
元
論
）。
意
識
の
働
き
と
は
、
観
念
や
概

念
の
統
合
す
る
操
作
と
一
つ
に
な
る
も
の
で
し
か
な
い
。「
概
念
」
が
重
要
で
あ

る
の
は
、
諸
々
の
操
作
の
結
節
点
と
な
る
そ
の
導
入
こ
そ
が
問
題
の
解
決
を
可
能

に
す
る
と
い
う
点
で
、
概
念
が
数
学
の
証
明
力
を
増
大
さ
せ
て
く
れ
る
当
の
も
の

に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

結
論カ

ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
ロ
ト
マ
ン
宛
て
の
手
紙
で
、「
彼
〔
フ
ッ
サ
ー
ル
〕
と
の
関
係

で
、
そ
し
て
彼
に
少
し
ば
か
り
反
す
る
こ
と
で
、
僕
は
自
分
の
考
え
を
定
義
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
〔
…
〕」 �
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
少
し
ば
か
り
」
反
し

た
か
っ
た
点
と
は
、
形
式
命
題
論
と
形
式
存
在
論
、
命
題
と
対
象
、
よ
り
根
本
的

に
は
ノ
エ
シ
ス
と
ノ
エ
マ
と
い
っ
た
概
念
対
の
中
心
性
と
、
そ
れ
に
伴
う
問
題
概

念
の
欠
如
で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。『
論
理
学
研
究
』
第
六

研
究
に
お
け
る
意
味
充
実
化
の
議
論
や
幾
何
学
の
客
観
性
を
測
地
術
に
置
く
『
危

機
』の
議
論
な
ど
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
思
索
に
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
遡
行
的
特
徴
は
、

問
題
を
解
い
て
い
く
概
念
の
前
進
性
に
客
観
性
を
据
え
た
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
と
対
照

的
で
あ
り
、
こ
れ
は
問
題
と
い
う
審
級
に
関
す
る
現
象
学
的
考
察
の
不
在
と
呼
応

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
な
ぜ
「
不
在
」
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ

ス
の
述
べ
る
問
題
概
念
は
命
題
／
対
象
と
い
っ
た
二
元
的
道
具
立
て
を
免
れ
る
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
数
学
の
創
造
に
お
け
る
再
帰
的
時
間
の
経
験
を
現
象
学
は

記
述
で
き
な
い
。
こ
れ
を
、
本
稿
の
中
心
的
な
仮
説
と
し
て
お
き
た
い 

�

。

最
後
に
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
現
象
学
批
判
を
改
め
て
検
討
し
て
第
二
節
と
前
節

を
つ
な
げ
た
上
で
、
プ
ラ
デ
ル
の
再
批
判
に
応
答
し
て
お
こ
う
。
還
元
原
理
及
び

現
象
学
的
方
法
に
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
が
加
え
た
批
判
に
対
し
て
プ
ラ
デ
ル
が
示
し
た

再
批
判
は
、
現
象
学
者
と
し
て
的
確
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
確
定
的
多
様

体
批
判
を
今
脇
に
置
い
て 

�

、
こ
れ
ら
二
つ
の
批
判
の
意
義
を
改
め
て
取
り
出

す
な
ら
ば
、
や
は
り
そ
れ
は
、（
還
元
原
理
の
議
論
で
前
提
と
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
）
命
題
論
と
存
在
論
、（
方
法
論
に
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
）
本
質
直
観
に
お
け

る
ノ
エ
シ
ス
と
ノ
エ
マ
と
い
っ
た
二
元
性
で
数
学
を
分
析
す
る
こ
と
の
不
適
切

さ
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
帰
着
す
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
プ
ラ
デ
ル
に
は
次
の
よ
う
に
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応
じ
る
こ
と
に
な
る
。
数
学
の
非
主
観
的
生
成
を
現
象
学
が
組
み
込
む
こ
と
は
、

確
か
に
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
数
学
的
対
象
や
理
念
性
の
拡
大
を
取
り
込
み
、
そ

れ
ら
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
と
し
て
も
、
現
象
学
は
概
念
の
創
造
に
よ
り
問
題
を

解
い
て
い
く
と
い
う
数
学
の
〈
事
象
〉
と
は
無
縁
な
ま
ま
に
留
ま
る
で
あ
ろ
う
。

註⑴　

本
稿
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
発
表
の
論
旨
に
沿
っ
て
進
む
が
、
当
日
の
や
り

と
り
、
及
び
そ
の
後
の
研
究
を
踏
ま
え
て
や
む
を
得
ず
修
正
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て
は
註
に
て
明
記
す
る
。

⑵　

Jean Cavaillès, R
em

arques sur la form
ation de la théorie abstraite des 

ensem
bles [1938] dans Jean Cavaillès, P

hilosophie m
athém

atique, Paris, 
H

erm
ann, 1962, p. 28.

⑶　

カ
ン
ト
ー
ル
集
合
論
の
創
造
に
つ
い
て
は
、
中
村
大
介
「
集
合
論
の
形
成
に
み
る

「
直
観
」
の
問
題 

― 

カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
立
場
か
ら
」、『
科
学
哲
学
』、
日
本
科
学
哲
学

会
、
四
六
巻
一
号
、
二
〇
一
三
年
、
五
三-

六
八
頁
を
参
照
。

⑷　

C
availlès, R

em
arques sur la form

ation de la théorie abstraite des 
ensem

bles, loc. cit.

⑸　

証
明
さ
れ
た
命
題
、
つ
ま
り
定
理
が
客
観
的
な
要
素
に
加
え
ら
れ
て
い
な
い
点
は
、

カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
思
想
的
特
質
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

⑹　

Jean C
availlès, M

éthode axiom
atique et form

alism
e. E

ssai sur le 
problèm

e du fondem
ent des m

athém
atiques [1938], Paris, H

erm
ann, 1981, 

p. 177.

⑺　

Jean Cavaillès et A
lbert Lautm

an, « La pensée m
athém

atique » [1946] 
dans Jean Cavaillès, Œ

uvres com
plètes de philosophie des sciences, Paris, 

H
erm

ann, 1994, p. 601. 

強
調
引
用
者
。

⑻　
「
中
心
的
直
観
」
に
つ
い
て
は
、
中
村
「
集
合
論
の
形
成
に
み
る
「
直
観
」
の
問
題
」、

前
掲
書
を
参
照
。

⑼　

自
己
組
織
化
の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
議
論
に
も

ル
ー
プ
構
造
が
存
在
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
（
た
と
え
ばJean-Pierre D

upuy, 
L

es savants croient-ils en leurs théories ? U
ne lecture philosophique de 

l'histoire des sciences cognitives, Paris, IN
RA

, 2000, p. 48

を
参
照
）。
こ
こ
で

は
そ
の
構
造
を
、
次
節
で
紹
介
す
る
プ
ラ
デ
ル
の
議
論
を
念
頭
に
、「
ノ
エ
シ
ス
作
用

は
対
象
的
意
味
を
産
み
出
す
も
の
の
、
事
態
の
規
範
性
・
構
造
は
あ
く
ま
で
も
ノ
エ

マ
や
対
象
の
側
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ノ
エ
シ
ス
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
み
よ
う
。
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
と
フ
ッ
サ
ー
ル
、
両
者
の

議
論
に
含
ま
れ
る
循
環
構
造
の
比
較
と
い
う
重
要
な
作
業
を
こ
こ
で
展
開
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
操
作
の
拡
張
と
い
う
規
範
形
成
的
な
振
る
舞
い
が
現
象
学
の
議
論

に
含
ま
れ
う
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑽　

Jean C
availlès, Sur la logique et la théorie de la science [1947], 5

e 
édition avec une postface de Jan Sebestik, Paris, V

rin, 1997, p. 84-85

（
邦

訳
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
『
論
理
学
と
学
知
の
理
論
に
つ
い
て
』
近
藤
和
敬
訳
、

月
曜
社
、
二
〇
一
三
年
、
六
三
頁
）
を
参
照
。

⑾　
『
形
式
論
理
学
と
超
越
論
的
論
理
学
』第
三
二
節
を
参
照
。勿
論
、
こ
れ
は
フ
ッ
サ
ー

ル
数
学
論
の
価
値
を
減
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
の
ヒ
ル
ベ
ル
ト
で
さ
え
、
た
と
え

ば
実
数
論
が
完
全
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
そ
の
証
明
を
長
ら
く
求
め
て
い
た
の
だ
か

ら
。

⑿　

発
表
で
は
、『
形
式
論
理
学
と
超
越
論
的
論
理
学
』
の
演
繹
体
系
は
不
完
全
性
定
理

が
当
て
は
ま
る
ほ
ど
強
い
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
批
判
は
こ

の
著
作
に
お
い
て
も
妥
当
で
あ
る
、
と
し
て
い
た
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
多
様
体
を
一

種
の
項
書
き
換
え
シ
ス
テ
ム
と
み
な
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
の
岡
田
光
弘
氏
の
発
表
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を
踏
ま
え
、
意
見
を
改
め
た
。

⒀　

Cavaillès, Sur la logique et la théorie de la science, op. cit., p. 67. 

邦
訳

五
一
頁
。

⒁　

Ibid., p. 79. 
邦
訳
五
九
頁
。

⒂　

Ibid., p. 89. 
邦
訳
六
六
頁
。

⒃　

Ibid., p. 90. 

邦
訳
六
七
頁
。

⒄　

以
下
の
二
箇
所
を
参
照
。D

om
inique Pradelle, Par-delà la révolution 

copernicienne. Sujet transcendantal et facultés chez K
ant et H

usserl, 
Paris, PU

F
, 2012, p. 170 ; D

om
inique Pradelle, « V

ers une genèse 
a-subjective des idéalités m

athém
atiques. Cavaillès critique de H

usserl », 
A

rchives de Philosophie, tom
e 76, 2013, p. 247. 

な
お
、
こ
の
テ
ー
ゼ
が
典
型

的
に
見
ら
れ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
プ
ラ
デ
ル
が
指
し
示
す
の
は
、『
デ

カ
ル
ト
的
省
察
』
の
第
二
二
節
で
あ
る
。

⒅　

Cf. Ibid., p. 256-258 ; D
om

inique Pradelle, G
énéalogie de la raison. 

E
ssai sur l'historicité du sujet transcendantal de K

ant à H
eidegger, Paris, 

PU
F, 2013, p. 203-204.

⒆　
「
で
き
る

0

0

0

と
い
う
語
が
現
れ
る
〔
…
〕
場
合
に
は
、
主
観
的
必
然
性
、
す
な
わ
ち

〈
別
の
仕
方
で
は
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
〉
と
い
う
主
観
的
不
可
能
性

0

0

0

0

0

0

0

が
考

え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、〈
別
の
仕
方
で
は
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
〉
と
い

う
客
観
的
必
然
性

0

0

0

0

0

0

が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」（Edm

und H
usserl, Logische 

U
ntersuchungen : T

heil 2, U
ntersuchungen zur P

hänom
enologie und 

T
heorie der E

rkenntnis, H
alle a. S., N

iem
eyer, 1901, p. 235. 

邦
訳
エ
ド
ム
ン

ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
『
論
理
学
研
究
３
』
立
松
弘
孝
、
松
井
良
和
訳
、
み
す
ず
書
房
、

一
九
七
四
年
、
二
五
頁
）。Cf. Pradelle, « V

ers une genèse a-subjective des 
idéalités m

athém
atiques », op. cit., p. 263.

⒇　

Cf. Pradelle, Par-delà la révolution copernicienne, op. cit., p. 172-173.

�　

C
f. P

radelle, « V
ers une genèse a-subjective des idéalités 

m
athém

atiques », op. cit., p. 266.

�　

Cf. Ibid., p. 269-270 ; Pradelle, G
énéalogie de la raison, op. cit., p. 437.

�　

以
下
、
発
表
に
お
け
る
「
静
態
的
現
象
学
」
と
「
発
生
的
現
象
学
」、
両
概
念
の
不

適
切
な
使
用
を
改
め
た
。

�　

Cavaillès, Sur la logique et la théorie de la science, loc. cit. 

強
調
引
用
者
。

�　

G
abrielle F

errières, Jean C
availlès. U

n philosophe dans la guerre 
1903-1944 [1950], Paris, Félin, 2003, p. 188.

�　

た
と
え
ば
リ
チ
ャ
ー
ド
・
テ
ィ
ー
ス
ツ
ェ
ン
は
、
自
由
変
更
の
方
法
に
よ
っ
て

数
学
的
対
象
に
関
す
る
知
識
を
現
象
学
的
に
明
確
に
す
る
筋
道
を
提
示
し
て
い

る
（Richard T

ieszen, « Gödel and the Intuition of Concepts » [2002] 
dans Richard T

ieszen, P
henom

enology, L
ogic, and the P

hilosophy of 
M

athem
atics, Cam

bridge, Cam
bridge U

niversity Press, 2005, p. 165-167

を
参
照
）。
し
か
し
こ
の
大
変
刺
激
的
な
議
論
も
、
あ
る
対
象
が
落
ち
る
概
念
を
、
複

数
の
概
念
間
で
明
確
に
し
て
い
く
方
法
を
提
示
し
て
い
る
だ
け
で
、
問
題
に
応
じ
る

新
た
な
概
念
を
産
み
出
す
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

�　

発
表
で
は
触
れ
な
か
っ
た
こ
の
点
を
補
足
し
て
お
く
。
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
確
定
的

多
様
体
批
判
に
い
く
ば
く
の
行
き
過
ぎ
が
見
ら
れ
た
と
し
て
も
、
こ
の
批
判
の
も
つ

重
要
性
は
薄
れ
て
い
な
い
。
こ
と
は
ま
さ
に
、
数
学
と
は
何
か
、
と
い
う
点
に
関
わ

る
。
あ
る
公
理
系
L
が
あ
り
、
虚
的
な
概
念
を
加
え
た
そ
の
拡
大
系
M
が
あ
っ
た
と

せ
よ
。
L
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
多
様
体
が
確
定
的
な
場
合
、
L
に
お
け
る
概
念
の

意
味
は
い
わ
ば
そ
の
中
で
定
ま
る
（
M
に
導
入
さ
れ
る
虚
的
な
概
念
は
、
L
で
導
出

可
能
な
命
題
を
よ
り
短
く
証
明
す
る
た
め
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
）。
し
か
し
そ
の
多
様

体
が
確
定
的
で
な
い
場
合
、
L
の
含
む
概
念
の
意
味
が
M
で
は
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
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味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
拡
大
系
M
で
証
明
さ
れ
る
が
、
L
の
中
で
は
導
出
不

可
能
な
、
L
の
概
念
の
み
を
含
む
命
題
が
あ
る
の
だ
か
ら
）。
第
二
節
で
「
意
味
を
自

ら
刷
新
し
て
い
く
学
知
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
が
、
こ
れ
は
今
述
べ
た
よ
う
な
、

新
概
念
の
導
入
に
よ
る
旧
概
念
の
意
味
の
変
化
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま

さ
に
こ
の
変
化
、
刷
新
に
よ
っ
て
未
解
決
問
題
が
証
明
さ
れ
る
以
上
、『
形
式
論
理
学

と
超
越
論
的
論
理
学
』
に
お
け
る
数
学
の
範
囲
が
「
確
定
的
」
な
公
理
系
に
収
ま
っ

て
い
る
か
ら
問
題
が
な
い
の
で
は
な
く
、
確
定
的
で
な
い
ケ
ー
ス
に
数
学
の
実
質
を

見
て
い
な
い
点
で
、
や
は
り
深
刻
な
の
で
あ
る
。

（
中
村
大
介
・
な
か
む
ら　

だ
い
す
け
・
豊
橋
技
術
科
学
大
学
）
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〇
、
導
入

共
同
で

0

0

0

行
為
す
る
こ
と
を
目
指
し

0

0

0

、
や
が
て
そ
れ
を
成
す

0

0

こ
と
と
は
何
を
意
味

す
る
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
一
緒
に
デ
ュ
エ
ッ
ト
を
歌
っ
た
り
、
タ
ン
ゴ
を

踊
っ
た
り
す
る
（
こ
と
を
共
同
で
目
指
す
）
と
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
問
い
は
近
年
、
集
合
的
な
志
向
性
〔collective intentionality

〕
を

め
ぐ
っ
て
な
さ
れ
る
議
論
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
二
、三
十
年
前
か
ら
行
為
に

つ
い
て
の
分
析
哲
学
の
文
脈
で
は
じ
ま
っ
た
こ
の
議
論
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
に

動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
問
い
は
そ
れ
自
体
と
し
て
有
意

義
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
数
多
く
の
論
点
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
共
有
さ
れ
た
行
為
者
性
〔shared agency
〕

に
つ
い
て
の
妥
当
な
理
論
は
わ
れ
わ
れ
の
集
合
的
な
責
任
に
つ
い
て
の
理
解
や

（
も
し
誰
か
と
あ
な
た
と
私
が
共
に
何
ら
か
の
行
為
を
な
し
て
い
る
〔φ-ing

〕
場

合
、
行
為
の
責
任
を
も
つ
の
は
誰
か
）、
人
格
性
に
つ
い
て
の
理
解
（
も
し
あ
る

集
団
が
自
ら
な
し
た
行
為
に
責
任
を
も
つ
な
ら
、
そ
の
集
団
は
人
格
だ
と
言
え
る

だ
ろ
う
か
）、
協
力
に
つ
い
て
の
理
解
（
異
な
る
行
為
同
士
の
協
力
は
い
か
に
し

て
可
能
に
な
る
の
か
）
に
深
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
合
理
性
に
つ
い
て
の
理
解
（
私
が
個
人
的
な
好
み
よ
り
も
集

団
の
も
つ
好
み
に
し
た
が
っ
て
行
為
す
る
と
き
、
私
は
非
合
理
的
に
ふ
る
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
か
）
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
も
た
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

た
し
か
に
、
集
合
的
な
志
向
に
つ
い
て
の
理
論
は
人
間
社
会
の
解
明
に
、
実
質

的
に
貢
献
で
き
る
の
だ
が
、
今
日
の
議
論
の
大
部
分
が
受
け
い
れ
て
い
る
集
合
的

な
志
向
な
い
し
共
同
的
な
行
為
へ
の
注
目
は
、
人
間
本
性
お
よ
び
そ
れ
に
本
来
そ

な
わ
る
社
会
的
な
性
格
に
つ
い
て
の
よ
り
大
き
な
見
取
り
図
の
な
か
の
ほ
ん
の

一
部
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（T

om
asello 2014

参

照
）。
た
と
え
ば
、
複
数
の
個
人
が
（
た
と
え
ば
あ
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
フ
ァ

ン
の
人
々
が
）
喜
び
の
感
情
を
分
か
ち
あ
っ
て
い
る
場
面
を
想
像
し
て
み
よ
う

（
チ
ー
ム
が
試
合
に
勝
利
し
た
の
だ
）。
こ
う
し
た
類
の
共
有
さ
れ
た
感
情
は
社
会

性
の
あ
る
重
要
な
一
側
面
を
構
成
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
集
合
的
な
志
向
性

に
つ
い
て
の
ど
ん
な
一
般
理
論
に
も
組
み
入
れ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
集
合
的
な
信
念
や
集
合
的
な
同
意
〔collective acceptance

〕
の
よ
う

な
態
度
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
も
し
こ
の
推
論
の
過
程
が
正
し
い
な

ら
ば
、
次
の
こ
と
が
示
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
所
与
の
志
向
や
行
為

を
集
合
的
に
す
る
も
の
は
何
か
、
と
い
う
問
い
は
、
所
与
の
態
度

0

0

を
集
合
的
態
度

に
す
る
も
の
は
何
か
、
と
い
う
問
い
へ
と
一
般
化
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
別
言

集
団
‐
同
一
化
の
現
象
学
的
理
論

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
サ
リ
ー
チ
ェ
（
主
観
性
研
究
セ
ン
タ
ー
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
）

訳
：
赤
阪　

辰
太
郎
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す
れ
ば
、
集
合
的
志
向
と
行
為
者
性
の
理
論
は
、
よ
り
一
般
的
な
問
い
、
す
な
わ

ち
一
つ
の
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

〔w
e

〕
の
な
か
の
一
つ
の
私0

〔I

〕
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う

意
味
か
、
あ
る
い
は
集
団
の
一
員
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
、
と
い
う
問
い

へ
と
た
だ
ち
に
わ
れ
わ
れ
を
導
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

集
合
的
な
志
向
性
の
研
究
や
、
よ
り
一
般
に
は
社
会
存
在
論
へ
の
現
象
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
も
っ
と
も
際
立
っ
て
特
徴
づ
け
る
要
素
の
一
つ
は
次
の
考
え
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
性
や
、
他
者
と
と
も
に
あ
る
こ
と
〔being-

together w
ith others, M

iteinandersein

〕
と
い
う
属
性
は
、
力
を
合
わ
せ
た

り
、
協
力
し
た
り
、
集
合
的
に
ふ
る
ま
っ
た
り
す
る
諸
個
人
の
能
力
に
は
還
元
さ

れ
な
い
―
―
社
会
性
や
他
者
と
共
に
あ
る
と
い
う
属
性
が
定
義
上
、
こ
う
し
た
能

力
を
含
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―
と
い
う
考
え
だ
。
エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ッ

サ
ー
ル
や
ア
ド
ル
フ
・
ラ
イ
ナ
ッ
ハ
、
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
、
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
シ
ュ
ッ
ツ
、
ク
ル
ト
・
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
エ
デ
ィ
ッ
ト
・
シ
ュ
タ

イ
ン
、
ゲ
ル
ダ
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
ら
の
よ
う
な
著
者
の
仕
事
に
見
出
さ
れ
る
の
は
、

意
欲
に
か
か
わ
る
〔conative

〕
次
元
か
ら
認
知
〔cognitive
〕
や
感
情
の
次
元

に
至
る
ま
で
、
人
間
的
な
志
向
性
の
全
領
域
に
広
が
っ
て
い
る
社
会
性
の
さ
ま
ざ

ま
な
階
層
な
い
し
種
別
に
つ
い
て
の
注
意
深
い
記
述
で
あ
る
―
―
だ
が
、
残
念
な

こ
と
に
こ
れ
ら
の
記
述
は
し
ば
し
ば
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
。

私
は
現
象
学
の
な
か
に
よ
り
多
く
の
も
の
が
あ
る
と
主
張
し
た
い
。
本
稿
で

私
は
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
議
論
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
彼
が
「
共
同
体

〔Gem
einschaft, com

m
unity

〕」
と
「
総
体
的
人
格
〔Gesam

tperson

〕」
と

呼
ん
だ
二
種
類
の

0

0

0

0

集
団
の
区
別
に
つ
い
て
詳
論
し
た
い
。
私
が
次
節
で
試
み
る

シ
ェ
ー
ラ
ー
解
釈
が
正
し
け
れ
ば
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
個
人
が
（
誤
っ
て
）
わ
れ
わ

0

0

0

れ0

‐
視
点
を
自
分
の
個
人
的

0

0

0

態
度
に
適
用
す
る
（
す
な
わ
ち
、
自
分
の
個
人
的
態

度
を
集
団
の
態
度
だ
と
取
り
違
え
て
形
成
す
る
）こ
と
が
あ
り
う
る
だ
け
で
な
く
、

集
合
的
態
度
を
一
人
称
単
数
形

0

0

0

で
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
す
な
わ
ち
、
こ
の

態
度
は
、
自
分
が
集
団
の
一
員
で
あ
る
か
ぎ
り
個
人
に
よ
っ
て
共
に

0

0

経
験
さ
れ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
な
し
に
）
個
人
が
集
合
的
態
度
を
共
に
経
験

す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
観
察
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
現
代
の
「
集
合
的
な
志
向

性
」
と
名
指
さ
れ
た
さ
れ
た
も
の
が
二
つ
の

0

0

0

ま
っ
た
く
異
な
っ
た
論
点
を
包
括
し

た
概
念
だ
と
理
解
で
き
る
、
と
い
う
興
味
深
い
考
え
に
対
し
て
、
い
く
つ
か
の
強

力
な
証
拠
を
も
た
ら
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
の
論
点
は
志
向
的
態
度
が
集
合

的
な
も
の
と
な
る
た
め
に
満
た
す
べ
き
条
件
に
か
か
わ
る
（
こ
れ
は
現
在
進
行
中

の
議
論
の
な
か
で
主
に
注
目
を
集
め
て
い
る
問
題
で
あ
る
）。
第
二
の
論
点
は
、

あ
る
個
人
が
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

‐
視
点
を
適
用
す
る
た
め
に
、
ま
た
は
自
分
を
集
団
の
一

員
と
し
て
理
解
す
る
た
め
に
、
よ
り
専
門
的
に
言
え
ば
、
集
団
‐
同
一
化
す
る
た

め
に
満
た
す
べ
き
条
件
に
か
か
わ
っ
て
い
る
（
私
は
こ
の
三
つ
の
言
い
回
し
を
ほ

ぼ
同
じ
概
念
を
表
す
た
め
に
用
い
る
）。

以
下
で
私
は
本
稿
を
三
つ
に
区
分
す
る
。
第
一
に
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
よ
る

集
団
の
分
類
法
を
紹
介
す
る
。
第
二
に
、
前
述
の
共
同
体
と
総
体
的
人
格
の

区
別
お
よ
び
上
で
軽
く
ふ
れ
た
、
志
向
的
態
度
に
お
け
る
二
種
類
の
誤
認

〔m
isidentification

〕
に
注
目
す
る
。
第
三
に
、
集
団
‐
同
一
化
の
概
念
を
素
描

す
る
た
め
に
こ
の
区
別
の
帰
結
を
説
明
す
る
（
も
ち
ろ
ん
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
一
体

感
〔Einsfühlung

〕
の
概
念
は
あ
き
ら
か
に
集
団
‐
同
一
化
の
概
念
と
部
分
的

に
一
致
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
以
下
の
記
述
が
、
集
団
‐
同
一
化
と
い

う
考
え
に
つ
い
て
の
私
の
理
解
が
社
会
心
理
学
や
ゲ
ー
ム
理
論
と
相
性
の
よ
い
も

の
で
あ
っ
て
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
い
う
一
体
感
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
つ
も
り
だ
）。
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一
、
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
：
社
会
性
の
形
式
と
集
団
の
種
類

シ
ェ
ー
ラ
ー
は
集
団
の
諸
種
別
と
共
同
性
の
諸
形
式
が
対
応
し
て
い
る
と
論
じ

て
い
る
（
共
同
存
在
の
諸
形
式
〔A

rten des M
iteinanderseins

〕
に
関
し
て
、 

GW
 II : 529

［『
著
作
集
』
三
、二
六
二
‐
二
六
四
］）。
こ
こ
で
共
同
性
の
形
式
を

体
験
の
取
り
う
る
「
社
会
性
」
の
形
式
と
呼
ぼ
う
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
社

会
性
の
形
式
に
は
三
つ
の
種
類
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
集
合
的
な
志
向
性

の
真
の
形
式
で
あ
る
。

①
感
情
の
伝
染
〔Gefühlsansteckung
〕：　

社
会
性
の
第
一
の
形
式
は
感
情
の

伝
染
で
あ
る（GW

 V
II : 25ff

［『
著
作
集
』八
、四
五
頁
以
下
］）。
シ
ェ
ー
ラ
ー

は
、
感
情
は
ウ
ィ
ル
ス
の
よ
う
に
諸
個
人
の
あ
い
だ
に
広
が
り
う
る
の
だ
、
と

主
張
す
る
。あ
な
た
が
悲
嘆
に
暮
れ
た
人
と
の
話
し
合
い
に
加
わ
る
と
す
る
と
、

そ
の
人
の
悲
し
み
は
あ
な
た
に
伝
染
し
、
あ
な
た
も
悲
し
く
な
る
だ
ろ
う
―
―

こ
の
こ
と
は
あ
な
た
が
、
そ
の
人
の
感
情
が
あ
な
た
に
届
い
た
こ
と
に
気
づ
く

こ
と
な
く
起
こ
る
（GW

 V
II : 26

［
同
上
、
四
五
－
四
六
頁
］）。
さ
ら
に
重

要
な
の
は
、
あ
る
意
味
で
、
感
情
の
伝
染
は
一
般
に
錯
覚
を
含
ん
で
い
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
と
い
う
の
も
、
人
は
自
分
を
感
情
の
真
の

作
り
手
だ
と
信
じ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
心
的
状
態
は
他
の
個
人
に
起
源

を
も
っ
て
お
り
、
伝
染
を
通
し
て
心
か
ら
心
へ
と
渡
っ
て
き
た
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
（
推
論
と
因
果
的
な
考
察
を
と
お
し
て
の
み
、
人
は
そ
の
人
の
心
的
状
態

の
起
源
に
気
づ
く
よ
う
に
な
る
）。

②
共
感
〔M

itgefühl

〕：　

社
会
性
の
第
二
の
形
式
は
共
感
で
あ
り
、M

itgefühl

と
い
う
語
の
意
味
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
。
人
が
共
感
す
る
の
は
、
誰
か

の
喜
び
を
喜
ぶ
か
、
あ
る
い
は
誰
か
の
悲
し
み
に
同
情
す
る
と
き
で
あ
る
。

シ
ェ
ー
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
共
感
と
は
複
合
的
な
現
象
で
あ
る
。
人
は
誰
か
に
共

感
す
る
た
め
に
、
ま
ず
も
っ
て
他
人
の
感
情
に
気
づ
い
て
い
る
必
要
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
明
確
に
語
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
共

感
的
把
握
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で
起
こ
り
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ

に
は
「
他
人
の
体
験
を
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
る
」
作
用
、
あ
る
い
は
追

感
得
〔N

achfühler

〕
の
作
用
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
日
、
感

情
移
入
〔em

pathy

〕
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
（Zahavi 2008

参
照
）。
シ
ェ
ー
ラ
ー
自
身
が
そ
の
表
現
に
よ
っ
て
何
を

意
図
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
彼
は
こ
の
共
感
を
い
わ
ゆ
る
準
現
前
化

〔presentification, V
ergegenw

ärtigungen

〕
の
事
例
と
し
て
説
明
し
て
い

る
。
あ
る
人
が
あ
る
光
景
を
見
た
あ
と
で
、
意
識
に
〔
そ
の
光
景
を
〕
現
前
化

し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
そ
の
人
は
直
観
的
に

0

0

0

0

自
分
自
身
の
前
に
そ
の
光

景
を
も
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
人
は
語
の
本
来
の
意
味
に
お
け
る
知
覚
（
自

己
所
与
的
な
対
象
に
つ
い
て
の
知
覚
）を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
様
に
、

人
は
他
人
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
あ
る
人
が
、
他
の
人
が
感
じ
て
い
る
事
柄
を
感
じ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
直
観
的
に
自
分
自
身
に
現
前
さ

せ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
例
と
し
て
、GW

 V
II : 20

［
同
上
、
三
五
頁
］
を

参
照
）。

③
相
互
感
得
〔M

iteinanderfühlen

〕：　

最
後
に
、
社
会
性
の
第
三
の
形
式

は
他
の
人
格
と
心
的
状
態
を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
社
会
性
の
形
式

を
説
明
す
る
に
は
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
最
も
有
名
な
例
を
参
照
す
る
の
が
有

用
だ
ろ
う
。
両
親
が
子
ど
も
の
死
を
嘆
く
例
で
あ
る
（GW

 V
II : 23

［
同

上
、
四
一
頁
］）。
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
こ
の
挿
話
に
お
い
て
、
た
だ
一
つ
の

0

0

0

心
的
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事
実
が
あ
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
も
は
や
同
じ

タ
イ
プ
の
心
的
状
態
が
二
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
（GW

 V
II : 

24, 48, 75, 252

［
同
上
、
四
二
、八
〇
、一
二
六
、四
一
三
頁
］）。
相
互
感
得

〔M
iteinanderfühlen, co-feeling

〕
は
ひ
と
つ
の
感
情
を
共
に
感
じ
る
こ
と

と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
共
に
云
々
の
こ
と
を
行
う
こ
と
〔Co-

（φing

）〕、
簡
潔
に
言
え
ば
共
有
す
る
と
い
う
観
念
は
、
集
合
的
な
感
情
に
限

定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
認
知
作
用
や
行
為
も
ま
た
共
有
さ
れ
う

る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
相
互
感
得
が
よ
り
一
般
的
な
社
会
性
の
形
式
の
一
種
で

あ
っ
て
、
つ
ま
り
共
に
経
験
す
る
こ
と
の
形
式
の
一
種
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
共
に
体
験
す
る
こ
と
〔M

iteinandererleben

〕
に

つ
い
て
、GW

 II : 529

［『
著
作
集
』
三
、二
六
二
‐
二
六
三
頁
］）。

上
で
体
験
が
提
示
し
う
る
三
種
類
の
社
会
性
に
つ
い
て
簡
潔
に
論
じ
た
の
で
、

今
や
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
社
会
性
と
集
団
の
あ
い
だ
に
描
き
出
し
た
対
応
に
関
す
る

議
論
に
戻
る
と
き
だ
ろ
う
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
四
つ
の
集
団
を
数
え
上
げ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
群
集
〔m

ass

〕、
共
同
体
、
社
会
、
総
体
的
人
格
で
あ
る
。
以
上
が
、

シ
ェ
ー
ラ
ー
が
『
倫
理
学
に
お
け
る
形
式
主
義
と
実
質
的
価
値
倫
理
学
』
に
お
い

て
導
入
し
記
述
し
た
順
序
な
の
だ
が
、
こ
の
順
序
は
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
の
あ
い
だ
の
基
礎
的
な
関
係
を
強
調
す
る
た
め
に
想
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
読
者
の
注
意
を
引
く
と
思
わ
れ
る
の
は
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
三
種
類
の

0

0

0

0

社

会
性
を
描
く
一
方
で
、
四
種
類
の

0

0

0

0

集
団
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
だ
。し
た
が
っ
て
、

社
会
性
の
型
に
は
欠
け
が
あ
り
、
欠
け
た
分
の
型
が
と
く
に
総
体
的
人
格
を
説
明

す
る
の
だ
と
思
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
問
い
に
向
か
う
前
に
、
ま
ず

こ
の
三
つ
の
タ
イ
プ
の
集
団
を
特
徴
づ
け
、
そ
の
基
礎
的
な
性
格
を
明
ら
か
に
し

て
お
こ
う
。

ａ
．
最
も
原
初
的
な
種
類
の
集
団
は
群
集
で
あ
る
（GW

 II : 529

［
同
上
、

二
六
三
頁
］）。私
は
こ
こ
で「
原
初
的〔prim

itive

〕」と
い
う
言
葉
を
用
い
る
が
、

そ
れ
は
論
理
学
的
な
意
味
で
の
原
始
概
念
の
こ
と
で
は
な
く
、
文
明
化
さ
れ
た

も
の
、
意
図
さ
れ
た
も
の
、
そ
し
て
／
あ
る
い
は
複
合
的
な
も
の
と
対
比
的
に

用
い
ら
れ
る
。
群
集
は
感
情
の
伝
染
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
般
に
は
他
者
の
非
意

志
的
な
模
倣
と
行
動
の
集
列
化
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
模
倣
の
過
程
は
感
情
に
限
ら
ず
、
信
念
や
行
動
パ
タ
ー
ン
に
ま
で
拡
張
さ

れ
う
る
。
実
際
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
伝
統
の
継
承
の
全
プ
ロ
セ
ス
を
伝
染
の
形
式

と
し
て
記
述
し
さ
え
す
る
（GW

 V
II : 48

［『
著
作
集
』
八
、八
〇
頁
］）。
伝

染
に
お
い
て
、
一
般
に
人
は
伝
染
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
て
お
ら
ず
、
そ

の
た
め
、
あ
る
心
的
状
態
が
自
分
に
起
源
を
も
つ
と
思
い
込
ん
で
い
る
が
、
本

当
は
誰
か
別
の
人
に
起
源
を
も
つ
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
お

こ
う
。
こ
の
こ
と
は
以
下
の
帰
結
を
み
ち
び
く
。
す
な
わ
ち
、
群
集
の
な
か
で

個
人
は
他
の
個
人
と
何
か
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
た
と

え
ば
、
こ
の
特
殊
な
社
会
性
の
形
式
に
お
い
て
個
人
は
他
者
と
「
共
に
在
る
こ

と
〔being together

〕」
を
無
視
し
て
い
る
。

ｂ
．
第
二
の
集
団
は
共
同
体
で
あ
る
（GW

 II : 529

［『
著
作
集
』
三
、二
六
三
頁
］

参
照
）。
共
同
体
は
真
の
意
味
で
集
合
的
な
志
向
性
の
担
い
手
で
あ
り
、
そ
こ

で
は
共
同
体
の
成
員
は
同
一
の
も
の
を
共
に
体
験
し
、
同
じ
行
為
を
共
に
な

す
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

‐
形
式
に
お
け
る
心
的
状
態
か
ら
、
共
通
の
知

識
（
つ
ま
り
、
あ
な
た
が
あ
る
心
的
状
態
を
も
つ
と
い
う
私
の
知
識
＋
私
が
そ

の
心
的
状
態
を
も
つ
と
い
う
あ
な
た
の
知
識
＋
私
の
心
的
状
態
に
つ
い
て
あ
な

た
が
も
つ
知
識
に
つ
い
て
の
私
の
知
識
＋
あ
な
た
の
心
的
状
態
に
つ
い
て
私
が

も
つ
知
識
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
知
識
＋
私
の
知
識
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
知
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識
に
つ
い
て
の
私
の
知
識
等
々
、GW

 II : 530

［
同
上
、
二
六
四
‐
二
六
五
頁
］

参
照
）
で
補
完
さ
れ
た
私0

‐
形
式
に
お
け
る
心
的
状
態
に
遡
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
主
張
す
る
。
そ
う
し
た
心
的
状
態
は
存
在
論
的
に
還
元
不
可
能
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
主
体
が
ひ
と
つ
の
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

で
あ
る
よ
う
な
体
験
流
を
も
構

成
す
る
（GW

 II : 530

［
同
上
］
参
照
。
わ
れ
わ
れ
体
験
、
わ
れ
わ
れ
意
識

〔W
irerlebnis, W

irbew
ußtsein

〕
に
つ
い
て
はGW

 V
III : 374

［『
著
作
集
』

十
二
、二
七
六
‐
二
七
七
頁
］
参
照
）。
共
同
の
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

は
そ
の
成
員
を
取
り

巻
い
て
い
る
た
め
、
彼
ら
は
ま
ず
も
っ
て
共
同
体
の
な
か
で

0

0

0

、
共
同
体
の
た
め

0

0

に0

生
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
論
の
重
要
な
点
で
あ
る
た
め
次
節
で
再
度

検
討
す
る
。

ｃ
．
第
三
の
集
団
は
複
数
の
社
会
を
覆
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
社
会
性
を
特
徴
づ

け
る
形
式
は
共
感
で
あ
る
（GW

 II : 531

［『
著
作
集
』
三
、二
五
六
頁
］）。
こ

の
形
式
に
お
い
て
共
感
す
る
者
は
自
分
の
心
的
状
態
を
他
人
の
心
的
状
態
か
ら

十
分
に
区
別
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
一
つ
段
階
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
他

者
と
共
感
す
る
。
そ
の
た
め
、
一
つ
の
社
会
は
、
他
の
成
員
を
個
別
的
な
人
格

と
し
て
認
識
す
る
よ
う
な
複
数
の
個
別
的
人
格
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
で
人
は
こ
う
し
た
他
人
た
ち
と
と
も
に
社
会
関
係
の
な
か
に
入
っ
て

ゆ
き
、
力
を
あ
わ
せ
て
ひ
と
り
で
は
達
成
で
き
な
い
よ
う
な
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
理
由
、
す
な
わ

ち
一
つ
の
社
会
の
な
か
に
巻
き
込
ま
れ
た
全
て
の
人
は
、
た
が
い
を
区
別
さ
れ

た
諸
個
人
と
し
て
見
て
お
り
、
各
人
が
自
分
の
（
個
人
的
な
）
関
心
を
追
い
求

め
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
の
水
準
に
お
い
て
は
い
か
な
る
体
験
も
真
の

意
味
で
は
共
有
さ
れ
た
り
共
に
体
験
さ
れ
た
り
は
し
な
い
。
集
合
的
な
体
験
が

起
き
な
い
以
上
、
意
識
の
集
合
的
な
流
れ
が
生
じ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
わ
れ

0

0

わ
れ

0

0

が
社
会
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

共
同
体
と
社
会
は
は
っ
き
り
と
区
別
で
き
る
種
類
の
集
団
な
の
だ
が
、
シ
ェ
ー

ラ
ー
は
社
会
が
共
同
体
を
前
提
す
る
と
主
張
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
社
会
は
共
同
体
の

上
に
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
以
下
の
よ
う
な
意
味
に
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
社
会
の
成
員
は
同
時
に
共
同
体
の
成
員
で
あ
り
、
そ
の
た
め
あ
ら
ゆ
る

社
会
に
は
成
員
を
同
じ
く
す
る
共
同
体
が
あ
る
の
だ
、
と
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
ポ
イ

ン
ト
は
む
し
ろ
、
社
会
の
な
か
に
入
る
た
め
に
、
諸
個
人
は
な
ん
ら
か
の

0

0

0

0

0

共
同
体

に
属
し
て
い
る
か
、
属
し
て
い
た
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
（GW

 II 
: 535

［
同
上
、
二
七
二
‐
二
七
三
頁
］）。

総
体
的
人
格
の
構
造
と
本
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
前
に
、
上
で
述
べ
て
き
た
こ

と
を
ま
と
め
て
お
く
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
私
は
は
じ
め
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
ど
の
よ

う
に
社
会
性
の
三
つ
の
形
式
、
つ
ま
り
感
情
の
伝
染
、
共
に
体
験
す
る
こ
と
と
共

感
に
つ
い
て
論
じ
た
か
を
説
明
し
た
。
私
は
ま
た
、
こ
れ
ら
の
社
会
性
の
三
つ
の

形
式
が
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
示
す
四
種
の
集
団
の
う
ち
の
三
つ
、
す
な
わ
ち
、
群
集
、

共
同
体
、
社
会
に
お
け
る
心
的
生
に
と
っ
て
中
心
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
。
い
ま
や
総
体
的
人
格
の
中
心
に
あ
る
社
会
性
の
形
式
と
は
何
か
が
問
わ
れ

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
驚
く
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
シ
ェ
ー

ラ
ー
は
こ
の
形
式
を
共
に
体
験
す
る
こ
と
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
総
体
的
人
格
と

は
自
ら
の
認
知
的
、
努
力
的
、
感
情
的
な
生
を
も
つ
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

の
こ
と
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
何
が
共
同
体
を
総
体
的
人
格
か
ら
切
り
離
す
の
だ
ろ
う
か
。

二
、
共
同
体
と
総
体
的
人
格

前
節
に
お
い
て
不
十
分
な
ま
ま
残
し
て
お
い
た
点
に
と
り
か
か
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
よ
う
。
私
は
そ
こ
で
、
共
同
体
の
成
員
は
ま
ず
も
っ
て
共
同
体
の
な
か
で

0

0

0

、



40

共
同
体
の
た
め
に

0

0

0

生
き
る
の
だ
と
述
べ
た
。
で
は
、
こ
の
こ
と
を
正
確
に
は
ど
の

よ
う
に
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
詳
し
く
見
て
ゆ
く
た
め
に
、
ま
ず
シ
ェ
ー
ラ
ー

の
『
同
情
の
本
質
と
諸
形
式
』
か
ら
興
味
深
い
箇
所
を
引
用
し
、
当
該
箇
所
に
つ

い
て
注
解
を
加
え
た
い
。

　
「
さ
し
あ
た
り
」
人
間
は
、
自
己
自
身
に
お
い
て
よ
り
も
他
人

0

0

に
お
い
て
よ

り
多
く
生
き
て
い
る
し
、
彼
の
個
体
に
お
け
る
よ
り
も
共
同
体
に
お
い
て
よ

り
多
く
生
き
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
多
く
の
例
証
は
、
子
ど
も
の
生
活

の
諸
事
実
に
お
い
て
も
、
民
衆
の
あ
ら
ゆ
る
原
始
的
な
心
的
生
活
の
諸
事

実
に
お
い
て
も
、
ひ
と
し
く
み
と
め
ら
れ
る
。
子
ど
も
に
と
っ
て
彼
自
身
の

生
活
は
、「
家
庭
の
雰
囲
気
」
に
溶
け
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
さ
し
あ

た
り
ほ
と
ん
ど
完
全
に
か
く
さ
れ
て
い
る
！　

子
ど
も
は
、
こ
の
よ
う
な
事

実
上
の
生
活
環
境
の
も
ろ
も
ろ
の
理
念
や
勘
定
に
よ
っ
て
恍
惚
と
し
て
自
己

を
み
う
し
な
い
、
催
眠
術
に
か
け
ら
れ
て
い
る
状
態
な
の
で
、
子
ど
も
の
意

識
に
到
達
す
る
の
は
、
彼
の
体
験
の
な
か
か
ら
わ
ず
か
に
子
ど
も
の
内
的
注

意
の
識
閾
を
越
え
て
あ
ふ
れ
で
た
体
験
、
す
な
わ
ち
、
彼
の
心
理
的
環
境
の

心
理
的
流
れ
の
い
わ
ば
河
床
を
形
成
し
て
い
る
社
会
学
的
に
制
約
さ
れ
た
も

ろ
も
ろ
の
図
式
に
ぴ
っ
た
り
と
あ
て
は
ま
る
体
験
の
み
で
あ
る
！　

子
ど
も

は
、
自
分
を
越
え
て
あ
ふ
れ
で
る
こ
の
流
れ
の
な
か
か
ら
、
子
ど
も
自
身
の

い
わ
ば
精
神
的
こ
う
べ
を
き
わ
め
て
ゆ
っ
く
り
と
も
た
げ
、
時
と
し
て
は
、

自
己
自
身
の
い
く
つ
か
の
感
情
、
理
念
、
そ
し
て
努
力
目
標
を
も
つ
存
在
者

と
し
て
自
分
自
身
を
発
見
す
る
。
だ
が
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
が
さ
し
あ
た

り
「
そ
の
な
か
に
」
生
き
て
い
る
環
境
世
界
の
諸
体
験
を
、
こ
の
世
界
と
共

に
－
生
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
客
観
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
と
の

「
距
離
」
を
と
る
程
度
に
応
じ
て
は
じ
め
て
生
じ
る
の
で
あ
る
。
子
ど
も
が

心
的
体
験
の
材
料
の
ほ
と
ん
ど
「
母
親
の
ミ
ル
ク
と
と
も
に
」
飲
み
込
ん
で

い
た
も
の
は
、「
伝
達
」
と
し
て
体
験
さ
れ
た
理
念
な
ど
か
ら
の
転
移
の
成
果

と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
伝
達
」
に
と
っ
て
本
質
的
な
こ
と

は
、
わ
れ
わ
れ
が
「
伝
達
さ
れ
た
内
容
」
を
、「
伝
達
す
る
は
た
ら
き
」
の
成

果
と
し
て
ま
ず
理
解
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
「
理
解
す
る
」
こ
と

に
よ
っ
て
、
同
時
に
、
そ
れ
が
他
人
か
ら
の
由
来
で
あ
る
こ
と
を
共
同
経
験

す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
契
機
が
、
個
体
と
そ
の
環
境
世
界

と
の
あ
い
だ
に
最
初
に
生
ま
れ
る
た
ぐ
い
の
転
移
に
は
欠
け
て
い
る
の
で
あ

る
。
好
ま
し
い
と
す
る
判
断
、
心
情
運
動
の
表
現
な
ど
は
、
こ
の
場
合
、
さ

し
あ
た
っ
て
「
理
解
」
さ
れ
た
り
他
我
の
表
出
と
し
て
体
験
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
共
同
‐
遂
行
〔m

it-vollzogen

〕
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の

「
共
同
遂
行
〔M

itvollzogen

〕」
そ
の
も
の
に
お
け
る
「
共
に
‐
〔m

it-

〕」

と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
だ
現
象
的
所
与
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
つ
ど
ま
ず
第
一
に
自
己
自
身
の
判
断
「
と
し
て
」、
自
己
自
身
の
心
情

運
動
「
と
し
て
」
体
験
さ
れ
て
い
る
。（GW

 V
II : 241

［『
著
作
集
』
八
、

三
九
五
‐
三
九
六
頁
］）

こ
の
箇
所
で
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
現
代
な
ら
ば
発
達
心
理
学
と
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ
う

分
野
の
い
く
つ
か
の
見
解
に
注
目
し
て
い
る
の
だ
が
、
共
同
体
の
生
へ
と
完
全
に

入
り
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
幼
児
の
心
的
生
活
の
み
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
は
な

い
。
事
実
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
続
け
る
。

　

同
族
の
一
員
が
傷
害
を
う
け
侮
蔑
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
家

族
も
し
く
は
一
族
の
も
の
が
い
だ
く
復
讐
衝
動
は
、「
共
感
〔M

itgefühl

〕」

（
こ
れ
こ
そ
苦
し
み
の
所
与
を
他
者
の
も
の
と
し
て
明
確
に
前
提
し
て
い
る
）
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か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
傷
害
も
し
く
は
侮
蔑
を
直
接
「
自
分

自
身
の
も
の
」
と
し
て
体
験
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
現
出
は
、
個
体
が
さ
し
あ
た
り
自
己
自
身
に
お
い
て
よ
り
も
は
る
か
に

多
く
共
同
体
に
お
い
て
生
き
て
い
る
事
実
の
な
か
に
、
そ
の
根
拠
を
も
っ
て

い
る
。（GW

 V
II : 242

［
同
上
、
三
九
七
頁
］）

こ
れ
は
非
常
に
興
味
深
い
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
解
釈
す
る
一
つ
の
や
り

方
は
、
こ
の
私0

が
集
合
的
思
念
、
集
合
的
意
志
、
集
合
的
感
情
の
担
い
手
に
な
り

え
、〔
担
わ
れ
て
い
る
心
的
状
態
を
〕
あ
た
か
も
自
分
の
私
的
な

0

0

0

0

0

0

思
念
、
意
志
、
感

情
で
あ
る
か
の
よ
う
に
形
成
す
る
の
だ
、
と
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場

合
、
主
体
は
自
分
が
こ
う
し
た
心
的
状
態
を
共
に
体
験
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

0

0

が
（「
共
に
体
験
す
る
こ
と
」
に
お

け
る
「
共
に
‐
」
は
現
象
的
所
与
に
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い
た
め
）、
に
も

か
か
わ
ら
ず
主
体
は
集
合
的
な
心
的
状
態
を
体
験
し
て
い
る
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

。

シ
ェ
ー
ラ
ー
の
議
論
は
、
集
合
的
志
向
性
に
つ
い
て
の
今
日
の
議
論
の
背
景
に

逆
ら
っ
て
読
む
と
き
に
こ
そ
際
立
っ
た
も
の
と
な
る
。
私
は
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
よ

る
観
察
が
、
志
向
性
に
つ
い
て
の
進
行
中
の
議
論
に
お
い
て
ほ
ぼ
全
く
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
非
常
に
重
要
な
何
か
を
解
明
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
以
下
で
私
が
こ
の
よ
う
に
確
信
し
て
い
る
理
由
を
述
べ
よ
う
。
今

日
の
議
論
は
主
に
（
そ
れ
だ
け
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
）
個
人
が
自
分

の
態
度
を
あ
る
集
団
の
心
理
状
態
と
し
て
誤
っ
て
こ
し
ら
え
る
と
い
う
事
態
に
注

目
し
て
い
る
（Searle 1990

参
照
）。
こ
う
し
た
議
論
は
、
お
お
ま
か
に
は
個
人

な
る
も
の
が
、
自
分
は
集
団
の
一
員
で
あ
り
、
集
合
的
志
向
性
の
な
か
に
参
加
し

て
い
る
と
信
じ
て
い
る
一
方
で
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

と
い
う
筋
立
て
を
想

定
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
私
が
「
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

は
一
緒
に
家
を
塗
る
こ
と
を
決
め

た
」
と
い
う
考
え
を
も
っ
た
と
し
よ
う
。
私
は
わ
れ
わ
れ
の
計
画
の
内
で
の
自
分

の
分
担
と
し
て
屋
根
を
塗
り
は
じ
め
る
。
だ
が
そ
の
と
き
、
私
は
あ
な
た
が
屋
根

を
全
く
塗
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
場
合
、
私
は
あ
な
た
と
と
も
に
家

を
塗
る
と
い
う
集
合
的
志
向
を
も
っ
た
と
思
っ
た
一
方
で
、
実
際
に
は
こ
の
態
度

は
個
別
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
。

反
対
に
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
別
の
シ
ナ
リ
オ
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、

そ
こ
に
お
い
て
真
に
集
合
的
な
態
度
が
個
人
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
自
身
の
も
の

と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
よ
り
根
本
的
な
シ
ナ
リ
オ
の
可
能
性
で
あ

る
（GW

 III : 285

［『
著
作
集
』
五
、一
一
三
‐
一
一
五
頁
］）。
事
実
、
シ
ェ
ー

ラ
ー
は
社
会
の
初
期
状
態
と
は
、
は
じ
め
に
孤
立
し
た
私0

が
あ
り
、〔
そ
の
個
人

が
〕
あ
る
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

を
形
成
す
る
た
め
に
他
人
と
繋
が
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
と
述
べ
る
（
こ
の
試
み
は
失
敗
す
る
だ
ろ
う
）。
そ
し
て
、
む
し
ろ
社

会
の
初
期
状
態
と
は
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

の
ほ
う
が
浸
透
的
な
仕
方
で
私0

を
包
摂
し
、
い
わ

ば
私0

が
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

に
よ
っ
て
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
状
況
だ
と
す
る
（
こ
の
こ
と

は
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
一
体
感
〔Einsfühlung

〕
あ
る
い
は
英
語
で
言
え
ば
同
一
化

〔identification

〕
と
呼
ん
だ
心
的
過
程
の
効
果
だ
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
語
は
私
が
本
稿
で
使
用
す
る
〔
集
団
‐
〕
同
一
化
の
概
念
と
一
致
す
る
わ
け

で
は
な
い
）。
私0

と
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

の
区
別
の
不
透
明
性
は
共
同
体
に
特
徴
的
だ
が
、

シ
ェ
ー
ラ
ー
が
さ
ら
に
述
べ
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
事
例
に
お
い
て
、
個
人
は

諸
々
の
態
度
が
集
合
的
な
も
の
だ
と
〔
集
団
に
由
来
す
る
と
〕
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る

0

0

0

。そ
し
て
、
こ
う
し
た
理
解
は
共
に
体
験
し
て
い
る
ま
さ
に
そ
の
最
中
に
、

共
に
体
験
す
る
こ
と
が
広
が
っ
て
い
る
そ
の
範
囲
の
内
で
実
現
さ
れ
る
（GW

 II 
: 529

［『
著
作
集
』
三
、二
六
二
‐
二
六
三
頁
］）。
別
言
す
れ
ば
、
こ
の
理
解
は
個

人
が
参
加
す
る
実
践
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
理
解
は
ひ
と
た
び

実
践
的
相
互
作
用
が
お
わ
る
と
分
解
さ
れ
る
。
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わ
れ
わ
れ
は
い
ま
や
総
体
的
人
格
と
共
同
体
の
あ
い
だ
の
区
別
の
主
要
因
に
た

ど
り
つ
い
た
。
総
体
的
人
格
は
共
同
体
に
は
見
ら
れ
な
い
タ
イ
プ
の
理
解
に
よ
っ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
総
体
的
人
格
と
は
、
そ
の
成
員
が
進
行
中
の

体
験
の
真
の
主
人
を
十
分
に
区
別
で
き
る
人
々
で
あ
る
よ
う
な
集
団
で
あ
る 

⑴

。

総
体
的
人
格
の
成
員
は
自
分
が
自
分
の
心
的
状
態
の
所
有
者
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
集
合
的
な
心
的
状
態
の
共
同
所
有
者
で
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。
別

言
す
れ
ば
、
総
体
的
人
格
の
成
員
の
心
的
状
態
の
構
造
は
彼
ら
自
身
に
と
っ
て
完

全
に
透
明
な
の
だ
。
こ
こ
で
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
人
格
性
に
関
す
る
重
要
な
洞
察
に

立
ち
戻
る
こ
と
が
有
効
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
人
格
性
と
は
生
ま
れ
た
と
き
に
与

え
ら
れ
る
属
性
で
は
な
く
、
い
わ
ば
、
人
が
「
成
熟
し
た
」
大
人
に
な
っ
た
と

き
に
獲
得
す
る
地
位
、
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
り
、
ま
た
は
人
が
成
年
性
や
成
熟
性

〔M
ündigkeit

〕
を
得
た
と
き
に
手
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
成
熟
性
は
「
お

の
お
の
の
体
験
そ
の
も
の
の
作
用
の
う
ち
に
す
で
に
直
接
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
の
、
自
己
の

0

0

0

作
用
［
…
］
と
他
人
の

0

0

0

作
用
［
…
］
と
の
あ
い
だ
の
相
異
性

の
洞
察
を
体
験
し
う
る
こ
と
に
存
し
て
い
る
。［
…
］
通
俗
的
に
言
う
な
ら
、
人

間
が
彼
の
環
境
世
界
の
体
験
志
向
を
最
初
に
了
解
す
る
こ
と
な
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
単
純
に
と0

も
に
遂
行
す
る

0

0

0

0

0

0

限
り
は
未
成
年
で
あ
る
」（GW

 II : 471-472

［『
著
作
集
』
三
、

一
七
〇
‐
一
七
一
頁
］）
と
解
さ
れ
る
。

三
、
集
団
‐
同
一
化
の
現
象
学
的
理
論

総
体
的
人
格
が
共
同
体
で
あ
る

0

0

0

の
だ
が
、
共
同
体
は
大
人
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
述
べ
る
こ
と
が
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
洞
察
を
表
現
す
る
一
つ
の
方
法
だ

ろ
う
。
事
実
、
共
同
体
と
総
体
的
人
格
の
あ
い
だ
に
、
社
会
性
の
形
式
に
お
け
る

本
性
上
の
差
異
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い

う
の
も
、
こ
の
形
式
は
「
共
に
体
験
す
る
こ
と
〔M

iteinandererleben

〕」
の

形
式
な
の
だ
か
ら
。
共
同
体
と
総
体
的
人
格
は
と
も
に
、
そ
こ
に
お
い
て
成
員
が

何
か
を
共
に
体
験
す
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。
私
は
以
下
の
考
え

を
可
能
な
限
り
強
調
し
た
い
。つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
記
述
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

あ
る
人
が
集
合
的
志
向
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
二
つ
の
異
な
る
論

点
を
混
同
し
が
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
結
論
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
第
一
の
論
点
は
所
与
の
態
度
を
集
合
的

0

0

0

態
度
に
す
る
条
件
に
か
か
わ
っ

て
い
る
―
―
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
あ
る
態
度
が
集
団
の
態
度
で
あ
る
と
き
に

態
度
は
集
合
的
で
あ
る
（
前
述
の
よ
う
に
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
集
団
の
態
度
か
ら
共

通
の
知
識
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
た
個
人
の
態
度
へ
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ

て
い
る
）。
第
二
の
論
点
は
、
人
が
あ
る
態
度
に
あ
て
は
め
る
こ
と
の
で
き
る
視0

点0

、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
私0

‐
形
式
か
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

‐
形
式
の
い
ず
れ
か
で
形
成
す
る

可
能
性
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
二
つ
の
論
点
の
違
い
は
、
あ
る
個
人
が
、
そ
の
心

的
状
態
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
集
団
の
一
員
と
し
て
自
分
を
認
識
し
て
い
な
い
と

き
に
、
そ
の
人
が
集
合
的
な
心
的
状
態
を
も
つ
可
能
性
に
よ
っ
て
明
確
化
さ
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
言
い
換
え
よ
う
。
諸
個
人
は
集
団
‐
視
点
や
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

‐
視

点
を
適
用
す
る
こ
と
な
し
に
集
合
的
志
向
性
に
参
加
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
人
は
集
団
‐
同
一
化
す
る
こ
と
な
し
に
集
合
的
な
志
向
性
に
参
加
し
う
る

の
だ
。
裏
返
せ
ば
、
個
人
は
心
的
状
態
に
む
け
て
、
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

‐
視
点
を
適
用
す

る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
心
的
状
態
は
集
合
的
な
も
の
で
は
な
く
個
人
的
な
も

の
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
（
上
記
の
こ
と
は
、
今
日
の
議
論
が
主
に
考
察
し

て
い
る
集
団
的
志
向
性
と
か
か
わ
る
あ
る
種
の
誤
認
を
捉
え
て
い
る
だ
ろ
う
）。

だ
が
、
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

‐
視
点
と
は
何
で
あ
り
、
人
は
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
〔
自
分

に
〕
適
用
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
別
言
す
れ
ば
、
集
団
‐
同
一
化
す
る
こ
と
、
な

い
し
自
分
自
身
を
集
団
の
一
員
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ

う
か
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
こ
の
問
い
に
答
え
を
与
え
て
は
い
な
い
（
あ
る
い
は
む
し
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ろ
、
こ
の
問
い
に
心
理
学
的
で
は
な
い
回
答
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
の
人
格

性
に
関
す
る
規
範
理
論
に
も
と
づ
く
。
集
団
の
人
格
性
へ
の
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
つ
い
て
はRovane 1997

お
よ
びList/Pettit 2011

を
参
照
）。
こ
れ
と
は
対

照
的
に
、
心
理
学
的
な
考
察
か
ら
、
よ
り
正
確
に
は
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

理
論
に
由
来
す
る
自
己
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
理
論
か
ら
別
の
妥
当
な
回
答
が
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
（
ヘ
ン
リ
・
タ
ジ
ュ
フ
ェ
ル
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
彼
の
最
小
集
団
パ

ラ
ダ
イ
ム
研
究
に
つ
い
て
の
理
論
を
参
照
。T

ajfel 1970

）。
こ
の
社
会
心
理
学

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、
個
人
は
個
人
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
だ
け
で

な
く
、
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、
よ
り
一
般
に
は
複
数
の
社
会
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
。
一
般
に
、
個
人
は
自
分
が
他
の
諸
個
人
と
共
有
し
て
い
る

特
徴
や
属
性
を
通
じ
て
自
己
を
類
型
化
し
よ
う
と
す
る
。
た
と
え
ば
「
白
色
コ
ー

カ
ソ
イ
ド
で
あ
る
」、「
サ
ー
ル
よ
り
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
好
む
」、「
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ

る
」、「
分
析
哲
学
者
で
あ
る
」
等
々
の
属
性
は
、
た
と
え
ば
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
文

脈
や
宗
教
的
な
文
脈
な
ど
〔
文
脈
に
応
じ
て
〕
誰
か
を
特
徴
づ
け
る
の
に
用
い
ら

れ
う
る
。
も
し
人
が
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
〔
他
人
と
〕
共
有
さ
れ
た

属
性
に
基
づ
い
て
性
質
づ
け
は
じ
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
自
分
が
当
の
特
徴
に

よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
集
団
の
一
員
、
あ
る
一
つ
の
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

の
一
員
で
あ
る
と
思

う
に
至
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
さ
ら
な
る
詳
述
を
必
要
と
し
て
い
る
。

社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
人
が
あ
る
一
つ
の
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

の
一
員
と
い
う

資
格
に
お
け
る
自
分
自
身
に
つ
い
て
も
つ
表
象
と
し
て
志
向
さ
れ
う
る
も
の
で
あ

り
、
自
己
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
と
し
て
考
え
ら
れ
う
る（Brew

er 
1996

）。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
個
人
が
自
己
自
身
を
、
あ
る
点
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

他
人
と
同0

じ
も
の

0

0

0

と
し
て
知
覚
し
は
じ
め
る
と
き
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

対
象
は
、
そ
れ
が
ひ
と
つ
な
い
し
複
数
の
属
性
を
他
と
共
有
し
て
い
る
と
き
に
、

同
じ
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
う
る
（A

rm
strong 1978: 96

）。
た
と
え
ば
、
私

の
家
の
庭
の
赤
バ
ラ
が
互
い
に
似
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
赤
で
あ
る
と
い
う

属
性
を
（
他
の
属
性
の
な
か
で
）
共
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
れ
と
類
比
的
に
、

自
己
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
の
文
脈
で
は
自
分
を
他
人
と
同
じ
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と

は
、
自
分
が
他
人
と
あ
る
関
連
す
る
属
性
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
共
有
し
て
い
る
と
み

な
す
こ
と
に
等
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
自
己
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
の
基
礎
を
な
す
属
性
は

多
様
で
あ
り
う
る
。
属
性
は
社
会
的
で
あ
り
う
る
し
（
た
と
え
ば
、
私
は
ポ
ス
ド

ク
で
あ
る
）、
身
体
的
で
あ
り
う
る
し
（
私
は
青
い
目
を
し
て
い
る
）、
心
的
で
あ

り
う
る
（
私
は
ワ
イ
ン
よ
り
ビ
ー
ル
を
好
む
）。

こ
こ
で
自
己
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
プ
ロ
セ
ス
を
、
意
識
的
で
明
瞭
な
認
知
的
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
明
白
な
必
然
性
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
そ
れ

は
わ
れ
わ
れ
が
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、
車
を
見
る
の
と
、
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
が
諸

事
物
を
一
般
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
と
に
包
摂
し
（
あ
る
い
は
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ

し
）、
し
か
も
そ
れ
が
明
瞭
な
い
し
意
識
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
い
と
い
う
場
合

と
同
様
で
あ
る
。
だ
が
、
自
己
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
を
引
き
出
す
に
は
、
そ
れ
ら
の
属

性
が
、
個
人
が
出
会
う
環
境
に
よ
っ
て
目
立
た

0

0

0

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
と
し
て
、
あ
る
属
性
は
特
定
の
文
脈
に
お
い
て
目
立
っ
て
い
る
が
、
他
の
文

脈
の
な
か
で
は
目
立
っ
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
（O

aks 1987

）。
も
し
個
人
が
自

分
と
他
人
と
の
あ
い
だ
に
類
似
を
見
出
す
な
ら
ば
、
そ
し
て
も
し
当
の
属
性
が
目

立
っ
て
き
た
な
ら
ば
、
こ
の
個
人
は
当
の
属
性
を
、
自
分
の
社
会
的
属
性
を
性
格

づ
け
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
人
は
自
己
カ
テ
ゴ
リ
ー

化
す
る
の
だ
。
ひ
と
た
び
自
己
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
は

集
団
‐
同
一
化
の
き
っ
か
け
と
な
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
個
人
は
―
―
い
ま

や
彼
ら
は
、
い
わ
ば
自
分
の
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
生
み
出
し
た
の
だ
が

―
―
集
団
的
な
い
し
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

‐
視
点
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
自
分
た
ち
を
あ
る
一
つ
の
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

、
す
な
わ
ち
、
特
定
の
社
会
的
ア
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イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

の
一
員
で
あ
る
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

で
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
議
論
を
、
先
に
行
っ
た
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
の
議
論

と
接
続
さ
せ
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
、
最
後
に
例
を
挙
げ
て
解
説
し

よ
う
。

あ
な
た
が
哲
学
科
所
属
の
大
学
一
年
生
で
あ
る
と
仮
定
し
よ
う
。
た
ま
た
ま
あ

な
た
の
学
部
は
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
非
常
に
強
い
偏
向
を
も
っ
て
い
た
。
実
際
、
教
授

た
ち
は
み
な
厳
密
な
形
式
で
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
教
え
て
お
り
（
そ
れ
が
何
を
意
味

す
る
か
は
措
く
）、
そ
の
結
果
あ
な
た
の
哲
学
へ
の
旅
路
は
は
じ
め
か
ら
ヘ
ー
ゲ

ル
主
義
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
あ
る
授
業
で
は
『
精
神
現
象
学
』
を
、
ま
た
あ

る
授
業
で
は『
小
論
理
学
』を
読
む
。次
第
に
あ
な
た
は
次
の
よ
う
な
結
論
に
至
る
。

あ
な
た
は

0

0

0

0

カ
ン
ト
が
嫌
い
な
の
だ
（
彼
の
本
を
読
ん
だ
こ
と
も
な
い
の
に
）。
別

の
大
学
か
ら
友
人
が
や
っ
て
き
て
あ
な
た
に
「
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
転
倒
さ
れ
る
」
べ

き
だ
」
な
ど
と
言
お
う
も
の
な
ら
、
あ
な
た
は

0

0

0

0

憤
慨
し
て
（「
よ
く
も
そ
ん
な
こ

と
が
言
え
た
も
の
だ
！
」）、
そ
の
友
人
と
二
度
と
口
を
利
か
な
い
と
決
心
す
る
だ

ろ
う
。
フ
ッ
サ
ー
ル
の
名
前
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
あ
な
た
は
彼
を
ヘ
ー

ゲ
ル
の
弟
子
の
一
人
と
勘
違
い
す
る
だ
ろ
う
（
き
っ
と
青
年
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
論
客

だ
な
！
）。

先
に
述
べ
た
こ
と
に
従
え
ば
、
こ
の
例
で
の
あ
な
た
は
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
言
う
意

味
で
ヘ
ー
ゲ
ル
派
共
同
体
の
一
員
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
の

0

0

0

0

共
同
体
は
カ

ン
ト
を
嫌
っ
て
お
り
、
あ
な
た
が
そ
の
共
同
体
の
一
員
で
あ
る
限
り
で
、
あ
な
た

も
カ
ン
ト
が
嫌
い
な
の
だ
（
だ
が
実
際
に
あ
な
た
が
カ
ン
ト
を
嫌
う
理
由
は
何
だ

ろ
う
か
？
）。
さ
ら
に
、
あ
な
た
の
友
人
の
批
判
の
的
に
な
っ
て
い
た
の
は
ヘ
ー

ゲ
ル
派
だ
っ
た
。
だ
が
、
あ
な
た
は
彼
の
言
葉
を
あ
な
た
自
身
の

0

0

0

0

0

0

人
格
へ
の
侮
辱

や
攻
撃
と
し
て
受
け
取
っ
た
。
こ
の
例
を
上
の
よ
う
に
概
念
化
す
る
こ
と
が
正
し

い
と
す
れ
ば
、
あ
な
た
が
私0

‐
視
点
を
集
合
的
な
心
的
状
態
に
向
け
て
当
て
は

め
る
こ
と
の
意
味
が
理
解
さ
れ
よ
う
（
た
と
え
ば
、
集
合
的
な
カ
ン
ト
嫌
い
や
、

ヘ
ー
ゲ
ル
派
が
受
け
と
っ
た
攻
撃
）。
あ
な
た
は
真
に
集
合
的
現
象
を
、
個
別
的

存
在
に
あ
て
は
め
た
の
だ
。

あ
る
と
き
、
あ
な
た
は
ド
イ
ツ
語
の
知
識
を
伸
ば
す
た
め
に
ド
イ
ツ
に
留
学
す

る
と
決
め
た
（
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
ド
イ
ツ
語
で
読
み
た
い
か
ら

だ
！
）。
あ
な
た
は
最
終
的
に
、
現
象
学
が
ホ
ッ
ト
な
話
題
で
あ
る
よ
う
な
学
部

に
行
く
こ
と
に
な
る
。
あ
な
た
は
新
し
い
学
部
で
は
「
現
象
学
」
と
い
う
言
葉
が

世
界
精
神
と
は
何
の
関
係
も
な
い
こ
と
に
気
づ
く
の
に
少
し
ば
か
り
時
間
を
要
す

る
。
そ
の
大
学
の
学
生
に
と
っ
て
現
象
学
は
事
象
そ
の
も
の
に
か
か
わ
っ
て
い
る

の
だ
（
彼
ら
は
い
つ
で
も
「
事
象
そ
の
も
の
へ
！
」
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し
て

い
る
）。
や
が
て
あ
な
た
は
気
づ
く
。
世
界
精
神
の
存
在
を
信
じ
て
い
る
こ
と
は

ま
さ
に
あ
な
た
の
社
会
的

0

0

0

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
重
要
か
、
も
し
く
は
目

立
っ
た
属
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
。
あ
な
た
は
以
前
の
大
学
で
は
こ
の
属
性
を

同
僚
全
員
と
共
有
し
て
い
た
の
だ
が
、
今
の
同
僚
は
誰
一
人
と
し
て
こ
の
属
性
を

共
有
し
て
は
い
な
い
か
ら
だ（
か
わ
り
に
彼
ら
は「
純
粋
自
我
」を
信
じ
て
い
る
）。

さ
ら
に
、
あ
な
た
は
気
づ
く
。
あ
な
た
が
世
界
精
神
を
信
じ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

あ
な
た
は
ヘ
ー
ゲ
ル
派
な
の
だ
と
。
そ
こ
で
、
あ
な
た
は
自
分
自
身
を
あ
る
集
団

―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
派
共
同
体
の
一
員
だ
と
認
め
は
じ
め
る
。
こ
れ
に
尽
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
会
話
の
な
か
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
悪
く
言
わ
れ
る
と
き
、
あ
な
た
は
も
は
や

そ
の
言
葉
が
自
分
の
人
格
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
は
し
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
あ
な
た
は
ヘ
ー
ゲ
ル
派
を
擁
護
す
る
よ
う
動
機
づ
け
ら
れ
る
の
だ
。
そ
し

て
、
つ
い
に
あ
な
た
は
カ
ン
ト
を
読
み
は
じ
め
る
。
そ
し
て
あ
な
た
は
自
分
が
カ

ン
ト
好
き
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
け
れ
ど
も
た
し
か
に
、
あ
な
た
は
未
だ
に
反
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対
し
て
い
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
あ
な
た
は
ド
イ
ツ
で
、
自
分
が
日
本
で

体
験
し
て
い
た
の
と
同
じ
集
合
的
な
種
類
の
心
的
状
態
を
体
験
し
て
い
る
の
だ

が
、
そ
れ
ら
の
態
度
に
あ
な
た
が
適
用
す
る
視
点
が
変
わ
る
の
だ
。
い
ま
や
あ
な

た
は
、
そ
れ
ら
の
態
度
〔
＝
ヘ
ー
ゲ
ル
派
共
同
体
の
態
度
〕
を
自
ら
が
所
属
す
る

共
同
体
の
態
度
と
し
て
形
成
し
て
い
る
〔
＝
自
分
の
個
人
的
態
度
だ
と
取
り
違
え

な
い
〕
の
だ
。

結
論
し
よ
う
。
上
の
こ
と
は
二
種
類
の
異
な
っ
た
集
団
に
つ
い
て
の
シ
ェ
ー

ラ
ー
の
提
案
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
双
方
は
と
も
に
集
合
的
な
志
向

性
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
真
剣
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
こ

の
区
別
を
有
効
利
用
す
る
あ
る
可
能
な
道
と
は
、
社
会
的
現
象
学
の
な
か
に
集
団

‐
同
一
化
の
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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一
、
は
じ
め
に

こ
の
二
十
年
ほ
ど
、
認
知
科
学
者
は
「
現
象
学
の
自
然
化
」
に
つ
い
て
盛
ん
に

議
論
し
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
「
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
」（Levine 1983

）
や
、
意
識

の
「
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
」（Chalm

ers 1996

）
と
い
っ
た
、
認
知
科
学
者
の
多

く
が
関
心
を
寄
せ
る
哲
学
的
問
題
が
そ
の
議
論
の
文
脈
に
な
っ
て
い
る
。
認
知
科

学
が
意
識
に
つ
い
て
説
明
し
な
い
限
り
、
す
な
わ
ち
、
認
知
に
関
す
る
お
よ
そ
あ

ら
ゆ
る
現
象
が
認
知
科
学
で
説
明
さ
れ
な
い
限
り
、
認
知
科
学
は
認
知
現
象
に
つ

い
て
の
包
括
的
理
論
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
認
知
科
学
者
は
こ
の
よ
う

に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
現
象
学
の
方
法
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
と
、
認
知

科
学
の
方
法
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
と
の
関
係
に
認
知
科
学
者
が
興
味
を
抱
き
始
め

た
の
に
は
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
。【
注
1
】

と
り
わ
け
、「
身
体
化
さ
れ
た
心
」
を
旗
印
と
す
る
認
知
科
学
の
い
わ
ゆ
る
第
三

世
代
に
は
、
理
論
的
支
柱
と
し
て
現
象
学
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
見
ら
れ

る
【
注
2
】。
1
9
9
0
年
代
に
は
、
ヒ
ュ
ー
バ
ー
ト
・
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
が
行
っ

た
計
算
主
義
批
判
、
認
知
主
義
批
判
の
影
響
も
あ
っ
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
や
メ
ル
ロ

＝
ポ
ン
テ
ィ
と
い
っ
た
現
象
学
者
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
現
象
学

の
創
始
者
で
あ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
著
作
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
無
視
さ
れ
て
き
た

と
言
え
る
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
認
知
科
学
者
が
こ
れ
ま
で
読
ん
で
き
た
の
は
、
ド
レ
イ

フ
ァ
ス
が
編
集
し
た
論
文
集
く
ら
い
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

（D
reyfus 1982

）。
そ
こ
で
は
計
算
主
義
の
先
駆
け
と
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
認
知
科
学
者
が
現
象
学
に
つ
い
て

知
っ
て
い
る
こ
と
と
い
え
ば
、
そ
れ
が
す
べ
て
な
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、

フ
ッ
サ
ー
ル
と
計
算
主
義
を
結
び
つ
け
る
解
釈
は
た
び
た
び
引
き
合
い
に
出

さ
れ
る
。
し
か
し
、
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
の
認
知
科
学
に
引
き
付
け
た
フ
ッ
サ
ー

ル
解
釈
に
は
根
本
的
な
誤
り
が
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。（V

arela 1996,  p. 335

）【
注
3
】

し
か
し
な
が
ら
近
年
に
な
っ
て
、
こ
う
し
た
誤
解
は
か
な
り
修
正
さ
れ
て
き
て

お
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
哲
学
が
よ
り
一
層
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
と
認
知
科
学
が
い
か
に
生
産
的
な
し
か
た
で

相
互
作
用
し
う
る
の
か
、
内
容
を
伴
っ
た
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い

る
。
こ
う
し
た
議
論
の
流
れ
の
な
か
で
、
現
象
学
の
自
然
化
は
中
心
的
テ
ー
マ
と

現
象
学
の
自
然
化

テ
ー
ヒ
ー
・
キ
ム
（
建
国
大
学
校
）

訳
：
中

澤

栄

輔



48

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
認
知
科
学
と
現
象
学
の
共
同
研
究
を
提

唱
す
る
多
く
の
研
究
者
が
、「
現
象
学
の
自
然
化
」
は
そ
う
し
た
協
働
に
と
っ
て
不

可
欠
な
前
提
条
件
と
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
認
知
科
学
と
現
象

学
の
共
同
研
究
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
、
意
識
に
関
す
る
現
象
学
的
研
究
が
自

然
主
義
の
枠
組
み
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
自
然
主
義
の
枠
組
へ
の
組
み
入
れ
と
は
、
現
象
学
的
記
述
を
自
然
主
義
的
な

「
説
明
」
の
枠
内
に
収
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
自
然
科
学
理
論
と
の

齟
齬
の
な
い
現
象
学
的
研
究
の
た
め
に
は
そ
れ
を
必
要
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ

の
あ
た
り
は
最
近
つ
と
に
議
論
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
は
概
し
て
反
自
然
主
義
的
な
傾
向

を
有
し
て
い
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
心
理
主
義
と
実
証
主
義
に
対
し
て
は
一
貫
し

て
否
を
唱
え
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
心
理
主
義
と
実
証
主
義
は
自
然
主

義
の
一
種
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
現
象
学
者
は
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
認
知
科
学
者
が
現
象
学
に
関
心
を
寄
せ
て
き
て
い

る
と
い
う
近
年
の
傾
向
を
歓
迎
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
れ
は

ま
さ
し
く
「
ト
ロ
イ
の
木
馬
」
だ
と
懐
疑
的
に
な
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
。
以
上

を
踏
ま
え
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
認
知
科
学
と
現
象
学
の
双
方
に

目
を
配
り
つ
つ
、
現
象
学
の
自
然
化
の
重
要
性
と
限
界
を
検
討
す
る
こ
と
な
の

で
あ
る
。

現
象
学
の
自
然
化
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ヴ
ァ

レ
ラ
の
い
う
神
経
現
象
学
に
焦
点
を
絞
ろ
う
（V

arela 1996

）。
現
象
学
の
自
然

化
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
見
ら
れ
る
が
、
中
で
も
ヴ
ァ
レ
ラ
の
業
績
は
も
っ
と

も
広
範
な
し
か
た
で
議
論
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
加
え
て
、
も
っ
と
も
将
来

性
の
高
い
も
の
で
も
あ
る
。
と
り
わ
け
、
認
知
科
学
と
現
象
学
の
相
補
的
制
約
性

と
い
う
神
経
現
象
学
の
根
本
概
念
、
方
法
論
的
概
念
に
つ
い
て
考
察
し
な
が
ら
、

現
象
学
の
自
然
化
が
ど
の
よ
う
に
神
経
現
象
学
を
通
し
て
理
解
さ
れ
る
か
、
そ
れ

に
は
ど
の
よ
う
な
重
要
性
と
限
界
が
あ
る
の
か
を
本
稿
で
は
扱
う
。

現
象
学
の
自
然
化
、
お
よ
び
神
経
現
象
学
の
可
能
性
に
関
し
て
、
論
じ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
い
う
の
は
数
多
存
す
る
。
と
は
い
え
本
稿
で
は
、
た
だ

二
つ
の
問
題
だ
け
に
限
定
し
よ
う
。
一
点
目
と
し
て
、
ま
ず
は
認
知
科
学
の
視
点

か
ら
現
象
学
の
自
然
化
お
よ
び
神
経
現
象
学
と
い
う
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
性

を
考
察
し
た
い
。
相
補
的
制
約
性
と
い
う
方
法
論
的
概
念
を
駆
使
し
、
神
経
現
象

学
を
彫
琢
し
て
い
け
ば
「
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
架
橋
で
き
る
見
込
み
が
得
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
（
第
3
節
）。
二
点
目
と
し
て
、
現
象
学
の
視
点
か
ら

こ
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
限
界
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
神
経
現
象
学
に
よ
る
相

補
的
制
約
性
と
い
う
仕
組
み
を
利
用
し
て
の
現
象
学
の
自
然
化
は
、
洗
練
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
自
然
主
義
の
一
形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
疑
念
を
掻
き
立
て

ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
け
れ
ど
、
現
象
学
的
心
理
学
と
必
ず
し
も
齟
齬
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
、
超
越
論
的
現
象
学
と
は
両
立
す
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
論
じ
る
（
第
4
節
）。
と
は
い
え
、
そ
の
前
に
、
神
経
現
象
学
が

提
示
す
る
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の
も
の
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う

（
第
2
節
）。

二
、
神
経
現
象
学

現
象
学
の
自
然
化
の
位
置
付
け
や
そ
の
内
容
を
正
し
い
し
か
た
で
理
解
す
る
た

め
に
は
、「
現
象
学
」
の
意
味
は
あ
ま
り
に
も
狭
く
限
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
認

知
科
学
者
の
な
か
に
は
、
意
識
に
つ
い
て
の
一
人
称
の
デ
ー
タ
と
し
て
の
み
、
現

象
学
を
考
え
て
い
る
者
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
に
お
い
て
「
現
象

学
」
が
意
味
す
る
の
は
、
意
識
と
そ
の
意
識
に
現
れ
る
世
界
に
関
す
る
包
括
的
理

論
と
し
て
の
現
象
学
的
哲
学
と
現
象
学
的
心
理
学
の
諸
相
で
あ
る
。
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一
方
で
、
強
い
意
味
に
お
け
る
「
自
然
化
」
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
は
そ
の
使

用
を
避
け
た
い
。
自
然
化
を
強
い
意
味
で
使
用
し
た
ら
、
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
は

よ
り
ハ
ー
ド
な
も
の
と
な
り
、
問
題
は
解
決
困
難
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

う
し
た
強
い
意
味
に
お
け
る
自
然
化
は
、
意
識
を
完
全
に
自
然
的
世
界
の
中
に
あ

る
対
象
物
と
み
な
す
。
さ
ら
に
、
意
識
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
認
知
現
象
を
説

明
す
る
に
際
し
て
不
必
要
な
も
の
と
な
る
【
注
4
】。
た
だ
実
の
と
こ
ろ
、
現
象

学
は
、
意
識
が
自
然
的
世
界
に
お
け
る
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
に
つ
い
て
必
ず
し

も
否
定
し
な
い
。
現
象
学
が
主
張
す
る
の
は
、
意
識
と
い
う
の
は
そ
れ
に
対
す
る

態
度
に
応
じ
て
、
対
象
と
し
て
現
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
主
観
と
し
て
現
れ
る
こ
と

も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
意
味
に
お
い
て
は
、
意
識
と
は
、
な

ん
ら
か
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
主
観
に
現
れ
て
く
る
対
象
の
、
可
能
性
の
必

要
条
件
と
な
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
自
然
主
義
の
限
界
は
、
こ
う
し
た
意
識
の
超
越

論
的
な
次
元
を
捉
え
き
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
存
す
る
。
こ
う
し
た
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
は
第
4
節
に
お
い
て
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
、
現
象
学
と
自
然
科
学
と
を
統
合
す
る
「
現
象
学
の
自
然
化
」
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
で
も
い
く
つ
か
の
提
案
が
為
さ
れ
て
き
た
。
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
ネ
ッ

ト
の
ヘ
テ
ロ
現
象
学
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・.

マ
ー
ル
バ
ッ
ハ
の
現
象
学
的
記
述
の
定

式
化
、
ヴ
ァ
レ
ラ
の
神
経
現
象
学
、
シ
ョ
ー
ン
・
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
の
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー

デ
ィ
ン
グ
現
象
学
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（Gallagher et. al 2008, pp. 

28

）【
注
5
】。
な
か
で
も
ヴ
ァ
レ
ラ
の
神
経
現
象
学
が
一
番
と
よ
く
整
備
さ
れ
て

お
り
、
広
範
に
受
け
入
れ
ら
れ
易
く
、
将
来
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

神
経
現
象
学
は
、
認
知
科
学
の
実
験
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ

ン
グ
現
象
学
〔
現
象
学
の
前
倒
し
〕
の
手
法
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
し
、
数

学
的
モ
デ
ル
を
用
い
れ
ば
マ
ー
ル
バ
ッ
ハ
の
現
象
学
的
記
述
の
定
式
化
に
つ
い
て

も
包
摂
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ヘ
テ
ロ
現
象
学
と
は
異
な

り
、
神
経
現
象
学
は
明
ら
か
に
自
然
主
義
に
は
与
し
な
い
。
そ
し
て
神
経
現
象
学

は
、
た
ん
に
意
識
に
関
す
る
一
人
称
デ
ー
タ
を
扱
う
だ
け
で
は
な
く
、
現
象
学
的

哲
学
と
現
象
学
的
心
理
学
の
全
シ
ス
テ
ム
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
多
く
の
理
論
研
究
や
実
験
研
究
が
神
経
現
象
学
の
枠
組
み
の
な
か

で
、
生
産
的
な
し
か
た
で
実
施
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

意
識
を
研
究
し
て
い
く
上
で
、
神
経
現
象
学
は
心
の
身
体
化
の
条
件
に
焦
点
を

絞
り
、
現
象
学
と
認
知
科
学
、
と
く
に
脳
科
学
を
結
び
つ
け
る
。
神
経
現
象
学
の

原
点
は
、「
経
験
の
構
造
に
つ
い
て
の
現
象
学
的
説
明
と
認
知
科
学
に
お
け
る
そ
の

対
応
物
は
相
補
的
制
約
と
い
う
し
か
た
で
相
互
に
関
連
す
る
」
と
い
う
「
作
業
仮

説
」
で
あ
る
（V

arela 1996, p. 343

）。

こ
の
作
業
仮
説
に
お
い
て
注
目
を
惹
起
す
る
の
は
、
相
補
的
制
約
の
意
味
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
認
知
科
学
が
現
象
学
に
対
し
て
課
す
制
約
と
は
具
体
的
に
何
を
意

味
す
る
の
か
。
翻
っ
て
、
現
象
学
が
認
知
科
学
に
対
し
て
課
す
制
約
と
は
具
体
的

に
何
を
意
味
す
る
の
か
。
我
々
は
そ
れ
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ヴ
ァ
レ
ラ
は
後
者
、
す
な
わ
ち
現
象
学
が
認
知
科
学
に
対
し
て
課
す
制
約
に
関

し
て
は
要
求
に
応
え
、
具
体
的
な
意
味
を
示
し
て
い
る【
注
6
】。そ
れ
に
よ
る
と
、

経
験
的
な
問
い
は
一
人
称
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
に
導
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
よ
く
制
約
さ
れ
た
一
人
称
的
記
述
は
、
単
な

る
付
随
的
な
情
報
、
な
い
し
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
情
報
で
は
な
く
、
神
経
生

物
学
の
仮
説
を
検
証
す
る
シ
ス
テ
ム
に
不
可
欠
な
部
分
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ヴ
ァ
レ
ラ
に
よ
る
と
、
心
と
意
識
に
関
す
る
一
貫
し
た
説
明
が
成
功
し
た
と
言

え
る
の
は
、
現
象
学
的
記
述
が
生
き
ら
れ
た
経
験
の
本
性
に
直
接
的
に
言
及
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
て
、
さ
ら
に
そ
れ
と
同
時
に
現
象
学
的
記
述
が
認
知
科
学
的
な

説
明
の
構
図
の
中
に
統
合
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
と
き
に
限
ら
れ
る
。
現
象
す
る
も

の
が
「
説
明
図
式
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
す
な
わ
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ち
「
意
識
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
パ
テ
ィ
が
、
自
然
科
学
的
に
許
容
可
能
な
プ

ロ
パ
テ
ィ
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
説
明
図
式
に
統
合
さ
れ
る
」（Roy et. al 

1999, pp. 1
）
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
神
経
現
象
学
は
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
試
み
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
意
識
に
関
す
る
現
象
学
的
記
述

は
、
一
人
称
的
方
法
と
い
う
特
色
を
有
し
つ
つ
も
、
な
お
も
三
人
称
的
研
究
と
同

じ
く
ら
い
の
厳
密
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ッ
サ
ー
ル
な
ら
び
に
そ
の
他
の
現
象
学
者
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
ツ
ー
ル

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
識
に
関
す
る
研
究
に
お
け
る
一
人
称
的
方

法
は
三
人
称
的
方
法
の
方
法
と
同
じ
く
ら
い
の
厳
密
さ
を
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
我
々
は
一
人
称
デ
ー
タ
の
よ
り
良
い
記
述（
モ
デ
ル
）

を
必
要
と
し
て
お
り
、
神
経
現
象
学
の
研
究
者
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
フ
ッ

サ
ー
ル
お
よ
び
フ
ッ
サ
ー
ル
の
流
れ
を
汲
む
哲
学
者
の
方
法
（
の
み
）
が
こ

れ
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
（Bayne 2004, p. 350
）。

し
か
る
に
意
識
に
関
す
る
デ
ー
タ

―
こ
れ
は
最
終
的
に
は
脳
の
機
能
的
モ
デ

ル
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る

―
を
完
全
な
し
か
た
で
、
ま
た
正
確

な
し
か
た
で
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
現
象
学
的
方
法
に
ほ
か
な
ら
な

い
。と

は
い
え
、
現
象
学
サ
イ
ド
か
ら
提
起
さ
れ
る
懐
疑
論
に
も
頷
く
こ
と
が
で
き

る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
、
現
象
学
的
還
元
と
本
質
直
観
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
意

識
経
験
の
本
質
は
必
ず
し
も
厳
密
な
も
の
で
は
な
く
、「
蓋
然
的
な
形
態
学
的
本

質
」
に
す
ぎ
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
言
う
意
識
経
験
の
本

質
は
、
原
則
と
し
て
厳
密
な
数
学
的
・
科
学
的
理
念
化
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
経
現
象
学
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
フ
ッ
サ
ー
ル
自

身
に
よ
る
そ
う
し
た
異
議
申
し
立
て
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
生
き
た
時
代
に
お
け
る

数
理
的
・
科
学
的
モ
デ
ル
と
い
う
時
代
の
制
限
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
科
学
の

進
歩
に
よ
っ
て
も
は
や
無
効
に
な
っ
た
」
と
考
え
ら
れ
る
（Roy et. al 1999, p. 

54

）。
そ
の
よ
う
な
「
数
理
科
学
お
よ
び
自
然
科
学
に
お
け
る
決
定
的
な
進
展
」

（Roy et. al 1999, p. 55

）
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
の
は
、「
真
な
る
数
理
的
記
述

的
形
相
学
（
フ
ッ
サ
ー
ル
の
用
語
法
に
お
い
て
は
形
容
矛
盾
す
る
語
で
あ
る
が
）」

（Roy et. al 1999, p. 56

）
が
反
映
さ
れ
た
モ
デ
ル
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
意

識
の
現
象
学
的
次
元
の
み
な
ら
ず
意
識
の
神
経
科
学
的
次
元
を
包
摂
す
る
モ
デ
ル

で
も
あ
る
。
神
経
現
象
学
と
い
う
野
心
的
企
て
の
成
功
は
、
徹
頭
徹
尾
、
数
理
的

モ
デ
ル
の
実
現
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
で
、
検
討
に
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
次
の
よ
う
な
三
つ
の
深
刻

な
問
題
が
あ
る
。

（
一
）　

厳
密
に
考
え
て
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
数
理
的
モ
デ
ル
が
、
意
識
の
現

象
学
的
次
元
と
神
経
科
学
的
次
元
と
を
包
摂
す
る
と
い
う
の
か
? 

そ
ん
な
モ

デ
ル
が
果
た
し
て
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
?

（
二
）　

そ
う
し
た
数
理
的
モ
デ
ル
が
仮
に
提
示
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
含
意
を
持
っ
て
い
る
の
か
? 

意
識
に
関
し
て
説
明
す
る
一
モ
デ

ル
を
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
し
か
た
で
提
示
す
る
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
? 

そ
れ
と
も
、
現
象
学
と
認
知
科
学
が
相
補
的
に
制
約
し
、
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

架
橋
す
る
こ
と
が
で
き
る
完
全
に
包
括
的
な
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
?

（
三
）　

そ
う
し
た
数
理
的
モ
デ
ル
が
仮
に
提
示
可
能
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
モ

デ
ル
に
よ
っ
て
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
架
橋
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
れ
は
フ
ッ
サ
ー
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ル
の
考
え
方
と
両
立
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
? 

そ
れ
は
フ
ッ
サ
ー
ル
が
厳
し
く

批
判
し
た
自
然
主
義
の
一
形
態
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
?

本
稿
で
は
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
は
扱
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。
本
稿
で
は
、
意

識
の
現
象
学
的
次
元
と
神
経
科
学
的
次
元
と
を
包
摂
す
る
数
理
モ
デ
ル
の
実
現
可

能
性
を
単
純
に
前
提
し
、
第
二
の
問
題
、
第
三
の
問
題
を
、
本
稿
第
三
節
と
第
四

節
で
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
、
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
架
橋
す
る

さ
て
、
現
象
学
の
自
然
化
が

―
と
り
わ
け
、
意
識
の
現
象
学
的
次
元
と
神
経

科
学
的
次
元
と
を
包
摂
す
る
数
理
モ
デ
ル
を
使
用
す
る
成
熟
し
た
神
経
現
象
学
が

―
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
架
橋
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
認
知
科
学
の
観
点

か
ら
検
討
す
る
た
め
に
、
よ
り
詳
し
く
相
補
的
制
約
性
の
概
念
を
精
査
し
よ
う
。

相
補
的
制
約
性
と
い
う
概
念
は
、
じ
つ
は
一
義
的
で
は
な
い
。
ヴ
ァ
レ
ラ
が
こ

の
概
念
を
提
示
し
て
こ
の
か
た
、
相
補
的
制
約
性
に
つ
い
て
は
多
数
の
解
釈
が
提

示
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
テ
ィ
ム
・
ベ
イ
ン
は
、
そ
う
し
た
多
数
の
解
釈
を

（
一
）反
照
的
均
衡
、（
二
）ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦
略
、（
三
）相
互
的
因
果
関
係
、

（
四
）
生
成
経
路
、
の
四
つ
に
グ
ル
ー
プ
化
し
て
い
る
（Bayne 2004, p. 355
）。

哲
学
の
文
脈
に
お
い
て
、
反
照
的
均
衡
と
い
う
語
が
一
般
に
意
味
す
る
の
は
、

「
個
別
事
例
に
つ
い
て
の
直
観
は
一
般
的
原
則
に
つ
い
て
の
直
観
に
照
ら
し
て

調
整

―
反
照
的
均
衡

―
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
」
で
あ

る
（Bayne 2004, p. 355

）。
論
者
に
よ
っ
て
は
、「
相
補
的
制
約
性
」
と
「
反
照

的
均
衡
」
を
区
別
せ
ず
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
（T

hom
pson et al. 1999, p. 

195

）。
し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ァ
レ
ラ
が
言
う
よ
う
に
、
反
照
的
均
衡
よ
り
も
相
補

的
制
約
性
の
方
が
よ
り
精
密
な
概
念
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
厳
し
い
要
求
が
課
せ
ら

れ
る
。
と
い
う
の
も
、
現
象
学
的
直
観
と
認
知
科
学
的
帰
結
と
を
反
照
的
均
衡
に

持
ち
込
ん
だ
と
し
て
も
、
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
に
は
十
分
で
は
な
い
か
ら

で
あ
っ
て
、
せ
い
ぜ
い
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
二
つ
の
デ
ー
タ
構
造
の
同
型
性
を

見
出
せ
る
程
度
、
な
い
し
、
二
つ
の
デ
ー
タ
構
造
が
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
看
取
で
き
る
程
度
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
相
補
的
制
約
性
を
反
照
的
均

衡
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
弱
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦
略
と
し
て
相
補
的
制
約
性
を
解
釈
す
る
研
究

者
は
、
現
象
学
的
直
観
と
認
知
科
学
的
帰
結
が
お
互
い
に
ガ
イ
ド
と
な
る
よ
う
な

し
か
た
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
理
解
し
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
戦
略
と
い
う
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
生
物
物
理
学
的
プ
ロ
パ
テ
ィ
を
同
定
し
、

そ
れ
と
経
験
と
の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
」
が
で
き
る
（Lutz 2002, p. 144

）。

し
か
し
、
ベ
イ
ン
の
指
摘
は
正
鵠
を
射
て
お
り
、
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦
略

に
よ
っ
て
「
も
う
こ
れ
以
上
、
生
物
物
理
学
的
プ
ロ
パ
テ
ィ
と
現
象
的
プ
ロ
パ

テ
ィ
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
な
い
」（Bayne 2004, p. 358

）
の
で

あ
る
。
た
し
か
に
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦
略
、
あ
る
い
は
「
相
互
的
啓
発
」

（Gallagher 1997

）
は
、
意
識
と
認
知
現
象
に
関
す
る
研
究
に
お
け
る
個
別
事
例

に
お
い
て
幾
ば
く
か
有
用
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

相
補
的
制
約
性
を
単
に
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦
略
と
だ
け
解
釈
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
も
ま
た
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
に
は
あ
ま
り
に
弱
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
三
番
目
の
相
互
的
因
果
関
係
と
い
う
解
釈
は
、
相
補
的
制
約
性
の
強
い

解
釈
で
あ
る
。
相
互
的
因
果
関
係
と
は
「
神
経
的
出
来
事
と
意
識
的
出
来
事
の
相

互
的
な
因
果
説
明
的
関
係
」
で
あ
る
（T

hom
pson et al. 2001, p. 421

）。
因

果
関
係
が
説
明
的
で
あ
る
限
り
、
こ
の
解
釈
は
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
の
に

十
分
な
強
さ
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
こ
の
相
互
的
因
果
関
係
と
い
う
解
釈

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
現
象
的
状
態
と
神
経
的
状
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態
の
間
の
相
互
的
因
果
関
係
は
、
神
経
的
状
態
と
現
象
的
状
態
の
同
一
説
を
前
提

と
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
り
、
そ
う
し
た
極
端
な
考
え
方
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど

の
神
経
現
象
学
者
が
異
を
唱
え
、
自
然
主
義
的
誤
謬
あ
る
い
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
ミ
ス

テ
イ
ク
だ
と
批
判
す
る
（N

oë et al. 2004

）。
結
局
、
自
然
主
義
の
枠
組
み
の
中

で
相
互
的
因
果
関
係
と
し
て
相
補
的
制
約
性
を
解
釈
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
強
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

最
後
四
番
目
の
相
補
的
制
約
性
の
解
釈
は
、「
生
成
経
路
」
の
形
成
で
あ
る

（V
arela 1997; Lutz 2002

）。
こ
れ
は
、
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に

提
示
さ
れ
る
数
理
モ
デ
ル
で
あ
り
、
現
象
的
状
態
お
よ
び
神
経
生
理
学
的
状
態
の

双
方
に
適
用
可
能
で
あ
る
。
生
成
経
路
は
「
経
験
的
レ
ベ
ル
と
生
物
物
理
学
的
レ

ベ
ル
の
両
方
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
媒
介
的
レ
ベ
ル
な
い
し
中
立
的
レ
ベ
ル

を
形
成
す
る
」（Lutz 2002, p. 151

）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
モ
デ
ル
は
次
の
三

つ
の
要
素
を
統
合
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。

（
一
）　

経
験
の
構
造
に
関
す
る
現
象
学
的
説
明

（
二
）　

そ
う
し
た
現
象
学
的
説
明
に
お
け
る
構
造
的
不
変
量
に
関
す
る
形
式

的
力
学
モ
デ
ル

（
三
）　

そ
の
形
式
的
力
学
モ
デ
ル
の
生
体
シ
ス
テ
ム
内
へ
の
実
現（T

hom
pson 

2007, p. 329

）

経
験
に
つ
い
て
現
象
学
的
分
析
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
認
知
神
経
科
学

と
は
一
線
を
画
す
神
経
現
象
学
に
特
徴
的
な
構
成
要
素
と
し
て
、
研
究
を
実
施
す

る
側
で
あ
る
神
経
科
学
者
だ
け
で
な
く
研
究
参
加
者
も

―
自
分
自
身
の
経
験
の

一
人
称
デ
ー
タ
を
記
述
す
る
役
割
を
担
う
研
究
参
加
者
も

―
、
現
象
学
的
還
元

や
形
相
的
直
観
と
い
っ
た
現
象
学
的
方
法
に
熟
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
「
生
成
経
路
」
の
形
成
が
、
最
も
包
括
的
で
あ
り
、
適
切
な
相
補
的
制
約

性
の
解
釈
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
で
論
じ
る
よ
う
に
、「
生
成
経
路
」
の
形
成

と
い
う
解
釈
は
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
に
十
分
な
強
さ
を
有
し
て
お
り
、
そ

の
点
で
反
照
的
均
衡
や
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦
略
、
と
い
っ
た
解
釈
に
優
る
も

の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
で
反
照
的
均
衡
や
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦

略
と
い
う
解
釈
は
「
生
成
経
路
」
の
形
成
と
い
う
解
釈
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
生
成
経
路
」
の
形
成
と
い
う
解
釈
は
、
相

互
的
因
果
関
係
と
し
て
の
相
補
的
制
約
性
と
い
う
解
釈
の
よ
う
な
自
然
主
義
に
は

必
ず
し
も
陥
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
本
稿
で
は
、
こ

う
し
た
包
括
的
な
数
理
モ
デ
ル
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
は
扱
う
こ
と
を
せ
ず
、

む
し
ろ
、
モ
デ
ル
が
確
立
し
う
る
こ
と
を
仮
定
し
、
そ
れ
が
ギ
ャ
ッ
プ
を
架
橋
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
集
中
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
う
し
た
「
生
成
経
路
」
の
形
成
と
い
う
相
補
的
制
約
性
の
解
釈
は
説
明
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
と
い
う
課
題
に
な
ん
ら
か
の
回
答
を
示
し
う
る
か
、
こ
の

問
い
を
検
討
す
る
た
め
に
は
「
科
学
上
の
問
題
と
し
て
の
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
、

心
の
哲
学
に
お
け
る
意
識
の
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る

（T
hom

pson et al. 2005, p. 87

）。
前
者
は
、「
総
合
的
か
つ
整
合
的
な
し
か
た
で

意
識
の
現
象
学
と
神
経
生
物
学
双
方
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
モ
デ
ル
を
提
示

す
る
と
い
う
問
題
」、
後
者
は
「
自
然
の
な
か
に
意
識
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

る
か
と
い
う
抽
象
的
な
形
而
上
学
的
問
題
」で
あ
る（T

hom
pson et al. 2005, p. 

87
）。「
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
い
う
語
を
初
め
て
使
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
有
名

な
ジ
ョ
セ
フ
・
レ
ヴ
ァ
イ
ン
も
ま
た
、「
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
議
論
に
お
い
て

言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
自
然
の
内
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

我
々
の
自
然
に
対
す
る
理
解
の
内
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と

強
調
し
て
い
る
（Levine 1999, p. 11

）。
意
識
の
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
と
い
う
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問
題
は
、
客
観
的
な
物
理
的
自
然
か
ら
主
観
的
経
験
（
ま
た
は
現
象
的
意
識
）
を

導
出
す
る
こ
と
が
概
念
的
に
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
そ
の
問
題
を

巡
っ
て
心
身
問
題
に
取
り
組
む
哲
学
者
が
唯
物
論
と
性
質
二
元
論
の
二
派
に
分
か

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
実
は
こ
の
意
識
の
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
は
、
神

経
現
象
学
が
解
決
で
き
る
問
題
で
も
な
け
れ
ば
、
解
決
を
意
図
す
る
問
題
で
も
な

い
。
確
か
に
ヴ
ァ
レ
ラ
は
、
神
経
現
象
学
の
定
式
化
が
「
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
」

に
方
法
論
的
な
し
か
た
で
寄
与
す
る
と
考
え
た
が
、
こ
れ
は
残
念
と
い
っ
て
も
よ

い
（V

arela 1996

）。

説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
意
識
の
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
違
い
を
よ
り
明
確
に
理
解

す
る
た
め
に
、
次
の
問
い
を
考
え
て
み
よ
う
。

（
一
）　

意
識
の
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
を
解
決
す
る
こ
と
な
く
、
説
明
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
架
橋
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

（
二
）　

説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
架
橋
す
る
こ
と
な
く
、
意
識
の
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ

レ
ム
を
解
決
で
き
る
か
。

こ
の
二
つ
の
質
問
と
も
に
肯
定
的
な
し
か
た
で
回
答
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
者
の
質
問
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
科
学
者
あ
る
い
は
哲
学
者
を
思
い
浮
か
べ

れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
科
学
者
／
哲
学
者
は
、
最
終
的
に
現
象
的
事
象
と
自
然

的
事
象
と
に
共
通
す
る
よ
う
な
数
理
モ
デ
ル
を
確
立
し
た
。
そ
の
数
理
モ
デ
ル
は

現
象
的
事
象
と
自
然
的
事
象
、
二
つ
事
象
を
同
一
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
使
っ
て

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
架
橋
で
き
て
い
る
と
言
え

る
。
し
か
し
、
そ
の
科
学
者
／
哲
学
者
は
、
現
象
的
事
象
と
自
然
的
事
象
の
実
在

的
関
係
性
と
い
う
形
而
上
学
的
問
題
に
対
し
て
は
中
立
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
な
ぜ
、
ど
う
し
て
、
経
験
は
そ
の
よ
う
な
し
か
た
で
物
理
的
基
盤
に
お
い
て
生

起
し
て
く
る
の
か
」（Chalm

ers 2006, p. 226

）
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
と

い
う
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
に
は
頓
着
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
科
学
的
説
明
に
関

す
る
演
繹
的
法
則
的
モ
デ
ル
（
D
N
モ
デ
ル
、
次
節
で
詳
述
）
に
基
づ
い
て
考
え

れ
ば
、「
な
ぜ
、
ま
さ
に
そ
の
現
象
が
起
き
る
の
か
」
と
い
う
問
い
は
、
も
し
「
そ

の
現
象
の
生
起
が
予
測
で
き
れ
ば
」（H

em
pel 1965, p. 337

）、
演
繹
的
か
つ
法

則
的
に
理
由
づ
け
さ
れ
、
回
答
が
為
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。（
一
）
の
問
い
に
関
し
て
は
、
我
々
は
そ
う
し
た
科
学
者
／
哲
学
者
を
思

い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。（
二
）
の
後
者
の
問
い
に
関
し
て
は
、
物
理
的
基

礎
か
ら
経
験
の
生
起
す
る
そ
の
原
因
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
心
の

哲
学
研
究
者
、
な
お
か
つ
、
そ
う
し
た
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
を
解
決
す
る
一
方
で

現
象
的
事
象
と
神
経
的
事
象
の
関
係
を
同
一
の
説
明
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
収
め

る
し
か
た
で
科
学
的
に
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
は
関
心
を
示
さ

な
い
心
の
哲
学
研
究
者
、
そ
う
し
た
研
究
者
を
想
定
す
る
と
よ
い
【
注
7
】。

ベ
イ
ン
は
生
成
経
路
モ
デ
ル
で
さ
え
も
、「
な
ぜ
神
経
状
態
は
現
象
的
な
も
の
を

持
つ
の
か
、
な
ぜ
特
定
の
神
経
状
態
が
あ
る
特
定
の
現
象
的
な
も
の
を
持
つ
の
か

説
明
す
る
こ
と
」
は
で
き
な
い
と
結
論
し
て
い
る
（Bayne 2004, p. 361

）。
し

か
し
な
が
ら
、
神
経
現
象
学
は
現
象
学
的
デ
ー
タ
の
起
源
と
存
在
を
神
経
状
態
か

ら
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
非
常
に
極
端
な
考
え
か
た
、
す
な
わ
ち
、

「
物
理
的
な
脳
と
い
う
水
が
、
意
識
と
い
う
ワ
イ
ン
に
な
る
の
は
ど
う
し
て
か
」

と
い
う
質
問
に
神
経
現
象
学
が
回
答
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
非
常
に

極
端
な
考
え
方
（Gladziejew

ski 2010, p. 179

）、
こ
う
し
た
考
え
方
を
提
示

す
る
者
は
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
神
経
現
象
学
が
形
而
上
学
的
な
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ

レ
ム
を
解
決
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
い
う
、
ま
っ
た
く
の
誤
解
で
あ
る
。

「
も
し
誰
か
が
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
関
す
る
議
論
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
の
人
は
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
も
解
決
し
た
こ
と
に
な
る
」（Bayne 
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2004, p. 350

）、
と
言
わ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
、
こ

の
誤
解
は
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
区
別
の
欠
落
に
起
因
し
て

い
る
。

し
か
る
に
実
は
、
ベ
イ
ン
の
批
判
的
論
文
「
ギ
ャ
ッ
プ
を
な
く
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
?

―
神
経
現
象
学
に
向
け
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
問
い
」
の
そ
の
タ
イ
ト

ル
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
異
な
っ
て
、
神
経
現
象
学
は
必
ず
し
も
、
現
象
学

の
自
然
化
の
方
法
を
用
い
て
、（
概
念
的
に
還
元
す
る
、
あ
る
い
は
存
在
論
的
に
還

元
す
る
と
い
う
意
味
で
）
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
「
な
く
す
」
と
い
う
こ
と
を
目
的

と
は
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、「
主
観
的
経
験
と
神
経
生
物
学
と
の
間
に
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
相
補
的
制
約
性
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
『
架
橋
』
す

る
こ
と
」（T

hom
pson et al. 2005, p. 89

）
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た

と
え
こ
の
種
の
自
然
化
を
し
て
我
々
が
自
然
主
義
的
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
形
而
上
学
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
有
す
る
自
然
主
義
で
は

な
く
、
た
だ
方
法
論
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
持
つ
自
然
主
義
で
あ
る
【
注
8
】。

す
な
わ
ち
、
神
経
現
象
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
而
上
学
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
排
し

た
上
で
、
た
だ
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
架
橋
を
試
み
る
の
み
で
あ
る
。
実

際
、
こ
の
試
み
が
成
功
す
る
の
は
、
生
成
過
程
の
方
法
論
的
モ
デ
ル
が
確
立
さ
れ

た
時
、
す
な
わ
ち
、
現
象
的
状
態
と
神
経
生
理
学
的
状
態
の
双
方
に
適
用
可
能
な

数
理
モ
デ
ル
が
確
立
さ
れ
た
時
、
そ
の
時
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
可
能
性
は
、
科
学
的
説
明
に
つ
い
て
の
理
論
と
関
連
さ
せ
て
考
察
す
る
こ

と
で
き
る
。
例
え
ば
D
N
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
科
学
的
説
明
は
大
き
く
分
け
て
二

つ
の
構
成
要
素
か
ら
成
る
。
一
つ
は
被
説
明
項
、
説
明
さ
れ
る
べ
き
現
象
を
記
述

し
た
一
文
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
説
明
項
、
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
提
示
さ
れ

る
文
の
束
で
あ
る
。

（D

）  C1, C2, . . . , Ck
       L1, L2, . . . , Lr
       E

C
1 , C

2 , . . . , Ck 

（「
生
起
し
た
個
別
的
な
事
実
を
記
述
し
て
い
る
言
明
」）
と

L
1 , L

2 , . . . , Lr 

（「
一
般
法
則
」）
は
説
明
項
で
あ
り
、E

（「
被
説
明
項
で
あ

る
出
来
事
を
記
述
し
て
い
る
言
明
」）
を
演
繹
す
る
た
め
の
前
提
と
な
っ
て
い
る

（H
em

pel 1965, p. 337

）。
説
明
項
に
よ
る
被
説
明
項
の
説
明
が
成
功
す
る
た
め

に
は
、
演
繹
的
条
件
と
法
則
的
条
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。「
そ
れ
〔
＝
D
N
モ
デ
ル
〕
は
被
説
明
項
の
演
繹
的
前
提
を
、
一
般
法
則
と

い
う
特
徴
を
持
っ
た
原
則
の
下
に
入
れ
込
む
」（H

em
pel 1965, p. 337

）
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
D
N
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
演
繹
的
条
件
と
法
則
的
条
件
、
双
方

の
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
あ
る
個
別
の
現
象
に
関
す
る
説
明
が
成
功
し
た
と
み

な
さ
れ
る
。
そ
の
時
、「
そ
の
現
象
が
発
生
す
る
こ
と
は
『
予
想
さ
れ
て
い
た
』
と

い
う
こ
と
に
な
り
、「
そ
の
意
味
で
、
そ
の
説
明
は
『
な
ぜ
』
そ
の
現
象
が
生
起

し
た
の
か
を
『
理
解
す
る
』
こ
と
を
我
々
に
可
能
と
さ
せ
る
」（H

em
pel 1965, 

p. 337

）
の
で
あ
る
【
注
9
】。

現
象
学
的
還
元
と
形
相
的
直
観
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
意
識
の
現
象
学
的
構
造
、

お
よ
び
、
神
経
科
学
の
知
見
に
よ
り
得
ら
れ
た
神
経
学
的
デ
ー
タ
、
こ
れ
ら
二
つ

の
流
れ
が
合
わ
さ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
数
理
モ
デ
ル
は
、
説
明
項
と
し
て
機
能

す
る
法
則
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
そ
の
論
理
的
帰
結
は
被
説
明
項
、
す
な
わ
ち
、

個
々
の
意
識
現
象
の
生
起
と
そ
れ
に
対
応
す
る
意
識
の
神
経
相
関
で
あ
る
。
そ
う

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
現
象
学
的
与
件
と
神
経
学
的
与
件
、
双
方
が
生
起
し
た

こ
と
を
「
予
期
」
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
言
っ
て
良
い
し
、
こ
う
し
た
与
件
が

生
じ
た
の
は
「
な
ぜ
か
を
理
解
す
る
」
こ
と
に
成
功
し
た
と
言
っ
て
良
い
。
そ
れ
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ゆ
え
、
D
N
モ
デ
ル
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
現
象
学
的
直
観
の
自
然
化
は
成
功

し
、
現
象
学
的
直
観
は
共
通
の
説
明
枠
組
み
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
完
全
な
意
味
に
お
い
て
架
橋
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
立
場
と
い
か
に
両
立
す
る
の
か

現
象
学
の
側
か
ら
、
次
の
よ
う
な
疑
義
が
出
さ
れ
る
も
の
首
肯
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
現
象
学
の
自
然
化
を
目
的
と
し
て
い
る
神
経
現
象
学
は

世
界
に
つ
い
て
の
記
述
と
説
明
の
方
法
と
し
て
自
然
科
学
を
使
用
し
【
注
10
】、

そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
あ
る
種
、
改
訂
版
の
自
然
主
義
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

ま
さ
し
く
フ
ッ
サ
ー
ル
が
生
涯
を
か
け
て
批
判
し
た
見
解
で
あ
る
【
注
11
】。　

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
自
然
科
学
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
批
判
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど

も
、
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
に
つ
い
て
の
形
而
上
学
的
見
方
で
あ
る
自
然
主
義
に

つ
い
て
は
反
対
し
て
い
た
。

　

も
し
も
本
当
に
自
然
科
学
が
語
り
出
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
我
々
は
喜
ん
で

ま
た
弟
子
と
し
て
耳
を
傾
け
も
し
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
自
然
科
学
者
が
語
り

出
す
と
き
に
は
、
必
ず
し
も
自
然
科
学
が
語
り
出
し
て
は
い
な
い
の
で
あ

り
、
し
か
も
自
然
科
学
者
が
「
自
然
哲
学
」
や
「
自
然
科
学
的
認
識
論
」
に

つ
い
て
語
り
出
し
て
い
る
と
き
に
は
、
確
実
に
「
そ
う
で
は
な
い
」
の
で
あ

る
。（H

usserl 1982, p. 39

）【
訳
注
12
】

『
厳
密
な
学
と
し
て
の
哲
学
』
に
お
い
て
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
「
自
然

哲
学
」
お
よ
び
「
自
然
科
学
的
認
識
論
」
に
よ
る
自
然
化
に
関
し
て
、
理
念
的

な
も
の
の
自
然
化
を
意
識
の
自
然
化
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
て
い
る
（H

usserl 

1987, p. 9

）。
前
者
、
す
な
わ
ち
理
念
的
な
も
の
に
つ
い
て
自
然
化
す
る
こ
と
は

心
理
主
義
の
中
心
的
概
念
で
あ
っ
て
、
心
理
学
は
十
分
に
論
理
学
や
実
証
科
学
の

哲
学
的
基
礎
と
な
る
と
考
え
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
そ
れ
に
関
し
て
は
徹
底
的
に
異

を
唱
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
後
者
、
す
な
わ
ち
意
識
の
自
然
化
は
、
あ
る
一
定
の

限
度
の
範
囲
内
で
、
あ
る
程
度
ま
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
、

『
イ
デ
ー
ン
』
第
二
巻
に
お
い
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
精
神
が
あ
る
一
定
の
限
度
の

範
囲
内
で
自
然
化
に
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。「
こ
れ
ま
で
の
諸
考
察
か
ら
、『
自
然
化
』
し
う
る
限
界
が
判
明
す
る
。
精
神

は
自
然
に
依
存
す
る
も
の
と
し
て
把
捉
さ
れ
、
そ
れ
自
身
も
自
然
化
さ
れ
う
る

が
、
し
か
し
そ
れ
は
あ
る
程
度
ま
で
に
限
ら
れ
る
」（H

usserl 1989, p. 311

）

【
訳
注
13
】。

す
る
と
我
々
は
、
精
神
な
い
し
意
識
の
自
然
化
を
い
っ
た
い
ど
の
程
度
ま
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
限
度
は
ど
の
く
ら
い
か
、
探
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
あ
る
文
脈
で
は
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
自
然
と
精
神
を
、
態
度
の
差
異
に
応

じ
て
異
な
っ
た
し
か
た
で
現
れ
て
く
る
同
じ
一
つ
の
世
界
の
、
二
つ
の
側
面
と
考

え
る
。『
自
然
と
精
神
』と
題
さ
れ
た
一
九
二
七
年
の
講
義
の
な
か
で
、
フ
ッ
サ
ー

ル
は
自
然
化
と
精
神
で
、
自
然
と
精
神
は
「
不
可
分
な
統
一
体
」
と
し
て
互
い
を

前
提
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、「
自
然
は
精
神
な
し
で
は

存
在
せ
ず
、
精
神
は
自
然
な
し
で
は
存
在
し
な
い
」（H

usserl 2001

）
の
で
あ

る
。
自
然
と
精
神
が
相
互
に
依
存
、
関
係
し
て
お
り
、
同
一
の
世
界
が
自
然
と
し

て
、
あ
る
い
は
精
神
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
然
主
義
的
態
度
、
人
格
主
義
的
態
度

に
応
じ
て
現
れ
て
く
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
精
神
は
自
然
化
さ
れ
う
る
わ
け

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
態
度
を
変
更
す
れ
ば
そ
の
態
度
に
応
じ
て
自
然
が
精

神
化
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
超
越
論
的
態
度
が
問
題
と
な
る
場
合
、
す
な
わ
ち
超
越
論
的
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還
元
に
よ
り
自
然
主
義
的
態
度
と
人
格
主
義
的
態
度
の
双
方
を
含
む
自
然
的
態
度

が
超
克
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
自
然
は
超
越
論
的
な
意
味
に
お
け
る
精
神
に
最
終

的
な
し
か
た
で
依
存
、
関
係
し
、
そ
の
逆
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル

が
言
う
上
記
の
「
制
限
」
と
は
、
超
越
論
的
な
意
味
に
お
け
る
「
自
然
の
相
対
性
、

精
神
の
絶
対
性
」
な
の
で
あ
る
（H

usserl 1989, p. 311

）。
フ
ッ
サ
ー
ル
の
超

越
論
的
現
象
学
的
分
析
に
従
え
ば
次
の
よ
う
に
言
え
る
。

　

…
…
自
然
的
態
度
は
日
常
生
活
に
お
い
て
遍
く
見
受
け
ら
れ
る
態
度
で
あ
る

が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
原
初
的
な
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は「
絶
対
」

的
な
超
越
論
的
態
度
と
相
関
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ッ

サ
ー
ル
が
自
然
主
義
に
対
し
て
為
す
批
判
の
成
熟
し
た
様
態
は
、
フ
ッ
サ
ー

ル
が
超
越
論
的
態
度
の
絶
対
優
先
性
を
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て

い
る
の
で
あ
る
（M

oran 2008, p. 403

）。

こ
の
複
雑
な
事
態
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
意
識
研
究
の
多
面
的
な
側
面
が
考

慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
経
験
的
心
理
学
と
認
知
科
学
を
含
む

経
験
科
学
、
現
象
学
的
心
理
学
、
超
越
論
的
現
象
学
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
多
層
的
な
側
面
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
現
象
学
の
自
然
化
は
制
限
さ
れ
た
範
囲
の
中
で
認
め
ら
れ
え
て
（
す
な

わ
ち
現
象
学
的
心
理
学
の
範
囲
内
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
）、
意
識
の
経
験

的
研
究
に
生
産
的
な
し
か
た
で
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
果
と
し
て
、
現
象

学
の
自
然
化
と
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
反
自
然
主
義
は
こ
の
点
に
お
い
て
両
立
し

う
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
験
的
研
究
と
現
象
学
的
心
理
学
の
関
係
に
関
し
て
言
え

ば
、
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
一
つ
目
の
解
釈
と
し
て
は
、
現
象
学
的
心
理

学
は
経
験
的
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
で
あ
り
、
両
者
は
互
い
に
異
な
る
レ
ベ

ル
に
位
置
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
実
験
心
理
学
は
決
し
て
見
過
ご
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
と
フ
ッ
サ
ー
ル
は
述
べ
た
が
、
現
象
学
的
基
盤
の
上
に
据
え
ら

れ
て
い
る
と
き
に
の
み
、
確
実
で
合
理
的
な
説
明
的
科
学
で
あ
り
う
る
と
し
た

（H
usserl 1980

）。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
現
象
学
と
経
験
的
心
理
学
の
関
係
は
、

一
方
的
な
基
礎
づ
け
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
さ
て
、
こ
の
現
象
学

的
基
礎
と
は
正
確
に
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
？

現
象
学
的
心
理
学
は
、
経
験
的
研
究
に
と
っ
て
基
礎
的
な
役
割
を
果
た
し
う
る

本
質
的
構
造
に
従
い
つ
つ
、
意
識
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
象
学
的
心
理
学
の
形
相
的
直
観
お
よ
び
必
当
然
的
直
観
と
、

経
験
的
研
究
の
成
果
で
あ
る
と
こ
ろ
の
経
験
的
結
果
と
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
な

あ
り
方
を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
経
験
的
研
究
は
現
象
学
的

心
理
学
に
対
し
て
特
定
的
・
個
別
的
な
デ
ー
タ
を
供
給
し
、
逆
に
、
現
象
学
的
心

理
学
は
経
験
的
研
究
に
対
し
て
意
識
の
本
質
的
・
普
遍
的
な
構
造
を
提
供
す
る
の

で
あ
る
。
私
見
で
は
、
認
知
科
学
者
は
こ
う
し
た
解
釈
を
ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ
て

く
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
現
象
学
的
研
究
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
意
識
に
関
す

る
デ
ー
タ
の
本
質
的
構
造
と
、
神
経
科
学
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
神
経
生
物
学
的

デ
ー
タ
の
本
質
的
構
造
と
の
間
に
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
関
係
が

あ
る
か
不
明
の
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
そ
し
て
、
な
ぜ
現
象
学
的
研
究
に

よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
デ
ー
タ
が
神
経
生
物
学
的
デ
ー
タ
に
と
っ
て
基
礎
的
な
も
の

と
な
る
の
に
そ
の
逆
に
は
な
ら
な
い
の
か
、
不
明
な
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
二
つ
目
の
解
釈
に
よ
る
と
、
認
知
科
学
と
現
象
学
は
同
じ
レ
ベ
ル
に
置

か
れ
る
。
認
知
現
象
を
異
な
っ
た
説
明
枠
組
み
を
用
い
て
説
明
す
る
が
、
あ
る
意

味
で
の
相
互
作
用
が
働
い
て
い
る
。
神
経
現
象
学
に
お
け
る
相
補
的
制
約
性
は
、

こ
う
し
た
相
互
作
用
の
あ
り
方
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
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解
釈
を
展
開
さ
せ
れ
ば
、
強
弱
二
つ
の
方
向
で
の
読
み
込
み
が
可
能
と
な
る
。
ま

ず
、
こ
れ
し
か
認
め
な
い
と
い
う
論
者
も
い
る
弱
い
読
み
込
み
の
方
か
ら
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
よ
る
と
一
人
称
デ
ー
タ
と
三
人
称
デ
ー
タ
は
ま
さ
に
補
完
的
な
説
明

と
な
っ
て
お
り
、
反
照
的
均
衡
状
態
に
あ
っ
て
、
相
互
に
と
っ
て
ヒ
ュ
ー
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
役
割
を
果
た
す
。
し
か
し
、
私
見
で
は
、
よ
り
強
い
読
み
込
み
も
可

能
で
あ
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、
現
象
学
的
心
理
学
を
自
然
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

現
象
学
的
心
理
学
に
よ
っ
て
同
定
さ
れ
て
き
た
意
識
の
本
質
的
構
造
を
、
認
知
科

学
の
説
明
枠
組
み
の
な
か
に
統
合
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
言

い
換
え
る
と
、
そ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、
現
象
学
的
心
理
学
に
よ
っ
て
同
定
さ
れ

た
意
識
の
本
質
的
構
造
が
、
認
知
科
学
の
説
明
枠
組
み
の
一
部
で
あ
る
と
認
め
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
逆
も
ま
た
然
り
と
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
場
合
は
一
方
的
な
基
礎
づ
け
関
係
で
は
な
く
、
相
補
的
な
基
礎
づ
け
関
係
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

現
象
学
は
認
知
科
学
に
と
っ
て
基
礎
的
な
学
問
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
た

と
え
現
象
学
者
が
要
求
し
た
と
し
て
も
、
認
知
科
学
者
は
そ
れ
を
認
め
よ
う
と
は

し
な
い
は
ず
だ
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
認
知
科
学
者
は
、
現
象
学
と
認
知
科
学

の
相
互
作
用
、
相
互
的
制
約
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
現
象
学
が
適
切
に
自
然
化
に
さ
れ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
、
す
な
わ
ち
、
現
象

学
的
心
理
学
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
意
識
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
本
質
的
構
造
が
認

知
科
学
の
説
明
枠
組
み
に
適
切
な
し
か
た
で
統
合
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
『
イ
デ
ー
ン
』
第
一
巻
に
お
い
て
、「
心
的
プ
ロ
セ
ス
の
数
学
化
」

と
い
う
可
能
性
を
オ
ー
プ
ン
な
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。

　

し
き
り
と
人
の
心
に
浮
か
ん
で
く
る
問
い
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
還
元
を
蒙
っ
た
諸
現
象
の
形
相
的
区
域
に
お
い
て
は
（
そ
の
全

区
域
で
あ
れ
、
或
い
は
何
ら
か
の
一
部
分
区
域
で
あ
れ
）、
記
述
的
な
や
り

方
「
と
並
ん
で
」、
そ
の
ほ
か
に
ま
た
、
直
観
的
所
与
を
純
粋
か
つ
厳
密
な

理
念
的
な
も
の
に
置
き
換
え
て
ゆ
く
理
念
化
的
や
り
方
も
、
存
在
し
う
る
の

か
ど
う
か
と
い
う
問
い
が
、
そ
れ
で
あ
り
、
も
し
そ
う
な
れ
ば
そ
の
理
念
的

な
も
の
は
、
そ
の
と
き
実
に
、
体
験
の
普
遍
学
の
た
め
の

―
つ
ま
り
、「
記

述
的
」
現
象
学
の
対
蹠
点
に
立
つ
も
の
と
し
て
の
そ
れ
の

―
根
本
手
段
と

し
て
役
立
ち
う
る
こ
と
に
な
る
で
も
あ
ろ
う
。（H

usserl 1982, p. 169

）。

【
訳
注
14
】【
注
15
】

し
か
し
、
た
と
え
現
象
学
的
心
理
学
と
い
う
領
域
が
自
然
化
に
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
自
然
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
象
学
、
す
な
わ
ち
超
越

論
的
現
象
学
と
い
う
次
元
は
ま
だ
残
存
す
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
『
デ
カ
ル
ト
的
省

察
』
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
、
超
越
論
的
現
象
学
と
現
象
学
的
心
理
学
を
区
別

し
て
い
る
【
注
16
】。

　

一
方
〔
＝
現
象
学
的
心
理
学
〕
で
は
、
存
在
す
る
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
た

世
界
で
の
所
与
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
人
間
の
心
的
内
容
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
が
、
他
方
〔
＝
超
越
論
的
現
象
学
〕
で
は
、
そ
れ
と
内
容
的
に
は
同

じ
だ
が
平
行
す
る
所
与
に
つ
い
て
。
そ
う
し
た
言
い
方
は
で
き
な
い
。
と
い

う
の
も
、
世
界
は
そ
も
そ
も
、〔
超
越
論
的
〕
現
象
学
的
態
度
に
お
い
て
は
現

実
と
し
て
で
は
な
く
、
た
だ
現
実
の
現
象
と
し
て
の
み
効
力
を
も
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。【
訳
注
17
】（H

usserl 1999, p. 32

）

現
象
学
的
心
理
学
と
超
越
論
的
現
象
学
と
が
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
フ
ッ
サ
ー
ル
が
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、
す
な
わ
ち
、
同
一
の
「
パ
ラ
レ
ル
デ
ー
タ
」
が
現
象
学
的
心
理
学
を
為
す
自

然
的
態
度
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
の
と
同
時
に
、
超
越
論
的
現
象
学
を
為
す
超

越
論
的
態
度
事
実
に
お
い
て
も
取
り
扱
わ
れ
る
と
い
う
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
象
学
に
お
い
て
こ
の
二
つ
の
階
層
を
本
質
的
な
も
の
と
し
て
区
分
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
哲
学
的
観
点
か
ら
も
、
重
要
あ
り
、
か
つ
不
可
欠
で
あ
る
。か
く
し
て
、

「
最
終
的
に
、
す
べ
て
の
も
の
に
関
し
て
世
界
妥
当
性
を
も
た
ら
す
」（H

usserl 
1970, p. 69

）
超
越
論
的
主
観
性
と
し
て
の
精
神
ま
た
は
意
識
は
、
自
然
に
お
け

る
な
ん
ら
か
の
対
象
と
し
て
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
つ
ま
り
、
形
而

上
学
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
あ
っ
て
も
、
方
法
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
あ
っ
て

も
自
然
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
超
越
論
的
現
象
学
は
厳
密
に
反
自
然
主

義
の
立
場
を
堅
持
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
超
越
論
的
現
象
学
の
次
元
を
自
然
主
義
的
な
説
明
枠
組
み
に
統
合

す
る
と
い
う
可
能
性
は
な
い
。
超
越
論
的
現
象
学
と
い
う
次
元
を
無
視
し
、
自
然

科
学
的
な
枠
組
み
に
現
象
学
全
体
を
統
合
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
は
、
現
象
学

の
本
質
的
な
部
分
、
す
な
わ
ち
、
哲
学
と
し
て
の
特
長
や
、
卓
越
さ
を
捨
て
て
し

ま
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

五
、
結
論

本
稿
で
は
、
神
経
現
象
学
と
そ
の
基
本
的
な
方
法
論
概
念
で
あ
る
相
補
的
制
約

性
に
関
し
て
二
つ
の
問
い
に
焦
点
を
絞
っ
た
。
第
一
に
、
十
分
に
成
熟
し
た
神
経

現
象
学
が
相
補
的
制
約
性
と
い
う
方
法
論
的
概
念
を
使
用
し
、
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
る
、
あ
る
い
は
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
を
解
決
す
る
と
い
う
仕
事
を
完
遂
で

き
る
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
こ
と
で
、
認
知
科
学
の
観
点
か
ら
こ
の
神
経
現
象
学

と
い
う
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
性
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
リ

サ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
架
橋
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
も
そ
も
形
而
上
学
的
な
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
解
決
を
顧
慮
し
て

い
な
い
、
と
い
う
仮
の
結
論
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
に
、
相
補
的
制
約
性
と
い
う
概
念
を
用
い
て
目
指
さ
れ
る
現
象
学
の
自
然

化
と
い
う
神
経
現
象
学
の
目
的
が
、
そ
う
し
た
自
然
化
は
あ
る
種
の
改
良
版
の

自
然
主
義
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
の
目
を
向
け
ら
れ
つ
つ

も
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
現
象
学
一
般
に
備
わ
る
反
自
然
主
義
的
な
態
度
と
両
立
し

う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
吟
味
す
る
こ
と
で
、
本
稿
で
は
現
象
学
の
観

点
か
ら
こ
の
神
経
現
象
学
と
い
う
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
限
界
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
象
学
的
心
理
学
の
範
囲
内

に
留
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
世
界
の
究
極
的
な
存
在
的
意
味
」（H

usserl 
1970, p. 69

）
と
い
っ
た
哲
学
的
問
題
の
発
見
や
解
決
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は

沈
黙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
。
そ
う
し
た
哲
学
的
問
題

は
、
現
象
学
で
言
え
ば
超
越
論
的
現
象
学
の
み
が
、
超
越
論
的
還
元
と
い
う
手
法

を
用
い
て
適
切
な
し
か
た
で
問
題
の
所
在
を
見
極
め
、
そ
れ
を
最
終
的
な
し
か
た

で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
【
注
18
】。

ダ
ン
・
ザ
ハ
ヴ
ィ
は
、
現
象
学
の
自
然
化
は
超
越
論
的
現
象
学
を
包
含
し
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
本
稿
と
類
似
し
た
見
解
を
す
で
に
上
梓
し
て
い
る

（Zahavi 2004; Zahavi 2010

）。
ザ
ハ
ヴ
ィ
の
議
論
を
追
え
ば
、
超
越
論
的
現

象
学
は
「
自
然
化
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
本
質
的
な
し
か
た
で
異

を
唱
え
る
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
」（Zahavi 2004, p. 339

）
と
論
じ
つ
つ
も
、
現

象
学
的
心
理
学
に
対
し
て
は
「
自
然
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
、
実
証
的
科
学
と
相
補
制
約
的
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
」（Zahavi 2004, p. 343

）
と
評
価
し
て
い
る
。
と
は
い
え
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ザ
ハ
ヴ
ィ
は
こ
の
自
然
化
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
い
く
つ
か
の

難
点
を
予
見
し
て
い
る
。
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第
一
に
、
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
現
象
学
の
自
然
化
は
、「
現
象
学
を
哲
学
的
に
興

味
深
く
さ
せ
る
よ
う
な
優
れ
た
部
分
」、
す
な
わ
ち
超
越
論
的
現
象
学
的
の
次
元

を
含
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
ザ
ハ
ヴ
ィ
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
現
象
学
の
自
然
化
を

し
て
「
現
象
学
の
自
然
化
」
の
名
に
は
値
し
な
い
、
ま
さ
に
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
問

題
な
の
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、「
現
象
学
は
基
本
的

に
…
…
超
越
論
的
哲
学
の
試
み
」（Zahavi 2004, p. 340

）
と
ザ
ハ
ヴ
ィ
は
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
第
四
節
に
お
い
て
、
現
象
学
の
自
然
化
の
限
界
を
示

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
懐
疑
論
へ
回
答
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
私

見
で
は
、
た
と
え
こ
の
現
象
学
の
自
然
化
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
包
含
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
現
象
学
の
別
の
部
分
の
方
が
哲
学
的
に
よ
り
興
味
深
く
よ
り
基
礎

的
だ
と
最
終
的
に
容
認
す
る
と
し
て
も
、
現
象
学
的
心
理
学
と
い
う
現
象
学
の
重

要
な
部
分
を
含
ん
で
い
る
こ
の
タ
イ
プ
の
現
象
学
の
自
然
化
を
無
下
に
す
る
理
由

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

第
二
に
、
ザ
ハ
ヴ
ィ
に
よ
れ
ば
、「〔
認
知
科
学
と
現
象
学
的
心
理
学
と
の
〕
相

互
作
用
が
、
い
か
に
し
て
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
」

（Zahavi 2004, p. 339

）
と
い
う
こ
と
が
ま
だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、

本
稿
で
は
第
三
節
に
お
い
て
現
象
学
の
自
然
化
の
重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
た
折
、

こ
の
問
題
を
論
じ
、
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
現
象
学
の
自
然
化
に
よ
っ
て
架
橋
さ
れ

う
る
と
結
論
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

私
見
で
は
、
ザ
ハ
ヴ
ィ
は
「
現
象
学
の
自
然
化
」
の
意
味
を
非
常
に
弱
い
も
の

と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
制
限
し
て
い
る
。
ザ
ハ
ヴ
ィ
の
見
立
て
に
よ
れ
ば
、
説
明

の
枠
組
み
の
な
か
に
現
象
学
を
統
合
し
よ
う
と
い
う
現
象
学
の
自
然
化
の
「
ラ

デ
ィ
カ
ル
な
提
案
」
は
完
全
に
「
見
当
違
い
」（Zahavi 2010, p. 14

）
な
の
で

あ
る
。
ザ
ハ
ヴ
ィ
は
そ
う
し
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
提
案
に
抗
し
て
、「
す
こ
し
控
え
め

な
提
案
」を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
現
象
学
の
自
然
化
と
は
単
に「
経

験
的
科
学
と
の
実
り
多
い
交
流
、
実
り
多
い
協
働
に
現
象
学
が
取
り
組
ん
で
い
く

と
い
う
課
題
」（Zahavi 2010, p. 8

）
と
な
る
。
現
象
学
と
認
知
科
学
は
「
互
い

に
利
す
る
こ
と
が
で
き
」、
そ
し
て
「
哲
学
は
、
経
験
的
科
学
に
存
す
る
基
礎
的

お
よ
び
理
論
的
仮
説
を
問
題
に
し
、
明
瞭
に
な
る
よ
う
彫
琢
す
る
こ
と
が
で
き

る
」（Zahavi 2004, p. 344

）
と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
現
象
学
の
自
然
化
、
あ
る
い
は
そ
の

方
法
論
的
概
念
で
あ
る
相
補
的
制
約
性
の
意
味
を
、
単
純
に
「
相
互
作
用
」
な

い
し
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦
略
に
限
定
し
て
し
ま
え
ば
、
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
る
に
は
弱
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
付
言
し
て
、
こ
れ
ま

で
本
稿
で
行
っ
て
き
た
試
み
を
ま
と
め
よ
う
。「
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
提
案
」
と
言
っ

た
と
き
に
は
、「
現
象
学
の
自
然
化
」
と
い
う
語
が
現
象
学
を
自
然
科
学
の
説
明

枠
組
み
に
統
合
す
る
も
の
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
し
、
ま
た
、
相
補
的
制
約
性
と

い
う
語
を
現
象
学
と
認
知
科
学
の
生
成
過
程
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
。
た
と
え
そ

う
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
「
現
象
学
が
説
明
を
提
供
し
う
る
超
越
論
的
解
明
」

（Zahavi 2010, p. 14

）
に
取
っ
て
代
わ
る
と
い
う
よ
う
な
帰
結
に
陥
る
必
然
性

は
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
危
険
性
は
我
々
が
現
象
学
の
二
つ
の
次
元
を
注
意
深
く

区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
回
避
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
自
然
的
態
度
の
範
囲
内
に
あ
る
現
象
学
的

心
理
学
は
自
然
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
自
然
化
は
方
法
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
伴
う
こ
と
で
最
終
的
に
は
説
明
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
架
橋
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
自
然
的
世
界
を
科
学
的
に
説
明
す
る
際
に
は
有
用
な
ツ
ー
ル
を
提
供
し
て
く

れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
現
象
学
の
自
然
化
は
、
現
象
学
が
有
す
る
反
自
然

主
義
的
な
立
場
と
両
立
不
可
能
な
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
、
現
象

学
研
究
の
内
部
に
は
レ
ベ
ル
の
異
な
る
二
つ
の
立
場
、
す
な
わ
ち
現
象
学
的
心
理

学
と
超
越
論
的
現
象
学
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
注
意
深
く
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
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必
要
と
な
る
。

参
照
文
献

Bayne, T
. (2004). Closing the Gap? Som

e Q
uestions for N

europhenom
enology, 

Phenom
enology and the Cognitive Sciences 3, 349–364

Chalm
ers, D

. (1996). T
he C

onscious M
ind. N

ew
 Y

ork: O
xford U

niversity 
Press

Chalm
ers, D

. (2006). Facing U
p to the Problem

 of Consciousness, T
heories 

of M
ind: an Introductory R

eader, E
ckert, E

. (E
ds.) Lanham

, M
d.: 

Row
m

an &
 Littlefield Publishers, 224-249

Churchland, P. (1986). N
europhilosophy. T

ow
ard a U

nified Science of M
ind-

Brain, Cam
bridge: M

.I.T
. Press.

Crick, F. (1995). T
he A

stonishing H
ypothesis, London: T

ouchstone
D

reyfus, H
. (1982). Introduction, H

usserl, Intentionality and C
ognitive 

Science. H
. D

reyfus and H
. H

arrison, eds., Cam
bridge, M

A
: M

IT
 Press

Edelm
an, G.M

., T
ononi, G. (2000). A

 U
niverse of Consciousness: H

ow
 M

atter 
Becom

es Im
agination. Basic Books 

Edelm
an, S. (2008). C

om
puting the M

ind: H
ow

 the M
ind R

eally W
orks, 

O
xford U

niversity Press, U
SA

Flanagan, O
. (1992). Consciousness R

econsidered, Cam
bridge: M

IT
 Press / 

Bradford Books
G

allagher, S. (1997). M
utual E

nlightenm
ent: R

ecent Phenom
enology in 

Cognitive Science, Journal of Consciousness Studies 4/3, 195-214
G

allagher, S., Zahavi, D
. (2008). T

he P
henom

enological M
ind: A

n 
Introduction to P

hilosophy of M
ind and C

ognitive Science, London ; 

N
ew

 Y
ork : Routledge

Gładziejew
ski, P. (2010). N

europhenom
enology: A

n Invitation to D
iscussion, 

A
vant. T

he Journal of the Philosophical-Interdisciplinary V
anguard 1 

(1), 179–189
H

em
pel, C. (1965). A

spects of Scientific E
xplanation and O

ther E
ssays in the 

Philosophy of Science, N
ew

 Y
ork: Free Press

H
em

pel, C. (1998a). T
w

o Basic T
ypes of Scientific Explanation, Philosophy 

of Science, N
ew

 Y
ork: London: W

.W
. N

orton &
 Com

pany, 685-694
H

em
pel, C

. (1998b). T
he T

hesis of Structural Identity, P
hilosophy of 

Science, N
ew

 Y
ork: London: W

.W
. N

orton &
 Com

pany, 695-705
H

usserl, E. (1970). T
he C

risis of E
uropean Sciences and T

ranscendental 
P

henom
enology. A

n Introduction to P
henom

enology, trans. D
. Carr. 

Evanston, IL: N
orthw

estern U
niversity Press

H
usserl, E. (1980) Ideas P

ertaining to a P
ure P

henom
enology and to a 

P
henom

enological P
hilosophy. T

hird B
ook: P

henom
enology and the 

Foundation of the Sciences. trans. T
. K

lein and W
. Pohl. T

he H
ague; 

M
artinus N

ijhoff
H

usserl, E. (1982). Ideas P
ertaining to a P

ure P
henom

enology and to a 
P

henom
enological P

hilosophy. First B
ook. G

eneral Introduction to a 
Pure Phenom

enology. trans. F. K
ersten. T

he H
ague; M

artinus N
ijhoff

H
usserl, E

. (1987), Philosophie als strenge W
issenschaft, A

ufsätze und 
V

orträge (1911-1921) (H
usserliana X

X
V

), N
enon T

. &
 Sepp H

.R. (Eds.), 
K

luw
er: D

ordrecht, 3-62
H

usserl, E
. (1989). Ideas P

ertaining to a P
ure P

henom
enology and 

to a P
henom

enological P
hilosophy. Second B

ook. Studies in the 



61 現象学の自然化

P
henom

enology of C
onstitution, trans. R. Rojcew

icz and A
. Schuw

er. 
D

ordrecht: K
luw

er A
cadem

ic Publishers
H

usserl, E
. (1999). C

artesian M
editations: A

n Introduction to 
Phenom

enology, trans. D
. Cairns. T

he H
ague: M

artinus N
ijhoff

H
usserl, E. (2001). N

atur und G
eist. V

orlesungen Som
m

ersem
ester 1927.  

H
rsg. von M

ichael W
eiler, D

ordrecht (H
usserliana X

X
X

II) 
Jackendoff, R

. (1987). C
onsciousness and the C

om
putational M

ind, 
Cam

bridge, M
A

: M
IT

 Press / A
 Bradford Book

K
och, C. (2004), T

he Q
uest for consciousness: a N

eurobiological A
pproach, 

Roberts and Co.
Levine, J. (1983). M

aterialism
 and Q

ualia: T
he Explanatory Gap, P

acific 
Philosophical Q

uarterly 64, 354-361
Levine, J. (1999). C

onceivability, Identity, and the E
xplanatory G

ap, 
T

ow
ard a Science of Consciousness III, S. H

am
eroff, A

. K
aszniak &

 D
. 

Chalm
ers (Eds.).  Cam

bridge, M
A

: M
IT

 Press, 3- 12
Lutz, A

. (2002). T
ow

ard a N
europhenom

enology as an A
ccount of 

Generative Passages: a First Em
pirical Case Study, P

henom
enology 

and the Cognitive Sciences 1, 133-167
Lutz, A

., T
hom

pson, E. (2003). N
europhenom

enology: Integrating Subjective 
Experience and Brain D

ynam
ics in the N

euroscience of Consciousness, 
Journal of Consciousness Studies 10, 31-52 

M
oran, D

. (2008). H
usserl

’s T
ranscendental Philosophy and the Critique of 

N
aturalism

, Continental Philosophy R
eview

 41/4, 401-425
N

agataki S., H
irose S. (2007). Phenom

enology and the T
hird Generation of 

Cognitive Science: T
ow

ards a Cognitive Phenom
enology of the Body, 

H
um

an Studies 30,219–232
N

agel, T
. (1974). W

hat Is it Like to Be a Bat?, T
he Philosophical R

eview
 

LX
X

X
III, 4, 435-450

N
oë, A

. T
hom

pson, E
. (2004). A

re T
here N

eural C
orrelates of 

Consciousness?, Journal of Consciousness Studies 11/1, 3–28
R

oy, J.-M
., Petitot, J., Pachoud, B

., V
arela, F

. (1999). B
eyond the G

ap: 
A

n Introduction to N
aturalizing P

henom
enology, N

aturalizing 
P

henom
enology: Issues in C

ontem
porary P

henom
enology and 

C
ognitive Science (Petitot, J., V

arela, F., Pachoud, B., and Roy, J.-M
., 

eds.), Stanford, CA
: Stanford U

niversity Press, 1-80
Searle, J. (1992), T

he R
ediscovery of the M

ind, M
IT

 Press
Sellars, W

. (1963). Science, Perception and R
eality, London: Routledge

T
hom

pson, E
. (2007), M

ind in L
ife: B

iology, P
henom

enology, and the 
Sciences of M

ind, Cam
bridge, M

assachusetts / London, England
T

hom
pson, E., N

oë, A
. Pessoa L. (1999), Perceptual Com

pletion: A
 Case 

Study in Phenom
enology and C

ognitive Science, N
aturalizing 

P
henom

enology: Issues in C
ontem

porary P
henom

enology and 
C

ognitive Science (Petitot, J., V
arela, F., Pachoud, B., and Roy, J.-M

., 
eds.), Stanford, CA

: Stanford U
niversity Press, 161-195

T
hom

pson, E., V
arela, F. (2001). Radical Em

bodim
ent: N

eural D
ynam

ics 
and Consciousness, T

rends in Cognitive Sciences 5, 418-425
T

hom
pson, E

., Lutz A
., C

osm
elli D

. (2005), N
europhenom

enology: A
n 

Introduction for N
europhilosophers, C

ognition and the B
rain: T

he 
P

hilosophy and N
euroscience M

ovem
ent. (A

ndy Brook and K
athleen 

A
kins eds.), N

ew
 Y

ork and Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 



62

40-97 
U

hler, K
. (1987). A

 Clarification of Edm
und H

usserl

’s D
istinction betw

een 
Phenom

enological Psychology and T
ranscendental Phenom

enology, 
Journal of Phenom

enological Psychology 18 (1), 1-17
V

arela, F. (1996). N
europhenom

enology: a M
ethodological Rem

edy to the 
H

ard Problem
, Journal of Consciousness Studies 3, 330-350

V
arela, F

. (1997). T
he N

aturalization of P
henom

enology as the 
T

ranscendence of N
ature, A

lter 5, 355-381
V

arela, F., T
hom

pson, E., Rosch, E. (1991). T
he E

m
bodied M

ind: Cognitive 
Science and H

um
an E

xperience. Cam
bridge, M

A
: T

he M
IT

 Press
Y

oshim
i, J. (2010), H

usserl on Psycho-Physical Law
s, T

he N
ew

 Y
earbook 

for Phenom
enology and Phenom

enological Philosophy X
, 25-42

Zahavi, D
. (2004). Phenom

enology and the project of naturalization, 
Phenom

enology and the Cognitive Sciences 3 (4), 331-47
Zahavi, D

. (2010). N
aturalized Phenom

enology, H
andbook of Phenom

enology 
and Cognitive Science (S. Gallagher and D

. Schm
icking eds.). Springer, 

3-20

  脚
注

1　

N
agel 1974; Jackendoff 1987; Flanagan 1992; Searle 1992; Chalm

ers 
1996; Edelm

an et. al. 2000; K
och 2004; Edelm

an 2008

を
参
照
さ
れ
た
い
。

2　

認
知
科
学
の
い
わ
ゆ
る
第
三
世
代
と
、
現
象
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
はN

agataki 
et al. 2007

を
参
照
さ
れ
た
い
。

3　

同
様
に
、
エ
ヴ
ァ
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン
は
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
対
し
て
批
判
的
で
、

現
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さ
れ
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現
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テ
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あ
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築
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。
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現
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現
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現
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現
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ら
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ヴ
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訳
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現
象
学
的
な
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の
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と
認
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学
入
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勁
草
書
房
、

2
0
1
1
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）
19–

64
頁
を
参
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た
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説
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を
明
ら
か
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取
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な
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方
向
、
す
な
わ
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う
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い
て
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概
し
て
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れ
て
き
た
。
い
っ
た
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象
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説
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す
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が
で
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だ
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う
か
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少
な
く
と
も
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を
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収
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が
で
き
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象
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け
れ
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か
た
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入
手
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経
験
の
質
は
消
え
去
っ
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
、

謎
に
包
ま
れ
て
し
ま
う
。
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つ
目
と
し
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考
え
ら
れ
る
の
は
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構
造
的
説
明
が
経
験

的
観
察
に
制
約
を
提
供
し
う
る
と
い
う
こ
と
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あ
る
」（V

arela 1996, p. 343
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を
特
定
す
る
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う
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に
帰
着
す
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因
果
的
説
明
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D
N
モ
デ

ル
に
関
す
る
科
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的
説
明
と
の
差
異
に
関
し
て
は
、H

em
pel 2008a, p. 687

を
参
照

さ
れ
た
い
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ザ
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ヴ
ィ
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自
然
主
義
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お
け
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方
法
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
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形
而
上
学
的

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
を
区
別
し
て
い
る
。「
方
法
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
い
う
の

は
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
、
正
当
化
に
資
す
る
正
し
い
基
準
は
自
然
科
学
に
お
い
て
見

出
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
自
然
科
学
こ
そ
が
そ
れ
を
供
給
す
る
と
い
う
考
え
方
に
至
る
。

形
而
上
学
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
一
元
論
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
た
だ
ひ
と

つ
の
種
類
の
事
物
が
存
在
し
、
そ
れ
は
自
然
的
プ
ロ
パ
テ
ィ
を
有
し
た
事
物
で
あ
り
、

お
よ
そ
存
在
す
る
も
の
は
自
然
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」（Zahavi 

2010, p. 5

）。

9　
「
説
明
と
予
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に
関
す
る
構
造
的
同
一
性
テ
ー
ゼ
（
あ
る
い
は
対
称
性
テ
ー
ゼ
）」

に
関
し
て
言
う
と
、
科
学
的
説
明
は
「
論
理
構
造
に
お
い
て
科
学
的
予
測
と
異
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
実
践
的
な
関
心
に
お
い
て
科
学
的
予
測
と
異
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
事
例
に
お
い
て
、
結
論
に
お
い
て
記
述
さ
れ
た
出
来
事
は

す
で
に
起
こ
っ
た
も
の
と
し
て
認
知
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
普
遍
的
法
則
に
適
合
し
て

い
る
言
明
な
ら
び
に
個
別
的
事
実
が
、
そ
う
し
た
出
来
事
を
説
明
す
る
た
め
に
探
し

求
め
ら
れ
る
。
別
の
事
例
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
後
者
の
言
明
、
す
な
わ
ち
普
遍
的

法
則
に
適
合
し
て
い
る
言
明
な
ど
が
ま
ず
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
懸
案
の
出

来
事
に
つ
い
て
の
言
明
が
そ
う
し
た
普
遍
的
法
則
に
適
合
し
て
い
る
言
明
な
ど
か
ら
、

そ
の
懸
案
の
出
来
事
の
生
起
が
推
定
さ
れ
る
時
刻
よ
り
も
前
に
導
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
（H

em
pel 1998b, p. 695

）。

10　
「
世
界
を
記
述
す
る
次
元
、
世
界
を
説
明
す
る
次
元
に
お
い
て
、
科
学
は
あ
ら
ゆ
る

も
の
の『
も
の
さ
し
』と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
そ
う
あ
る
こ
と
の『
も
の
さ
し
』

で
あ
り
、
そ
れ
が
そ
う
で
は
な
い
こ
と
の
『
も
の
さ
し
』
で
あ
る
（Sellars 1963, p. 

173

）。「
一
般
的
な
哲
学
的
議
論
に
よ
っ
て
意
識
に
関
す
る
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う

の
は
望
み
が
な
い
。
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
た
い
し
て
新
た

な
光
を
投
げ
か
け
て
く
れ
る
新
し
い
実
験
の
提
案
な
の
で
あ
る
」（Crick 1995, p. 

19

）。

11　

フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
自
然
主
義
に
対
す
る
三
つ
の
批
判
」
に
関
し
て
は
、M

oran 
2008

を
参
照
さ
れ
た
い
。

12　

フ
ッ
サ
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ル
著
・
渡
辺
二
郎
訳『
イ
デ
ー
ン
I -

Ⅱ
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み
す
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書
房
、
1
9
7
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年
）

1
0
9
頁
の
記
述
を
適
宜
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。

13　

フ
ッ
サ
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ル
著
・
立
松
弘
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原
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Ⅱ
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み
す
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書
房
、

2
0
0
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年
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1
4
7
頁
。

14　

フ
ッ
サ
ー
ル
著
・
渡
辺
二
郎
訳『
イ
デ
ー
ン
I -

Ⅱ
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み
す
ず
書
房
、
1
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4
年
）

40
頁
。

15　

フ
ッ
サ
ー
ル
が
ど
の
程
度
ま
で
意
識
の
自
然
化
を
容
認
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、Y

oshim
i 2010

を
参
照
さ
れ
た
い
。

16　

現
象
学
的
心
理
学
と
超
越
論
的
現
象
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の
区
別
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り
詳
細
な
解
明
に
つ
い
て
は

U
hler 1987

を
参
照
さ
れ
た
い
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ま
たU
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学
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意
を
理
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文
脈
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よ
び
歴
史
的
文
脈
に
お
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。

17　

フ
ッ
サ
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ル
著
・
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辰
二
訳
『
デ
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ル
ト
的
省
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岩
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文
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2
0
0
1
年
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6
7-

8
頁
。

18　

フ
ッ
サ
ー
ル
は
こ
う
し
た
超
越
論
的
哲
学
的
問
題
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述

し
て
い
る
。「
超
越
論
的
哲
学
に
携
わ
る
哲
学
者
に
と
っ
て
、
…
…
レ
ア
ー
ル
な
客
観
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の
全
体
性
は
…
…
問
題
と
な
り
う
る
」（H

usserl 1970

）。

（T
ae-H

ee K
im

・
テ
ー
ヒ
ー
・
キ
ム
・
建
国
大
学
校
）

（
中
澤
栄
輔
・
な
か
ざ
わ　

え
い
す
け
・
東
京
大
学
）
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二
〇
一
四
年
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
没
後
一
〇
年
に
あ
た
る
。
そ
の
間
、
デ

リ
ダ
研
究
の
状
況
は
大
き
く
進
展
し
た
。
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
が
、
二
〇
〇
八
年

か
ら
開
始
さ
れ
た
遺
稿
の
講
義
原
稿
の
刊
行
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
六
四
―

六
五
年
の
講
義
原
稿
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
：
存
在
の
問
い
と
歴
史
』（H

eidegger:la 
question de l

’Être et l

’Histoire, Galilée, 2013
）
は
今
後
の
デ
リ
ダ
研
究
に

と
っ
て
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
。

デ
リ
ダ
は
そ
の
初
期
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
強
い
影
響
を
受
け
、
晩
年
に
い
た
る

ま
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
読
み
続
け
、
論
じ
続
け
た
。
し
た
が
っ
て
デ
リ
ダ
と
ハ
イ
デ

ガ
ー
と
の
関
係
の
究
明
は
、
デ
リ
ダ
思
想
を
研
究
す
る
上
で
最
も
重
要
な
課
題
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
従
来
の
公
刊
テ
ク
ス
ト
に
み
ら
れ
る
初
期
デ
リ
ダ

の
ハ
イ
デ
ガ
ー
論
は
断
片
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
決
し
て
理
解
し
や
す
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
、
説
明
的
配
慮
に
満
ち
た
講
義
と
い
う
形
式
を
持

つ
本
書
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
時
の
デ
リ
ダ
が
、
い
か
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
取

り
組
み
な
が
ら
自
ら
の
思
想
を
形
成
し
た
の
か
が
、
明
快
で
一
貫
し
た
論
理
の
も

と
に
俯
瞰
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
講
義
録
で
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
で
な

か
っ
た
デ
リ
ダ
の
『
存
在
と
時
間
』
読
解
の
内
実
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
く

の
興
味
深
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
は
、
こ
の
新
資
料
の
登
場
を
ひ
と
つ
の
機
縁
と
し

て
、
初
期
デ
リ
ダ
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
、
議
論
を

交
わ
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
デ
リ
ダ
と
現
象
学
に
関
わ
る
研
究
に
従
事
す
る
三
名
の

提
題
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
『
講
義
』
を
読
解
し
、
デ
リ
ダ
‐
ハ
イ
デ
ガ
ー

関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
提
示
し
た
後
、
参
加
者
と
と
も
に
全
体
で
の
討
論
を
行

な
っ
た
。
予
想
を
超
え
て
多
数
の
方
の
参
加
が
あ
り
、
有
益
な
議
論
を
交
わ
す
こ

と
が
で
き
た
。
以
下
で
は
、
各
提
題
者
に
よ
る
発
表
要
旨
を
発
表
順
に
掲
載
し
、

討
論
に
つ
い
て
の
報
告
を
記
す
。

亀
井
大
輔
「
デ
リ
ダ
の
『
存
在
と
時
間
』
読
解
と
歴
史
の
問
題
」

『
ハ
イ
デ
ガ
ー
』
講
義
に
お
い
て
デ
リ
ダ
は
、『
存
在
と
時
間
』
を
読
み
解
き
な

が
ら
、
現
存
在
の
分
析
論
か
ら
出
発
し
て
存
在
の
問
い
へ

―
あ
る
い
は
、
現
存

在
の
歴
史
性
の
問
い
か
ら
存
在
の
歴
史
性
の
問
い
へ

―
と
至
ろ
う
と
す
る
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
動
向
の
う
ち
に
、
存
在
論
の
「
解
体
」
が
は
ら
む
困
難
を
見
て
取
る
。

本
提
題
で
は
、
こ
の
講
義
が
行
わ
れ
た
一
九
六
四
―
六
五
年
は
デ
リ
ダ
が
〈
現
前

の
形
而
上
学
の
脱
構
築
〉の
思
想
を
形
成
す
る
時
期
に
あ
た
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、

デ
リ
ダ
の
思
想
形
成
と
い
う
関
心
か
ら
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
』
講
義
に
迫
ろ
う
と
試
み

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１

初
期
デ
リ
ダ
と
ハ
イ
デ
ガ
ー-

デ
リ
ダ
の『
ハ
イ
デ
ガ
ー
』講
義（一九
六
四
―
六
五
）を
め
ぐ
って-

	

提
題
者　

加
藤　

恵
介
・
亀
井　

大
輔
・
長
坂　

真
澄

	
	

	

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー　

亀
井　

大
輔
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た
。
発
表
で
は
講
義
全
体
の
見
取
り
図
の
提
示
を
行
な
っ
た
後
、
フ
ッ
サ
ー
ル
お

よ
び
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
歴
史
性
を
め
ぐ
る
デ
リ
ダ
の
議
論
の
足
取
り
を
辿
っ
た
。
以

下
の
要
旨
で
は
講
義
の
見
取
り
図
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
歴
史
性
を
め
ぐ
る
議
論

を
ま
と
め
る
。

デ
リ
ダ
は
一
九
六
二
年
の
『
幾
何
学
の
起
源
・
序
説
』
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
晩
年

の
歴
史
論
を
超
越
論
的
歴
史
考
察
だ
と
捉
え
た
。
こ
の
講
義
に
お
い
て
も
フ
ッ

サ
ー
ル
の
歴
史
性
は
、
一
方
で
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
歴
史
の
形
而
上
学
と
は
異
な
る

点
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
他
方
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
現
存
在
の
歴
史
性

（Geschichtlichkeit

）
の
構
造
と
し
て
の
生
起
（Geschehen

）
の
運
動
と
対
比

し
た
場
合
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
議
論
は
依
然
と
し
て
形
而
上
学
に
と
ど
ま
る
と
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
歴
史
性
と
は
超
越
論
的
主
観
性
の
歴
史
性

で
あ
る
こ
と
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
歴
史
の
目
的
論
は
人
間
主
義
的
で
あ
り
、
学
問
の

理
念
に
も
と
づ
く
と
い
う
こ
と
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
議
論
は
近
代
と
い
う「
世
界
像
」

の
時
代
の
な
か
に
納
ま
る
こ
と
、
な
ど
の
指
摘
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
。

加
え
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
歴
史
性
が
〈
現
在
〉
を
中
心
と
し
た
歴
史
性
で
あ
る

と
い
う
重
要
な
論
点
が
提
示
さ
れ
る
。
デ
リ
ダ
は
『
序
説
』
で
、
無
限
の
理
念
が

生
ま
れ
て
受
け
継
が
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
超
越
論
的
歴
史
性
は
成
立
し
え
な
い
と

考
え
た
。『
序
説
』で
は
、
意
味
の
無
限
の
伝
達
可
能
性
は
言
語
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー

ル
の
可
能
性
へ
と
掘
り
下
げ
ら
れ
た
が
、『
ハ
イ
デ
ガ
ー
』
講
義
で
は
、
歴
史
的
な

理
念
的
対
象
の
伝
承
は
「
同
じ
も
の
の
伝
達
」
で
あ
り
、
そ
の
伝
達
の
時
間
性
は

〈
現
在
〉
と
い
う
形
式
、
す
な
わ
ち
「
生
き
生
き
と
し
た
現
在
」
を
基
盤
と
す
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
デ
リ
ダ
に
よ
れ
ば
〈
現
在
〉
を
歴
史
性
の
条
件
と
み
な
す

の
は
「
歴
史
性
を
還
元
」
し
「
歴
史
を
要
約
し
て
し
ま
う
」
こ
と
で
あ
り
、「〈
現

在
の
現
前
性
〉
の
哲
学
は
歴
史
を
欠
い
て
い
る
」。
こ
う
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
超

越
論
的
歴
史
性
は
、
無
歴
史
的
な
現
在
を
基
盤
と
す
る
歴
史
性
と
み
な
さ
れ
る
。

現
前
の
形
而
上
学
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
た
「
歴
史
性
そ
の
も
の
」
を
現
出
さ
せ
る
た

め
に
は
、
歴
史
性
を
隠
蔽
す
る
〈
現
在
〉
そ
の
も
の
を
解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
デ
リ
ダ
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
無
歴
史
的
な
歴
史
性
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
生
起
に

も
と
づ
く
歴
史
性
を
対
置
さ
せ
て
、
そ
こ
に
〈
現
在
〉
の
解
体
を
み
る
。
つ
ま
り
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解
体
と
は
、〈
現
在
〉
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
た
歴
史
性
を
暴
き
出
す

作
業
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
デ
リ
ダ
の
脱
構
築
の
出
発
点
と
な
る
モ
チ
ー
フ
が
読
み
取
れ
る
。
そ

れ
は
言
っ
て
み
れ
ば
、
歴
史
を
否
定
す
る
〈
現
在
〉
の
哲
学
に
対
し
て
、
歴
史
の

肯
定
で
あ
る
。
た
だ
し
デ
リ
ダ
に
と
っ
て
歴
史
と
は
、
自
己
同
一
的
な
〈
現
在
〉

の
不
可
能
性
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
差
延
の
思
想
に
直
接
通
じ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、『
声
と
現
象
』
等
の
フ
ッ
サ
ー
ル
論
（
い
わ
ゆ
る
現
前
の
形
而

上
学
論
）
は
こ
の
講
義
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、
デ
リ
ダ
の
脱
構
築
思
想
の
展
開

に
と
っ
て
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
現
存
在
の
歴
史
性
を
特
徴
づ
け
た
後
、
デ
リ
ダ
は
『
存
在

と
時
間
』
第
七
二
節
以
降
を
集
中
的
に
読
解
す
る
。
デ
リ
ダ
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
が
目
指
す
の
は
、
存
在
の
エ
ポ
ッ
ク
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
存
在
の
歴

史
を
現
わ
れ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、『
存
在
と
時
間
』
で
は
現
存
在
の
歴
史
性
が

時
間
性
と
の
関
係
か
ら
論
じ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
が
ゆ
え
に
、
存
在
の
歴
史
性
へ

と
移
行
す
る
途
中
で「
息
切
れ（essoufflem

ent

）」を
起
こ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
『
存
在
と
時
間
』
は
、
存
在
の
エ
ポ
ッ
ク
の
終
わ
り
を
告
げ
て
は
い
る
が
、
ま

だ
存
在
の
エ
ポ
ッ
ク
に
属
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
必
然
的
な
こ
と

が
ら
、「
形
而
上
学
を
脱
構
築
（dé-construire

）
す
る
た
め
に
形
而
上
学
の
な
か

に
身
を
置
く
端
的
に
解
体
的
な
分
析
の
必
然
性
」
で
あ
る
。

デ
リ
ダ
は
こ
の
事
態
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
歴
史
性
の
条
件
と
な
る
も
の
に
追
究

す
る
。
デ
リ
ダ
は
『
存
在
と
時
間
』
第
七
四
節
で
論
じ
ら
れ
る
「
遺
産
の
伝
承
」
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に
お
け
る
「
自
己
伝
承
」
を
、
自
己
触
発
（『
カ
ン
ト
と
形
而
上
学
』
に
登
場
す

る
概
念
）
と
表
裏
一
体
と
み
な
す
。
自
己
触
発
が
根
源
的
時
間
と
し
て
時
間
の
条

件
で
あ
る
の
と
同
様
、
自
己
伝
承
は
歴
史
性
の
条
件
で
あ
り
、
現
存
在
の
歴
史
性

を
生
み
出
す
生
起
の
運
動
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
、
と
デ
リ
ダ
は
捉
え
る
。

で
は
、
こ
の
自
己
伝
承
＝
生
起
の
運
動
と
は
何
か
。『
存
在
と
時
間
』
第
七
五

節
に
よ
れ
ば
、
生
起
の
運
動
は
た
ん
な
る
時
間
の
経
過
で
は
な
く
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
以
来
の
形
而
上
学
的
な
時
間
概
念
で
は
理
解
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ハ

イ
デ
ガ
ー
は
、
場
所
の
変
化
と
し
て
の
運
動
（Bew

egung

）
に
対
し
、
生
起
の

運
動
を
運
動
性
（Bew

egtheit

）
と
い
う
語
で
区
別
す
る
。
こ
の
運
動
性
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
形
而
上
学
的
な
時
間
概
念
を
解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
『
存
在
と
時
間
』
で
は
、
時
間
概
念
の
解
体
は
着
手
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
生
起
一
般
の
運
動
性
格
の
存
在
論
的
な
謎
」が
残
り
続
け
る
。以
上
の
読
解
で『
講

義
』
は
終
了
す
る
が
、
本
提
題
で
は
、
デ
リ
ダ
に
と
っ
て
こ
の
謎
は
翌
年
の
講
義

（「
ウ
ー
シ
ア
と
グ
ラ
ン
メ
ー
」
の
原
型
）
に
お
い
て
「
痕
跡
」
の
問
題
と
し
て
引

き
継
が
れ
、
そ
の
後
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
論
を
準
備
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
観
点

を
仮
説
的
に
提
示
し
た
。

討
論
で
は
、
多
く
の
有
益
な
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
と
り
わ
け
、
ど
の
よ
う
に

存
在
論
的
差
異
が
差
延
へ
と
受
け
継
が
れ
た
の
か
、
ま
た
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在

の
歴
史
の
ア
ポ
リ
ア
を
デ
リ
ダ
は
ど
の
よ
う
に
引
き
受
け
た
の
か
と
い
う
問
い
か

ら
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
示
唆
を
受
け
た
。

長
坂
真
澄 

「
な
ぜ
『
存
在
』
の
語
に
抹
消
線
は
引
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
―
―
哲
学
の
哲
学
に
よ
る
自
己
批
判
と
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
を
読

む
：
デ
リ
ダ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
講
義
（
一
九
六
四
―
六
五
年
）
よ
り
」

本
提
題
は
、
デ
リ
ダ
の
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
：
存
在
の
問
い
と
歴
史
（
学
）
／
物
語
』

に
依
拠
し
、
デ
リ
ダ
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
を
、
脱
‐
物
語
、
脱
‐

隠
喩
と
い
う
差
延
の
運
動
と
し
て
捉
え
る
こ
と
、
そ
れ
が
デ
リ
ダ
の
「
差
延
」
概

念
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
提
示
し
た
。

１　

脱
‐
物
語
、
脱
‐
隠
喩
と
し
て
の
哲
学

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
�Geschichte

”（
歴
史
）
を
�Historie

”（
歴
史
学
）
か
ら
区
別

す
る
。
�Geschichte

”は
�geschehen

”（
生
起
す
る
）
と
い
う
語
に
、
�Historie

”

は
�ἱστορεῖν

”（
生
起
し
た
こ
と
を
知
る
）
と
い
う
語
に
由
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
彼
は
他
方
で
、『
存
在
と
時
間
』
冒
頭
に
お
い
て
、
�Geschichte

”を
「
物

語（μῦθος

）」の
訳
語
と
し
て
用
い
る
。
こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
プ
ラ
ト
ン『
ソ

ピ
ス
テ
ー
ス
』
の
議
論
を
提
示
し
、
哲
学
は
存
在
に
つ
い
て
の
「
物
語
」
か
ら
手

を
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
か
く
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
存
在
を
常
に

「
存
在
者
」
と
い
う
隠
喩
に
置
き
換
え
て
き
た
存
在
論
の
歴
史
（Geschichte

）
を

「
解
体
す
る
こ
と
（D

estruktion

）」
を
唱
え
る
。

２　

保
証
の
あ
り
方
の
変
遷

こ
の
た
め
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
従
来
の
哲
学
的
言
説
が
自
ら
の
保
証
と
し
て
き
た

も
の

―
現
前
し
て
い
る
（vorhanden

※
）
保
証
（
我
、
主
観
性
、
明
証
性
等
）

―
と
手
を
切
り
、
全
く
別
の
保
証
を
出
発
点
に
と
る
。
デ
リ
ダ
は
そ
れ
を
「
二

つ
の
保
証
」
と
し
て
提
示
す
る
。
第
一
の
保
証
は
、
言
語
と
い
う
現
事
実
、
あ

る
い
は
、
言
語
に
お
い
て
存
在
の
意
味
が
あ
ら
か
じ
め
了
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う

現
事
実
で
あ
る
。
第
二
の
保
証
は
、
存
在
の
問
い
に
お
い
て
「
問
う
も
の
（das 

Fragende

）」
で
あ
る
と
同
時
に
「
問
い
か
け
ら
れ
る
も
の
（das Befragte

）」

で
も
あ
る
、
こ
の
「
我
々
」「
現
存
在
」
で
あ
る
。

※
当
原
稿
で
デ
リ
ダ
は
�vorhanden

”を
常
に
独
語
表
記
し
て
い
る
が
、
�présent

”と

も
訳
し
て
い
る
。

３　

時
間
性
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デ
リ
ダ
は
、
こ
の
よ
う
に
、
現
前
し
て
い
る
も
の
を
保
証
と
し
な
い
こ
と
に
お

い
て
こ
そ
、
時
間
性
が
真
に
考
え
ら
れ
う
る
と
考
え
る
。
現
前
し
て
い
る
審
級
に

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
基
づ
け
ら
れ
る
な
ら
、
時
間
は
、
非
時
間
性
あ
る
い
は
汎
時
間

性
、
超
時
間
性
を
前
提
に
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
対
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
現
存

在
の
有
限
性
そ
の
も
の
と
し
て
時
間
性
を
考
察
す
る
。
死
に
う
る
と
い
う
有
限
性

が
、
現
存
在
の
本
来
的
な
全
体
存
在
を
「
保
証
す
る
（sichern

）」。
ハ
イ
デ
ガ
ー

は
さ
ら
に
、「
生
誕
と
死
と
の
間
の
現
存
在
の
伸
び
広
が
り
」
と
い
う
動
性
、「
生
起

（Geschehen

）」
の
「
存
在
論
的
な
謎
」
の
究
明
に
向
か
う
。

４　

歴
史
性

さ
て
、
死
に
う
る
現
存
在
の
本
来
的
時
間
性
に
「
根
ざ
す
」
も
の
と
し
て
、
本

来
的
歴
史
性
の
考
察
が
開
始
さ
れ
る
（
第
七
二
節
以
降
）。
こ
の
本
来
的
歴
史
性

か
ら
、
本
来
的
歴
史
学
が
可
能
と
な
る
と
さ
れ
る
。
本
来
的
歴
史
学
の
開
陳
は
、

哲
学
の
歴
史
の
解
体
と
い
う
課
題
の
た
め
の
準
備
と
さ
れ
る
。
対
し
て
、
通
俗
的

な
歴
史
の
了
解
内
容
は
、「
世
界
‐
歴
史
性
」
に
、
通
俗
的
な
時
間
概
念
は
「
内
時

間
性
」
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
。
内
時
間
性
は
、
世
界
の
開
示
と
共
に
公
共
化
さ
れ

て
い
る
「
世
界
時
間
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
以
上
の
派
生
関
係
を
考
慮
す
る
な
ら
、

根
源
的
時
間
性
か
ら
世
界
時
間
、
内
時
間
性
の
派
生
、
ま
た
、
世
界-
歴
史
性
か

ら
通
俗
的
な
歴
史
の
了
解
内
容
の
派
生
を
辿
っ
た
方
が
、
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ま
ず
第
七
三
節
で
、
最
も
派
生
的
な
、
通
俗
的
な
歴
史
の

了
解
内
容
が
扱
わ
れ
、
内
時
間
性
に
つ
い
て
の
考
察
は
第
七
八
節
か
ら
第
八
三
節

へ
と「
置
き
移
さ
れ
る（verlegt

）」。
デ
リ
ダ
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
語
�verlegt

”を
、

「
差
延
」
概
念
を
予
告
す
る 

�différé

”（
延
期
さ
れ
る
）
と
い
う
語
で
訳
す
。

こ
う
し
た
「
延
期
」
構
造
の
う
ち
で
、
派
生
的
な
歴
史
／
時
間
概
念
に
多
く
の

頁
が
割
か
れ
、
本
来
的
歴
史
性
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
の
は
第
七
四
節
の
み
で
あ

る
。
こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
歴
史
性
に
独
自
の
「
生
起
の
謎
」
を
、
現
存
在
が

「
自
ら
を
自
ら
自
身
に
伝
承
す
る
」
こ
と
と
し
て
記
述
す
る
。
こ
れ
も
、
実
存
論

的
分
析
論
の
、
現
前
し
て
い
る
の
で
は
な
い
も
の
を
「
保
証
」
と
す
る
試
み
で
あ

る
。
さ
ら
に
第
七
六
節
に
お
い
て
、
本
来
的
歴
史
学
が
、
到
来
に
対
す
る
既
在
性

と
し
て
可
能
で
あ
っ
た
も
の
を
「
取
り
返
す
」
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
こ
こ

で
、「
取
り
返
し
」
に
よ
り
「
保
証
す
る
（gew

ährleisten

）」
こ
と
も
、
や
は
り
、

現
前
す
る
審
級
に
依
拠
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
内
時
間
性

の
考
察
を
も
っ
て
『
存
在
と
時
間
』
は
中
断
さ
れ
、「
存
在
論
の
歴
史
の
解
体
」
が

実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
前
し
て
い
る
審
級
を
保
証
と
せ
ず
、
存
在
す
る
現
存
在
自

身
に
存
在
に
つ
い
て
問
い
か
け
る
と
い
う
『
存
在
と
時
間
』
の
企
図
は
、
一
貫
し

て
保
持
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
こ
の
書
物
は
進
行
す
る
に
つ
れ

「
保
証
」
に
つ
ぐ
「
保
証
」
を
重
ね
、
そ
の
い
か
な
る
も
の
も
最
終
的
な
も
の
に

は
至
ら
な
い
と
い
う
延
期
＝
差
延
（V

erlegung/différance

）
の
構
造
を
と
る

の
で
あ
る
。

５　

ア
ポ
リ
ア

か
く
し
て
デ
リ
ダ
は
、
中
断
直
前
の
議
論
の
構
造
に
「
ア
ポ
リ
ア
的
」
な
も
の

を
見
出
す
。
一
方
で
、
存
在
の
歴
史
を
現
存
在
の
時
間
性
に
根
付
か
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
存
在
を
現
存
在
か
ら
独
立
し
た
審
級
に
す
る
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
他
方
で
、
存
在
の
歴
史
は
絶
え
ず
現
存
在
の
時
間
性
を
は
み
出
す
。
こ
の

ア
ポ
リ
ア
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
「
存
在
の
問
い
の
た
め
に
」（
一
九
五
五
年
）
で

述
懐
す
る
「
方
策
の
な
さ
（Ratlosigkeit

）」
と
呼
応
す
る
。
存
在
を
「
存
在
」

と
名
指
す
や
い
な
や
、
存
在
は
、
人
間
に
面
し
て
存
立
す
る
対
象
へ
と
転
じ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

６　

隠
喩
の
自
己
解
体
に
よ
る
他
な
る
隠
喩
の
流
入

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
そ
れ
ゆ
え
「
言
う
こ
と
の
変
貌
」
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
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存
在
を
「
存
在
」
と
い
う
語
で
語
る
こ
と
は
、「
物
語
」、
隠
喩
を
語
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
語
「
存
在
」
を
抹
消
す
る
交
差
線
を
引
く
。
で

は
、
い
か
な
る
語
り
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
デ
リ
ダ
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー

が
「
語
り
は
存
在
の
家
で
あ
る
」
と
語
る
と
き
、
こ
の
言
い
回
し
を
隠
喩=

転
位

（μεταφ
ορά

）
と
は
捉
え
な
い
こ
と
を
喚
起
す
る
。
む
し
ろ
「
家
」
こ
そ
が
隠

喩
で
あ
る
。
存
在
了
解
な
く
「
家
」
を
了
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
「
存
在
の
家
」
は
、「
家
」
よ
り
も
本
来
的
な
言
い
回
し
で
あ
る
と
は
い
え
、

「
存
在
」
と
名
指
す
以
上
、
隠
喩
で
あ
る
こ
と
か
ら
完
全
に
免
れ
る
こ
と
は
な
い
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
形
而
上
学
の
「
超
克
（Ü

berw
indung

）」
は
む
し
ろ
形
而

上
学
の
「
甘
受
（V

erw
indung

）」
と
し
て
遂
行
さ
れ
る
と
宣
言
す
る
。
デ
リ
ダ

は
論
じ
る
。
形
而
上
学
的
言
語
を
解
体
す
る
ま
さ
に
そ
の
時
に
、
形
而
上
学
的
言

語
で
語
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
。
隠
喩
の
解
体
が
完
全
に
は
不
可
能
で
あ
る
と
は
い

え
、
そ
れ
が
無
益
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
抹
消
の
運
動
は
、
存
在
が
退
い
た
そ

の
痕
跡
を
消
す
、
終
わ
り
な
き
延
期
＝
差
延
の
運
動
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
新
た
な

隠
喩
に
よ
る
従
来
の
隠
喩
の
解
体
に
お
い
て
、
隠
喩
の
根
源
が
歴
史
性
と
し
て
開

陳
さ
れ
る
。
こ
の
運
動
こ
そ
が
存
在
を
証
し
す
る
。
と
は
い
え
「
存
在
」
と
い
う

語
以
前
に
、
存
在
が
存
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
存
在
は
、
抹
消
線

の
う
ち
で
初
め
て
そ
の
退
き
の
痕
跡
を
垣
間
見
せ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
ウ
ー
シ
ア
と

グ
ラ
メ
ー
」（
一
九
六
八
年
）
に
お
い
て
デ
リ
ダ
は
、
抹
消
線
が
際
立
た
せ
る
存

在
と
存
在
者
の
差
異
は
、
存
在
そ
の
も
の
よ
り
も
「
古
い
」
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
こ
の
差
異
は
、「
存
在
と
存
在
者
の
彼
方
」
の
「
差
延
（différance

）」
と

形
容
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

討
論
の
報
告
：
会
場
か
ら
は
示
唆
に
富
み
、
核
心
を
突
く
数
々
の
質
問
を
い
た

だ
い
た
。
な
か
で
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
の
問
い
か
ら
デ
リ
ダ
は
な
ぜ
／
い
か

に
乖
離
し
て
い
く
の
か
と
い
う
質
問
を
い
た
だ
き
、
提
題
者
は
、
デ
リ
ダ
の
当
講

義
か
ら
後
の
テ
ク
ス
ト
群
へ
の
移
行
（
連
続
性
／
非
連
続
性
）
を
詳
細
に
検
討
す

る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
た
。

加
藤
恵
介
「
反
復
と
歴
史
性
」

déconstruction

（
脱
構
築
）
と
い
う
語
は
、
目
下
わ
か
る
範
囲
で
は
『
ハ
イ

デ
ガ
ー
』
講
義
に
お
い
て
初
め
て
現
れ
る
が
、
こ
こ
で
こ
の
語
は
『
存
在
と
時
間
』

の
い
う
存
在
論
の
歴
史
のD

estruktion

（
解
体
）
に
対
応
す
る
訳
語
の
一
つ
と

し
て
の
み
用
い
ら
れ
る
。つ
ま
り
こ
の
語
は
当
初
デ
リ
ダ
自
身
の
思
索
で
は
な
く
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
企
図
を
い
う
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
こ
の
語
が
デ
リ
ダ
自
身
の

も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
後
の
『
グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ
ー
』
に
お
い
て
で

あ
る
。
彼
が
そ
こ
で
脱
構
築
し
よ
う
と
す
る
の
は
「
現
前
の
形
而
上
学
」
で
あ
る

が
、
こ
の
表
現
も
ま
た
こ
こ
で
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
そ
の
「
解
体
」
を
試
み
た
も

の
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
デ
リ
ダ
の
い
う
「
脱
構
築
」
が
、
あ
る
意
味

で
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
試
み
た
「
解
体
」
の
企
図
の
継
承
、
反
復
と
し
て
開
始
さ
れ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
提
題
は
、
デ
リ
ダ
が
こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
ど
の
よ
う

に
解
釈
＝
反
復
し
た
か
跡
づ
け
る
こ
と
を
試
み
た
。

デ
リ
ダ
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
の
問
い
を
特
徴
づ
け
る
「
二
つ
の
保
証
」
を
指

摘
す
る
。「
第
一
の
保
証
」
と
は
、
現
存
在
が
還
元
不
可
能
な
「
事
実
」
と
し
て

先
存
在
論
的
な
存
在
理
解
を
備
え
て
お
り
、
こ
の
先
理
解
は
「
存
在
」
と
い
う
語

の
語
義
の
理
解
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。「
第
二
の
保
証
」
と
は
、「
問
う
も
の
」
で

あ
る
と
同
時
に
「
問
い
か
け
ら
れ
る
も
の
」
で
あ
る
「
我
々
」「
現
存
在
」
の
存

在
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
存
在
の
歴
史
の
問
い
は
、
現
存
在
の
歴
史
性
の
問

い
か
ら
始
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」。
こ
の
二
つ
の
「
保
証
」
は
、「
問
い
」
と
「
問

う
も
の
」
の
近
接
性
と
、
我
々
の
我
々
自
身
へ
の
近
接
性
と
い
う
絶
対
的
な
二
重

の
近
接
性
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
近
接
性
は
後
に
「
人
間
の
目
的
＝
終
わ
り
」
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に
お
い
て
、「
自
己
へ
の
現
前
」
の
一
形
態
と
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
未
だ
残
存
す

る
「
形
而
上
学
と
人
間
主
義
の
共
犯
関
係
」
を
示
す
も
の
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
前
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
前
提
を
問
題
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の

「
保
証
」
は
「『
存
在
と
時
間
』
か
ら
他
の
テ
ク
ス
ト
へ
の
移
行
、
特
に
現
存
在
の

歴
史
性
か
ら
存
在
の
歴
史
性
へ
の
移
行
が
意
味
す
る
も
の
」
に
つ
い
て
の
デ
リ
ダ

の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

１　「
第
一
の
保
証
」
に
お
い
て
、
デ
リ
ダ
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
「
存
在
の
意
味

の
先
理
解
」
を
「
存
在
」
と
い
う
語
の
語
義
の
理
解
と
同
一
視
し
て
い
る
。
し
か

し
こ
れ
は
『
存
在
と
時
間
』
の
解
釈
と
し
て
は
忠
実
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で

は
「
意
味
」「
理
解
」
と
い
う
語
に
独
自
の
規
定
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

は
第
一
義
的
に
は
「
存
在
」
と
い
う
語
の
語
義
と
そ
の
理
解
で
は
な
い
。「
理
解
」

と
は
現
存
在
の
自
ら
の
可
能
性
へ
の
企
投
で
あ
り
、
意
味
と
は
企
投
の
「
そ
こ
に

向
か
っ
て
＝
基
づ
い
て
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
現
在
の
現
前
に
収
ま
ら
な
い
時
間

的
な
構
造
を
備
え
て
お
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
現
前
の
形
而
上
学
の
解
体
に
取
り
組

む
の
は
、
現
在
で
は
な
く
将
来
を
第
一
次
的
な
脱
自
と
す
る
本
来
的
時
間
性
に
即

し
て
で
あ
る
。
デ
リ
ダ
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
意
味
」「
理
解
」
の
規
定
に
立
ち
入

る
こ
と
な
く
、
最
初
か
ら「
存
在
」と
い
う
語
の
意
味
か
ら
出
発
し
、
こ
れ
を『
形

而
上
学
入
門
』
の
議
論
に
短
絡
さ
せ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
デ
リ
ダ
に
よ
れ
ば
、『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
時
間
は
存
在
の
意
味

の
問
い
へ
の
「
一
つ
の
ア
ク
セ
ス
に
す
ぎ
な
い
」。
ま
た
現
存
在
の
歴
史
性
は
時

間
性
に
包
み
込
ま
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
歴
史
性
を
性
格
づ
け
る
独
自
の
概

念
が
な
い
。
現
存
在
の
歴
史
性
の
分
析
自
体
が
不
十
分
な
も
の
と
さ
れ
る
。

デ
リ
ダ
が
『
存
在
と
時
間
』
の
時
間
性
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
距
離
を
置
く
理

由
は
、
ま
ず
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
決
意
性
と
し
て
の
本
来
性
の
う
ち
に
、「
固
有

の
（
本
来
的
な
）
主
体
性
の
形
而
上
学
」
と
、
そ
れ
ゆ
え
「
倫
理
的
先
入
見
」
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
後
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
本
来
性
と
非
本
来
性
の
対
立
は

存
在
自
体
の
自
己
隠
蔽
に
席
を
譲
る
。
さ
ら
に
本
来
的
時
間
性
に
お
い
て
ハ
イ
デ

ガ
ー
は
「
将
来
へ
の
脱
自
を
不
当
に
特
権
化
」
し
て
お
り
、「
現
在
の
特
権
を
将
来

の
特
権
に
代
え
た
」
が
「
過
去
を
将
来
に
対
し
て
二
次
的
な
脱
自
と
す
る
」。
そ

の
た
め
「
歴
史
性
の
根
源
に
つ
い
て
の
謎
」
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ
た
が
、
デ
リ

ダ
に
よ
れ
ば
こ
の
「
謎
」
は
む
し
ろ
過
去
と
言
語
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
デ
リ
ダ
は
『
存
在
と
時
間
』
期
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
現
存
在
の
時
間

性
に
立
脚
し
た
思
索
の
前
提
を
、
そ
れ
以
降
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
語
に
立
脚
す
る

思
索
と
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
化
し
、「
将
来
」
よ
り
も
「
過
去
」
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
言
語
の
歴
史
性
を
重
視
す
る
。
し
か
し
単
純
に
前
期
の
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
思
索
を
離
れ
て
中
後
期
の
思
索
に
向
か
う
わ
け
で
は
な
い
。

２
デ
リ
ダ
は
第
二
の
「
保
証
」
に
よ
っ
て
、『
存
在
と
時
間
』
か
ら
中
後
期
の
思
索

へ
の
「
移
行
」
を
連
続
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
そ
こ
に
決
定
的
な
不
連

続
を
見
な
い
。「『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
歴
史
性
は
、
存
在
の
で
は
な
く
現
存

在
の
歴
史
性
」
で
あ
り
、
一
方
「
存
在
自
身
の
歴
史
性
」
と
は
、
現
存
在
の
存
在

理
解
か
ら
出
発
す
る
『
存
在
と
時
間
』
で
は
な
く
、『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
書
簡
』
に

よ
れ
ば
「
存
在
が
自
ら
を
与
え
る
」
こ
と
に
聴
従
す
る
、「
転
回
」
を
経
た
「
主
観

性
を
離
れ
去
る
別
の
思
索
」
の
事
柄
で
あ
る
。
そ
こ
に
連
続
性
を
想
定
し
た
上
で

あ
ら
た
め
て
デ
リ
ダ
は
『
存
在
と
時
間
』
の
思
索
か
ら
「
別
の
思
索
」
へ
の
連
続

的
な
移
行
の
不
可
能
性
を
示
し
、
そ
こ
に
現
存
在
の
歴
史
性
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
「
息
切
れ
」
あ
る
い
は
ア
ポ
リ
ア
を
指
摘
す
る
。
そ
の
一
つ
目
の
標
は
、
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
分
析
が
「
現
在
と
現
在
の
現
前
を
特
権
化
す
る
形
而
上
学
」
を
動
揺
さ
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せ
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
批
判
的
局
面
、「
解
体
的
契
機
」
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
二
つ
目
の
標
と
は
、
現
存
在
の
分
析
論
か
ら
「
彼
方
へ
と
」、
つ

ま
り
「
存
在
者
的
な
も
の
、
形
而
上
学
的
な
も
の
か
ら
解
き
放
た
れ
た
〈
存
在
〉

の
〈
歴
史
〉
の
問
題
系
へ
と
」「
連
続
的
に
」
向
か
う
こ
と
の
不
可
能
性
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
標
は
同
一
の
事
柄
、
す
な
わ
ち
「
限
定
が
限
定
と
し
て
露
呈
さ
れ
、

限
定
の
哲
学
的
意
味
が
そ
れ
と
し
て
現
れ
る
」こ
と
に
よ
っ
て
露
わ
に
な
っ
た「
限

定
を
超
え
出
る
こ
と
の
不
可
能
性
」
を
示
し
て
い
る
。

一
方
で
現
存
在
の
分
析
論
は
「
依
然
と
し
て
現
存
在
と
い
う
存
在
者
の
一
類
型

に
限
定
さ
れ
、
形
而
上
学
的
」
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
堅
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
、
歴
史
性
の
根
底
に
現
存
在
の
時
間
性
、
脱
‐
存
の
運
動
で
あ
る
時
間
化

が
存
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
し
そ
う
で
は
な
く
、
歴
史
性
を
現
存
在
の
時
間
化
か

ら
独
立
し
た
も
の
と
み
な
す
と
す
れ
ば
、
再
び
歴
史
の
形
而
上
学
に
陥
る
こ
と
に

な
る
。つ
ま
り
、「
形
而
上
学
の
言
語
」に
よ
る
現
存
在
の
時
間
性
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
は
「
形
而
上
学
を
脱–

構
築
す
る
た
め
に
形
而
上
学
の
内
部
に
」
留
ま
ら
ね

ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
り
、
そ
の
「
超
克
」
は
単
純
な
意
味
で
の
超
出
と
し
て

は
不
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
デ
リ
ダ
は
『
存
在
と
時
間
』
期
の
形
而
上
学
の
「
解
体
」
に
ア

ポ
リ
ア
の
性
格
を
見
い
だ
し
て
お
り
、
そ
れ
は「
単
純
な
超
出
の
不
可
能
性
」「
形

而
上
学
を
脱
‐
構
築
す
る
た
め
に
形
而
上
学
の
内
部
に
留
ま
る
必
然
性
」
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
こ
の
後
の
デ
リ
ダ
自
身
の
「
現

前
の
形
而
上
学
の
脱
構
築
」
に
つ
い
て
の
特
徴
づ
け
と
重
な
り
合
う
。
た
と
え
ば

『
グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ
ー
』
に
よ
れ
ば
、「
脱
構
築
の
諸
運
動
は
構
造
を
外
部
か
ら
動
揺

さ
せ
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
構
造
に
住
み
着
く
こ
と
な
し
に
は
、
可
能
で
も

有
効
で
も
な
く
、
照
準
を
定
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
」。
デ
リ
ダ
は
自
ら
の
お
こ

な
う
「
脱
構
築
」
に
お
い
て
、
前
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
「
解
体
」
の
う
ち
に
見

い
だ
さ
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
ア
ポ
リ
ア
的
な
契
機
を
引
き
受
け
直
し
、
継
承
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
こ
の
契
機
と
言
語
の
問
題
、
と
り
わ
け
隠
喩
の
問
題

系
と
の
連
関
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
な
お
発
表
後
の
討
議
に
お

い
て
は
、
デ
リ
ダ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
に
つ
い
て
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
研
究
者
の
側
か

ら
の
再
検
討
が
期
待
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
さ
ら
な
る
議
論
を
待

ち
た
い
。

（
亀
井
大
輔
・
か
め
い　

だ
い
す
け
・
立
命
館
大
学
）

（
長
坂
真
澄
・
な
が
さ
か　

ま
す
み
・
大
阪
大
学
・
日
本
学
術
振
興
会
）

（
加
藤
恵
介
・
か
と
う　

け
い
す
け
・
神
戸
山
手
大
学
）
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１　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
経
緯
と
趣
旨

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
澤
田
（
提
題
者
を
兼
任
）、
提
題

者
の
小
倉
拓
也
氏
と
塩
飽
耕
規
氏
、
司
会
を
務
め
ら
れ
た
村
上
靖
彦
氏
は
、
現
代

フ
ラ
ン
ス
現
象
学
最
後
の
巨
匠
マ
ル
ク
・
リ
シ
ー
ル
の
現
象
学
に
関
す
る
研
究
会

を
、
二
〇
一
二
年
九
月
か
ら
月
例
で
実
施
し
て
き
た
。そ
こ
で
企
画
さ
れ
た
の
が
、

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
。
企
画
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ベ
ル
ギ
ー
出
身
の
哲
学
者
マ
ル
ク
・
リ
シ
ー
ル
（M

arc Richir, 1943-

）
の

現
象
学
の
主
な
特
徴
は
、
草
稿
を
含
む
フ
ッ
サ
ー
ル
の
文
書
を
丹
念
に
読
み
つ

つ
、
現
象
学
を
新
た
な
地
平
に
移
し
か
え
る
試
み
に
あ
る
。
リ
シ
ー
ル
は
「
知

覚
」、「
認
識
」、「
明
証
性
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
を
、「
空
想

（phantasia

）」、「
情
動
性
（affectivité

）」、（
カ
ン
ト
的
な
意
味
で
の
）「
錯
覚

（illusion

）」
に
反
転
さ
せ
る
こ
と
で
浮
か
び
上
が
る
新
た
な
領
野
で
、
人
間
の

意
識
の
構
造
を
探
求
し
て
い
る
（cf. Richir1988, 1992, 2000, 2004

）。
存
命
中

の
人
物
で
あ
る
も
の
の
、
彼
の
思
想
を
論
じ
た
著
作
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
と
ド
イ

ツ
語
圏
に
お
い
て
す
で
に
数
冊
出
版
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
に
か
ぎ
っ
て
も
、
彼
の

思
想
を
め
ぐ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
二
回
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ベ
ル

ギ
ー
）
開
催
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、「
空
想
」、「
情
動
性
」、「
錯
覚
」
か
ら
開
か
れ
た
現
象
学
的
領
野
は
、

リ
シ
ー
ル
の
思
索
に
お
い
て
、
健
常
な
意
識
の
生
の
み
な
ら
ず
、
な
ん
ら
か
の
障

害
を
有
す
る
人
間
の
生
の
考
察
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。実
際
に
、
リ
シ
ー
ル
は
、

『
空
想
、
想
像
、
情
動
性
』（Richir 2004, 

未
邦
訳
）
と
題
さ
れ
た
著
作
（
あ
る

い
は
そ
の
他
数
多
く
の
書
き
物
）
の
な
か
で
、
精
神
病
理
学
と
精
神
分
析
の
領
域

で
分
析
さ
れ
た
症
例
に
言
及
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
独
自
の
現
象
学
の
概
念（「
フ
ァ

ン
ト
ム
身
体
（Phantom

leib

）」、「
切
断
さ
れ
た
有
体
性
（Leibhaftigkeit en 

sécession

）」、
等
々
）
を
構
築
し
て
い
る
。
彼
の
現
象
学
を
理
解
す
る
う
え
で
、

病
理
的
現
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
メ
ン
バ
ー
は
以
上
の
課
題
を
こ
れ
ま
で
の
研
究
会
で
確

認
し
合
い
、「
現
象
学
と
病
理
学
：
マ
ル
ク
・
リ
シ
ー
ル
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
提

題
を
、
日
本
現
象
学
会
第
三
六
回
研
究
大
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
と
し

て
提
案
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２

現
象
学
と
病
理
学-

マ
ル
ク
・
リ
シ
ー
ル
を
め
ぐ
っ
て-

	

提
題
者　

澤
田　

哲
生
・
小
倉　

拓
也
・
塩
飽　

耕
規

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー　

澤
田　

哲
生　
司
会　

村
上　

靖
彦
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２　

提
題
の
概
要

提
題
１　

澤
田
哲
生
「
生
き
生
き
と
し
つ
つ
い
び
つ
な
生

―
マ
ル
ク
・
リ
シ
ー

ル
の
フ
ァ
ン
ト
ム
身
体
論
」

病
理
的
な
現
象
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
リ
シ
ー
ル
は
こ
れ
ま
で
の
現
象
学
に
な

か
っ
た
、
独
創
的
な
概
念
を
数
多
く
考
案
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
中
心
的
な
位
置

を
占
め
る
も
の
は
、「
フ
ァ
ン
ト
ム
身
体
（Phantom

leib

）」
と
命
名
さ
れ
た
身

体
概
念
で
あ
る
。
リ
シ
ー
ル
の
説
明
に
よ
る
と
、
フ
ァ
ン
ト
ム
身
体
は
、「
生
き
生

き
と
し
た
身
体
性
の
残
滓

0

0

」
で
あ
り
、「〈
自
我
〉
イ
メ
ー
ジ
が
当
の
イ
メ
ー
ジ
の

な
か
で
「
蒸
発
」
し
て
し
ま
っ
た
生
き
生
き
と
し
た
身
体
」（Richir 2004, 28-

29

）
を
表
わ
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
生
き
生
き
と
し
た
身
体
の
「
蒸
発
」
は
、
そ

の
消
失
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
二
〇
〇
六
年
の
論
文
で
、
リ

シ
ー
ル
は
、「
フ
ァ
ン
ト
ム
身
体
」
が
「
生
き
生
き
と
し
た
身
体
」
と
異
な
る
様
態

で
あ
る
に
せ
よ
、
い
ぜ
ん
と
し
て
あ
る
一
定
の
生
を
維
持
し
て
い
る
と
指
摘
し
て

い
る
。「
フ
ァ
ン
ト
ム
と
し
て
の
身
体
性
（Phantom

leiblichkeit

）
の
な
か
に

は
、
生
き
生
き
と
し
た
身
体
性
（Leiblichkeit

）
が
、
ゆ
え
に
『
生
（vie

）』
が

い
ぜ
ん
と
し
て
存
在
し
て
い
る
」（Richir, 2006a, 43

）。
さ
ら
に
彼
は
、
こ
の

「
生
」
を
「〔
…
〕
幻
想
と
、
そ
の
一
次
過
程
を
通
じ
た
変
容
の
謎
め
い
た
生
動
性
」

（Richir, 2006a, 44

）
と
記
述
す
る
。
フ
ァ
ン
ト
ム
身
体
は
、
生
き
生
き
と
し
た

身
体
の
運
動
性
（「
生
動
性
」）
を
か
ろ
う
じ
て

―
「
残
滓
」
と
し
て

―
備
え

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
他
方
で
、
そ
の
内
実
は
極
度
に
空
洞
化
（「
蒸
発
」）
し
、
異

質
な
要
素
（「
幻
想
」）
に
よ
り
占
拠
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
特
殊
な
「
身

体
」
か
ら
分
節
さ
れ
る
行
動
と
運
動
は
現
実
の
経
験
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
い
び

つ
あ
る
い
は
非
健
常
な
形
を
取
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
に
し
た
が
う
な
ら
、「
生
き
生
き
と
し
た
身
体
」
の
構
成
は
、
感
覚

経
験
が
主
体
の
身
体
に
回
帰
す
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
る
。
こ
の
時
に
身
体
に
局
在

化
さ
れ
た
感
覚
（
再
起
感
覚
）
は
、
物
体
を
現
実
に
知
覚
し
た
時
の
質
感
で
あ
り
、

あ
る
い
は
身
体
意
識
上
に
刻
ま
れ
た
そ
の
余
韻
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ァ

ン
ト
ム
と
し
て
の
身
体
に
関
わ
る
要
素
は
、
実
在
の
感
覚
で
は
な
い
。
リ
シ
ー
ル

は
そ
の
要
素
の
一
つ
と
し
て
、
精
神
分
析
的
な
意
味
に
お
け
る
「
性
」（Richir 

2004, 44

）、
つ
ま
り
抑
圧
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
を
挙
げ
て
い
る
。
記
憶
と
想
起
の

枠
組
み
の
な
か
で
保
存
さ
れ
う
る
感
覚
経
験
に
代
わ
っ
て
、
実
際
に
知
覚
さ
れ
た

か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
く
、
あ
え
て
思
い
出
す
こ
と
が
忌
避
さ
れ
る
も
の
の
、

主
体
の
意
識
と
意
図
に
反
し
て
不
意
に
回
帰
す
る
経
験
が
、
主
体
の
身
体
に
局
在

化
す
る
。
リ
シ
ー
ル
は
、
こ
の
よ
う
に
、
生
き
生
き
と
し
た
身
体
の
構
成
を
支
え

る
局
在
化
の
要
素
が
変
容
さ
れ
た
ケ
ー
ス（「
幻
想
」、「
一
次
過
程
」、「
性
」、
等
々
）

を
想
定
す
る
こ
と
で
、
生
き
生
き
と
し
た
身
体
と
は
別
の
水
準
で
構
成
さ
れ
る

「
身
体
」、
つ
ま
り「
フ
ァ
ン
ト
ム
身
体
」を
発
見
し
た
。
フ
ァ
ン
ト
ム
身
体
が「
生

き
生
き
と
し
た
身
体
」
の
内
実
の
空
洞
化
（「
蒸
発
」）
を
表
わ
し
て
い
る
の
な
ら
、

そ
れ
は
後
者
の
消
失
で
は
な
く
、
あ
る
別
の
次
元
（「
性
」
と
「
幻
想
」）
に
お
け

る
身
体
構
成
の
始
ま
り
を
告
げ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

フ
ァ
ン
ト
ム
身
体
と
い
う
概
念
を
構
築
し
た
後
、
リ
シ
ー
ル
は
こ
の
概
念
を
用

い
て
、
精
神
病
理
学
お
よ
び
精
神
分
析
で
分
析
さ
れ
た
諸
症
例
の
読
み
直
し
に
取

り
か
か
る
。
そ
こ
で
は
、
神
経
症
、
倒
錯
、
精
神
病
（
主
に
統
合
失
調
症
）
が

考
察
対
象
と
な
る
。
神
経
症
に
お
い
て
は
、
現
実
の
運
動
感
覚
が
「
ト
ラ
ウ
マ
」

（Richir 2004, 357

）
と
入
れ
替
わ
る
。
倒
錯
に
お
い
て
は
、「
欲
望
」（Richir 

2004, 307

）
が
実
在
の
感
覚
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
患
者
の
身
体
行
動
が
柔
軟
性

を
失
い
、
特
定
の
対
象
（
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）
に
専
ら
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
統

合
失
調
症
に
お
い
て
は
、
指
示
対
象
の
な
い
「
不
安
」（Richir 2004, 378

）
が

患
者
の
身
体
に
局
在
化
す
る
こ
と
で
、
患
者
の
言
動
は
周
囲
の
者
た
ち
の
理
解
が
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及
ば
な
い
、
独
自
の
論
理
に
支
配
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
が
示
す
よ
う
に
、
身

体
に
局
在
化
す
る
感
覚
が
一
度
希
薄
化
し
、
そ
の
空
洞
に
別
の
異
質
な
要
素
が
入

り
込
む
こ
と
で
、
フ
ァ
ン
ト
ム
身
体
は
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
患
者
の
人
格

を
、
リ
シ
ー
ル
は
、「『
生
き
生
き
と
し
て
い
る
』
が
、
容
貌
や
直
観
的
な
形
象
を

付
与
す
る
『
身
体
』
を
持
た
な
い
（
身
体
物
体
を
持
た
な
い
）
精
神
」（Richir 

2006a, 44

）
と
記
述
す
る
。
生
き
生
き
と
し
た
身
体
の
内
実
が
蒸
発
す
る
と
、
当

の
身
体
は
消
失
す
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
空
洞
（
す
き
間
）
の
部
分
に
異

質
な
要
素
（
ト
ラ
ウ
マ
、
欲
望
、
不
安
）
が
殺
到
し
、
あ
る
別
の
水
準
で
身
体
構

成
が
始
ま
る
。そ
し
て
非
定
型
あ
る
い
は
非
健
常
な
行
動
が
分
節
さ
れ
、
症
状（
失

声
、
倒
錯
、
迫
害
妄
想
、
等
々
）
と
し
て
固
定
さ
れ
る
。
空
洞
化

0

0

0

（
蒸
発

0

0

）
し
た

0

0

身
体
に
絶
え
ず
局
在
化
し
よ
う
と
す
る
異
質
な
要
素
の
プ
リ
ズ
ム
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
こ
で
形

0

0

0

0

成
さ
れ
る
い
び
つ
な
行
動

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
そ
が
、「
フ
ァ
ン
ト
ム
身
体
」
に
残
る
最
低
限
の

―

そ
し
て
「
奇
妙
な
」

―
「
生
」
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
リ
シ
ー
ル
は
病
理
的
な
場
面
を
、
現
象
学
の
諸
概
念
（
志
向

性
、
生
き
生
き
と
し
た
身
体
、
局
在
化
）
の
欠
如
例
と
安
易
に
結
論
せ
ず
、
む
し

ろ
こ
の
種
の
否
定
的
な
生
の
場
面
を
現
象
学
の
諸
概
念
を
更
新
す
る
契
機（「
フ
ァ

ン
ト
ム
身
体
」）
と
し
て
、
積
極
的
に
引
き
受
け
て
い
る
。
こ
の
点
に
、
彼
の
病

理
的
現
象
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
現
象
学
的
な
意
義
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ

る
。

提
題
２　

小
倉
拓
也
「
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
に
お
け
る
『
精
神
病
』
の
哲
学
的
布

置

―
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
、
ラ
カ
ン
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
そ
し
て
リ
シ
ー
ル
」

小
倉
氏
の
発
表
は
、
リ
シ
ー
ル
の
病
理
学
に
お
け
る
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー

を
扱
っ
た
統
合
失
調
症
論
に
注
目
し
、
そ
れ
を
、
狭
義
の
現
象
学
の
文
脈
に
で
は

な
く
、
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
に
お
け
る
「
精
神
病
（psychose

）」
―
―
エ
ミ
ー

ル
・
ク
レ
ペ
リ
ン
以
来
の
伝
統
で
神
経
症
（névrose

）
か
ら
構
造
上
区
別
さ
れ

る

―
を
め
ぐ
る
哲
学
的
布
置
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
小
倉
氏

は
、
現
象
学
、
精
神
分
析
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
を
横
断
し
つ
つ
、
文
献
上
の
明
確

な
参
照
関
係
が
あ
る
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
、
ラ
カ
ン
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
精
神
病
論

の
展
開
を
辿
り
、
そ
こ
で
一
貫
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
主
体
と
世
界

の
前
論
理
的
な
出
会
い
の
契
機
に
か
か
わ
る
あ
る
種
の
障
害
で
あ
る
と
特
定
し
た

う
え
で
、
そ
の
問
題
系
の
な
か
で
リ
シ
ー
ル
の
そ
れ
を
評
価
し
よ
う
と
試
み
た
。

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
『
知
覚
の
現
象
学
』（
一
九
四
五
年
）
に
お
け
る
精
神

病
者
の
幻
覚
に
つ
い
て
の
分
析
の
な
か
で
、
精
神
病
者
が
そ
れ
を
欠
い
て
い
る
が

ゆ
え
に
幻
覚
的
内
面
性
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
機
能
、
そ
の
有
無
こ
そ
が
世
界
内

存
在
す
る
人
間
の
知
覚
と
精
神
病
者
の
幻
覚
を
分
か
つ
機
能
を
、「
根
源
的
臆
見

（opinion prim
ordiale

）」、
つ
ま
り
世
界
へ
の
前
論
理
的
な
「
信
（foi

）」
と
規

定
し
て
い
る
（PhP., 400-401

）。
こ
れ
は
、
幼
児
の
夢
や
空
想
の
よ
う
に
、
世

界
や
対
象
を
前
論
理
的
に
受
け
入
れ
肯
定
す
る
信
で
あ
り
、
懐
疑
や
推
論
と
い
っ

た
定
立
的
な
思
考
に
先
立
ち
そ
れ
ら
を
可
能
に
す
る
も
の
、
世
界
と
の
原
初
的
な

契
約
で
あ
り
、
知
覚
の
現
象
学
に
お
い
て
他
者
と
の
共
存
や
受
動
的
総
合
と
し
て

の
出
生
の
問
題
を
裏
打
ち
し
て
い
る
根
本
的
な
契
機
で
あ
る
。
こ
こ
で
精
神
病
者

の
生
は
、
世
界
と
の
そ
の
よ
う
な
原
初
的
な
契
約
の
し
損
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
特
徴
づ
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ラ
カ
ン
は
、
精
神
病
の
構
造
を
論
究
す
る
際
に
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
に
よ
る

精
神
病
の
分
析
に
言
及
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
批
判
的
な
議
論
を
展
開
す

る
。
彼
は
「
ジ
ャ
ン
・
イ
ポ
リ
ッ
ト
に
よ
る
フ
ロ
イ
ト
の
「
否
定
」
の
評
釈
に
対

す
る
応
答
」（
一
九
五
四
年
）
に
お
い
て
、
フ
ロ
イ
ト
の
否
定
論
に
依
拠
し
な
が

ら
、
精
神
病
の
機
制
を
「
抑
圧
（V

erdrängung

）」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

す
な
わ
ち「
棄
却（V

erw
erfung

）」に
見
い
だ
す（Réponse, 386

）。
抑
圧
と
は
、
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無
意
識
の
一
次
過
程
に
お
け
る
世
界
に
対
す
る
原
初
的
な
「
肯
定
（Bejahung

）」

で
あ
り
、
棄
却
と
は
、
そ
の
よ
う
な
肯
定
を
前
提
と
し
た
二
次
的
な
「
否
定

（V
erneinung

）」で
は
な
く「
原
初
的
な
肯
定
に
ま
さ
に
対
立
す
る
も
の
」（Ibid., 

p. 387

）
で
あ
る
。
ラ
カ
ン
は
こ
れ
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
葉
を
用
い
な
が
ら
「
世

界
が
存
在
さ
せ
ら
れ
て
あ
る
こ
と
（laissé-être, sein lassen

）」
の
「
打
ち
切
り
」

と
表
現
す
る
。
こ
こ
で
も
精
神
病
は
、
世
界
と
の
原
初
的
な
契
約
の
失
敗
と
考
え

ら
れ
る
が
、
ラ
カ
ン
は
そ
こ
に
抑
圧

0

0

＝
原
初
的
な
肯
定

0

0

0

0

0

0

＝
根
源
的
臆
見
を
退
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

精
神
病
者
に
固
有
の
主
体
性
の
構
造

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
見
て
と
る
。

こ
の
方
向
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
推
し
進
め
た
の
が
ド
ゥ
ル
ー
ズ
で
あ
る
。
ド
ゥ

ル
ー
ズ
は
、
ラ
カ
ン
の
上
述
論
文
の
成
果
を
摂
取
す
る
か
た
ち
で
、
根
源
的
臆
見

や
原
初
的
な
肯
定
を
退
け
、
宙
吊
り
に
し
、
所
与
の
生
を
超
え
て
生
を
新
た
に
組

織
化
し
直
す
可
能
性
を
精
神
病
理
に
見
い
だ
す
。
ド
ゥ
ル
ー
ズ
は
そ
れ
を
「
否
認

（V
erneinung

）」
を
そ
の
機
制
と
す
る
倒
錯
に
見
い
だ
す
が
、
こ
の
倒
錯
概
念

は
精
神
病
の
機
制
で
あ
る
棄
却
に
よ
っ
て
も
特
徴
づ
け
ら
れ
て
お
り
（D

eleuze 
1967, 54, 57 n. 1

）、
そ
の
否
認

≒

棄
却
と
い
う
キ
メ
ラ
的
定
式
の
含
意
は
、『
意

味
の
論
理
学
』（
一
九
六
九
年
）
に
お
け
る
、
ア
ル
ト
ー
に
由
来
す
る
「
器
官
な

き
身
体
（corps sans organ

）」（D
eleuze 1969, p. 220

）
の
導
出
の
議
論
に

お
い
て
展
開
さ
れ
る
。
器
官
な
き
身
体
と
は
、
根
源
的
臆
見
や
原
初
的
な
肯
定
を

な
か
っ
た
こ
と
に
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
す
な
わ
ち
自
分
自
身
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
精
神
病
的
な
機
制
に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
る
、
主
体
と
世
界
と
の
あ
ら
か
じ

め
の
妥
協
を
排
除
す
る
栄
光
の
身
体
で
あ
り
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
は
そ
こ
に
、
生
や
経

験
を
も
は
や
可
能
的
で
は
な
い
仕
方
で
拡
張
し
て
い
く「
能
動
＝
行
為（action

）」

（Ibid., 110

）
を
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
賭
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
根
源

的
臆
見
や
原
初
的
な
肯
定
と
し
て
の
第
一
の
起
源
を
転
覆
す
る
「
第
二
の
起
源
」

の
積
極
的
創
出
の
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
議
論
は
、
臆
見
と
手
を
切
る
と
い
う
哲

学
の
根
幹
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
徹
底
的
に
思
考
し
遂
行
す
る

た
め
に
精
神
病
を
要
請
す
る
と
い
う
点
で
、
精
神
病
に
よ
っ
て
哲
学
的
思
考
の
素

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

朴
に
す
ぎ
る
前
提
を
問
い
に
付
し
哲
学
を
刷
新
し
よ
う
と
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の
だ
と
言
え

る
。小

倉
氏
は
以
上
の
哲
学
的
布
置
の
な
か
に
リ
シ
ー
ル
の
精
神
病
論
を
位
置
づ
け

る
。
事
実
、
リ
シ
ー
ル
は
ま
さ
に
、
ア
ル
ト
ー
に
よ
っ
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学

に
お
い
て
問
い
に
付
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
暗
黙
の
前
提
、
す
な
わ
ち
疑
い
や
否
定

の
可
能
性
に
先
立
ち
生
が
私
に
無
媒
介
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
臆
見
を
問

い
に
付
し
て
い
る
。
ア
ル
ト
ー
が
絶
え
ず
吐
露
す
る
「
私
は
思
考
を
持
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
非
実
在
感
、
す
な
わ
ち
「
思
考
の
脱
身
体
化
」
は
、「
生
き
生
き
と
し

た
身
体
性（Leiblichkeit

）」が
蒸
発
し
た「
フ
ァ
ン
ト
ム
身
体（Phantom

leib

）」

を
、
神
経
症
や
倒
錯
よ
り
も
完
遂
さ
れ
た
か
た
ち
で
現
出
さ
せ
る
（Richir 

2004, 63-64

）。
リ
シ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
脱
身
体
化
し
た
フ
ァ
ン
ト

ム
的
な
生
に
お
い
て
、
現
象
学
に
お
い
て
方
法
的
で
し
か
な
い
独
我
論
が
現
実
化

し
、
精
神
病
者
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
言
う
根
源
的
な
も
の
で
は
な
い
「
疑
似

0

0

‐
根
源

0

0

的
な
も
の

0

0

0

0

」（Richir 2006a, 42

）
へ
と
回
帰
す
る
。
小
倉
氏
は
こ
れ
を
、
ド
ゥ

ル
ー
ズ
に
お
け
る
「
第
二
の
起
源
」
の
創
出
に
比
し
な
が
ら
、
リ
シ
ー
ル
自
身
の

意
を
超
え
て
、
あ
る
種
の
「
精
神
病
的
エ
ポ
ケ
ー
」
の
可
能
性
と
し
て
積
極
的
に

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
問
い
を
提
出
し
て
、
報
告
を
閉
じ
た
。

提
題
３　

塩
飽
耕
規
「
面
接
室
の
な
か
の
還
元

―
臨
床
心
理
士
か
ら
み
た
リ

シ
ー
ル
現
象
学
」

現
象
学
は
、
日
本
の
医
療
現
場
に
対
し
て
、
①
現
象
学
的
精
神
病
理
学
、
②
ケ

ア
の
現
象
学
、
③
現
象
学
的
心
理
学
と
し
て
の
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
、
④
現
象
学
者

に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
貢
献
し
て
き
た
。
①
で
は
、
と
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く
に
フ
ッ
サ
ー
ル
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
諸
概
念
が
、
統
合
失
調
症
患
者
、
う
つ
病

者
、
人
格
障
害
者
等
の
精
神
医
療
の
対
象
と
な
る
精
神
疾
患
の
患
者
の
経
験
の
構

造
を
理
解
す
る
際
の
役
に
た
っ
て
き
た
。
②
で
は
、
患
者
の
身
体
に
目
を
向
け
る

技
能
を
発
展
さ
せ
て
き
た
看
護
師
が
、
患
者
の
病
理
構
造
の
理
解
で
は
な
く
、
患

者
と
の
対
人
接
触
場
面
そ
の
も
の
を
分
析
す
る
際
、
現
象
学
の
概
念
を
参
照
し
て

き
た
。
③
は
、
心
理
学
者
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
に
よ
る
心
理
療
法
の
一
技
法
で
あ
り
、

そ
の
継
承
者
た
ち
が
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
は
、
心
理
療

法
の
最
中
に
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
自
身
が
み
ず
か
ら
の
身
体
の
な
か
で
生
じ
て
い
る

felt sense

に
焦
点
を
あ
て
る
と
い
う
技
法
で
あ
り
、
そ
のfelt sense

は
ク
ラ
イ

エ
ン
ト
の
治
癒
の
一
契
機
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
④
で
は
、
文
化
人
類
学
に
お
い

て
洗
練
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
現
象
学
者
が
独
自
の
仕
方
で
実
践

し
、
こ
の
対
話
の
な
か
で
立
ち
上
が
る
意
味
の
産
出
に
参
与
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
現
象
学
の
医
療
へ
の
応
用
を
概
観
す
る
と
、
本
来
一
人
称
の
学
問

で
あ
っ
た
現
象
学
が
、
二
人
称
に
応
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
は
様
々
で
あ
る
が
、
患
者
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
経

験
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
分
析
す
る
主
体
と
分
析
さ

れ
る
主
体
が
分
断
さ
れ
、
と
も
す
る
と
、
分
析
す
る
主
体
は
記
述
内
容
の
背
後
に

退
く
こ
と
に
な
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
が
、
自
ら
考
案
し
た
方
法
論
を
用
い
て
、
自
ら

の
知
覚
経
験
を
詳
細
に
記
述
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
概
念
を
創
出
す
る
と
い
う
学

問
の
特
質
が
医
療
に
応
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
課
題
を
踏
ま
え
、
塩
飽
氏
は
臨
床
心
理
士
と
し
て
の
活
動
経
験
を
活
か

し
つ
つ
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
経
験
の
構
造
の
分
析
の
た
め
の
現
象
学
で
は
な
く
、

治
療
者
と
し
て
の
自
ら
の
経
験
を
分
析
す
る
方
法
と
し
て
あ
ら
た
め
て
現
象
学
を

応
用
す
る
可
能
性
を
提
示
し
た
。

治
療
者
自
身
の
経
験
を
記
述
す
る
際
、「
知
覚
」
や
「
明
証
性
」
を
基
盤
と
す
る

フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
で
は
な
く
、「
空
想
」
や
「
情
動
性
」
を
出
発
点
と
す
る
リ

シ
ー
ル
の
現
象
学
を
参
照
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
塩
飽
氏
の
見
解
に
よ
る
と
、
以

下
の
点
に
あ
る
。

塩
飽
氏
の
臨
床
心
理
士
と
し
て
の
活
動
の
な
か
で
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
表
情

や
身
体
運
用
の
特
異
性
に
注
目
し
た
り
、
彼
ら
の
発
言
の
意
味
を
理
解
し
た
り
、

そ
の
な
か
に
潜
む
感
情
に
感
情
移
入
す
る
こ
と
は
重
要
な
価
値
を
も
た
な
い
。
つ

ま
り
、
知
覚
の
現
象
学
や
言
語
の
現
象
学
は
、
臨
床
心
理
士
の
経
験
の
一
部
し
か

語
り
え
な
い
。
面
接
室
の
な
か
で
開
か
れ
る
経
験
と
は
、
共
感
と
は
無
関
係
な
情

動
や
、
母
語
を
基
盤
と
し
て
共
有
可
能
な
言
語
活
動
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
指
向
性

を
も
た
な
い
空
想
が
動
き
だ
す
よ
う
な
経
験
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
経
験

は
「
現
象
学
的
エ
ポ
ケ
ー
」
や
「
形
相
的
エ
ポ
ケ
ー
」
遂
行
以
後
の
フ
ッ
サ
ー
ル

の
経
験
で
は
な
く
、
エ
ポ
ケ
ー
を
エ
ポ
ケ
ー
す
る
「
誇
張
的
エ
ポ
ケ
ー
」（Richir 

1992, 102-103

）
遂
行
以
後
の
リ
シ
ー
ル
の
経
験
と
類
似
し
て
い
る
。

具
体
的
に
い
う
と
、
患
者
の
発
す
る
言
葉
や
さ
さ
い
な
衣
擦
れ
が
不
快
に
耳
を

つ
ん
ざ
く
よ
う
な
異
常
な
聴
覚
的
経
験
、
自
分
の
声
と
患
者
の
服
の
色
が
ダ
ブ
る

よ
う
な
共
感
覚
的
経
験
、
患
者
の
体
重
に
よ
っ
て
で
き
た
椅
子
の
凹
み
が
自
分
の

感
情
に
置
き
換
わ
る
よ
う
な
感
情
経
験
、
自
分
の
声
が
見
た
こ
と
も
な
い
患
者
の

家
の
近
く
の
路
地
の
暗
が
り
で
響
く
よ
う
な
聴
覚
的
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
、
面
接
室

の
窓
の
外
に
巣
く
っ
た
蜘
蛛
巣
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
身
体
感
覚
、
自

分
が
面
接
室
の
中
に
置
か
れ
た
フ
ェ
イ
ク
グ
リ
ー
ン
に
な
っ
て
ま
る
で
光
合
成
を

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
妄
想
的
経
験
、
す
で
に
患
者
の
「
神
」
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
引
き
返
せ
な
い
よ
う
な
予
感
な
ど
に
包
ま
れ
る
経
験
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
経
験
は
、
リ
シ
ー
ル
が
カ
ン
ト
の『
判
断
力
批
判
』に
お
け
る「
崇
高
」を
、

発
展
的
に
捉
え
直
し
た
経
験
と
重
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、
上
記
の
経
験
を
開
示
す
る
と
考
え
ら
れ
る
リ
シ
ー
ル
の
「
誇
張
的
エ
ポ

ケ
ー
」
は
、
ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ビ
オ
ン
の
「
記
憶
な
く
欲
望
な
く
理
解
な
く
」

（Bion 1970
）
と
い
う
方
法
と
同
じ
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
ビ
オ
ン
の
方
法

は
、
な
ん
ら
か
の
表
象
を
志
向
す
る
「
記
憶
」、
逆
立
ち
の
記
憶
印
象
を
志
向
す

る
「
欲
望
」、
自
身
の
地
平
を
参
照
す
る
「
理
解
」
を
す
べ
て
宙
吊
り
に
し
、
仮

象
が
「
忘
れ
が
た
い
明
晰
さ
の
よ
う
な
も
の
を
伴
っ
て
、
呼
び
出
さ
れ
て
も
い
な

い
の
に
、
く
っ
き
り
判
明
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
再
び
捕
ま
え
る

こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
痕
跡
を
何
一
つ
残
さ
ず
消
え
去
る
」（Bion 1970

）
よ
う

な
経
験
を
開
く
。
ビ
オ
ン
は
こ
の
経
験
の
内
実
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
し
て
い
な

い
が
、
リ
シ
ー
ル
の
い
う
「
崇
高
」
は
そ
れ
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
。

ビ
オ
ン
と
リ
シ
ー
ル
の
方
法
の
類
似
性
は
、
方
法
と
し
て
の
現
象
学
が
、
面
接

室
の
な
か
の
方
法
と
し
て
も
応
用
で
き
る
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
を
目
の
前
に
し
た
治
療
者
自
身
の
経
験
を
解
明
す
る
可
能
性
も
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
既
存
の
現
象
学
概
念
を
他
者
の
経
験
に
当
て
は
め
る
病
理
学
と
し
て
の

現
象
学
で
は
な
く
、
心
の
治
療
と
い
う
特
異
な
状
況
の
な
か
で
、
治
療
者
が
一
人

称
的
に
現
象
学
を
遂
行
し
、
そ
の
自
ら
の
経
験
か
ら
新
た
な
概
念
を
生
み
出
す
可

能
性
を
提
言
す
る
こ
と
で
、
塩
飽
氏
は
提
題
を
閉
じ
た
。

３　

質
疑
応
答
と
今
後
の
課
題

三
者
の
提
題
の
後
、
数
多
く
の
質
問
が
会
場
お
よ
び
司
会
の
村
上
靖
彦
氏
か
ら

出
さ
れ
た
。
質
問
の
数
は
多
か
っ
た
も
の
の
、
各
質
問
に
共
通
の
問
い
は
、
治
癒

0

0

の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
三
人
の
提
題
者
が
答
え
に
窮
し
た
事

実
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
リ
シ
ー
ル
は
神
経
症
の
治
癒
の
プ

ロ
セ
ス
の
な
か
の
「
思
い
つ
き
（E

infall

）」
と
い
う
現
象
に
注
目
し
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
説
明
は
治
癒
の
最
中
の
出
来
事
か
ら
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
結
果
か

ら
回
顧
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。「
決
定
的
な
展
開
、
治
癒
の
時

（kairos

）
は
患
者
次
第
で
し
か
な
い
」（Richir 2004, 360

）
と
い
う
、
彼
の
命

題
は
、
以
上
の
問
題
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。疾
病
時
の
患
者
の
体
験
構
造
は
、

リ
シ
ー
ル
の
記
述
と
分
析
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
説
明
で
き
る
が
、
疾

病
か
ら
治
癒
に
い
た
る
過
程
に
関
し
て
は
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
は
、
リ

シ
ー
ル
に
よ
る
病
理
的
現
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
超
え
た
問
題
で
あ
る
の
で
、
今

後
扱
い
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。
と
り
わ
け
リ
シ
ー
ル
の
病
理
論
の

前
提
と
な
る
、
現
象
学
の
鋳
直
し
の
作
業
の
な
か
に
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
ヒ
ン
ト
を
探
す
方
向
性
が
提
題
者
た
ち
の
間
で
共
有
さ
れ
た
。
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１
．
趣
旨

２
０
１
３
年
、
日
本
現
象
学
会
に
お
い
て
「
男
女
共
同
参
画
・
若
手
研
究

者
支
援
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
発
足
し
た
。
日
本
哲
学
会
で
は
す
で
に
、

２
０
１
２
年
に
同
名
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
、
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
日
本
現
象
学
会
で
も
、
男

女
共
同
参
画
や
若
手
研
究
者
支
援
に
関
し
て
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
委
員
会
で
提
言
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
立

ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
、
さ
し
当
り
、
委
員
会
で
推
薦
さ
れ
た
数
人
と
、
さ

ら
に
そ
の
推
薦
で
合
計
８
名
の
会
員
が
決
定
し
た
が
、
今
後
は
、
関
心
を
も
つ
会

員
に
居
住
地
域
や
職
歴
に
関
係
な
く
広
く
参
加
し
て
も
ら
え
る
方
法
も
検
討
し
て

い
る
。
活
動
内
容
と
し
て
は
、
当
面
は
次
の
二
つ
を
柱
と
す
る
こ
と
が
グ
ル
ー
プ

内
で
合
意
さ
れ
た
。
ひ
と
つ
は
、
大
会
時
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
も
う
ひ

と
つ
は
、
男
女
共
同
参
画
や
若
手
研
究
者
支
援
の
視
点
か
ら
、
改
善
の
余
地
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
の
委
員
会
へ
の
提
言
で
あ
る
。
当
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
は
、
後
者
の
よ
う
な
、
学
会
の
規
則
や
慣
例
、
運
営
方
法
な
ど
、
実

際
的
な
側
面
で
の
改
善
と
と
も
に
、
現
象
学
会
な
ら
で
は
の
、
ま
た
現
象
学
の
観

点
を
生
か
し
た
、
学
問
的
な
取
り
組
み
も
同
時
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
今
回
行
わ
れ
た
第
一
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
男
女
共
同
参
画

と
若
手
研
究
者
支
援
の
う
ち
、
ま
ず
は
前
者
を
と
り
上
げ
（
次
回
は
後
者
を
と
り

上
げ
る
予
定
で
あ
る
）、
男
女
共
同
参
画
の
問
題
を
、
と
く
に
現
象
学
の
観
点
か

ら
、
あ
る
い
は
現
象
学
と
の
関
連
で
考
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
か

を
探
求
す
る
目
的
で
、『「
男
女
共
同
参
画
」
と
現
象
学
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ

る
こ
と
に
し
た
。（
な
お
、
男
女
共
同
参
画
を
「 

」
に
入
れ
た
の
は
、
提
題
の
ひ

と
つ
で
、
こ
の
表
現
の
経
緯
や
妥
当
性
自
体
が
考
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。）
提
題
は
、
池
田
、
稲
原
の
二
名
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

に
加
え
、
現
象
学
外
の
立
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
沖
縄
大
学
の
成
定
氏
に
依
頼
し

た
。
成
定
氏
は
、
文
化
人
類
学
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
を
専
門
と
し
、
女
性
セ
ン
タ
ー

や
大
学
に
お
い
て
、「
男
女
共
同
参
画
」の
支
援
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
。
以
下
は
、

各
提
題
者
自
身
に
よ
る
提
題
の
概
要
で
あ
る
。

２
．
提
題
の
概
要

①
池
田
喬
「
な
ぜ
日
本
現
象
学
会
で
〈
男
女
共
同
参
画
〉
な
の
か
？
―
現
状
を
認

識
し
、
疑
問
に
答
え
、
将
来
を
展
望
す
る
―
」

「
な
ぜ
日
本
現
象
学
会
で
〈
男
女
共
同
参
画
〉
な
の
か
」
と
題
し
た
今
回
の
発

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
３

｢
男
女
共
同
参
画
」
と
現
象
学

	

提
題
者　

池
田　

喬
・
成
定　

洋
子
・
稲
原　

美
苗

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー　

中　
　

真
生
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表
で
は
、
第
一
に
、
男
女
共
同
参
画
の
取
組
み
に
対
し
て
し
ば
し
ば
投
げ
か
け
ら

れ
る
疑
念
に
応
答
す
る
こ
と
で
不
要
な
誤
解
を
取
り
除
き
、
第
二
に
、
差
別
な
き

社
会
と
い
う
男
女
共
同
参
画
の
本
来
の
目
標
に
と
っ
て
現
象
学
が
決
定
的
に
重
要

な
理
由
を
論
じ
た
。

（
１
）
男
女
共
同
参
画
の
具
体
的
方
法
の
な
か
で
辛
辣
な
批
判
が
集
中
す
る
の

は
、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ａ
）」
の
「
優
先
枠
（
ク
ォ
ー
タ
）」
で
あ

る
。
こ
れ
を
学
会
に
も
導
入
し
て
委
員
会
の
一
部
に
女
性
枠
を
設
け
る
と
い
う
提

案
が
な
さ
れ
た
ら
、
以
下
の
よ
う
な
反
論
が
噴
出
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
女
性
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
委
員
に
選
出
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
能
力
で
は
な
く
属
性

に
よ
る
選
別
で
あ
り
、
む
し
ろ
男
女
平
等
の
理
念
に
反
す
る
差
別
的
処
遇
で
は
な

い
か
。
女
性
枠
の
存
在
に
よ
り
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
男
性
が
い
た
場
合
、
こ
れ
は

逆
差
別
で
は
な
い
の
か
。

こ
う
し
た
異
論
は
、
男
女
間
差
別
を
解
消
す
る
は
ず
の
Ｐ
Ａ
自
体
が
ま
さ
に
差

別
的
措
置
な
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
Ｐ
Ａ
の
存
在
意
義
を
揺
る

が
す
根
本
的
な
問
題
提
起
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
に
は
る
か
に
先
行
し
て

「
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
Ａ
Ａ
）」
に
取
り
組
ん
で
き
た
米
国
の
法

哲
学
・
倫
理
学
に
お
い
て
は
、
多
く
の
論
者
が
そ
の
妥
当
性
を
吟
味
し
て
き
た
。

一
般
に
、
現
行
の
差
別
の
規
範
倫
理
学
に
お
い
て
は
、
人
種
や
性
差
に
敏
感
な

区
別
の
全
て
が
悪
質
な
「
差
別
」
だ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
ど
う

い
う
場
合
に
差
別
（
区
別
）
は
道
徳
的
に
悪
質
に
な
る
の
か
が
問
わ
れ
て
お
り
、

D.
ヘ
ル
マ
ン
は
、
そ
の
基
準
と
し
て
、
当
該
の
行
為
が
「
劣
位
化
（dem

ean

）」

を
意
味
す
る
か
否
か
と
い
う
点
を
挙
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
黒
人
の
公
共
施
設
へ

の
立
ち
入
り
を
禁
止
な
い
し
制
限
し
て
い
た
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
法
は
、
こ
の
集
団
の

成
員
に
劣
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
烙
印
を
押
す
以
外
の
実
践
的
目
的
を
も
っ
て
い

な
い
た
め
、
悪
質
な
差
別
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
枠
の
設
定
に
は
、

白
人
男
性
に
二
流
階
級
の
烙
印
を
押
す
と
い
う
目
的
は
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
効

果
を
示
し
て
も
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
公
民
権
法
で
廃
止
が
求
め
ら
れ
た
従
来

か
ら
の
差
別
政
策
と
、
こ
の
差
別
の
解
消
の
た
め
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
枠
の
設
定
で

は
、
目
的
も
効
果
も
全
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
を
同
じ
よ
う
に「
差
別
」

と
呼
ぶ
の
は
奇
妙
な
反
応
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
Ａ
Ａ
に
対
す
る
反
論
に
お
い
て
は
、
人
種
や
性
差
の
よ
う
な
属
性
は
一

切
考
慮
せ
ず
に
も
っ
ぱ
ら
試
験
や
業
績
と
い
っ
た
中
立
的
基
準
に
よ
っ
て
選
別
す

べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
し
ば
し
ば
表
明
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
を
見
て
み
れ

ば
、
年
齢
制
限
を
設
け
て
若
手
を
優
先
的
に
採
用
す
る
と
か
、
地
方
大
学
で
特
有

な
教
育
経
験
を
積
ん
だ
人
を
評
価
す
る
と
か
、
外
国
人
の
み
を
対
象
と
し
て
教
授

職
の
公
募
を
す
る
と
か
、
明
ら
か
に
能
力
と
は
別
の
属
性
や
背
景
に
訴
え
る
優
遇

措
置
は
大
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
多
様

性
」
の
確
保
に
対
し
て
強
硬
に
抵
抗
す
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
人

種
や
性
別
に
関
す
る
限
り
、
強
い
拒
否
反
応
が
現
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
、
努
力
が

報
わ
れ
な
い
悪
意
な
き
白
人
や
男
性
の
不
遇
さ
が
強
調
さ
れ
、
文
化
的
・
歴
史
的

に
支
配
的
で
あ
り
続
け
て
き
た
集
団
の
利
益
の
損
失
に
焦
点
が
移
さ
れ
、
さ
ら
に

は
「
逆
差
別
」
を
訴
え
る
被
害
者
に
な
っ
た
り
さ
え
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
Ｐ

Ａ
／
Ａ
Ａ
に
対
す
る
反
論
は
、
多
数
派
に
一
方
的
に
加
担
す
る
偏
見
や
誤
解
を
含

ん
で
い
る
限
り
、
説
得
力
が
な
い
。

（
２
） 

Ｐ
Ａ
／
Ａ
Ａ
に
関
す
る
議
論
は
、
そ
の
支
持
者
も
反
対
者
も
同
じ
よ
う

に
「
実
質
的
な
機
会
の
平
等
」
を
理
念
と
し
て
掲
げ
る
「
分
配
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
の

中
で
動
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
現
象
学
の
代
表
格
で
あ
り

政
治
哲
学
者
で
あ
る
I. 

M. 

ヤ
ン
グ
は
、
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
、
第
一
に
、
能
力

に
よ
る
競
争
が
生
む
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
を
反
省
な
し
に
肯
定
す
る
傾
向
が
あ
る
こ

と
と
、
第
二
に
、
差
別
的
な
不
平
等
は
所
得
や
賃
金
の
問
題
に
は
本
来
還
元
で
き
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な
い
こ
と
を
理
由
に
批
判
し
た
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
差
別
の
経
験
を
深
刻
に
し
て

い
る
要
素
に
は
「
抑
圧
」
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
オ
フ
ィ
ス

の
清
掃
な
ど
の
物
質
的
労
働
は
、
専
門
職
や
支
配
人
に
、
よ
り
“
高
級
”
で
知
的

な
仕
事
を
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
後
者
は
一
層
の
社
会
的
承

認
を
獲
得
し
、
力
を
増
し
、
よ
り
良
い
給
料
を
得
る
の
に
対
し
て
、
前
者
の
貢
献

は
気
づ
か
れ
な
い
程
で
あ
る
（
搾
取
）。
ま
た
、
こ
の
分
業
体
制
の
場
合
、
課
題

決
定
を
な
す
後
者
の
者
た
ち
に
対
し
て
、
前
者
の
者
た
ち
は
最
も
ル
ー
テ
ィ
ン
的

で
細
か
く
決
ま
っ
た
仕
事
を
す
る
の
で
そ
の
結
果
を
管
理
さ
れ
や
す
い
が
、
し
か

し
、
課
題
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
参
加
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
（
無
力
）。
こ

う
し
た
抑
圧
の
構
造
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
要
因
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
分
配
パ

ラ
ダ
イ
ム
で
は
全
く
議
論
さ
れ
な
い
。

学
術
界
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
は
「
女
性
の
社
会
進
出
」
に
尽
き
る
も
の
で

は
な
い
。
逆
差
別
論
自
体
に
ひ
そ
む
セ
ク
シ
ズ
ム
的
傾
向
、「
属
性
で
は
な
く
能
力

で
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
黙
認
す
る
労
働
現
場
で
の
決
定
権
の
格
差
や
そ
れ
が

促
進
す
る
抑
圧
。
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
学
術
的
に
掘
り
下

げ
る
べ
き
社
会
の
重
大
な
局
面
に
何
重
に
も
目
を
開
か
せ
る
。
そ
し
て
、
ヤ
ン
グ

の
議
論
が
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
生
き
ら
れ
た
経
験
の
学
と
し
て
の
現
象
学
に

は
、
主
流
の
理
論
的
考
察
が
隠
蔽
し
が
ち
な
差
別
経
験
の
真
相
を
「
見
え
る
よ
う

に
す
る
」
使
命
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

（
池
田
喬
・
い
け
だ　

た
か
し
・
明
治
大
学
）

②
成
定
洋
子
「『
男
女
共
同
参
画
』
を
め
ぐ
る
呪
縛
と
試
練
、
展
望
：
科
学
技
術

振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）「
女
性
研
究
者
研
究
活
動
支
援
事
業
」
を
事
例
に
」

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
が
人
口
に
膾
炙
し
、
国
や
自
治
体
の
み
な
ら
ず
、
大

学
や
企
業
に
お
い
て
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
が
推
進
さ
れ
る
な
か
、
二
分
法
的

な
主
体
の
本
質
主
義
化
や
異
性
愛
主
義
的
家
族
制
度
の
枠
組
み
に
、
性
的
指
向
や

性
自
認
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
を
は
め
込
も
う
と
す
る
傾
向
が
見
受
け

ら
れ
る
。「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
め
ぐ
る
展
開
や
実
践

－

矛
盾
や
葛
藤
、
誤

解
や
誤
用
を
含
む

－

が
い
か
に
な
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
多
面
的
に
丁

寧
に
見
て
い
き
な
が
ら
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
両
面
に
お
い

て
、
男
女
の
二
分
法
を
脱
す
る
地
点
か
ら
、
い
か
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

に
息
吹
を
吹
き
込
め
る
か
、
ま
た
い
か
に
家
族
神
話
に
基
づ
く
法
制
度
を
ず
ら

し
て
い
け
る
か
」
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、「
女
性
研
究

者
」
へ
の
国
家
的
支
援
策
で
あ
る
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（Japan 

Science and T
echnology A

gency

。
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
。）
の
「
女
性
研
究
者

研
究
活
動
支
援
事
業
」（
以
下
、「
女
性
研
究
者
支
援
事
業
」）
に
焦
点
を
当
て
、
Ａ

大
学
の
「
女
性
研
究
者
支
援
事
業
」
実
施
過
程
に
お
け
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

や
「
女
性
研
究
者
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題

－

①
支
援
対
象
の
問
題
（
限
界
）
と
②
「
性

別
」（「
女
性
研
究
者
」
な
ど
）
に
関
わ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
呪
縛
に
関
わ
る
問
題

－

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
応
答
や
新
た
な
取
り
組
み
を
考
察
・
検
討
し
た
。

日
本
政
府
に
よ
る
「
女
性
研
究
者
」
へ
の
支
援
策
は
、「
女
性
研
究
者
が
そ
の
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
」
こ
と
を
目
標
に
、「
第
3
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」

（
２
０
０
６
年
３
月
閣
議
決
定
）の「
第
３
章　

科
学
技
術
改
革
シ
ス
テ
ム
」に「
女

性
研
究
者
の
活
躍
促
進
」
と
し
て
明
記
さ
れ
、
２
０
０
６
年
度
よ
り
Ｊ
Ｓ
Ｔ
に
よ

る
「
女
性
研
究
者
支
援
モ
デ
ル
育
成
事
業
」「
女
性
研
究
者
養
成
シ
ス
テ
ム
改
革

加
速
事
業
」「
女
性
研
究
者
研
究
活
動
支
援
事
業
（
一
般
型
）（
拠
点
型
）（
連
携

型
）」
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
助
成
を
受
け
た
機
関
は
、
事
業
終
了
後
、
各
機
関

の
数
値
目
標
等
の
達
成
状
況
に
関
す
る
報
告
書
に
対
す
る
事
業
評
価
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
２
０
０
６
～
２
０
１
４
年
度
の
実
施
機
関
は
延
べ
１
２
０
に
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及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
「
女
性
研
究
者
」
に
対
す
る
国
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、「
女

性
研
究
者
運
動
の
成
果
」
と
し
て
「
女
性
研
究
者
」
へ
の
初
め
て
の
国
家
的
支
援

が
実
現
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
つ
つ
も
、
①
助
成
金
の
支
給
期
間
終
了
後
、
運
営

継
続
資
金
の
な
い
中
小
の
私
立
大
学
は
応
募
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
②
「
科

学
技
術
創
造
立
国
」
と
し
て
、
理
工
系
分
野
が
重
視
さ
れ
て
い
る
、
③
性
別
役
割

分
業
意
識
解
消
の
視
点
が
弱
い
、
④
助
成
金
を
女
性
研
究
者
か
ら
の
必
要
性
の
高

い
保
育
所
運
営
に
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
⑤
競
争
的
資
金
で
あ
る
た
め
、
助
成

機
関
で
は
、
実
績
を
上
げ
る
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
の
過
重
労
働
が
避
け
ら
れ
ず
、
専

門
の
研
究
と
事
業
運
営
の
両
立
が
困
難
、
⑥
不
安
定
な
雇
用
形
態
に
い
る
研
究
者

の
女
性
比
率
の
高
さ
に
対
し
て
、
解
決
策
を
見
出
せ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
点
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
女
性
研
究
者
技
術
者
委
員
会
）。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
加
え
て
、
専
任
教
員
の
中
で
も
、
子
を
産
み
育

て
る
異
性
愛
の
「
女
性
研
究
者
」
に
対
す
る
支
援
を
主
と
す
る
施
策
や
制
度
は
、

⑦
高
等
教
育
機
関
の
教
育
・
研
究
現
場
に
お
け
る
「
非
異
性
愛
」
や
シ
ン
グ
ル
の

「
女
性
研
究
者
」
の
存
在
の
軽
視
、
或
い
は
不
可
視
化
を
招
く
と
と
も
に
、
⑧
異

性
愛
主
義
的
な「
家
族
」の
再
生
産
を「
規
範
」と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
・
本
質
化
・

自
然
化
さ
れ
た
「
女
性
研
究
者
」
を
再
生
産
す
る
構
造
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
る
。
Ａ
大
学
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
は
、「
女
性
研
究
者
」
や
「
男
女
」
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
呪
縛
の
問
題
と
し
て
表
出
し
た
。

Ａ
大
学
に
お
け
る
事
業
開
始
時
点
で
は
、
全
て
の
事
業
対
象
者
は
「
女
性
」
の

「
常
勤
研
究
者
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
事
業
実
施
過
程
に
お
い
て
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
が
想
定
さ
れ
て
い
た
対
象
者
以
外
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
複
数
の
支

援
策
に
お
い
て
は
、
非
常
勤
講
師
な
ど
の
非
正
規
の
研
究
者
と
学
生
を
対
象
者
に

包
含
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
男
女
共
同
参
画
支
援
室
で
勤
務
し

て
い
た
有
期
の
非
常
勤
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、
当
事
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
非
常

勤
講
師
ら
か
ら
の
要
望
を
基
に
、
全
学
的
に
正
規
と
非
正
規
に
お
け
る
既
存
の
研

究
活
動
上
の
差
異
を
縮
め
よ
う
と
し
て
、
支
援
対
象
を
め
ぐ
る
性
別
や
職
種
に
よ

る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
問
題
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
支
援
室
の
非
正
規
ス

タ
ッ
フ
が
運
営
を
担
っ
た
こ
と
が
、
間
接
・
直
接
的
に
、（
対
象
の
単
な
る
多
様
化

に
留
ま
ら
ず
）
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
問
題
化
と
解
体
、
お
よ
び
非
正
規
労
働
運
動
に
結

び
付
い
た
こ
と
は
意
義
深
い
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
一
方
で
、
社
会
規
範
化
さ
れ
た
カ

テ
ゴ
リ
ー
や
関
係
性
を
再
生
産
・
強
化
す
る
な
ど
、
国
家
的
な
「
女
性
」
支
援
策

に
よ
る
「
副
産
物
」
は
小
さ
く
な
い
。
し
か
し
、
支
援
策
の
内
外
に
お
い
て
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
解
体
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
を
批
判
的
に
検
討
し
つ
つ
、

労
働
（
研
究
活
動
）
を
め
ぐ
る
自
由
論
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

恐
ら
く
、
そ
の
よ
う
な
「
自
由
」
は
、
個
人
的
な
経
験
と
社
会
的
な
個
々
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
の
ず
れ
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
労
働
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
異
性
愛
主

義
的
家
族
制
度
や
男
女
の
二
分
法
を
問
題
化
・
解
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女

を
め
ぐ
る
差
異
か
平
等
の
二
者
択
一
の
選
択
肢
を
内
破
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

の
で
は
な
い
か
。

（
成
定
洋
子
・
な
り
さ
だ　

よ
う
こ
・
沖
縄
大
学
）

③
稲
原
美
苗
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
現
象
学
と
そ
の
応
用
―
つ
な
が
り
の
「
知
」
へ
の

展
開
―
」

本
提
題
で
は
、
現
象
学
と
男
女
共
同
参
画
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
察
し
、

そ
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
多
様
性
が
必
要
で
あ
る
と
示
唆
し

た
。
提
題
者
は
社
会
学
や
障
害
学
の
領
域
で
「
障
害
の
あ
る
女
性
の
身
体
」
に
つ

い
て
研
究
を
し
て
い
た
。し
か
し
、
そ
れ
ら
の
領
域
で
は
障
害
の
あ
る
女
性
の「
生
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き
づ
ら
さ
」
や
そ
の
身
体
的
な
経
験
を
当
事
者
か
ら
切
り
離
し
て
し
ま
う
危
険
性

が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。
そ
の
後
、
発
表
者
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
現
象
学
や
当
事
者

研
究
を
学
び
、
弱
者
の
視
点
・
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
つ
現
象
学
を
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
提
題
者
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
学
的
な
考
え
方
が
支
援
者
の
専

門
知
と
当
事
者（
女
性
や
障
害
者
）の
経
験
知
と
を
つ
な
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な「
違
い
」

を
尊
重
し
て
受
け
入
れ
、
そ
れ
ら
の
違
い
を
積
極
的
に
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
変

化
し
つ
づ
け
る「
知
」を
創
り
上
げ
て
き
た
こ
と
を
提
唱
し
た
。
女
性
や
障
害（
疾

病
）
の
経
験
を
分
析
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
の
現
象
（
特
性
や

環
境
）
を
男
性
・
健
常
者
中
心
主
義
の
規
範
に
嵌
め
込
ん
だ
り
、
固
定
観
念
に
傾

倒
し
た
り
し
な
い
。
特
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
現
象
学
の
特
徴
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
女
性
や
障
害
者
の
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
詳
細
に
記
述
・
分
析
し
、
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
や
治
療
の
方
法
を
専
門
家
と
と
も
に
見
つ
け
出

せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
提
題
を
挙
げ
た
。

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に
立
つ
現
象
学
に
は
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
男
性
中
心
に
構
築
さ
れ
て
き
た
従
来
の
現
象
学
に
は
そ
う
し
た
視
点
が
欠
落

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
欠
落
の
問
題
点
は
、
月
経
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
な
ど

の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
る
。
例
え
ば
、
妊
娠
や
出
産
の
経
験
を
男
性
が

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
身
体
的
に
変
容
し
、
複
雑
な
心
理
状

態
に
な
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
周
囲
の
態
度
も
変
わ
る
の
だ
。
多
く
の
女
性
も
社

会
一
般
の
考
え
方
を
内
面
化
し
て
お
り
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
た
な
い
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
、
女
性
差
別
と
闘
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
女
性
の
経
験
を
扱
い
、「
生
き
づ
ら
さ
」
を
明
確
に

し
、
問
題
の
解
決
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
現
象
学
は
い
わ
ば
政
治
的
な
哲
学
実
践
で
あ
り
、
中
立
的
・
非
政
治
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
従
来
の
現
象
学
と
は
明
確
に
異
な
る
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
私
た
ち
の
生
活
世
界
を
見
れ
ば
、
女
性
に
限
ら

ず
、
子
ど
も
、
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
の
「
弱
者
」
や
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
に
つ

い
て
多
角
的
に
考
え
る
機
会
を
与
え
、
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
共
生
で
き
る

社
会
を
目
指
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。つ
ま
り
、「
普
通
の
男
性
」と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

か
ら
排
除
さ
れ
た
人
々
の
経
験
を
知
る
と
い
う
目
的
に
お
い
て
も
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
現
象
学
は
有
効
性
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
本
提
言
の
中
で
、

障
害
者
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
問
題
を
「
治
す
」「
治
さ
な
い
」
と
い

う
観
点
か
ら
捉
え
な
い
「
当
事
者
研
究
」
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
。「
当
事

者
研
究
」は
現
象
学
の
影
響
を
受
け
て
発
展
し
て
き
た
自
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

障
害
者
を
「
エ
ン
パ
ワ
ー
」
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て
き
た
。
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
と
は
、
そ
の
人
が
も
と
も
と
も
っ
て
い
た
力
を
取
り
戻
す
と
い
う
意
味
で
あ

る
が
、
当
事
者
研
究
の
中
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
は
、
そ
の
人
が
も
と
も
と
も
っ
て

い
た
「
苦
労
」
も
取
り
戻
し
、
そ
の
苦
労
と
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

力
を
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
障
害
者
は
健
常
者
中
心
社
会
に
お
け
る
差
別

に
よ
っ
て
劣
等
者
と
し
て
み
な
さ
れ
て
き
た
の
で
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
が
必
要
で

あ
る
。

障
害
者
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
支
援
者
や
家
族
と
当
事

者
の
関
係
の
対
等
性
が
必
要
に
な
る
。
障
害
者
の
社
会
運
動
が
指
摘
し
た
伝
統

的
な
健
常
者
中
心
社
会
に
対
す
る
最
大
の
批
判
は
、
社
会
が
障
害
者
を
不
適
切

な
環
境
に
適
応
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
社
会
の
影
響
力
を
行
使
し
て
き
た
と
い
う
点

に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
障
害
学
に
お
い
て
は
、
障
害
そ
の
も
の
が
も
つ
社
会
的

な
障
壁
を
意
識
的
に
最
小
化
し
て
い
く
考
え
方
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
が
「
障
害
の

社
会
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。
障
害
学
は
障
害
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
自
覚
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
自
身
に
関
す
る
差
別
に
意
識
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
立
場

を
提
唱
し
た
。
障
害
の
現
象
学
は
一
人
ひ
と
り
に
潜
む
健
常
者
の
規
範
を
意
識
化
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
学
の
客
観
主
義
に
絡
め
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な

「
知
」
を
創
造
し
て
い
く
術
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
の
不
可
視
性
を
考
え
る
上
で
、
現
象
学
は
一
つ

ひ
と
つ
の
経
験
を
可
視
化
す
る
と
い
う
役
割
が
あ
り
、「
あ
り
の
ま
ま
」
を
記
述
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
当
た
り
前
」
の
規
範
を
疑
問
視
す
る
。
社
会
的
な
規
範
の
も

と
で
不
可
視
化
さ
れ
た
問
題
を
検
討
し
、「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
の
視
点
か
ら
構
築
さ

れ
て
き
た
考
え
方
や
研
究
の
あ
り
方
を
見
直
し
、「
他
者
化
」
さ
れ
て
き
た
人
々
の

声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
人
が
実
際
に
経
験
し
て
き
た
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
明
確
に

し
て
い
く
こ
と
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
現
象
学
や
障
害
の
現
象
学
の
役
割
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
男
女
共
同
参
画
と
現
象
学
の
つ
な
が
り
は
、「
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
」
と
し
て
周
縁
化
さ
れ
て
い
る
人
々
を
問
題
の
中
心
へ
と
位
置
づ
け
、「
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
と
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
の
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
指
す
最
初

の
一
歩
を
踏
み
出
す
と
確
信
し
て
い
る
。

（
稲
原
美
苗
・
い
な
は
ら　

み
な
え
・
大
阪
大
学
）

３
．
質
疑
応
答

フ
ロ
ア
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
と
そ
の
応
答
の
主
な
も
の
を
と
り
上
げ
る
。

①　

個
人
的
な
経
験
と
社
会
的
な
視
点
と
の
関
係
に
つ
い
て

質
問
：「
男
女
共
同
参
画
」
へ
の
現
象
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
生
き
ら
れ
た
経

験
の
記
述
だ
と
い
う
こ
と
に
は
同
意
す
る
が
、「
生
き
ら
れ
た
経
験
の
記
述
」
と

い
う
個
人
的
な
視
点
と
、
他
方
で
、
社
会
を
構
造
的
に
と
ら
え
る
よ
う
な
大
局

的
な
視
点
と
は
、
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
成
定
氏
の
提

題
は
、
現
象
学
に
は
依
拠
し
て
い
な
い
が
、
や
は
り
個
人
的
な
経
験
と
、「
男
女

二
分
法
」
や
「
異
性
愛
主
義
家
族
主
義
」
と
い
っ
た
社
会
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
や

法
制
度
な
ど
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
ず
れ
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え

る
。

成
定
氏
の
応
答
：
個
人
的
視
点
と
社
会
的
視
点
が
必
ず
し
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い

と
は
思
わ
な
い
し
、
す
で
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

具
体
的
に
は
、
既
存
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
や
法
制
度
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
つ

つ
、
そ
の
ま
ま
で
は
埋
も
れ
て
し
ま
う
個
人
の
生
き
た
経
験
を
、
新
た
な
制
度

（
た
と
え
ば
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
わ
る
制
度
な
ど
）
を
作
る
こ
と
へ
と
掬
い
取

る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
う
。

池
田
氏
の
応
答
：
現
象
学
的
方
法
に
お
い
て
は
「
身
体
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た

す
が
、
そ
の
と
き
の
身
体
と
は
、
個
人
の
側
に
あ
る
と
も
社
会
の
側
に
あ
る
と

も
言
え
ず
、
い
わ
ば
、
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
、「
社
会
を
生
き
る
身
体
」
だ
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
、
現
象
学
は
、
個
人
的
経
験
と
社
会
構

造
の
つ
な
が
り
を
発
見
す
る
こ
と
に
適
し
た
考
察
方
法
だ
と
思
う
。

稲
原
氏
の
応
答
：
現
象
学
の
立
場
か
ら
「
身
体
」
と
は
何
か
を
捉
え
直
し
、
そ
の

考
え
方
を
個
人
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
活
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
男
女

共
同
参
画
」
と
い
う
社
会
的
な
テ
ー
マ
に
向
き
合
え
る
と
思
う
。
個
人
的
な
問

題
は
常
に
既
に
社
会
的
な
問
題
で
あ
り
、
女
性
、
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
の
問

題
を
考
え
る
上
で
、
現
象
学
は
重
要
な
役
割
が
あ
る
と
言
え
る
。

②　

一
人
称
の
経
験
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

質
問
：
当
人
に
と
っ
て
は
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
つ
経
験
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
経
験
自

体
、
あ
る
い
は
そ
の
受
け
止
め
方
や
感
じ
方
自
体
が
、
当
人
が
そ
の
中
で
生
き

て
い
る
社
会
の
バ
イ
ア
ス
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
験
の

当
事
者
が
、
社
会
の
規
範
が
も
た
ら
す
バ
イ
ア
ス
か
ら
ど
れ
だ
け
自
由
に
な
れ

て
い
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
と
す
る
と
、
一
人
称
の
視
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点
に
固
執
し
過
ぎ
て
も
だ
め
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
慮
し

た
と
き
、
現
象
学
に
は
何
が
で
き
る
と
思
う
か
。

池
田
氏
の
応
答
：
一
人
称
の
経
験
自
体
が
偏
見
や
バ
イ
ア
ス
を
含
ん
で
い
る
可
能

性
が
大
き
い
の
で
信
用
に
足
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
現
象
学
の
あ
り
方
へ
の
誤

解
だ
と
思
う
。
こ
れ
は
、
現
象
学
と
は
何
か
と
い
う
根
本
的
問
題
に
か
か
わ
る

事
柄
だ
ろ
う
。
現
象
学
の
方
法
が
目
指
す
の
は
、
個
人
の
経
験
談
を
集
め
る
こ

と
で
は
な
く
、
本
質
を
取
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
専
門
家
あ
る
い
は
研
究
者
だ

け
が
問
題
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
く
、
素
人
や
当
事
者
も
そ
こ
に
参
画
し
う

る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
の
問
題
に
対
す
る
様
々
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

が
生
み
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
様
々
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
問
題
を
見
る
こ

と
で
、
と
き
に
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
既
存
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
、
揺
さ
ぶ
ら

れ
、
崩
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

稲
原
氏
の
応
答
：
現
象
学
と
は
、
個
人
の
意
識
に
あ
ら
わ
れ
る
体
験
の
構
造
を

「
一
人
称
的
に
」
説
明
す
る
方
法
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
理
論
・
推
論
・
科
学
的

仮
説
の
レ
ン
ズ
を
一
旦
外
し
て
、
体
験
を
構
造
化
し
、
様
々
な
「
知
」
を
得
る

こ
と
で
「
経
験
」
に
な
る
。
例
え
ば
、
女
性
に
対
す
る
適
切
な
「
支
援
」
を
考

え
る
場
合
に
お
い
て
も
、
平
等
性
で
は
な
く
公
平
性
が
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
思
う
。
全
て
の
女
性
に
同
じ
支
援
を
し
て
も
、
女
性
一
人
一
人
の
体
験

が
異
な
る
の
で
、
一
部
の
女
性
の
状
況
は
改
善
で
き
る
が
、
多
く
の
女
性
の
状

況
が
何
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
当
事
者
研
究
と
同
じ
よ
う
に
、
同
じ
よ

う
な
悩
み
を
持
っ
た
女
性
同
士
で
話
し
合
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
た
ち
の

支
援
を
改
善
で
き
る
の
か
を
共
同
研
究
し
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
て
い
く
べ

き
な
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
他
に
、「『
男
女
共
同
参
画
・
若
手
研
究
者
支
援
』
と
い
う
ふ
う
に
問
題
を

立
て
る
と
、
若
く
な
い
非
正
規
雇
用
の
研
究
者
は
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
が
フ
ロ
ア
か
ら
出
さ
れ
た
。（
こ
の
点
に
関
し
て

は
、
名
称
の
妥
当
性
の
検
討
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。）

４
．
提
題
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
視
点
か
ら
な
さ
れ
た
三
つ
の
提
題
か
ら
、
共
通
し

て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
い
く
つ
か
の
点
の
う
ち
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
趣
旨

に
と
っ
て
と
く
に
重
要
と
思
わ
れ
る
次
の
二
点
を
記
し
て
お
き
た
い
。

①　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
「
若
手
研
究
者
支
援
」
の
連
続
性
―
「
労
働
」
と
い

う
視
点
を
介
し
て

池
田
氏
の
提
題
で
は
、
男
女
間
の
問
題
が
実
は
労
働
の
問
題
と
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
「
女
性
で
も
能
力
さ
え
あ
れ
ば
業
績
を

あ
げ
、
職
を
得
ら
れ
る
は
ず
だ
か
ら
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど

の
特
別
な
配
慮
は
必
要
な
い
」
と
す
る
立
場
は
、「
属
性
で
は
な
く
能
力
で
」
評
価

す
べ
き
と
い
う
、
労
働
問
題
に
お
け
る
立
場
と
通
底
す
る
が
、
こ
の
見
方
に
お
い

て
は
、「
課
題
決
定
」
と
「
課
題
遂
行
」
が
別
々
の
集
団
に
分
業
さ
れ
、
前
者
が
後

者
に
対
し
て
地
位
や
賃
金
に
お
い
て
勝
る
「
階
級
的
」
格
差
を
肯
定
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
。
課
題
遂
行
を
行
う
集
団
は
、
課
題
決
定
を
行
う
集
団
を
支
え
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
気
づ
か
れ
ず
、
評
価
や
賃
金
に
は
結
び
つ
き
に
く

い
。
ま
た
課
題
遂
行
を
行
う
集
団
は
、
仕
事
に
関
し
て
権
限
や
自
律
性
を
も
た
な

い
。
こ
の
よ
う
な
格
差
は
、
研
究
と
い
う
「
労
働
」
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
そ

れ
は
一
方
で
男
女
間
の
格
差
で
あ
り
、
他
方
で
常
勤
と
非
常
勤
の
格
差
で
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
男
女
の
問
題
と
「
若
手
」
の
問
題
は
、
労
働
と
い
う
視
点
か

ら
見
る
と
き
連
続
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
。
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成
定
氏
は
、「
女
性
研
究
者
」
へ
の
国
の
支
援
策
で
あ
る
「
女
性
研
究
者
研
究
活

動
支
援
事
業
」
に
含
ま
れ
る
問
題
点
と
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
こ
の
支
援
策
の
対

象
は
、
専
任
で
子
育
て
中
の
女
性
研
究
者
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
女
性
が
子
育

て
を
す
る
と
い
う
性
別
役
割
分
業
を
解
消
す
る
視
点
が
な
い
上
に
、
非
正
規
の
教

員
や
研
究
者
が
実
質
的
な
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

結
果
的
に
、
支
援
事
業
が
異
性
愛
的
な
家
族
を
固
定
化
す
る
と
と
も
に
、
正
規
雇

用
と
非
正
規
の
差
別
化
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
、
支
援
事
業

を
遂
行
す
る
過
程
で
、
性
別
や
正
規
・
非
正
規
と
い
う
職
種
の
区
別
自
体
が
問
題

化
さ
れ
、
攪
乱
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
と
い
う
良
い
面
も
あ
っ
た
。
成
定

氏
の
提
題
に
お
い
て
も
、
職
業
と
し
て
の
研
究
活
動
と
い
う
「
労
働
」
の
観
点
か

ら
見
る
と
き
、
男
女
の
問
題
と
「
若
手
」
研
究
者
の
問
題
は
連
続
し
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。

　②
「
男
女
共
同
参
画
」
と
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
問
題
と
の
連
続
性

稲
原
氏
の
提
題
に
よ
れ
ば
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
現
象
学
は
、
無
性
的
あ
る
い
は
男

性
的
な
「
人
」
で
は
な
く
、
女
性
の
視
点
で
記
述
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
と
く
に

当
事
者
の
身
体
的
経
験
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
現
象
学
が
、

従
来
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
社
会
の
問
題
を
観
察
し
記
述
す
る
方
法
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
男
女
間
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
障
害
者
を
は
じ
め
、
病
者
、
高
齢

者
、
外
国
人
等
の
問
題
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
は
、
男
と
女
、
健
常
者
と
障
害
者
…
な
ど
の
関
係
が
、「
差
異
か
平
等
か
」
の
二

者
択
一
で
は
な
く
、
後
者
の
前
者
に
対
す
る
差
異
を
保
ち
な
が
ら
も
、
両
者
の
公

平
を
め
ざ
す
道
を
示
す
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
男
女
共
同
参
画
」
の
問
題
に
関
し

て
、
女
性
の
身
体
的
経
験
に
基
づ
い
て
現
象
学
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
、
男
女
の

問
題
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
と
密
接
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

成
定
氏
は
、
男
女
共
同
参
画
の
支
援
事
業
が
遂
行
さ
れ
る
過
程
で
、「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
の
再
考
が
迫
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。
当
初
の

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
で
は
、
男
女
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
と
感
じ
る

人
々
や
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

事
業
遂
行
の
現
場
で
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
概
念
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
と
も
に
含
ま
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
問
題
を
含
む
も
の
へ
と
拡
大
さ
れ
て
解
釈
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、「
男
女
共
同
参
画
」
の
試
み
が
、
男

女
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
問
題
へ
と
開
か
れ
、
連
続
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

（
中
真
生
・
な
か　

ま
お
・
神
戸
大
学
）



89 ブレンターノの真理論はどこに向かっていたのか

真
理
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性
質
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
と

き
命
題
や
判
断
に
よ
っ
て
も
た
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
真
理
の
本
性
を
め
ぐ
る
こ
れ

ら
の
問
い
に
対
し
て
は
、
伝
統
的
に
い
く
つ
か
の
答
え
が
与
え
ら
れ
て
き
た 

1

。

本
稿
の
主
題
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
F
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
こ

れ
ら
の
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
過
程
で
残
し
た
考
察
、
す
な
わ
ち
彼
の
真
理
論

で
あ
る
。

だ
が
、
な
ぜ
い
ま
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
真
理
論
な
の
だ
ろ
う
か
。
彼
の
真
理
論
の

発
展
に
つ
い
て
は
「
標
準
解
釈
」
と
呼
び
う
る
一
つ
の
見
方
が
あ
る 
2

。
そ
れ

は
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
真
理
論
の
発
展
を
「
対
応
説
か
ら
明
証

説
へ
」
と
い
う
流
れ
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
り
、
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
若
干

の
修
正
点
を
除
け
ば
、
基
本
的
に
す
べ
て
の
解
釈
者
が
こ
れ
に
同
意
し
て
い
る
。

だ
が
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
真
理
論
を
い
ま
改
め
て
論
じ
る
こ
と

に
一
体
ど
ん
な
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
真
理
論
を
と
り
上
げ
る
の
は
、
ご
く
単
純
に
、
そ
の

う
ち
に
は
い
ま
だ
語
ら
れ
て
い
な
い
重
要
な
側
面
が
あ
る
と
思
う
か
ら
だ
。
右
の

標
準
解
釈
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
真
理
論
が
最
終
的
に
辿
り
着
い
た
地
点
を
「
明
証

説
」
と
い
う
立
場
に
見
定
め
て
い
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
真
理
に
関
す
る

後
期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
叙
述
に
は
、
そ
の
解
釈
で
は
理
解
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る

点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
従
来
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
ず
に
き
た
そ

の
問
題
点
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
標
準
解
釈
に
代
わ
る

新
た
な
解
釈
の
方
針
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
前
述
の
「
標
準
解
釈
」
の
内
容
を
確
認
し
（
1
節
）、
次
に

そ
の
解
釈
で
は
理
解
が
行
き
届
か
な
い
と
思
わ
れ
る
点
を
指
摘
す
る
（
2
節
）。

そ
し
て
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
点
を
理
解
可
能
に
す
る
も
の
と
し
て
「
機
能
主
義
解

釈
」
と
い
う
新
た
な
解
釈
方
針
を
提
案
し
、
そ
の
利
点
を
示
す
（
3
節
）。

１
．
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
真
理
論
に
関
す
る
標
準
解
釈

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
真
理
論
の
発
展
に
関
す
る
標
準
解
釈
は
、
す
で
に
『
真
理

と
明
証
』
の
編
者
O
・
ク
ラ
ウ
ス
に
よ
っ
て
そ
の
大
筋
が
描
か
れ
て
い
る

（K
raus1930

）。
そ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
思
想
期
を
前
期
と

後
期
に
分
け
た
上
で
、
そ
の
間
の
真
理
論
の
移
行
を
「
対
応
説
か
ら
明
証
説
へ
」

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
描
く
も
の
だ
。
と
は
い
え
、
こ
の
解
釈
自
体
そ
れ
ほ

ど
広
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
本
節
で
は
そ
の
内
容
を
や

や
丁
寧
に
確
認
し
て
お
こ
う
。（
以
下
本
節
内
で
は
標
準
解
釈
を
代
弁
す
る
。）

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
真
理
論
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
た
の
か

秋

葉

剛

史
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ま
ず
前
期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
立
場
は
、「
真
理
の
概
念
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ

た
一
八
八
九
年
の
講
演
で
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
講
演
で
彼
は
ま
ず
、

真
（
な
い
し
偽
）
と
い
う
語
が
第
一
義
的
に
適
用
さ
れ
る
の
は
判
断
だ
と
い
う
自

身
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
（

§10

ま
で
）。
次
に
彼
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に

よ
る
古
典
的
な
真
理
の
特
徴
づ
け
（『
形
而
上
学
』1051b3

）
が
後
世
に
お
い
て
、

真
理
を
「
も
の
と
知
性
と
の
対
応adaequatio rei et intellectus

」
と
定
義
す

る
立
場

―
以
下
「
対
応
説
」

―
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
哲
学
史
を
通
じ
て
支

配
的
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
（

§26

ま
で
）。
以
上
に
続
き
、
講
演
の
後
半
部

で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
対
応
説
の
正
否
の
検
討
へ
進
む
。
そ
こ
で
彼
が
示
そ
う
と
す

る
の
は
、
対
応
説
に
関
す
る
従
来
の
理
解
に
は
た
し
か
に
不
明
瞭
さ
や
不
正
確
さ

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ひ
と
た
び
そ
れ
ら
を
修
正
す
れ
ば
、
対
応
説
は
妥
当
な
原

理
と
し
て
十
分
に
支
持
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（

§56

ま
で
）。

こ
の
後
半
部
に
は
い
く
つ
か
の
論
点
が
あ
る
が
、
い
ま
特
に
重
要
な
の
は
、
真

な
る
判
断
に
対
応
す
るübereinstim

m
en

と
こ
ろ
の
「
も
の
」
に
関
す
る
議
論

だ
（

§
§40-52

）。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
「
竜
は
存
在
し
な
い
」

と
い
う
否
定
判
断
は
、
真
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
具
体
的
事
物Reales

の
領
域

に
は
対
応
物
を
も
た
な
い
。
ま
た
同
様
に
、
過
去
や
未
来
の
も
の
、
不
可
能
性
、

数
学
的
法
則
な
ど
に
関
す
る
真
理
に
も
、
対
応
す
る
具
体
的
事
物
が
存
在
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
判
断
の
真
理
性
を
あ
く
ま
で
何
ら
か
の
「
も
の
」
の

存
在
を
通
じ
て
定
義
す
る
方
針

―
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
こ
れ
を
対
応
説
の
本
質
と

捉
え
る 

3

―
を
貫
く
に
は
、「
も
の
」
と
し
て
通
常
の
事
物
を
考
え
る
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
こ
の
時
期
の
彼
に
特
徴

的
な
一
歩
を
ふ
み
出
す
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
判
断
に
対
応
す
る
相
関
者
の
領
域
を
、

具
体
物
だ
け
で
な
く
、
事
物
の
非
存
在
、
未
来
の
あ
り
方
、
不
可
能
性
、
等
々
を

含
む
「
完
全
に
無
制
限
」
な
も
の
と
し
て
認
め
、
各
判
断
は
そ
こ
に
含
ま
れ
る
存

在
者
に
適
切
に
対
応
す
る
と
き
真
で
あ
る
、
と
主
張
す
る（

§51

）。
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
に
よ
れ
ば
、
対
応
説
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
明
確
化
を
経
る
こ
と
で
す
べ
て
の
真

理
を
包
括
す
る
妥
当
な
原
理
に
な
る
。　

だ
が
周
知
の
よ
う
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
世
紀
の
代
わ
り
目
こ
ろ
存
在
論
上

の
立
場
を
劇
的
に
変
え 

4

、
そ
れ
に
伴
い
、
今
み
た
よ
う
な
対
応
説
の
擁
護
は

彼
に
と
っ
て
不
可
能
に
な
る
。
直
前
で
み
た
よ
う
に
、
前
期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の

対
応
説
擁
護
は
放
埓
な
存
在
論
を
前
提
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
様
々

な
判
断
を
真
に
す
る
対
応
物
と
し
て
、
非
存
在
、
不
可
能
性
、
過
去
の
事
物
と

い
っ
た
「
非
具
体
物
」
の
存
在
を
前
提
し
て
い
る
。
だ
が
後
期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の

「
も
の
主
義Reism

us

」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
あ
る
種
の
言
語
的
虚
構
に
す
ぎ

ず
、
本
当
に
存
在
す
る
の
は
具
体
的
事
物
だ
け
だ
（K

:4f.

）。
よ
っ
て
、
も
は
や

対
応
説
は
す
べ
て
の
真
な
る
判
断
に
関
し
て
妥
当
な
原
理
と
は
み
な
さ
れ
え
な
い

（W
E:137f.

）。

で
は
そ
う
す
る
と
、
真
理
概
念
の
一
般
的
な
定
義
は
不
可
能
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
そ
う
考
え
な
い
。
後
期
の
彼
が
対
応
説
に
代
わ
っ
て
支
持

す
る
の
は
、「
明
証
性Evidenz

」
の
概
念
に
訴
え
る
定
義
だ
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に

よ
る
と
、
明
証
性
と
は
判
断
が
も
つ
原
始
的
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
つ
判
断

（
明
証
的
判
断
）
は
あ
る
独
特
の
確
実
さ
と
自
明
さ
を
も
っ
て
い
る
（W

E:142f.

）。

我
々
は
、
内
的
知
覚
に
基
づ
く
判
断
（「
い
ま
私
は
思
考
し
て
い
る
」）
や
論
理
法

則
の
判
断
（｢

（A
∧

￢
A

）
で
な
い
」）
な
ど
を
通
じ
て
明
証
的
判
断
と
は
何
か

を
把
握
し
て
お
り
、
判
断
が
真
で
あ
る
こ
と
の
本
源
的
理
解
は
こ
の
把
握
に
存
す

る
。
も
ち
ろ
ん
、
真
な
る
判
断
の
す
べ
て
が
明
証
的
な
わ
け
で
は
な
い
（
盲
目
的

に
真
な
判
断
も
あ
る
）
か
ら
、
単
純
に
「
真
理
＝
明
証
」
と
は
言
え
な
い
が
、
非

明
証
的
真
理
を
も
包
括
す
る
一
般
的
な
真
理
概
念
は
、
明
証
性
の
概
念
を
使
っ
て

次
の
よ
う
に
定
義
で
き
る
（W

E:139,G:142

）5:　
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（E）　

判
断
P
は
真
で
あ
る 

⇔ 
何
ら
か
の
判
断
者
が
P
と
一
致
し
た
明
証
的
判

断
を
下
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る

つ
ま
り
、
真
理
は
「
可
能
的
な
明
証
的
判
断
と
一
致
し
た
判
断
」
と
し
て
定
義
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ 

6

。
こ
う
し
て
後
期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、
真
理
は

明
証
性
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
る
。

２
．
標
準
解
釈
の
問
題
点

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
「
標
準
解
釈
」
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
真
理
論
の
発
展
を
ど

の
程
度
正
し
く
捉
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
ず
、
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
の
「
前
期
」
に
関
す
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
近
年
の
い
く

つ
か
の
研
究
に
よ
れ
ば 

7

、
右
の
解
釈
で
「
前
期
」
と
一
括
り
に
さ
れ
て
い
た

一
九
〇
〇
年
代
以
前
の
時
期
は
、
正
確
に
は
一
八
六
〇
～
七
〇
年
代
の
「
初
期
」

と
八
〇
～
九
〇
年
代
の
「
中
期
」
に
区
分
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
真
理
論
に
関
し

て
も
そ
れ
に
応
じ
た
見
直
し
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
た
し
か
に

有
益
だ
が
、
前
節
で
み
た
標
準
解
釈
に
関
し
て
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
こ
の
点

で
は
な
い
。
む
し
ろ
以
下
で
考
察
し
た
い
の
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
後
期
の

4

4

4

見
解

に
関
す
る
問
題
だ
。

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
「
前
期
」
を
ど
う
区
分
す
る
に
せ
よ
、
解
釈
者
た
ち
は
、
彼

の
後
期
の
見
解
を
右
で

（E）
と
し
て
定
式
化
し
た
「
明
証
説
」
と
し
て
捉
え
る
点
で

は
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
た
し
か
に
、
こ
の
解
釈
は
次
の
三
つ
の
事
実
か
ら
動

か
し
が
た
い
よ
う
に
み
え
る
。
第
一
に
後
期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
対
応
説
が
真
理

の
一
般
的
定
義
と
し
て
は
妥
当
で
な
い
と
い
う
立
場
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
る

（W
E: 94, 115-6, 124, 162f.; V

: 205

）。
だ
が
第
二
に
、
対
応
説
を
拒
否
し
な
が

ら
も
、
後
期
の
彼
は
真
理
の
一
般
的
な
特
徴
づ
け
を
依
然
と
し
て
模
索
し
て
い
る

（W
E: 131f., 137; L: 192f.; V

: 149f. 

）。
そ
し
て
第
三
に
、
後
期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
一
般
的
特
徴
づ
け
を
探
る
文
脈
で
「
明
証
性
」
の
概
念
を

も
ち
出
し
て
い
る
（W

E: 139; L: 194f.; V
: 150

）。
こ
れ
ら
の
事
実
を
み
る
限
り
、

後
期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
明
証
性
に
よ
っ
て
真
理
を
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
そ
う
結
論
す
る
の
は
気
が
早
い
。
と
い
う
の
も
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が

真
理
に
つ
い
て
実
際
に
述
べ
て
い
る
こ
と
の
中
に
は
、
標
準
解
釈
で
は
理
解
の
難

し
い
点
が
い
く
つ
か
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
を
具
体
的
に
述
べ
る
た
め
、
こ
こ
で
標

準
解
釈
（
な
い
し
「
前
期
」
に
つ
い
て
の
正
確
化
を
経
た
そ
の
修
正
版
）
が
暗
黙

の
う
ち
に
前
提
し
て
い
る
一
つ
の
想
定
に
目
を
向
け
よ
う
。
そ
の
想
定
と
は
、
後

期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
真
理
概
念
に
対
し
て
通
常
の
意
味
で
の
「
分
析
的
定
義
」
を

与
え
よ
う
と
し
て
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で「
分
析
的
定
義
」

と
は
、
何
ら
か
の
概
念
C
に
つ
い
て
（
少
な
く
と
も
）
次
の
二
つ
の
規
準
を
満
た

す
よ
う
な
定
義
項
を
与
え
る
試
み
の
こ
と
だ
：

（1）　

全
域
性
： 

定
義
項
は
、
概
念
C
の
す
べ
て
の
事
例
に
共
通
す
る
よ
う
な
構

成
的
条
件
（
そ
れ
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
当
の
事
例
が
C
の
事
例
と
な

る
よ
う
な
条
件
）
を
特
定
す
る
。

（2）　

非
循
環
性
： 

定
義
項
は
、
概
念
C
と
は
独
立
に
把
握
可
能
な
概
念
だ
け
を

含
む
。

こ
の
種
の
定
義
を
与
え
る
試
み
は
ご
く
な
じ
み
の
も
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
哲
学
者

た
ち
は
、
知
識
、
因
果
、
表
象
、
善
悪
、
福
利
、
等
々
の
概
念
に
対
し
て

（1）
と

（2）

を
満
た
す
よ
う
な
定
義
項
を
与
え
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
し
て
目
下
の
文
脈
に
即

し
て
言
え
ば
、
対
応
説
な
ど
の
伝
統
的
な
真
理
論
も
、
真
理
概
念
に
つ
い
て
ま
さ

に
こ
の
よ
う
な
定
義
項
を
与
え
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
理
解
で
き
る
。

よ
っ
て
、
も
し
標
準
解
釈
が
正
し
く
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
真
理
概
念
の
分
析
的

定
義
と
し
て

（E）
を
提
示
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
彼
は
、

（E）
の
下
辺
が

（1）
と

（2）
を



92

満
た
す
と
信
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
い
ま
簡
便
の
た
め
、

（E）
の
下
辺
が
表
す
条

件
を
「
明
証
と
の
一
致
」
条
件
と
呼
ぼ
う
。
そ
う
す
る
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
こ

の
条
件
は
す
べ
て
の
真
理
が
そ
れ
を
満
た
す
こ
と
で
真
と
な
る
よ
う
な
構
成
的
条

件
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
の
条
件
は
真
理
概
念
と
は
独
立
に
把
握
可
能
な
概
念
だ
け

を
含
む
、
と
信
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
は
た
し
て
こ
れ
は
正
し
い
だ
ろ
う
か
。

順
に
み
て
い
こ
う
。

（1）
に
関
し
て　

た
し
か
に
あ
る
箇
所
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
一
般
に
真
な
る
判

断
は
「
明
証
と
の
一
致
」
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

真
と
呼
ば
れ
る
、
と
い

う
主
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（A

N
: 301-2

）。
こ
の
こ
と
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

が
明
証
と
の
一
致
と
い
う
条
件
を
、
判
断
の
全
領
域
で
妥
当
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
」

な
真
理
の
構
成
的
条
件
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
話

は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
明
証
性
概
念
に
訴
え

た
真
理
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
特
徴
づ
け
に
加
え
て

4

4

4

4

、
い
く
つ
か
の
判
断
領
域
に
関
し

て
は
、
そ
の
領
域
だ
け
で
妥
当
す
る
よ
う
な
「
ロ
ー
カ
ル
」
な
真
理
の
構
成
的
条

件
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
外
界
に
関
す
る
判
断

4

4

4

4

4

4

4

4

の
一
部
に
つ
い
て
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
実
は
後
期

に
も
対
応
説
を
捨
て
て
い
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
後
期
の
彼
は
真
理
一
般
の
定

義
と
し
て
は
対
応
説
を
拒
否
す
る
が
、
そ
の
拒
否
は
決
し
て
全
面
的
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
点
は
強
調
さ
れ
る
べ
き
だ
。
す
な
わ
ち
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
対

応
説
の
妥
当
性
を
問
題
視
す
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
否
定
や
時
制
や
様
相
を
含
ん
だ
判

断
に
関
し
て
で
あ
り
（W

E: 116, 131f.

）、
こ
れ
ら
を
含
ま
ず
、
彼
の
い
う
具
体

的
事
物
を
対
象
と
す
る
よ
う
な
判
断

―
「
緑
の
木
が
あ
る
」
の
よ
う
な
現
在
時

制
の
肯
定
的
で
定
言
的
な
判
断

―
に
関
し
て
は
、
そ
の
真
理
性
が
外
界
の
事

物
と
の
対
応
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
（W

E: 94-5

）。

そ
も
そ
も
の
話
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
物
理
的
外
界
に
つ
い
て
の
実
在
論
者
だ
っ
た

の
だ
か
ら
（K

: 123

）、
こ
の
種
の
判
断
の
真
理
が
実
在
物
と
の
対
応
に
基
づ
か

な
い
と
考
え
る
方
が
む
し
ろ
不
自
然
だ
ろ
う
。　

ま
た
、
道
徳
的
判
断

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が

道
徳
的
判
断
を
真
な
い
し
偽
で
あ
り
う
る
も
の
と
捉
え
て
い
た
こ
と
は
ま
ず
間
違

い
な
い
（G: ch.3.Cf. M

cA
lister 

（1982

）.

ま
た
彼
の
著
書
の
一
つ
は
『
道
徳
的

認
識

4

4E
rkenntnis

の
源
泉
に
つ
い
て
』
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
た
い
）。
そ

し
て
彼
に
よ
る
と
、
道
徳
的
判
断
の
真
偽
は
、
正
し
い
情
動
作
用
（
愛
と
憎
）
と

の
一
致
の
う
ち
に
「
根
拠
を
も
つw

urzeln

」（U
: 19; V

: 37f.

）。
例
え
ば
、「
自

己
の
素
質
を
伸
ば
す
こ
と
は
善
い
」（U

: 31

）
と
い
う
判
断
が
真
な
の
は
、
自
己

の
素
質
を
伸
ば
す
こ
と
へ
の
愛
が
正
し
い
か
ら

4

4

に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
説

明
は
、
道
徳
的
判
断
の
真
理
性
を
構
成
す
る
の
は
「
正
し
い
愛
と
の
一
致
」
だ
と

い
う
主
張
と
し
て
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
さ
ら
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
論
理

や
数
学
に
お
け
る
確
然
的
判
断

4

4

4

4

4apodiktisches U
rteil

の
真
理
性
に
関
し
て
も
別

の
説
明
を
与
え
て
い
る
。
彼
の
言
う
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
確
然
的
判
断
は
す
べ

て
否
定
的
判
断
で
あ
り
（V

: 151; L: 168

）、
そ
の
真
理
性
は
、
概
念
と
い
う
一

般
的
な
表
象（L: 167-8

）に
本
性
上
許
さ
れ
た
結
合
可
能
性
の
範
囲
に
基
づ
く（L: 

76

）。
こ
の
よ
う
な
説
明
は
再
び
、
確
然
的
判
断
の
真
理
性
を
構
成
す
る
条
件
に

関
す
る
も
の
と
し
て
読
ま
れ
う
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
い
く
つ
か
の
判
断
領
域
に
固
有
の
真
理
の
構

成
条
件
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
る 

8

。
だ
が
こ
れ
は
一
見
不
可
解
だ
。
と

い
う
の
も
標
準
解
釈
に
従
え
ば
、
彼
は
、
す
べ
て
の
真
理
は
「
明
証
と
の
一
致
」

と
い
う
単
一
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
で
真
に
な
る
と
考
え
て
い
た
は
ず
だ
が
、
右

の
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
な
構
成
的
条
件
も
ま
た
、（
当
該
領
域
の
）
真
理
が
そ
れ
を
満

た
す
こ
と
で
真
に
な
る
条
件
の
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
条
件
と

ロ
ー
カ
ル
な
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
「
緑
の
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木
が
あ
る
」
と
い
う
判
断
が
真
で
あ
る
と
き
、
そ
れ
は
実
在
物
と
の
対
応
に
よ
っ

て
真
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
可
能
的
明
証
と
の
一
致
に
よ
っ
て
真
な
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
、
標
準
解
釈
は
満
足
な
答
え
を
与
え
な
い
。
つ
ま
り
以

上
の
考
察
は
、
た
と
え
す
ぐ
さ
ま
標
準
解
釈
の
誤
り
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
し

て
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
不
十
分
さ
を
示
し
て
い
る
。

（2）
に
関
し
て　

二
つ
目
の
点
に
移
ろ
う
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
実
際
に
、「
明
証
と

の
一
致
」
と
い
う
条
件
を
真
理
概
念
と
は
独
立
に
把
握
可
能
な
も
の
と
考
え
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
従
来
の
研
究
で
は
ほ
ぼ
自
明
視
さ
れ
て
お
り
省
み

ら
れ
る
こ
と
が
特
に
少
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
を
疑
う
べ
き
根
拠
は
あ

る
。
例
え
ば
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
あ
る
講
義
の
中
で
、
真
理
概
念
を
「
分
析
」
す
る

試
み
を
一
般
に
疑
問
視
す
る
発
言
を
し
て
い
る
。
真
理
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
分

析
の
試
み
が
ど
れ
も
失
敗
に
終
わ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
彼
は
次
の
よ
う
に
言

う
。「
あ
る
概
念
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
試
み
が
失
敗
に
終
わ
る
と
い

う
の
は
決
し
て
稀
な
こ
と
で
は
な
い
。
問
題
の
概
念
が
基
礎
的
な
も
の
で
あ
る
場

合
、
む
し
ろ
そ
れ
以
外
で
は
あ
り
え
な
い
の
だ
。〔
…
〕 

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、「
真
」

と
い
う
語
の
意
味
に
関
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
判
断
の
間
に
あ
る
基
礎

的
な
違
い
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」（G: 139

）。
こ
こ
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
こ
の

見
方
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
な
い
の
で
決
定
的
と
は
言
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も

彼
が
、
真
理
概
念
が
他
の
ど
ん
な
概
念
に
よ
っ
て
も
（
ゆ
え
に
当
然
「
明
証
性
」

に
よ
っ
て
も
）
分
析
さ
れ
え
な
い
と
い
う
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
は

念
頭
に
お
か
れ
る
べ
き
だ
ろ
う 

9

。

さ
ら
に
「
明
証
性
」
概
念
に
目
を
移
し
て
も
、
標
準
解
釈
に
と
っ
て
状
況
は

好
転
し
な
い
。
た
し
か
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
複
数
の
箇
所
で
、
明
証
性
の
概
念

は
真
理
の
概
念
に
「
先
行
す
る
」
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
（L: 

192, A
N

: 301f., W
E: 115, 135

）、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
両
者
の
間
の
認
識
論
的

序
列
（
判
断
の
真
理
性
を
確
証
す
る
に
は
明
証
的
判
断
に
よ
る
根
拠
づ
け
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
）
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
概
念
把
握
の
先
行
性
に
関
す
る

結
論
を
支
持
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
「
明
証
的
判
断
」

を
特
徴
づ
け
て
い
る
他
の
箇
所
を
み
て
も
、
見
出
さ
れ
る
の
は
、「
自
明
な
真
理
」

（W
E:140

）
の
よ
う
に
あ
か
ら
さ
ま
に
真
理
概
念
を
前
提
し
た
も
の
や
、「
偽
で
あ

る
可
能
性
を
排
除
す
る
」（W

E: 144; G: 141

）
の
よ
う
に
実
質
的
に
真
理
概
念

を
前
提
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
明
証
性
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
こ
と
の
多
く
は
、
む
し
ろ
真
理
概
念
を
前
提
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

3
．
解
決
案

―
機
能
的
概
念
と
し
て
の
真
理

以
上
の
よ
う
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
真
理
論
に
関
す
る
標
準
解
釈
は
、
と
り
わ

け
彼
の
後
期
思
想
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
後
期
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
は
、
た
し
か
に
何
ら
か
の
仕
方
で
明
証
性
を
介
し
て
真
理
を
特
徴
づ
け
て

い
る
が
、
彼
が
真
理
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
の
全
体
を
、
明
証
性
概
念
に
よ

る
真
理
の
分
析
的
定
義
の
試
み
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
だ
。
で
は
そ

う
す
る
と
、
後
期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
う
ち
に
は
い
か
な
る
一
貫
し
た
真
理
論
上
の

立
場
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
本

節
で
は
、
標
準
解
釈
に
代
わ
る
新
た
な
解
釈
仮
説
と
し
て
「
機
能
主
義
解
釈
」
と

呼
び
う
る
も
の
を
提
案
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
一
見
謎
め
い
て
み
え
る
後
期
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
の
真
理
論
も
十
分
に
整
合
的
な
（
そ
し
て
魅
力
的
な
）
立
場
と
し
て
読

め
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

機
能
的
概
念　

以
下
の
解
釈
で
要
に
な
る
の
は
、
真
理
は
「
機
能
的
概
念
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
の
一
種
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る 

10

。
こ
の
考
え
方
の
内
実
を

捉
え
る
に
は
、
と
り
わ
け
、
心
に
つ
い
て
の
機
能
主
義（
以
下
単
に「
機
能
主
義
」）

が
理
解
す
る
心
的
概
念

4

4

4

4

と
の
類
比
が
役
に
立
つ
。
そ
こ
で
ま
ず
は
そ
ち
ら
か
ら
み
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て
お
こ
う
。
機
能
主
義
に
よ
る
と
、
心
的
概
念
は
、
個
体
の
様
々
な
特
徴
が
織
り

な
す
因
果
的
・
法
則
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
の
機
能
的
役
割
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ

る
。
例
え
ば
「
痛
み
」
の
概
念
は
、
侵
害
刺
激
に
よ
っ
て
生
じ
、
回
避
行
動
を
引

き
起
こ
す
と
い
う
役
割
（
前
者
か
ら
後
者
へ
の
因
果
的
推
移
を
媒
介
す
る
役
割
）

な
ど
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
心
的
概
念
に
は
、
二
つ
の
重
要
な
特
性
が
あ
る
。
ま

ず
、
一
つ
の
心
的
概
念
は
多
様
な
仕
方
で
実
現

4

4

4

4

4

4

4

4

さ
れ
う
る
。
こ
れ
は
、
心
的
概
念

を
定
義
す
る
「
役
割
そ
れ
自
体
」
と
そ
の
役
割
を
「
実
現
す
る
特
徴
」
と
い
う
二

つ
の
レ
ベ
ル
が
区
別
可
能
な
こ
と
に
よ
る
。
再
び
痛
み
を
例
に
と
る
と
、
こ
の
概

念
を
定
義
す
る
諸
々
の
役
割
は
、
我
々
ヒ
ト
に
お
い
て
は
「
C
繊
維
の
発
火
」
と

い
う
特
徴
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
（
と
さ
れ
て
い
る
）。
つ
ま
り
ヒ
ト
個
体
に
お

い
て
は
、
侵
害
刺
激
と
回
避
行
動
の
間
に
立
っ
て
そ
の
推
移
を
媒
介
す
る
の
は
こ

の
神
経
生
理
学
的
特
徴
だ
。
し
か
し
他
の
生
物
種
や
火
星
人
に
お
い
て
は
、
こ

の
同
じ
役
割
を
実
現
す
る
特
徴
は
別
で
あ
っ
て
構
わ
な
い
（
し
現
に
別
だ
ろ
う
）。

心
的
概
念
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
諸
特
徴
よ
り
も
抽
象
度
の
高
い
概
念
な
の
だ
。

第
二
に
、
様
々
な
心
的
概
念
は
相
互
に
定
義
的

4

4

4

4

4

4

な
関
係
に
立
つ
。
こ
れ
は
、
一

つ
の
心
的
概
念
を
定
義
す
る
役
割
が
他
の
様
々
な
心
的
概
念
へ
の
言
及
を
含
む
か

ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
痛
み
」
の
役
割
に
は
、
右
で
挙
げ
た
も
の
の
他
に
も
、「
怒

り
」
や
「
焦
燥
感
」
を
引
き
起
こ
す
と
い
っ
た
も
の
や
、
あ
る
信
念
（「
痛
み
は

じ
き
快
に
変
わ
る
」）
と
一
緒
に
な
っ
て
あ
る
欲
求
（「
も
っ
と
痛
み
を
」）
を
引

き
起
こ
す
と
い
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
後
者
の
心
的

概
念
を
定
義
す
る
役
割
の
方
も
、
ま
た
別
の
心
的
概
念
へ
の
言
及
な
し
に
は
特
定

さ
れ
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
仕
方
で
、
心
的
概
念
は
互
い
の
内
実
を
（
包
括

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
全
体
論
的
・
間
接
的
に
）
規
定
し
合
う
の
で
あ
る
。

機
能
主
義
解
釈　

以
上
を
ふ
ま
え
て
話
を
戻
そ
う
。
こ
こ
で
提
案
し
て
み
た
い
の

は
、
後
期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
真
理
の
概
念
を
、
い
ま
み
た
よ
う
な
心
的
概
念
と
類
比

的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
解
釈
仮
説
で
あ
る 

11

。
既

述
の
よ
う
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
真
理
が
帰
属
す
る
も
の
（
真
理
の
担
い
手
）
を

判
断

4

4

と
し
て
い
た
。
よ
っ
て
こ
の
場
合
彼
は
、
真
理
は
、
判
断
の
諸
特
徴
が
織
り

な
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
、
そ
の
中
で
の
特
定
の
役
割
と
し
て
定
義
さ
れ
る

概
念
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
解
釈

―
「
機
能
主
義
解
釈
」

―

は
、
私
の
知
る
限
り
こ
れ
ま
で
提
案
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
標
準
解
釈
に
と
っ

て
問
題
だ
っ
た
二
つ
の
点
を
う
ま
く
解
決
し
て
く
れ
る
。

標
準
解
釈
に
と
っ
て
の
一
つ
目
の
問
題
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ
る
真
理
の
二

種
類
の
特
徴
づ
け
（
グ
ロ
ー
バ
ル
／
ロ
ー
カ
ル
）
の
関
係
が
不
明
に
留
ま
る
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
機
能
主
義
解
釈
を
と
れ
ば
、
こ
の
点
は
次
の
よ
う
に
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
な
特
徴
づ
け
の
方
は
、
真
理
概
念
を
定

義
す
る
単
一
の
「
機
能
的
役
割
」
を
記
述
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
で
き
る
。
既
に

み
た
よ
う
に
、
た
し
か
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
真
理
概
念
を
一
般
的
に
特
徴
づ
け

る
際
に
「
明
証
性
」
の
概
念
を
も
ち
出
し
て
い
る
（W

E: 115, 139, 140

）。
だ

が
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
明
証
性
を
介
し
た
真
理
の
特
徴
づ
け
は
決
し
て
孤
立

し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
だ
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
特
徴
づ
け
は
、
判
断
が
も

つ
他
の
様
々
な
特
徴

―
志
向
的
内
容
と
質
（W

E:115

）、
疑
い
の
合
理
性
（G: 

141

）、
蓋
然
性
（W

E: 145

）、
絶
対
性
（W

E: 133

）、
内
在
的
価
値
（U

: 28

）

な
ど

―
や
、
判
断
同
士
の
様
々
な
関
係

―
矛
盾
対
当
（W

E: 132

）、
正
当

化
（W

E: 115

）、
演
繹
的
導
出
（L: 202f.

）
な
ど

―
を
巻
き
込
む
形
で
行
わ

れ
て
い
る 

12

。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
特
徴
づ
け
は
、
い
ず
れ
も
領
域
中
立
的
な
（
特

定
の
判
断
領
域
に
固
有
で
は
な
い
）
も
の
と
し
て
意
図
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
に
よ
る
真
理
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
特
徴
づ
け
は
実
質
的
に
、
真
理
を
こ
れ

ら
の
特
徴
や
関
係
か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
―
た
だ
し
心
的
概
念
の
場
合
と
は
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異
な
り
推
論
的
な
そ
れ

―
の
中
で
規
定
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ

こ
で
は
、
ど
の
領
域
の
判
断
に
属
す
る
と
き
に
も
共
通
す
る
よ
う
な
真
理
の
機
能

的
役
割
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

一
方
で
、
い
く
つ
か
の
判
断
領
域
に
関
し
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
与
え
る
ロ
ー
カ

ル
な
記
述
は
、
こ
の
単
一
の
「
真
理
役
割
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
実
現
す
る
諸

特
徴
に
つ
い
て
の
も
の
と
し
て
読
ま
れ
う
る
。
前
述
の
よ
う
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、

あ
る
種
の
判
断
は
「
実
在
物
と
対
応
す
る
」
と
い
う
特
徴
を
も
つ
こ
と
で
真
に
な

る
、
と
い
う
考
え
を
後
期
に
も
認
め
て
い
た
。
だ
が
機
能
主
義
解
釈
を
と
る
な
ら
、

そ
こ
で
彼
が
認
め
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
種
の
判
断
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

真
理
役

割
を
実
現
す
る
の
が
こ
の
特
徴
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
、

他
の
種
類
の
判
断
に
お
い
て
同
じ
真
理
役
割
を
実
現
す
る
の
が
別
の
特
徴
で
あ
る

と
い
う
可
能
性
は
排
除
さ
れ
て
い
な
い
。（
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
あ
る
種
の
個
体

に
お
い
て
痛
み
役
割
を
実
現
す
る
の
は
特
徴
A
だ
と
い
う
主
張
が
、
他
の
種
の
個

体
で
そ
れ
を
実
現
す
る
の
は
別
の
特
徴
B
や
C
だ
と
い
う
主
張
を
排
除
し
な
い

の
と
同
様
だ
。）
そ
し
て
実
際
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
道
徳
的
判
断
や
数
学
的
判
断

に
つ
い
て
与
え
る
説
明
は
、
ま
さ
に
真
理
役
割
を
実
現
す
る
そ
う
し
た
「
別
の
特

徴
」
を
特
定
す
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
機
能
主
義
解
釈

は
、
真
理
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
特
徴
づ
け
と
ロ
ー
カ
ル
な
そ
れ
の
双
方
に
自
然
な
位

置
づ
け
を
与
え
ら
れ
る
。

で
は
標
準
解
釈
の
二
つ
目
の
問
題
点
、
す
な
わ
ち
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
「
明
証

性
」
の
概
念
を
真
理
概
念
か
ら
独
立
し
た
も
の
と
は
捉
え
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

る
、
と
い
う
点
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
機
能
主
義
解
釈
は
無

理
の
な
い
理
解
を
提
供
で
き
る
。
心
的
概
念
の
特
性
と
し
て
右
で
み
た
二
つ
目
を

思
い
出
そ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
様
々
な
心
的
概
念
は
、
そ
れ
ら
を
含
ん
だ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
で
互
い
に
互
い
を
定
義
し
合
う
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
真

理
が
心
的
概
念
と
類
比
的
な
も
の
で
あ
る
な
ら
、
真
理
概
念
を
部
分
的
に
定
義
す

る
「
明
証
性
」
の
よ
う
な
概
念
が
、
逆
に
真
理
概
念
を
通
じ
て
部
分
的
に
定
義

さ
れ
る
と
し
て
も
全
く
お
か
し
く
は
な
い 

13

。
つ
ま
り
機
能
主
義
解
釈
は
、
ブ

レ
ン
タ
ー
ノ
が
明
証
性
を
真
理
か
ら
独
立
な
も
の
と
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

事
実
（
こ
れ
が
事
実
だ
と
し
て
）
を
説
明

4

4

し
て
く
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、

真
理
概
念
と
こ
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
概
念
は
明
証
性
だ
け
で
は
な
い
。
と
い
う

の
も
、
真
理
の
機
能
的
役
割
を
定
め
る
も
の
と
し
て
先
に
示
唆
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
づ
く
る
他
の
特
徴
や
関
係
の
諸
概
念

―
判
断
の
質
、
蓋
然
性
、
矛
盾
対

当
、
演
繹
的
導
出
な
ど

―
は
、
ど
れ
も
多
か
れ
少
な
か
れ
真
理
概
念
を
前
提
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
（
例
え
ば
演
繹
的
導
出
と
は
真
理

4

4

保
存
的
な
推
論
形

態
で
あ
る
、
等
々
）。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
真
理
概
念
の
内
実
を
規
定
す

る
と
同
時
に
、
真
理
と
特
定
の
仕
方
で
関
係
す
る
こ
と
に
よ
り
内
実
を
与
え
ら
れ

て
い
る
の
だ
。

こ
う
し
て
機
能
主
義
解
釈
は
、
標
準
解
釈
が
残
し
て
い
た
二
つ
の
問
題
に
解
明

を
与
え
る
。
だ
が
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
解
釈
が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
帰
す
立
場
は
、

理
論
的
に
み
て
も
興
味
深
い
。
一
般
に
、
真
理
に
は
次
の
よ
う
な
一
見
奇
妙
な
特

性
が
あ
る
（cf. Lynch 2009

）。
す
な
わ
ち
一
方
で
、
真
理
と
い
う
特
徴
そ
れ
自

体
は
、
ど
の
領
域
の
判
断
に
属
す
る
と
き
に
も
同
一
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、

他
方
で
は
、
異
な
る
領
域
の
判
断
が
真
に
な
る
仕
方
は
領
域
ご
と
に
（
例
え
ば
外

界
に
関
す
る
真
理
と
道
徳
的
真
理
と
で
は
）
大
き
く
異
な
る
よ
う
に
み
え
る
。
つ

ま
り
真
理
は
、
同
時
に
「
一
に
し
て
多
」
で
あ
る
と
い
う
奇
妙
な
特
性
を
も
つ
の

だ
。
し
か
し
真
理
を
機
能
的
概
念
と
す
る
立
場
は
、
真
理
の「
役
割
」と
そ
の「
実

現
特
徴
」
を
区
別
す
る
こ
と
で
、
こ
の
特
性
が
ど
う
し
て
成
り
立
つ
か
を
う
ま
く

説
明
し
て
く
れ
る
。
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４
．
結
語

以
上
本
稿
で
は
、
後
期
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
真
理
論
を
考
察
し
、
真
理
は
機
能
的

概
念
の
一
種
だ
と
い
う
見
解
を
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
帰
す
我
々
の
解
釈
は
、
標
準

解
釈
に
は
な
い
い
く
つ
か
の
利
点
を
も
つ
と
論
じ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
解
釈
に

も
、
テ
キ
ス
ト
的
根
拠
の
補
強
を
は
じ
め
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
が
、
最
後

に
一
つ
だ
け
、
こ
の
解
釈
が
開
く
よ
り
大
き
な
展
望
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
そ
の

展
望
は
、「
概
念
の
起
源
を
解
明
す
る
」
と
い
う
哲
学
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
英
経
験
論

か
ら
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
受
け
継
ぎ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
フ
や
初
期
フ
ッ
サ
ー
ル
も
追
求

し
た
も
の
）
の
内
実
と
意
義
を
捉
え
直
す
可
能
性
に
関
わ
る
も
の
だ
。
従
来
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
的
原
子
論
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
ら
に
よ
る
そ
れ
へ
の
と
り
組
み
も
そ
の
観
点
か
ら
理
解
さ
れ
て
き
た
（cf. 

Chrudzim
ski 

（2001: 71

））。
だ
が
私
見
で
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
眼
目
は
む

し
ろ
非
原
子
論
的
な
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
、
各
概
念
が
本
来
の
仕
方
で
は
た
ら

く
固
有
の
脈
絡

4

4

を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
脈
絡
を
形
づ
く
る
他
の
概
念
と
の
関
連
の

う
ち
で
当
の
概
念
の
内
実
を
問
う
、
と
い
う
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
。
本
稿

で
与
え
た
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
真
理
論
の
解
釈
は
こ
の
方
向
へ
歩
み
出
す
も
の
だ
。
こ

の
観
点
か
ら
み
た
と
き
、
現
象
学
の
試
み
全
体
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
見
え

て
く
る
の
か
、
そ
れ
を
探
る
の
は
ま
た
別
の
機
会
に
し
よ
う
。
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ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
学
派
の
現
象
学
が
実
在
論
的
で
あ
る
理
由
の
ひ

と
つ
は
、
そ
れ
が
自
律
的
に
存
在
す
る
世
界
に
関
す
る
存
在
論
的
探
求
と
さ
れ
る

点
に
あ
る
。
意
識
は
世
界
の
一
部
で
あ
り
、
意
識
の
本
質
的
特
徴
の
現
象
学
的
分

析
は
、
た
と
え
ば
事
物
の
本
質
的
特
徴
の
存
在
論
的
分
析
と
根
本
的
に
は
同
じ
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
発
想
は
、（
形
式
的
・
領
域
的
）
存
在
論
は
現
象
学

的
な
構
成
分
析
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
と
い
う
超
越
論
的
現
象
学
の
立
場
か
ら
し

て
み
れ
ば
、
素
朴
さ
に
捉
わ
れ
た
ま
ま
に
見
え
る
だ
ろ
う
。実
際
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、

実
在
論
的
な
現
象
学
者
た
ち
を
未
熟
な
現
象
学
者
と
断
じ
た
の
だ
っ
た 
*1

。
だ

が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
学
派
の
現
象
学
者
た
ち
に
と
っ
て
、
実
在
論

は
つ
ね
に
単
に
前
提
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
象
学
的
分
析
そ
の
も
の
の

中
に
実
在
論
の
根
拠
を
示
す
こ
と
の
試
み

︱
実
在
論
を
前
提
す
る
実
在
論
的
現

象
学
と
対
比
す
る
た
め
、
こ
れ
を
「
現
象
学
的
実
在
論
」
と
呼
ぼ
う

︱
も
、
彼

ら
の
議
論
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 

*2

。
本
論
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
現
象

学
的
実
在
論
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
学
派
の
議
論
か
ら
再
構
成
し
（
第

一
節
）、
そ
れ
が
含
意
す
る
存
在
論
的
主
張
の
内
実
を
実
在
論
的
な
観
点
か
ら
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
（
第
二
節
）。

わ
れ
わ
れ
が
本
論
で
現
象
学
的
実
在
論
の
試
み
の
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
の

は
、
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
に
よ
る
感
覚
の
現
象
学
的
分
析
で
あ
る
。
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
本

人
に
よ
れ
ば
、
彼
の
分
析
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
学
派
で
蓄
積
さ
れ
て

き
た
議
論
に
多
く
を
負
う（cf. Streit II/1, 194n20a

）。し
た
が
っ
て
以
下
で
は
、

イ
ン
ガ
ル
デ
ン
が
明
示
的
に
参
照
す
る
議
論
や
、
暗
黙
的
に
前
提
し
て
い
る
と
み

な
せ
る
議
論
も
、
そ
の
他
の
実
在
論
的
現
象
学
者
か
ら
適
宜
援
用
す
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
学
派
に
お
け
る
現
象
学
的
実
在
論
の
あ

り
方
を
よ
り
ひ
ろ
く
見
渡
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
は
す
だ
。

本
題
に
入
る
前
に
、
感
覚
の
現
象
学
を
主
題
と
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
お

こ
う
。
そ
の
た
め
に
は
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
る
知
覚
の
現
象
学
的
分
析
と
観
念
論
的

主
張
の
関
連
を
簡
単
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
知
覚
を
、
非
志

向
的
な
感
覚
与
件
に
そ
れ
を
統
握
す
る
志
向
が
結
び
つ
く
こ
と
で
成
り
立
つ
経
験

と
し
て
分
析
す
る
（cf. H

ua X
IX

/1, 396–7; III/1, 85–6

）。
感
覚
与
件
は
世
界

内
の
何
か
で
は
な
く
意
識
の
実
的
な
成
素
で
あ
り
、
知
覚
経
験
の
対
象
で
は
な
い

（cf. X
IX

/1, 387

）。
感
覚
的
な
も
の
は
た
し
か
に
知
覚
経
験
の
一
部
を
な
す
が
、

そ
れ
は
体
験
（erleben

）
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
対
象
的
な
仕
方
で
意
識
に

登
場
す
る
の
で
あ
る
（cf. H

ua X
IX

/1, 358, 411

）。
し
た
が
っ
て
フ
ッ
サ
ー
ル

に
と
っ
て
、
知
覚
経
験
の
感
覚
的
な
側
面
に
関
わ
る
現
象
学
的
記
述
は
、
知
覚
が

現
象
学
的
実
在
論
と
感
覚
の
関
係
説

植

村

玄

輝
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世
界
に
つ
い
て
の
経
験
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
知
覚
経
験
の

現
象
学
的
記
述
が
そ
こ
で
開
か
れ
る
世
界
の
記
述
で
も
あ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も

そ
の
経
験
が
持
つ
志
向
的
な
側
面
の
お
か
げ
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
見

解
は
、〈
世
界
や
そ
の
中
の
事
物
は
（
可
能
な
）
知
覚
経
験
の
志
向
的
相
関
者
と
し

て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
〉
と
い
う
観
念
論
的
な
主
張
に
強
い
動
機
づ
け
を
与

え
る
こ
と
に
な
る 
*3

。

知
覚
経
験
が
非
志
向
的
な
感
覚
的
側
面
と
志
向
的
側
面
か
ら
な
る
と
い
う
フ
ッ

サ
ー
ル
的
見
解
を
、
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は
一
方
で
踏
襲
す
る
（cf. RIGW

8, 15

）。

し
か
し
他
方
で
彼
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
観
念
論
的
主
張
を
退
け
る
た
め
に
、
感
覚

与
件
が
世
界
内
に
存
在
す
る
何
か
で
あ
る
と
論
じ
る
。
感
覚
与
件
が
世
界
内
に
あ

る
な
ら
ば
、
知
覚
経
験
の
感
覚
的
な
側
面
を
な
す
体
験
は
、
す
で
に
世
界
と
の
独

自
の
関
係
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
感
覚
与
件
の
外
在
性
を
現
象
学

分
析
を
通
じ
て
示
せ
る
な
ら
ば
、
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は
フ
ッ
サ
ー
ル
さ
え
も
認
め
ざ

る
を
え
な
い
根
拠
に
も
と
づ
い
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
観
念
論
の
動
機
を
拒
否
し
、

そ
の
か
ぎ
り
で
実
在
論
を
示
唆
す
る
見
解
を
擁
護
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
．
現
象
学
的
実
在
論

感
覚
与
件
の
外
在
性
と
い
う
主
張
に
対
し
て
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
が
与
え
る
現
象
学

的
な
根
拠
は
、〈
知
覚
経
験
の
感
覚
的
側
面
を
な
す
感
覚
与
件
は
、
経
験
主
体
と
し

て
の
自
我
が
関
与
す
る
こ
と
で
意
識
に
登
場
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で

「
自
我
に
対
し
て
異
他
的
（ichfrem

d

）」
で
あ
る
〉
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
本
節
で
こ
の
議
論
の
二
つ
の
可
能
な
再
構
成
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
吟
味
す

る
。

感
覚
与
件
の
自
我
に
対
す
る
異
他
性
か
ら
の
議
論　

イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は
、
感
覚
与

件
が
自
我
に
対
し
て
異
他
的
で
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
、
実
在
論
が
直
接

支
持
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
（cf. RIGW

4, 232–3

）。
だ
が
そ
の

際
に
、
感
覚
与
件
の
自
我
に
対
す
る
異
他
性
を
ほ
と
ん
ど
議
論
な
し
に
認
め
ら
れ

て
し
ま
う
。こ
の
主
張
の
内
実
は
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
自
明
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、

イ
ン
ガ
ル
デ
ン
の
議
論
を
再
構
成
し
て
成
否
を
問
う
た
め
に
は
工
夫
が
必
要
に
な

る
。感

覚
与
件
の
自
我
に
対
す
る
異
他
性
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
＝
マ
ル
チ
ウ
ス

︱
彼

女
の
感
覚
論
か
ら
の
影
響
を
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は
明
言
す
る
（cf. RIGW

4, 43–44, 
162–163

）

︱
が
『
レ
ア
ル
な
外
界
の
存
在
論
と
現
出
論
』
に
残
し
た
一
連
の

議
論
に
よ
っ
て
明
確
化
で
き
る
。
コ
ン
ラ
ー
ト
＝
マ
ル
チ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、「『
感

覚
的
に
』
現
れ
る
も
の
は
、
意
識
の
領
域
の
も
と
（an

）
な
い
し
な
か
（in

）
に

そ
も
そ
も
登
場
せ
ず
、
む
し
ろ
〔
…
〕
意
識
の
彼
岸
に
あ
る
『
世
界
』
に
い
わ
ば

後
側
か
ら
固
定
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
根
ざ
し
た
位
置
を
持
つ
」（O

ERA
, 

443

）。
こ
う
し
た
言
い
回
し
は
ひ
ど
く
比
喩
的
だ
が
、
知
覚
を
想
像
や
想
起
（
こ

れ
ら
は
あ
わ
せ
て
「
表
象
」
と
呼
ば
れ
る
）
と
対
比
す
る
彼
女
の
別
の
議
論
を
踏

ま
え
る
こ
と
で
よ
り
は
っ
き
り
す
る
。
対
比
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
る
。
第
一

に
、
想
起
や
想
像
の
対
象
は
、
そ
れ
が
現
れ
る
位
置
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
与

え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
（cf. O

ERA
, 366

）。
た
と
え
ば
部
屋
に
来
る
は
ず
の

人
を
待
ち
わ
び
た
挙
げ
句
、
そ
の
人
が
外
の
廊
下
を
歩
く
の
を
思
い
描
く
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
誰
も
い
な
い
外
の
廊
下
に
そ
の
人
が
現
れ
る
と
い
う
経
験
を
持
つ

（cf. O
ERA

, 370

）。
知
覚
経
験
の
対
象
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
と

い
う
意
味
で
世
界
に
「
後
側
か
ら
固
定
さ
れ
」、
そ
こ
に
「
根
ざ
す
」
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
知
覚
経
験
の
対
象
も
想
起
・
想
像
経
験
の
対
象
も
直
観
的
に
現
れ
る

が
、
お
の
ず
か
ら
顕
わ
に
な
る
（「
自
己
告
知
（Selbstkundgabe

）」）
と
い
う

様
式
で
現
出
す
る
も
の
は
前
者
に
限
ら
れ
る
（cf. O

ERA
, 371

）。
知
覚
経
験
の
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対
象
の
現
れ
を
直
観
的
な
も
の
に
す
る
感
覚
与
件
は
、
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て
主
体

の
外
か
ら
意
識
に
登
場
す
る
も
の
と
し
て
体
験
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
点

に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
知
覚
対
象
が
感
覚
的
に
意
識
に
現
れ
る
こ
と
に

関
し
て
、
わ
れ
わ
れ
経
験
主
体
は
無
力
で
あ
る
（cf. Streit II/1, 175–7, 199

）。

こ
の
無
力
さ
こ
そ
、
感
覚
与
件
が
自
我
に
対
し
て
異
他
的
で
あ
る
こ
と
の
内
実
に

他
な
ら
な
い
。

だ
が
、
感
覚
与
件
が
い
ま
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
意
味
で
世
界
に
根
ざ
し
、
自

我
に
対
し
て
異
他
的
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
世
界
内
の
存
在
者
と
み
な
す
十
分

な
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
世
界
内
に
存
在
す
る
も
の
は
自
我
に
対
し
て
異
他
的
だ

が
、
そ
の
逆
は
必
ず
し
も
成
り
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ガ
イ
ガ
ー
が
（
感
覚
論

と
は
別
の
文
脈
で
）
指
摘
し
た
よ
う
に
、
た
と
え
ば
突
然
沸
き
起
こ
る
怒
り
や
願

望
は
、
私
が
そ
れ
に
抗
う
こ
と
さ
え
あ
る
以
上
、
経
験
主
体
と
し
て
の
自
我
が
関

与
す
る
経
験
で
は
な
く
自
我
に
対
し
て
異
他
的
で
あ
る
が
、
私
の
意
識
の
実
的
な

成
素
で
あ
る
（cf. Geiger 1913, 611–2

）。

身
体
性
と
因
果
的
被
拘
束
性
か
ら
の
議
論　

そ
の
一
方
で
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
に
は
、

知
覚
経
験
の
感
覚
的
側
面
が
そ
れ
自
体
で
世
界
へ
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
、
感
覚

与
件
の
自
我
に
対
す
る
異
他
性
に
さ
ら
な
る
考
察
を
加
え
て
論
じ
る
戦
略
も
見
い

だ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
、
知
覚
経
験
そ
の
も
の
に
備
わ
る
と
さ
れ

る
身
体
性
と
因
果
的
拘
束
性
で
あ
る
。

感
覚
与
件
が
自
我
に
と
っ
て
異
他
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
れ
る
こ
と
に
関
し
て

わ
れ
わ
れ
が
無
力
な
ら
ば
、
知
覚
経
験
の
主
体
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ
は
自
由
を
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。し
か
し
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
制
限
は
、

知
覚
経
験
の
身
体
性
の
た
め
に
全
面
的
で
は
な
い
。
引
用
し
よ
う
。

　

意
識
主
体
は
も
ち
ろ
ん
当
該
の
内
容
〔=

感
覚
与
件
〕
を
感
覚
す
る
こ
と
を

や
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
諸
々
の
際
立
っ
た
条
件
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
１
．
当
該
の
知
覚
さ
れ
た
対
象
が
「
視
野
」
か
ら
同
時
に
消
え
去

る
、
２
．
そ
の
前
に
、「
感
覚
し
た
く
な
い
」
と
い
う
一
時
的
な
体
験
が
、
ど

ん
な
束
の
間
の
も
の
で
あ
れ
、
感
覚
主
体
の
意
識
流
に
登
場
す
る
、
３
．
感

覚
さ
れ
た
「
異
他
的
な
」
内
容
の
な
ん
ら
か
の
別
の
流
れ
が
登
場
す
る
、４
．

そ
れ
と
は
全
く
別
種
の
な
ん
ら
か
の
感
覚
与
件

︱
そ
れ
ら
は
、〔
…
〕
わ
れ

わ
れ
が
「
自
分
の
身
体
」
と
呼
ぶ
ま
っ
た
く
新
た
な
種
類
の
対
象
を
現
出
さ

せ
る
能
力
を
持
つ

︱
が
自
我
に
迫
る
、
と
い
う
条
件
だ
。（Streit II/1, 

185–6

）

イ
ン
ガ
ル
デ
ン
の
こ
の
主
張
は
、
見
か
け
は
と
も
か
く
内
容
に
関
し
て
は
ご
く

常
識
的
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
知
覚
経
験
の
身
体
性
と
い
う
見
解

も
、
そ
れ
を
身
体
感
覚
に
よ
っ
て
分
析
す
る
こ
と
も
、
今
日
の
現
象
学
の
世
界
で

は
陳
腐
に
す
ら
響
く
。
そ
し
て
知
覚
経
験
の
身
体
性
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
観
念
論
と

両
立
す
る
の
だ
か
ら
（cf. Sm

ith 2007

）、
目
下
の
文
脈
で
そ
れ
だ
け
を
強
調
す

る
ポ
イ
ン
ト
は
な
い
。

イ
ン
ガ
ル
デ
ン
の
独
自
性
は
、
知
覚
経
験
の
身
体
性
を
実
在
論
の
現
象
学
的
な

根
拠
に
ま
で
高
め
る
議
論
を
す
る
点
に
あ
る
。
そ
こ
で
鍵
と
な
る
の
は
、
知
覚
経

験
の
感
覚
的
側
面
に
認
め
ら
れ
る
、
因
果
的
拘
束
性
と
い
う
要
素
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
知
覚
経
験
に
お
い
て
感
覚
与
件
を
何
か
が
自
分
に
因
果
的
に
働
き
か
け
た

結
果
と
し
て
所
持
し
、
そ
う
し
た
「
惹
起
（Erregung

）」
を
、〈
私
に
属
す
る
が
、

自
我
に
対
し
て
異
他
的
な
も
の
〉
と
し
て
一
緒
に
非
対
象
的
に
体
験
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
（cf. Streit II/1, 179–80

）。
こ
う
し
た
惹
起
は
、〈
外
側
か
ら
何
か
に

よ
っ
て
因
果
的
に
働
き
か
け
ら
れ
る
が
、
私
の
も
の
で
あ
る
よ
う
な
物
体
〉
と
し

て
の
身
体
の
非
対
象
的
体
験
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
惹
起
の
非

対
象
的
な
経
験
を
常
に
伴
う
知
覚
経
験
の
非
志
向
的
で
感
覚
的
な
側
面
は
、〈
当
該
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の
経
験
主
体
の
身
体
〉
と
〈
そ
れ
に
働
き
か
け
る
物
的
存
在
者
〉
の
両
方
を
含
む

世
界
へ
の
関
係
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

残
念
な
が
ら
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は
目
下
の
文
脈
で
具
体
例
を
挙
げ
な
い
た
め
、
惹

起
に
関
す
る
自
身
の
現
象
学
的
分
析
に
十
分
な
説
明
を
与
え
て
い
る
と
は
い
い
が

た
い
。
だ
が
、
以
下
の
よ
う
な
例
は
こ
の
分
析
を
も
っ
と
も
な
も
の
に
す
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
が
自
分
の
視
野
の
中
心
に
あ
る
本
に
注
意
を
向
け
な
が
ら

読
ん
で
い
る
と
き
に
、
隅
の
ほ
う
で
な
に
か
白
い
光
が
ち
ら
つ
い
て
い
る
と
し
よ

う
。こ
の
光
に
注
意
を
向
け
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
が
光
を
発
す
る
物
体
な
の
か
、

木
漏
れ
日
が
空
気
中
の
塵
に
反
射
し
て
目
に
入
っ
て
い
る
だ
け
な
の
か
は
私
に
は

わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
視
野
の
隅
に
与
え
ら
れ
る
も
の
は
対
象
と
し
て
知
覚

さ
れ
把
握
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
知
覚
経
験
に
お
け
る
感
覚
的
な

現
れ
に
な
ん
ら
か
の
変
化
を
も
た
ら
す
か
ぎ
り
で
、
私
は
少
な
く
と
も
そ
れ
に
関

連
す
る
感
覚
与
件
を
体
験
し
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
と
き
こ
の
白
い
も
の
が
何
で

あ
る
か
を
確
か
め
た
け
れ
ば
、
私
は
そ
れ
に
注
意
を
向
け
る
た
め
に
身
体
を
動
か

す
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
何
で
あ
れ
読
書
の
邪
魔
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
は

自
分
の
身
体
を
そ
こ
か
ら
背
け
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
事
情
が
強
く
示
唆
す
る
の

は
、
私
の
知
覚
経
験
の
非
志
向
的
で
感
覚
的
な
側
面
に
は
、〈
そ
の
経
験
が
何
か
に

よ
っ
て
因
果
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
生
じ
て
い
る
こ
と
〉
の
非
対
象
的
な
意
識
が

含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
惹
起
は
当
該
の
知
覚
経
験
を
引
き
起
こ
す
世
界
内
の
物
的
な
因
果
的

過
程
と
同
一
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
意
識
に
非
対
象
的
な
し
か
た
で
与
え
ら
れ

る
因
果
性
は
、「
知
覚
経
験
の
な
か
に
何
ら
か
の
刺
激
が
非
対
象
的
に
登
場
し
て
い

る
が
、
こ
の
刺
激
を
身
体
運
動
に
よ
っ
て
取
り
除
け
ば
、
経
験
に
変
化
が
生
じ
る

だ
ろ
う
」
と
い
う
具
合
に
、
経
験
を
記
述
す
る
語
彙
だ
け
で
表
現
で
き
る
。
し
か

し
そ
う
す
る
と
、〈
意
識
に
非
対
象
的
に
現
れ
る
惹
起
と
い
う
因
果
性
〉
と
、
こ
こ

で
示
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
〈
身
体
と
そ
の
環
境
の
あ
い
だ
に
成
り
立
つ
物

的
な
因
果
性
〉
と
の
あ
い
だ
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
空
い
て
し
ま
う
。

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
は
、
経
験
に
お
け
る
因
果
性
を
巡
る
プ
フ
ェ

ン
ダ
ー
と
シ
ュ
タ
イ
ン
の
議
論
が
役
立
つ
。「
動
機
と
動
機
づ
け
」
の
プ
フ
ェ
ン

ダ
ー
に
よ
れ
ば
、「
現
象
的
な
原
因
」
と
「
レ
ア
ル
な
原
因
」、
つ
ま
り
経
験
に
お

け
る
因
果
性
と
物
的
な
因
果
性
は
、
以
下
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
（cf. Pfänder 
1911, 130

）。
ふ
と
聴
こ
え
て
き
た
騒
音
が
部
屋
の
あ
る
箇
所
を
見
よ
う
と
す
る

努
力
（Streben

）
を
惹
起
し
た
と
す
る
。
一
方
で
こ
の
努
力
は
、
心
理
物
理
的

な
個
体
と
し
て
の
私
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
物
的
環
境
を
原
因
と
す
る
（
レ
ア
ル
な

原
因
）。
他
方
で
こ
の
努
力
は
、
そ
の
際
に
聴
こ
え
て
き
た
騒
音
を
現
象
的
原
因

と
し
て
持
つ
。
現
象
的
な
水
準
、
主
体
の
意
識
的
な
経
験
の
水
準
で
は
、
聴
こ
え

て
き
た
音
が
努
力
を
惹
起
す
る
と
い
う
関
係
が
、
レ
ア
ル
な
因
果
関
係
と
は
別
の

も
の
と
し
て
非
対
象
的
に
与
え
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
現
象
的
な
因

果
と
レ
ア
ル
な
因
果
と
の
あ
い
だ
に
は
、
一
定
の
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
る
は
ず

だ
。
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
体
験
さ
れ
た
感
覚
与
件
を
変
更
す
る
た
め
に
、
私
は
物

的
な
世
界
の
一
部
で
あ
る
身
体
を
動
か
し
て
世
界
の
因
果
的
状
況
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
が
『
心
理
学
と
精
神
科
学
の
哲
学
的
基
礎
づ
け

へ
の
寄
与
』
の
な
か
で
、
プ
フ
ェ
ン
ダ
ー
に
も
言
及
し
な
が
ら
経
験
に
お
け
る
因

果
性
を
論
じ
た
際
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
感
覚

︱
正
確
に
い
え
ば
、
感
覚
の
所
持

︱
に
お
い
て
、
主
観
の
受
容
的
能
力
が
告
知
さ
れ
る
」（ESGA

6, 23

）
の
で

あ
り
、
よ
り
一
般
化
す
れ
ば
、「
体
験
の
領
域
の
現
象
的
因
果
性
に
お
い
て
、
心
的

な
も
の
の
レ
ア
ル
な
因
果
性
が
告
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
」（ESGA

6, 24

）。
こ
の

事
情
に
直
截
な
現
象
学
的
分
析
を
与
え
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
知
覚
経
験
の

感
覚
的
側
面
を
、
主
体
の
身
体
と
そ
れ
に
因
果
的
に
働
き
か
け
る
も
の
の
両
方
を

含
む
世
界
へ
の
関
係
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
実
在
論
や
そ
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れ
に
も
と
づ
い
た
感
覚
論
は
、
特
定
の
現
象
学
的
分
析
に
対
し
て
十
全
な
立
場
と

し
て
動
機
づ
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
の
第
二
の
議
論
は
、
感

覚
与
件
の
外
在
化
と
整
合
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
を
正
当
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
感
覚
与
件
の
所
持
は
惹
起
の
非
対
象
的
な
体
験
を
含
む
と
い
う
主

張
は
、
身
体
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
の
あ
い
だ
に
非
志
向
的
な
関
係
が
あ
る
と

い
う
主
張
に
根
拠
を
与
え
る
。
し
か
し
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
の
議
論
は
、
こ
の
非
志
向

的
関
係
を
感
覚
与
件
の
原
因
と
な
る
世
界
内
の
何
か
へ
の
関
係
と
み
な
し
、
感
覚

与
件
を
あ
く
ま
で
も
意
識
の
実
的
成
素
と
し
て
保
持
す
る
立
場
に
も
余
地
を
残
す

の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
観
念
論
的
主
張
の
動
機
を
奪

う
こ
と
に
あ
る
程
度
成
功
し
て
い
る
。〈
知
覚
経
験
の
感
覚
的
な
側
面
は
、
何
で

あ
れ
世
界
へ
の
関
係
を
含
む
〉
と
い
う
見
解
（
こ
れ
を
「
感
覚
の
関
係
説
」
と
呼

ぼ
う
）
に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
現
象
学
的
な
根
拠
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

非
志
向
的
な
感
覚
的
体
験
が
す
で
に
世
界
へ
の
関
係
を
含
む
な
ら
ば
、
世
界
は
知

覚
の
志
向
性
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
開
か
れ
る
と
い
う
主
張
は
少
な
く
と
も
そ
の
ま

ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い 

*5

。

二
．
感
覚
の
関
係
説

本
節
で
は
、
感
覚
の
関
係
説
と
い
う
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
の
主
張
を
、
実
在
論
的
か

つ
存
在
論
的
な
観
点
か
ら
再
構
成
し
、
こ
の
立
場
が
直
面
し
う
る
課
題
を
簡
単
に

概
観
す
る
。
こ
こ
で
の
主
題
は
、
感
覚
的
体
験
は
自
律
的
な
世
界
に
ど
う
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
要
に
な
る
の
は
、
世
界
へ
の

関
係
と
し
て
の
感
覚
的
体
験
が
正
確
に
は
何
を
関
係
項
と
す
る
の
か
と
い
う
点
で

あ
る
。
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
繰
り
返
す
が
、
本
節
の
議
論
は
あ
く
ま
で
も
実
在

論
を
前
提
し
た
存
在
論
的
な
現
象
学
に
属
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
以
下
で
取
り
組
む

問
題
は
、〈
実
在
論
に
一
定
の
根
拠
を
与
え
る
現
象
学
的
分
析
の
成
果
は
、
そ
れ
に

よ
っ
て
一
定
の
根
拠
を
得
た
実
在
論
的
な
存
在
論
の
体
系
に
ど
の
よ
う
に
埋
め
込

ま
れ
る
べ
き
な
の
か
〉
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
以
下
で
は
、
感
覚
与
件
は
世

界
内
の
存
在
者
で
あ
る
と
い
う
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
の
主
張

︱
こ
の
主
張
だ
け
を
支

持
す
る
現
象
学
的
な
根
拠
は
、
実
際
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
っ
た

︱
を

さ
し
あ
た
り
認
め
、
ま
ず
は
こ
の
主
張
込
み
で
感
覚
の
関
係
説
を
再
構
成
す
る
。

人
間
的
な
〈
人
〉
の
存
在
論　

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は
感

覚
的
体
験
を
と
も
な
う
知
覚
経
験
を
本
質
的
に
身
体
的
な
も
の
と
考
え
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
感
覚
的
体
験
の
主
体
側
の
関
係
項
は
、
身
体
を
持
っ
て
世
界
内
に
存
在
す

る
「
人
間
的
な
〈
人
〉（m

enschlische Person

）」
と
み
な
さ
れ
る
。

イ
ン
ガ
ル
デ
ン
に
よ
れ
ば
、
人
間
的
な
〈
人
〉
は
複
雑
な
構
造
を
持
ち
、
そ
の

中
核
に
は
純
粋
自
我
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
意
識
に
登
場
す
る
作
用
や
状
態
は
ど

れ
も
一
人
称
観
点
か
ら
登
場
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
作
用
や
状
態
が

純
粋
自
我
を
基
盤
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
（cf. 

Streit II/2, 300, 296–7

）。
感
覚
的
体
験
な
い
し
感
覚
与
件
の
所
持
も
、
意
識

に
登
場
す
る
非
志
向
的
な
状
態
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
純
粋
自
我
に
属
す
る
（cf. 

Streit II/2, 295–6

）。

し
か
し
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
に
と
っ
て
、
純
粋
自
我
は
実
体
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
。
純
粋
自
我
は
む
し
ろ
、
身
体
を
備
え
た
主
体
と
し
て
の
具
体
的
な
人
間
的

な
〈
人
〉
か
ら
抽
象
的
に
取
り
出
さ
れ
た
構
成
要
素
と
み
な
さ
れ
る
（cf. Streit 

II/2, 320–1; U
V

, 62

）。
で
は
、
こ
の
抽
象
に
よ
っ
て
何
が
捨
象
さ
れ
る
の
か
。

こ
の
問
い
に
完
全
に
答
え
た
と
き
、
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
の
立
場
に
即
し
た
人
間
的
な

〈
人
〉
の
構
造
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
本
稿
の
課
題
を
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大
幅
に
超
え
る
た
め
、
以
下
で
は
、
人
間
的
な
〈
人
〉
の
構
造
の
う
ち
、
知
覚
経

験
の
主
体
に
と
っ
て
重
要
に
な
る
身
体
に
話
を
限
り
た
い
。

知
覚
主
体
の
身
体
性
を
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
が
説
明
す
る
と
き
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
の
は
、
先
の
引
用
で
は
「
全
く
別
種
の
な
ん
ら
か
の
感
覚
与
件
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
、「
内
身
体
的
（innerleiblich

）
感
覚
」
で
あ
る
（cf. Streit II/2, 

328–9

）。
フ
ッ
サ
ー
ル
の
キ
ネ
ス
テ
ー
ゼ
的
与
件
に
相
当
す
る
こ
の
感
覚
与
件

は
、
知
覚
経
験
に
つ
ね
に
介
在
し
、
経
験
主
体
の
身
体
を
意
識
に
非
対
象
的
な
し

か
た
で
登
場
さ
せ
る
。
し
か
し
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は
フ
ッ
サ
ー
ル
と
は
異
な
り
、
内

身
体
的
感
覚
の
所
持
を
自
分
の
身
体
の
直
接
的
で
直
観
的
な
体
験
と
み
な
し
（cf. 

Streit II/2, 329

）、
こ
の
感
覚
与
件
も
外
在
化
す
る
。
私
が
内
身
体
的
な
感
覚
与

件
を
持
つ
こ
と
は
、
私
と
私
の
身
体
の
あ
い
だ
の
独
自
の
関
係
な
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
一
般
的
に
い
っ
て
、
あ
る
タ
イ
プ
の
作
用
を
遂
行
す
る
純
粋
自
我
が
身

体
を
備
え
る
こ
と
は
、
そ
の
タ
イ
プ
の
作
用
の
遂
行
が
内
身
体
的
な
感
覚
与
件
の

所
持
を
つ
ね
に
伴
う
こ
と
に
等
し
い
（cf. Streit II/2, 345–6

）。

感
覚
与
件
の
存
在
論　

イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は
感
覚
与
件
を
、「
相
貌
（A

nsicht

）」

（「
象
面
」と
も
訳
さ
れ
る
）の
要
素
と
み
な
す（cf. RIGW

8, 15

）。
相
貌
と
は
フ
ッ

サ
ー
ル
の
い
う
射
映
の
こ
と
で
あ
り
（cf. Streit I, 14, 154, 184; Streit II/1, 

336, LK
W

, 272n3; RIGW
4, 129

）、
知
覚
経
験
に
お
い
て
変
化
し
つ
づ
け
る
感

覚
的
な
現
れ
は
、
複
数
の
相
貌
の
系
列
と
し
て
分
析
さ
れ
る
。
こ
の
系
列
に
お
い

て
相
貌
は
切
れ
目
な
く
融
合
し
て
い
る
た
め
（cf. RIGW

4, 145

）、
個
別
の
感
覚

与
件
は
連
続
的
に
連
な
る
相
貌
の
抽
象
的
で
依
存
的
な
部
分
で
し
か
な
い
。
し
た

が
っ
て
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
が
感
覚
的
体
験
の
世
界
側
の
関
係
項
と
み
な
す
の
は
、
正

確
に
い
え
ば
感
覚
与
件
で
は
な
く
相
貌
で
あ
る
。
で
は
、
相
貌
は
何
の
相
貌
な
の

か
。
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は
こ
の
問
い
に
二
通
り
の
回
答
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
ど
ち

ら
を
採
用
す
る
か
に
よ
っ
て
、
相
貌
や
そ
の
要
素
と
し
て
の
感
覚
与
件
の
存
在
論

的
身
分
を
定
式
化
す
る
方
針
が
二
つ
区
別
さ
れ
る
。

第
一
の
方
針
は
、
相
貌
を
物
体
の
相
貌
と
み
な
す
も
の
だ
。
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
が

視
覚
的
な
相
貌
な
い
し
射
映
を
、「
視
覚
物
」

︱
Ｅ
・
ヘ
リ
ン
グ
の
定
義
で
は
、

「
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
見
る
か
ぎ
り
で
の
物
」（H

ering 1920, 1

）

︱
と
同
等

の
も
の
と
み
な
し
（cf. RIGW

8, 71

）、「
対
象
の
相
貌
」
や
そ
れ
に
類
す
る
表
現

を
多
用
す
る
の
で
あ
る
（cf. RIGW

8, 11–3

）*6
。

第
二
の
方
針
は
、
相
貌
を
世
界
の
相
貌
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ガ
ル
デ

ン
は
個
別
の
物
体
に
つ
い
て
そ
の
相
貌
と
い
う
言
い
方
を
一
方
で
し
な
が
ら
も
、

他
方
で
は
「
机
の
相
貌
は
、
私
が
同
時
的
に
感
覚
し
て
い
る
〈
環
境
の
相
貌
の

全
体
〉
か
ら
な
ん
ら
か
の
仕
方
で
人
工
的
に
切
り
取
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
」

（RIGW
8, 11

）
と
も
注
記
し
て
い
る 

*7

。
相
貌
は
、
知
覚
経
験
に
お
い
て
世
界

の
全
体
が
私
に
対
し
て
（
非
対
象
的
・
非
志
向
的
な
仕
方
で
）
現
れ
る
様
式
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
し
た
が
え
ば
、
感
覚
的
体
験
は
世
界
全
体
の
相
貌

を
項
と
し
て
持
つ
関
係
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
方
針
に
は
そ
れ
ぞ
れ
利
点
と
難
点
が
あ
る
。
第
一
の
方
針
の
利

点
は
、
感
覚
与
件
を
導
入
す
る
こ
と
で
知
覚
経
験
の
感
覚
的
側
面
を
説
明
す
る
と

い
う
そ
も
そ
も
の
目
的
を
、
単
純
な
道
具
立
て
に
よ
っ
て
果
た
せ
る
と
い
う
点
に

あ
る
。
た
と
え
ば
赤
い
ポ
ス
ト
を
（
標
準
的
な
条
件
下
で
）
見
た
と
き
に
赤
い
も

の
が
感
覚
的
に
現
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
方
針
に
し
た
が
え
ば
、
そ
の
知
覚
経
験
が

赤
い
ポ
ス
ト
の
相
貌
と
関
係
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
。
だ
が
、
こ
う
し

た
利
点
は
難
点
と
背
中
合
わ
せ
で
も
あ
る
。
知
覚
の
対
象
が
存
在
し
な
い
幻
覚
に

お
い
て
も
わ
れ
わ
れ
の
経
験
に
は
感
覚
的
な
も
の
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
知

覚
の
対
象
が
持
つ
性
質
に
訴
え
る
こ
の
方
針
で
は
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
第
二
の
方
針
は
、
幻
覚
に
お
け
る
感
覚
的
な
も
の
の
現
れ
に
も
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一
定
の
説
明
を
与
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
幻
覚
に
お
い
て
も
全
体
と
し
て
の

世
界
が
わ
れ
わ
れ
に
（
異
常
な
仕
方
で
）
現
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
幻
覚
は

感
覚
的
側
面
を
持
つ
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
だ
が
、
こ
う
し
た
利
点

も
ま
た
難
点
と
背
中
合
わ
せ
だ
。
感
覚
的
体
験
が
全
体
と
し
て
の
世
界
の
相
貌
へ

の
関
係
だ
と
し
た
ら
、
感
覚
的
な
も
の
が
多
様
な
質
（
赤
さ
、
青
さ
…
）
を
持
つ

こ
と
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
世
界
全
体
を
そ
の
部
分

へ
と
分
け
、
そ
れ
が
持
つ
感
覚
可
能
な
性
質
を
持
ち
出
す
こ
と
は
、
第
二
の
方
針

の
利
点
を
捨
て
て
第
一
の
方
針
に
立
ち
戻
る
こ
と
に
等
し
い
。

こ
れ
ら
二
つ
の
方
針
の
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、
本
論
で
は

開
か
れ
た
ま
ま
で
残
し
て
お
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
、
感
覚
の

関
係
説
に
は
ま
た
別
の
再
構
成
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
前
節
の
終
わ
り
で
論
じ
た
よ
う
に
、
イ
ン
ガ
ル
デ

ン
に
よ
る
感
覚
の
現
象
学
的
分
析
は
、
感
覚
的
体
験
が
世
界
へ
の
非
志
向
的
な
関

係
を
含
む
と
い
う
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
感
覚
与
件
を
意
識
の
実
的
成
素
と
み
な

す
見
解
に
も
余
地
を
与
え
て
い
る
。
す
る
と
こ
こ
で
、
感
覚
与
件
の
外
在
化
を
あ

き
ら
め
、
感
覚
的
体
験
の
関
係
性
を
感
覚
与
件
で
は
な
く
そ
の
原
因
へ
の
関
係
と

し
て
存
在
論
的
に
特
徴
づ
け
る
と
い
う
選
択
肢
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る 
*8

。

わ
れ
わ
れ
は
今
後
、
こ
の
選
択
肢
も
考
慮
に
入
れ
て
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

*　

*　

*

本
論
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て
も
う
い
ち
ど
強
調
し
て
お
き
た
い
の
だ
が
、
第
一

節
の
現
象
学
的
実
在
論
と
第
二
節
の
感
覚
の
関
係
説
に
は
深
い
関
係
が
あ
る
。
第

二
節
の
後
半
で
感
覚
の
関
係
説
を
存
在
論
的
観
点
か
ら
論
じ
る
際
に
、
わ
れ
わ
れ

は
そ
こ
で
提
案
さ
れ
た
立
場
の
妥
当
性
の
評
価
を
、
そ
れ
が
第
一
節
で
示
さ
れ
た

現
象
学
的
分
析
に
対
し
て
十
全
的
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
行
っ
た
。
経
験
と

そ
の
主
体
・
対
象
・
原
因
の
存
在
論
と
し
て
の
実
在
論
的
現
象
学
は
、
そ
れ
を
動

機
づ
け
る
現
象
学
的
実
在
論
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
制
約

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
学
派
の
哲
学
者
た
ち
は
あ
く

ま
で
も
現
象
学
を
標
榜
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
か
ぎ
り
で
、
彼
ら
が
残
し

た
論
考
に
含
ま
れ
る
現
象
学
的
な
洞
察
は
、
彼
ら
が
み
せ
る
露
骨
に
実
在
論
的
で

存
在
論
的
な
傾
向
か
ら
（
少
な
く
と
も
い
ち
ど
）
距
離
を
お
い
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル

的
な
立
場
か
ら
も
許
容
さ
れ
る
観
点
か
ら
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
の
第
一

節
で
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
現
象
学
的
な
観
点
か
ら
の
実
在
論
の

擁
護

︱
現
象
学
的
実
在
論

︱
を
再
構
成
す
る
試
み
で
あ
る 

*9

。

註

*

１ 

フ
ッ
サ
ー
ル
と
実
在
論
的
な
現
象
学
者
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
植
村
（
二
〇
一
四
）

で
論
じ
た
。

*

２ 

こ
の
課
題
が
判
断
論
の
文
脈
で
浮
上
す
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
植
村
（
二
〇
一
一
）

で
論
じ
た
。

*

３ 

フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
の
知
覚
の
重
要
性
は
、
佐
藤
（
二
〇
一
五
）
の
第
４–

５
章

も
参
照
の
こ
と
。

*

４ 

コ
ン
ラ
ー
ト
＝
マ
ル
チ
ウ
ス
自
身
も
、
感
覚
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
は
自
我
に

と
っ
て
異
他
的
で
あ
る
と
明
言
す
る
（cf. O

ERA
, 447–448

）。
た
だ
し
彼
女
は
、

こ
う
し
た
感
覚
的
所
与
性
を
接
触
に
よ
る
経
験
（
触
覚
や
嗅
覚
）
に
限
定
し
、
音
や

色
の
遠
位
的
な
現
わ
れ
方
を
、「
現
出
所
与
性
」
と
い
う
別
種
の
も
の
と
し
て
扱
う
（cf. 

O
ERA

, 406–407, 425, 428, 450

）。
し
か
し
。
後
者
に
お
い
て
現
れ
る
与
件
も
自
我

に
対
し
て
異
他
的
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
な
い
。
そ
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
の
再
構

成
は
コ
ン
ラ
ー
ト
＝
マ
ル
チ
ウ
ス
の
議
論
を
い
さ
さ
か
単
純
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、

本
稿
で
の
目
的
に
は
適
っ
て
い
る
。
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*
５ 
た
だ
し
、
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
の
現
象
学
的
分
析
を
フ
ッ
サ
ー
ル
の
枠
組
み
に
位
置
づ

け
る
可
能
性
が
完
全
に
排
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
観
念
論
に
一
撃

必
殺
の
反
論
が
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
あ
る
時
期
以
降
の
フ
ッ
サ
ー

ル
は
感
覚
与
件
を
「
刺
激
（Reiz

）」
と
も
呼
び
、
因
果
的
な
も
の
を
現
象
学
的
分

析
に
持
ち
込
む
よ
う
な
発
想
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
で
き
る
が
（cf. H

ua IV
, 23, 136, 

154–157, 175; H
ua X

I, 148–150

）、
そ
れ
に
よ
っ
て
観
念
論
的
主
張
が
放
棄
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
分
析
が
フ
ッ
サ
ー
ル
に
難
し
い
課
題
を
突
き

付
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
実
在
論
が
現
象
学
的
な
観
点

か
ら
も
真
剣
な
考
慮
に
値
す
る
選
択
肢
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
示
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

*

６ 

視
覚
物
（Sehding

）
概
念
と
そ
れ
が
フ
ッ
サ
ー
ル
を
含
む
初
期
の
現
象
学
に
お
い

て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、Casati (1994)
が
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を
整
理
し
て
考

察
し
て
い
る
。

*

７ 

ヘ
リ
ン
グ
が
視
覚
物
を
定
義
す
る
際
に
そ
れ
を
「
視
覚
世
界
（Sehw

elt

）」
の

一
員
と
み
な
す
と
い
う
こ
と
も
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
（cf. H

ering 
1920, 1

）。

*

８ 

感
覚
与
件
を
意
識
の
実
的
成
素
と
み
な
す
よ
う
な
傾
向
も
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
に
あ
る

と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
（cf. Chrudzim

ski 1999, ch. 6

）、
こ
の
見
解
は
イ
ン

ガ
ル
デ
ン
の
立
場
の
再
構
成
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
過
激
な
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

*

９ 

本
論
を
準
備
す
る
段
階
で
、
小
草
泰
、
工
藤
怜
之
、
源
河
亨
、
國
領
佳
樹
、
ア

レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
サ
リ
ー
チ
ェ
、
鈴
木
崇
志
、
新
川
拓
哉
、
早
坂
真
一
、
宮
原
克
典
、

村
田
純
一
の
各
氏
か
ら
有
益
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
本
論
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科

研
費
（
課
題
番
号
：26770014

）
に
よ
る
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
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109 時間に取り憑いた死

１　

は
じ
め
に

ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
マ
リ
オ
ン
は
『
還
元
と
贈
与
』（
一
九
八
九
年
）
の
な

か
で
デ
リ
ダ
の
『
声
と
現
象
』（
一
九
六
七
年
）
を
取
り
上
げ
、
デ
リ
ダ
の
フ
ッ

サ
ー
ル
解
釈
を
批
判
し
た 

⑴

。
フ
ッ
サ
ー
ル
の
テ
ク
ス
ト
へ
遡
っ
て
の
そ
の
批

判
は
十
分
説
得
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
リ
オ
ン
は
、『
声
と
現
象
』
で
の

「
死
」
の
議
論
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ッ

ド
も
同
じ
問
題
に
つ
い
て
、「
そ
の
真
相
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
」
と
し
て
、「
デ

リ
ダ
は
そ
れ
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
血
脈
で
拡
大
し
、
主
体
と
彼
（
女
）
自
身
の
死
の

関
係
に
つ
い
て
一
般
的
主
張
を
し
て
い
る
」、
と
注
釈
す
る
に
と
ど
め
る 
⑵

。
た

し
か
に
、『
声
と
現
象
』
に
お
い
て
「
死
」
は
さ
し
あ
た
り
「
私
の
死
」
と
し
て
、

「
た
だ
単
に
形
式
的
な
《
私
の
消
滅
一
般
の
可
能
性
》」⑶
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る

と
み
な
し
う
る
。
そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
私
の
死
（
の
可
能
性
）
は

言
説
の
理
解
可
能
性
の
条
件
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
私
は
今
、
窓
か
ら
し
か
じ

か
の
人
物
を
見
て
い
る
」（V

P 108

）
と
い
う
言
表
に
つ
い
て
、
そ
の
言
表
内
容

は
、
主
語
で
あ
る
「
私
」（
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
）
の
指
示
対
象
（
シ
ニ
フ
ィ
エ
）
が

生
き
て
い
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
死
ん
で
い
る
と
き
に
も
、
権
利
上
、
理
解
可
能

で
あ
る
。
あ
る
作
家
の
テ
ク
ス
ト
が
、
彼
（
女
）
が
死
ん
で
い
て
も
、
理
解
可
能

で
あ
る
よ
う
に
（V

P 109

）。
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
か
の
言
表
内
容
の
理
解
可

能
性
に
は
、
話
す
主
体
の
生
（
生
き
て
在
る
）
だ
け
で
な
く
そ
の
死
（
死
ん
で
在

る
）
の
可
能
性
も
ま
た
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
言
表
の
理
解
が

話
す
主
体
の
生
存
に
依
拠
す
る
と
し
た
ら
、
彼
（
女
）
が
死
ん
だ
途
端
に
そ
の
言

表
は
理
解
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
、「《
私
は
生
き
て
い
る
》

〔«je suis vivant»

〕
の
言
表
内
容
は
私
の
死
ん
で
い
る
〔m

on être-m
ort

〕
を

引
き
連
れ
、
そ
の
言
表
内
容
の
可
能
性
は
、
私
は
死
ん
で
い
る
〔je suis m

ort

〕

と
い
う
可
能
性
を
要
求
す
る
。
そ
し
て
、
逆
も
ま
た
然
り
」（V

P 113

）。

こ
こ
ま
で
の
議
論
で
は
、
た
し
か
に
「
死
」
は
「
私
の
死
」
と
し
て
、
そ
れ
ゆ

え
や
が
て
来
る
「
私
の
消
失
一
般
の
可
能
性
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
デ
リ
ダ
の
次
の
言
葉
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い

だ
ろ
う
か
。

　

人
は
も
は
や
、
私
の
絶
対
的
消
失
（
私
の
死
）
の
可
能
性
の
経
験
が
私
を
触

発
し
に
来
る
と
、
つ
ま
り
そ
の
経
験
が
私
は
在
る

0

0

0

0

〔un je suis

〕
に
後
か

ら
出
現
し
て
そ
の
主
体
を
変
様
さ
せ
る
、
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。（V

P 
64

）

時
間
に
取
り
憑
い
た
死

―
―
デ
リ
ダ
思
想
に
お
け
る
「
私
」
の
構
成
の
問
題
―
―

小

原

拓

磨



110

こ
こ
で
デ
リ
ダ
は
、「
私
（
は
在
る
）」
が
先
に
あ
っ
て
、「
私
の
死
」
が
後
か
ら

0

0

0

そ
こ
で
想
定
さ
れ
た
り
あ
る
い
は
私
を
触
発
し
て
変
様
さ
せ
に
や
っ
て
来
る
わ
け

で
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、「
私
の
死
」
は
未

来
の
も
の
、
や
が
て
来
る
も
の
で
は
な
く
、「
私
」
と
同
時

0

0

か
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り

0

0

0

0

前0

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
デ
リ
ダ
は
別
の
箇
所
で
、「
私
の
死
は
私0

〔je

〕
の
発
語
に
と
っ
て
構
造
的
に
必
然
で
あ
る
」（V

P 113

）、「
私
は
在
る

0

0

0

0

〔le 
je suis

〕
の
な
か
に
私0

〔je
〕
が
現
れ
る
こ
と
は
、
根
源
的
に
は
、
そ
れ
自
身
の

可
能
な
消
失
へ
の
関
係
で
あ
る
」（V

P 64

）
と
書
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
ら
を
先
ほ
ど
見
た
「
言
説
の
理
解
可
能
性
の
条
件
」
を
言
う
命
題
と
し
て
、
そ

れ
ゆ
え
死
を
未
来
の
私
の
消
失
と
し
て
、
読
む
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
だ
が
、
厳

密
に
読
む
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
「
私
の
発
語
」、「
私
の
現
れ
」
と
い
う
言
い
方
で
、

「
私
」な
る
も
の
の「
出
現
」が
問
題
と
な
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。つ
ま
り
、「
死
」

は
ほ
か
で
も
な
い
「
私
」
と
い
う
も
の
の
誕
生
に
関
わ
っ
て
い
る
、
と
デ
リ
ダ
は

考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

こ
の
目
的
た
め
に
、
本
稿
で
は
デ
リ
ダ
に
お
け
る
「
死
」
と
「
私
の
死
」
を
さ

し
あ
た
り
ゆ
る
い
仕
方
で
区
別
し
て
お
き
、
前
者
の
「
死
」
の
方
か
ら
問
題
に
接

近
す
る
。
手
が
か
り
は
、『
声
と
現
象
』
の
三
年
前
に
発
表
さ
れ
た
「
暴
力
と
形
而

上
学
」（
一
九
六
四
年
）で
の
一
言
、「
生
き
生
き
し
た
現
在
は
根
源
的
に
死
に
よ
っ

て
働
き
か
け
ら
れ
て
い
る
」（ED

 195

）
と
い
う
言
葉
、
そ
れ
か
ら
『
声
と
現
象
』

で
の
一
言
、「
生
き
生
き
し
た
現
在
は
つ
ね
に
す
で
に
痕
跡
で
あ
る
」（V

P 100

）

と
い
う
差
延
に
通
じ
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の「
生
き
生
き
し
た
現
在
」（lebendige 

Gegenw
art

）
は
ま
さ
し
く
、『
声
と
現
象
』
で
脱
構
築
さ
れ
る
当
の
も
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
ジ
ョ
ン
・
Ｄ
・
カ
プ
ー
ト
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に 

⑷

、
こ
の

内
的
時
間
意
識
に
つ
い
て
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
分
析
が
、
当
の
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
の

記
号
論

―
記
号
の
排
除

―
を
失
敗
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま

ず
は
こ
の
「
生
き
生
き
し
た
現
在
」
が
い
か
に
し
て
「
死
」
に
よ
っ
て
動
揺
さ
せ

ら
れ
る
の
か
を
た
ど
り
、
そ
れ
か
ら
こ
の
時
期
の
デ
リ
ダ
が
思
考
し
て
い
る「
死
」

に
つ
い
て
、『
グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
』
も
参
照
し
つ
つ
、
考
察
し
て
ゆ
く
。

２　

時
間
化
、
相
互
主
観
性
、
生
き
生
き
し
た
現
在

『
声
と
現
象
』
冒
頭
か
ら
、
デ
リ
ダ
の
根
本
的
な
洞
察
が
宣
言
さ
れ
る
。「
現
象

学
は
時
間
化
の
運
動
と
相
互
主
観
性
の
構
成
に
つ
い
て
の
そ
れ
自
身
の
記
述
に

よ
っ
て
内
部
か
ら
、
反
論
さ
れ
て
い
る
と
ま
で
は
言
わ
な
い
に
せ
よ
、
揺
り
動
か

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
我
々
に
は
思
え
る
」（V

P 5

）。
と
い
う
の
も
、
こ
の
二
つ

の
決
定
的
契
機
が
つ
な
が
れ
て
い
る
最
も
深
い
と
こ
ろ
で
、「
あ
る
還
元
不
可
能
な

非
‐
現
前
が
構
成
的
価
値
を
認
め
ら
れ
て
い
る
」（Ibid.

）
か
ら
で
あ
る
。
デ
リ

ダ
が
目
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
現
前
の
構
成
に
お
け
る
「
把
持
」
か
ら
の
「
再
現

前
化
」（V

ergegenw
ärtigung

）
の
作
用
と
、
ア
ル
テ
ル
・
エ
ゴ
の
構
成
に
お

け
る
「
付
帯
現
前
化
」（A

ppräsentation

）
の
作
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
現
前
化

（Präsentation

）
の
変
様
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、「
現
前
化
の
後
に
出
現

す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
前
化
を
条
件
づ
け
、
そ
れ
に
ア
プ
リ
オ
リ
に
ひ

び
を
入
れ
て
い
る
」（V

P 6

）。
デ
リ
ダ
が
フ
ッ
サ
ー
ル
の
テ
ク
ス
ト
に
見
つ
け

出
す
こ
と
に
な
る
の
は
、
こ
の
「
ひ
び
」
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
も
そ
も
時
間
化
の
問
題
と
相
互
主
観
性
の
問
題
が
等
置
さ
れ
る
の
は

い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
デ
リ
ダ
に
よ
れ
ば
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お

い
て
は
両
契
機
は
同
じ
一
つ
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。『《
幾
何
学
の
起
源
》序
説
』

（
一
九
六
二
年
）
で
、
デ
リ
ダ
は
、「
前
‐
客
観
的
で
精
密
化
さ
れ
る
以
前
の
時
間

性
は
〔
…
〕
超
越
論
的
相
互
主
観
性
の
根
で
あ
る
」（O

G 83n.

）
と
し
て
、
他
者

と
時
間
の
あ
い
だ
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
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相
互
主
観
性
と
は
ま
ず
は
、
あ
る
仕
方
で
、
私
と
私
の
非
経
験
的
な
関
係
で

あ
り
、
私
の
現
働
的
現
在
と
他
の
諸
々
の
そ
れ
と
し
て
の
現
在
と
の
関
係
、

す
な
わ
ち
他
の
も
の
と
し
て
な
ら
び
に
過
ぎ
去
っ
た
現
在
と
し
て
の
現
在
と

の
関
係
で
あ
り
、
あ
る
絶
対
的
起
源
と
他
の
諸
々
の
絶
対
的
起
源
と
の
関
係

で
あ
る
。（O

G 82
）

相
互
主
観
性
は
時
間
の
関
係
で
あ
り
、
そ
れ
は
結
局
、
私
に
お
け
る
私
と
私
の

「
非
経
験
的
な
関
係
」
に
行
き
着
く
。
私
と
他
者
の
関
係
は
、
あ
る
現
在
と
別
の

現
在
の
関
係
、
あ
る
絶
対
的
起
源
と
別
の
絶
対
的
起
源
の
関
係
で
あ
る
。「
こ
こ

か
ら
人
は
つ
ね
に
最
終
審
級
へ
と
立
ち
帰
る
。
す
な
わ
ち
、
時
間
化
と
い
う
唯
一

に
し
て
本
質
的
な
形
式
」、「〈
生
き
生
き
し
た
現
在
〉
と
い
う
絶
対
的
根
源
性
」
で

あ
る
（O

G 82-83

）。
時
間
化
と
し
て
の
「
生
き
生
き
し
た
現
在
」
と
い
う
こ
の

唯
一
に
し
て
還
元
不
可
能
な
形
式
の
内
部
で
、「
他
の

0

0

今
」
が
、
そ
し
て
こ
れ
を
基

盤
に
し
て
「
他
の
こ
こ

0

0

」
が
構
成
さ
れ
、
つ
ま
り
「
絶
対
的
に
絶
対
的
な
私
の

0

0

起

源
の
な
か
に
他
の
絶
対
的
起
源
」
が
構
成
さ
れ
る
（O

G 83n.
）。

時
間
化
の
運
動
と
相
互
主
観
性
の
構
成
は
か
く
し
て
互
い
に
絡
み
合
っ
て
お

り
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
生
き
生
き
し
た
現
在
」
と
い
う
「
最
終
的
審
級
」
に
接
合

し
て
い
る
。
こ
の
点
は
『
声
と
現
象
』
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
る
。「
生
き
生

き
し
た
現
在
の
こ
の
自
己
非
現
前
が
他
人
関
係
一
般
と
時
間
化
の
自
己
関
係
と
を

同
時
に
性
格
づ
け
て
い
る
」（V

P 43

）。
こ
こ
で
は
し
か
し
、「
自
己
非
現
前
」
と

い
う
語
が
付
け
加
わ
っ
て
い
る
。
時
間
化
の
運
動
と
相
互
主
観
性
の
構
成
が
生
き

生
き
し
た
現
在
と
密
接
に
連
動
し
、
し
か
も
前
者
が
「
あ
る
非
‐
現
前
に
よ
っ
て

揺
り
動
か
さ
れ
て
い
る
」
以
上
、
生
き
生
き
し
た
現
在
も
同
様
に
自
己
非
現
前
に

よ
っ
て
揺
り
動
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
非
現
前
は
、
す
で
に

見
た
よ
う
に
、「
暴
力
と
形
而
上
学
」
で
は
「
死
」
と
し
て
言
わ
れ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
死
は
「
世
界
的
偶
然
事
の
経
験
的
で
外
在
的
な
出
来
事
」（V

P 9

）
と

い
う
程
度
の
も
の
で
は
な
く
、
デ
リ
ダ
の
観
点
で
は
、
も
っ
と
根
本
的
な
と
こ
ろ

で
作
用
し
て
い
る
。

３　

時
間
の
構
成
に
お
け
る
非
現
前
の
作
用

形
而
上
学
に
お
い
て
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
自
然
学
』
以
来
、
伝
統
的
に

「
今
‐
現
在
」
の
契
機
が
時
間
に
お
い
て
特
権
化
さ
れ
て
き
た
。「
こ
の
〔
今
‐
現

在
の
〕
特
権
は
哲
学
的
思
考
の
境
位
そ
の
も
の
を
定
義
し
て
お
り
、
つ
ま
り
そ
れ

は
明
証

0

0

そ
の
も
の
で
あ
り
、
意
識
的
思
考
そ
の
も
の
で
あ
る
」（V

P 74

）。
こ
の

こ
と
は
同
時
に
、
デ
リ
ダ
の
観
点
で
は
、
そ
の
裏
面
を
も
証
言
し
て
い
る
。「
し

た
が
っ
て
今
の
優
位
は
、
現
象
学
を
〔
…
〕
非
‐
意
識
の
あ
ら
ゆ
る
思
考
に
直
面

さ
せ
る
問
題
系
の
場
を
予
示
し
て
い
る
。す
な
わ
ち
、
時
間
の
概
念
を
」（Ibid.

）。

フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
概
念
に
つ
い
て
は
、
デ
リ
ダ
は『
声
と
現
象
』以
前
に『《
幾

何
学
の
起
源
》
序
説
』
で
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。「〈
生
き
生
き
し
た
現
在
〉
と

は
現
象
学
的
絶
対
者
で
あ
る
」
が
、「
こ
の
〈
生
き
生
き
し
た
現
在
〉
が
〈
こ
こ
〉

の
基
盤
と
し
て
の
〈
今
〉
と
い
う
還
元
不
可
能
な
独
自
性
を
も
つ
の
は
、
そ
れ
と

0

0

0

し
て
の

0

0

0

過
ぎ
去
っ
た
〈
今
〉
を
、
す
な
わ
ち
そ
れ
も
一
つ
の
絶
対
的
起
源
で
あ
る

過
ぎ
去
っ
た
現
在
と
し
て
の
過
ぎ
去
っ
た
〈
今
〉
を
把
持
し
、
そ
こ
か
ら
自
分
を

区
別
す
る
場
合
に
か
ぎ
っ
て
で
あ
る
」（O

G 149

）。「
現
在
」
は
「
過
ぎ
去
っ
た

ば
か
り
の
今
」
を
ま
だ
「
把
持
」
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
時
に
自
ら
を

〈
今
〉
と
し
て
区
別
し
て
い
る
。
他
方
、
現
在
は
「
次
の
〈
今
〉
へ
向
け
て
つ
ね

に
張
り
伸
ば
さ
れ
、
つ
ね
に
息
を
弾
ま
せ
て
い
る
〈
今
〉」
で
あ
り
、
こ
の
意
味

で
つ
ね
に
未
来
を
「
予
持
」
し
て
い
る
。「
し
た
が
っ
て
、〈
生
き
生
き
し
た
現
在
〉

の
〈
絶
対
者
〉
は
こ
の
二
重
の
包
み
込
み
の
無
際
限
な
〈
保
持
〉
に
ほ
か
な
ら
な

い
」（Ibid.

）。
こ
う
し
た
「〈
生
き
生
き
し
た
現
在
〉
の
〈
絶
対
者
〉
の
自
己
か
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ら
自
己
へ
の
脱
出
」
こ
そ
は
、「
現
象
学
的
時
間
化
の
純
粋
な
運
動
」
で
あ
る
（O

G 
166

）。
以
上
の
「
序
説
」
で
の
デ
リ
ダ
の
記
述
は
ま
だ
中
立
的
で
、
注
釈
的
で
あ
る
。

『
声
と
現
象
』
は
こ
の
構
造
を
さ
ら
に
掘
り
進
め
、
決
定
的
な
一
歩
を
踏
み
出
す
。

　

知
覚
さ
れ
る
現
在
の
現
前
は
、
非
‐
現
前
お
よ
び
非
‐
知
覚
と
、
す
な
わ
ち

一
次
記
憶
お
よ
び
一
次
予
期
（
把
持
と
予
持
）
と
、
連
続
的
に
合
成
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ぎ
り
で
の
み
、
そ
れ
と
し
て
現
れ
う
る
。
こ
れ
ら
非
‐
知
覚
は
現
働
的

に
知
覚
さ
れ
る
今
に
場
合
に
よ
っ
て

0

0

0

0

0

0

付
加
さ
れ
た
り
付
随
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
ら
は
不
可
欠
か
つ
本
質
的
に
今
の
可
能
性
に
参
与
し
て
い
る
。

（V
P 76

）

非
‐
現
前
と
の
関
係
が
ま
さ
し
く
現
前
の
出
現
を
可
能
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
に
「
今
と
非
‐
今
の
連
続
性
、
知
覚
と
非
‐
知
覚
の
連
続
性
を
根
源
性

の
領
野
の
な
か
に
容
認
す
る
や
い
な
や
」（V

P 77

）、
単
一
的
な
自
己
同
一
性
と

い
う
可
能
性
は
す
べ
て
根
底
的
に
破
壊
さ
れ
る
。
現
前
と
は
純
粋
な
単
一
体
で
は

な
く
、
非
‐
現
前
と
の
複
合
体
で
あ
る
。

こ
こ
で
デ
リ
ダ
は
、
同
じ
非
‐
現
前
で
も
、「
予
持
」
よ
り
「
把
持
」
に
注
目
す

る
。な
ぜ
な
ら
ま
さ
し
く
フ
ッ
サ
ー
ル
が
そ
こ
で
揺
れ
動
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
フ
ッ
サ
ー
ル
は
把
持
を
「
一
次
記
憶
」
と
し
て
「
非
‐
知
覚
」
と
み
な

す
。
だ
が
他
方
で
把
持
は
、「
二
次
記
憶
」
と
し
て
の
「
想
起
」
よ
り
も
根
源
的
で

「
現
前
的
」（V

P 76

）
と
さ
れ
る
。
把
持
は
そ
う
し
て
生
き
生
き
し
た
今
の
根
源

性
に
参
与
さ
せ
ら
れ
る
。
だ
が
、
な
ぜ
フ
ッ
サ
ー
ル
は
非
‐
知
覚
で
あ
る
は
ず
の

把
持
を
切
り
捨
て
ら
れ
ず
、「
現
前
的
な
も
の
」
と
し
て
根
源
的
明
証
の
な
か
に
維

持
し
た
の
か
。
デ
リ
ダ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
ほ
か
で
も
な
い
、「
生
き
生
き
し
た
現

在
は
自
ら
の
自
己
非
同
一
性
と
把
持
的
痕
跡
の
可
能
性
と
に
も
と
づ
い
て

0

0

0

0

0

0

湧
出
す

る
」（V

P 100

〔
傍
点
引
用
者
〕）
か
ら
で
あ
る
。「
生
き
生
き
し
た
今
が
知
覚
的

絶
対
的
源
泉
と
し
て
構
成
さ
れ
る
の
は
、
非
‐
知
覚
と
し
て
の
把
持
と
の
連
続

性
の
う
ち
で
の
み
で
あ
る
」（V

P 79

）
と
デ
リ
ダ
は
言
う
が
、
そ
れ
は
把
持
と

0

0

0

い
う
非

0

0

0

‐
知
覚

0

0

、
非0

‐
現
前
が
現
在
を
構
成
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

「
こ
の
他
性
が
ま
さ
し
く
現
前
の
、
現
前
化
の
条
件
で
あ
る
」（V

P 77

）。
し
た

が
っ
て
、
生
き
生
き
し
た
現
在
は
つ
ね
に
把
持（ré-tention

）か
ら
や
っ
て
来
る
。

現
在
は
つ
ね
に
回
帰
（re-tour

）
し
て
現
れ
る
。

デ
リ
ダ
の
目
論
見
は
要
す
る
に
、
こ
の
「
現
前
す
る
現
在
」
の
特
権
を
破
壊

し
、
そ
れ
を
過
去
か
ら
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
デ
リ
ダ
は
は
っ
き
り
と
述
べ

る
。「
知
覚
は
実
在
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

、
あ
る
い
は
知
覚
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
根
源
的

で
は
な
い
、
そ
し
て
あ
る
意
味
で
一
切
は《
再
‐
現
前
化
》に
よ
っ
て《
始
ま
る
》」

（V
P 53n.

）。「
現
前
」
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
こ
の
現
前
が
「
再
現
」
さ
れ

る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
ま
た
、「
再
‐
現
前
化
」（re-présentation

）
の
「
再

‐
」（re-

）
は
「
何
ら
か
の
根
源
的
現
前
化
に
後
か
ら
出
現
す
る

0

0

0

0

0

0

0

《
再
‐
》
の
変

様
で
は
な
い
」（Ibid.

）。
事
態
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
現
前
‐
知
覚
は
非
現
前
‐
非

知
覚
か
ら
湧
出
す
る
。
た
し
か
に
、
素
朴
に
は
、
私
は
現
在
を
生
き
、
今
ま
さ
に

知
覚
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
点
と
し
て
の
今
、
純
粋
に
瞬
間
的
な

現
在
と
い
う
も
の
が
絶
対
に
取
り
出
し
え
な
い
以
上
、
ま
た
、
現
在
を
あ
る
程
度

の
拡
が
り
を
も
つ
も
の
と
し
て
考
え
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
い
わ
ば
近
接
未
来
と

近
接
過
去
と
い
う
区
別
を
導
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
以
上
、
私
は
つ
ね
に
す
で
に

「
現
在
」
を
取
り
逃
し
、
そ
れ
を
過
去
か
ら
構
成
す
る
し
か
な
く
な
る
。
現
在
は

つ
ね
に
過
去
か
ら
遅
れ
て
や
っ
て
来
る
。
現
前
的
知
覚
あ
る
い
は
根
源
的
現
前
化

（Gegenw
ärtigung, Präsentation

）
は
、
再
現
前
化
（V

ergegenw
ärtigung, 

Repräsentation
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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把
持
（ré-tention

）、
再
現
前
化
／
表
象
（re-présentation

）、
回
帰
（re-

tour

）、
再
構
成
（re-stituation

）、
こ
れ
ら
の
共
通
の
根
（re-

）、
そ
れ
は
す
な

わ
ち
反
復（ré-pétition

）で
あ
る
。「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
明
白
な
意
図
に
反
す
る
が
」、

「
現
在
‐
の
‐
現
前
」
は
反
復
か
ら
派
生
し
、「
そ
の
逆
で
は
な
い
」（V

P 62

）。

生
き
生
き
し
た
現
在
は
、
表
象
作
用
、
反
復
の
効
果
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
代
補
」

の
作
用
で
あ
る
。「
生
き
生
き
し
た
現
在
は
、
か
つ
て
一
度
も
自
分
自
身
に
現
前

し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
あ
る
代
補
の
な
か
で
再
‐
現
前
化
さ
れ
る
」

（V
P 121

）。
生
き
生
き
し
た
現
在
は
表
象
に
よ
っ
て
「
補
完
」
さ
れ
て
初
め
て

現
前
す
る
。

４　

生
き
生
き
し
た
現
在
の
な
か
の
死
せ
る
時
間

「
現
在
の
現
前
」
は
実
在
せ
ず
、
そ
れ
は
つ
ね
に
過
去
か
ら
遅
れ
て
や
っ
て
く
る
。

そ
の
意
味
で
、「
生
き
生
き
し
た
現
在
は
つ
ね
に
す
で
に
痕
跡
で
あ
る
」（V

P 100

）。

代
補
、
痕
跡
と
い
っ
た
用
語
か
ら
す
で
に
気
づ
か
れ
る
よ
う
に
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
は
差
延
の
運
動
で
あ
る
。
差
延
と
い
う
操
作
が
「
現
前
を
分
裂
す
る
と

同
時
に
遅
ら
せ
て
、
同
時
に
、
現
前
を
根
源
的
な
分
割
と
遅
れ
に
服
従
さ
せ
る
」

（V
P 103

）。
再
現
前
化
、
表
象
作
用
、
構
成
と
い
う
こ
と
を
デ
リ
ダ
が
第
一
次
的

に
考
え
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
差
延
の
運
動
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る 

⑸

。「
構

成
の
概
念
に
ま
で
脱
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（V

P 100n.

）
と
デ
リ
ダ
が

言
う
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。「〔
フ
ッ
サ
ー
ル
の
言
う
〕
構
成
は
何
も
の
も
創
造

せ
ず
、
構
築
せ
ず
、
産
み
出
し
た
り
し
な
い
」（ED

 181n.

）。
あ
る
い
は
少
な
く

と
も
、「
構
成
す
る
主
観
性
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
」（V

P 100n.

）。
主
観
性

が
一
つ
の
自
己
現
前
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
む
し
ろ
非
現
前
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
。「
し
た
が
っ
て
、
現
在
を
差
延
に
も
と
づ
い
て

―
反
対
で
は
な
い

―
考
察
す
る
や
い
な
や
、
ま
さ
し
く
《
絶
対
的
主
観
性
》
の
規
定
も
ま
た
、
削

除
線
を
引
か
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
主
観
性

0

0

0

と
い
う
概
念
は
、
ア
プ
リ

0

0

0

オ
リ
か
つ
一
般
的
に

0

0

0

0

0

0

0

0

、
構
成
さ
れ
た
も
の

0

0

0

0

0

0

0

の
秩
序
に
属
し
て
い
る
」（V

P 99n.

）。

か
く
し
て
時
間
化
と
は
、
主
観
性
な
い
し
自
己
現
前
に
よ
る

0

0

0

構
成
で
は
な

く
、
反
対
に
当
の
現
前
の0

構
成
で
あ
る
。
現
在
は
、
別
の
絶
対
的
現
在
へ
と
開

か
れ
る
こ
と
で
初
め
て
、
そ
れ
と
し
て
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
別
の
現
在
へ
の
開

け
、
別
の
現
在
と
の
区
別
化
・
差
異
化
が
時
間
化
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
差
延
で

あ
る
。「
差
延
は
つ
ね
に
現
前
よ
り
も
古
く
、
そ
れ
が
現
前
に
開
け
を
も
た
ら
す
」

（V
P 80

）。
し
た
が
っ
て
、
時
間
化
の
現
象
に
は
区
別
の
作
用
、
間
隔
化
の
作
用
、

espacem
ent

が
働
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
デ
リ
ダ
は
時
間
化
と
間
隔

化
が
同
じ
も
の
で
あ
る
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
（V

P 101; D
G 99; M

 14

）。

そ
し
て
、「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と
し
て
の
空
間
化
」（l'espacem

ent com
m

e 
écriture

）（D
G 100

）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
差
延
、
時
間
化
、
間
隔
化
、
空

間
化
は「
原
‐
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」（archi-écriture

）の
問
題
地
平
で
あ
る
。「
原

‐
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
、
差
延
の
運
動
〔
…
〕
が
、
唯
一
つ
の
同
じ
可
能
性
の
な
か

で
、
時
間
化
、
他
者
関
係
、
言
語
を
同
時
に
開
く
」（D

G 88

）。

こ
こ
で
、『
グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
』（
一
九
六
七
年
）
へ
と
目
を
向
け
よ

う
。
そ
こ
で
言
わ
れ
る
こ
と
に
は
、「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と
し
て
の
空
間
化
は
主
体

の
不
在
‐
化
、
主
体
の
無
意
識
‐
化
で
あ
る
」（D

G 100

）。
伝
統
的
に
、
エ
ク

リ
チ
ュ
ー
ル
（
書
字
）
は
パ
ロ
ー
ル
（
声
）
に
劣
る
も
の
、
そ
の
派
生
物
と
し
て

扱
わ
れ
、
声
が
「
生
き
生
き
し
た
」
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
書
字
は
「
死
ん
だ
」

も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
声
が
書
き
お
こ
さ
れ
て
、
空
間
化
し
、
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
途
端
、
そ
れ
は
魂
を
失
い
、
意
識
の
な
い
、
死
ん
だ
物
と
化
す
。
こ
の

意
味
で
、
空
間
化
は
「
主
体
の
不
在
化
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
も
は
や
自
己
現
前

は
宿
っ
て
お
ら
ず
、
一
般
化
し
て
言
え
ば
、「
可
視
性
と
空
間
性
は
文
字
通
り
自
己

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

現
前
の
死
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

」（V
P 40; D

G 334

）⑹
。
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し
か
し
、
純
粋
で
一
次
的
と
み
な
さ
れ
た
声
、「
現
象
学
的
声
」（V

P 16, 90

）、

生
き
た
も
の
、「
生
き
生
き
し
た
現
在
」
が
、
実
は
差
延
か
ら
、（
原
‐
）
エ
ク
リ

チ
ュ
ー
ル
か
ら
、
空
間
化
（
間
隔
化
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
れ
は
、「
生
者
」
が
そ
の
他
者
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
、
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
差
延
は
「
生
者
を
非
‐
生
者
に
接
合
す
る
」（D

G 95

）。
間
隔
化
と

し
て
の
差
延
は
一
方
を
他
方
と
区
別
し
つ
つ
関
係
づ
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
両
項
を

成
り
立
た
せ
る
。「
空
間
化
と
し
て
の
原
‐
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
は
、
生
き
生
き
し

た
現
在
の
現
前
の
な
か
の
、
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
現
前
の
一
般
的
形
式
の
な
か
の
、

死
せ
る
時
間

0

0

0

0

0

を
標
記
し
て
い
る
。
死
せ
る
時
間
が
作
動
し
て
い
る
」（D
G 99

）。

「
生
き
生
き
し
た
現
在
」
が
「
把
持
」
の
回
帰
作
用
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、「
生
き
た
時
間
」
は
「
死
ん
だ
時
間
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
は
、
本
稿
の
問
題
で
あ
っ
た
、「
私
」

な
る
も
の
の
誕
生
に
か
か
わ
る
「
死
」
で
あ
る
。

こ
こ
で
思
い
出
す
べ
き
は
、
回
帰
作
用
に
よ
る
こ
の
構
成
は
「
遅
れ
る
」
と
い

う
点
で
あ
る
。生
き
生
き
し
た
現
在
は
つ
ね
に
把
持
か
ら「
遅
れ
て
」や
っ
て
来
る
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、「
生（
き
た
時
間
）」は「
死（
ん
だ
時
間
）」か
ら「
遅
れ
て
」や
っ

て
来
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
生
以
前

の
死
と
い
う
こ
と
が
。
素
朴
に
考
え
て
、
死
は
生
の
後
に
や
っ
て
来
る
し
、
そ
も

そ
も
誕
生
し
な
い
か
ぎ
り
死
ぬ
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
生
以
前
の
死
と
い

う
こ
と
は
想
定
不
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
デ
リ
ダ
の
観
点
で
は
、
そ
の
よ
う
な
死

は
「
線
と
し
て
の
時
間
」
で
考
え
ら
れ
た
死
で
あ
る
（D

G 262

）。
こ
の
「
時
間
」

は
「
つ
ね
に
現
在
か
ら
出
発
し
て
思
考
さ
れ
た
運
動
」（V

P 81

）
で
あ
り
、
デ

リ
ダ
が
見
据
え
る
「
時
間
」
は
そ
れ
と
は
異
な
る
。
後
者
は
「
フ
ロ
イ
ト
が
典
拠

と
し
て
い
る
時
間
性
」（D

G 98; V
P 74

）
で
あ
り
、
デ
リ
ダ
は
む
し
ろ
「
そ
れ

に
は
〔「
時
間
」
と
は
〕
別
の
名
称
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
」（V

P 80

）
と

言
う
。（
こ
の
時
間
性
は
後
に
「
関
節
の
外
れ
た
時
間
」、「
亡
霊
の
時
間
」
と
し
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。）
い
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
リ
ダ
が
こ
こ
で
考
え
て
い
る

「
死
」は
、「
未
だ
来
て
い
な
い
が
や
が
て
到
来
す
る
も
の
と
し
て
の
死
」（
私
の
死
）

と
は
別
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
デ
リ
ダ
の
言
う
「
死
」
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ

は
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と
同
様
に
、「
表
象
的
で
代
補
的

0

0

0

0

0

0

0

」
な
も
の
で
あ
る
（D

G 
262

）。
表
象
さ
れ

0

0

、
代
補
さ
れ
る

0

0

0

の
で
は
な
く
、
死
が
表
象
（
再
現
前
化
）
し0

、

代
補
す
る

0

0

。
何
を
。
現
前
的
生
を
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

　

エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と
し
て
の
空
間
化
は
主
体
の
不
在
化
、
主
体
の
無
意
識

化
〔le devenir-absent et le devenir-inconscient du sujet

〕
で
あ
る
。

〔
…
〕
主
体
と
そ
の
死
と
の
関
係
と
し
て
、
こ
の
生
成
〔ce devenir

〕
は

主
体
性
〔
主
観
性
〕
の
構
成
そ
の
も
の
で
あ
る
。（D

G 100

）

主
体
の
不
在
化
は
、
主
体
と
そ
の
死
と
の
関
係
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
さ
し
く
主

観
性
を
構
成
す
る
。
死
が
、
私
な
る
も
の
を
構
成
す
る
。
死
に
よ
っ
て
、
時
間
が

現
象
し
（
時
間
化
）、「
私
」
と
や
が
て
来
る
「
私
の
死
」
と
が
構
成
さ
れ
る
。

５　

お
わ
り
に

―
私
に
取
り
憑
く
他
者
の
死

―
喪

本
稿
で
は「
死
」と「
私
の
死
」を
区
別
し
、
後
者
で
は
な
く
前
者
の「
死
」が「
私
」

を
構
成
す
る
と
し
て
論
を
進
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
デ
リ
ダ
は
む
し
ろ
積

極
的
に
「
私
の
死
」
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
私
が
消
失
す
る
こ
と
、
私

の
死
へ
の
関
係
が
「
私
」
を
構
成
す
る
の
だ
、
と
。
だ
が
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
微

妙
な
言
い
回
し
で
あ
る
。
も
し
私
な
る
も
の
が
私
の

0

0

死
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と

す
れ
ば
、
私
の
死
以
前
に
は
「
私
」
と
は
言
え
ず
、
つ
ま
り
私
の
死
と
は
言
え
な
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い
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
「
私
の
死
」
は
「
私
の
」
で
は
な

い
「
死
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
そ
れ
は
後
に
デ
リ
ダ
自
身
に
よ
っ

て
、
別
の
死
へ
と
ず
ら
さ
れ
る
。
結
論
か
ら
言
っ
て
、
そ
れ
は
「
他
者
の
死
」
で

あ
る
。『
声
と
現
象
』、『
グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
』
か
ら
約
三
十
年
後
、『
ア
ポ

リ
ア
』（
一
九
九
六
年
）
で
次
の
よ
う
に
デ
リ
ダ
は
言
う
。

　

他
者
の
死
は
こ
う
し
て
再
び
喪
の
経
験
と
し
て
、
つ
ま
り
、
私
の
私
自
身
へ

の
関
係
を
創
設
し
、
そ
し
て
こ
の
経
験
を
構
造
化
す
る

―
内
的
で
も
外

的
で
も
な
い

―
差
延
の
な
か
で
、
自
我
の
自
我
性
と
同
様
に
あ
ら
ゆ
る

Jem
einigkeit

〔
各
私
性
〕
を
構
成
す
る
喪
の
経
験
と
し
て
、「
第
一
の
」
も

の
に
、
つ
ね
に
第
一
の
も
の
に
な
る
。
他
者
の
死
は
、「
私
」
の
う
ち
で
の
こ

の
他
者
の
死
は
、
実
は
句
「
私
の
死
」
に
お
い
て
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
し

う
る
す
べ
て
の
帰
結
と
と
も
に
、
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
唯
一
の
死
で
あ
る
。

（A
 133

）

私
の
私
自
身
へ
の
関
係
、
自
己
へ
の
現
前
は
差
延
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ

し
て
そ
の
契
機
は
「
死
」、
と
り
わ
け
「
他
者
の
死
」（
喪
の
経
験
）
で
あ
る
。
初

め
は
「
私
の
死
」
が
「
私
」
な
る
も
の
を
構
成
す
る
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
「
私

性
」
を
深
く
追
究
す
る
な
ら
、「
私
の
死
」
に
お
い
て
名
指
さ
れ
て
い
る
の
は
ほ
か

な
ら
ぬ
「
他
者
の
死
」
で
あ
る
と
い
う
。
他
者
の
死
が
自
我
性
な
ら
び
に
各
私
性

を
構
成
す
る
。「
私
」
の
誕
生
、「
私
」
の
発
語
に
は
、
す
で
に
他
者
の
死
が
含
ま

れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
「
私
の
死
」
と
「
死
」
を
ゆ
る
い
仕
方
で

0

0

0

0

0

0

区
別
す
る

と
言
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
デ
リ
ダ
の
観
点
で
は
、「
私
の
死
」
の
な
か
に

は
「
他
者
の
死
」
が
紛
れ
込
ん
で
お
り
、
内
部
の
外
部
と
し
て
決
定
不
可
能
な
か

た
ち
で
差
異
を
保
ち
つ
つ
、「
死
」
な
る
も
の
を
代
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
私
」

は
つ
ね
に
他
者
の
死
に
遅
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

。
気
づ
い
た
と
き
に
は
も
う
遅
い
。「
遅
れ

は
こ
こ
で
は
哲
学
的
絶
対
者
で
あ
る
」（O

G 170

）。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
は
「
根

源
的
な
喪
」（A

 111

）
な
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
デ
リ
ダ
の
初
期
の
テ
ク
ス
ト
を
中
心
に
扱
っ
た
。
そ
こ
で
議
論
さ
れ

て
い
る
「
死
」
に
つ
い
て
の
問
題
射
程
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
最
晩
年
に
ま
で
通

底
し
て
い
る
思
想
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
哲
学
が
哲
学
す
る
た
め
の
根
幹
、
主

観
性
や
自
己
現
前
と
い
っ
た
生
き
た
同
一
性
は
、
死
に
よ
っ
て
、
他
者
の
死
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
根
源
的
な
喪
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
い
つ

も
遅
れ
て
い
る
。遅
れ
て
い
る
か
ら
、
自
己
現
前
に
は
絶
対
に
取
り
戻
せ
な
い（
前

‐
）
起
源
で
あ
る
。
こ
の
「
遅
れ
」
の
問
題
は
、
デ
リ
ダ
が
そ
の
最
初
の
テ
ク
ス

ト
『《
幾
何
学
の
起
源
》
序
説
』
の
結
論
部
で
す
で
に
述
べ
て
い
た
事
柄
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
デ
リ
ダ
の
思
想
を
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
全
体
的
に
捉
え
る
う
え

で
、
死
と
い
う
問
題
系
も
ま
た
一
つ
の
有
用
な
視
座
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
一
方

で
、
他
方
、「
私
の
死
」
か
ら
「
他
者
の
死
」
へ
と
移
行
す
る
デ
リ
ダ
の
思
考
変
遷

に
つ
い
て
も
同
様
に
辿
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

註
デ
リ
ダ
か
ら
の
各
引
用
は
左
記
の
略
号
と
頁
数
を
（　

）
に
併
記
し
て
、
本
文
中
に

組
み
込
ん
だ
。
引
用
訳
文
は
各
々
の
既
訳
を
使
用
ま
た
は
参
照
し
な
が
ら
適
宜
変
更
を

加
え
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
中
の
傍
点
強
調

0

0

0

0

は
原
文
の
も
の
と
し
、〔　

〕
内
は
引
用
者

に
よ
る
。

O
G : « Introduction » de L'origine de la géom

étrie de E. H
usserl, Paris: P. U

. 
F., 1962.

V
P : L

a voix et le phénom
ène, Paris: P. U

. F., 1967, 4e éd. « Q
uadrige », 



116

2009.
ED

 : L'écriture et la différence, Paris: Seuil, 1967.
D

G : D
e la gram

m
atologie, Paris: M

inuit, 1967.
M

 : M
arges —

 de la philosophie, Paris: M
inuit, 1972.

A
 : A

pories: M
ourir

―
―s'attendre aux « lim

ites de la vérité », Paris: Galilée, 
1996.

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

⑴ Jean-Luc M
arion, R

éduction et donation: R
echerches sur H

usserl, 
H

eidegger et la phénom
énologie, Paris: P. U

. F., 1989, pp. 11-63.

⑵ D
avid W

ood, T
he D

econstruction of T
im

e, A
tlantic H

ighlands: 
H

um
anities Press International, Inc., 1989, p. 121, 117.

⑶ 

小
林
康
夫
、「
死
と
欲
望
―
―
デ
ィ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
原
・
光
景
―
―
」、『
思

想
』
第
九
六
九
号
、
二
〇
〇
五
年
一
月
、
六
一
頁
。

⑷ John D
. Caputo, "T

he Econom
y of Signs in H

usserl and D
errida: From

 
U

selessness to Full Em
ploym

ent", in John Sallis ed., D
econstruction and 

P
hilosophy: T

he T
exts of Jacques D

errida, Chicago and London: T
he 

U
niversity of Chicago Press, 1987, p. 101.

⑸ 

デ
リ
ダ
が
い
わ
ゆ
る
「
ポ
ス
ト
構
造
主
義
」
の
思
想
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
と
す

れ
ば
、
そ
の
理
由
は
こ
の
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
主
体
に
先
立
つ
「
構
造
」

な
る
も
の
を
第
一
次
的
な
も
の
と
考
え
る
の
が
構
造
主
義
だ
と
す
れ
ば
、
デ
リ
ダ
は

主
体
と
構
造
（
他
者
）
を
構
成
す
る
作
用

0

0

0

0

0

0

（
差
延
）
の
方
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
さ

ら
に
、
デ
リ
ダ
を
フ
ー
コ
ー
や
ド
ゥ
ル
ー
ズ
ら
「
ポ
ス
ト
構
造
主
義
」
の
思
想
か
ら

区
別
す
る
も
の
は
、「
外
部
は
内
部
で
あ
る
」
と
い
う
「
代
補
の
論
理
」
で
あ
る
（Cf., 

Christopher N
orris, D

errida, London: Fontana Press, 1987, p. 224, 234.

）。

構
造
に
せ
よ
他
者
に
せ
よ
、
主
体
と
異
な
る
も
の
は
主
体
の
外
で
は
な
く
そ
の
中
に

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
脱
構
築
は
テ
ク
ス
ト
へ
沈
潜
す
る
。

⑹ 

空
間
の
な
か
に
あ
り
、
見
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
生
き
て
い
る
」
も
の
が
あ
る
。

「
他
者
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
と
同
様
の
身
体
を
そ
な
え
な
が
ら
も
、
私
で
は
な
い
。

そ
こ
に
私
は
不
在
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
そ
こ
に
は
私
の
死
／
体
が
見
え
る
。「
他
者
へ

の
関
係
と
死
へ
の
関
係
は
唯
一
の
同
じ
開
け
で
あ
る
」（D

G 265

）。
他
者
へ
の
関
係

は
、
自
己
現
前
の
死
へ
の
関
係
な
の
で
あ
る
。

（
小
原
拓
磨
・
お
ば
ら　

た
く
ま
・
東
北
大
学
）
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序
論現

象
学
の
動
向
を
俯
瞰
し
た
大
著
、『
現
象
学
運
動
』の
な
か
で
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、

そ
の
現
象
学
的
資
質
を
多
分
に
評
価
さ
れ
つ
つ
も
、「
し
か
し
彼
の
発
見
や
洞
察
は
、

そ
の
す
べ
て
に
充
分
な
土
台
固
め
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
…
シ
ェ
ー

ラ
ー
は
い
つ
も
い
つ
も
急
い
で
い
た
」
と
評
さ
れ
た 
⑴

。
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
理
論
に

緻
密
さ
が
欠
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
自
身
が
具
体

的
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、『
論
理
学
研
究
』
に
お
け
る
範
疇
的
直
観
に
関

す
る
研
究
が
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
理
論
的
土
台
と
な
っ
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
フ
ッ

サ
ー
ル
は
、
感
性
的
直
観
と
は
異
な
り
、
理
念
的
対
象
を
捉
え
る
直
観
と
し
て
、
範

疇
的
直
観
を
説
い
た
。
Ａ
・
シ
ュ
ッ
ツ
は
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
フ
ッ
サ
ー
ル
か
ら
受
け

継
い
だ
も
の
は
、
こ
の
範
疇
的
直
観
に
関
す
る
理
論
と
、
理
念
的
対
象
に
つ
い
て
の

学
説
だ
け
で
あ
る
、
と
さ
え
指
摘
し
て
い
る 

⑵

。
シ
ェ
ー
ラ
ー
自
身
も
、
感
性
的

直
観
と
範
疇
的
直
観
と
い
う
概
念
的
対
立
が
、『
論
理
学
研
究
』
の
中
で
最
も
重
要
な

も
の
で
あ
り
、
自
分
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
が
現
象
学
の
最
も
直
接
的
な
出
発

点
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
（GW

7.308

）⑶
。

と
り
わ
け
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
先
取
（V

orziehen

）、
後
置
（N

achsetzen

）

と
い
う
理
論
の
な
か
に
、
範
疇
的
直
観
の
影
響
を
色
濃
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
快
適
価
値
、
生
命
価
値
、
精
神
価
値
、
聖
な
る
価
値
の
順
に
価

値
が
高
く
な
る
と
い
う
価
値
位
階
論
を
唱
え
た
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
価
値
直
観
理

論
に
お
い
て
ま
ず
重
要
で
あ
る
の
は
、
感
得
（Fühlen

）
と
い
う
概
念
で
あ
り
、

シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
こ
の
感
得
の
も
と
応
答
（A

ntw
ortsreaktion

）
と
し
て
与
え

ら
れ
て
あ
る
価
値
の
あ
り
方
を
説
い
た 

⑷

。
先
取
、
後
置
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、

こ
う
し
た
見
解
を
下
敷
き
と
し
て
、
価
値
の
「
位
階
」
を
把
捉
す
る
直
観
の
あ
り

方
で
あ
る
。

こ
の
考
察
で
も
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
立
場
か
ら
フ
ッ
サ
ー

ル
を
み
る
と
き
、
主
に
フ
ッ
サ
ー
ル
と
の
相
違
点
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
シ
ュ
ッ

ツ
も
ま
た
、
範
疇
的
直
観
に
関
す
る
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
解
釈
は
非
正
統
的
な
も
の
で

あ
っ
た
と
し
、
彼
の
独
自
性
を
強
調
す
る
仕
方
で
論
を
進
め
て
い
る 

⑸

。
し
か

し
、
本
稿
と
し
て
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
範
疇
的
直
観
が
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
価
値
論
に

与
え
た
影
響
、
つ
ま
り
、
彼
ら
の
共
通
点
を
強
調
し
た
い
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ

の
先
取
、
後
置
と
い
う
理
論
の
な
か
に
、
範
疇
的
直
観
の
影
響
を
認
め
る
こ
と

で
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
価
値
論
に
土
台
を
与
え
、
価
値
位
階
が
直
観
的
に
把
握
さ
れ

る
理
論
的
可
能
性
を
見
い
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
理
念
的

な
も
の
が
位
階
的
に
直
観
さ
れ
る
仕
方
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
論
述
の
流
れ
と
し

シ
ェ
ー
ラ
ー
の
価
値
直
観
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
範
疇
的
直
観

―
先
取
、
後
置
と
い
う
価
値
直
観
理
論
の
基
礎
と
し
て
の
範
疇
的
直
観

―亀

崎

健

司
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て
は
、
ま
ず
、
先
取
、
後
置
に
関
わ
る
シ
ェ
ー
ラ
ー
自
身
の
議
論
に
集
中
し
、
次

い
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
範
疇
的
直
観
が
こ
れ
ら
を
い
か
に
下
支
え
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
。
最
後
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
か
ら
学
び
つ
つ
、
価
値
位
階
論
の
意
義
に
関

し
て
若
干
の
言
及
を
加
え
た
い
。

１
．
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
「
先
取
」、「
後
置
」

シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
価
値
領
域
の
内
に
存
す
る
秩
序
、
関
係
性
を
指
摘
し
て
次

の
よ
う
に
言
う
。「
全0

価
値
領
域
に
特
有
な
一
つ
の
秩
序
は
、
諸
価
値
が
相
互
の

関
係
に
お
い
て
一
つ
の
『
位
階

0

0

』
を
有
し
、
こ
の
位
階
に
応
じ
て
、
あ
る
価
値

が
他
の
価
値
に
比
し
て
『
よ
り
高
い

0

0

0

0

』
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、『
よ
り
低

0

0

0

い0

』
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
存
す
る
」。
こ
う
し
た
価
値
領
域
の
う
ち

か
ら
、
あ
る
価
値
と
他
の
価
値
と
の
高
低
と
い
う
関
係
性
を
、
言
わ
ば
切
り
と
っ

て
断
面
的
に
把
握
す
る
も
の
が
、
先
取
、
後
置
で
あ
る
（GW

2.104

）。
先
取
に

お
い
て
は
、
あ
る
価
値
が
他
の
価
値
に
比
し
て
「
よ
り
高
い
」
と
い
う
こ
と
が
、

後
置
に
お
い
て
は
、「
よ
り
低
い
」
と
い
う
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
先
取
と
訳
さ
れ

るV
orziehen

に
、
最
初
に
哲
学
的
意
味
を
与
え
た
の
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
で
あ
る
。

日
常
的
に
は
、
動
詞
と
し
て
、「
…
を
好
む
」、「
…
を
優
先
す
る
」
と
い
っ
た
意
味

を
も
つ
こ
の
言
葉
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
も
と
で
、
関
係
づ
け
る
愛
に
よ
っ
て
特

徴
づ
け
ら
れ
、
少
な
く
と
も
二
つ
以
上
の
愛
さ
れ
る
対
象
を
前
提
と
す
る
も
の
と

さ
れ
た
。ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
シ
ェ
ー
ラ
ー
と
の
相
違
を
論
じ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、

さ
し
あ
た
っ
て
パ
ラ
キ
オ
ス
の
言
葉
を
借
り
て
お
け
ば
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
対
象

間
に
あ
る
相
違
を
、「
位
階
の
不
等
性
」
と
し
て
認
識
し
た
の
で
あ
る 

⑹

。

こ
の
先
取
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
が
意

欲
、
努
力
作
用
、
選
択
作
用
と
い
っ
た
も
の
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
具
体
的
な
言
及
と
し
て
は
、「
私
た
ち
は
実
際
ま
た
、
選

択
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
な
し
に
、『
私
は
ナ
デ
シ
コ
よ
り
バ
ラ
の
ほ
う
が
好

き
だIch ziehe die Rose der N

elke vor

』
な
ど
と
言
い
も
す
る
」
と
言
わ
れ

て
い
る
（GW

2.104

）。
パ
ラ
キ
オ
ス
は
、
こ
の
先
取
と
選
択
作
用
と
の
相
違
を

論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
努
力
作
用
に
関
す
る
論
述
と
、
行
為
に
関

す
る
論
述
に
注
目
し
て
い
る 

⑺

。
こ
う
し
た
論
究
か
ら
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
パ
ラ
キ
オ
ス
に
習
い
つ
つ
、
先
取
に
関
す
る
シ
ェ
ー
ラ
ー

の
論
立
て
を
確
認
し
て
い
く
。

ま
ず
努
力
作
用
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
努
力
作
用
が
具
体
化

さ
れ
て
い
く
段
階
を
、
異
な
っ
た
四
つ
の
形
式
に
区
別
し
て
い
る
。
第
一
の
形
式

は
、
純
粋
な
運
動
衝
迫
（Bew

egungsdrang

）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
あ
り
方
の

特
徴
は
、
目
標
、
つ
ま
り
、
そ
れ
を
得
よ
う
と
努
力
さ
れ
る
も
の
へ
と
向
か
う
方

向
づ
け
が
ま
だ
生
じ
て
い
な
い
、
と
い
う
点
に
認
め
ら
れ
る
。
第
二
の
形
式
は
、

離
去
努
力
（W

egstreben

）
な
い
し
離
脱
努
力
（Fortstreben

）
と
呼
ば
れ

る
。
こ
れ
は
、
不
快
で
あ
る
と
か
不
満
足
で
あ
る
と
い
っ
た
、
あ
る
一
定
の
状
況

を
離
れ
て
、
と
い
う
こ
と
で
も
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場

合
も
、
運
動
衝
迫
の
場
合
と
同
様
、
な
お
目
標
限
定
と
し
て
の
方
向
づ
け
を
伴
っ

て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
続
く
第
三
の
形
式
の
特
徴
は
、
方
向
づ
け
と
し
て
の
目
標

限
定
が
伴
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
方
向
づ
け
の
中
に
、
形
象
内
容
も
価
値
内

容
も
伴
わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
私
は
空
腹
で
あ
るes 

hungert m
ich

」、「
私
は
の
ど
が
渇
くes dürstet m

ich

」
と
い
っ
た
、
ド
イ
ツ

人
が
非
人
称
の
形
で
表
現
す
る
場
合
に
、
こ
う
し
た
あ
り
方
が
現
わ
れ
て
い
る
と

さ
れ
る
（GW

2.53f.

）。
対
し
て
、
第
四
の
形
式
の
特
徴
は
、
目
標
が
、
形
象
内

容
と
価
値
内
容
を
介
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
初
め

て
価
値
が
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
こ
の
目
標
形
成
に
お

い
て
、
形
象
成
素
は
、
価
値
成
素
に
基
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
（GW

2.54f.

）。
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次
に
、
行
為
に
関
す
る
論
述
を
み
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
行
為
が
形
づ
く
ら

れ
て
い
く
過
程
と
し
て
、
七
つ
の
段
階
が
区
別
さ
れ
る
。
い
ま
重
要
で
あ
る
の

は
、
そ
の
三
つ
目
の
段
階
で
あ
る
「
実
現
さ
れ
る
べ
き
内
容
の
意
欲
」
の
中
で

さ
ら
に
行
わ
れ
て
い
る
段
階
づ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
意
欲
は
、
心
術

（Gesinnung

）
か
ら
発
し
、
意
図
（A

bsicht

）、
熟
慮
（Ü

berlegung

）、
企
図

（V
orsatz

）
を
経
て
、
決
心
（Entschluss

）
に
至
る
と
さ
れ
る
（GW

2.137

）。

先
取
と
選
択
と
の
相
違
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
意
欲
が
形
成
さ
れ
て
い
く
四
つ
の

段
階
の
い
ず
れ
の
内
に
存
し
て
あ
る
か
、
を
み
る
こ
と
で
把
握
さ
れ
る
。
パ
ラ
キ

オ
ス
は
、
選
択
は
最
終
段
階
で
あ
る
決
心
に
属
し
、
先
取
は
最
初
の
段
階
で
あ
る

心
術
に
属
す
る
と
み
る 

⑻

。
こ
の
理
解
は
適
切
で
あ
る
。
彼
が
こ
の
よ
う
に
み

て
と
る
の
は
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
説
く
心
術
の
特
別
な
役
割
を
読
み
取
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
パ
ラ
キ
オ
ス
は
、
カ
ン
ト
の
場
合
と
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
カ
ン
ト
は
心
術
と
意
図
と
を
区
別
し
、
意
図
で
は
な
く
、
心
術
が
道
徳
的

価
値
の
根
源
的
担
い
手
で
あ
る
と
し
た
が
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
こ
の
心
術
の
根
源

的
役
割
に
価
値
を
絡
め
る
。
心
術
は
形
式
的
で
、
認
識
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
カ
ン
ト
の
見
解
を
引
き
継
が
ず
、
心
術
を
価
値
実
質
へ
と
向
か
う
方
向
と
し

て
捉
え
る
の
で
あ
る 

⑼

。
こ
の
こ
と
は
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
言
葉
で
は
、
次
の
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
る
。「
心
術
は
、
行
為
を
直
接
的
に
方
向
づ
け
る
運
動
志
向
に

い
た
る
ま
で
の

0

0

0

、
意
図
や
企
図
や
行
為
の
形
成
を
可
能
に
す
る
実
質
的
に
ア
プ
リ

0

0

0

0

0

0

0

オ
リ
な
作
用
空
間

0

0

0

0

0

0

0

を
表
出
し
、
言
わ
ば
、
結
果
に
い
た
る
ま
で
の
行
為
の
こ
う
し

た
全
て
の
諸
段
階
を
、
自
ら
の
価
値
実
質
で
も
っ
て
貫
徹
す
る

0

0

0

0

」（GW
2.131

）。

さ
ら
に
、
こ
の
引
用
の
な
か
で
「
行
為
を
直
接
的
に
方
向
づ
け
る
運
動
志
向
」

と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
先
の
努
力
作
用
の
第
四
の
形
式
に
関
わ
る
も
の
だ
と

理
解
で
き
る
。
こ
の
引
用
で
は
、
こ
の
運
動
志
向
の
基
礎
に
価
値
実
質
が
置
か
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
目
標
形
成
に
際
し
て
、
形
象
成
素
は
価
値
成
素
に

基
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
見
解
と
重
な
っ
て
い
る
。

翻
っ
て
み
る
に
、「
私
は
ナ
デ
シ
コ
よ
り
バ
ラ
の
ほ
う
が
好
き
だ
」
と
い
う
判

断
を
下
す
こ
と
は
、
決
心
の
よ
う
な
も
の
を
伴
う
こ
と
な
く
可
能
で
あ
る
。
サ

ン
ダ
ー
は
、
こ
う
し
た
先
取
を
「
情
緒
的
な
肯
定
の
様
式
」
と
呼
ん
で
い
る 

⑽

。

こ
う
し
た
表
現
は
事
柄
を
上
手
く
捉
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
対
し
て
、
選
択
作
用

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
、
な
に
か
し
ら
の
程
度
の
決
心
が
伴
わ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
選
択
と
決
断
す
る
意
志
と
を
結
び
つ
け
る
見
方
に
対
し
て
、

シ
ェ
ー
ラ
ー
の
説
く
先
取
は
、
意
志
の
働
き
を
排
し
た
と
こ
ろ
で
生
じ
る
価
値
直

観
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
取
と
は
、
基
づ
け
の
基
盤
と
し
て
、
そ
れ
に
根
ざ
し

て
あ
ら
ゆ
る
意
志
が
発
す
る
と
こ
ろ
の
、
心
術
の
内
に
存
す
る
価
値
直
観
で
あ

る
。こ

こ
ま
で
先
取
に
関
し
て
み
て
き
た
が
、
後
置
は
、
先
取
と
は
根
本
的
に
異

な
っ
た
直
観
作
用
で
あ
る
。
価
値
Ａ
が
価
値
Ｂ
よ
り
も
高
く
あ
る
時
、
先
取
に
お

い
て
は
、
価
値
Ａ
は
価
値
Ｂ
よ
り
も
価
値
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
直
観
さ
れ
る
。

対
し
て
、
後
置
に
お
い
て
は
、
価
値
Ｂ
は
価
値
Ａ
よ
り
価
値
が
低
い
と
い
う
こ
と

が
直
観
さ
れ
る
。こ
れ
ら
は
、
同
一
の
序
列
関
係
を
把
握
し
て
い
る
。シ
ェ
ー
ラ
ー

に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
同
一
の
序
列
関
係
が
二
つ
の
仕
方
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る

こ
と
に
は
ア
プ
リ
オ
リ
な
連
関
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
先
取
と
後
置
と
の
間
に
は

厳
然
た
る
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
（GW

2.106

）。

　２
．
前
提
理
論
と
し
て
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
範
疇
的
直
観

価
値
は
感
性
的
対
象
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
感
性
的
な
も
の
し
か
直
観
の
対

象
に
な
り
え
な
い
と
す
れ
ば
、
価
値
は
決
し
て
直
観
の
対
象
と
な
り
え
な
い
。
こ

う
し
た
論
定
に
対
し
て
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
価
値
が
直
観
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
う

る
こ
と
を
主
張
す
る
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
先
立
っ
て
直
観
概
念
を
拡
張
し
た
の
が
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フ
ッ
サ
ー
ル
で
あ
る
。
以
下
、
価
値
位
階
論
の
理
論
的
足
場
と
な
る
と
こ
ろ
の
範

疇
的
直
観
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。

２
・
１　

理
念
的
な
も
の
の
対
象
性

『
論
理
学
研
究
』
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
意
味
を
直
観

に
よ
っ
て
充
実
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
言
表
の
正
し
さ
は
、
直
観
に
よ
る
充

実
可
能
性
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
充
実
化
は
、
意
味
が
写
像
的
対
応

物
を
持
つ
場
合
に
は
容
易
に
達
成
さ
れ
う
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
範
疇
的
形
式

の
場
合
で
あ
る
。
範
疇
的
形
式
に
は
、das

、ein

、und

、oder

、
と
い
っ
た
形

式
語
が
含
ま
れ
る
（X

IX
/2.657f.

）⑾
。
例
え
ば
、「
リ
ン
ゴ
と
ミ
カ
ン
」
と
い
う

連
接
的
言
表
に
お
い
て
、「
リ
ン
ゴ
」、「
ミ
カ
ン
」
は
写
像
的
対
応
物
を
持
ち
、
感

性
的
直
観
の
も
と
で
与
え
ら
れ
う
る
。
対
し
て
、「
と
」
は
、
そ
う
し
た
対
応
物
を

持
た
ず
、
連
接
と
い
う
理
念
的
な
意
味
を
表
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
で

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
こ
の
連
接
と
い
う
理
念
的
意
味
も
直
観
に
よ
っ
て
充
実
さ
れ
る

と
説
い
た
（X

IX
/2.667

）。
こ
う
し
た
理
念
的
意
味
を
充
実
せ
し
め
る
直
観
が
、

範
疇
的
直
観
と
呼
ば
れ
る
。

範
疇
的
直
観
と
感
性
的
直
観
と
の
関
係
は
階
層
関
係
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
範
疇
的
直
観
は
、
感
性
的
直
観
に
基
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

「A
 und B

」
と
い
う
連
接
的
言
表
に
お
い
て
は
、
Ａ
、
Ｂ
に
向
か
う
直
観
作
用

と
そ
の
対
象
項
と
し
て
の
Ａ
と
Ｂ
と
い
う
対
象
関
係
が
あ
っ
て
初
め
て
、und
へ

と
向
か
う
範
疇
的
作
用
と
そ
の
対
象
項
と
し
て
の
連
接
的
意
味
と
い
う
対
象
関
係

が
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
範
疇
的
対
象
性
は
、
主
観
の

形
成
物
で
も
一
次
的
現
出
で
も
な
く
、
感
性
的
対
象
性
と
い
う
古
い
対
象
性
に
基

づ
け
ら
れ
た
新
し
い
対
象
性
で
あ
り
、
基
づ
け
ら
れ
た
諸
作
用
の
中
で
の
み
現
出

し
う
る
客
観
性
で
あ
る
と
さ
れ
る
（X

IX
/2.674-676

）。
こ
う
し
た
基
づ
け
関
係

は
、『
イ
デ
ー
ン
Ⅰ
』
九
十
五
節
に
お
い
て
、
価
値
領
域
に
転
用
さ
れ
た
。
そ
こ
で

は
、
単
な
る
事
象
が
あ
り
、
そ
れ
が
価
値
づ
け
ら
れ
て
、
そ
の
事
象
が
価
値
性
質

を
も
つ
と
さ
れ
る
（III/1.220-222

）。

以
上
、
ご
く
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、
範
疇
的
直
観
の
基
本
を
確
認
し
た
。
時
系

列
的
に
は
、
先
取
、
後
置
に
関
す
る
論
述
が
含
ま
れ
た
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
著
作
の

前
半
部
分
は
、『
イ
デ
ー
ン
Ｉ
』
と
同
年
の
一
九
一
三
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
価
値
に
関
す
る
着
想
は
、
す
で
に
一
九
〇
八
年
か
ら

一
九
〇
九
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
倫
理
学
講
義
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
（X

X
V

III.322

）。
で
は
、
以
上
の
論
述
か
ら
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
と
の
関
係
に
つ

い
て
何
が
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
価
値
性
質
は
新
た
に
加
わ
る
対
象
性
で

あ
る
と
み
る
フ
ッ
サ
ー
ル
に
対
し
て
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
価
値
性
質
が
形
象
内

容
を
基
づ
け
る
と
す
る
。
あ
る
い
は
、
表
象
作
用
が
基
層
的
作
用
で
あ
る
と
す

る
フ
ッ
サ
ー
ル
に
対
し
て
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
情
緒
作
用
が
基
層
的
作
用
で
あ

る
と
す
る
。
こ
う
し
た
点
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
と
の
相
違
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
Ｗ
・
ツ
ァ
ン
は
、「
フ
ッ
サ
ー
ル
と
は
対
照
的
に
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
範
疇
的

直
観
の
内
容
が
感
性
的
直
観
の
内
容
を
基
づ
け
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
」
と

明
記
し
て
い
る 

⑿

。
確
か
に
、
こ
の
相
違
は
重
要
で
あ
る
。
パ
ラ
キ
オ
ス
も
ま

た
、
価
値
成
素
を
基
層
に
据
え
る
点
が
、
努
力
作
用
や
行
為
を
巡
る
問
題
に
お

け
る
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
最
も
重
要
な
構
想
で
あ
る
と
し
て
お
り 

⒀

、
シ
ュ
ッ
ツ

は
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
自
身
が
、
こ
う
し
た
理
論
を
自
ら
の
最
大
の
発
見
と
み
な
し

て
い
た
、
と
記
し
て
い
る 

⒁

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
強
調
し
た
い
こ
と
は
、

シ
ェ
ー
ラ
ー
の
捉
え
る
価
値
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
範
疇
的
形
式
と
同
様
、
理
念
的

対
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
価
値
の
対
象
性
に
関
し
て
、
そ
れ
を
存
在
す

る
も
の
で
あ
る
と
す
る
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
対
し
て
（GW

2.195f.

）、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、

存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
存
在
、
非
存
在
に
つ
け
加
わ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る

（X
X

V
III.340

）、
と
い
う
相
違
は
あ
る
。
こ
の
相
違
は
、
基
づ
け
関
係
に
関
す
る
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見
解
の
相
違
に
依
拠
し
て
お
り
、
単
な
る
定
義
上
の
問
題
以
上
の
意
味
を
も
っ
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
理
念
的
な
も
の
の
対
象
性
に
関
わ
る
限
り

に
お
い
て
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
価
値
論
の
可
能
性
に
関
す
る
考
察
は
、
範
疇
的
直
観

の
可
能
性
に
関
す
る
考
察
と
等
価
的
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
が
一
九
一
四
年
に
行
っ
た
倫
理
学
講
義
の
な
か
に
は
、
シ
ェ
ー

ラ
ー
に
対
す
る
反
論
と
み
な
せ
る
論
述
が
あ
る
（X

X
V

III.92

）。
ま
た
、
こ
の
考

察
で
は
フ
ッ
サ
ー
ル
価
値
論
の
古
典
的
と
も
言
え
る
箇
所
し
か
取
り
上
げ
て
い
な

い
が
、
近
年
の
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
に
お
い
て
は
、
新
た
な
フ
ッ
サ
ー
ル
倫
理
学
の

姿
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る 

⒂

。
し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題

に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
以
下
の
論
述
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
範
疇
的
直
観
を
巡
る
議

論
が
、
先
取
、
後
置
と
い
う
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
理
論
を
い
か
に
し
て
下
支
え
し
て
い

る
か
と
い
う
問
題
に
集
中
す
る
。

２
・
２　

統
握
の
立
場
に
応
じ
た
直
観
の
あ
り
方

シ
ェ
ー
ラ
ー
が
、
先
取
と
後
置
と
を
区
別
し
、
二
通
り
の
直
観
形
式
を
説
く
理

由
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
説
く
統
握
の
立
場
（Standpunkt der A

uffasūsung

）

か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
統
握
の
立
場
」
は
、
全
体
と
部
分
の
関

係
に
関
す
る
論
述
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
Ａ
は

α
を
も
つ
」
と
い
う
言
表
と
、「
α
は
Ａ
に
含
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
言
表
と
の
関

係
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
言
表
は
、
同
じ
関
係
性
を
別
々
の
仕
方
で

表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
同
じ
関
係
性
を
言
表
す
る
仕
方
が
二

通
り
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
代
表
象
（Repräsentant

）
を
持

ち
出
す
（X

IX
/2.681-683

）。

代
表
象
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
理
論
の
中
で
、
直
観
と
意
味
と
の
充
実
化
の
モ
デ

ル
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
家
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
と
、
家
一
般
の
よ
う
な
も
の
は
感
性
的
に
把
握
さ
れ
ず
、
た
だ
個
々
の
知
覚

さ
れ
た
家
か
ら
抽
象
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
あ
る
。
こ
の
代
表
す
る
も
の
と
し
て

抽
象
化
さ
れ
て
あ
る
も
の
が
代
表
象
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
理
念
化
的
抽
象
が
代
表

象
を
可
能
に
す
る
。
代
表
象
は
、
自
身
が
成
立
す
る
た
め
に
、
抽
象
化
の
基
盤
と

し
て
の
感
性
的
直
観
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
う
し
て
抽
象
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
自
身
が
一
つ
の
尺
度
と
し
て
機
能
す
る
。
家
の
代
表
象
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
に
お
い
て
、
あ
れ
は
家
で
あ
り
、
あ
れ
は
家
で
な
い
と
判
断
す
る
基
礎
が
与

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、「
本
質
的
に
表
意
作
用
の
支
え
と
な
り
う
る

の
は
、
基
づ
け
る
直
観
全
体
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
が
代
表
化
す
る
内
容
だ
け

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ

る
」
と
さ
れ
る
。
意
味
は
こ
う
し
た
代
表
象
を
介
し
て
充
実
化
さ
れ
る
と
い
う
の

が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
充
実
化
に
関
す
る
理
論
で
あ
る
（X

IX
/2.620f.,690f.

）。

こ
う
し
た
事
柄
が
範
疇
的
概
念
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、「
基
づ
け
ら
れ
た
作
用
の
場
合
、
と
り
わ
け
範
疇
的
形
式
に
関
す
る
本
来
的
な

代
表
象
が
な
く
て
は
不
十
分
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（X

IX
/2.700

）。
そ

こ
で
は
、
例
え
ば
、「A

 und B

」
と
い
う
形
式
に
お
い
て
、
様
々
に
変
容
し
う
る

「A
 und B

」
か
ら
抽
象
化
さ
れ
る
仕
方
で
、und

の
代
表
象
が
与
え
ら
れ
つ
つ
、

こ
の
代
表
象
が
、
様
々
な
「A

 und B

」
と
い
う
言
表
の
な
か
で
機
能
し
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
（X

IX
/2.698f.

）。

こ
う
し
た
議
論
を
、
先
の
全
体
と
部
分
の
関
係
に
関
す
る
考
察
の
場
合
に
置
き

直
す
。「
Ａ
は
α
を
も
つ
」
と
「
α
は
Ａ
に
含
ま
れ
る
」
と
い
う
二
つ
の
統
握
か

ら
抽
象
化
さ
れ
、
Ａ
と
α
と
の
関
係
性
が
代
表
象
さ
れ
る
。
こ
の
代
表
象
は
、
二

つ
の
統
握
か
ら
抽
象
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
統
一
体
と
し

て
、
こ
の
二
つ
の
言
表
の
な
か
で
機
能
す
る
。
そ
の
こ
と
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

言
表
が
同
じ
関
係
性
を
指
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
、
全
体
と
部
分
と

い
う
関
係
性
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
同
じ
関
係
性
が
顕

在
化
さ
れ
て
与
え
ら
れ
る
際
、
そ
こ
に
は
、
前
も
っ
て
ア
プ
リ
オ
リ
に
規
定
さ
れ
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た
二
つ
の
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
可
能
性
は
統
握
の
立
場
に
応
じ
て
存
し
て
あ

る
、
と
表
現
さ
れ
て
い
る
（X

IX
/2.683

）。

こ
う
し
た
洞
察
は
、
先
取
と
後
置
が
事
柄
に
即
し
て
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
教
示
す
る
。
こ
れ
ら
の
区
別
は
、
統
握
の
立
場
の
相
違
を
反
映
し

て
い
る
の
で
あ
る
。「
価
値
Ａ
が
価
値
Ｂ
よ
り
も
価
値
が
高
い
」
と
い
う
直
観
と

「
価
値
Ｂ
は
価
値
Ａ
よ
り
価
値
が
低
い
」
と
い
う
直
観
の
相
違
は
、
関
係
づ
け
る

方
向
性
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
論
述
の
中
に
、
価
値
直
観
の

充
実
化
に
関
す
る
理
論
的
モ
デ
ル
は
見
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
充
実

化
の
モ
デ
ル
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
事
柄
の
要
求
に
即
し
た
こ
と
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
ほ
ど
細
や
か
に
事
柄

を
み
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
彼
ら
の
論
述
に
お
け
る
緻
密
さ

の
度
合
い
は
、
思
索
の
緻
密
さ
の
度
合
い
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し

同
時
に
、
序
列
関
係
の
同
一
性
と
同
一
で
あ
る
序
列
関
係
を
把
握
す
る
二
通
り
の

仕
方
、
そ
し
て
、
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
連
関
、
こ
う
し
た
指
摘
に

は
、
濃
密
な
フ
ッ
サ
ー
ル
的
洞
察
か
ら
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３　

事
態
を
直
観
す
る
こ
と
に
お
け
る
関
係
性
の
把
握

さ
ら
に
、
事
態
（Sachverhalt

）
と
い
う
事
柄
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
シ
ェ
ー

ラ
ー
の
位
階
論
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
範
疇
的
直
観
は
、
感
性
的

直
観
に
基
づ
き
総
合
作
用
を
働
か
せ
る
こ
と
に
お
い
て
事
態
を
捉
え
る
。
事
態
と

は
、
端
的
に
は
、「
Ｓ
の
Ｑ
で
あ
る
こ
と
」
や
「
Ｑ
で
あ
る
Ｓ
」
と
言
表
さ
れ
る
事

柄
で
あ
る
。
な
に
か
し
ら
の
述
定
の
も
と
で
命
題
が
形
成
さ
れ
る
場
合
、
判
断
の

客
観
的
相
関
者
と
し
て
の
事
態
が
成
立
す
る
（X

IX
/2.668f.,684f.

）。「
Ａ
は
α

を
も
つ
」
と
い
う
言
表
も
、「
α
を
も
つ
Ａ
」
と
い
う
言
表
の
変
型
と
し
て
、
事
態

を
表
現
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
の
言
表
に
お
い
て
、
様
々
な
名
辞
が
関
係
づ
け
ら
れ
る
。
フ
ッ

サ
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
関
係
づ
け
は
、
全
体
と
部
分
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
外
的

関
係
性
に
も
及
ぶ
と
す
る
。具
体
的
に
は
、「
Ｂ
の
右
に
あ
る
Ａ
」で
あ
る
と
か
、「
Ｂ

よ
り
大
き
い
、
よ
り
明
る
い
、
よ
り
高
音
で
あ
る
Ａ
」
と
い
っ
た
事
態
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
ら
は
全
て
、
一
つ
の
全
体
に

属
す
る
諸
部
分
に
対
す
る
部
分
と
い
う
関
係
を
も
っ
た
類
型
に
総
括
さ
れ
る
」
と

さ
れ
る
（X

IX
/2.683

）。

シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
こ
う
し
た
関
係
づ
け
る
直
観
の
あ
り
方
を
価
値
領
域
に
応
用

し
た
。「
価
値
Ａ
が
価
値
Ｂ
よ
り
も
価
値
が
高
い
」
と
い
う
言
表
は
、「
Ｂ
よ
り
大

き
い
、
よ
り
明
る
い
、
よ
り
高
音
で
あ
る
Ａ
」
と
い
う
言
表
と
類
比
的
で
あ
る
。

先
取
に
お
い
て
は
、「
価
値
Ｂ
よ
り
高
く
あ
る
価
値
Ａ
」
が
、
後
置
に
お
い
て
は
、

「
価
値
Ａ
よ
り
低
く
あ
る
価
値
Ｂ
」
が
直
観
さ
れ
る
。
ま
た
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、

個
々
の
関
係
性
が
一
つ
の
全
体
に
属
す
る
諸
部
分
に
対
す
る
部
分
と
し
て
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
が
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
価
値
領
域
に
存
す
る
秩
序
を
指
摘
す
る
引

用
に
お
い
て
「
全0

価
値
領
域
」
を
問
題
に
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
諸
関
係
の
そ

れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
部
分
と
し
て
、
そ
こ
に
属
す
る
一
つ
の
全
体
が
、
価
値
位
階
な

の
で
あ
る
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
個
々
の
関
係
性
を
全
体
と
部
分
と
の
関
係
の
中
で

捉
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
非
常
に
フ
ッ
サ
ー
ル
に
忠

実
で
あ
る
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、『
イ
デ
ー
ン
Ⅰ
』
九
十
五
節
に
お
い
て
、
単
な
る
事
態
と
価
値
態

（W
ertsachverhalt

）
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
価
値
づ
け
は
、
自

ら
を
基
づ
け
る
基
盤
と
し
て
の
事
態
意
識
を
持
っ
て
お
り
、
価
値
態
は
、
自
ら
の

内
に
自
身
に
属
す
る
単
な
る
事
態
を
含
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
（III/1.220f.

）。
こ

う
し
た
見
解
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
認
め
る
基
づ
け
関
係
か
ら
当
然
帰
結
す
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
う
し
た
見
解
も
、
一
九
〇
八
年
な
い
し
一
九
〇
九
年
の
段
階
で
す
で

に
示
さ
れ
て
い
る
（X

X
X

III.340

）。
対
し
て
、「
価
値
Ａ
よ
り
低
く
あ
る
価
値
Ｂ
」
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と
い
う
言
表
に
お
い
て
は
、
単
な
る
事
態
が
内
包
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
言

表
が
表
現
し
て
い
る
も
の
は
、
非
価
値
的
名
辞
を
排
し
た
純
粋
に
価
値
的
な
事
態

で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
、
感
性
的
関
係
性
が
、
基
層
現
象
と
し
て
非
価

値
的
に
洞
察
可
能
で
あ
る
よ
う
に
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
と
っ
て
、
諸
価
値
の
関
係
性

は
、
基
層
現
象
と
し
て
非
感
性
的
に
洞
察
さ
れ
う
る
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
目
指
し
た

こ
と
は
、
事
態
直
観
と
い
う
概
念
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
価
値
そ
れ
自
身
の
関
係
性

を
直
観
す
る
こ
と
で
あ
る
。

当
時
の
現
象
学
界
隈
に
お
い
て
、
当
然
フ
ッ
サ
ー
ル
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、『
論
理
学
研
究
』
と
い
う
基
盤
が
あ
っ
た
た
め
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
自

ら
の
思
索
を
目
視
可
能
な
仕
方
で
理
論
化
す
る
こ
と
な
く
進
む
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
側
面
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
う
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
に
立
ち
返

る
こ
と
で
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
試
み
が
顕
在
化
さ
れ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
シ
ェ
ー

ラ
ー
の
試
み
が
困
難
に
み
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
そ
こ
に
二
つ

の
理
念
的
対
象
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
価
値
と
い
う
理
念
的

対
象
を
、
さ
ら
に
「
よ
り
」
と
い
う
比
較
級
で
表
現
さ
れ
る
範
疇
的
形
式
で
も
っ

て
関
係
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
試
み
は
困
難
に
み
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
範
疇
的
直
観
を
可
能
的
な
直
観
の
あ
り
方

と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
先
取
、
後
置
と
い
っ
た
価
値
直
観
の
可
能
性
も

保
持
す
べ
き
で
あ
る
。
後
年
、
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
が
範
疇
的
代
表
象
に
関
す
る
議

論
を
取
り
下
げ
た
こ
と
は
、
問
題
の
難
度
を
端
的
に
示
し
て
い
る（X

IX
/2.535

）。

確
か
に
、
範
疇
的
形
式
の
代
表
象
を
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
価
値
に
関
し

て
も
同
様
で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
自
説
を
取
り
下
げ
る
と
同
時
に
、
自
説
の

欠
陥
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
意
義
を
認
め
た
。
こ
の
範
疇
的
形
式
の
充
実
化

に
ま
つ
わ
る
問
題
は
、
価
値
を
巡
る
問
題
と
連
続
し
て
い
る
。

３
．
価
値
位
階
論
の
意
義

最
後
に
、
価
値
位
階
論
の
意
義
に
触
れ
て
お
く
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め

よ
う
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
範
疇
的
直
観
を
活
用
し
、
価
値
と
い
う
理
念
的
対
象
を

捉
え
る
。
こ
の
価
値
は
、
純
粋
な
価
値
態
と
し
て
直
観
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、

関
係
性
の
な
か
で
洞
察
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
は
、
統
握
の
立
場
に
応
じ

て
、
先
取
さ
れ
る
か
後
置
さ
れ
る
。
先
取
、
後
置
が
そ
こ
か
ら
個
々
の
関
係
を
切

り
取
っ
て
く
る
関
係
性
全
体
が
価
値
位
階
で
あ
る
。
こ
う
し
た
価
値
位
階
を
説
く

こ
と
に
は
い
か
な
る
意
義
が
あ
る
の
か
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も
、『
論
理
学
研
究
』
を
見
れ
ば
良
い
。
フ
ッ

サ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
あ
る
一
つ
の
分
肢
を
、
主
要
分
肢
と
し

て
重
視
し
つ
つ
、
残
り
の
諸
分
肢
を
保
持
し
な
が
ら
考
察
す
る
場
合
に
初
め
て
、

そ
れ
ら
を
と
り
ま
と
め
る
統
一
様
式
の
特
殊
性
に
応
じ
て
変
化
し
つ
つ
、
相
関
す

る
分
肢
を
介
し
て
、
そ
の
主
要
分
肢
の
現
象
学
的
な
規
定
が
浮
上
し
て
く
る
の
で

あ
り
、
こ
の
際
に
は
、
相
関
す
る
分
肢
も
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
自
体
浮
上
し
て
こ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」（X

IX
/2.684

）。
こ
の
こ
と
を
価
値
に
関
し
て
言

え
ば
、
例
え
ば
、
善
悪
と
い
う
価
値
が
概
念
的
に
理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、
美
醜

や
快
不
快
の
価
値
の
よ
う
な
善
悪
以
外
の
価
値
に
つ
い
て
の
概
念
的
理
解
が
伴
わ

れ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
赤
色
と
い
う
単
純
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
色
彩
と

し
て
の
赤
色
が
概
念
的
に
理
解
さ
れ
る
時
に
は
、
赤
色
以
外
の
な
に
か
し
ら
の
色

彩
と
色
彩
一
般
に
つ
い
て
概
念
的
理
解
が
伴
わ
れ
て
い
る
。そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

あ
る
価
値
に
関
す
る
十
全
的
理
解
は
、
様
々
な
価
値
の
相
関
関
係
の
も
と
で
可
能

に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
位
階
と
は
、「
あ
る
価
値
が
、
他
の
価
値
に
関
し
て
、
所
有

し
て
い
る
も
の
」⒃
で
あ
り
、
価
値
の
多
様
な
関
係
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

シ
ェ
ー
ラ
ー
の
説
く
よ
う
な
位
階
の
直
観
的
洞
察
が
可
能
で
あ
る
か
、
と
い
う

問
題
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
い
か
な
る
洞
察
が
目
指
さ
れ
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る
べ
き
か
と
い
う
問
題
も
重
要
で
あ
る
。
我
々
が
、
あ
る
も
の
を
十
分
に
理
解
す

る
こ
と
を
目
指
す
時
、
そ
こ
に
は
、
部
分
へ
の
細
や
か
な
眼
差
し
と
共
に
、
全
体

的
な
も
の
へ
の
俯
瞰
的
眼
差
し
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
フ
ッ
サ
ー

ル
の
洞
察
と
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
洞
察
と
は
協
働
し
合
え
る
は
ず
で
あ
る
。
価
値
的
な

る
も
の
の
全
体
像
を
捉
え
よ
う
と
す
る
時
、
高
低
以
上
に
重
要
な
観
点
が
果
た
し

て
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
価
値
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
位

階
と
い
う
観
点
は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
う
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
唱
え
る
価
値
位
階
が
正
し
い
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
位
階
論
の
正
当
性
を
問
う
に
は
、
彼
の
捉
え

る
価
値
内
実
を
み
る
よ
り
他
な
い
。
ま
た
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
欠
陥
の
補
填
も
、
実

際
に
、
多
様
な
角
度
か
ら
様
々
な
現
象
学
的
内
実
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

し
か
達
成
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

注⑴　
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は
じ
め
に

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
愛
の
現
象
を
何
度
も
考
察
し
た
。
そ
の
文
脈
は
感
情
論

や
制
度
論
な
ど
多
様
だ
が
（cf. PhP 433-437; IP 63-77

）、
本
稿
で
は
間
主
体

性
の
問
題
圏
に
属
す
る
一
つ
の
問
い
を
主
題
と
し
て
、
彼
が
こ
の
問
い
に
ど
う

答
え
た
か
を
再
構
成
す
る 

⑴

。
す
な
わ
ち
、
誰
か
を
愛
し
て
い
る
と
言
う
と
き
、

人
は
実
の
と
こ
ろ
何
を
愛
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
こ
の
再
構
成

を
通
し
て
、
愛
と
は
様
々
な
性
質
を
も
つ
主
体
間
の
関
係
で
あ
り
、
変
化
を
含
む

継
続
的
な
過
程
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
他
人
の
知
覚
を
論
じ
る
中
で
こ
の
問
い
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
彼
に
と
っ
て
愛
は
特
殊
な
一
事
例
で
は
な
く
、
他
人
の
知
覚
の
本
質
が

そ
こ
で
露
呈
す
る
特
権
的
な
経
験
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
愛
に
関
す

る
論
述
を
検
討
す
る
本
稿
は
、
そ
の
副
産
物
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
メ
ル
ロ=

ポ
ン

テ
ィ
の
他
者
論
に
つ
い
て
も
新
た
な
見
方
を
提
供
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
下
、
ま
ず
本
稿
の
問
い
が
属
す
る
文
脈
を
確
認
し
（
第
一
節
）、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
の
答
え
を
再
構
成
す
る
（
第
二
節
）。
次
に
答
え
の
鍵
と
な
る
「
地
」

の
概
念
を
検
討
し
（
第
三
節
）、
最
後
に
何
が
愛
さ
れ
る
の
か
を
考
察
す
る
（
第

四
節
）。

一　

愛
は
性
質
を
超
え
る
か

人
は
何
を
愛
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に
関
し
て
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
の
論
敵

は
パ
ス
カ
ル
で
あ
る
。「
パ
ス
カ
ル
の
有
名
な
テ
ク
ス
ト
以
上
に
悲
観
的
で
懐
疑

的
な
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
彼
は
愛
す
る
と
は
何
か
と
自
問
し
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
人
は
女
性
を
そ
の
美
し
さ
故
に
愛
す
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の
も

そ
れ
は
消
滅
し
う
る
か
ら
だ
。
あ
る
い
は
、
彼
女
の
精
神
の
故
に
愛
す
る
の
で
も

な
い
、
彼
女
は
そ
れ
を
失
い
う
る
か
ら
、
と
。そ
し
て
突
然
こ
う
結
論
す
る
。「
し

た
が
っ
て
、
人
は
決
し
て
誰
も
愛
し
は
し
な
い
。
人
は
た
だ
諸
性
質
だ
け
を
愛
す

る
」
と
」（PP 70, cf. CS 565

）⑵
。

こ
の
講
演
で
の
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
、
人
は
他
人
の
性
質
だ
け
を
愛
す
る
と

い
う
パ
ス
カ
ル
の
主
張
に
対
し
て
、
性
質
を
超
え
て
愛
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
主

張
し
て
い
る
。
し
か
し
『
知
覚
の
現
象
学
』
で
は
、
性
質
へ
の
愛
も
含
め
て
よ
り

詳
し
く
考
察
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
検
討
し
よ
う
。

ま
ず
、
性
質
と
は
何
か
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ

が
「
自
由
」
の
章
で
論
じ
て
い
る
よ
う
な
、
主
体
に
備
わ
る
性
質
で
あ
る
。
主
体

は
実
存
す
る
や
否
や
不
可
避
的
に
諸
々
の
性
質
を
身
に
つ
け
る
（cf. PhP 513-

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
と
愛
の
現
象
学

川

崎

唯

史
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514
）。
こ
の「
性
質
づ
け
ら
れ
た
実
存
」は
、
主
体
の
可
視
的
な
側
面
で
あ
り
、「
他

人
に
と
っ
て
の
私
と
、
私
自
身
に
と
っ
て
の
他
人
」
す
な
わ
ち
「
対
他
」
に
属
す

る
（PhP 512

）。
性
質
は
誰
か
に
固
有
の
も
の
で
は
な
く
多
く
の
人
に
共
通
す

る
の
で
、「
一
般
化
さ
れ
た
実
存
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
（PhP 513

）。
言
及

さ
れ
て
い
る
の
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
や
労
働
者
と
い
っ
た
社
会
的
な
性
質
だ
が
、
対
他

と
一
般
性
と
い
う
規
定
は
、
美
し
さ
や
若
さ
と
い
っ
た
他
の
性
質
に
も
当
て
は
ま

る
。
さ
ら
に
、
メ
ル
ロ=
ポ
ン
テ
ィ
が
パ
ス
カ
ル
の
断
片
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
性
質
は
可
変
的
で
あ
り
消
失
し
う
る
と
言
え
る
。

そ
れ
で
は
、
性
質
へ
の
愛
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。「
コ
ギ
ト
」
の
章
の
感

情
的
志
向
性
を
論
じ
る
段
落
で
、
自
己
欺
瞞
・
偽
り
の
愛
・
真
の
愛
と
い
う
三
種

の
感
情
が
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
真
偽
は
価
値
の
序
列
で
は
な
く
感
情
の
現
実
性
に

関
す
る
も
の
だ
が
、
本
稿
で
は
こ
の
点
は
扱
わ
な
い 

⑶

。
代
わ
り
に
、
偽
り
の

愛
と
真
の
愛
の
区
別
が
、
性
質
へ
の
愛
と
性
質
を
超
え
る
愛
の
区
別
に
重
な
る
こ

と
に
注
目
し
よ
う
。
偽
り
の
愛
に
お
い
て
は
、「
私
は
諸
性
質

0

0

0

（
別
の
微
笑
と
似
た

こ
の
微
笑
、
事
実
と
し
て
押
し
つ
け
ら
れ
た
こ
の
美
し
さ
、
振
舞
い
や
行
為
の
こ

の
若
々
し
さ
）
だ
け
を
愛
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
人
そ
の
も
の
で
あ
る
そ
の

特
異
な
実
存
す
る
仕
方
を
愛
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
」（PhP 434
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
諸
性
質
を
超
え
て
相
手
そ
の
も
の
を
愛
す
る
の
が
真
の
愛
だ

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
対
他
存
在
が
諸
性
質
か
ら
な
る
か
ぎ
り
、
他
人
に
対
し
て

性
質
以
外
の
も
の
が
現
れ
う
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か 

⑷

。
だ
と

す
れ
ば
、
性
質
を
超
え
る
真
の
愛
は
原
理
的
に
不
可
能
で
は
な
い
か
。
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
「［
…
］
愛
の
諸
矛
盾
は
、
他
人
に
と
っ
て
の
対
象
で
あ
る
と
同
時

に
私
に
と
っ
て
の
主
体
で
あ
る
私
の
身
体
の
形
而
上
学
的
構
造
に
由
来
す
る
、
よ

り
一
般
的
な
ド
ラ
マ
に
結
び
つ
く
」（PhP 195

）
と
述
べ
て
い
る
が
、
対
他
に

関
わ
る
こ
れ
ら
の
疑
問
は
愛
の
矛
盾
の
一
つ
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し

ま
ず
は
、
性
質
を
超
え
る
愛
の
実
態
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

二　

性
質
を
介
す
る
愛

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
性
質
な
し
に
愛
す
る
こ
と
、
つ
ま
り

性
質
を
知
覚
せ
ず
に
人
を
愛
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
む
し

ろ
、
性
質
の
知
覚
は
避
け
ら
れ
な
い
（cf. PP 71

）。
そ
れ
ゆ
え1952

年
の
「
他

人
の
経
験
」
講
義
で
は
、「
性
質
を
介
し
て
愛
す
る
」
と
表
現
し
直
さ
れ
る
。「
他

人
の
知
覚
と
は
、
状
況
を
介
し
て
現
れ
る
と
同
時
に
そ
の
状
況
を
変
え
る
あ
る
自

由
の
知
覚
で
あ
る
。
ひ
と
は
性
質
だ
け
を
愛
す
る
の
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
性
質
を
介
し
て

0

0

0

0

0

0

し
か
愛
さ
な
い
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
し
か
し
そ
の
と
き
、
生
き
生
き
し
て
い
る
か
ぎ
り
で

の
他
人
は
、
そ
の
役
割
が
含
む
常
同
症
の
可
能
性
に
よ
っ
て
い
つ
も
脅
か
さ
れ
て

い
る
。
他
人
は
消
失
し
、
そ
の
役
割
だ
け
を
残
す
か
も
し
れ
な
い
」（CS 566

）。

引
用
文
中
の
「
あ
る
自
由
の
知
覚
」
が
第
四
節
で
考
察
す
る
愛
に
あ
た
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
愛
を
妨
げ
る
も
の
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
特
定

の
状
況
に
お
い
て
生
き
て
お
り
、
対
人
関
係
に
お
い
て
特
定
の
役
割
を
割
り
当
て

ら
れ
て
い
る
。
自
覚
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
役
割
を
演
じ
る
こ
と
も
多
々

あ
る
。
こ
の
事
情
は
愛
の
関
係
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の

行
動
が
役
割
に
沿
っ
た
も
の
と
な
る
と
き
、
他
人
は
い
わ
ば
「
常
同
症
」
に
陥
り
、

そ
の
生
き
生
き
し
た
姿
は
消
失
し
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
他
人
が
消
失
す
る
要
因
は
、
他
人
を
愛
す
る
者
の
知
覚
に
も
求
め
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
に
よ
れ
ば
知
覚
そ
の
も
の
の

本
性
で
あ
る
。「
実
存
が
あ
る
行
為
に
お
い
て
自
己
を
取
り
ま
と
め
て
巻
き
込
む

や
否
や
、
そ
れ
は
知
覚
の
手
中
に
落
ち
る
。
他
の
す
べ
て
の
知
覚
の
よ
う
に
、
こ

の
知
覚
も
事
物
に
つ
い
て
そ
れ
が
捉
え
た
以
上
の
こ
と
を
断
定
す
る
。
灰
皿
を
見

て
い
る
と
か
、
そ
こ
に
灰
皿
が
あ
る
と
言
う
と
き
、
私
は
無
限
に
進
む
は
ず
の
経
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験
の
展
開
を
完
結
し
た
と
み
な
し
、
す
べ
て
の
知
覚
的
未
来
を
巻
き
込
ん
で
い

る
」（PhP 415

）。
知
覚
一
般
の
こ
う
し
た
性
格
が
、
愛
を
論
じ
る
文
脈
に
お
い

て
次
の
よ
う
に
強
調
さ
れ
る
。
つ
ま
り
愛
の
現
象
は
、
不
確
定
な
未
来
を
巻
き
込

む
断
定
と
い
う
知
覚
の
性
格
を
前
景
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。「
ア
ラ
ン
が
言
っ
て

い
た
よ
う
に
、
誰
か
を
愛
す
る
と
は
誓
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
人
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
以
上
の
こ
と
を
断
定
す
る
こ
と
で
あ
る
」（PC 228

）。

知
覚
と
し
て
の
愛
の
も
つ
断
定
性
は
、「
暴
力
的
」
と
も
形
容
さ
れ
る
（PhP 

415

）。
知
覚
と
い
う
側
面
に
限
っ
て
も
、
愛
は
す
べ
て
一
種
の
暴
力
で
あ
る 

⑸

。

知
覚
が
特
定
の
状
況
で
特
定
の
視
角
か
ら
な
さ
れ
る
以
上
、
そ
の
断
定
が
誤
っ
て

い
る
可
能
性
は
い
つ
も
排
除
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
ど
ん
な
愛
も
暴
力
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
性
質
を
介
す
る
愛
と
性
質

へ
の
愛
で
は
事
情
が
異
な
る
。
性
質
へ
の
愛
は
他
人
を
好
み
の
性
質
へ
と
還
元
す

る
た
め
、
誤
っ
た
断
定
を
訂
正
す
る
可
能
性
が
な
い
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
断

定
が
誤
り
だ
っ
た
と
判
明
し
た
と
き
に
は
愛
そ
の
も
の
が
終
わ
る
（
例
え
ば
表
情

の
若
々
し
さ
を
愛
し
て
い
て
、
老
け
込
ん
だ
表
情
を
目
に
し
て
幻
滅
す
る
場
合
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
性
質
を
介
し
て
愛
す
る
場
合
に
は
、
一
時
の
断
定
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
誤
り
だ
と
判
明
し
て
も
愛
は
存
続
し
う
る
。
先
に
引
用
し
た
灰
皿
の

知
覚
の
記
述
に
続
く
一
文
に
は
そ
う
し
た
含
意
が
見
て
取
れ
る
。「
同
様
に
、
私

は
誰
か
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
人
を
愛
し
て
い
る
と
言
う
と
き
、
私
は
そ
の
諸
性

質
を
超
え
て
、
あ
る
汲
み
尽
し
え
な
い
地
を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
地
は
、
私
が

作
っ
た
そ
の
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
つ
の
日
か
打
ち
砕
く
か
も
し
れ
な
い
」（PhP 

415

）。
性
質
を
介
す
る
愛
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
壊
さ
れ
て
も
存
続
し
う
る
。
愛
す
る
者

は
ま
さ
に
イ
メ
ー
ジ
を
破
砕
す
る
力
を
も
つ
「
あ
る
汲
み
尽
し
え
な
い
地
（un 

fond inépuisable

）」
を
め
ざ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
地
と
は
何

で
あ
り
、
な
ぜ
そ
れ
は
イ
メ
ー
ジ
を
壊
し
う
る
の
か
。

三　

他
人
の
地

本
節
で
は
「
あ
る
汲
み
尽
し
え
な
い
地
」
が
ど
の
よ
う
な
概
念
で
あ
る
か
を
明

ら
か
に
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
地
が
そ
の
ま
ま
愛
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
地
は
あ
く
ま
で
め
ざ
さ
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
、

地
の
概
念
の
解
明
は
愛
を
考
察
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
ず
、
そ
れ
は
い
か
な
る
「
図
」
に
と
っ
て
の
地
な
の
か
。
対
他
の
次
元
で
は

諸
性
質
が
図
と
な
る
一
方
で
、
対
自
に
お
け
る
地
は
、
す
べ
て
の
個
別
的
作
用

（
知
覚
、
行
為
、
懐
疑
、
判
断
な
ど
）の
な
さ
れ
る「
あ
ら
か
じ
め
開
か
れ
た
領
野
」

で
あ
る
（PhP 411

）。
諸
作
用
は
こ
の
地
の
上
に
生
じ
る
こ
と
で
当
該
主
体
の

経
験
と
な
る
。
有
名
な
「
黙
せ
る
コ
ギ
ト
」
と
は
こ
う
し
た
地
の
別
名
に
他
な
ら

な
い 

⑹

。

こ
の
点
は
他
者
論
に
関
し
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
地
は
各
経
験
の
自
己
性

を
担
保
す
る
が
、
裏
を
返
せ
ば
あ
る
主
体
を
そ
の
経
験
の
領
野
に
閉
じ
込
め
る
た

め
、「
生
き
ら
れ
た
独
我
論
」
を
帰
結
す
る
（ibid.

）。
す
な
わ
ち
、
私
と
他
人
は

各
自
の
地
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
お
互
い
の
経
験
は
付
帯
現
前
化
で
き
る
が
現
前
化

で
き
な
い
（cf. PhP 409

）。
他
人
の
知
覚
の
分
析
を
締
め
く
く
る
愛
の
記
述
に

お
い
て
も
な
お
地
の
概
念
を
用
い
て
い
る
以
上
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
（
哲
学

的
主
張
と
し
て
の
独
我
論
か
ら
区
別
し
た
上
で
）
生
き
ら
れ
た
独
我
論
を
認
め
て

い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
の
愛
の
記
述
は
、
多
く
の
解

釈
に
反
し
て
、
自
他
の
癒
合
で
は
な
く
他
人
の
我
有
化
不
可
能
性
を
明
示
す
る
の

で
あ
る 

⑺

。

さ
て
、
他
人
の
地
が
汲
み
尽
く
し
え
な
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
二
つ
の
観

点
か
ら
見
て
い
こ
う
。
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（
一
）
自
由
。
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
地
を
「
変
幻
自
在
の
自
由
」
と
も
言
い
換

え
て
い
る
が
、
こ
の
自
由
は
「
あ
ら
ゆ
る
事
実
的
状
況
に
関
し
て
距
離
を
取
る

能
力
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
る
（PhP 414; 413

）。
個
別
的

な
経
験
の
手
前
に
あ
る
地
に
よ
っ
て
、
主
体
は
特
定
の
状
況
お
よ
び
「
視
点
」

に
固
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
免
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え「
諸
状
況
の
可
能
性

0

0

0

0

0

0

0

」

と
規
定
さ
れ
る
（PhP 466

）。
主
体
は
た
え
ず
特
定
の
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
か
ら
い
っ
た
ん
離
脱
し
て
再
び
別
様
に
状
況
づ
け
ら
れ
る
力
を
も

つ
。
そ
れ
ゆ
え
、
特
定
の
状
況
に
置
か
れ
た
他
人
を
知
覚
し
て
も
、
状
況
か
ら

の
離
脱
が
可
能
で
あ
る
以
上
、
そ
の
知
覚
は
一
面
的
な
も
の
で
あ
る
。
他
人
が

自
由
で
あ
り
特
定
の
状
況
に
恒
久
的
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
、
こ
れ
が
地
の

無
尽
蔵
性
の
第
一
の
含
意
で
あ
る
。

（
二
）
生
の
連
関
。
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
、
主
体
性
の
図
と
地
の
関
係
を
「
時

間
性
」
の
章
で
も
取
り
上
げ
直
し
て
い
る
。
時
間
の
自
己
触
発
に
お
い
て
、
触

発
す
る
も
の
が
時
間
化
の
「
推
力
」、
触
発
さ
れ
る
の
が
「
諸
々
の
現
在
の
展

開
さ
れ
た
系
列
」
と
さ
れ
る
（PhP 487

）。
前
者
は
「
分
節
さ
れ
な
い
叫
び
」

と
言
い
換
え
ら
れ
、
他
人
の
推
力
に
は
「
決
し
て
立
ち
会
え
な
い
」
と
さ
れ
る

以
上
、
黙
せ
る
コ
ギ
ト
に
他
な
ら
な
い
（PhP 488; 495

）。
そ
れ
ゆ
え
、
そ

の
つ
ど
個
別
化
さ
れ
る
現
在
と
時
間
化
の
推
力
と
は
図
と
地
の
時
間
的
関
係
に

あ
る
と
言
え
る
。
同
一
の
推
力
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
る
限
り
で
、
諸
々
の
現
在

は
内
的
に
交
流
し
つ
つ
一
つ
の
時
間
系
列
に
属
す
る
。
こ
の
こ
と
が
「
生
の

連
関
」
と
呼
ば
れ
る
（PhP 481

）⑻
。
時
間
性
が
生
に
結
び
つ
く
の
は
、
メ

ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
が
時
間
を
主
体
と
し
て
捉
え
、「
私
た
ち
は
時
間
の
出
現
で
あ

る
」（PhP 489

）
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
主
体
す
な
わ
ち
生
の
連
関
は
、「
そ

の
誕
生
い
ら
い
自
己
を
顕
在
化
し
、
各
現
在
に
お
い
て
誕
生
を
確
認
す
る
唯
一

の
時
間
性
」
に
他
な
ら
な
い
（PhP 466

）。
誕
生
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
地
は
、

時
間
と
し
て
の
主
体
の
統
一
性
を
基
礎
づ
け
る
。
し
か
し
そ
れ
自
体
と
し
て
は

決
し
て
図
に
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
諸
々
の
現
在
に
尽
き
る
こ
と
も
な
い
。
地
の

汲
み
尽
く
し
え
な
さ
の
第
二
の
含
意
は
こ
こ
に
見
て
取
れ
る
。

ま
と
め
る
と
、
他
人
の
地
の
汲
み
尽
く
し
え
な
さ
が
意
味
す
る
の
は
、
他
人
が

特
定
の
状
況
や
視
点
か
ら
離
脱
す
る
自
由
を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
他
人
が
諸
々
の

個
別
的
な
現
在
に
還
元
で
き
な
い
生
の
連
関
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
地
を
め
ざ
す
愛
と
は
何
か
。

四　

変
身
す
る
生
へ
の
愛

二
つ
の
仮
説
を
前
も
っ
て
退
け
て
お
く
。
ま
ず
、
も
し
地
を
単
に
内
面
的
な
自

己
接
触
ま
た
は
自
己
現
前
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
愛
は
他
人
の
経
験
の
現
前
化

を
求
め
る
不
可
能
な
試
み
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
に
よ
れ
ば
、
他
人
は
絶
対
的
な
無
為
ま
た
は
沈
黙
に
止
ま
ら
な
い
限

り
、
私
を
決
定
的
に
超
越
す
る
こ
と
は
な
い
（cf. PhP 414

）。
他
人
の
生
を
生

き
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
知
覚
を
通
じ
た
接
近
は
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
他
人
の
私
秘
性
で
は
な
く
生
の
汲
み
尽
く
し
え
な
さ
を
担
う
も
の
と
し

て
地
を
捉
え
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
が
愛
に
見
出
す
積
極
的
な
意
義
を
解
明
し
た

い
。
愛
が
暴
力
的
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
愛
の
暴
力
性

が
一
様
だ
と
は
限
ら
な
い
。
実
際
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
「［
…
］
隔
た
っ
て

お
り
、
そ
の
自
律
性
の
う
ち
に
あ
る
も
の
と
し
て
他
人
を
捉
え
る
優
し
さ
に
支
え

ら
れ
た
」
愛
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（S 289

）。

ま
た
、
他
人
が
一
つ
の
生
の
連
関
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
地
を
め
ざ
す
愛
は
他

人
の
人
生
全
体
へ
の
愛
で
あ
る
と
結
論
す
る
の
も
拙
速
だ
ろ
う
。
他
人
の
人
生
を

見
通
す
こ
と
は
人
間
に
は
不
可
能
で
あ
る
上
に
、
上
空
飛
翔
的
な
発
想
に
陥
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
私
た
ち
の
「［
…
］
実
存
は
、
そ
れ
が
狙
う
も
の
を
一
般
化
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す
る
と
同
時
に
特
殊
化
す
る
の
で
あ
っ
て
、
包
括
的
に
は
な
り
え
な
い
」（PhP 

519

）。
生
の
連
関
へ
の
愛
す
な
わ
ち
人
生
へ
の
愛
と
い
う
見
方
は
有
効
だ
と
し
て

も
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
俯
瞰
と
は
別
の
仕
方
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
知
覚
と
し
て
の
愛
が
暴
力
的
で
あ
る
の
は
、
愛
す
る
者
が
愛
さ
れ
る
者

の
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
が
知
覚
の
本
性
か
ら
し
て
避
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
愛
さ
れ
る
者
の
地
は
「
私
が
作
っ
た
そ
の
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
い

つ
の
日
か
打
ち
砕
く
か
も
し
れ
な
い
」。
つ
ま
り
、
地
に
は
イ
メ
ー
ジ
作
成
の
暴

力
に
対
抗
す
る
力
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
今
や
明
ら
か
で
あ
る
。
地
と
は
他
人
が

特
定
の
状
態
に
固
定
さ
れ
な
い
こ
と
の
根
拠
だ
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
時
に
特
定
の

状
況
に
置
か
れ
た
他
人
を
知
覚
す
る
こ
と
で
作
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
例
え
ば
異

な
る
状
況
に
置
か
れ
た
他
人
を
知
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誤
り
だ
と
判
明
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
地
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
人
は
い
か
な
る
個
別
的
な

経
験
に
も
固
定
・
回
収
さ
れ
ず
に
、
そ
の
生
の
連
関
の
中
で
自
己
を
変
容
し
更
新

し
て
い
く
と
い
う
無
尽
蔵
の
可
能
性
を
も
つ 

⑼

。

こ
の
よ
う
に
、
イ
メ
ー
ジ
が
破
砕
さ
れ
る
の
は
、
愛
さ
れ
る
者
が
諸
々
の
状
況

を
生
き
つ
つ
変
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

特
定
の
イ
メ
ー
ジ
に
固
執
せ
ず
に
（
そ
れ
は
性
質
へ
の
愛
に
帰
着
す
る
）、
地
を

め
ざ
す
愛
と
は
、
様
々
に
変
容
す
る
他
人
に
居
合
わ
せ
、
イ
メ
ー
ジ
を
そ
の
つ
ど

更
新
す
る
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
解
釈
を
愛
に
関
す
る
記
述
に
即
し
て
吟
味
し
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
、
イ

メ
ー
ジ
の
更
新
と
い
う
発
想
は
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
の
知
覚
論
一
般
に
見
ら
れ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
世
界
は
「
汲
み
尽
く
し
え
な
い
貯
蔵
庫
」
で
あ
る
と
述

べ
た
上
で
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。「
知
覚
さ
れ
た
も

の
を
、
そ
の
可
能
な
解
体
と
別
の
知
覚
に
よ
る
時
折
の
置
換
を
同
時
に
告
知
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

世
界
地
平
と
と
も
に
、
全
体
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
私
た
ち
を
絶
対
に

誤
ら
せ
な
い
」（PhP 396

）。
あ
る
知
覚
が
よ
り
真
な
る
知
覚
に
置
換
さ
れ
る
こ

と
で
錯
覚
は
判
明
す
る
が
、
地
平
と
し
て
の
世
界
の
汲
み
尽
く
し
え
な
さ
こ
そ
が

こ
の
脱
錯
覚
を
可
能
に
し
て
い
る
。
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
自
身
は
明
示
し
て
い
な

い
が
、
同
様
の
事
情
が
他
人
の
知
覚
に
お
い
て
も
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
イ
メ
ー
ジ
の
更
新
は
、
他
人
に
つ
い
て
の
あ
る
知
覚
が
別
の
知
覚
に
置

換
さ
れ
る
こ
と
で
起
き
る
が
、
こ
れ
を
可
能
と
し
て
い
る
の
は
他
人
の
無
尽
蔵
の

地
で
あ
る 

⑽

。

置
換
を
通
し
た
知
覚
の
漸
進
は
「
移
行
の
総
合
」
と
も
呼
ば
れ
る
（PhP 

380

）。
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
、
無
時
間
的
な
主
観
が
非
連
続
的
な
諸
項
を
結
び

つ
け
る
と
い
う
総
合
の
古
典
的
な
観
念
に
対
し
て
、
あ
る
知
覚
か
ら
別
の
知
覚
へ

の
移
行
を
通
じ
た
別
種
の
総
合
を
提
示
す
る
。
そ
こ
で
の
強
調
点
は
、
移
行
の
総

合
が
本
質
的
に
時
間
の
経
過
を
伴
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
メ
ー
ジ
の
更

新
と
し
て
の
地
を
め
ざ
す
愛
は
、
愛
さ
れ
る
者
だ
け
で
な
く
愛
す
る
者
に
と
っ
て

も
、
時
間
が
決
定
的
に
重
要
と
な
る
経
験
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
、
愛
さ
れ
る
者
の
変
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
が
、
本
稿
が

こ
れ
に
着
目
す
る
根
拠
は
地
の
概
念
だ
け
で
は
な
い
。
イ
メ
ー
ジ
と
は
愛
す
る
者

に
と
っ
て
の
愛
さ
れ
る
者
の
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
対
他
存
在
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
知
覚
を
通
し
て
イ
メ
ー
ジ
が
更
新
さ
れ
る
た
め
に
は
、
愛
さ
れ
る
者
の

対
他
そ
の
も
の
が
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ

に
お
い
て
、
自
己
変
容
の
瞬
間
こ
そ
が
、
対
自
と
対
他
が
一
挙
に
変
化
す
る
時
な

の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
「
間
接
的
言
語
と
沈
黙
の
声
」
に
お
い
て
明
確
に
な
る
。
こ
の
論
文

の
主
題
は
「
表
現
」
だ
が
、
こ
れ
は
世
界
を
作
品
に
変
え
る
と
同
時
に
、「
そ
の
出

発
か
ら
成
熟
に
至
る
ま
で
、
画
家
を
彼
自
身
に
変
え
る
」
よ
う
な
「
変
身
」
で
あ

る
（S 72

）。
こ
の
よ
う
に
自
己
変
容
す
る
表
現
者
の
対
自
と
対
他
の
関
係
に
つ
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い
て
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証

法
が
、
無
数
の
仕
方
で
立
ち
戻
っ
て
い
る
中
心
的
事
実
は
、
私
た
ち
は
対
自
と
対

他
の
間
で
、
私
た
ち
自
身
に
よ
る
思
考
と
他
人
に
よ
る
思
考
と
の
間
で
、
選
択
す

る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
し
か
し
ま
た
、
表
現
の
瞬
間
に
お
い
て
、

私
が
語
り
か
け
る
他
者
（l'autre

）
と
、
自
己
を
表
現
す
る
私
と
が
容
赦
な
く
結

び
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（S 91-92, cf. H

T
 192

）。
そ
れ
ゆ
え
、

表
現
者
の
変
容
は
単
に
対
自
的
な
も
の
で
は
な
く
、
外
か
ら
も
知
覚
し
う
る
。
つ

ま
り
、
表
現
者
の
対
自
と
対
他
は
一
致
し
つ
つ
変
容
す
る
。
そ
の
変
容
を
見
る
者

は
、
イ
メ
ー
ジ
の
更
新
を
迫
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
表
現
に
は
文
学
や
芸
術
だ
け
で
な
く
「
愛
」
な
ど
「
生
の
あ
ら
ゆ

る
企
て
」
が
含
ま
れ
る
（S 93

）。
事
実
、「
他
人
の
経
験
」
講
義
で
も
、
愛
と
表

現
が
関
連
づ
け
ら
れ
る
。「
多
産
的
な
諸
瞬
間
に
お
い
て
の
み
、
私
は
、
役
割
を

知
覚
す
る
の
で
は
な
く
、
誰
か
を
、
他
人
の
現
れ
を
目
撃
し
て
い
る
と
い
う
印
象

を
も
つ
」（CS 566

）。「
誰
か
（quelqu'un

）」
と
は
、
性
質
を
超
え
て
愛
さ
れ

る
人
そ
の
も
の
を
指
す
（cf. SN

S 45

）。
他
人
が
そ
の
自
由
を
発
揮
し
つ
つ
自
己

変
容
す
る
多
産
的
な
瞬
間
に
お
い
て
は
、
そ
の
対
自
と
対
他
が
一
致
し
て
い
る
が

ゆ
え
に
、
私
は
役
割
や
性
質
に
尽
き
な
い
他
人
そ
の
も
の
の
現
れ
を
目
の
当
た
り

に
し
た
と
感
じ
る 

⑾

。
こ
の
貴
重
な
表
現
の
時
に
お
い
て
、
愛
さ
れ
る
者
は
イ

メ
ー
ジ
へ
の
固
定
か
ら
免
れ
、
愛
す
る
者
の
作
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
打
ち
砕
か
れ
更

新
さ
れ
る
だ
ろ
う 

⑿

。

ま
と
め
よ
う
。
愛
が
一
種
の
知
覚
で
あ
る
以
上
、
愛
す
る
者
は
不
可
避
的
に
愛

さ
れ
る
者
に
つ
い
て
実
際
に
知
っ
て
い
る
以
上
の
こ
と
を
断
定
し
、
イ
メ
ー
ジ
を

作
る
。
そ
の
意
味
で
愛
は
暴
力
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
性
質
を
介
し
て
他
人
の
地

を
め
ざ
す
愛
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
破
ら
れ
て
も
な
お
存
続
し
う
る
。
イ
メ
ー
ジ
が
更

新
さ
れ
る
の
は
、
愛
さ
れ
る
者
が
自
己
を
変
容
し
つ
つ
表
現
す
る
の
を
愛
す
る
者

が
知
覚
す
る
と
き
で
あ
る
。
変
身
す
る
他
人
を
目
の
当
た
り
に
し
、
イ
メ
ー
ジ
を

次
々
と
置
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愛
の
暴
力
性
は
最
小
限
度
の
も
の
と
な
る
だ

ろ
う 

⒀

。
そ
の
と
き
斜
交
い
に
愛
さ
れ
る
の
は
、
い
か
な
る
性
質
に
も
還
元
で

き
な
い
他
人
の
生
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は「
人
は
何
を
愛
す
る
か
」と
い
う
問
い
に
対
す
る
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ

の
答
え
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
し
た
。そ
の
結
果
、
と
り
わ
け「
真

の
愛
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
諸
々
の
性
質
や
役
割
を
介
し
て
、
そ
れ
ら

に
は
還
元
不
能
な
「
地
」、
す
な
わ
ち
愛
さ
れ
る
者
の
生
が
無
尽
蔵
に
変
容
す
る

様
を
知
覚
し
、
過
去
の
イ
メ
ー
ジ
を
更
新
す
る
こ
と
と
し
て
こ
れ
を
定
式
化
で
き

た
。
彼
に
お
い
て
愛
は
自
他
の
平
和
な
癒
合
で
は
な
く
、
い
つ
も
部
分
的
な
知
覚

に
基
づ
く
断
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
へ
の
固
定
を
含
む
暴
力
的
な
過
程
で
あ
り
、
真
の

愛
と
は
非
暴
力
で
は
な
く
暴
力
の
最
小
化
に
他
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
こ
う
し
た
愛
の
偶
然
性
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
愛
さ
れ
る

の
が
一
般
的
な
諸
性
質
に
尽
き
な
い
個
人
の
生
で
あ
る
以
上
、
こ
の
愛
は
合
理

的
な
説
明
を
容
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
「
偶
然
的
で
純
粋
に
非
合
理
的
な
一
要
素
」

（SN
S 174

）が
あ
る
。
な
ぜ
他
で
も
な
く
そ
の
人
を
愛
す
る
の
か
と
問
わ
れ
て
も
、

性
質
へ
の
好
み
で
は
済
ま
ず
、
個
人
の
出
会
い
と
い
う
偶
然
的
な
事
実
に
訴
え
ざ

る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、「
い
っ
た
ん
確
立
さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
の

愛
は
運
命
の
姿
を
取
る
が
、
最
初
の
出
会
い
の
日
に
は
絶
対
に
偶
然
的
で
あ
る
」

（ibid.
）
と
い
う
主
張
も
、
本
稿
で
の
考
察
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
。
普
遍
に

還
元
で
き
な
い
個
の
実
存
へ
の
愛
を
論
じ
て
い
る
点
で
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
の

愛
の
現
象
学
は
同
時
に
「
実
存
の
哲
学
」（PD

 247

）
で
も
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
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本
稿
の
意
義
は
次
の
三
点
に
あ
る
。（
一
）単
純
な
他
我
認
識
を
超
え
て
、
様
々

な
性
質
を
も
っ
た
者
た
ち
の
関
係
を
考
察
し
た
。（
二
）
イ
メ
ー
ジ
の
更
新
と
い

う
発
想
に
よ
っ
て
、
愛
を
変
化
に
富
む
継
続
的
な
関
係
と
し
て
捉
え
る
方
向
を
示

し
た
。（
三
）
他
人
の
現
前
化
の
不
可
能
性
と
知
覚
の
暴
力
性
を
示
す
こ
と
で
、

自
他
の
共
通
性
に
基
づ
く
平
和
な
共
存
と
い
う
従
来
の
解
釈
と
は
異
な
る
見
方
を

提
示
し
た 

⒁

。

注＊
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
以
下
の
略
号
と
頁
数
を
文
中
に
記

す
。
引
用
文
中
の
強
調
は
す
べ
て
原
文
に
よ
る
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arcours deux. 1951-1961, Lagrasse, 
V

erdier, 2000; P
hP: P

hénom
énologie de la perception, Paris, Gallim

ard, 
1945; P

P: Le prim
at de la perception et ses conséquences philosophiques, 

Lagrasse, V
erdier, 1996; S: Signes, Paris, Gallim

ard, 1960; S
N
S: Sens et 

non-sens(1948), Paris, Éditions Gallim
ard, 1996.

⑴　

愛
に
関
す
る
現
象
学
の
貢
献
は
ま
ず
価
値
志
向
性
の
観
点
の
導
入
に
あ
る

が
（cf. PC 19; 

吉
川
孝
『
フ
ッ
サ
ー
ル
の
倫
理
学 

生
き
方
の
探
究
』、
知
泉
書

館
、
二
〇
一
一
年; 

金
子
晴
勇
『
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
人
間
学
』、
創
文
社
、

一
九
九
五
年
、
一
六
五-

二
〇
五
頁
）、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
の
議
論
は
間
主
体
性
の
問

題
圏
に
属
し
て
い
る
。
ま
た
彼
の
論
じ
る
愛
は
非
宗
教
的
で
あ
り
、
か
つ
異
性
間
の

関
係
に
限
定
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑵　

Cf. B. Pascal, Pensées (Œ
uvres com

plètes, éd. J. Chevalier, «Bibliothèque 
de la Pléiade», Paris, Gallim

ard, 1954

）, Brunschvicg 323, Lafum
a 688, 

Plèiade 306-[C. 375]. 

山
上
浩
嗣
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
こ
う
し
た
愛
は
自
己
の「
邪
欲
」

に
発
す
る
性
質
へ
の
「
執
着
」
で
あ
り
、「
他
者
そ
の
も
の
へ
の
愛
と
は
な
り
え
な
い
」

が
、
神
へ
の
愛
を
最
終
的
な
目
的
と
す
る
場
合
は
、
他
者
へ
の
愛
は
「
慈
愛
」
に
転

じ
て
正
当
化
さ
れ
る
（
山
上
浩
嗣
『
パ
ス
カ
ル
と
身
体
の
生
』、
大
阪
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
、
二
九-

三
二
頁
）。

⑶　

こ
の
点
に
関
し
て
は
以
下
の
研
究
を
参
照
。A

. D
ufourcq, Institution et 

im
aginaire. La réflexion m

erleau-pontyenne sur les illusions am
oureuses, 

C
hiasm

i international, Paris/M
ilan/M

enphis, V
rin/M

im
esis/U

niversity 
of M

enphis, no 6, 2005, pp. 303-342.

⑷　
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
テ
ロ
ル
』
は
こ
の
点
を
明
言
す
る
。「
愛
、
愛
着
、
友
情
に

お
い
て
、
私
た
ち
は
数
々
の
「
意
識
」
を
前
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
意
識
の
絶

対
的
個
体
性
を
不
断
に
尊
敬
し
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
の
面
前
に
い
る
の
は
、

性
質
づ
け
ら
れ
た
存
在
者
―
―
「
私
の
息
子
」「
私
の
妻
」「
私
の
友
人
」
―
―
で
あ
っ

て
、
私
た
ち
は
私
た
ち
自
身
と
と
も
に
こ
れ
ら
を
共
通
の
投
企
の
う
ち
に
引
き
込
み
、

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
存
在
者
は（
私
た
ち
自
身
と
同
様
）一
定
の
能
力
と
義
務
を
も
っ
て
、

一
定
の
役
割
を
受
け
取
る
［
…
］」（H

T
 128

）。『
知
覚
の
現
象
学
』
に
お
い
て
性
質

づ
け
と
他
人
の
知
覚
は
愛
の
記
述
に
お
い
て
の
み
関
連
す
る
の
で
、
愛
の
問
題
は
こ

れ
ら
二
著
作
に
お
け
る
間
主
体
性
の
現
象
学
を
統
合
的
に
考
察
す
る
た
め
の
要
石
と

な
る
。

⑸　

E. 
ド
ゥ
・
サ
ン
ト
ベ
ー
ル
は
、
サ
ル
ト
ル
や
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
か
ら
影
響
さ
れ
た

暴
力
的
な
対
人
関
係
論
を
「
蚕
食
」
概
念
の
生
成
過
程
に
組
み
込
ん
で
お
り
、
そ
の

中
で
愛
も
論
じ
て
い
る
（E. de Saint A

ubert, D
u lien des êtres aux élém

ents 
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de l'être. M
erleau-Ponty au tournant des années 1945-1951, Paris, V

rin, 
2004, Sec. A

, esp., pp. 132-137; 180-191

）。
た
だ
し
、
サ
ン
ト
ベ
ー
ル
は
愛
の
議

論
も
後
期
思
想
を
準
備
す
る
も
の
と
し
て
読
む
た
め
、
見
捨
て
ら
れ
る
こ
と
に
神
経

質
に
な
る
「
ア
バ
ン
ド
ニ
ッ
ク
」
の
現
象
や
他
人
を
捕
え
ん
と
す
る
幼
児
の
愛
を
重

視
し
て
お
り
、『
知
覚
の
現
象
学
』
か
ら
の
連
続
性
を
重
視
す
る
本
稿
と
は
方
針
が
異

な
る
。

⑹　

八
幡
恵
一
は
「
他
人
と
人
間
的
世
界
」
の
章
に
お
い
て
黙
せ
る
コ
ギ
ト
の
議
論
が

先
取
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
（
八
幡
恵
一
「
共
存
の
他
者
論 

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
に
お
け
る
他
者
の
問
題
⑴
」、『
フ
ラ
ン
ス
哲
学
・
思
想
研
究
』
第

一
六
号
、
二
〇
一
一
年
、
五
二-

六
〇
頁
）。

⑺　

他
人
の
我
有
化
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。J. D

errida, Le toucher, Jean-Luc 
N

ancy, Paris, Galilée, 1998, p. 218. 

ま
た
松
葉
祥
一
は
、「『
知
覚
の
現
象
学
』
は

［
…
］
私
と
他
者
を
無
記
名
な
主
観
へ
と
還
元
し
て
し
ま
い
、
結
局
は
、
自
他
の
区
別

の
な
い
「
集
合
意
識
」
へ
と
問
題
を
解
消
し
た
だ
け
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
、
自

他
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
」
に
対
し
て
生
き
ら
れ
た
独
我
論
を
二
次
的
な
も
の
と
捉
え

て
い
る
が
（
松
葉
祥
一
『
哲
学
的
な
も
の
と
政
治
的
な
も
の 

開
か
れ
た
現
象
学
の
た

め
に
』、
青
土
社
、
二
〇
一
〇
年
、
三
二-

三
七
頁
）、
こ
う
し
た
理
解
は
地
の
概
念
を

看
過
し
た
上
で
な
さ
れ
て
い
る
。
G. 

B. 

マ
デ
ィ
ソ
ン
は「
た
と
え
メ
ル
ロ=
ポ
ン
テ
ィ

が
コ
ギ
ト
と
い
う
デ
カ
ル
ト
的
概
念
を
是
が
非
で
も
避
け
よ
う
と
す
る
と
し
て
も
、

彼
は
主
体
の
自
己
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
狙
っ
て
い
な
い
」
と
的
確
に
説

明
し
て
い
る
（G. B. M

adison, La phénom
énologie de M

erleau-Ponty. U
ne 

recherche des lim
ites de la conscience, Paris, K

lincksieck, 1973, p. 61

）。

⑻　
「
生
の
連
関
」
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
概
念
だ
が
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
こ
の
言
葉
を

『
存
在
と
時
間
』
第
七
二
節
か
ら
引
用
し
て
い
る
（cf. M

. H
eidegger, Sein und 

Zeit (1927) , T
übingen, M

ax N
iem

eyer, 19 A
ufl., 2006, S. 373

）。
こ
こ
で
誕

生
の
問
題
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、「
コ
ギ
ト
」
と
「
時
間
性
」
の
章
が
い
ず
れ

も
誕
生
を
論
じ
て
い
る
こ
と
の
間
に
は
重
要
な
関
連
が
あ
る
が
、
そ
の
考
察
は
別
稿

に
譲
る
。

⑼　

河
野
哲
也
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
物
も
汲
み
尽
く
し
え
な
い
が
（
河
野
哲
也
「
メ

ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
に
お
け
る
物
の
超
越
性
」、『
哲
学
』
第
八
九
集
、
三
田
哲
学
会
、

一
九
八
九
年
、
二
五-

四
六
頁
）、
物
の
無
尽
蔵
性
は
知
覚
の
必
然
的
な
未
完
結
性
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自
己
変
容
の
可
能
性
を
含
む
人
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
物
へ
の
愛
は
人
へ
の
愛
と
は
異
な
る
性
格
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

⑽　

た
だ
し
、
愛
す
る
者
が
「
夢
み
る
者
」
に
比
し
う
る
仕
方
で
「
状
況
」
に
没
頭
す

る
と
い
う
記
述
を
考
慮
す
る
と
（PhP 436-437

）、
愛
す
る
者
が
脱
錯
覚
に
よ
っ
て

イ
メ
ー
ジ
を
更
新
で
き
る
か
は
自
明
で
は
な
い
。
E. 

バ
ン
ブ
ネ
は
『
知
覚
の
現
象
学
』

に
つ
い
て
、
状
況
に
没
頭
す
る
側
面
と
状
況
か
ら
距
離
を
取
る
側
面
と
が
統
合
さ
れ

ず
に
併
存
し
て
い
る
と
い
う
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
愛
の
記
述
に
も
当

て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
（E. Bim

benet, N
ature et H

um
anité. Le problèm

e 
anthropologique dans l'œ

uvre de M
erleau-P

onty, Paris, V
rin, 2004, pp. 

201-204

）。
本
稿
で
は
、
他
人
の
自
己
表
現
と
い
う
契
機
を
強
調
す
る
後
年
の
記
述

を
参
照
す
る
こ
と
で
、
状
況
へ
の
没
入
と
イ
メ
ー
ジ
の
更
新
が
ど
の
よ
う
に
相
容
れ

る
の
か
を
示
す
。

⑾　

対
自
と
対
他
の
一
致
と
い
う
考
え
自
体
は
『
知
覚
の
現
象
学
』
に
も
見
ら
れ
る
が

（cf. PhP 515

）、
そ
こ
で
は
ま
だ
表
現
に
も
他
人
の
知
覚
に
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

な
い
。

⑿　

な
お
、
こ
う
し
た
愛
に
お
い
て
は
愛
す
る
者
自
身
も
変
容
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

性
質
を
超
え
る
愛
は
「
主
体
の
資
質
す
べ
て
を
呼
び
出
し
、
そ
の
ひ
と
を
ま
る
ご
と

（tout entier
）
関
わ
ら
せ
る
」
も
の
で
あ
り
、「
私
の
思
考
や
行
動
の
転
回
」
に
他
な

ら
な
い
（PhP 434; 436

）。
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⒀　

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
す
べ
て
の
対
人
関
係
に
関
し
て
非
暴
力
の
可
能
性
を
認
め

な
い
。「
私
た
ち
は
純
粋
さ
と
暴
力
の
間
で
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
種
類
の

暴
力
の
間
で
選
択
す
る
。
私
た
ち
が
受
肉
し
て
い
る
限
り
、
暴
力
は
私
た
ち
の
宿
命

（lot

）
で
あ
る
」（H

T
 127

）。

⒁　

本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
と
し
て
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
（
特
別

研
究
員
奨
励
費
）
の
交
付
を
受
け
て
行
っ
た
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
川
崎
唯
史
・
か
わ
さ
き　

た
だ
し
・
大
阪
大
学
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
Ｄ
Ｃ
）
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現
代
の
知
覚
の
哲
学
に
お
け
る
有
力
な
立
場
の
一
つ
と
し
て
、
知
覚
に
志
向
的

内
容
を
帰
属
す
る
立
場
（
以
下
「
内
容
説
」）
が
挙
げ
ら
れ
る 

㈡

。
こ
の
内
容
説

の
内
部
に
は
、「
概
念
主
義
・
非
概
念
主
義
論
争
」
と
呼
ば
れ
る
対
立
が
あ
る
。
近

年
、
こ
の
対
立
を
背
景
と
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
知
覚
に
関
す
る
記
述
か
ら
非
概

念
主
義
的
な
立
場
を
取
り
出
す
こ
と
で
、
当
の
論
争
に
一
定
の
寄
与
を
な
そ
う
と

い
う
試
み
が
見
ら
れ
る
（cf. Shim

 2005, Barber 2008, H
opp 2011

）。
そ
の

際
『
論
理
学
研
究
』（
以
下
『
論
研
』）
の
時
期
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
知
覚
論
は
、
概

念
主
義
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
余
り
検
討
さ
れ
な
い

か
、
そ
の
点
に
関
し
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。こ
れ
に
対
し
て
本
稿
は
、

概
念
主
義
・
非
概
念
主
義
と
い
う
区
別
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
異
な
る
意
味
で
理

解
さ
れ
う
る
こ
と
を
真
剣
に
受
け
止
め
る
な
ら
ば
、『
論
研
』
に
お
け
る
知
覚
論
は

よ
り
積
極
的
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
し
て
解
釈
で
き
る
と
論
じ
る
。
た
だ
し
『
論

研
』
に
お
け
る
志
向
的
内
容
に
関
す
る
記
述
の
背
景
に
は
い
く
つ
か
の
異
な
る
モ

チ
ー
フ
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、『
論
研
』
の
意
味
志
向
の
直
観
に
よ
る
充
実
化

と
い
う
枠
組
み
か
ら
動
機
づ
け
ら
れ
る
限
り
で
の
知
覚
内
容
の
観
念
に
考
察
対
象

を
絞
る
。
こ
の
限
定
が
適
切
に
思
わ
れ
る
の
は
、
概
念
主
義
・
非
概
念
主
義
論
争

の
最
も
大
き
な
争
点
の
一
つ
が
「
知
覚
は
い
か
に
し
て
信
念
な
い
し
判
断
を
正
当

化
す
る
の
か
」
と
い
う
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
は
以
上
の
よ
う
な
限
定
の
も
と
で
、『
論
研
』
の
知
覚
論
の
眼
目
を
取
り
出

す
た
め
、
次
の
三
つ
の
作
業
を
順
に
行
う
。
ま
ず
第
一
節
で
、
概
念
主
義
・
非
概

念
主
義
と
い
う
区
別
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
異
な
る
意
味
で
理
解
さ
れ
う
る
こ
と

を
確
認
し
た
上
で
、
本
稿
が
「
折
衷
主
義
」
と
呼
ぶ
見
解
を
導
入
す
る
。
そ
の
際
、

現
在
の
論
争
状
況
に
対
す
る
折
衷
主
義
の
持
つ
長
所
と
、
実
質
的
な
理
論
的
背
景

を
今
の
と
こ
ろ
欠
い
て
い
る
と
い
う
そ
の
短
所
も
あ
わ
せ
て
確
認
す
る
。
続
く
第

二
節
と
第
三
節
に
お
い
て
、
意
味
志
向
の
充
実
化
と
い
う
枠
組
み
に
基
づ
い
た
、

非
推
論
的
正
当
化
お
よ
び
像
意
識
に
関
す
る
具
体
的
な
説
明
を
『
論
研
』
が
提
供

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ら
の
説
明
は
『
論
研
』
の
フ
ッ
サ
ー
ル
を
折
衷
主
義

へ
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
折
衷
主
義
を
実
質
的
に
動
機
づ
け
る
も
の
で

も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
。
最
後
に
第
四
節
に
お
い
て
、『
論
研
』
の
意
味

志
向
の
直
観
に
よ
る
充
実
化
と
い
う
枠
組
み
が
、
折
衷
主
義
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
補

う
よ
う
な
理
論
的
背
景
と
し
て
機
能
し
う
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

１　

概
念
主
義
・
非
概
念
主
義
の
二
つ
の
意
味

本
節
で
は
、
内
容
説
の
う
ち
で
本
稿
が
「
折
衷
主
義
」
と
呼
ぶ
立
場
が
概
念
主

フ
ッ
サ
ー
ル
と
知
覚
の
内
容

葛

谷
　

潤
㈠
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義
・
非
概
念
主
義
論
争
の
う
ち
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
か
を
確
認
す

る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
内
容
説
を
手
短
に
導
入
し
た
後
、
そ
の
内
部
で
「
概
念

主
義
・
非
概
念
主
義
論
争
」
と
呼
ば
れ
る
対
立
が
、
実
際
に
は
二
つ
の
異
な
る
対

立
か
ら
な
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

内
容
説
に
よ
れ
ば
、
知
覚
の
本
性
は
、
信
念
や
判
断
の
よ
う
な
命
題
的
態
度
と

同
様
、
志
向
的
内
容
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
説
明
さ
れ
う
る
。
こ
の
立
場
を
動
機

づ
け
て
い
る
の
は
、
信
念
や
判
断
と
同
様
に
、
知
覚
も
ま
た
そ
の
本
性
上
、
志
向

性
や
正
誤
の
可
能
性
と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
信
念
や
判
断
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
志
向
的
内
容
と
の
関
わ
り
に

お
い
て
説
明
さ
れ
る
の
で
、
知
覚
に
関
し
て
も
同
様
の
説
明
が
適
切
に
思
わ
れ
る

と
い
う
の
は
自
然
な
考
え
方
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
内
容
説
の
内
部
で
、「
概
念
主
義
・
非
概
念
主
義
論
争
」
と
呼
ば
れ

る
論
争
が
あ
る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
論
争
で
あ
る
か
を
押
さ
え
る
た
め
に
、
ま

ず
は
概
念
主
義
・
非
概
念
主
義
と
い
う
区
別
は
実
際
に
は
二
つ
の
意
味
で
理
解
し

う
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
（cf. H

eck 2000, Speaks 2005, Crow
ther 2006, 

Crane 2009

）。
第
一
の
意
味
で
は
、
概
念
主
義
と
は
、
ど
の
知
覚
の
内
容
も
概

念
の
複
合
か
ら
成
る
と
い
う
主
張
で
あ
り
、
非
概
念
主
義
と
は
そ
の
否
定
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
の
前
者
を
「
内
容
概
念
主
義
」、
後
者
を
「
内
容
非
概
念
主
義
」

と
呼
ぶ
こ
と
と
し
よ
う
。
概
念
の
複
合
か
ら
成
る
よ
う
な
内
容
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
自
体
難
し
い
問
題
だ
が
、
一
般
に
は
フ
レ
ー
ゲ
が

「
思
想
（Gedanke

）」
と
呼
ん
だ
も
の
が
そ
の
典
型
例
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
二
の
意
味
で
は
、
概
念
主
義
・
非
概
念
主
義
論
争
と
は
、
知
覚
の
内
容
に
つ

い
て
の
論
争
で
は
な
く
、
知
覚
と
は
い
か
な
る
種
類
の
心
的
状
態
で
あ
る
の
か
に

つ
い
て
の
論
争
で
あ
る
。
ま
ず
、
あ
る
心
的
状
態
が
概
念
的
状
態
で
あ
る
と
は
、

あ
る
主
体
が
そ
の
心
的
状
態
に
あ
る
た
め
に
、
そ
の
主
体
が
、
そ
の
心
的
状
態
の

内
容
を
特
徴
づ
け
る
た
め
に
必
要
な
概
念
を
所
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
だ
と
定
式
化
し
よ
う
（cf. Crane 2009

）。
す
る
と
、
現
在
の
意
味
で

の
概
念
主
義
は
、
ど
の
知
覚
も
概
念
的
状
態
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
し
て
、
ま
た

非
概
念
主
義
と
は
そ
の
否
定
と
し
て
特
徴
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
の

前
者
を
「
状
態
概
念
主
義
」、
後
者
を
「
状
態
非
概
念
主
義
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し

よ
う
。
こ
こ
で
、
上
の
概
念
的
状
態
に
関
す
る
定
義
に
出
現
す
る
「
そ
の
心
的
内

容
を
特
徴
付
け
る
た
め
に
必
要
な
概
念
」
と
い
う
表
現
が
正
確
に
い
っ
て
何
を

意
味
す
る
の
か
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る 

㈢

。
し
か
し
、

も
し
あ
る
心
的
状
態
の
内
容
が
概
念
的
で
あ
る
場
合
、
そ
の
内
容
を
特
徴
づ
け
る

概
念
は
当
の
概
念
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
以
下
で
は
基
本
的
に
内
容
概
念
主

義
と
状
態
非
概
念
主
義
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
考
察
す
る
の
で
、
そ
の
際
に
は

こ
の
等
値
性
が
利
用
で
き
る
。

さ
て
、
両
方
の
意
味
で
概
念
主
義
を
取
る
立
場
を
純
粋
概
念
主
義
、
非
概
念
主

義
を
取
る
立
場
を
純
粋
非
概
念
主
義
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
よ
う
。
上
の
区
別
か
ら
、

純
粋
で
な
い
立
場
、
つ
ま
り
一
方
の
意
味
で
概
念
主
義
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

他
方
の
意
味
で
非
概
念
主
義
で
あ
る
よ
う
な
立
場
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
以

下
で
本
稿
が
取
り
扱
う
の
は
内
容
概
念
主
義
を
と
り
つ
つ
状
態
非
概
念
主
義
を
と

る
と
い
う
立
場
（
本
稿
で
は
以
下
こ
の
立
場
を
「
折
衷
主
義
」
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。

本
節
の
残
り
の
部
分
で
、
こ
の
立
場
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
簡
単
に
確
認

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

折
衷
主
義
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
少
な
く
と
も
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
概
念
主
義
・
非

概
念
主
義
論
争
に
お
け
る
既
存
の
議
論
の
多
く
に
そ
れ
が
動
機
づ
け
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
現
在
提
出
さ
れ
て
い
る
概
念
主
義
陣
営
か
ら
の

主
要
な
議
論
は
、
内
容
概
念
主
義
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
非
概
念
主

義
陣
営
か
ら
の
議
論
の
多
く
が
、
状
態
非
概
念
主
義
を
擁
護
す
る
も
の
だ
か
ら
で



137 フッサールと知覚の内容

あ
る 
㈣

。
こ
の
状
況
が
示
唆
す
る
の
は
、
実
際
に
は
こ
の
両
者
の
対
立
は
見
か

け
上
の
も
の
で
あ
り
、
両
者
が
共
に
満
足
す
る
妥
協
点
（
つ
ま
り
折
衷
主
義
）
が

あ
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
折
衷
主
義

を
採
る
こ
と
で
、
問
題
の
対
立
（
の
少
な
く
と
も
一
部
）
を
、
単
に
論
点
に
関
す

る
混
乱
に
よ
る
も
の
と
し
て
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、
折
衷
主
義
の

持
つ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
折
衷
主
義
は
、
ま
さ
に
純
粋
で
な
い
立
場
で
あ
る
が
ゆ
え
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
折
衷
主
義
は
、
あ
る
主
体
が
遂
行
す
る
知
覚
の
内
容
が
、
そ

の
主
体
が
所
有
し
て
い
な
い
概
念
の
合
成
か
ら
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
主
張
す

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
可
能
性
の
余
地
を
残
す
よ
う
な
内
容
概
念
は
、
そ
も

そ
も
理
解
可
能
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
知
覚
が
そ
の
よ
う
な
内
容
を
持

つ
と
い
う
理
論
的
根
拠
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
疑
問
点
が
、
折
衷
主

義
に
対
す
る
問
題
と
し
て
生
じ
て
く
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
概
念
主
義
・
非
概
念

主
義
の
対
立
が
こ
の
二
つ
の
異
な
る
仕
方
で
理
解
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る

程
度
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
一
方
で
、
純
粋
で
な
い
立
場
が
考
察
に
値

す
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
否
定
的
な
意
見
も
少
な
く
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る 

㈤

。

さ
て
、
本
稿
は
続
く
第
二
節
お
よ
び
第
三
節
に
お
い
て
、『
論
研
』
の
フ
ッ
サ
ー

ル
を
、
内
容
説
の
内
で
ま
さ
に
こ
の
折
衷
主
義
者
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
主
張
す
る
。『
論
研
』
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
志
向
的
内
容
を
明
ら
か

に
知
覚
に
帰
属
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
彼
の
知
覚
論
を
一
種
の
内
容
説
だ
と
解
釈

す
る
こ
と
は
問
題
が
な
い
だ
ろ
う 

㈥

。
す
る
と
問
題
と
な
る
の
は
、『
論
研
』
の

フ
ッ
サ
ー
ル
が
折
衷
主
義
、
つ
ま
り
内
容
概
念
主
義
と
状
態
非
概
念
主
義
の
両
方

に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
前
者
に
関
し
て
は
第

二
節
で
、
後
者
に
関
し
て
は
第
三
節
で
議
論
す
る
。
そ
し
て
第
四
節
で
、『
論
研
』

で
の
彼
の
志
向
の
直
観
に
よ
る
充
実
化
と
い
う
枠
組
み
は
、
折
衷
主
義
者
に
対
す

る
理
論
的
根
拠
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
る
。

２　
『
論
研
』
に
お
け
る
内
容
概
念
主
義

本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
は
『
論
研
』
の
意
味
志
向
の
直
観
に
よ
る

充
実
化
と
い
う
枠
組
み
か
ら
動
機
づ
け
ら
れ
る
限
り
で
の
知
覚
内
容
の
観
念
に
考

察
対
象
を
絞
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
内
容
概
念
主
義
を
帰
属
す
る
に

あ
た
っ
て
も
、
問
題
の
枠
組
み
の
も
と
で
動
機
づ
け
ら
れ
る
限
り
で
の
知
覚
の
内

容
に
関
し
て
、
そ
れ
が
概
念
的
で
あ
る
と
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し

て
は
、
ホ
ッ
プ
が
『
知
覚
と
知
識
』（2011

）
に
お
い
て
、
志
向
の
直
観
に
よ
る

充
実
化
と
い
う
図
式
の
も
と
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
な
主
張
か
ら
内
容
概

念
主
義
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
か
を
論
じ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に

し
た
い
（
た
だ
し
ホ
ッ
プ
は
純
粋
非
概
念
主
義
者
で
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
関
し

て
は
フ
ッ
サ
ー
ル
に
対
し
批
判
的
で
あ
る
）。

準
備
作
業
と
し
て
、
形
式
的
に
で
は
あ
る
が
、
第
六
研
究
第
十
二
節
の
記
述
を

参
考
に
し
つ
つ
、
あ
る
主
体
に
お
い
て
あ
る
意
味
志
向
が
あ
る
直
観
に
よ
っ
て
充

実
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
意
味
志
向
の
内
容
と
そ
の
直
観
の
内
容
に
共

通
部
分
が
存
在
し
、
そ
の
部
分
的
同
一
性
に
つ
い
て
の
意
識
に
基
づ
い
て
両
者
が

そ
の
主
体
に
お
い
て
綜
合
さ
れ
る
こ
と
だ
と
定
式
化
す
る
。
さ
ら
に
、
あ
る
主
体

に
お
い
て
、
あ
る
意
味
志
向
が
あ
る
直
観
に
よ
っ
て
完
全
に
充
実
化
さ
れ
る
と

は
、
と
り
わ
け
意
味
志
向
の
内
容
が
直
観
の
内
容
に
包
含
さ
れ
て
い
る
場
合
の
こ

と
だ
と
し
、
あ
る
主
体
に
お
い
て
、
あ
る
意
味
志
向
が
あ
る
直
観
全
体
に
よ
っ
て

充
実
化
さ
れ
る
と
は
、
と
り
わ
け
意
味
志
向
の
内
容
を
直
観
の
内
容
が
包
含
し
て

い
る
場
合
の
こ
と
だ
と
す
る
。
こ
こ
で
、
判
断
と
知
覚
を
そ
れ
ぞ
れ
志
向
と
直
観

の
下
位
分
類
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
上
の
定
式
化
の
「
意
味
志
向
」
と
「
直
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観
」
を
「
判
断
」
と
「
知
覚
」
で
置
き
換
え
た
も
の
も
同
様
に
成
り
立
つ
。

さ
て
意
味
志
向
の
直
観
に
よ
る
充
実
化
を
こ
の
よ
う
に
定
式
化
す
る
と
、（
Ａ
）

「
あ
る
主
体
に
お
い
て
、
あ
る
意
味
志
向
が
あ
る
知
覚
全
体
に
よ
っ
て
完
全
に
充

実
化
さ
れ
る
な
ら
ば
、
両
者
は
同
一
の
内
容
を
持
つ
」
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

ホ
ッ
プ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
（
Ｂ
）「
ど
の
意
味
志
向
の
内
容
も
概
念
的
で
あ
る
」

（cf. X
IX

/1, 435, 338 
㈦

）
お
よ
び
（
Ｃ
）「
ど
の
知
覚
も
、
そ
の
全
体
が
何
ら

か
の
意
味
志
向
を
完
全
に
充
実
化
し
う
る
」（cf. X

IX
/2, 607

）
と
い
う
二
つ
の

テ
ー
ゼ
を
フ
ッ
サ
ー
ル
に
帰
属
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ

れ
ら
三
つ
か
ら
（
Ｄ
）「
全
て
の
知
覚
の
内
容
は
概
念
的
で
あ
る
」
へ
の
推
論
は

妥
当
で
あ
る
の
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
そ
の
三
つ
の
テ
ー
ゼ
に
動
機
づ
け
ら
れ
て

（
Ｄ
）
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
と
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
意
味
志
向
の
直
観
に
よ
る
充
実
化
と
い

う
枠
組
み
は
、
内
容
間
の
部
分
的
同
一
性
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
知
覚
が
判
断

を
非
推
論
的
に
正
当
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
説
明
を
提
供
し
て
お
り
、
内
容
概
念
主

義
は
そ
の
前
提
で
は
な
く
そ
の
説
明
（
お
よ
び
（
Ｂ
）
と
（
Ｃ
））
か
ら
の
帰
結

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
非
推
論
的
正
当
化
に
関
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の

説
明
は
概
念
主
義
論
争
と
は
ひ
と
ま
ず
独
立
に
そ
の
も
っ
と
も
ら
し
さ
が
議
論
で

き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
も
し
そ
れ
が
も
っ
と
も
ら
し
い
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
内
容
概
念
主
義
を
動
機
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
枠
組
み

が
正
当
化
に
関
す
る
実
質
的
な
説
明
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
次
の
二

点
を
踏
ま
え
る
と
よ
り
は
っ
き
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
一
に
、
意
味
志
向
と

直
観
と
い
う
概
念
は
、
一
定
の
諸
作
用
（
典
型
的
に
は
判
断
と
知
覚
）
が
持
つ
認

識
実
践
に
お
け
る
役
割
を
記
述
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
て
い
る
（cf. X

IX
/1,10-

11,393; 

葛
谷
二
〇
一
四
）。
第
二
に
、
あ
る
主
体
が
Ａ
と
い
う
内
容
を
持
つ
意
味

志
向
を
遂
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
主
体
が
、
Ａ
と
い
う
タ
イ
プ
の
直
観
の

原
理
的
遂
行
可
能
性
へ
と
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
帰
着
す
る
（cf. X

V
III,187

）。

「
あ
る
作
用
を
実
際
に
遂
行
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
遂
行
可
能
で
も
あ
る
」
と
い

う
様
相
に
関
す
る
も
っ
と
も
ら
し
い
原
理
を
認
め
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
意
味

志
向
の
認
識
実
践
に
お
け
る
役
割
か
ら
の
特
徴
づ
け
は
、
そ
の
ま
ま
同
一
の
内
容

を
持
つ
直
観
と
意
味
志
向
の
間
に
成
り
立
つ
正
当
化
関
係
に
関
す
る
実
質
的
な
説

明
と
し
て
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
種
類
の
説
明
が
説
得
的
だ
と
論
じ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
間
接
的
に
内
容
概
念
主
義
を
動
機
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
議
論
が
、
概
念
主
義
擁
護
の
た
め
の
主
要
な
議
論
の
前
提
「
正
当
化
の

項
は
推
論
関
係
に
立
て
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
用
い
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
に
注
意
し
よ
う
（
こ
の
前
提
を
用
い
る
議
論
と
し
て
はBrew

er 1999, 
167, Brew

er 2005

を
参
照
）。
内
容
の
（
部
分
的
）
同
一
化
と
い
う
概
念
を
用

い
て
知
覚
に
よ
る
判
断
の
非
推
論
的
正
当
化
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
説
明
を
提
供

す
る
こ
と
で
内
容
概
念
主
義
を
動
機
づ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、『
論
研
』
の
注

目
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
。

３　
『
論
研
』
に
お
け
る
状
態
非
概
念
主
義

本
節
で
は
『
論
研
』
の
フ
ッ
サ
ー
ル
が
、
暗
黙
的
に
で
は
あ
れ
、
状
態
非
概
念

主
義
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
本
稿
は

い
わ
ゆ
る
「
豊
か
さ
論
証
」
を
経
由
す
る
（
注
四
参
照
）。
つ
ま
り
、
フ
ッ
サ
ー

ル
が
あ
る
主
体
の
知
覚
の
内
容
と
し
て
認
め
て
い
る
も
の
の
中
に
、
当
の
主
体
が

そ
の
時
点
で
所
有
し
て
い
る
概
念
で
は
記
述
し
切
れ
な
い
も
の
が
含
ま
れ
る
と
い

う
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
非
概
念
主
義
を
認
め
て
い
る
と
論
じ

る
。
し
か
し
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
は
意
味
志
向
の
直
観
に
よ
る
充
実
化
と

い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に
動
機
づ
け
ら
れ
る
限
り
で
の
知
覚
の
志
向
的
内
容
に
論
点
を

絞
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
判
断
は
概
念
的
状
態
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
受
け
入
れ
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る
な
ら
ば
、
彼
が
主
に
議
論
し
て
い
る
、
判
断
を
充
実
化
す
る
も
の
と
し
て
の
知

覚
に
関
す
る
記
述
を
参
照
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
こ
で
本
稿
が
手
が
か
り
に

す
る
の
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
像
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
第
五
研
究
に
お
け
る
第
十
一
節
お
よ
び
第
二
十
節
へ
の
付
論
に

お
い
て
、「
あ
る
も
の
が
何
か
の
像
で
あ
る
の
は
何
に
よ
っ
て
か
」
と
い
う
問
題
を

考
察
し
て
い
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
主
に
心
像
が
何
か
の
像
に
な
る
場
合
を
考
察
し

て
い
る
が
、
そ
の
論
点
は
像
一
般
に
広
く
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

例
え
ば
通
常
の
絵
の
鑑
賞
者
で
あ
れ
ば
誰
も
が
「
り
ん
ご
の
絵
」
と
呼
ぶ
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
、
そ
れ
を
他
で
も
な
い
り
ん
ご
の
絵
に
し
て
い
る
も

の
は
何
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
方
で
問
題
が
扱
わ

れ
て
い
る
。
ま
ず
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、「
二
つ
の
対
象
の
間
の
類
似
性
は
、
ど
れ
ほ
ど

そ
れ
が
大
き
く
て
も
、
ま
だ
そ
れ
だ
け
で
は
一
方
を
他
方
の
写
像
と
は
な
し
得
な

い
」（X

IX
/1, 436

）
と
指
摘
す
る
。
例
え
ば
あ
る
り
ん
ご
の
絵
の
精
巧
な
複
製

を
作
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
元
々
の
絵
が
り
ん
ご
の
絵
の
絵
に
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
だ
と
す
れ
ば
あ
る
り
ん
ご
の
絵
を
そ
の
精
巧
な
複
製
の
絵
で
は
な

く
、
ま
さ
に
り
ん
ご
の
絵
に
す
る
も
の
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
あ
る
も
の
が
何
か
の
絵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
一
定

の
能
力
を
持
っ
た
主
体
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
成
り
立
つ
と
考
え
る
（X

IX
/1, 

436

）。
問
題
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
主
体
を
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
倣
っ
て
「
適
格
な

鑑
賞
者der disponierte Zuschauer

」（X
IX

/1, 437

）と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
あ
る
主
体
が
り
ん
ご
の
絵
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
見
て
い
る

時
、
そ
の
主
体
は
そ
の
り
ん
ご
の
絵
を
一
定
の
物
理
的
対
象
と
し
て
も
知
覚
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
適
格
な
鑑
賞
者
で
な
く
て
も
遂
行
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

知
覚
に
基
づ
い
て
あ
る
主
体
が
適
格
な
鑑
賞
者
だ
か
ら
こ
そ
遂
行
で
き
る
プ
ラ
ス

α
が
あ
り
、
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
何
か
の
絵
に
す
る
と
フ
ッ
サ
ー
ル
は
考
え
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
彼
が
「
想
像
的
統
覚im

aginative A
pperzeption

」（X
IX

/1, 
437

）
と
呼
ぶ
も
の
を
通
じ
て
適
格
な
鑑
賞
者
が
一
定
の
意
味
志
向
を
持
つ
こ
と

が
こ
の
プ
ラ
ス
α
だ
と
考
え
る
。

　

像
客
観Bildobjekt

と
像
主
題Bildsujet

と
を
互
い
に
対
立
さ
せ
る
反
省
的

な
関
係
的
表
現
［「
…
が
〜
の
像
で
あ
る
」
と
い
う
形
式
の
表
現
］
は
、
想

像
的
作
用
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
実
際
に
現
出
す
る
二
つ
の
客
観
を
指
し
示
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
で
像
的
志
向bildliche Intention

が
充
実

化
さ
れ
て
、
そ
れ
ゆ
え
像
と
現
前
化
さ
れ
る
事
象
と
の
間
の
綜
合
が
実
現
さ

れ
う
る
よ
う
な
、
可
能
で
あ
り
ま
た
新
し
い
諸
作
用
［
＝
諸
知
覚
］
の
中
で

成
就
さ
れ
る
認
識
連
関
［
＝
そ
こ
に
お
い
て
志
向
が
直
観
に
よ
っ
て
充
実
化

さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
］
を
指
し
示
し
て
い
る
。（X

IX
/1, 437, 

第
二
版
）

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
想
像
的
統
覚
」
と
彼
が
呼
ぶ
も
の
を
あ
る

種
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
理
解
で
き

る 

㈧

。
適
格
な
鑑
賞
者
は
、
通
常
の
絵
の
鑑
賞
者
で
あ
れ
ば
誰
も
が
「
り
ん
ご

の
絵
」
と
呼
ぶ
も
の
を
知
覚
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
知
覚
に
基
づ
い
て
、
一
定
の
タ

イ
プ
の
知
覚
を
、
つ
ま
り
あ
る
り
ん
ご
の
知
覚
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
そ
の
主
体
が
自
分
の
体
を
ど
う
動
か
し

た
ら
そ
れ
が
ど
う
見
え
る
か
な
ど
の
動
的
な
も
の
も
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
主

体
は
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
そ
こ
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
さ
れ
た
通

り
の
知
覚
が
生
じ
た
際
に
、
そ
の
知
覚
に
よ
っ
て
充
実
化
さ
れ
る
よ
う
な
志
向
を

持
つ
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
な
ぜ
り
ん
ご
の
絵
が
そ
れ
自
身
の
精
巧
な
複
製

の
絵
に
な
ら
な
い
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
の
絵
の

精
巧
な
複
製
を
見
た
際
に
生
じ
る
知
覚
は
、
り
ん
ご
の
絵
か
ら
想
像
的
統
覚
を
通
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じ
て
生
じ
た
志
向
を
充
実
化
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
あ
る
主
体
が
あ
る
絵
の
知
覚
に
基
づ
い
て
上
の
よ
う
な
仕
方
で
持
つ
志

向（
フ
ッ
サ
ー
ル
に
倣
っ
て
以
下「
像
的
志
向
」と
呼
ぶ
）は
、
一
定
の
知
覚
に
よ
っ

て
実
際
に
完
全
に
充
実
化
可
能
だ
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
像
に
も
様
々
な

種
類
が
あ
る
が
、
適
格
な
鑑
賞
者
が
そ
の
知
覚
に
基
づ
い
て
何
を
想
像
し
い
か
な

る
内
容
の
志
向
を
持
つ
べ
き
か
を
、
問
題
の
主
体
の
持
つ
概
念
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

基
本
的
に
超
え
出
る
こ
と
に
な
る
ほ
ど
詳
細
に
規
定
す
る
よ
う
な
写
実
的
な
絵
画

や
写
真
は
あ
り
ふ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
志
向
の
直
観
に

よ
る
充
実
化
と
い
う
枠
組
み
か
ら
考
え
た
場
合
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
状
態
非
概
念
主

義
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
再
び
、
以
上
の
考
察
か
ら
、
状
態
非
概
念
主
義
を
動
機
づ
け
る
理
論
的

背
景
と
し
て
『
論
研
』
の
枠
組
み
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
意
味
志
向

の
充
実
化
と
い
う
枠
組
み
に
基
づ
く
像
的
志
向
に
関
す
る
『
論
研
』
の
説
明
は
、

状
態
非
概
念
主
義
と
は
ひ
と
ま
ず
独
立
に
そ
の
も
っ
と
も
ら
し
さ
が
問
え
る
も
の

で
あ
り
、
状
態
非
概
念
主
義
は
そ
の
前
提
で
は
な
く
そ
の
説
明
（
お
よ
び
豊
か
さ

論
証
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
）
か
ら
の
帰
結
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
種

類
の
説
明
が
説
得
的
だ
と
論
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
間
接
的
に
状
態
非

概
念
主
義
を
動
機
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。

４　

折
衷
主
義
を
動
機
づ
け
る

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
折
衷
主
義
は
、
あ
る
主
体
が
遂
行
す
る
知
覚
の
内

容
が
、
そ
の
主
体
が
所
有
し
て
い
な
い
概
念
か
ら
構
成
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
不
自
然
に
思
わ
れ
る
帰
結
を
持
つ
。
し
か
も
本
稿
の
解

釈
に
従
え
ば
、
状
況
は
さ
ら
に
悪
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、『
論
研
』

の
枠
組
み
は
、
知
覚
だ
け
で
な
く
、
意
味
志
向
と
い
う
、
判
断
を
そ
の
種
と
す
る

よ
う
な
作
用
に
関
し
て
も
、
同
様
の
帰
結
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿

は
む
し
ろ
こ
れ
を
、『
論
研
』
の
枠
組
み
の
も
つ
十
分
考
察
に
値
す
る
特
徴
だ
と
考

え
る
。
こ
の
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
現
在
の
文
脈
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
「
概
念
を
所
有
す
る
」
と
い
う
観
念
を
も
う
少
し
明
確
化
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
指
摘
し
た
い
の
は
、
現
在
の
文
脈
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
概
念
を
所
有

す
る
」
と
い
う
観
念
は
、（
１
）
志
向
的
内
容
に
対
す
る
主
体
の
あ
る
種
の
高
次
の
能

力
と
し
て
、（
２
）
あ
る
主
体
が
複
数
の
命
題
を
一
定
の
仕
方
で
関
係
付
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
説
明
す
る
為
に
導
入
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る 

㈨

。
例
え

ば
、〈
犬
で
あ
る
〉
と
い
う
概
念
を
所
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、（
１
）〈
犬
で

あ
る
〉
と
い
う
概
念
を
構
成
要
素
と
し
て
含
む
よ
う
な
諸
志
向
的
内
容
（
例
え
ば

〈
ポ
チ
は
犬
で
あ
る
〉〈
ク
ロ
は
犬
で
あ
る
〉
等
々
）
に
共
通
要
素
を
認
め
る
と
い

う
形
で
分
節
化
す
る
と
い
う
高
次
の
能
力
で
あ
る
。
そ
し
て
（
２
）
こ
の
能
力
は

あ
る
主
体
が
複
数
の
命
題
を
一
定
の
仕
方
で
関
係
付
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
説

明
す
る
。
例
え
ば
、
あ
る
主
体
が
〈
タ
マ
〉
と
い
う
概
念
と
〈
犬
で
あ
る
〉
と
い

う
概
念
を
上
の
意
味
で
所
有
し
た
と
考
え
る
と
、
そ
こ
か
ら
彼
が
、
例
え
ば
〈
タ

マ
が
犬
で
あ
る
〉
と
い
う
命
題
を
新
た
に
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
説
明
で
き
る
。
よ
っ
て
、
概
念
の
所
有
と
い
う
考
え
は
、
あ
る
主
体
が
一
群
の

諸
命
題
を
把
握
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
。
ま
た
例
え
ば
、
論
理
的
推

論
能
力
を
持
つ
あ
る
主
体
が
、〈
ポ
チ
〉、〈
ク
ロ
〉、〈
犬
で
あ
る
〉
等
の
概
念
を
上
の

意
味
で
所
有
し
て
い
る
と
す
る
と
、
そ
の
主
体
が
〈
ポ
チ
は
犬
で
あ
る
〉
と
い
う

判
断
と
〈
ク
ロ
は
犬
で
あ
る
〉
と
い
う
判
断
、
そ
し
て
〈
ポ
チ
は
ク
ロ
で
は
な
い
〉

と
い
う
判
断
を
し
た
と
き
、
な
ぜ
そ
の
主
体
が
〈
少
な
く
と
も
犬
で
あ
る
も
の
が

二
つ
以
上
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
を
判
断
す
る
傾
向
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
が
説

明
で
き
る
。
よ
っ
て
、
概
念
の
所
有
と
い
う
考
え
は
、
あ
る
主
体
が
い
か
に
一
群

の
諸
命
題
の
間
に
一
定
の
推
論
関
係
を
認
め
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
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る
。す

る
と
、
判
断
が
概
念
的
状
態
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
判
断
が
と
り
わ
け
上
の

よ
う
な
高
次
の
能
力
の
お
か
げ
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
だ
と
す
れ
ば
、
あ
る
概
念
か
ら
構
成
さ
れ
る
志
向
的
内
容
を
一
定
の
基
準

か
ら
帰
属
さ
れ
る
が
、
し
か
し
上
の
よ
う
な
高
次
の
能
力
の
ゆ
え
に
生
み
出
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
前
提
と
な
る
よ
う
な
心
的
状
態
、
す
な
わ
ち
概

念
的
内
容
を
持
つ
非
概
念
的
状
態
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
一
見
し
た
ほ
ど
不
可

解
な
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る 
㈩

。
さ
ら
に
、『
論
研
』
の
枠
組
み
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
心
的
状
態
の
一
例
と
し
て
の
意
味
志
向
に
関
し
て
は
、

問
題
の
主
体
が
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
遂
行
可
能
性
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
持
つ
一

定
の
知
覚
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
内
容
帰
属
の
基
準
を
積
極
的
に
特
徴
付
け
る
事
が

で
き
る
。
折
衷
主
義
が
示
唆
す
る
一
見
不
自
然
な
可
能
性
は
、
実
際
に
は
そ
れ
ほ

ど
不
自
然
で
は
な
い
だ
け
で
な
く
、『
論
研
』
の
意
味
志
向
お
よ
び
充
実
化
の
概
念

に
よ
っ
て
積
極
的
な
可
能
性
と
し
て
実
質
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
の
帰
結
を
ま
と
め
て
お
く
。
意
味
志
向
の
充
実
化
と
い
う
枠
組
み
を
用
い

た
、
非
推
論
的
正
当
化
お
よ
び
像
意
識
に
関
す
る
『
論
研
』
の
説
明
は
、
も
し
そ

れ
が
も
っ
と
も
ら
し
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
間
接
的
に
折
衷
主
義
の
二
つ
の

テ
ー
ゼ
を
そ
れ
ぞ
れ
動
機
づ
け
る
も
の
と
し
て
働
く
。
そ
し
て
、
折
衷
主
義
の
も

つ
不
自
然
な
帰
結
と
考
え
ら
れ
て
き
た
、
概
念
的
内
容
を
持
つ
非
概
念
的
状
態
と

い
う
可
能
性
に
関
し
て
も
、『
論
研
』
の
枠
組
み
は
説
明
に
お
い
て
実
質
的
な
役
割

を
果
た
す
よ
う
な
具
体
例
を
提
供
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
の
説
明
そ
れ
自
体

が
説
得
的
な
も
の
か
ど
う
か
、
ま
た
彼
の
説
明
か
ら
折
衷
主
義
を
動
機
づ
け
る
際

に
用
い
る
前
提
が
妥
当
な
も
の
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
特
に
、
第
二
節

で
（
Ｂ
）
と
し
て
指
摘
し
た
、
意
味
志
向
の
内
容
が
概
念
的
で
あ
る
と
い
う
前
提

は
、
い
ま
や
知
覚
に
関
す
る
内
容
概
念
主
義
と
同
程
度
に
議
論
の
余
地
の
あ
る
も

の
に
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
彼
の
諸
説
明
や
諸
前
提
の
吟

味
が
、
知
覚
論
に
お
け
る
折
衷
主
義
と
い
う
魅
力
的
な
立
場
を
実
質
的
に
動
機
づ

け
る
刺
激
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
と
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
以
上
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
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本
稿
の
目
的
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
『
心
理
学
原
理
』（
以
後
は

『
原
理
』
と
略
す
）
か
ら
『
根
本
的
経
験
論
』
ま
で
の
著
作
で
展
開
し
た
「
経
験

の
私
有
化

0

0

0

（appropriation

）」
に
つ
い
て
の
考
察
を
、
知
覚
や
思
考
、
情
動
と

い
っ
た
意
識
経
験
を
意
識
的
た
ら
し
め
る
も
の
は
何
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
よ

う
と
す
る
一
つ
の
意
識
の
理
論

0

0

0

0

0

と
し
て
再
構
築
し
、
今
日
の
心
の
哲
学
と
科
学
の

議
論
状
況
を
踏
ま
え
て
再
評
価
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
提
唱
さ
れ
て
き

た
意
識
の
理
論
に
は
、
ク
オ
リ
ア
説
や
様
々
な
タ
イ
プ
の
表
象
説
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
す
る
代
案
を
成
す
も
の
と
し
て
筆
者
が
注
目
を
促
し
た
い
の
が
、
私

有
化
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に
依
拠
し
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
身

体
的
生
の
進
行
の
中
で
生
じ
る
回
顧
的
過
程
と
し
て
の
自
己
気
づ
き
に
よ
っ
て
意

識
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る 

㈠

。
本
稿
で
は
、
こ
の
説
を
現
代
の
諸
説
と
対
比

し
な
が
ら
そ
の
独
創
性
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
そ
れ
が
意
識
を
生
き
た
自
然
に
埋

め
込
み
、
そ
の
成
り
立
ち
を
解
明
す
る
試
み
と
し
て
、
興
味
深
い
視
座
を
与
え
て

く
れ
る
と
論
じ
る
。

一　

意
識
の
問
題
と
「
経
験
の
私
有
化
」
の
理
論

意
識
は
心
を
自
然
的
世
界
の
中
に
位
置
づ
け
る
試
み
に
と
っ
て
最
大
の
障
害
と

さ
れ
、
心
の
科
学
と
哲
学
に
お
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
状

況
は
最
近
出
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
科
学
的
心
理
学
の
生
み
の
親
の
一
人
で
あ

る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
こ
の
科
学
の
誕
生
の
書
で
あ
る
『
原
理
』
の
中
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　

諸
々
の
思
考
は
脳
の
働
き
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
現
実
を
認
識
し

て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
関
係
全
体
を
経
験
的
に
書
き
記
す
こ
と
が
で
き

る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
は
ま
だ
か
す
か
な
光
明
す
ら
見
え
て
い
な

い
。
脳
は
認
識
す
る
意
識
を
生
じ
さ
せ
る
は
ず
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
意

識
が
ど
ん
な
種
類
の
も
の
で
、
そ
の
認
識
が
ど
ん
な
種
類
の
も
の
で
あ
る
か

に
関
わ
ら
ず
繰
り
返
し
生
じ
る
謎
で
あ
る
。
単
な
る
質
に
つ
い
て
の
気
づ
き

で
あ
る
感
覚
も
、
複
雑
な
体
系
に
つ
い
て
の
気
づ
き
で
あ
る
思
考
と
同
じ
く

謎
を
抱
え
て
い
る
。（PP, v.1, p.687

）

こ
こ
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
科
学
に
よ
っ
て
は
解
決
不
可
能
と
さ
れ
る
「
意
識
の

難
問
」（Chalm

ers 1996

）
を
す
で
に
提
起
し
て
い
る
。
科
学
的
心
理
学
の
創
設

を
目
指
し
て
い
た
『
原
理
』
執
筆
当
時
の
彼
は
、
こ
の
問
題
へ
の
解
答
を
試
み
て

は
い
な
い
（
こ
の
時
期
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
公
式
見
解
は
、
意
識
状
態
と
脳
状
態
の

間
に
相
関
関
係
を
認
め
つ
つ
も
、
暫
定
的
に
両
者
を
別
の
も
の
と
し
て
扱
う
「
方

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
意
識
論
と
そ
の
現
代
的
意
義

呉

羽
　

真
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法
論
的
二
元
論
」
だ
っ
た
）。
し
か
し
彼
は
こ
の
問
題
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
後
に
意
識
の
本
性
を
根
本
的
に
考
え
直
す
こ
と
を
通
し
て
そ
れ
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
彼
は
、「
わ
れ
わ
れ
が
普
通
に
考
え

る
と
こ
ろ
の
意
識
…
…
と
は
純
然
た
る
妄
想
で
あ
り
、『
意
識
』
と
い
う
言
葉
が
包

含
す
べ
き
具
体
的
現
実
の
総
体
に
は
ま
っ
た
く
異
な
る
記
述
…
…
が
ふ
さ
わ
し

い
」（E

R
E

, p.117
）
と
述
べ
て
、
以
下
で
紹
介
す
る
特
異
な
意
識
観
を
提
示
す

る
に
至
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
現
代
の
ク
オ
リ
ア
論
者
の
よ
う
に
、
意
識
経
験
を
意
識
的
た

ら
し
め
る
も
の
を
、
経
験
の
内
在
的
で
不
可
解
な
質0

（「
ク
オ
リ
ア
」）
と
解
釈
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
す
べ
て
の
思
考
は
、
あ
る
人
格
的
意
識
の
一
部
を

成
す
傾
向
を
も
つ
」（PP, v.1, p.225
）、「
見
た
と
こ
ろ
、
基
本
的
な
心
理
的
事

実
と
は
思
考

0

0

や
こ
の
思
考

0

0

0

0

、
あ
の
思
考

0

0

0

0

で
は
な
く
わ
た
し
の
思
考

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
す
べ

て
の
思
考
は
所
有

0

0

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
」（ibid., p.226
）
と
い
う
言
明
に
見
て
取

れ
る
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
意
識
の
本
質
的
特
徴
と
は
、
何
よ
り
も
人
格
性

0

0

0

―

「
誰
か
の
も
の
」で
あ
る
と
い
う
性
質（
あ
る
い
は
主
観
性

0

0

0

―
「
わ
た
し
の
も
の
」

で
あ
る
と
い
う
性
質
）
だ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
人
格
性
が
現
象
学
的
に
見
出
さ

れ
る
事
実
で
あ
る
と
考
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

わ
た
し
が
何
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
で
も
、
わ
た
し
は
常
に
同
時
に
わ
た
し

自
身
、
わ
た
し
の
人
格
的
存
在
に
多
少
な
り
と
も
気
づ
い
て
い
る
。
ま
た
同

時
に
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
る
の
は
わ
た
し
で
あ
る
。（PBC, p.42

）

つ
ま
り
、
す
べ
て
の
意
識
経
験
に
は
、
そ
れ
を
自
分
に
属
す
も
の
と
す
る
自
己

0

0

気
づ
き

0

0

0

が
伴
う
、
と
言
う
の
だ
。
例
え
ば
、
あ
な
た
が
パ
ン
ダ
を
見
て
い
る
と
き

や
不
正
に
怒
り
を
感
じ
て
い
る
と
き
、
あ
な
た
の
知
覚
経
験
や
情
動
経
験
に
は

「
わ
た
し
が

0

0

0

0

パ
ン
ダ
を
見
て
い
る
」、「
わ
た
し
が

0

0

0

0

不
正
に
怒
っ
て
い
る
」
と
い
う
旨

の
気
づ
き
が
伴
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
い
か
に
し
て
意
識
経
験
に
こ
の
自
己
気
づ
き
が
具
わ
る
の
だ
ろ
う

か
？　

こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
構
想
し
た
の
が
、「
根
本
的
経

験
論
」

―
経
験
を
「
生
の
直
接
的
な
流
れ
」（E

R
E

, p.49

）
と
い
う
そ
の
純
粋

な
姿
で
捉
え
、
主
／
客
、
心
／
物
、
内
／
外
と
い
っ
た
区
分
を
そ
こ
か
ら
派
生
し

て
く
る
も
の
と
し
て
描
き
出
す
世
界
観
―
―
で
あ
る
（cf. 

伊
藤 2009

）。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
い
か
な
る
経
験
も
そ
れ
自
体
で
は
匿
名
的
で
あ
り
、
時
間
的
文
脈
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
通
し
て
人
格
性
を
獲
得
す
る
。
こ
の
際
、
経
験
に

自
己
気
づ
き
を
付
与
し
、
人
格
的
な
も
の
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
彼
は「
私
有
化
」

と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
根
本
的
経
験
論
で
は
、
い
か
な
る
経
験
も
こ
う
し
て
私
有
化
さ

れ
る
こ
と
で
初
め
て
意
識
的
に
な
る
の
だ
と
さ
れ
る 

㈡

。

第
二
節
と
第
三
節
で
は
、
こ
の
経
験
の
私
有
化
の
理
論
を
詳
し
く
見
て
い
く
こ

と
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
意
識
観
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
以
下
で
は

彼
の
考
察
の
発
展
を
時
系
列
的
に
追
う
こ
と
は
せ
ず
、
前
期
か
ら
後
期
ま
で
に
展

開
さ
れ
た
考
察
を
一
貫
し
た
理
論
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る 

㈢

。

二　

自
己
気
づ
き
と
時
間
性

本
節
で
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
意
識
論
の
特
異
性
を
、
意
識
を
生
じ
さ
せ
る
自
己
気

づ
き
の
構
造
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
す
る
。
こ
こ
で
示
し
た
い
の
は
、
彼
が
意
識

を
本
性
上
時
間
的

0

0

0

な
も
の
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
根
本
的
経
験
論

の
中
で
意
識
の
本
性
に
つ
い
て
簡
潔
に
語
っ
た
箇
所
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

　

わ
た
し
が
否
定
し
た
い
の
は
た
だ
「
意
識
」
と
い
う
言
葉
が
何
ら
か
の
存
在

者
を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
逆
に
こ
の
言
葉
が
あ
る
機
能

を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
強
く
主
張
し
た
い
。
つ
ま
り
、
物
質

的
対
象
を
作
り
上
げ
て
い
る
そ
れ
と
対
比
さ
れ
る
よ
う
な
、
わ
れ
わ
れ
の
思

考
を
作
り
上
げ
て
い
る
原
初
的
な
素
材
や
存
在
の
質
な
ど
は
存
在
せ
ず
、
た
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だ
経
験
の
中
に
は
思
考
の
果
た
す
機
能
が
あ
り
、
そ
の
働
き
の
た
め
に
こ
の

存
在
の
質
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
だ
。
こ
の
機
能
と
は
認
識
す
る
こ
と

で
あ
る
。（E

R
E

, p.2

）

　

意
識
と
は
一
種
の
外
的
関
係
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
特
殊
な
素
材
や
存

在
の
仕
方
を
指
す
言
葉
で
は
な
い
。（ibid., p.13

）

　
「
意
識
的
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、

報
告
さ
れ
、
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
存
在
に
加
え
て
そ
れ
が

存
在
す
る
こ
と
の
気
づ
き
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
ま

さ
に
、
私
有
す
る
経
験
が
付
随
す
る
と
き
に
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。（ibid., 

p.69

）

す
な
わ
ち
、
経
験
が
意
識
的
で
あ
る
と
は
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
内
在
的
特
徴
を

有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
別
の
経
験
と
適
切
な
仕
方
で
関
係
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
関
係
と
は
そ
の
経
験
に
つ
い
て
の
認
知
的
な

気
づ
き
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
な
関
係
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
当
該
の
気
づ

き
の
担
い
手
と
な
る
状
態
と
そ
の
受
け
手
と
な
る
状
態
の
間
に
は
必
ず
時
間
的

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
『
原
理
』
で
も
、「
あ
る

感
じ
が
名
付
け
ら
れ
、
判
断
さ
れ
、
知
覚
さ
れ
る
た
め
に
は
、
す
で
に
過
ぎ
去
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（PP, v.1, p.190

）
と
述
べ
て
、
こ
の
主
張
を
表
明

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
経
験
が
意
識
的
に
な
る
た
め
に
は
、
後
続
す
る
別
の
経
験

に
よ
っ
て
回
顧

0

0

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
の
だ
。
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
し

よ
う
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
自
身
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
現
在
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
情

動
理
論
に
よ
れ
ば
、
怒
り
の
よ
う
な
情
動
経
験
と
は
、
環
境
内
の
出
来
事
に
対
す

る
自
分
の
身
体
反
応
（
例
え
ば
顔
面
の
紅
潮
や
鼻
孔
の
拡
大
）
を
感
じ
取
る
こ
と

に
存
す
る
。
あ
な
た
が
不
正
に
対
し
て
怒
っ
て
い
た
が
、
初
め
は
そ
の
こ
と
に
気

づ
い
て
い
な
か
っ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
顔
面
の
紅

潮
の
よ
う
な
反
応
は
あ
な
た
が
そ
れ
に
気
づ
く
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
あ
な
た
が
そ
れ
を
振
り
返
っ
て
自
己
気
づ
き
を
も
つ
ま
で
怒
り
の
経

験
は
意
識
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
意
識
の
理
論
の
特
異
性
を
、
現
代
の
諸
説
と
対
比

す
る
こ
と
で
確
認
し
よ
う
。（
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
説
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
）
意
識
を

何
ら
か
の
種
の
自
己
気
づ
き
の
観
点
か
ら
捉
え
る
立
場
は
、
現
在
の
主
流
に
な
り

つ
つ
あ
る 

㈣

。
そ
の
一
種
で
あ
る
ラ
イ
カ
ン
（Lycan 1996

）、
ロ
ー
ゼ
ン
ソ
ー

ル
（Rosenthal 2005

）
ら
の
「
高
階
表
象
説
」
は
、
反
省
的

0

0

0

自
己
気
づ
き
に
基
づ

く
理
論
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
心
的
状
態
が
意
識
的
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
と

同
時
的
な
高
階
の
心
的
状
態
（
知
覚
や
思
考
）
の
対
象
に
な
る
と
き
で
あ
る 

㈤

。

こ
の
見
方
で
は
、
心
的
状
態
を
意
識
的
た
ら
し
め
る
の
は
高
階
の
心
的
状
態
が
与

え
る
反
省
的
自
己
気
づ
き
で
あ
り
、
意
識
と
は
そ
う
し
た
別
の
状
態
の
存
在
に
依

存
す
る
心
的
状
態
の
関
係
的
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
象
学
の
影
響
を

受
け
た
ザ
ハ
ヴ
ィ
（Zahavi 2005

）
や
ク
リ
ー
ゲ
ル
（K

riegel 2009

）
は
、
前0

反
省
的

0

0

0

自
己
気
づ
き
に
基
づ
く
理
論
を
提
唱
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
わ
れ

わ
れ
が
何
か
に
意
識
的
に
気
づ
く
と
き
に
は
い
つ
で
も
同
時
に
自
分
が
そ
の
状
態

に
あ
る
こ
と
に
も
周
縁
的
・
暗
黙
的
に
気
づ
い
て
い
る 

㈥

。
わ
れ
わ
れ
が
自
ら

の
心
的
状
態
を
反
省
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
反
省
に
先
立
つ
自
己
気
づ

き
の
お
か
げ
な
の
だ
。
こ
の
見
方
で
は
、
心
的
状
態
を
意
識
的
に
す
る
の
は
そ
れ

に
内
在
す
る
前
反
省
的
自
己
気
づ
き
で
あ
り
、
意
識
と
は
心
的
状
態
の
内
在
的
特

徴
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
説
は
こ
れ
ら
の
説
に
対
す
る
代
案
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
れ
は
ま
ず
、
経
験
を
意
識
的
に
す
る
自
己
気
づ
き
を
、
個
々
の
経
験
に
内
在
す

る
も
の
で
は
な
く
、
経
験
同
士
の
結
び
付
き
に
依
存
す
る
も
の
と
見
な
す
点
で
、

ク
リ
ー
ゲ
ル
ら
の
説
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ク
リ
ー
ゲ
ル
自
身
は
「
思
考
に
内
在
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す
る
自
己
の
自
己
現
前
な
い
し
自
己
顕
現
の
感
覚
」（K

riegel 2003, p.13

）
に

よ
っ
て
意
識
を
規
定
す
る
自
説
の
先
駆
者
と
し
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
名
を
挙
げ
て
い

る
が
、
こ
の
解
釈
は
不
正
確
で
あ
る
。
と
言
う
の
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
言
う
に

は
「
い
か
な
る
主
観
的
状
態
も
現
に
存
在
し
て
い
る
間
は
そ
れ
自
身
の
対
象
で

は
な
く
、
そ
の
対
象
は
常
に
何
か
別
の
も
の
で
あ
る
」（PP, v.1, p.190

）
か
ら

だ
。
こ
の
点
で
は
、
彼
の
説
は
高
階
表
象
説
に
近
い
と
言
え
る
（cf. Flanagan 

1992

）。
し
か
し
そ
れ
は
、
当
該
の
自
己
気
づ
き
が
そ
れ
と
同
時
的
な

0

0

0

0

状
態
で
は

な
く
そ
れ
に
後
続
す
る

0

0

0

0

状
態
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
す
る
点
で
、
高
階
表
象
説

と
も
異
な
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
意
識
を
生
じ
さ
せ
る
経
験
同
士
の
結
び
付
き
は
、

異
な
る
レ
ベ
ル
間
の
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
階
層
的
関
係

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
は
な
く
、
同
一
の
流
れ
の

0

0

0

0

0

0

中
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
時
間
的
関
係

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
経
験
も
流
動
を
成

す
も
の
と
し
て
与
え
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
流
れ
の
内
に
見
出
さ
れ
る
特
徴
を
各
瞬

間
の
経
験
が
有
す
る
特
徴
と
決
め
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。
意
識
と
い
う
特
徴
は
、

経
験
の
流
れ
の
時
間
的
構
造
の
内
に
存
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
ジ
ェ
イ
ム

ズ
が
指
摘
し
た
こ
の
可
能
性
は
、
現
代
の
理
論
家
た
ち
が
見
落
と
し
て
い
る
も
の

で
あ
る 

㈦

。

し
か
し
こ
の
説
に
は
、
い
か
な
る
経
験
も
そ
れ
が
生
じ
て
い
る
瞬
間
に
は
意
識

的
で
は
な
い
、
と
い
う
反
直
観
的
な
帰
結
が
伴
う
。
こ
れ
が
直
観
に
反
す
る
と
い

う
の
は
、
例
え
ば
あ
な
た
が
「
今0

わ
た
し
は
怒
り
を
感
じ
て
い
る
」
と
い
う
印
象

を
抱
く
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。
だ
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
こ
の
懸
念
を
想
定
し
た
上

で
、
当
該
の
印
象
は
錯
覚
だ
と
論
じ
る
。
と
言
う
の
も
、「
今
わ
た
し
は
怒
り
を
感

じ
て
い
る
」
と
報
告
す
る
と
き
、
あ
な
た
は
怒
り
を
感
じ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
状
態
で

は
な
く
怒
り
を
感
じ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
状
態
に
あ
り
、
あ
な
た
の
報

告
は
自
分
の
過
ぎ
去
っ
た
経
験
が
意
識
的
だ
っ
た
こ
と
の
証
拠
に
し
か
な
ら
な
い

か
ら
だ
（ibid., p.190

）。
こ
の
主
張
を
理
解
す
る
に
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
で

あ
る
彼
が
直
接
的
内
観
の
明
証
性
を
信
頼
し
な
い
、
と
い
う
点
を
踏
ま
え
る
必
要

が
あ
る
。
マ
イ
ヤ
ー
ズ
が
評
す
る
よ
う
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
と
っ
て
「
内
観
と
は

実
際
に
は
即
座
の
回
顧
で
あ
る
」（M

yers 1986, p.66

）。
つ
ま
り
、
経
験
は
そ

の
進
行
過
程
に
お
い
て
絶
え
間
な
い
変
様
に
曝
さ
れ
て
お
り
、
認
識
と
は
そ
う
し

た
経
験
の
進
行
の
中
で
初
め
て
成
立
す
る
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
、
各
経
験
を
そ
れ
が

生
じ
る
瞬
間
に
明
証
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

だ
が
こ
の
説
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
頑
強
な
反
論
が
提
起
さ
れ
う
る
。
例
え

ば
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
と
ザ
ハ
ヴ
ィ
は
、「
仮
に
経
験
が
実
際
に
は
完
全
に
匿
名
的
で
あ

り
、
最
初
に
体
験
さ
れ
た
と
き
に
は
一
人
称
的
な
私
有
性
（m

ineness

）
を
一

切
欠
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
事
後
的
な
私
有
化
は
説
明
し
が
た
い
も
の
と
な
る
」

（Gallagher &
 Zahavi 2008, p.50

）
と
述
べ
て
い
る 

㈧

。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
な
ら

ば
こ
の
反
論
に
ど
う
答
え
る
だ
ろ
う
か
？　

彼
は
わ
れ
わ
れ
が
自
分
の
経
験
を
回

顧
す
る
に
先
立
っ
て
そ
れ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い 

㈨

。
し
か

し
、
各
瞬
間
の
経
験
に
伴
う
こ
の
反
省
以
前
の
感
じ
が
経
験
を
私
有
化
す
る
自
己

気
づ
き
だ
と
は
考
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
そ
の
対
象
と
し
て
自
己
と
非
自

己
を
未
分
化
な
ま
ま
に
含
ん
で
お
り
、「
ま
だ
そ
れ
自
身
の
主
観
的
存
在
を
含
ん
で

も
考
え
て
も
い
な
い
」（PP, v.1, p.304

）
か
ら
で
あ
る
。
非
自
己
と
区
別
さ
れ

た
自
己
の
存
在
へ
の
気
づ
き
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
反
省
以
前
の
感
じ
で
は
十

分
で
な
く
、
時
間
経
過
の
中
で
経
験
が
顧
み
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。従
っ
て
、

意
識
を
生
じ
さ
せ
る
自
己
気
づ
き
が
各
瞬
間
の
経
験
に
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
想

定
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
ら
が
説
明
不

可
能
と
断
じ
た
「
事
後
的
な
私
有
化
」
を
彼
が
ど
う
説
明
す
る
か
、
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
次
節
で
確
認
し
よ
う
。
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三　

自
己
と
身
体
性

次
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
意
識
論
の
特
異
性
を
、
意
識
経
験
に
お
い
て
呈
示
さ
れ
る

自
己
の
本
性
と
い
う
側
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
示
し
た
い
の
は
、
彼
が

意
識
を
身
体
的
な
生
に
根
ざ
す
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
理
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま

ず
自
己
の
存
在
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る 

㈩

。

　

い
か
な
る
心
理
学
も
、
人
格
的
自
己
の
存
在

0

0

を
疑
う
こ
と
は
ど
う
し
て
も
で

き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
諸
々
の
思
考
を
結
合
さ
れ
た
も
の
と
感
じ
て
い
る
と

き
に
結
合
さ
れ
て
い
る
諸
々
の
思
考
こ
そ
、
人
格
的
自
己
と
い
う
こ
と
で
わ0

れ
わ
れ
が
意
味
し
て
い
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。（PBC, pp.20-21

）

こ
れ
は
、
心
を
様
々
な
思
考
や
感
情
の
単
な
る
「
束
」
と
見
な
し
て
そ
れ
ら
を

束
ね
る
自
己
の
存
在
を
否
定
す
る
ヒ
ュ
ー
ム
流
の
消
去
主
義

0

0

0

0

と
、
こ
れ
ら
の
経
験

を
結
合
す
る
も
の
と
し
て
「
霊
魂
」
や
「
超
越
論
的
自
我
」
を
措
定
す
る
デ
カ
ル

ト
／
カ
ン
ト
流
の
反
還
元
主
義

0

0

0

0

0

と
の
双
方
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る 

�

。
一
方

で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
諸
々
の
意
識
経
験
の
一
部
が
何
ら
か
の
仕
方
で
特
定
の
主
体

に
属
す
る
も
の
と
し
て
統
一
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
否
定
で
き
な
い
、
と
論

じ
て
消
去
主
義
を
斥
け
る
。
他
方
で
反
還
元
主
義
に
対
し
て
は
、「
オ
ッ
カ
ム
の
剃

刀
」
を
用
い
て
、
経
験
の
流
れ
が
存
在
す
る
以
上
そ
れ
ら
の
結
合
媒
体
と
し
て
流

れ
を
成
す
諸
経
験
以
外
の
存
在
者
を
措
定
す
る
必
要
は
な
い
、
と
論
じ
る
。
彼
の

立
場
は
、
現
象
学
的
事
実
と
し
て
自
己
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
自
己
の
実
体
化

や
抽
象
化
と
い
っ
た
問
題
含
み
の
想
定
な
し
に
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
試
み
る
、

一
種
の
還
元
主
義

0

0

0

0

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
自
己
は
、
諸
経
験
の
背
後
に
あ
る
不
変
の

形
而
上
学
的
実
体
や
超
時
間
的
な
超
越
論
的
原
理
で
は
な
く
、
む
し
ろ
時
間
と
と

も
に
生
成
変
化
す
る
個
々
の
経
験
だ
と
理
解
さ
れ
る
。こ
う
し
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、

自
己
を
時
間
の
中
に
位
置
づ
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
つ
ま
り
、
流
れ
の
中
で
生
じ
る
各
経
験
が
、

相
次
い
で
私
有
化
さ
れ
る
過
程
の
中
で
、
代
わ
る
代
わ
る
そ
の
時
々
の
自
己
の
役

割
を
演
じ
る
の
だ
。

だ
が
、
多
様
な
経
験
が
束
ね
る
も
の
も
な
い
ま
ま
に
統
一
さ
れ
た
流
れ
を
形

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

作
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

、
と
い
う
一
見
し
て
逆
説
的
な
事
態
が
ど
う
し
て
可
能
な
の
だ
ろ
う

か
？　

こ
の
問
い
に
対
し
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
以
下
の
答
え
を
提
示
す
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
思
考
す
る
際
に
そ
の
思
考
作
用
の
座
と
し
て
自
分
の
身
体
的
自

己
を
感
じ
る
。
も
し
そ
の
思
考
が
わ
れ
わ
れ
の

0

0

0

0

0

思
考
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の

全
部
分
に
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
も
の
た
ら
し
め
る
特
有
の
あ
た
た
か
み
と
親

し
み
が
行
き
渡
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（PP, v.1, pp.241-242

）

こ
こ
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
言
及
し
て
い
る
「
あ
た
た
か
み
」
と
は
、「
わ
た
し
の
身

体
の
重
く
あ
た
た
か
い
塊
」（PBC, p.70

）
と
い
っ
た
表
現
か
ら
見
て
、
一
定
の

0

0

0

物
質
的
な
身
体
を
所
有
し
て
い
る
感
じ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
親
し
み
」
と

は
、「
身
体
活
動
の
感
じ
」（PP, v.1, p.302

）、「
親
し
い
活
動
性
の
感
覚
」（PBC, 

p.70

）、「『
生
』
の
感
覚
」（E

R
E

, p.84

）
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
て
、
一
定
の
身
体
的
な
生
命
活
動
に
従
事
し
て
い
る
感
じ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
と
解
釈
で
き
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
多
様
な
経
験
が
同
一
の
意
識
の
流
れ
に
属
し
う
る
の

は
、
そ
れ
ら
に
常
に
伴
う
身
体
所
有
感
ま
た
は
生
命
活
動
感
の
間
に
類
似
性
な
い

し
連
続
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
節
で
語
り
残
し
た
「
事
後
的
な
私
有

化
」
の
説
明
と
い
う
課
題
へ
の
回
答
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
過
去
の
経
験
を
自

分
の
も
の
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
こ
に
現
在
の
経
験
が
も
つ
そ
れ
と

類
似
な
い
し
連
続
し
た
感
じ
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
な
の
だ 

�

。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
当
該
の
感
じ
を
身
体
的
な
も
の
と
見

な
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
、
こ
れ
ら
の
感
じ
を
基
盤
に
し
て

生
じ
る
自
己
と
意
識
を
、
心
的
側
面
と
物
的
側
面
を
含
ん
だ
「
両
義
的
」
な
身
体

的
生
の
一
形
態
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
一
節
は

そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
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わ
れ
わ
れ
の
身
体
そ
れ
自
体
が
両
義
的
な
も
の
の
好
例
で
あ
る
。
わ
た
し
は

自
分
の
身
体
を
純
粋
の
外
的
自
然
の
一
部
と
し
て
扱
う
こ
と
も
あ
る
。ま
た
、

そ
れ
を
「
わ
た
し
の
も
の
」
と
し
て
考
え
、「
わ
た
し
」
と
一
緒
に
分
類
し
、

そ
の
何
ら
か
の
局
所
的
変
化
や
決
定
を
精
神
的
出
来
事
と
見
な
す
こ
と
も
あ

る
。
身
体
の
呼
吸
と
は
わ
た
し
の
「
思
考
」
で
あ
り
、
そ
の
感
覚
的
調
節
と

は
わ
た
し
の
「
注
意
」
で
あ
り
、
そ
の
キ
ネ
ス
テ
ー
ゼ
的
変
化
と
は
わ
た
し

の
「
努
力
」
で
あ
り
、
そ
の
内
臓
の
動
揺
と
は
わ
た
し
の
「
情
動
」
で
あ
る
。

（E
R

E
, p.80

）

こ
う
し
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
自
己
は
、
時
間
経
過
の
中
で
身
体
感
情
を
基

盤
に
し
て
絶
え
ず
組
織
化
さ
れ
る
。
意
識
は
、
経
験
が
こ
の
よ
う
な
身
体
的
・
連

続
的
な
自
己
の
組
織
化
の
過
程
で
私
有
化
さ
れ
た
と
き
に
生
じ
る
の
で
あ
り
、
こ

の
意
味
で
身
体
的
生
に
根
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
説
が
今
日
の
心
の
哲
学
と
科
学
の
議
論
状
況
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら

れ
る
か
を
確
認
し
よ
う
。
例
え
ば
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
（Straw

son 1997

）
は
、
自

己
感
に
お
い
て
、
身
体
化
さ
れ
た
人
間
で
は
な
く
「
単
一
の
心
的
な
事
物
で
あ
る

よ
う
な
経
験
主
体
」
と
し
て
の
自
己
が
経
験
さ
れ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し

ジ
ェ
イ
ム
ズ
な
ら
ば
、
こ
の
見
方
は
身
体
的
活
動
を
心
的
活
動
と
取
り
違
え
る
錯

覚
で
あ
り
、
心
的
事
物
と
し
て
の
自
己
は
虚
構
に
す
ぎ
な
い
、
と
反
論
す
る
だ
ろ

う
。
次
の
箇
所
で
は
実
際
に
こ
う
し
た
見
解
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
た
し
に
は
活
動
の
中
に
純
粋
に
精
神
的
な
要
素
を
見
出
す
こ
と
は
難
し

い
。
…
…
わ
た
し
の
内
観
的
視
線
が
顕
著
に
感
じ
う
る
も
の
は
、
大
部
分
は

頭
の
中
で
生
じ
る
何
ら
か
の
身
体
的
プ
ロ
セ
ス
だ
け
で
あ
る
。（PP, v.1, 

p.300

）

ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
と
は
反
対
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
説
を
自
覚
的
に
継
承
す
る
形
で
意

識
の
科
学
理
論
を
構
築
し
て
い
る
の
が
、
神
経
科
学
者
の
ダ
マ
シ
オ
（D

am
asio 

2010

）
で
あ
る
。
彼
は
、
私
有
化
と
い
う
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
依
拠
し

て
、
意
識
が
生
じ
る
た
め
に
は
対
象
の
表
象
に
「
自
己
感
」（
自
己
気
づ
き
）
が

加
わ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
論
じ
、
自
己
の
複
数
の
レ
ベ
ル
を
区
別
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
意
識
の
発
生
過
程
を
段
階
的
に
描
き
出
す 

�

。
ま
ず
、
脳
内
で
は
自
分

の
身
体
の
状
態
が
絶
え
ず
マ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
生
成
さ
れ
る
身
体

の
比
較
的
安
定
し
た
側
面
の
モ
デ
ル
（「
原
自
己
」）
が
、
生
物
に
自
ら
の
状
態
を

背
景
的
に
告
げ
知
ら
せ
る
「
原
初
的
感
情
」
を
生
み
出
す
。
さ
ら
に
、
原
自
己
の

変
化
を
対
象
の
表
象
に
関
係
づ
け
る
高
次
の
脳
内
マ
ッ
プ
が
構
築
さ
れ
る
と
、
そ

こ
で
生
成
さ
れ
る
表
象
（「
中
核
自
己
」）
が
自
己
感
を
も
た
ら
し
、
意
識
が
生
じ

る
。
ダ
マ
シ
オ
は
こ
の
よ
う
に
、
自
己
感
が
身
体
感
情
を
基
盤
に
し
て
い
る
と
す

る
点
で
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
従
っ
て
い
る
。
た
だ
し
彼
は
、
こ
の
自
己
感
が
身
体

活
動
と
結
び
付
い
た
脳
内
の
身
体
マ
ッ
プ
か
ら
生
じ
る
と
す
る
点
で
具
体
化
を
加

え
て
お
り
、
こ
う
し
て
自
己
の
神
経
基
盤
に
関
す
る
提
案
を
行
う
こ
と
を
通
し

て
、
意
識
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
生
物
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
あ

る
。ジ

ェ
イ
ム
ズ
自
身
は
、
客
観
的
な
科
学
に
は
人
格
的
な
現
象
を
解
明
し
尽
く
す

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
（cf. V

R
E

, lec.20

）。
し
か
し
自
己
を
時
間
的

現
実
の
中
に
置
き
入
れ
、
そ
の
身
体
的
本
性
を
露
呈
さ
せ
た
点
で
、
彼
は
そ
れ
を

生
物
学
的
プ
ロ
セ
ス

―
ダ
マ
シ
オ
の
理
論
で
は
、
脳
と
身
体
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
神
経
プ
ロ
セ
ス

―
と
見
な
す
観
点
か
ら
意
識
を
経
験
的

に
探
究
す
る
道
を
切
り
開
い
た
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

四　

結
論

こ
こ
ま
で
の
内
容
を
要
約
し
よ
う
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
意
識
の
理
論
は
、
意
識
を

回
顧
的
か
つ
身
体
的
な
種
類
の
自
己
気
づ
き
の
観
点
か
ら
規
定
す
る
も
の
で
あ
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る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
経
験
が
意
識
的
で
あ
る
と
は
、
そ
れ
が
身
体
感
情
を
介
し

て
密
接
に
結
び
付
い
た
後
続
の
経
験
に
よ
っ
て
回
顧
さ
れ
る
と
い
う
仕
方
で
私
有

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
の
説
が
全
体
と
し
て
ど
ん
な
描
像
を

指
向
し
て
お
り
、
ど
ん
な
意
義
を
も
つ
の
か
を
確
認
し
よ
う
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
提
示
す
る
の
は
、
主
観
的
意
識
の
成
り
立
ち
を
生
命
活
動
と
い

う
地
盤
の
上
で
理
解
す
る
よ
う
な
描
像
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て「
経
験
」と
は「
生
」

の
別
名
で
あ
り
、
生
物
が
自
ら
の
身
体
条
件
と
生
命
活
動
を
感
じ
つ
つ
環
境
と
交

流
す
る
と
い
う
出
来
事
全
体
を
指
す
の
だ
が
、
意
識
と
は
そ
う
し
た
生
の
一
つ
の

派
生
的
な
あ
り
方
に
他
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
生
は
身
体
感
情
に
導
か
れ
て
前

向
き
に
歩
み
を
進
め
て
ゆ
き
つ
つ
も
、
後
ろ
向
き
に
自
ら
の
軌
跡
を
顧
み
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
意
識
と
は
そ
う
し
た
回
顧
の
働
き
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
二
次

的
な
生
の
あ
り
方
な
の
だ
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
こ
の
描
像
を
描
き
出
す
こ
と
を
通
し
て
、「
意
識
の
難
問
」
を
解

消
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
略
を
提
示
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
。
次
の
箇
所
で
は
彼

の
そ
う
し
た
意
図
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
「
経
験
」
…
…
の
よ
う
な
二
重
の
樽
詰
め
の
用
語
に
よ
っ
て
言
い
表
さ
れ
る

二
元
性
…
…
は
、
こ
の
説
で
も
依
然
と
し
て
保
持
さ
れ
て
は
い
る
が
、
謎
め

い
て
捉
え
が
た
い
も
の
で
は
な
く
検
証
可
能
で
具
体
的
な
も
の
と
し
て
再
解

釈
さ
れ
る
。
そ
の
二
元
性
は
関
係
の
問
題
で
あ
り
、
単
一
の
経
験
の
内
部
で

は
な
く
外
部
に
あ
り
、
常
に
個
別
に
取
り
出
し
て
明
確
に
定
義
さ
れ
う
る
の

だ
。（E

R
E

, pp.5-6

）

ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
意
識
を
自
己
気
づ
き
に
よ
っ
て
規
定
す
る
の
は
、
意
識
の
謎
を

世
界
の
客
観
性
と
対
比
さ
れ
た
そ
の
主
観
性
に
見
出
し
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し

最
終
的
に
彼
は
、
主
観
‐
客
観
の
二
元
的
構
造
が
わ
れ
わ
れ
の
身
体
的
生
が
有
す

る
時
間
的
構
造
に
他
な
ら
ず
、
解
消
不
可
能
な
存
在
論
的
二
元
性
を
要
求
す
る
も

の
で
は
な
い
と
し
て
、
謎
を
取
り
去
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
意
識
が
難
問

0

0

と
し
て
立

ち
現
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
主
観
と
客
観
、
心
と
身
体
が
織
り
交
ざ
っ
た
生
の
あ
り

方
か
ら
切
り
離
し
て
眺
め
た
と
き
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
こ
の
視
点
を
避
け
、

意
識
を
主
客
未
分
化
で
心
身
両
義
的
な
生
命
活
動
の
一
派
生
形
態
と
し
て
捉
え
直

す
こ
と
で
、
そ
れ
を
自
然

―
そ
れ
も
物
理
的
自
然
と
い
う
よ
り
も
生
物
的
自
然

―
の
中
に
埋
め
込
む
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
だ 

�

。
そ
の
立
場
は
、
現

代
の
物
理
主
義
の
よ
う
に
意
識
を
物
理
的
世
界
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
の

で
は
な
く
、
い
か
に
し
て
主
観
的
意
識
と
客
観
的
世
界
が
経
験
と
い
う
共
通
基
盤

の
上
で
生
じ
う
る
か
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
断
絶
を
埋
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
方
略
を
採
用
し
た
か
ら
と
言
っ
て
意
識
の
問
題
が
一

掃
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
こ
こ
で
経
験
か
ら
主
観
的
意
識
と
一
緒
に
派

生
し
て
く
る
と
さ
れ
る
「
客
観
的
世
界
」
と
自
然
科
学
が
記
述
す
る
「
客
観
的
世

界
」が
直
ち
に
同
一
視
で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
自
然
科
学
の
営
み
が
わ
れ
わ
れ
の
経
験
の

体
系
の
中
で
ど
ん
な
位
置
を
占
め
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が

そ
う
し
た
課
題
を
残
し
つ
つ
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
考
察
は
、
意
識
の
問
題
を
現
在

主
流
の
諸
説
と
は
違
っ
た
仕
方

―
そ
れ
も
極
め
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
か
つ
シ
ン
プ
ル

な
仕
方

―
で
捉
え
直
す
視
座
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

注㈠　

本
稿
で
「
自
己
気
づ
き
」
と
訳
し
た
言
葉
は
‘self-aw

areness

’で
あ
る
。
こ
の
言

葉
は
「
自
己
意
識
」
と
訳
す
の
が
通
例
だ
が
、
‘aw

areness

’と
‘consciousness

’

を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
に
こ
の
耳
慣
れ
な
い
訳
語
を
採
用
し
た
。

㈡　

私
有
化
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
『
原
理
』
に
も
す
で
に
登
場
し
て
い
る
が
、
ジ
ェ
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イ
ム
ズ
が
本
来
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考
案
し
た
の
は
人
格
同
一
性
の
感
覚
を
説
明
す

る
た
め
だ
っ
た
。
そ
れ
は
後
期
に
根
本
的
経
験
論
が
確
立
し
た
と
き
に
、
意
識
の
説

明
の
た
め
に
転
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

㈢　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
『
原
理
』
の
二
年
後
に
出
版
さ
れ
た
『
心
理
学
』
で
す
で
に
、
経

験
を
主
／
客
の
区
別
に
中
立
的
な
も
の
と
見
な
す
根
本
的
経
験
論
の
着
想
を
明
確
に

表
明
し
て
い
る
（cf. PBC, p.332

）。
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
が
試
み
る
よ
う
な
前
期

か
ら
後
期
ま
で
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
思
想
の
統
一
的
解
釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

㈣　

現
在
有
力
視
さ
れ
て
い
る
意
識
の
理
論
に
は
、
自
己
気
づ
き
に
訴
え
な
い
タ
イ
プ

の
表
象
説
（「
一
階
表
象
説
」）
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
数
の
都
合
上
こ
の
立
場
に

つ
い
て
の
議
論
を
割
愛
す
る
。

㈤　

高
階
表
象
説
は
、
要
求
さ
れ
る
高
階
状
態
を
あ
る
種
の
内
的
知
覚
と
す
る
ラ
イ
カ

ン
ら
の
「
高
階
知
覚
説
」
と
、
そ
れ
を
あ
る
種
の
思
考
と
す
る
ロ
ー
ゼ
ン
ソ
ー
ル
ら

の
「
高
階
思
考
説
」
に
分
け
ら
れ
る
。

㈥　

反
省
的
自
己
気
づ
き
と
前
反
省
的
自
己
気
づ
き
を
区
別
し
、
後
者
に
よ
っ
て
意

識
を
規
定
す
る
見
方
は
、
サ
ル
ト
ル
に
由
来
す
る
（cf. K

riegel 2003; Zahavi 
2005

）。
な
お
こ
の
立
場
に
も
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
倣
っ
て
当
該
の
自
己
気
づ
き
を
各

経
験
の
自
己
表
象
作
用
と
解
釈
す
る
ク
リ
ー
ゲ
ル
ら
の
「
自
己
表
象
説
」
と
、
フ
ッ

サ
ー
ル
に
依
拠
し
て
そ
れ
を
表
象
の
一
種
と
見
な
す
こ
と
に
反
対
す
る
ザ
ハ
ヴ
ィ
ら

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
（cf. Zahavi 2004

）。

㈦　

確
か
に
ザ
ハ
ヴ
ィ
（Zahavi 2005

）
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
発
見
し
た
時
間
意
識
の

構
造
に
言
及
し
て
、
意
識
経
験
が
も
つ
時
間
的
特
性
を
強
調
し
て
は
い
る
。
そ
れ
で

も
彼
は
、
意
識
経
験
を
意
識
的
た
ら
し
め
る
の
は
そ
れ
に
内
在
す
る
自
己
気
づ
き
だ

と
し
て
い
る
点
で
、
意
識
と
い
う
特
徴
そ
の
も
の
に
時
間
的
な
本
性
を
認
め
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。

㈧　

ギ
ャ
ラ
ガ
ー
ら
は
、「
わ
た
し
は
、
初
め
は
中
立
的
な
い
し
匿
名
的
な
経
験
を
も

ち
、
そ
の
後
の
段
階
で
そ
れ
が
わ
た
し
の
も
の
だ
と
推
論
す
る
だ
け
で
は
な
い
」

（Gallagher &
 Zahavi 2008, p.50

）と
も
述
べ
て
い
る
。
第
三
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
説
で
は
経
験
の
私
有
化
は
推
論
で
は
な
く
、
互
い
に
類
似
／
連
続
し

た
身
体
感
情
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
反
論
は
彼
に
対
し
て
は
部
分
的
に
妥

当
し
な
い
。

㈨　

実
際
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、「
直
接
的
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
」
お
よ
び
「
後
続
す
る
反

省
作
用
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
経
験
の
二
つ
の
様
態
の
区
別
に
言
及

し
て
い
る
（PP, v.1, p.189

）。
た
だ
し
、
反
省
以
前
の
直
接
的
感
じ
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
る
の
は
意
識
で
は
な
く
単
な
る
「
識
（sciousness

）」
だ
と
述
べ
て
い
る
（ibid., 

p.304

）。

㈩　

厳
密
に
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
言
う
「
自
己
」
は
も
っ
と
複
雑
な
も
の
で
あ
る
。
彼
は

そ
れ
を
気
づ
き
の
主
体
で
あ
る「
主
我（I

）」と
気
づ
き
の
対
象
で
あ
る「
客
我（M

e

）」

に
区
別
し
、
さ
ら
に
客
我
を
、
興
味
と
愛
着
を
抱
く
事
物
（
身
体
、
衣
服
、
家
族
な

ど
）
か
ら
成
る
「
物
質
的
客
我
」、
他
者
か
ら
蒙
る
認
識
内
容
か
ら
成
る
「
社
会
的
客

我
」、
自
分
の
思
考
の
対
象
と
な
り
う
る
心
的
特
性
か
ら
成
る
「
精
神
的
客
我
」
の
三

種
類
に
分
類
す
る
。
こ
れ
ら
の
客
我
の
中
で
も
精
神
的
客
我
が
中
心
的
と
さ
れ
、
ま

た
そ
の
「
核
」
は
主
我
と
同
一
視
さ
れ
る
。
本
文
中
で
「
自
己
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、

こ
の
精
神
的
客
我
の
核
＝
主
我
の
こ
と
で
あ
る
。

�　

消
去
主
義
／
反
還
元
主
義
／
還
元
主
義
の
区
別
は
プ
リ
ン
ツ
（Prinz 2012

）
を

踏
襲
し
て
い
る
。
彼
も
述
べ
る
よ
う
に
ヒ
ュ
ー
ム
が
消
去
主
義
者
な
の
か
否
か
は
解

釈
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
立
ち
入
ら
な
い
。

�　

経
験
の
私
有
化
を
あ
た
た
か
み
や
親
し
み
の
質
に
よ
っ
て
説
明
す
る
か
ら
と
言
っ

て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
現
代
で
言
う
ク
オ
リ
ア
説

―
経
験
対
象
と
区
別
さ
れ
た
経
験

そ
の
も
の
に
伴
う
内
在
的
質
が
経
験
を
意
識
的
な
も
の
に
す
る
特
徴
だ
と
す
る
理
論
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―
に
与
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
に
、
彼
は
意
識
経
験
と
そ
の
対
象
と
の

二
元
的
区
別
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
。
第
二
に
、
彼
の
理
論
で
は
経
験
に
伴
う
質
が

そ
れ
自
体
で
経
験
を
意
識
化
す
る
役
割
を
演
じ
る
わ
け
で
は
な
い
（
経
験
は
私
有
化

さ
れ
る
こ
と
で
意
識
的
に
な
る
の
で
あ
り
、
当
該
の
質
は
私
有
化
を
可
能
に
す
る
）。

�　

ダ
マ
シ
オ
は
自
己
の
レ
ベ
ル
と
し
て
、
原
自
己
と
中
核
自
己
の
他
に
、
過
去
や
予

測
さ
れ
る
将
来
の
出
来
事
の
記
憶
か
ら
成
る
「
自
伝
的
自
己
」
を
認
め
る
。
中
核
自

己
は
今
こ
こ
の
出
来
事
に
の
み
関
わ
る
「
中
核
意
識
」
を
生
み
出
し
、
自
伝
的
自
己

は
自
己
同
一
性
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る「
延
長
意
識
」を
生
み
出
す
と
さ
れ
る
。

�　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
反
自
然
主
義
を
標
榜
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
主
に
宗
教
的
・
道
徳

的
な
も
の
で
あ
る
（cf. V

R
E

）。
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１　

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
う
え
で
必
要

な
方
法
論
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
他
者
の

感
情
の
知
覚
可
能
性
を
取
り
上
げ
る
。

何
ら
か
の
事
物
を
知
覚
す
る
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
を
下

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
ス
イ
カ
を
見
た
と
き
、
緑
に
黒
い
縞

の
入
っ
た
丸
い
も
の
が
目
の
前
に
あ
る
と
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
叩
い
た
と

き
の
音
、
表
面
の
手
触
り
、
匂
い
や
味
を
感
じ
る
こ
と
で
、
ス
イ
カ
が
そ
う
し
た

特
徴
を
も
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
だ
が
、
ス
イ
カ
を
知
覚
し
た

と
き
に
わ
れ
わ
れ
が
下
し
う
る
判
断
は
、
こ
う
し
た
可
感
的
性
質
に
つ
い
て
の
も

の
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、「
こ
れ
は
ス
イ
カ
で
あ
る
」
と
い
う
種

性
質
、「
こ
れ
は
食
べ
ら
れ
る
」
と
い
う
行
為
可
能
性
、「
こ
れ
は
見
栄
え
が
い
い
」

と
い
う
美
的
性
質
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
他
に
も
、
顔
を

し
か
め
て
犬
を
蹴
飛
ば
し
て
い
る
人
を
見
た
と
き
に
は
、「
こ
の
人
は
怒
っ
て
い

る
」、「
そ
の
行
為
は
道
徳
的
に
悪
い
」
と
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

物
体
が
も
つ
色
を
知
覚
す
る
こ
と
で
、
そ
の
物
体
の
色
に
つ
い
て
の
判
断
が
可

能
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
う
し
た
基
礎
的
な
可

感
的
性
質
よ
り
も
「
高
次
の
対
象 

*1

」、
た
と
え
ば
上
記
の
種
性
質
や
美
的
・
道

徳
的
性
質
、
行
為
可
能
性
、
他
者
の
感
情
な
ど
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
だ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
、
赤
さ
を
見
て
「
こ
れ
は
赤
い
」
と
判
断
す
る
よ
う
に
、
高
次
の

対
象
を
知
覚
し
高
次
の
判
断
を
下
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
、
わ
れ
わ
れ
が
知
覚
で
き
る
の
は
可
感
的
性
質
だ
け
で
あ
り
、「
こ
れ
は
ス
イ
カ

だ
」
と
い
っ
た
高
次
の
判
断
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
可
感
的
性
質
の
知
覚
に
何

ら
か
の
解
釈
や
推
論
を
加
え
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
だ
ろ
う
か 

*2

。

こ
う
し
た
問
題
は
知
覚
経
験
の
許
容
内
容
（adm

issible contents

）
と
呼
ば

れ
、
近
年
、
知
覚
の
哲
学
で
議
論
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
源
河 2014a

を
参

照
）。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
議
論
の
な
か
で
伝
統
的
な
現
象
学
の
考
え
が
注
目
を

集
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
他
者
の
感
情
の
知
覚
・
経
験
に
つ
い
て
は
、
フ
ッ

サ
ー
ル
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
と
い
っ
た
現
象
学

者
が
す
で
に
多
く
の
見
解
を
示
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
見
解
を
利
用
し
た
他
者
の

感
情
の
知
覚
説
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（cf. Gallagher 2008; Gangopadhyay 

and M
iyahara 2014; Sm

ith 2010; Zahavi 2011

）。
こ
う
し
た
知
覚
説
は
、

他
者
の
感
情
は
直
接
知
覚
さ
れ
う
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
説
や
理
論
説
と
い
っ
た
、
感
情
は
振
る
舞
い
か
ら
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ

知
覚
の
対
象
範
囲
を
見
定
め
る

―
感
情
知
覚
を
例
に
し
て

―

源

河

 

亨
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る
と
主
張
す
る
推
論
説
の
対
抗
馬
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
象
学

か
ら
離
れ
て
も
こ
の
問
題
は
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
、
美
的
・
道
徳
的
価
値
が
知

覚
可
能
で
あ
る
な
ら
、
価
値
に
つ
い
て
の
知
識
は
知
覚
に
根
拠
を
も
つ
と
主
張
し

う
る
し
、
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
価
値
は
公
共
的
な
対
象
と
し
て
（
少
な
く
と
も
色

と
同
じ
く
ら
い
に
は 
*3
）
客
観
的
に
存
在
し
て
い
る
と
主
張
す
る
手
が
か
り
が
与

え
ら
れ
る
（
河
野 2007
）。
こ
の
よ
う
に
、
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
は
認
識

論
・
存
在
論
的
に
興
味
深
い
帰
結
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

で
は
、
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
議
論

が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
感
情
の
知
覚
説
を
例
に
し
て
、
そ

う
し
た
議
論
を
検
討
す
る
。

本
稿
の
構
成
を
述
べ
て
お
こ
う
。
２
節
で
は
、
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を

主
張
す
る
う
え
で
は
、

（A）
高
次
の
対
象
の
経
験
に
関
わ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
特
定
す

る
課
題
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、

（B）
高
次
の
判
断
が
知
覚
に
よ
っ
て
非
推
論
的
に

正
当
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
課
題
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
論
じ
る
。

（A）
に

つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
議
論
が
あ
る
た
め
、
以
下
で
は

（B）
に
焦
点
を
合
わ
せ

る
。
そ
し
て
３
節
で
は
、

（B）
を
果
た
す
た
め
に
は
「
典
型
的
な
知
覚
的
判
断
と
の

類
似
点
を
強
調
す
る
戦
略
」
と
「
思
考
と
の
違
い
を
強
調
す
る
戦
略
」
の
（
少
な

く
と
も
）
二
つ
が
必
要
だ
と
論
じ
る
。

２ 

知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
た
め
の
二
つ
の
課
題

２
．
１　

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
特
定
す
る
課
題
と
そ
の
問
題
点

高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
議
論
と
し
て
は
、
す
で
に
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
他
者
の
感
情
に
つ
い
て
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の

付
帯
現
前
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
応
用
す
る
も
の
（Sm

ith 2010

）、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン

テ
ィ
や
ギ
ブ
ソ
ン
が
指
摘
し
た
知
覚
の
身
体
・
技
能
的
側
面
を
強
調
す
る
も
の

（Gangopadhyay and M
iyahara 2014

）
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

議
論
は
、
た
と
え
ば
視
覚
は
、
現
在
視
界
に
入
っ
て
い
る
物
体
の
一
側
面
が
も
つ

色
や
形
以
上
の
も
の
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
知
覚
さ
れ

る
た
め
に
付
帯
現
前
や
身
体
技
能
が
関
わ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら

は
、
そ
う
し
た
も
の
が
当
該
の
事
物
の
知
覚
可
能
性
を
支
え
て
い
る
と
主
張
し
て

お
り
、

（A） 

高
次
の
対
象
の
経
験
に
関
わ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
特
定
す
る
課
題
に
答

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
議
論
に
対
し
て
、
知
覚
可
能
性
を
否
定
す
る
論
者
は
次
の
よ

う
に
反
論
す
る
だ
ろ
う
。
何
ら
か
の
事
物
を
知
覚
し
た
と
き
、
確
か
に
わ
れ
わ
れ

は
高
次
の
判
断
を
下
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
判
断
に
は
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
よ
う

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
関
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
当
該
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、
基
礎
的
な
可
感
的
性
質
の
知
覚
（
そ
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
可
感
的
性
質

に
つ
い
て
の
判
断
）
と
高
次
の
判
断
を
つ
な
ぐ
推
論
や
解
釈
に
寄
与
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
知
覚
は
色
や

形
な
ど
の
性
質
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
当
該
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
性
質
の
集
ま
り
を
高
次
の
対
象
と
し
て
解
釈
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
も
考
え
ら
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
該
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
知
覚
の
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
判
断
の
対
象
範
囲

を
広
げ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
が
生
じ
る
例
と
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
付
帯
現
前
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
利
用
し
た
ジ
ョ
エ
ル
・
ス
ミ
ス
の
感
情
の
知
覚
説
（Sm

ith 2010

）
を
み
て

み
よ
う
。
付
帯
現
前
と
い
う
考
え
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
物
体
を
知
覚
し
た
と

き
、
現
在
視
界
に
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
見
え
て
い
な
い
物
体
の
裏
側

も
、
物
体
全
体
の
一
部
と
し
て
、
視
界
に
入
っ
て
い
る
表
側
に
付
帯
的
に
意
識
に

与
え
ら
れ
（
予
期
さ
れ
）、
そ
の
意
味
で
は
見
え
て
い
る
と
言
え
る
（『
デ
カ
ル
ト
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的
省
察
』
50
節
）。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
あ
る
意
味
で
は
知
覚
さ
れ
て
い

な
い
が
別
の
意
味
で
は
知
覚
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
他
者
の
感
情
に
も
あ

て
は
ま
る
。
他
者
の
感
情
は
、
振
る
舞
い
と
い
う
明
ら
か
に
知
覚
可
能
な
も
の
に

付
帯
的
に
知
覚
（
予
期
）
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
当
然
な
が
ら
、

（
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
）
す
ぐ
さ
ま
次
の
問
題
が
生
じ
る
。

物
体
の
裏
側
は
実
際
に
裏
側
に
回
れ
ば
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
者
の
感
情
は
裏
側
に
回
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

確
か
め
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
不
適
切

で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
ス
ミ
ス
は
、『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
の
52
節
に
依
拠
し

て
、
付
帯
的
に
現
前
し
て
い
る
他
者
の
感
情
は
、
そ
の
感
情
と
関
連
す
る
そ
の
後

の
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
付
帯
的

に
現
前
し
て
い
る
怒
り
は
、
そ
の
人
が
そ
の
う
ち
に
示
す
怒
り
に
「
調
和
的
な
振

る
舞
い
」
︱
た
と
え
ば
、
顔
を
し
か
め
た
り
大
声
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
︱
を
見

る
こ
と
で
確
か
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
他
者
の
感
情
も
物
体

の
裏
側
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
後
の
知
覚
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て

知
覚
的
に
予
期
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
こ
う
し
た
考
え
は
素
描
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
見
解
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
さ
ら
に
議
論
を
洗
練
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
上
記
の
素
描
を
与
え
た
後
で
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
立
場
を
感
情

の
機
能
主
義
と
整
合
的
に
解
釈
す
る
議
論
を
与
え
た
り
可
能
な
反
論
に
答
え
た
り

し
て
い
る
。
だ
が
本
稿
は
、
こ
の
素
描
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
た

い
。
そ
の
問
題
と
は
（K

rueger 2012

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
）
こ
う
し

た
知
覚
説
は
そ
の
対
抗
馬
と
さ
れ
て
い
た
推
論
説
と
実
質
的
に
ど
れ
ほ
ど
の
違
い

が
あ
る
の
か
明
確
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
知
覚
（
予

期
）
さ
れ
て
い
る
の
は
感
情
そ
の
も
の
で
は
な
く
感
情
に
関
連
す
る
振
る
舞
い
だ

け
で
あ
り
、
感
情
は
そ
こ
か
ら
推
測
さ
れ
る
も
の
だ
と
も
考
え
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
。
と
い
う
の
も
、
物
体
の
裏
側
の
知
覚
に
見
出
さ
れ
る
付
帯
現
前
と
い
う
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
文
字
通
り
に
他
者
に
つ
い
て
適
用
し
て
言
え
る
の
は
、
現
在
視
界
に

入
っ
て
い
な
い
他
者
の
背
面
も
予
期
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
だ
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
振
る
舞
い
に
関
わ
る
感
情
も
付
帯
的
に
知
覚
さ
れ
て
い
る
と
主

張
す
る
た
め
に
は
、
付
帯
現
前
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
拡
張
す
る
必
要
が
出
て
く

る
が
、
こ
こ
で
問
題
が
生
じ
る
。
こ
う
し
た
拡
張
に
よ
っ
て
付
帯
現
前
が
推
論
的

な
も
の
に
す
り
替
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
本
来
の
付
帯
現

前
は
物
体
の
裏
側
を
知
覚
可
能
に
す
る
「
知
覚
的
な
」
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
他
者
の
感
情
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
た
め
に
そ
れ

を
拡
張
し
た
と
き
に
、
も
と
も
と
の
付
帯
現
前
が
も
っ
て
い
た
「
知
覚
的
な
」
メ

カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
い
う
点
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
判
然
と
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
見
解
を
完
成
さ
せ
る
に
は
、
拡
張
さ
れ
た
付
帯
現
前
も
依
然
と
し
て
知

覚
的
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
付
帯
現
前
と
い

う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
拡
張
的
に
導
入
す
る
だ
け
で
は
、
感
情
の
知
覚
可
能
性
を
主
張

す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

付
帯
現
前
に
限
ら
ず
、
身
体
技
能
な
ど
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
す
る
知
覚
説
に

も
同
様
の
問
題
が
生
じ
る
。
問
題
を
一
般
的
に
言
う
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な

わ
ち
、
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
た
め
に
通
常
の
知
覚
に
見
出
さ

れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
拡
張
す
る
と
き
、
通
常
の
知
覚
の
場
合
に
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
認
め
ら
れ
て
い
た
「
知
覚
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」
と
い
う
点
が
維
持
で
き

て
お
り
、
推
論
・
解
釈
的
な
も
の
に
す
り
替
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
さ
な
け
れ

ば
、
高
次
の
対
象
が
知
覚
さ
れ
た
の
か
推
論
・
解
釈
さ
れ
た
の
か
が
定
か
で
は
な

い
。し
た
が
っ
て
、
高
次
の
対
象
に
関
わ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
提
案
す
る
だ
け
で
は
、

そ
れ
が
知
覚
に
寄
与
す
る
も
の
な
か
の
推
論
・
解
釈
に
寄
与
す
る
も
の
な
の
か
判
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然
と
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
に
は
不
十
分
な
の
で

あ
る 
*4

。

２
．
２ 

知
覚
に
よ
る
非
推
論
的
正
当
化
を
示
す
必
要
性

こ
こ
で
次
の
よ
う
な
疑
問
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
知
覚
な
の
か
推

論
・
解
釈
な
の
か
判
然
と
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
当
該
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ

て
高
次
の
対
象
が
「
経
験
」
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
推
論
や
解
釈
と
い
っ
た
思
考
と
知
覚
は
、
意
識
の
レ
ベ
ル
で
は
不

可
分
な
も
の
と
し
て
一
緒
に
経
験
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を

考
慮
す
る
な
ら
、
知
覚
と
そ
の
他
の
心
的
状
態
と
を
厳
密
に
区
別
す
る
必
要
は
な

く
、
高
次
の
対
象
が
当
該
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
経
験
可
能
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
と
主
張
で
き
れ
ば
十
分
で
は
な
い
か
。

だ
が
、
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
論
者
に
と
っ
て
、
高
次
の
対

象
は
思
考
と
は
区
別
さ
れ
た
意
味
で
の
「
知
覚
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
主
張

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
論
者
の
多

く
は
、
単
に
知
覚
可
能
性
を
主
張
し
た
い
わ
け
で
は
な
く
、
知
覚
可
能
性
か
ら
興

味
深
い
帰
結
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
感
情
の
知
覚

説
は
推
論
説
の
対
抗
馬
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
た
。
も
し
知
覚
と
推
論
は
不
可
分

だ
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
感
情
の
経
験
に
推
論
が
関
わ
る
こ
と
を

認
め
て
お
り
、
こ
の
考
え
は
推
論
説
の
対
抗
馬
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
が
興
味
深
い
の
は
、
知
覚
が
推
論
や

解
釈
と
い
っ
た
思
考
に
は
な
い
特
別
な
役
割
を
も
つ
と
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
知
覚
は
、
客
観
的
に
存
在
す
る
世
界
と
わ
れ
わ
れ
が
接
触
す
る
第
一
の
手

段
で
あ
り
、
信
念
や
判
断
に
特
別
な
正
当
化
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
推

論
も
世
界
に
つ
い
て
の
信
念
や
判
断
に
寄
与
し
う
る
が
、
推
論
は
前
提
と
な
る
信

念
・
判
断
か
ら
結
論
と
な
る
信
念
・
判
断
へ
の
移
行
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

前
提
そ
れ
自
体
が
ど
の
よ
う
な
身
分
を
も
っ
て
い
る
か
、
た
と
え
ば
、
そ
の
信
念

が
世
界
に
存
在
す
る
事
物
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
し

て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
推
論
的
に
導
出
さ
れ
た
帰
結
が
世
界

に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、
前
提
が
世
界
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
保
証
し
て
く
れ
る
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
れ
が

知
覚
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
感
情
の
知
覚
可
能
性
を
主

張
す
る
う
え
で
も
、
知
覚
と
思
考
を
区
別
し
、
知
覚
の
こ
う
し
た
特
別
な
役
割
を

明
確
に
確
保
し
な
け
れ
ば
、
他
者
の
感
情
に
関
す
る
認
識
論
的
帰
結
（
他
者
の
感

情
は
直
接
知
り
う
る
）
を
導
け
な
い
の
で
あ
る 

*5

。

し
た
が
っ
て
、
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
か
ら
興
味
深
い
帰
結
を
導
く
た
め

に
は
、
知
覚
と
思
考
を
明
確
に
区
別
し
、
そ
の
う
え
で
、

（B）
高
次
の
判
断
が
知
覚

に
よ
っ
て
非
推
論
的
に
正
当
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
課
題
を
果
た
す
必
要
が

あ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、

（A）
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
特
定
す
る
課
題
だ
け
で

は
、
そ
こ
で
特
定
さ
れ
て
い
る
の
が
知
覚
の
対
象
範
囲
を
広
げ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
な

の
か
推
論
や
解
釈
と
い
っ
た
思
考
の
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
の

か
が
判
然
と
し
な
い
。
だ
が
、

（B）
を
果
た
す
こ
と
で
、

（A）
は
知
覚
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

特
定
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
む
し
ろ

（A）
は
、

（B）
を
達
成
し
た
後

で
生
じ
る
「
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
知
覚
可
能
に
な
っ
て
い

る
の
か
」
と
い
う
問
題
に
答
え
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
な
理
論
化
の
段
階

で
真
価
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に

（A）
に
対
す
る
提
案
は

多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
提
案
を
生
か
す
た
め
に
は

（B）
を
果
た
す
こ
と

が
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
以
下
で
は
、

（B）
を
果
た
す
た
め
の
方
針
に
つ
い

て
検
討
し
て
よ
う
。
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３ 

知
覚
に
よ
る
非
推
論
的
正
当
化
を
示
す
た
め
の
二
つ
の
戦
略

本
節
で
は
、
ま
ず
、「
典
型
的
な
知
覚
的
判
断
と
の
類
似
点
を
強
調
す
る
戦
略
」

を
説
明
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
思
考
と
の
違

い
を
強
調
す
る
戦
略
」
が
必
要
だ
と
論
じ
る
。

３
．
１ 

典
型
的
な
知
覚
的
判
断
と
の
類
似
点
を
強
調
す
る
戦
略

こ
の
戦
略
は
、
知
覚
と
判
断
の
あ
い
だ
に
推
論
や
解
釈
が
介
在
し
て
い
な
い
と

認
め
ら
れ
る
事
例
の
典
型
例
（
た
と
え
ば
、
色
知
覚
に
基
づ
く
色
判
断
）
と
高
次

の
判
断
の
共
通
点
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
共
通
点
か
ら
、
高
次
の

判
断
も
推
論
や
解
釈
の
介
在
な
し
に
高
次
の
対
象
の
知
覚
に
よ
っ
て
非
推
論
的
に

正
当
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能

性
も
示
唆
さ
れ
る
。
以
下
で
は
こ
の
戦
略
の
た
め
に
重
要
と
な
る
論
点
を
い
く
つ

か
検
討
し
よ
う
。

意
識
的
推
論
の
不
在　

た
と
え
ば
赤
い
も
の
を
見
た
と
き
、
何
ら
か
の
推
論
を

意
識
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
こ
れ
は
赤
い
」
と
気
づ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
判
断
は
赤
さ
の
知
覚
に
よ
っ
て
非
推
論
的
に
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
同

様
の
こ
と
は
、
感
情
に
も
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
顔
を
し
か
め
て
い
る

人
を
見
て「
こ
の
人
は
怒
っ
て
い
る
」と
判
断
す
る
際
に
、
意
識
的
な
推
論
を
行
っ

て
い
る
よ
う
に
は
み
え
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
他
者
の
感
情
に
つ
い
て
の
判

断
も
感
情
の
知
覚
に
よ
っ
て
非
推
論
的
に
正
当
化
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、

感
情
も
知
覚
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
こ
の
提
案
に
は
反
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
科
学
者
が
霧
箱
の
な
か
の

飛
跡
を
見
て
、「
α
粒
子
が
通
過
し
た
」
と
判
断
す
る
場
面
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ

の
人
が
こ
の
実
験
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
れ
ば
、
と
く
に
意
識
的
な
推
論
も
せ
ず
に

そ
う
判
断
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
意
識
的
な
推
論
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ

さ
ま
α
粒
子
が
知
覚
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
場
合
、

「
α
粒
子
が
通
過
し
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
飛
跡
の
知
覚
に
無
自
覚
の
推
論 

*6

が

加
わ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
（
同
様
の
例
と
し
て
はSilins 

2013

を
参
照
）。
そ
の
た
め
、
意
識
的
な
推
論
の
不
在
は
、
判
断
が
知
覚
に
よ
っ

て
非
推
論
的
に
正
当
化
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。

こ
こ
で
、
こ
の
場
合
α
粒
子
が
知
覚
さ
れ
た
と
主
張
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
応
答
に
は
問
題
が
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
典
型
的
な
知
覚
的
判
断
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
色
や
形

は
、
わ
れ
わ
れ
の
視
覚
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
問
題
な
く
認
め

ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
α
粒
子
は
人
間
の
視
覚
シ
ス
テ
ム
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
小
さ
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
場
合
に
α
粒
子
が
知
覚
さ
れ

た
と
主
張
す
る
た
め
に
は
、
霧
箱
と
い
う
装
置
が
介
在
す
る
こ
と
や
実
験
に
慣
れ

親
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
視
覚
が
捉
え
ら
れ
る
対
象
が
広
が
る
こ
と
を
示
す
よ
う
な

議
論
が
必
要
に
な
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性

を
主
張
す
る
議
論
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
議
論
が
成
功
す

る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
も
そ
も
こ
の
応
答
は
「
典
型
的
な
知
覚
的
判
断

と
の
類
似
性
を
強
調
す
る
戦
略
」
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
。
こ
の
戦
略
は
、
知
覚

に
よ
っ
て
非
推
論
的
に
正
当
化
さ
れ
て
い
る
と
問
題
な
く
認
め
ら
れ
る
判
断
（
た

と
え
ば
色
判
断
）
と
高
次
の
判
断
の
類
似
点
か
ら
、
高
次
の
判
断
も
知
覚
に
よ
っ

て
非
推
論
的
に
正
当
化
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
問

題
と
な
っ
て
い
る
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
た
め
に
、
別
の
高
次

の
対
象
に
訴
え
る
の
は
戦
略
上
適
切
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

強
制
性　

何
か
知
覚
し
た
と
き
に
わ
れ
わ
れ
が
気
づ
く
こ
と
に
強
制
性

（m
andatory

）
が
み
ら
れ
る
と
い
う
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Bayne 2009

）。
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た
と
え
ば
赤
く
て
丸
い
も
の
を
見
た
と
き
に
は
、「
青
く
て
四
角
い
も
の
が
あ
る
」

で
は
な
く
「
赤
く
て
丸
い
も
の
が
あ
る
」
と
気
づ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と

は
感
情
の
判
断
に
も
あ
て
は
ま
る
。
顔
を
し
か
め
て
い
る
人
を
見
た
と
き
、「
悲
し

ん
で
い
る
」
で
は
な
く
「
怒
っ
て
い
る
」
と
気
づ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
う
し
た

共
通
点
は
、
感
情
の
よ
う
な
高
次
の
対
象
の
判
断
も
高
次
の
知
覚
に
基
づ
く
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
推
論
が
介
在
し
て
い
る
判
断
に
も
こ
う
し
た
強
制
性
が
み
ら
れ
る
。

前
述
の
例
で
言
え
ば
、
実
験
に
慣
れ
親
し
ん
だ
科
学
者
は
飛
跡
を
見
た
と
き
ほ
ぼ

不
可
避
に
「
α
粒
子
が
通
過
し
た
」
と
判
断
す
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
強
制

性
は
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

幼
児
の
反
応　

他
者
の
心
的
状
態
の
知
覚
可
能
性
を
擁
護
す
る
う
え
で
幼
児
の

反
応
が
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
幼
児
は
他
者
の
感
情
を
理
解
す
る
た

め
の
知
識
や
理
論
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
感
情
に
関
連
す
る

振
る
舞
い
（
笑
顔
な
ど
）
に
反
応
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
幼
児
が
み
せ
る
（
概
念
・

理
論
的
で
は
な
い
）
感
情
に
対
す
る
反
応
は
、
知
覚
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
（Gallagher 2008

）。
典
型
的
な
知
覚
と
の
共
通
点
か
ら
言
う
な

ら
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
赤
さ
を
知
覚
す
る
た
め
に
赤
に
つ
い
て
の
概
念
や

理
論
を
も
っ
て
い
る
必
要
は
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
概
念
や
知
識
な
し
に
可
能
な

感
情
に
対
す
る
反
応
も
知
覚
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
提
案
の
懸
念
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
幼
児
に
感
情
へ
の

反
応
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
感
情
経
験
の
原
型
（
ま
た
は
単
な
る
反
射
）
で
し

か
な
く
、
成
人
が
も
つ
よ
う
な
完
全
な
他
者
の
感
情
の
経
験
に
は
、
成
長
す
る
に
つ

れ
て
獲
得
さ
れ
た
知
識
や
概
念
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
こ
に
解
釈
や
推

論
と
い
っ
た
も
の
が
寄
与
し
て
い
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る 

*7

。

こ
こ
で
挙
げ
た
特
徴
は
い
ず
れ
も
、
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る

う
え
で
重
要
な
も
の
で
は
あ
る
（
こ
う
し
た
特
徴
が
み
ら
れ
な
い
経
験
を
知
覚
と

呼
ぶ
の
は
困
難
で
あ
る
）。
だ
が
、
推
論
や
解
釈
が
介
在
す
る
判
断
に
も
こ
う
し

た
特
徴
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
典
型
的
な
知
覚
的
判
断
と
の
類

似
点
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
、
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
に
は
不

十
分
で
あ
る
。

類
似
点
を
強
調
す
る
戦
略
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
こ
の
戦
略
を
補
う
別
の
戦

略
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
の
は
、
こ
こ

で
挙
げ
ら
れ
た
反
論
が
す
べ
て
「
典
型
的
な
知
覚
的
判
断
と
の
共
通
点
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
高
次
の
判
断
に
推
論
や
解
釈
が
介
在
し
て
い
る
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
高
次
の
判
断

の
成
立
が
推
論
や
解
釈
で
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
積
極
的
に
示
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
こ
の
種
の
反
論
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
こ
の
点
を
目
指
し
た

思
考
と
の
違
い
を
強
調
す
る
戦
略
を
み
て
み
よ
う
。

３
．
３ 

思
考
と
の
違
い
を
強
調
す
る
戦
略

こ
の
戦
略
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
何
か
を
知
覚
し
た
と
き
わ
れ
わ
れ
は

高
次
の
判
断
を
下
し
て
い
る
が
、
そ
の
判
断
の
成
立
が
推
論
や
解
釈
の
介
在
に

よ
っ
て
説
明
で
き
な
い
な
ら
、
高
次
の
判
断
は
高
次
の
知
覚
に
根
拠
を
も
つ
と
考

え
る
他
に
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
し
て
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
で
き

る
。
本
稿
で
は
そ
う
し
た
論
点
の
一
つ
と
し
て
非
条
件
支
配
性
を
挙
げ
る
。

非
条
件
支
配
性
は
美
的
知
覚
を
主
張
す
る
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ブ
リ
ー
に
よ
っ
て
主

張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（Sibley 2001 chap1

）。
何
ら
か
の
事
物
を
見
て
「
こ

れ
は
繊
細
だ
」
と
い
う
美
的
判
断
を
下
す
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
繊
細
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
典
型
的
に
は
、
線
が
細
く
、
色
が
薄
く
、
等
々
と
い
っ



161 知覚の対象範囲を見定める

た
、
そ
れ
自
体
は
美
的
で
な
い
可
感
的
性
質
を
備
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
し
線

を
太
く
し
た
り
色
を
派
手
に
し
た
り
す
れ
ば
繊
細
さ
が
失
わ
れ
う
る
と
い
う
点

で
、
美
的
性
質
は
美
的
で
な
い
可
感
的
性
質
に
依
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
細
い

線
や
薄
い
色
と
い
っ
た
可
感
的
性
質
を
知
覚
し
、
そ
こ
に
「
線
が
細
く
、
色
が
薄

く
、
等
々
と
い
っ
た
も
の
は
繊
細
さ
を
も
つ
」
と
い
う
よ
う
な
推
論
が
働
き
、「
こ

れ
は
繊
細
で
あ
る
」
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と

い
う
の
も
、
線
が
細
く
、
色
が
薄
く
、
等
々
と
い
っ
た
特
徴
を
す
べ
て
も
っ
て
い

る
も
の
が
繊
細
で
な
か
っ
た
り
、
ま
た
、
そ
う
し
た
特
徴
の
い
く
つ
か
を
欠
く
も

の
が
繊
細
で
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
線
が
細
く
、
色
が
薄
く
、

等
々
と
い
っ
た
美
的
で
な
い
性
質
を
い
く
ら
集
め
て
も
、
繊
細
で
あ
る
と
い
う
美

的
性
質
が
概
念
的
に
帰
結
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
美
的
性
質
は
可

感
的
性
質
に
よ
っ
て
規
定
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
、
美
的
性
質
は
可
感
的
性
質

に
対
し
て
「
非
条
件
支
配
的
」
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
当
該
の
も
の
を
知
覚
し
た

と
き
に
「
繊
細
で
あ
る
」
と
い
う
美
的
判
断
を
下
す
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
、「
繊
細
で
あ
る
」
と
い
う
美
的
判
断
は
繊
細
さ
と
い
う
美
的
性
質
の

知
覚
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
こ
こ
で
の
説
明
は
不
十
分
だ

が
、
詳
し
く
は
源
河 2014c

を
参
照
さ
れ
た
い
）。

そ
し
て
、
同
様
の
こ
と
は
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
に
も
あ
て
は
ま
る
（Sibley 2001 

chap3

） 

。
つ
ま
り
、「
部
分
の
加
算
的
集
合
と
全
体
は
異
な
る
」
と
い
う
ゲ
シ
ュ

タ
ル
ト
の
特
徴
は
、
非
条
件
支
配
性
を
満
た
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
感
情
知
覚

に
も
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
が
関
わ
る
と
考
え
る
余
地
あ
る
。
他
人
の
感
情
に
つ
い
て
判

断
す
る
際
に
は
顔
の
知
覚
が
寄
与
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
怒
っ
て
い
る
顔
と
い

う
の
は
、
目
や
口
と
い
っ
た
部
分
を
単
独
で
見
て
わ
か
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
う

し
た
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
全
体
的
な
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
も

の
で
あ
る
。
も
し
感
情
の
判
断
に
表
情
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
知
覚
が
不
可
欠
に
関
わ

る
な
ら
、
そ
の
判
断
は
推
論
に
よ
っ
て
は
説
明
で
き
な
い
要
因
を
含
む
こ
と
に
な

り
、
し
た
が
っ
て
、
感
情
の
判
断
は
感
情
の
知
覚
に
直
接
基
づ
く
と
主
張
す
る
余

地
が
出
て
く
る
。

こ
こ
で
挙
げ
た
の
は
美
的
知
覚
に
着
想
を
得
た
素
描
で
あ
り
、
知
覚
可
能
性
を

主
張
す
る
た
め
に
は
議
論
を
洗
練
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
素
描
か
ら

高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
た
め
の
次
の
よ
う
な
方
針
わ
か
る
。
す

な
わ
ち
、
高
次
の
判
断
の
成
立
が
推
論
で
は
説
明
で
き
な
い
特
徴
を
も
つ
な
ら
、

そ
れ
は
高
次
の
知
覚
に
基
づ
い
て
非
推
論
的
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る 

*8

。

４　

結
論

高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
は
、
知
覚
と
思
考
を
区
別
し
た
う
え
で
主
張
さ
れ

な
け
れ
ば
興
味
深
い
帰
結
を
引
き
出
せ
な
い
。
本
稿
は
、
両
者
を
区
別
し
た
う
え

で
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
た
め
の
方
針
を
挙
げ
た
。
こ
の
考
察

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
に
関
わ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

特
定
し
よ
う
と
す
る
多
く
の
議
論
を
生
か
す
た
め
の
方
針
が
与
え
ら
れ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う 

*9

。
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注*1　

本
稿
で
は
、
知
覚
可
能
性
に
異
論
が
出
る
よ
う
な
も
の
を「
高
次
の
対
象
」と
呼
ぶ
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
非
常
に
緩
い
基
準
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
次
の
対
象
を
自
然
種

と
し
て
ま
と
め
る
も
の
で
は
な
い
。

*2　

推
論
や
解
釈
に
よ
っ
て
高
次
の
判
断
が
成
立
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
問
題
は
、
推
論
や
解
釈
な
し
に
知
覚
の
み
に
基
づ
い
て
高
次
の
判
断
が
成
立
す

る
場
合
が
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

*3　

た
と
え
色
の
反
実
在
論
が
正
し
く
と
も
、
色
は
公
共
的
な
知
覚
対
象
と
し
て
の
客

観
性
は
も
っ
て
い
る
。
高
次
の
対
象
が
知
覚
可
能
で
あ
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の

意
味
で
の
客
観
性
を
も
つ
と
言
え
る
。

*4　

逆
に
言
え
ば
、
拡
張
的
な
も
の
で
は
な
く
、
基
礎
的
な
可
感
的
性
質
を
捉
え
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
同
じ
も
の
で
高
次
の
対
象
の
知
覚
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
知

覚
可
能
性
を
主
張
で
き
る
。
源
河
（2014b

）
で
は
、
音
の
不
在
（
音
が
し
て
い
な
い
）

の
経
験
は
、
音
を
聞
く
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
聴
覚
情
景
分
析
と
い
う
心
理
学
的

メ
カ
ニ
ズ
ム
で
説
明
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
経
験
は
知
覚
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

*5　

存
在
論
的
帰
結
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
美
的
・
道
徳
的
価
値
の
知
覚
可
能
性
か
ら

価
値
の
客
観
性
が
主
張
で
き
る
の
は
、
知
覚
は
世
界
に
客
観
的
に
存
在
す
る
対
象
と

わ
れ
わ
れ
の
直
接
的
な
関
係
で
あ
り
、
あ
る
対
象
の
知
覚
可
能
性
に
そ
の
対
象
の
客

観
性
が
含
意
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

*6　
「
無
自
覚
な
推
論
」
は
「
サ
ブ
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
計
算
」
と
同
義
で
あ
る
「
無
意
識
的

推
論
」
と
は
異
な
る
。
そ
う
し
た
計
算
は
色
や
形
の
知
覚
に
も
介
在
し
て
お
り
、
非

推
論
的
正
当
化
を
与
え
う
る
。

*7　

こ
の
懸
念
は
、
文
化
的
影
響
が
大
き
い
美
的
・
道
徳
的
価
値
の
経
験
を
考
え
る
と

よ
り
明
確
に
な
る
。

*8　

と
は
い
え
、
特
定
の
高
次
の
対
象
ご
と
に
異
な
る
考
察
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
美
的
知
覚
に
は
趣
味
の
精
錬
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
感
情
、
種
性

質
、
道
徳
性
の
知
覚
に
は
別
の
学
習
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
特
定

の
高
次
の
対
象
の
知
覚
可
能
性
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
高
次
性
質
ご
と
に
異

な
る
学
習
の
内
容
の
違
い
も
取
り
入
れ
る
議
論
を
作
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

*9　

助
言
を
い
た
だ
い
た
植
村
玄
輝
、
小
草
泰
、
國
領
佳
樹
、
藤
川
直
也
、
新
川
拓
哉

の
各
氏
に
感
謝
す
る
。

（
源
河
亨
・
げ
ん
か　

と
お
る
・
慶
應
義
塾
大
学
）
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ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
一
九
二
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
主
著
『
存
在
と
時
間
』
に
お
い

て
、
人
間
存
在
の
こ
と
を
「
現
存
在
（D

asein
）」
と
言
い
表
し
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
用
語
法
は
彼
の
思
索
の
初
期
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

こ
の
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
以
前
に
は
、
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
三
年

に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る
初
期
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
時
代
を
中
心
に
、
人
間
存
在
は
「
生

（Leben

）」
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
初
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
こ

の
よ
う
に
生
概
念
を
積
極
的
に
用
い
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
我
々
の
日
常
的
か
つ

実
践
的
な
生
の
諸
相
を
、
認
識
論
的
な
問
題
設
定
に
よ
っ
て
損
ね
る
こ
と
な
く
あ

り
の
ま
ま
に
捉
え
よ
う
と
い
う
、
当
時
の
彼
の
問
題
意
識
が
潜
ん
で
い
る
。

だ
が
、
生
か
ら
現
存
在
へ
と
い
う
用
語
法
の
転
換
が
行
わ
れ
る
中
で
、
初
期
ハ

イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
、
生
概
念
を
中
心
と
す
る
豊
か
な
思
索
や
そ
の
概
念
性
は
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
存
在
と
い
う
形
式
的
な
語
が
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
『
存
在
と
時
間
』
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は

切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
関
心
の
も
と

に
、
生
か
ら
現
存
在
へ
と
い
う
用
語
法
上
の
変
遷
に
着
目
し
、
と
り
わ
け
生
概
念

の
使
用
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
取
り
止
め
た
理
由
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
初
期
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
期
か
ら
『
存
在
と
時
間
』
へ
と
至
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
の
連
続
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

具
体
的
な
論
述
の
順
序
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
生
概
念
が
使
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
、Jae-Chul K

im

に
よ
る
近
年
の
先

行
研
究
に
お
け
る
テ
ー
ゼ
を
検
討
す
る
（
第
一
節
）。
つ
ぎ
に
、
そ
の
主
張
に
お

け
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
ハ
イ
デ
ガ
ー

の
テ
ク
ス
ト
を
、
生
概
念
の
二
重
性
と
い
う
点
に
着
目
し
て
検
討
す
る
（
第
二

節
）。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
生
概
念
に
お
け
る
二
つ

の
含
意
の
相
違
点
を
明
確
に
し
つ
つ
、
生
概
念
と
現
存
在
概
念
の
根
本
的
な
連
続

性
を
示
す
（
第
三
節
）。
最
後
に
、
本
稿
の
結
び
に
代
え
て
、
生
概
念
の
二
重
性

と
い
う
発
想
か
ら
開
け
て
く
る
展
望
を
、
よ
り
広
い
視
野
に
立
っ
て
考
察
す
る
こ

と
に
す
る
。

１　

伝
統
的
な
人
間
理
解
と
生
概
念

―
キ
ム
の
テ
ー
ゼ
の
検
討

―

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
生
概
念
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、Jae-Chul K

im

に
よ
る
二
〇
〇
一
年
の
著
作
、

Leben und D
asein 

⑴

が
あ
る
。
彼
は
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
テ
ー
ゼ
を
提
出
し

て
い
る
。

生
概
念
の
二
重
性
と
現
存
在

城

田

純

平
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［
生
概
念
が
］
こ
の
伝
統
的
な
人
間
学
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
惑
の
ゆ
え
に
、
徐
々
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
…
…「
生（Leben

）」

（ζω
ή

）
と
い
う
用
語
か
ら
距
離
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ 

⑵

。

こ
の
よ
う
な
キ
ム
の
主
張
を
裏
づ
け
る
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
を
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
右
の

よ
う
な
キ
ム
の
主
張
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
伝
統
的
な
人
間
学
に
対
し
て
批
判
的
な

態
度
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
前
提
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
第
二
に
、
右
の
前
提
が
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し

て
、
生
概
念
は
伝
統
的
な
人
間
学
と
実
際
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
と
い
う
点
を

確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
こ
の
二
つ
の
点
に
つ
い
て
、
キ
ム
が
引
用
し
て

い
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
い
て
順
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
。 ま

ず
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
伝
統
的
な
人
間
学
に
対
し
て
批
判
的
な
態
度
を
と
っ
て

い
る
と
い
う
前
提
の
正
否
に
つ
い
て
見
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
一
九
二
三
年
夏
学

期
の
講
義
『
存
在
論
（
事
実
性
の
解
釈
学
）』
に
お
い
て
、
端
的
に
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
的
、
範
疇
的
な
刻
印
を
受
け
た
人
間
概
念
は
、

事
実
性
と
し
て
眼
差
し
の
内
に
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
原
理
的
に
立
て
塞
い

で
い
る
」（GA

63, 26f.

）。
そ
し
て
、
こ
の
講
義
で
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
に
よ
れ

ば
、
今
日
一
般
的
な
人
間
概
念
は
、
ギ
リ
シ
ア
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
二
つ
の
人

間
概
念
、
つ
ま
り
「
理
性
を
備
え
た
生
物
」
な
ら
び
に
「
人
格
な
い
し
人
格
性
」

と
い
う
人
間
概
念
に
起
源
を
も
つ
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
あ
ら
か
じ
め
与

え
ら
れ
た
対
象
連
関
の
方
か
ら
生
じ
て
き
た
の
だ
と
い
う
（GA

63, 21

）。
よ
り

具
体
的
に
は
、「
第
一
の
概
念
は
、
植
物
、
動
物
、
人
間
、
霊
、
神
と
い
う
対
象
系

列
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
事
象
連
関
の
う
ち
に
属
し
て
お
り
」（GA

63, 21

）、
他

方
、「
第
二
の
概
念
は
、
神
の
被
造
物
と
し
て
の
人
間
に
備
わ
っ
た
資
質
を
、
旧

約
聖
書
の
啓
示
を
導
き
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
に
説
明
す
る
際
に
生
じ
て
き
た
」

（ebd.

）
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
伝
統
的
な
二
つ
の
人
間
概
念
に
お
い
て
は
、

世
界
と
い
う
対
象
連
関
の
側
か
ら
人
間
の
存
在
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人

間
に
固
有
の
在
り
か
た
が
見
逃
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
に
、
た
し
か
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
ギ
リ
シ
ア
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
人
間

概
念
に
起
源
を
も
つ
、
伝
統
的
な
人
間
理
解
に
対
し
て
批
判
的
な
態
度
を
と
っ
て

お
り
、
キ
ム
の
テ
ー
ゼ
の
前
提
は
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
そ
れ
で
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
生
概
念
が
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
人
間

学
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
実
際
に
考
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
こ
れ
を
考
え
る
上
で
決
定
的
な
の
は
一
九
二
二
年
の
『
ナ
ト
ル
プ
報
告
』

に
お
け
る
以
下
の
所
言
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、「
生
」、ζω

ή

、vita

と
い
う
術
語
は
、
人
間
的
現
存
在

（m
enschliches D

asein

）
に
つ
い
て
の
ギ
リ
シ
ア
的
な
解
釈
、
旧
約
聖
書

の
解
釈
、
新
約
聖
書
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
解
釈
、
さ
ら
に
は
ギ
リ
シ
ア
的
・

キ
リ
ス
ト
教
的
な
解
釈
の
中
心
に
あ
っ
た
ひ
と
つ
の
根
本
現
象
を
指
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
を
見
定
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。（PhIA

, 240

）

こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
人
間
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
解
釈
の
中
心
に
、
他

な
ら
ぬ
生
、ζω

ή

、vita 

と
い
う
根
本
現
象
が
存
す
る
の
だ
と
考
え
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
生
概
念
は
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
統
的

な
人
間
理
解
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
ほ
ど
取
り
上
げ
た
『
存
在
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論
』
講
義
に
お
い
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「「
理
性
的
動

物
（anim

al rationale

）」
と
い
う
定
義
を
導
き
の
糸
に
し
て
人
間
に
視
線
を
向

け
る
こ
と
は
、
人
間
を
、
生
と
い
う
様
式
で
人
間
と
共
に
現
存
在
す
る
他
の
も

の
（
動
物
、
植
物
）
の
圏
域
に
お
い
て
見
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
言
葉
を
も
つ

（λό γον ἔ χον

）
存
在
者
と
し
て
見
る
こ
と
で
あ
る
」（GA

63, 27

）。
こ
こ
で
言
わ

れ
て
い
る
、「『
理
性
的
動
物
』
と
い
う
定
義
を
導
き
の
糸
に
し
て
人
間
に
視
線
を

向
け
る
こ
と
」
と
は
、
前
述
の
ギ
リ
シ
ア
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
人
間
概
念
の
う

ち
の
第
一
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
見
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー

は
、
人
間
を
植
物
や
動
物
な
ど
の
存
在
者
の
連
関
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
の
よ

う
な
人
間
理
解
を
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
引
用
箇
所
に
お

い
て
彼
は
、
こ
れ
を
い
っ
そ
う
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。つ
ま
り
、

こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
植
物
や
動
物
の
こ
と
を
、
生
と
い
う
様
式
で
人
間
と
共

に
現
存
在
す
る
も
の
と
し
て
表
現
し
た
上
で
、
さ
ら
に
彼
は
、
人
間
と
は
、
生
と

い
う
様
式
で
存
在
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
存
在
者
の
中
で
も
言
葉
を
も
つ
も
の
の
こ

と
で
あ
る
、
と
い
う
人
間
理
解
を
拒
も
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
お

い
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
生
概
念
と
伝
統
的
な
人
間
理
解
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
を

認
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
よ
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
伝
統
的
な
人
間
理
解
に
対
し
て
批
判
的
な
態
度

を
と
っ
て
お
り
、
か
つ
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
人
間
理
解
と
生
概
念
の
結
び
つ

き
を
認
め
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が

生
概
念
に
対
す
る
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
こ
と
は
伝
統
的
な
人
間
学
に
対
す
る
反
発

と
結
び
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
キ
ム
の
主
張
は
、
そ
れ
な
り
の
正
当
性
を
も
つ
も

の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

２　

生
概
念
の
二
重
性

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
よ
う
な
キ
ム
の
主
張
に
対
し
て
は
、
疑
問
の
余
地
が
あ

る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
一
九
二
一
／
二
二
年
冬
学
期
の
講
義
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
現
象
学
的
解
釈
』
に
お
い
て
、
自
ら
が
生
概
念
を
積
極
的
に
用
い
る
に
あ
た
っ

て
、「
生
物
学
上
の
生
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
度
外
視
す
る
こ
と
に
す

る
」（GA

61, 81

）
と
述
べ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、「
こ
の
概
念
は
、
た
と
え
い

く
つ
か
の
動
機
が
そ
こ
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
と
し
て
も
、
不
必
要
な
負
荷
で
あ

る
」（ebd.

）
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
生
概
念
か
ら
生
物
学

的
な
意
味
を
取
り
除
い
た
上
で
、
そ
れ
を
、
人
間
存
在
を
表
す
た
め
に
積
極
的
に

用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
前
節
で
伝
統
的
な

人
間
理
解
と
の
結
び
つ
き
が
確
か
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
生
と
は
、
あ
く
ま
で
、
動

物
や
植
物
の
存
在
様
式
を
表
す
よ
う
な
、
ま
さ
し
く
生
物
学
的
な
生
概
念
だ
っ
た

の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
積
極
的
に
用
い
て
い
た
生
概
念
と
は
明
ら

か
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
こ
の
問
題
を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
の
鍵
は
、
本
節
で
検
討
す
る
一
九
二
五

／
二
六
年
冬
学
期
の
講
義
、『
論
理
学
』
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
記
述
の
中
に
潜

ん
で
い
る
。
こ
の
講
義
に
お
け
る
彼
の
所
言
を
実
際
に
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に

し
よ
う
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
こ
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
てPsychologie

が

二
重
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
話
題
に
し
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
曰

く
、

　
［
第
一
に
、］
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
意
味
に
お
け
るPsychologie

は
、
お
よ
そ

今
日
私
た
ち
が
生
物
学
（Biologie

）
と
い
う
名
称
で
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ

の
も
の
を
意
味
す
る
。
文
字
通
り
にBiologie

［
と
い
う
語
］
を
受
け
と
め

る
な
ら
ば
、［
た
し
か
に
］
そ
れ
は
生
（Leben

）
に
つ
い
て
の
学
問
で
あ
る
。



166

［
だ
が
、］
正
確
に
言
え
ば
、
古
代
のPsychologie

が
考
察
し
た
生
が
ゾ
ー

エ
ー
（ζω

ή

）
と
い
う
意
義
を
も
つ
か
ぎ
り
で
は
、
私
た
ち
は
［
古
代
ギ
リ

シ
ア
のPsychologie

の
こ
と
を
第
一
に
］Zoologie

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
意
味
に
お
け
る
ゾ
ー
エ
ー
は
、
植
物
的
な
い
し

動
物
的
な
存
在
（vegetatives und anim

alisches Sein

）
で
あ
る
。
ゾ
ー

エ
ー
と
は
、
生
物
的
な
も
の
（das Biologische

）
と
い
う
今
日
の
意
味
に

お
け
る
生
で
あ
る
。（GA

21, 34

）

他
方
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
ゾ
ー
エ
ー
が
こ
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い

た
の
に
対
し
て
、

　

ギ
リ
シ
ア
人
に
お
い
て
ビ
オ
ス
（βίος
）
と
は
、
か
な
り
極
端
に
解
釈
す
る

な
ら
ば
、
人
間
の
実
存
（m

enschliche Existenz

）
あ
る
い
は
人
格
的
存

在
（personales Sein

）
と
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
例
え
ば

そ
れ
［
ビ
オ
ス
の
こ
の
よ
う
な
意
味
］
は
伝
記
（Biographie

）
と
い
う
表

現
に
表
れ
て
い
る
。
…
…
こ
う
し
て
、
ま
さ
に
こ
の
二
つ
の
表
現
［
ゾ
ー

エ
ー
と
ビ
オ
ス
］
は
曲
解
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。Biologie
は
、［
本
来

な
ら
ば
、］
人
間
の
実
存
、
あ
る
い
は
人
間
の
実
存
の
基
礎
に
つ
い
て
の
学

を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
倫
理
学
の
基
礎
へ
の
問
い
を
意
味
す

る
は
ず
で
あ
ろ
う
。Psychologie

は
ビ
オ
ス
に
つ
い
て
の
学
と
し
て
は
倫

理
学
に
属
し
、
ゾ
ー
エ
ー
に
つ
い
て
の
学
と
し
て
は
自
然
学
に
属
す
る
の
で

あ
る
。（GA
21, 34f.

）

以
上
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
記
述
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
古

代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
、
ゾ
ー
エ
ー
と
い
う
語
は
、「
植
物
的
な
い
し
動
物
的
な
存

在
」
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
一
方
で
、
ビ
オ
ス
と
い
う
語
は
、「
人
間
の
実
存
あ
る

い
は
人
格
的
な
存
在
」
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
語
源
的
に
言
え
ば
、

Zoologie 

が
「
植
物
的
な
い
し
動
物
的
な
存
在
」
に
つ
い
て
の
学
の
こ
と
を
指
し
、

ま
た
、Biologie

が
「
人
間
の
実
存
あ
る
い
は
人
格
的
な
存
在
」
に
つ
い
て
の
学

を
指
す
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
に
今
日
で
は
、Zoologie

は

―
こ
れ
に
つ
い
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
ふ
れ
て
い
な
い
が

―
動
物
に
つ
い
て
の
学

の
こ
と
を
指
し
、
ま
た
、Biologie

は

―
語
源
的
に
言
え
ばZoologie

こ
そ
が

そ
れ
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
る
と
こ
ろ
の

―
生
物
に
つ
い
て
の
学
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
ま
さ
に
こ
の
二
つ
の
表
現
［
ゾ
ー
エ
ー
と
ビ
オ
ス
］
は
曲

解
さ
れ
て
い
る
」（GA

21, 35

）
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も

―
お
そ
ら
く
ハ
イ
デ

ガ
ー
は
こ
う
言
い
た
い
の
だ
ろ
う

―
本
来
な
ら
ばZoologie

と
い
う
語
が
そ
れ

を
指
す
は
ず
の
、
生
物
に
つ
い
て
の
学
と
い
う
意
味
が
、
他
な
ら
ぬBiologie

と

い
う
語
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ビ
オ
ス
と
い
う

語
の
も
つ
「
人
間
の
実
存
」
の
意
が
、
ゾ
ー
エ
ー
と
い
う
語
の
も
つ
「
動
物
や
植

物
の
存
在
」
の
意
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ゾ
ー
エ
ー
と
ビ
オ
ス
を
考
察
の
対

象
と
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
のPsychologie

は
、
動
物
や
植
物
の
存
在
に
つ
い
て

の
学
、
人
間
の
実
存
に
つ
い
て
の
学
、
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
も
つ
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
引
用
箇
所
の
大
意
は
右
の
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ま
注
目
し
た
い
の
は
、

こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
、Psychologie

の
二
義
性
と
い
う
こ
と
に
応
じ
て
、
生

概
念
の
二
重
性
に
つ
い
て
も
示
唆
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ハ

イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
生
概
念
は
、
一
方
で
は
ビ
オ
ス
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
他
方
で
は
ゾ
ー
エ
ー
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
二
つ
の
生
概
念
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
ビ
オ
ス
は
、「
人
間
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の
実
存
」
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
て
お
り

―
右
の
引
用
箇
所
に
続
い
て

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
ビ
オ
ス
を
「
実
存
と
い
う
意
味
に
お
け
る
生
（Leben im

 Sinne 
der Existenz

）」
と
端
的
に
言
い
換
え
て
い
る

―
、
ゾ
ー
エ
ー
は
、
植
物
的

な
い
し
動
物
的
な
存
在
（vegetatives und anim

alisches Sein

）、
す
な
わ
ち

生
物
的
な
も
の
（das Biologische

）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
下
の
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
節
の
冒
頭
に
お
い
て
は
、

伝
統
的
な
人
間
理
解
と
の
関
連
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
生
概

念
と
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
が
人
間
存
在
を
表
す
た
め
に
積
極
的
に
用
い
て
き
た
生

概
念
と
は
別
物
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

い
ま
や
、
実
際
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
生
概
念
を
、
動
物
や
植
物
の
存
在
を
表
す
ゾ
ー

エ
ー
と
、
人
間
の
実
存
を
表
す
ビ
オ
ス
と
い
う
二
つ
の
意
味
で
考
え
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
伝
統
的
な
人
間
理
解
と
の
関

連
か
ら
生
概
念
を
批
判
す
る
と
き
に
は
、
動
物
や
植
物
の
存
在
を
表
す
ゾ
ー
エ
ー

の
意
味
の
生
を
念
頭
に
置
い
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
人
間
存
在
を
表
示
す
る

た
め
に
積
極
的
に
生
概
念
を
用
い
る
と
き
に
は
、
人
間
の
実
存
を
表
す
ビ
オ
ス
の

意
味
の
生
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
の
ゆ
え
に
、
ビ
オ
ス
と
ゾ
ー
エ
ー
と
い
う
二
つ
の
イ
ン
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
つ
生
概
念
は
、
当
然
な
が
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
は
ア
ン
ビ

バ
レ
ン
ト
な
も
の
で
あ
り
、
使
用
し
づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、

こ
こ
で
、
前
節
で
検
討
し
た
キ
ム
に
よ
る
仮
説
を
改
め
て
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
動
物
や
植
物
の
存
在
を
表
す
ゾ
ー

エ
ー
の
意
味
で
の
生
か
ら
、
人
間
に
固
有
の
存
在
を
表
す
ビ
オ
ス
の
意
味
で
の
生

を
区
別
す
る
た
め
に
、
生
と
い
う
二
義
的
な
語
の
使
用
を
控
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
先
ほ
ど
の
キ
ム
の
考
え
に
従
う
と
、
生
概
念
は
丸
ご
と
否
定
さ
れ
、
新

た
に
現
存
在
概
念
が
構
想
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
生
と
現
存
在
と
の
間
に

は
大
き
な
断
絶
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
節
に
お
け
る
主
張
に

従
え
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
生
と
い
う
語
こ
そ
用
い
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
ビ
オ
ス

と
し
て
の
人
間
理
解
は
彼
の
う
ち
で
存
続
し
て
お
り
、
生
に
代
え
て
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
現
存
在
（D

asein

）
概
念
の
う
ち
に
ビ
オ
ス
概
念
が
流
れ
込
ん
で

い
る
、
と
い
う
可
能
性
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

３　

生
概
念
の
二
重
性
と
現
存
在

そ
れ
で
は
、
果
た
し
て
、
前
節
で
見
た
よ
う
な
ビ
オ
ス
と
し
て
の
人
間
理
解

は
、
実
際
に
現
存
在
概
念
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
本
節
で
は
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
同
時
に
、
二
つ
の
生
概
念
に
基

づ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
理
解
の
間
に
は
、
根
本
的
に
ど
の
よ
う
な
相
違
が
存
し
て

い
る
の
か
も
押
さ
え
た
い
。

３
・
１　

現
存
在
とW

iesein

右
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
生
概
念
に
代
わ
っ
て
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
存
在
概
念
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
ハ

イ
デ
ガ
ー
は
、
次
の
よ
う
な
主
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
机
や
家
や
木
と
い
っ

た
事
物
的
存
在
者
の
本
質
は
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
（W

assein

）

―
こ
れ

は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
（aussehen

）
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ

ま
り
形
相
（
エ
イ
ド
ス
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る

―
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
規

定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
現
存
在
の
本
質
は
む
し
ろ
、
そ
の
存
在
、
す
な
わ
ち
そ

の
在
り
か
た

―
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
れ
を
実
存
と
呼
ん
で
い
る

―
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（SZ, 42

）。
そ
し
て
、
さ
ら
に
『
時
間
概
念
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の
歴
史
へ
の
序
説
』
に
お
け
る
言
を
踏
ま
え
て
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
現
存
在
の

本
質
は
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
（W

assein

）
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ
が
い

か
に
あ
る
か
（W

iesein

）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る

（GA
20, 207

）。
こ
れ
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
で
、

W
assein

と
い
う
観
点
か
ら
現
存
在
を
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
わ
ば
人
間

存
在
の
見
か
け
（A

ussehen

）
を
、
純
粋
に
理
論
的
・
観
想
的
（theoretisch

）

な
認
識
に
基
づ
い
て
規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
他
方
で
、W

iesein

と
い
う
観
点
か
ら
現
存
在
を
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
存
在
を
、
自
己
や

世
界
に
対
す
る
実
践
的
（praktisch
）
な
関
わ
り
に
基
づ
い
て
規
定
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
現
存
在
は
、
前
者
で
は
な
く
後
者
の

よ
う
な
仕
方
で
規
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
実
の
と
こ
ろ
現
存
在
と
い
う
語
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
表
現
す
る
た

め
に
好
都
合
な
術
語
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
在
と
い
う
語
は
、
伝
統
的

に
、
人
間
以
外
の
存
在
者
の
存
在
様
態
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
ス
コ
ラ
哲
学
に
お

け
る

―
本
質
存
在
（essentia

）
に
対
す
る

―
事
実
存
在
（existentia

）
と

い
う
術
語
に
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
現
存
在
は
、W

assein

で
は

な
く
、W

iesein

を
表
現
す
る
語
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
人
間
以
外
の
存
在
者
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
人
間
存
在
を
表
す
語
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の

本
質
はW

assein

と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
む
し
ろW

iesein

と
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る 

⑶

。

３
・
２　

ゾ
ー
エ
ー
とW

assein

、 

ビ
オ
ス
とW

iesein

で
は
、
そ
れ
に
対
し
て
、
二
つ
の
生
概
念
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
をW

assein

とW
iesein

と
い
う
観
点
か
ら
見
た
と
き
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え

る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
ゾ
ー
エ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
先
に
見
た
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
動
物
や
植
物
の
存
在
と
し
て
の
生
に
基
づ
い
て
人
間
を
捉
え
よ
う

と
す
る
か
ぎ
り
、
あ
く
ま
で
人
間
は
、
生
と
い
う
様
式
で
存
在
し
て
い
る
存
在
者

の
う
ち
で
も
言
葉
を
も
つ
も
の
、
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
生
と
は
、
も
ち
ろ
ん
ゾ
ー
エ
ー
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
右
の
よ
う
な
人
間
理
解
と
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
生
（ζῷ

ον

）

と
い
う
類
と
、
言
葉
を
も
つ
（λόγον ἔχον

）
と
い
う
種
差
か
ら
人
間
を
捉
え

よ
う
と
し
て
い
る
も
の
だ
と
言
え
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
類
種
関
係
に
基
づ

く
定
義
に
お
い
て
は
、
人
間
は
、W

assein

と
い
う
こ
と
に
関
し
て
理
論
的
に
規

定
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、W

iesein

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ゾ
ー
エ
ー
は
、
類
種
関
係
に
基
づ
く
、W

assein

に
関
す

る
人
間
規
定
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
言
え
る
。

他
方
、
ビ
オ
ス
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
初
期
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
時
代
の

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
世
界
を
、「
自
己
世
界
（Selbstw

elt

）」、「
共
世
界
（M

itw
elt

）」、

「
環
境
世
界
（U

m
w

elt

）」
の
三
つ
に
分
節
化
し
た
上
で
（GA

61, 94

）、
こ
れ

ら
の
世
界
に
対
し
て
関
わ
っ
て
い
く
生
の
動
詞
的
側
面
を
慮
る
こ
と
（Sorgen

）

と
規
定
し
て
い
る
（GA

61, 90

）。
そ
し
て
、
こ
のSorgen

概
念
に
つ
い
て
ハ
イ

デ
ガ
ー
は
、
そ
れ
は
「
生
の
関
連
（Bezug

）
の
根
本
意
味
」
で
あ
る
と
同
時
に

「
根
源
的
な
も
の
に
お
け
る
志
向
性
（Intentionalität

）
の
十
全
な
意
味
」
で
あ

り
、
そ
こ
で
は
「
理
論
的
態
度
（T

heoretische Einstellung

）」
は
中
断
さ
れ

る
と
述
べ
て
い
る
（GA

61, 98

）。
つ
ま
り
、
フ
ッ
サ
ー
ル
的
な
志
向
性
が
定
位

し
て
い
る
理
論
的
態
度
を
中
断
し
、
そ
の
よ
う
な
志
向
性
を
い
わ
ば
脱
理
論
化

（Enttheoretisierung

）
し
た
も
の
こ
そ
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
うSorgen

だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う 

⑷

。
し
た
が
っ
て
、
初
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
は
、
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生
す
な
わ
ち
ビ
オ
ス
は
、
自
己
や
他
者
や
世
界
に
対
す
る
実
践
的
な
関
わ
り
か
ら

規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ビ
オ
ス
概
念
がW

iesein

に

関
す
る
人
間
規
定
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
以
上
の
本
節
の
議
論
よ
り
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
だ
ろ
う
。
ビ
オ
ス
と

ゾ
ー
エ
ー
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
生
概
念
に
基
づ
く
人
間
理
解
の
間
に
は
、
根
本

的
に
は
、
ビ
オ
ス
が
人
間
存
在
のW

iesein

と
結
び
つ
い
て
お
り
、
ゾ
ー
エ
ー
が

人
間
存
在
のW

assein

と
結
び
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
相
違
が
潜
ん
で
い
る
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
現
存
在
も
ま
たW

iesein

か
ら
規
定
さ
れ

る
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
し
か
も
現
存
在
と
い
う
語
は
語
源
的
に
見
て
も
そ
れ

を
表
現
す
る
の
に
適
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
前
節
ま
で
の
議
論
に
お

い
て
想
定
さ
れ
た
よ
う
な
、
ビ
オ
ス
と
し
て
の
人
間
理
解
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
う
ち

で
存
続
し
て
お
り
、
現
存
在
概
念
の
う
ち
に
ビ
オ
ス
概
念
は
流
れ
込
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
は
、
こ
こ
で
実
際
に
裏
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、W

iesein

、
す
な
わ
ち
自
己
や
世
界
に
対
す
る
人
間
存
在
の
実
践
的
な

関
わ
り
を
核
と
す
る
と
い
う
点
で
、
ビ
オ
ス
は
現
存
在
概
念
へ
と
た
し
か
に
継
承

さ
れ
て
い
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、W

assein

と
の
結
び
つ
き
の

強
い
ゾ
ー
エ
ー
と
い
う
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
生
概
念
の
使
用
を
中
止

し
、W

iesein

を
核
と
す
る
ビ
オ
ス
的
な
人
間
観
を
よ
り
適
切
に
表
現
す
る
た
め

に
、
新
た
に
現
存
在
と
い
う
語
の
使
用
に
舵
を
切
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
ゾ
ー
エ
ー
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
切
り
離
す
た
め
に
生
概
念
が
使
用
さ
れ
な
く
な
る
も
の
の
、
実
の
と
こ
ろ
、
ビ

オ
ス
の
意
味
で
の
生
概
念
は
存
続
し
て
お
り
、
現
存
在
概
念
の
う
ち
へ
と
実
質
的

に
は
継
承
さ
れ
て
い
る
、
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
の
日
常
的
か
つ

実
践
的
な
在
り
方
に
即
し
た
初
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
人
間
理
解
は
、
断
絶
す
る
こ
と

な
く
『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
も
た
し
か
に
継
続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

結
び
に
代
え
て

初
期
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
時
代
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、「
生
の
世
界

0

0

0

0

（Lebensw
elt

）、

す
な
わ
ち
環
境
世
界
と
共
世
界
と
自
己
世
界
は
、
自
己
と
い
う
状
況
で
生
き
ら
れ

る
」（GA

58, 59

）
と
述
べ
て
お
り
、
生
概
念
と
自
己
の
共
属
関
係
を
強
調
し
て

い
る 

⑸

。
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
生
き
生
き
と
し
た
実
践
的
な
関
わ
り

を
核
と
す
る
ビ
オ
ス
と
し
て
の
生
は
、
ゾ
ー
エ
ー
の
よ
う
に
第
三
者
的
な
視
点
か

ら
対
象
化
さ
れ
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
個
的
で
一
人
称
的
な
経

験
に
基
づ
い
て
把
握
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
自
己
と
の
共
属
関
係
は
、
現
存
在
概
念
に
至
る
ま
で
、

や
は
り
一
貫
し
て
い
る
。『
存
在
と
時
間
』
第
四
〇
節
に
お
け
る
不
安
の
分
析
に

お
い
て
、
現
存
在
は
単
独
化
さ
れ
て
開
示
さ
れ
、
自
己
自
身
と
の
対
峙
に
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
（SZ, 188

）。
こ
こ
で
は
、
他
人
事
の
よ
う
に
客
観
的
に
現
存
在

の
見
か
け
（A

ussehen

）
を
眺
め
や
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
各
自
が
文
字
通
り
に
お
の
れ
自
身
の
内
部
へ
と
沈
潜
し
、
自
己
の
経
験
へ

と
立
ち
返
る
よ
う
促
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
初
期
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
時
代
に
ビ
オ
ス
の
動
詞
的
側
面
と
さ
れ
た

Sorgen

の
概
念
は
、『
存
在
と
時
間
』
で
は
現
存
在
の
存
在
（Sein

）

―
も
ち
ろ

ん
こ
れ
はW

assein

で
は
な
くW

iesein

の
こ
と
で
あ
る
が

―
を
表
すSorge

の

概
念
と
し
て
練
り
直
さ
れ
て
お
り
、
実
は
、
こ
のSorgen

とSorge

と
い
う
両
概

念
を
厳
密
に
比
較
し
た
と
き
、
右
の
こ
と
に
関
し
て
興
味
深
い
事
実
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
初
期
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
時
代
のSorgen

の
対
象
は
、
自
己
世
界
、
共

世
界
、
環
境
世
界
に
分
節
化
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
りSorgen

は
、
自
己
、
他
者
、

世
界
内
の
具
体
的
な
事
物
に
対
す
る
関
わ
り
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
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た
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
存
在
と
時
間
』
のSorge

は
、
他
者
に
対
す
る
関
わ
り
と

し
て
はFürsorgen

、
世
界
内
の
事
物
に
対
す
る
関
わ
り
と
し
て
はBesorgen

と

し
て
分
節
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
自
己
に
対
す
る
関
わ
り
と
い
う
契
機
に
対

応
す
る
表
現
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、

「Besorgen

とFürsorgen

と
の
類
比
か
ら
言
い
表
さ
れ
るSelbstsorge

と
い
う

表
現
は
同
語
反
復
で
あ
ろ
う
」（SZ, 193

）
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
存
在
と
時

間
』
に
お
い
て
は
、
現
存
在
の
存
在
と
し
て
のSorge

の
概
念
の
う
ち
に
、
自
己

へ
の
関
わ
り
と
い
う
契
機
は
、
イ
ン
プ
リ
シ
ッ
ト
な
形
で
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、

自
己
と
の
対
峙
は

―
仮
に
逃
避
と
い
う
消
極
的
な
形
で
あ
れ

―
不
可
避
な
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
、
生
か
ら
現
存
在
へ
と
い
う
用
語
法
上
の
移
行
の
背
後
で
、
ハ
イ

デ
ガ
ー
に
お
け
る
ビ
オ
ス
と
し
て
の
人
間
理
解
は
、
自
己
自
身
へ
の
集
中
と
い
う

点
で
い
っ
そ
う
深
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
、
ゾ
ー
エ
ー

に
基
づ
く
理
論
的
・
観
想
的
な
人
間
理
解
を
排
し
、
実
践
的
な
ビ
オ
ス
と
し
て
人

間
存
在
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
自
己
自
身
と
の

関
わ
り
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
控
え
て
い
た
に
相
違
な
い
。
生
と
自
己
と
の
関
係
を

い
っ
そ
う
明
確
に
し
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
が
存
在
の
問
題
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る

か
を
追
究
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
、
本
稿
の
結
び
に
代
え
た
い
。

註＊
ハ
イ
デ
ガ
ー
全
集
（G
esam

tausgabe, Frankfurt am
 M

ain

）
か
ら
引
用
す
る
際

に
は
、
略
号GA

と
巻
数
を
記
し
、
そ
れ
に
続
い
て
頁
数
を
記
す
。
ま
た
、『
ナ
ト
ル

プ
報
告
』（Phänom

enologische Interpretationen zu A
ristoteles 

（A
nzeige 

der herm
eneutischen Situation

）, in

：D
ilthey-Jahrbuch für P

hilosophie 
und G

eschichte der G
eistesw

issenschaften, Band 6, Göttingen, 1989, S.237-

269

）
か
ら
の
引
用
の
際
に
は
略
号PhIA

を
、『
存
在
と
時
間
』（Sein und Zeit , 

T
übingen, 1927

）
か
ら
の
引
用
の
際
に
は
略
号SZ

を
用
い
、
そ
れ
に
続
い
て
頁
数

を
示
す
。

 

⑴　

K
im

, Jae-Chul, Leben und D
asein. D

ie Bedeutung W
ilhelm

 D
iltheys für 

den D
enkw

eg M
artin H

eideggers, W
ürzburg, 2001. 

と
り
わ
け
同
著
のS.199-

209

に
お
い
て
、
キ
ム
は
こ
の
テ
ー
マ
を
積
極
的
に
論
じ
て
い
る
。

⑵　

Ebd., S.202.

⑶　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
総
田
純
次
「
眼
前
性
の
概
念

の
多
義
性
と
問
題
系
の
変
遷

―
事
実
性
の
解
釈
学
か
ら
基
礎
的
存
在
論
へ

―
」

宮
原
勇
編
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』、
世
界
思
想
社
、

二
〇
一
二
年
、
一
三
一
頁
。

⑷　

V
gl. M

ichael G
roß

heim
, Phänom

enologie des B
ew

usstseins oder 
Phänom

enologie des 

�Lebens

”? H
usserl und H

eidegger in F
reiburg, 

in: Günter Figal 

（H
rsg.

）, H
eidegger und H

usserl. N
eue P

erspektiven, 
Frankfurt a.M

. 2009, S. 128.

⑸　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
木
村
敏
『
関
係
と
し
て
の
自
己
』、

み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
一
八
八
頁
。

（
城
田
純
平
・
し
ろ
た　

じ
ゅ
ん
ぺ
い
・
名
古
屋
大
学
）
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序
過
去
は
実
在
す
る
か
。
過
去
の
出
来
事
、
過
去
の
事
実
と
い
う
も
の
は
実
在
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
見
方
を
す
れ
ば
、
こ
の
問
い
は
ま
っ
た
く
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
過
去
と
は
も
は
や
過
ぎ
去
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
も
は
や
決
し
て
実
在
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
と
。
あ
る

い
は
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
と
い
う
枠
内
に
置
き
直
し
て
み
る
な
ら
ば
、
過
去
の
実

在
性
は
ま
た
別
の
理
由
に
因
っ
て
正
当
な
問
題
た
り
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
象
学
は
実
在
の
問
題
を
す
べ
て「
括
弧
に
入
れ
て
」

純
粋
に
体
験
の
記
述
だ
け
を
行
う
の
だ
か
ら
、
そ
も
そ
も
実
在
性
の
問
題
な
ど
少

な
く
と
も
現
象
学
の
枠
内
で
は
問
題
に
な
り
得
な
い
は
ず
で
は
な
い
の
か
と
。

本
稿
の
課
題
は
、
過
去
の
実
在
性
が
問
題
で
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ

と
、
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
一
見
実
在
論
的
な
傾
向
を
有
し
て
見
え
る
フ
ッ

サ
ー
ル
の
初
期
時
間
論
の
い
く
つ
か
の
特
徴
が
、
反
実
在
論
的
な
視
座
の
下
で
解

釈
さ
れ
る
べ
き
い
く
つ
か
の
理
由
を
示
す
こ
と
、
で
あ
る
。

第
一
節
で
は
、
本
稿
が
問
題
に
す
る
「
実
在
論
」
と
「
反
実
在
論
」
の
意
味
が

一
般
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
。
続
く
第
二
節
で
は
、
と

り
わ
け
過
去
の
実
在
論
を
巡
る
問
題
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
瞥
見

す
る
。
第
三
節
で
は
前
節
ま
で
で
確
認
さ
れ
た
枠
組
み
を
踏
ま
え
て
フ
ッ
サ
ー
ル

の
時
間
論
に
実
在
論
的
な
側
面
が
な
い
か
ど
う
か
の
検
討
に
入
り
、
第
四
節
で
準

備
作
業
と
し
て
ダ
メ
ッ
ト
の
「
正
準
的
証
明
」
の
概
念
を
確
認
し
た
後
、
第
五
節

で
フ
ッ
サ
ー
ル
時
間
論
の
反
実
在
論
的
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
れ

ら
一
連
の
作
業
の
目
的
は
、
過
去
に
つ
い
て
の
実
在
論
の
正
否
と
い
う
問
題
そ
れ

自
体
の
検
討
と
共
に
、
そ
れ
以
上
に
、
暗
黙
の
実
在
論
的
前
提
の
混
入
に
よ
っ
て

フ
ッ
サ
ー
ル
時
間
論
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
所
論
が
誤
っ
て
不
当
に
独
断
的
な
も

の
と
看
做
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
事
態
を
防
ぎ
、
フ
ッ
サ
ー
ル
時
間
論
の
有
望

な
読
み
筋
を
探
る
た
め
で
も
あ
る
。

一　

実
在
論
と
反
実
在
論

様
々
な
対
象
領
域
の
実
在
性
の
身
分
に
関
し
て
「
実
在
論
と
反
実
在
論
」
と
い

う
統
一
的
理
解
の
枠
組
み
を
提
案
し
た
こ
と
は
、
前
世
紀
後
半
の
分
析
哲
学
界
に

お
け
る
重
鎮
で
あ
っ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ダ
メ
ッ
ト
の
果
た
し
た
最
も
重
要
な
哲
学
的

貢
献
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
実
在
論
と
反
実
在
論
と
の
対
立
を
特
徴

づ
け
る
ダ
メ
ッ
ト
の
提
案
を
理
解
す
る
上
で
典
型
例
と
な
る
の
は
、
数
学
的
対
象

の
存
在
を
巡
る
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
と
構
成
主
義
の
対
立
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
は

フ
ッ
サ
ー
ル
初
期
時
間
論
に
お
け
る
過
去
の
構
成
と
過
去
の
実
在
性

富

山
　

豊
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そ
れ
ら
の
数
学
的
対
象
が
我
々
の
あ
ら
ゆ
る
認
知
的
活
動
か
ら
独
立
し
て
そ
れ
自

体
と
し
て
実
在
し
、
我
々
が
そ
の
成
立
を
い
か
に
し
て
知
り
得
る
か
と
は
ま
っ
た

く
無
関
係
に
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
に
は
あ
る
一
定
の
諸
事
実
が
成
り
立
っ
て
い
る
と

考
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
構
成
主
義
者
は
、
数
学
的
対
象
と
い
う
の
は
本
質
的
に

我
々
の
あ
る
一
定
の
認
知
的
活
動
と
相
関
的
に
の
み
与
え
ら
れ
得
る
の
で
あ
り
、

数
学
的
諸
事
実
の
成
立
と
い
う
の
は
我
々
が
そ
れ
を
い
か
に
し
て
知
り
得
る
か
と

い
う
そ
の
仕
方
か
ら
切
り
離
し
て
は
決
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
主
張

す
る
。プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
は
、
数
学
的
事
実
の
成
立
を
主
張
す
る
数
学
的
諸
言
明
を
、

我
々
が
い
か
に
し
て
そ
の
真
偽
を
知
り
得
る
か
に
関
す
る
一
切
の
考
慮
な
し
に
そ

れ
自
体
で
端
的
に
真
か
偽
で
あ
る
も
の
と
し
て
古
典
二
値
意
味
論
の
下
で
特
徴
づ

け
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
数
学
的
事
実
が
我
々
の
い
か
な
る
認
知
的

活
動
と
も
無
関
係
に
た
だ
そ
れ
自
体
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
と
い

う
そ
の
独
立
自
存
し
た
在
り
方
に
し
た
が
っ
て
、
我
々
が
そ
れ
を
知
ろ
う
と
知
る

ま
い
と
、
そ
の
真
理
条
件
の
成
立
と
不
成
立
に
応
じ
て
そ
の
真
理
値
を
確
定
し
た

仕
方
で
持
っ
て
い
る
。
他
方
で
構
成
主
義
者
は
数
学
的
諸
言
明
の
意
味
を
、
我
々

が
じ
っ
さ
い
に
為
し
得
る
具
体
的
な
数
学
的
構
成
の
観
点
か
ら
、
い
か
な
る
構
成

が
そ
の
数
学
的
事
実
の
成
立
を
確
立
す
る
証
明
と
看
做
さ
れ
得
る
か
、
ま
た
い
か

な
る
構
成
が
そ
の
数
学
的
事
実
の
成
立
を
棄
却
す
る
反
証
と
看
做
さ
れ
得
る
か
と

い
う
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
看
做
す
。
し
た
が
っ
て
反
実
在
論

者
は
古
典
二
値
意
味
論
を
当
該
ク
ラ
ス
の
諸
言
明
に
つ
い
て
採
用
す
る
こ
と
は
一

般
に
は
出
来
な
い
。
と
い
う
の
も
、
当
該
ク
ラ
ス
の
あ
る
言
明
に
つ
い
て
、
い
か

な
る
も
の
が
証
明
・
反
証
と
看
做
さ
れ
る
の
か
を
適
切
に
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で

き
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
か
の
決
着
に
我
々
が
い
つ
か
到
達
す
る
と
い
う
保
証
は

一
般
に
は
ま
っ
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
ダ
メ
ッ
ト
は
、
こ
の
対
立
を
こ
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
た
上
で
、
反
実
在

論
的
意
味
論
の
方
に
利
点
が
あ
る
こ
と
を
一
般
的
な
仕
方
で
擁
護
す
る
こ
と
を
目

論
ん
で
い
る
。
彼
の
反
実
在
論
擁
護
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
実
在
論
的
意
味
論
の
習
得

可
能
性
に
あ
る
。
反
実
在
論
者
か
ら
数
学
的
言
明
の
使
用
法
を
学
ぶ
学
習
者
は
、

証
明
に
な
っ
て
い
な
い
誤
っ
た
議
論
を
証
明
と
誤
認
し
て
あ
る
言
明
を
主
張
し
た

り
、
あ
る
い
は
証
明
と
看
做
す
べ
き
議
論
が
与
え
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
そ

の
言
明
の
偽
を
主
張
し
た
り
す
る
な
ら
ば
そ
の
誤
り
を
訂
正
さ
れ
る
、
と
い
う
仕

方
で
、
自
身
の
理
解
の
当
否
を
表
出
し
て
見
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
他
方
、
こ
う

し
た
証
明
と
反
証
と
い
う
具
体
的
な
振
る
舞
い
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
数
学
的
事
実

を
想
定
し
た
意
味
の
説
明
を
採
用
す
る
実
在
論
的
者
に
は
、
こ
う
し
た
説
明
で
意

味
の
習
得
を
尽
く
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

二　

過
去
に
関
す
る
反
実
在
論
と
真
理
値
リ
ン
ク

ダ
メ
ッ
ト
は
、
１
９
６
９
年
の
論
文
「
過
去
の
実
在
性
」
に
お
い
て
、
こ
う
し

た
反
実
在
論
を
一
般
的
に
擁
護
す
る
議
論
を
過
去
時
制
言
明
に
適
用
す
る
可
能
性

に
つ
い
て
集
中
的
に
議
論
し
て
い
る
。
過
去
に
つ
い
て
の
反
実
在
論
者
は
、
過
去

時
制
言
明
を
発
話
す
る
発
話
者
に
じ
っ
さ
い
に
遂
行
可
能
な
検
証
手
続
き
と
の
連

関
に
お
い
て
過
去
時
制
言
明
の
意
味
を
与
え
よ
う
と
す
る
。
反
実
在
論
者
は
過
去

時
制
言
明
の
意
味
を
、
そ
の
過
去
時
制
言
明
を
正
当
化
し
た
り
反
証
し
た
り
す
る

現
在
確
認
可
能
な
根
拠
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
。
現
在
確
認
可
能
な
根
拠
に
反
し

て
過
去
時
制
言
明
を
主
張
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
訂
正
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
だ
が
、
過
去
に
つ
い
て
の
実
在
論
者
は
、
我
々
が
じ
っ
さ
い
に
現
在
確
認

可
能
な
根
拠
が
あ
る
か
ど
う
か
に
一
切
関
わ
り
な
く
、
過
去
の
そ
の
と
き
に
そ
れ

自
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
実
が
成
り
立
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
依
拠
し
て

過
去
時
制
言
明
の
意
味
の
説
明
は
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

過
去
に
つ
い
て
の
実
在
論
と
反
実
在
論
と
い
う
対
立
に
お
い
て
も
、
過
去
に
つ
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い
て
の
反
実
在
論
が
大
き
な
利
点
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
数
学
の
場
合
と
同
様
の

一
般
的
理
由
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
過
去

時
制
言
明
の
意
味
の
理
解
を
我
々
が
習
得
し
た
り
表
出
し
た
り
し
得
る
よ
う
な
も

の
と
し
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
過
去
時
制
言
明
に
関
し
て
も
反
実
在
論

的
な
意
味
の
説
明
様
式
を
採
用
す
べ
き
説
得
的
な
理
由
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
ダ
メ
ッ
ト
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
過
去
に
つ
い
て
の
反
実

在
論
に
は
ダ
メ
ッ
ト
自
身
に
対
し
て
さ
え
そ
の
主
張
を
慎
重
に
さ
せ
る
だ
け
の
十

分
大
き
な
困
難
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
過
去
時
制
言
明
は
一
般
に
そ
れ
に
対
応

す
る
現
在
時
制
言
明
と
の
あ
い
だ
に
真
理
値
の
リ
ン
ク
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
今
日
、
私
は
部
屋
で
音
楽

を
聴
い
て
い
た
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
そ
の
時
点
で
主
張
さ

れ
る
「
私
は
い
ま
部
屋
で
音
楽
を
聴
い
て
い
る
」
は
真
で
あ
る
。
こ
の
状
況
下
で

は
、
そ
れ
か
ら
一
年
後
の
い
ま
改
め
て
主
張
さ
れ
る
「
ち
ょ
う
ど
一
年
前
私
は
部

屋
で
音
楽
を
聴
い
て
い
た
」
は
随
意
に
真
偽
い
ず
れ
で
も
あ
り
得
る
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
一
年
前
の
今
日
現
在
で
主
張
さ
れ
る
「
私
は
い
ま
部
屋
で
音
楽

を
聴
い
て
い
る
」
と
そ
れ
か
ら
一
年
後
の
い
ま
主
張
さ
れ
る
「
ち
ょ
う
ど
一
年
前

私
は
部
屋
で
音
楽
を
聴
い
て
い
た
」
の
真
理
値
は
連
動
す
る
と
考
え
る
の
が
当
然

で
あ
り
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
真
理
値
の
リ
ン
ク
が
あ
る
。
こ
の
事
情
を
一
般
に

真
理
値
リ
ン
ク
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
過
去
時
制
言
明
の
真
理
値
と
そ
れ
に
対
応
す
る

時
点
で
の
現
在
時
制
言
明
の
真
理
値
と
の
あ
い
だ
の
真
理
値
リ
ン
ク
の
存
在
は
、

過
去
に
つ
い
て
の
反
実
在
論
を
躊
躇
わ
せ
る
十
分
な
理
由
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
将
来
も
し
そ
の
証
拠
と
な
る
も
の
が
散
逸
し
て
し
ま
う
と
し
て

も
、
も
し
あ
る
言
明
が
い
ま
の
時
点
で
真
か
偽
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
な
ら
ば
、
将

来
の
時
点
で
そ
れ
に
対
応
し
て
主
張
さ
れ
る
過
去
時
制
言
明
も
ま
た
、
真
理
値
リ

ン
ク
に
基
づ
い
て
同
じ
真
理
値
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事

情
に
よ
り
、
過
去
に
つ
い
て
は
反
実
在
論
的
な
意
味
の
説
明
を
採
用
す
る
こ
と
を

躊
躇
さ
せ
る
大
き
な
理
由
が
あ
る
と
ダ
メ
ッ
ト
は
考
え
て
い
る
。

三　

フ
ッ
サ
ー
ル
初
期
時
間
論
に
お
け
る
一
見
し
て
実
在
論
的
な
徴
候

以
上
の
論
点
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
こ
か
ら
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
論
の
検
討
に

入
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
下
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時

間
論
は
ど
の
程
度
ま
で
過
去
に
つ
い
て
の
実
在
論
で
あ
り
、
ま
た
ど
の
程
度
ま
で

過
去
に
つ
い
て
の
反
実
在
論
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
論
が
過
去
時
制
言
明
一

般
に
つ
い
て
実
在
論
的
な
説
明
を
与
え
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
周
知
の
よ
う
に
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
的
分

析
は
客
観
的
実
在
に
つ
い
て
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
あ
る
仕
方
で
差
し
控
え
て
お

り
、
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
客
観
的
実
在
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
言
明
が
ま
ず
現
在
時
制

で
の
発
話
に
お
い
て
二
値
的
な
説
明
を
受
け
容
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
、
あ

る
い
は
そ
も
そ
も
そ
れ
が
現
象
学
の
考
察
事
項
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か

す
ら
た
だ
ち
に
は
明
ら
か
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は

客
観
的
実
在
の
領
域
に
お
け
る
客
観
的
時
間
を
前
提
す
る
こ
と
を
彼
の
時
間
意
識

の
分
析
の
出
発
点
に
お
い
て
明
示
的
に
拒
否
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（H

ua X
, 

pp. 4-5

）。
以
上
の
事
情
に
よ
り
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
論
が
過
去
に
つ
い
て
の

実
在
論
を
含
意
す
る
と
い
う
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
は
明

ら
か
な
よ
う
に
見
え
る
。
本
稿
で
は
、
さ
し
あ
た
り
あ
ら
ゆ
る
過
去
時
制
言
明
に

つ
い
て
の
全
面
的
実
在
論
を
フ
ッ
サ
ー
ル
に
帰
す
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
に
つ
い

て
は
判
断
を
留
保
し
た
上
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
現
象
学
的
分
析
に
お
い
て
も
そ
れ

に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
排
除
し
て
い
な
い
領
域
、
す
な
わ
ち
意
識
の
内
在
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的
領
圏
に
考
察
の
主
題
を
限
定
す
る
。
つ
ま
り
、
客
観
的
実
在
に
関
す
る
判
断
を

留
保
し
た
後
に
も
、
反
省
に
よ
っ
て
そ
の
真
偽
が
確
認
で
き
る
よ
う
な
自
ら
の
体

験
に
つ
い
て
の
言
明
に
考
察
対
象
を
絞
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
限
定
の
下
で
フ
ッ

サ
ー
ル
の
時
間
に
関
す
る
分
析
の
中
に
過
去
に
つ
い
て
の
実
在
論
を
示
唆
す
る
傾

向
が
な
い
か
ど
う
か
、
そ
れ
ら
を
一
貫
し
て
反
実
在
論
的
に
解
釈
す
る
途
は
な
い

の
か
ど
う
か
、
こ
の
こ
と
を
検
討
の
主
題
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

三
・
一　

反
実
在
論
的
傾
向

前
節
ま
で
の
説
明
か
ら
、
一
般
に
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
に
反
実
在
論
的
説
明

様
式
へ
の
親
和
性
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
明
ら
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る 

（1）

。
こ
こ
で
は
時
間
論
に
限
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
フ
ッ

サ
ー
ル
の
時
間
論
に
お
い
て
時
間
意
識
の
成
立
を
説
明
す
る
際
に
基
礎
概
念
と
し

て
働
い
て
い
る
の
は
把
持
と
予
持
の
志
向
性
で
あ
る
。『
内
的
時
間
意
識
の
現
象

学
』
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
彼
は
そ
の
時
間
意
識
の
分
析
を
、
感
覚
の
時
間

的
持
続
に
つ
い
て
の
我
々
の
意
識
の
成
立
を
い
か
に
し
て
説
明
す
べ
き
か
と
い
う

問
題
設
定
か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
（H

ua X
, pp. 10-11

）。
た
と
え
客
観
的
な

事
実
と
し
て
感
覚
刺
激
が
持
続
し
て
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
も
し
そ
の
持
続
を

何
ら
か
の
仕
方
で
保
持
し
つ
つ
意
識
す
る
能
力
が
我
々
に
な
い
な
ら
ば
、
す
な
わ

ち
我
々
の
意
識
が
そ
れ
ぞ
れ
の
点
的
な
瞬
間
だ
け
し
か
意
識
し
て
い
な
い
と
い
う

構
造
に
な
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
我
々
は
そ
こ
に
持
続
を
意
識
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
感
覚
刺
激
は
持
続
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
に
も

感
覚
刺
激
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
い
ま
こ
の
瞬
間
の
意
識
は
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
我
々
が
時
間
的
な
持
続
を
意
識
す
る

こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
そ
の
意
識
は
そ
れ
ま
で
に
自
分
が
何
を
意
識
し
て
い
た

の
か
と
い
う
こ
と
の
意
識
を
あ
る
仕
方
で
保
持
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
働
き
が
「
把
持
（Retention

）」
で
あ
る
。
把
持
の
働
き
は
、
い
ま
ま

さ
に
経
過
し
て
い
く
時
間
の
流
れ
を
流
れ
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に
要
請
さ
れ

る
直
近
の
経
過
に
つ
い
て
の
意
識
で
あ
り
、
一
度
忘
れ
去
ら
れ
て
現
在
の
顕
在
的

な
意
識
か
ら
退
場
し
た
隔
た
り
の
あ
る
過
去
を
想
い
出
す
本
来
の
意
味
で
の
想
起

の
働
き
か
ら
は
区
別
さ
れ
る
が
（H

ua X
, p. 35

）、
と
は
い
え
直
近
で
は
あ
れ
過

ぎ
去
っ
た
も
の
に
つ
い
て
の
保
持
さ
れ
た
意
識
と
し
て
は
一
種
の
「
記
憶
」
で
は

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
じ
っ
さ
い
フ
ッ
サ
ー
ル
も
把
持
を
「
第
一
次
想
起
」
と
も
呼

ん
で
い
る
（H

ua X
, p.35

）。
そ
し
て
、
本
来
の
意
味
で
の
想
起
も
こ
の
把
持
の

働
き
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
成
立
す
る
も
の
と
し
て
分
析
さ
れ
て
い

る
（H

ua X
, p. 35

）。
こ
の
よ
う
に
、
過
去
に
つ
い
て
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
分
析
が

記
憶
を
中
心
概
念
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
現
在
に
保
持
さ
れ
確
認
可
能
な
も
の

に
基
づ
く
過
去
理
解
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
予
想
通
り
フ
ッ
サ
ー
ル
の
議
論
は
反

実
在
論
的
な
傾
向
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
・
二　

時
間
図
表
の
二
次
元
性

だ
が
、
話
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
ま
ず

確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
把
持
の
説
明
に
際
し

て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
描
く
時
間
図
表
が
、
二
次
元
的

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、『
内
的
時
間
意
識
の
現
象
学
』
第
一
部
第
二
章
第
十
節
に
お
い

て
右
の
よ
う
な
図
を
示
し
、
横
軸
の
左
端
A
か
ら
右
に
向
か
っ
て
次
々
に
新
し
い
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体
験
が
生
じ
て
い
く
際
の
、
把
持
の
働
き
を
説
明
し
て
い
る
。
横
軸
を
右
に
移
動

す
る
に
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
は
新
し
い
現
在
の
体
験
が
生
じ
、
そ
れ
ま
で
意
識
さ

れ
て
い
た
も
の
は
過
去
へ
と
過
ぎ
去
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
図
の
A
の
位
置
で
は

現
在
だ
っ
た
も
の
は
図
の
E
が
現
在
と
な
っ
た
い
ま
で
も
A'
と
し
て
把
持
さ
れ
て

お
り
、
図
の
P
の
位
置
で
現
在
だ
っ
た
も
の
は
同
様
に
P'
と
し
て
把
持
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
確
認
す
べ
き
な
の
は
、
い
ま
E
の
位
置
に
お
い
て
意
識
さ
れ
て
い
る
も

の
は
把
持
さ
れ
て
い
る
P'
や
A'
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
は
同
時
に
そ
れ

ら
が
現
在
で
あ
っ
た
P
や
A
も
併
せ
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
素
朴

に
見
れ
ば
、
こ
れ
は
把
持
の
働
き
に
よ
っ
て
い
ま
じ
っ
さ
い
に
保
持
さ
れ
て
い
る

意
識
さ
れ
た
証
拠
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
と
は
別
に
そ
れ
ら
が
端
的
に
現
在
で
あ
っ

た
と
き
の
視
点
を
も
平
等
に
見
渡
す
よ
う
な
、
超
越
的
な
時
間
軸
を
前
提
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
こ
の
図
の
描
き
方
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
こ
の
よ

う
な
把
持
の
働
き
を
、
じ
っ
さ
い
に
体
験
さ
れ
た
横
軸
の
系
列
が
そ
の
ま
ま
忠
実

に
同
型
な
形
で
縦
軸
に
複
写
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
も
し
こ
の
印

象
が
正
し
い
な
ら
ば
、
そ
の
つ
ど
の
現
在
に
お
い
て
は
自
分
が
い
ま
現
在
進
行
形

で
何
を
体
験
し
て
い
る
の
か
は
意
識
さ
れ
て
い
る
通
り
に
確
認
可
能
で
あ
ろ
う
か

ら
、
そ
れ
が
忠
実
に
把
持
さ
れ
て
い
る
限
り
そ
の
と
き
何
が
体
験
さ
れ
て
い
た
の

か
は
後
続
の
時
点
の
意
識
に
お
い
て
も
確
認
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
場
合
、
把
持
と
い
う
あ
る
種
の
記
憶
の
働
き
に
基
づ
い
た
過
去
構
成
の
理
論
で

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
少
な
く
と
も
過
去
の
体
験
に
つ
い
て
の
言
明
に
関
し
て
は

反
実
在
論
的
な
二
値
原
理
の
拒
否
は
帰
結
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
・
三　

把
持
の
明
証

加
え
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
語
る
把
持
の
独
特
の
「
明

証
」
の
問
題
で
あ
る
。

　

そ
し
て
ま
た
、
我
々
が
A
の
過
去
把
持
を
持
つ
以
上
（
A
が
超
越
的
客
観
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
前
提
さ
れ
て
い
る
）、
A
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
明
証
で
あ
る
な
ど
と
は
我
々
は
主
張
し

な
い
が
、
し
か
し
あ
ら
か
じ
め
A
が
知
覚
さ
れ
て
い
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
明
証
で
あ
る
と
主
張
す
る
。（H

ua X
, p. 34

）

こ
こ
で
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
先
程
想
定
し
た
よ
う
な
実
在
論
的
な
前
提
に
対
し
て

さ
ら
に
駄
目
押
し
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ま
じ
っ
さ
い
に

把
持
さ
れ
て
い
る
P'
と
い
う
の
は
P
の
時
点
で
じ
っ
さ
い
に
顕
在
的
に
知
覚
さ
れ

て
い
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
結
局
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
も
明
証
的
に
確
実
な
こ
と
が
言
え
て
し
ま
う
の
だ
と
。
時
間
図
表
の
横

軸
を
俯
瞰
的
な
視
点
か
ら
描
か
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
の
い
ま
に
お
い
て
感
覚

さ
れ
た
も
の
の
系
列
と
看
做
し
、
そ
し
て
P
と
E
の
あ
い
だ
に
た
と
え
ど
ん
な
に

短
い
間
隔
で
あ
れ
時
間
差
が
も
し
空
い
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
あ
い
だ
に
じ
っ
さ

い
に
感
覚
さ
れ
た
順
序
が
た
だ
ち
に
転
倒
し
た
り
歪
曲
さ
れ
て
記
憶
さ
れ
て
し
ま

う
、
と
い
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。だ
が
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、

把
持
の
生
き
て
い
る
範
囲
内
に
お
け
る
再
生
の
明
証
を
断
固
と
し
て
主
張
す
る
。

　

す
べ
て
の
い
ま
は
、
過
去
へ
沈
降
す
る
際
に
も
、
そ
れ
自
身
の
厳
密
な
同
一

性
を
堅
持
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
普
遍
的
か
つ
根
本
的
な
事
実

で
あ
る
。（H

ua X
, p. 62

）

も
し
こ
れ
が
独
断
的
な
主
張
で
な
い
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
身
分
を
持
っ
た
主
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張
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

四　

正
準
的
証
明

前
節
ま
で
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
意
識
の
分
析
の
中
に

は
、
過
去
に
つ
い
て
の
あ
る
種
の
実
在
論
的
な
見
方
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
い
く
つ
か
の
側
面
が
あ
る
。
だ
が
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
方
法
論
的
な

根
本
性
格
は
、
我
々
の
意
味
理
解
の
説
明
様
式
に
つ
い
て
の
反
実
在
論
と
親
和
性

を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
こ
れ
ら
の
諸
契
機
が
過
去
に
つ

い
て
の
反
実
在
論
か
ら
逸
脱
し
な
い
方
向
で
解
釈
出
来
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
よ
り

望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
課
題
に
直
接
取
り
組
む
の
は
最

終
節
に
持
ち
越
し
、
本
節
で
は
そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
再
び
ダ
メ
ッ
ト
の
議
論

を
借
用
し
、「
正
準
的
証
明
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
て
お
き
た
い
。

ダ
メ
ッ
ト
は
こ
の
概
念
を
多
く
の
箇
所
で
用
い
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
印
象
深

い
の
は
１
９
５
９
年
の
「
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
数
学
の
哲
学
」
に
お
け
る

用
法
で
あ
る 

（2）

。
こ
こ
で
ダ
メ
ッ
ト
は
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
人
数
を
確
か
め
る

の
に
ひ
と
り
ひ
と
り
数
え
上
げ
る
と
い
う
方
法
を
用
い
る
場
合
と
算
術
的
な
計
算

を
用
い
る
場
合
と
の
対
比
を
行
っ
て
い
る
。
数
え
上
げ
る
と
い
う
検
証
方
法
は
、

「
あ
る
集
団
の
成
員
の
数
」
と
い
う
概
念
の
ま
さ
に
そ
の
意
味
を
構
成
す
る
よ
う

な
手
続
き
を
示
す
。
数
え
上
げ
る
と
七
に
な
る
の
だ
が
個
数
は
八
だ
、
と
い
う
よ

う
な
主
張
は
意
味
を
成
し
得
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
主
張
の
意
味
を
本
質
的

に
構
成
し
て
い
る
よ
う
な
検
証
手
続
き
が
「
正
準
的
証
明
」
と
呼
ば
れ
る
の
だ
と

ま
ず
は
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
直
接
に
数
え
上
げ
る
以
外
の
補
助
手
段

を
迂
回
し
て
個
数
を
算
出
す
る
よ
う
な
検
証
方
法
は
、
そ
れ
が
何
故
個
数
を
与
え

る
の
か
に
つ
い
て
そ
の
つ
ど
正
当
化
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
点
で
正
準
的
証
明
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
数
え
た
ら
七
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
何
故
個
数
が
七

だ
と
わ
か
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
は
「
個
数
が
七
で
あ
る
と
い
う
の
は
そ
う
い

う
意
味
だ
か
ら
だ
」
と
し
か
答
え
よ
う
が
な
い
が
、
様
々
な
計
算
過
程
や
別
の
間

接
的
手
段
を
用
い
て
個
数
を
算
出
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
方
法
が
何
故
正
し

く
そ
の
個
数
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
問
い
の
余
地
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
「
正
準
的
証
明
」
の
概
念
に
つ
い
て
、
こ
の
「
正
準

性
」
の
特
権
性
は
経
験
的
実
際
的
な
確
実
性
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
注

意
さ
れ
た
い
。
大
き
な
集
団
の
成
員
の
数
を
数
え
る
場
合
、
単
純
に
数
え
上
げ
て

い
く
の
で
は
数
え
間
違
い
が
起
こ
り
易
く
な
っ
た
り
、
ま
た
は
じ
っ
さ
い
に
数
え

上
げ
る
の
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
計

算
な
ど
の
補
助
手
段
を
用
い
た
方
が
よ
り
確
実
に
正
確
な
値
を
出
せ
た
り
、
そ
も

そ
も
そ
う
し
た
補
助
手
段
を
使
わ
な
け
れ
ば
個
数
を
求
め
る
の
が
事
実
上
不
可
能

で
あ
っ
た
り
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
場
合
に
は

こ
れ
ら
が
正
準
的
証
明
に
な
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
何
度
数
え
て

も
四
万
に
な
る
の
だ
が
様
々
な
補
助
手
段
か
ら
計
算
す
る
に
ど
う
考
え
て
も
明
ら

か
に
四
万
と
一
の
は
ず
だ
、
と
い
う
場
合
、
後
者
の
結
果
を
信
じ
る
の
で
あ
れ
ば

我
々
は
前
者
を
「
数
え
間
違
い
」
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意

味
で
、
正
準
的
証
明
の
優
先
性
は
経
験
的
実
際
的
な
確
実
性
の
問
題
で
は
な
く
、

そ
の
主
張
の
意
味
理
解
の
仕
方
に
関
す
る
規
範
的
制
約
で
あ
る
。

五　

フ
ッ
サ
ー
ル
初
期
時
間
論
の
反
実
在
論
的
解
釈
と
形
式
性
の
意
味

前
節
で
導
入
さ
れ
た
正
準
的
証
明
の
概
念
を
用
い
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
論

に
見
ら
れ
る
一
見
し
て
実
在
論
的
と
も
取
れ
る
諸
側
面
を
ど
の
よ
う
に
し
て
理
解

す
べ
き
か
を
検
討
し
よ
う
。
こ
こ
で
採
り
た
い
方
針
は
、
想
起
に
よ
る
過
去
の
再

生
を
体
験
に
つ
い
て
の
過
去
時
制
言
明
に
対
す
る
正
準
的
証
明
と
看
做
し
て
み
て

は
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
初
期
の
ダ
メ
ッ
ト
が
示
唆
し
て
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い
た
過
去
に
つ
い
て
の
反
実
在
論
を
全
面
的
に
真
に
受
け
、
真
理
値
リ
ン
ク
の
問

題
が
強
い
て
く
る
躊
躇
を
踏
み
越
え
て
過
去
に
つ
い
て
の
反
実
在
論
的
見
方
を
徹

底
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
も
し
時
間
図
表
の
横
軸
に
並
ぶ
そ

れ
ぞ
れ
の
時
点
と
い
う
も
の
を
平
等
に
見
渡
す
視
点
と
い
う
も
の
を
想
定
す
る
こ

と
が
出
来
る
な
ら
、
そ
の
つ
ど
の
時
点
に
お
い
て
何
か
が
体
験
さ
れ
て
い
る
か
い

な
い
か
は
二
値
的
に
理
解
さ
れ
る
と
考
え
る
相
応
の
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

ゆ
え
、
真
理
値
リ
ン
ク
の
問
題
を
真
面
目
に
受
け
取
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
そ

の
つ
ど
の
時
点
の
体
験
は
す
べ
て
正
確
に
忠
実
な
形
で
後
続
の
時
点
の
意
識
へ
と

必
ず
受
け
継
が
れ
る
の
で
あ
っ
て
誤
り
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
独
断
的
主
張
に
与

す
る
か
、
ま
た
は
過
去
時
制
言
明
の
真
理
値
は
そ
れ
を
現
在
確
認
可
能
な
根
拠
に

基
づ
い
て
確
か
め
ら
れ
る
か
否
か
と
は
関
係
な
く
確
定
し
た
真
理
値
を
持
つ
、
と

い
う
実
在
論
の
主
張
に
膝
を
屈
す
る
か
の
ふ
た
つ
に
ひ
と
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
だ
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
根
底
に
存
す
る
方
法
論
的
精
神
は
反
実
在

論
的
な
意
味
の
説
明
様
式
を
強
く
要
求
す
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
必

要
な
の
は
実
在
論
へ
と
後
退
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
反
実
在
論
の
歩
を
さ

ら
に
一
歩
前
に
進
め
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ダ
メ
ッ
ト
は
「
過
去
の
実
在

性
」
論
文
に
お
い
て
、
真
理
値
リ
ン
ク
の
問
題
か
ら
実
在
論
を
擁
護
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
我
々
が
徹
頭
徹
尾
時
間
の
う
ち
に
浸
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
そ
の
外
側

の
視
点
に
立
っ
て
語
る
術
を
決
し
て
持
た
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
真
に
受
け
切

れ
て
い
な
い
者
と
し
て
描
い
て
見
せ
た
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
論
者
は
P
の
時
点

に
お
い
て
現
在
時
制
の
あ
る
主
張
が
真
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
と
え
P'
の
よ
う
な
証

拠
が
残
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
E
の
時
点
で
主
張
さ
れ
る
対
応
す
る
過
去
時

制
言
明
は
真
で
あ
る
は
ず
で
は
な
い
か
、
と
主
張
す
る
。
ダ
メ
ッ
ト
の
描
く
徹
底

し
た
反
実
在
論
者
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
論
者
は
自
身
が
ど
の
視
点
に
立
っ
て

い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
無
頓
着
な
の
で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
も
し
自

身
が
い
ま
P
の
時
点
に
い
る
な
ら
ば
、
も
し
将
来
す
べ
て
の
証
拠
が
散
逸
し
て
し

ま
っ
た
と
し
て
も
こ
の
主
張
に
対
応
す
る
過
去
時
制
言
明
は
真
で
あ
り
続
け
る
は

ず
だ
、
と
い
ま
主
張
す
る
こ
と
は
正
し
い
。
こ
の
真
理
性
に
反
実
在
論
者
と
し
て

破
綻
し
た
と
こ
ろ
は
何
も
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
主
体
は
い
ま
P
の
時
点
に

い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
真
理
性
を
確
立
す
る
正
当
化
は
い
ま
確
か
に
手
に
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
も
し
自
身
が
い
ま
E
の
時
点
に
到
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら

ば
、
そ
の
と
き
に
は
も
は
や
P
の
時
点
で
は
真
で
あ
っ
た
の
だ
が
証
拠
が
散
逸
し

て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
設
定
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
と
い
う

の
も
、
こ
の
主
体
は
い
ま
E
の
時
点
に
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
視
点
か
ら
理
解
可

能
な
「
P
の
時
点
で
真
で
あ
っ
た
」
の
唯
一
の
意
味
は
、「
い
ま
い
る
こ
の
時
点
E 

に
お
い
て
そ
の
真
理
性
を
確
立
す
る
我
々
に
確
認
可
能
な
手
段
が
あ
る
」
と
い
う

こ
と
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
反
実
在
論
者
は
、
仮

構
さ
れ
た
俯
瞰
的
視
点
か
ら
あ
た
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
お
け
る
現
在
時
制
言

明
が
確
定
し
た
真
理
値
を
持
つ
こ
と
を
前
提
と
し
て
真
理
値
リ
ン
ク
か
ら
実
在
論

を
擁
護
す
る
議
論
に
対
し
て
は
、
そ
う
し
た
前
提
を
拒
否
し
て
反
実
在
論
的
な
精

神
を
む
し
ろ
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
実
在
論
を
守
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
来
る
な
ら
ば
、
把
持
の
明
証
性
は
な
ん
ら
独
断
的
な
主
張

と
し
て
読
ま
れ
る
必
要
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
あ
る
順
序
で
体
験
が
推
移
し
て

来
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
つ
ど
そ
こ
に
保
持
さ
れ
て
い
る
把
持
に
支
え
ら
れ
て

初
め
て
理
解
可
能
な
の
で
あ
り
、
体
験
が
そ
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
と
い
う
ま

さ
に
そ
の
こ
と
の
正
準
的
証
明
と
さ
え
言
う
べ
き
も
の
を
把
持
が
構
成
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、
把
持
の
明
証
性
は
な
ん
ら
独
断
的
主
張
で
は
な
く
、

む
し
ろ
我
々
が
体
験
の
時
間
的
推
移
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
仕
方
に
つ
い
て
の

規
範
的
制
約
と
し
て
読
む
こ
と
が
出
来
る 

（3）

。
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か
く
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
論
に
現
れ
る
い
く
つ
か
の
一
見
し
て
実
在
論

的
な
諸
側
面
は
、
む
し
ろ
反
実
在
論
的
視
点
を
徹
底
す
る
こ
と
で
我
々
の
時
間
理

解
の
意
味
的
構
造
に
関
す
る
十
分
理
解
可
能
な
制
約
と
し
て
解
釈
し
得
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
意
味
的
な
制
約
を
構
成
す
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
把
持
の

志
向
性
は
意
味
の
次
元
の
働
き
で
あ
る
「
志
向
性
」
の
名
を
冠
さ
れ
る 

（4）

。
こ

の
点
を
無
視
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
論
の
「
難
点
」
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
は
慎

ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

＊
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
） 

と
し
て
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

（
特
別
研
究
員
奨
励
費
） 

の
交
付
を
受
け
て
行
っ
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

⑴　

フ
ッ
サ
ー
ル
の
志
向
性
理
論
と
ダ
メ
ッ
ト
の
反
実
在
論
と
の
対
照
に
つ
い
て
は
、

富
山, 2013 

に
お
い
て
主
題
的
に
論
じ
た
。

⑵　

た
だ
し
、
ダ
メ
ッ
ト
は
こ
こ
で
は
「
正
準
的
証
明
」
と
い
う
用
語
自
体
は
明
示
的

に
は
用
い
て
い
な
い
。
こ
の
用
語
の
明
示
的
な
導
入
に
つ
い
て
はD

um
m

ett, 1978, 
pp. 215-247

⑶　

把
持
の
明
証
に
つ
い
て
はSokolow

ski 

ら
も
論
じ
て
い
る
が
、
何
故
そ
れ
が
独
断

的
主
張
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
、「
必
当
然
的
明
証
」
と
い
う
そ
の
性
格
に
注
意
を
払
っ

て
い
る
榊
原, 2009, pp. 362-363 

は
注
目
に
値
す
る
。

⑷　

谷, 1998, p. 383 

に
は
把
持
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
志
向
性
で
あ
る
こ

と
に
注
意
さ
れ
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
明
確
な
理
由
は
挙
げ
ら
れ
て

い
な
い
。
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は
じ
め
に

フ
ッ
サ
ー
ル
が
し
ば
し
ば
言
及
す
る
「
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
（Idee im

 
K

antischen Sinne

）」
は
現
象
学
の
い
く
つ
も
の
要
所
で
決
定
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
が
、
そ
の
重
要
性
に
比
し
て
こ
の
概
念
に
与
え
ら
れ
て
い
る
説
明
は
決
し

て
十
分
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
は
い
か
な
る
意
味
で
「
カ
ン
ト
的
」
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
し
て
こ
の
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
と
い
う
フ
ッ
サ
ー
ル
の
概
念
は
哲

学
上
の
い
か
な
る
問
題
性
を
有
し
て
い
る
の
か
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
ま
ず
こ
の
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
の
位
置
付
け
を

概
観
し
（
第
一
章
）、
次
に
そ
の
内
実
を
確
認
す
る
こ
と
で
カ
ン
ト
の
理
念
と
の

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
（
第
二
章
）。
こ
の
よ
う
に
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
理
念

の
基
本
構
造
は『
危
機
』で
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う（
第

三
章
）。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
理
念
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
い
（
第
四

章
）。
そ
の
結
果
、
理
念
と
い
う
概
念
が
「
無
限
」
に
ま
つ
わ
る
哲
学
的
に
重
要

な
問
題
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
フ
ッ
サ
ー
ル
はIdee

と
い
う
語
を
た
と
え
ば
観
念
や
本
質
一
般
な
ど
の

意
味
で
多
義
的
に
用
い
る
が
、
今
回
わ
れ
わ
れ
が
取
り
上
げ
た
い
の
は
本
質
の
一

部
門
に
位
置
付
け
ら
れ
る
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
と
し
て
のIdee

で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
混
乱
を
避
け
る
た
め
本
稿
中
で
「
理
念
」
と
言
う
と
き
つ
ね
に
こ
の
意

味
で
の
み
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
「
理
念
化
」
と
い
う
訳
語
に

つ
い
て
もIdealisierung

に
の
み
こ
の
語
を
当
て
、Ideation

は
つ
ね
に
「
イ
デ

ア
チ
オ
ン
」
と
表
記
す
る
。

１
．
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
の
位
置
付
け

フ
ッ
サ
ー
ル
は
『
イ
デ
ー
ン
I
』
に
お
い
て
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
を
次

の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず
個
物
の
「
何
で
あ
る
か
（W

as

）」

と
い
う
こ
と
が
「
本
質
」
で
あ
る
と
し
て
規
定
さ
れ
（H

ua III/1 13

）、
そ
の
本

質
の
な
か
に
、「
形
態
学
的
本
質
」
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
カ
ン
ト
的
意
味
で
の

理
念
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
形
態
学
的
本
質
は
「
厳
密
」、
理
念
は
「
精
密
」

と
特
徴
付
け
ら
れ
る
（ibid. 155f.

）。『
イ
デ
ー
ン
I
』
で
明
確
に
「
カ
ン
ト
的
意

味
で
の
理
念
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
「
幾
何
学
的
諸
概
念
」（ibid. 155

）（
そ
し
て

そ
れ
ら
は
「
理
念
的
世
界
」（ibid. 47

）
の
構
成
要
素
で
あ
る
）、
体
験
流
の
統
一

（ibid. 166
）、
事
物
（ibid. 330

）
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
時
間
性
と
空
間
性 

1

）

な
ど
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
理
念
は
「
十
全
」
に
直
観
さ
れ
な
け
れ
ば

フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
お
け
る
「
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
」

橋

詰

史

晶
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な
ら
な
い
。
十
全
と
い
う
の
は
、
全
面
的
に
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
、
と
い
う
程
の

意
味
で
あ
る
。
事
物
を
例
と
し
て
見
て
み
よ
う
。
た
し
か
に
事
物
は
一
面
的
に
し

か
現
出
し
な
い
の
で
「
ひ
と
ま
と
ま
り
の
現
出
に
お
い
て
は
た
だ
『
不
十
全

4

4

4

』
に

し
か
現
出
で
き
な
い
」（ibid. 319

）。
し
か
し
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
が
読
者
に
注
意

を
促
し
て
い
る
よ
う
に
、「〔
事
物
が
〕
不
十
全
に
知
覚
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
ひ4

と
ま
と
ま
り
の
現
出
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
こ
と
」
に
過
ぎ
ず
（ibid. 331

）、「
他
方
に
お

い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
物
の『
理
念
』を
、
明
証
を
も
っ

て
十
全
的
に

4

4

4

4

把
握
す
る
の
で
あ
る
」（ibid. 347; 

傍
点
引
用
者
）。
事
物
の
認
識

は
つ
ね
に
、
不
十
全
な
認
識
の
果
て
に
完
全
に
規
定
さ
れ
尽
く
さ
れ
た
事
物
の
理

念
を
十
全
な
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
理
念
に
実
際
に
到
達

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
理
念
の
お
か
げ
で
事
物
認
識
は
そ
れ
を
目
指
し

て
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
う
し
て
諸
現
出
は
分
裂
せ
ず
に
一
個
の
事
物
へ
と

統
一
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
理
念
は
認
識
の

た
め
の
ア
プ
リ
オ
リ
に
規
定
さ
れ
た
体
系
な
の
で
あ
る
。「（
カ
ン
ト
的
な
意
味
で

の
）『
理
念

4

4

』
と
い
う
あ
り
さ
ま
に
お
い
て
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、〔
事
物
の
〕
完
全
な
所
与
性

4

4

4

4

4

4

は
予
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

―
す
な
わ
ち
、
連
続
的
な
現
出
作
用
の
果
て
し

な
い
諸
過
程
の
一
体
系
が
そ
の
本
質
典
型
に
お
い
て
絶
対
的
に
規
定
さ
れ
た
姿
と

し
て
、
言
い
換
え
れ
ば
、〔
…
〕
ア
プ
リ
オ
リ
に
規
定
さ
れ
た
、
諸
現
出
の
一
連
続

4

4

4

4

4

4

4

体4

が
、
予
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」（ibid. 331

）。
要
す
る
に
こ
こ
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
経
験
的
（
事
実
的
）
と
形
相
的
（
本
質
的
）
と
の
区
別
で
あ

り
、
換
言
す
れ
ば
感
性
的
直
観
（
個
的
、
経
験
的
直
観
）
と
本
質
直
観
の
区
別
で

あ
る
。
事
物
は
、
経
験
的
に
は
、
す
な
わ
ち
事
実
上
の
そ
の
つ
ど
の
現
出
に
お
い

て
は
、
そ
し
て
感
性
的
直
観
に
対
し
て
は
、
単
に
一
面
的
に
不
十
全
に
し
か
与
え

ら
れ
な
い
。
し
か
し
形
相
的
に
は
、
す
な
わ
ち
本
質
直
観
に
対
し
て
は
、
事
物
認

識
を
秩
序
付
け
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
体
系
と
し
て
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
十
全
に
与
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Burt C. H
opkins

は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
を
そ
の
現

象
学
的
手
引
き
と
し
て
の
経
験
的
な
事
物
認
識
の
過
程
に
依
存
さ
せ
て
い
る
と
解

釈
す
る
。H

opkins

は
「
理
念
の
内
容
〔
…
〕
の
十
全
な
規
定
に
は
到
達
で
き
な

い
」
と
い
う
記
述
を
重
く
見
て
（ibid. 186; H

opkins 71

）、「
理
念
の
性
状
が
規

定
さ
れ
る
の
は
フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
、〔
現
象
学
的
〕
手
引
き
と
し
て
の
当
の
事

実
的
〔
経
験
的
で
不
十
全
〕
な
『
対
象
』
の
地
平
の
解
明
に
よ
っ
て
で
あ
る
」
と

強
調
し
て
い
る
（ibid. 80

）。
こ
う
し
てH

opkins

に
と
っ
て
は
、
理
念
の
内
容

は
専
ら
経
験
的
対
象
の
側
か
ら
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
理
念
の

規
定
は
不
十
全
な
経
験
的
対
象
へ
と
つ
ね
に
送
り
返
さ
れ
る
。
た
し
か
に
こ
の
解

釈
は
理
念
の
重
要
な
側
面
を
言
い
当
て
て
は
い
る
が
、
し
か
し
他
方
で
は
、
経
験

的
不
十
全
性
と
形
相
的
十
全
性
と
い
う
理
念
に
お
い
て
本
来
一
体
不
可
分
な
規
定

の
う
ち
の
前
者
を
過
大
評
価
し
後
者
を
過
小
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。H

opkins

に
従
う
な
ら
、
経
験
的
事
物
認
識
に
依
存
す
る
以
上
、
理
念
の
認
識
は
不
十
全
な

経
験
的
必
然
性
し
か
持
た
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
フ
ッ
サ
ー
ル
に

と
っ
て
理
念
は
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
体
系
と
し
て
経
験
的
必
然
性
を
超
え
る
必
然
性

を
有
し
て
い
る
。
た
し
か
に
理
念
は
あ
ら
ゆ
る
本
質
と
同
様
に
事
実
的
対
象
を
手

引
き
と
し
て
は
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
本
質
直
観
さ
れ
る
こ
と
で
理
念
は
事
実
か
ら

独
立
し
た
形
相
的
対
象
と
し
て
ア
プ
リ
オ
リ
な
必
然
性
を
得
る
。
こ
う
し
て
理
念

は
事
実
的
対
象
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ア
プ
リ

オ
リ
な
体
系
で
あ
る
以
上
理
念
は
永
遠
不
変
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
も
は
や
理
念

は
不
十
全
な
経
験
的
必
然
性
に
従
属
し
て
は
い
な
い
。
た
し
か
に
事
実
的
経
験
の

レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
「
当
て
外
れ
（Enttäuschung

）」（EU
 144

）
に
よ
っ
て

事
物
認
識
の
予
測
が
裏
切
ら
れ
る
可
能
性
は
つ
ね
に
残
る
が
、
当
て
外
れ
と
い
う

こ
と
が
言
え
る
た
め
に
も
、
形
相
的
な
レ
ベ
ル
で
は
、
調
和
的
に
認
識
が
進
行
し
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た
場
合
の
目
標
と
し
て
の
理
念
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
要
請
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
理

念
そ
の
も
の
は
変
化
し
な
い
と
い
う
の
が
フ
ッ
サ
ー
ル
の
主
張
で
あ
る
。

２
．
フ
ッ
サ
ー
ル
の
理
念
は
い
か
な
る
意
味
で
「
カ
ン
ト
的
」
か

ま
ず
カ
ン
ト
は
「
理
性
は
そ
の
論
理
的
使
用
に
お
い
て
お
の
れ
の
判
断
（
結
論
）

の
普
遍
的
制
約
を
求
め
、〔
…
〕
か
く
し
て
制
約
の
制
約
が
（
前
三
段
論
法
を
介
し

て
）
ど
こ
ま
で
も
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（B 364

）
と
述
べ
て
、
被

制
約
者
か
ら
出
発
し
そ
の
前
提
と
な
る
制
約
を
ど
こ
ま
で
も
追
求
し
、
や
が
て
そ

れ
自
体
と
し
て
は
無
制
約
的
な
理
念
に
至
る
と
い
う
仕
方
で
理
念
を
導
出
し
て
い

る
。
し
か
し
カ
ン
ト
が
み
ず
か
ら
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
こ
の
論
法
が
成
立
す
る

の
は
た
だ
「
被
制
約
者
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
た
が
い
に
従
属
し
あ
う

諸
制
約
の
全
系
列
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
自
身
は
無
制
約
的
で
あ
る
そ
う
し
た
全
系

列
も
ま
た
与
え
ら
れ
て
い
る
（
言
い
換
え
れ
ば
、
対
象
と
そ
の
連
結
と
に
お
い
て

含
ま
れ
て
い
る
）
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
け
で
あ
る
」（ibid. 364

）。

カ
ン
ト
に
お
い
て
被
制
約
的
と
は
究
極
的
に
は
時
間
の
内
部
に
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
無
制
約
的
と
は
そ
も
そ
も
時
間
の
制
約
を
超
越
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
被
制
約
者
が
与
え
ら
れ
る
場
合
に
は
無
制
約
的
な

無
限
の
全
体
も
ま
た
必
然
的
に
考
え
ら
れ
る
は
ず
だ
」
と
い
う
こ
の
カ
ン
ト
の
主

張
は
時
間
的
制
約
を
突
破
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
自
明
の
こ
と
で

は
な
い
。
し
か
し
お
そ
ら
く
カ
ン
ト
に
は
「
構
成
的
な
感
性
の
よ
う
な
次
元
で
は

な
く
単
に
統
制
的
な
理
念
の
思
惟
の
次
元
に
お
い
て
な
ら
ば
無
限
を
推
論
す
る
こ

と
は
背
理
で
は
な
い
」
と
い
う
暗
黙
の
前
提
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
カ

ン
ト
に
お
い
て
理
念
は
思
弁
的
に
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の

思
考
と
人
生
に
与
え
ら
れ
て
い
る
時
間
は
有
限
な
の
だ
か
ら
、
い
か
な
る
思
惟
や

推
論
で
さ
え
も
制
約
の
全
系
列
を
辿
り
尽
く
す
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
無

限
の
推
論
の
果
て
に
あ
る
と
さ
れ
る
超
時
間
的
理
念
（
無
制
約
者
）
に
ま
で
実
際

に
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
カ
ン
ト
の
論
法
に
は
や
は
り
、
有
限

か
ら
無
限
へ
の
飛
躍
と
い
う
な
お
熟
慮
す
べ
き
問
題
が
残
り
続
け
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
フ
ッ

サ
ー
ル
と
と
も
に
考
え
て
み
よ
う
。

か
つ
て
は
カ
ン
ト
か
ら
フ
ッ
サ
ー
ル
へ
の
直
接
の
影
響
関
係
が
看
過
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、Iso K

ern

が
正
当
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
フ
ッ
サ
ー

ル
は
彼
の
超
越
論
的
現
象
学
の
全
期
間
に
渡
っ
て
、
す
な
わ
ち
『
論
研
』
の
刊

行
〔1900-01

〕
直
後
の
数
年
か
ら
『
危
機
』〔1937

〕
に
至
る
ま
で
、
彼
の
哲
学

の
主
要
課
題
を
特
徴
づ
け
る
た
め
に
理
性
批
判
と
い
う
カ
ン
ト
的
表
題
を
用
い
て

い
る
」（K

ern 180

）。
ま
た
、Paul Ricœ

ur

も
フ
ッ
サ
ー
ル
と
カ
ン
ト
の
本
質

的
な
近
縁
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
（cf. Ricœ

ur

）。
し
か
し
無
論
両
者
の
理
性

批
判
の
間
に
は
根
本
的
な
立
場
の
相
違
も
あ
り
、
そ
れ
は
両
者
の
直
観
理
解
の
違

い
に
由
来
し
て
い
る
。「
問
題
の
鍵
は
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
基
本
的
だ
が
フ
ッ

サ
ー
ル
に
お
い
て
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
、
志
向

4

4

と
直
観

4

4

の
区
別
に
あ
る
。
す

な
わ
ち
カ
ン
ト
は
何
か
或
る
も
の
へ
関
係
す
る
こ
と
と
何
か
或
る
も
の
を
見
る
こ

と
と
を
根
本
的
に
切
り
離
す
の
で
あ
る
」（ibid. 57

）。
カ
ン
ト
は
志
向
性
の
対

象
（
ヌ
ー
メ
ノ
ン
）
と
直
観
の
対
象
（
フ
ェ
ノ
メ
ノ
ン
）
を
明
確
に
分
離
し
て
い

る
が
（B 306f.

）、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
は
こ
の
分
離
が
な
い
。
カ
ン
ト
に
と
っ
て
物

自
体
は
ヌ
ー
メ
ノ
ン
で
あ
り
そ
れ
は
思
惟
に
よ
っ
て
の
み
到
達
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
志
向
性
の
対
象
は
そ
れ
が
真
に
存
在
す

る
場
合
に
は
必
ず
そ
れ
を
原
的
に
直
観
で
き
る
可
能
性
が
前
提
さ
れ
て
い
る 

2

）

か
ら
、
思
惟
に
よ
っ
て
の
み
到
達
さ
れ
る
対
象
と
い
う
カ
ン
ト
の
想
定
は
背
理
な

の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
理
性
は
経
験
（
直
観
）
を
超
え
た
思
惟
そ
の
も

の
で
あ
る
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
「
理
性
意
識
」
と
は
「
原
的
に
〔
対
象
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を
〕
与
え
る
『
見
る
こ
と
』」
で
あ
る
（H

ua III/1 314

）。
こ
う
し
て
フ
ッ
サ
ー

ル
は
カ
ン
ト
の
課
題
を
引
き
受
け
つ
つ
も
カ
ン
ト
を
越
え
て
、
理
念
に
つ
い
て
も

思
惟
で
は
な
く
直
観
に
基
礎
を
見
出
そ
う
と
試
み
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
フ
ッ

サ
ー
ル
理
念
論
の
最
大
の
独
自
性
は
こ
の
点
に
あ
る
。
カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
直
観

と
無
縁
で
あ
っ
た
理
念
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
は
必
然
的
に
直
観
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
フ
ッ
サ
ー
ル
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
感
性
的
直

観
で
は
な
い
。「
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
を
看
取
す
る
イ
デ
ア
チ
オ
ン
」（ibid. 

186

）
と
あ
る
よ
う
に
、
理
念
を
看
取
す
る
作
用
は
イ
デ
ア
チ
オ
ン
の
一
種
で
あ

り
、
そ
し
て
イ
デ
ア
チ
オ
ン
と
は
本
質
直
観
の
別
名
な
の
で
あ
る 

3

）。
先
述
し

た
〈
経
験
的
／
形
相
的
〉、〈
感
性
的
直
観
／
本
質
直
観
〉
と
い
う
区
別
を
こ
こ
で

も
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
フ
ッ
サ
ー
ル
も
理
念
が
経
験
的
な
感
性
的
直
観
に
対

し
て
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
は
カ
ン
ト
に
同
意
す
る
。
し
か
し
形
相
的
な
本

質
直
観
に
対
し
て
は
、
理
念
は
十
全
に
直
観
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
理
念
は
ど
の
よ
う
に
本
質
直
観
さ
れ
る
の
か
。『
イ
デ
ー
ン
I
』

（1913

）
で
は
、
理
念
を
与
え
る
よ
う
な
イ
デ
ア
チ
オ
ン
は
「
理
念
的
本
質
〔
カ

ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
〕
を
理
念
的

4

4

4

『
限
界

4

4

』（ideale 

�Grenzen
”）
と
し
て
与

え
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
だ
け
で
、
詳
細
な
説
明
は
な
い
（ibid. 155

）。
し

か
し
同
時
期
の
草
稿
に
は
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
記
述
が
見
出
さ
れ
る
（
以
下

H
ua X

LI

か
ら
の
引
用
に
は
編
者
の
推
定
す
る
執
筆
時
期
を
並
記
）。
そ
こ
で
は

形
態
学
的
本
質
と
は
異
な
る
よ
う
な
「
カ
ン
ト
が
『
理
念
』
と
特
徴
付
け
た
本
質

類
」
す
な
わ
ち
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は

「
理
念
的
な
限
界

4

4

4

4

4

4

と
し
て
直
観
的
所
与
に
存
し
て
お
り
、
し
か
も
ち
ょ
う
ど
純
然

た
る
『
接
近
』
の
た
め
の
理
念
的
な
接
近
目
標
と
し
て
、
直
観
的
な
諸
々
の
所
与

性
の
系
列
に
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（H

ua X
LI 1912, 

65f.

）。
こ
こ
か
ら
、
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
が
「
理
念
的
限
界
」
と
呼
ば
れ
る

の
は
そ
れ
へ
の
接
近
の
系
列
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。
こ
こ
で
注
意
す
る
べ
き
は
、
理
念
と
そ
れ
へ
の
漸
進
的
接
近
と
の
不
可
分
離

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
共
属
的
関
係

4

4

4

4

4

4

で
あ
る
。
理
念
に
と
っ
て
こ
の
接
近
の
過
程
は
偶
然
付
随
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
克
服
も
放
棄
も
さ
れ
え
な
い
。
接
近
は
事
実
上

到
達
さ
れ
な
い
ま
ま
無
限
に
続
く
。
原
理
的
に
取
り
除
く
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の

よ
う
な
接
近
過
程
の
な
か
で
、
し
か
も
そ
の
な
か
に
お
い
て
の
み
、
理
念
は
本
質

直
観
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
無
限
の
系
列
」
と
そ
の
極
と
し
て
の
「
理
念
的
限
界
」

は
「
共
属
的
概
念
（zusam

m
engehörige Begriffe

）」
な
の
で
あ
る
（ibid. 

1920

年
代
初
頭,79

）。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
性
に
は
そ
の
種
類
に
応
じ
て

そ
れ
を
原
的
に
与
え
る
諸
種
の
直
観
が
対
応
す
る
が 

4

）、
理
念
の
場
合
に
は
、

そ
れ
を
原
的
に
与
え
る
直
観
の
形
式
は
ま
さ
し
く
こ
の
無
限
の
漸
進
的
接
近
過
程

に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
が
理
念
を
カ
ン
ト
と
結
び
つ
け
る
の
も
こ
の
点
に
お
い
て
で
あ

る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
個
々
の
赤
の
色
合
い
（
形
態
学
的
本
質
）
と
そ
れ
ら
の
限
界

と
し
て
の
純
粋
な
赤
（
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
）
と
を
区
別
し
た
う
え
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
純
粋
な
赤
は
原
理
的
に
〔
…
〕
限
界
と
し
て
、
カ
ン

4

4

ト
的

4

4

意
味
で
の
理
念
と
し
て
与
え
ら
れ
る
（
と
い
う
の
も
カ
ン
ト

4

4

4

は
純
粋
な
赤
そ

の
も
の
を
理
念
と
い
う
彼
の
概
念
の
範
例
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
の
だ

か
ら
）。〔
…
〕〔
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
に
は
〕
特
有
の
増
大
系
列
〔
ま
す
ま

す
純
粋
な
赤
に
近
づ
い
て
い
く
系
列
〕
が
要
請
さ
れ
る
」（ibid. 1912, 68

）。
そ

れ
ゆ
え
、
漸
進
的
に
無
限
に
接
近
し
て
い
く
系
列
と
、
そ
れ
と
相
関
す
る
理
念
的

限
界
、
こ
れ
こ
そ
カ
ン
ト
の
理
念
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
理
念
に
共
通
す
る
構
造
で
あ

り
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
理
念
を
「
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
」
と
規
定
し
た
所
以
で
あ
ろ

う
。
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３
．『
イ
デ
ー
ン
』
と
『
危
機
』
に
お
け
る
理
念
の
連
続
性

こ
れ
ま
で
は
フ
ッ
サ
ー
ル
理
念
論
に
つ
い
て
考
察
の
範
囲
を
『
イ
デ
ー
ン
』
期

に
限
定
し
て
き
た
。
し
か
し
フ
ッ
サ
ー
ル
が
理
念
に
つ
い
て
本
格
的
に
論
じ
る
の

は
む
し
ろ
『
危
機
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
イ
デ
ー
ン
』
期
の
理
念

と
『
危
機
』
の
理
念
に
連
続
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
い
に
肯
定
的
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
上

述
の
理
念
論
の
基
本
的
な
構
造
は
最
晩
年
の
『
危
機
』
に
至
る
ま
で
保
持
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

『
危
機
』
で
も
理
念
の
基
本
性
格
に
大
き
な
変
更
は
見
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば

理
念
は
変
わ
ら
ず
そ
の
精
密
さ
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
し
（H

ua V
I, 

24

）、『
イ
デ
ー
ン
I
』
で
代
表
的
な
理
念
で
あ
っ
た
幾
何
学
的
諸
概
念
は
や
は
り

理
念
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
（H

ua V
I 24

）。
同
様
に
事
物
、
時
間
性
、
空

間
性
、
世
界
も
ま
た
、『
危
機
』
で
も
理
念
化
に
よ
っ
て
理
念
の
性
格
を
帯
び
る
よ

う
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。『
危
機
』
で
は
理
念
を
獲
得
す
る
働
き
は
「
理
念
化
」

と
呼
ば
れ
る
が
、
理
念
化
に
つ
い
て
の
記
述
に
も
、
理
念
を
看
取
す
る
イ
デ
ア
チ

オ
ン
に
関
し
て
先
ほ
ど
指
摘
し
た
特
有
の
認
識
構
造
、
す
な
わ
ち
無
限
の
系
列
に

よ
る
漸
進
的
接
近
過
程
と
そ
の
限
界
と
し
て
の
理
念
と
い
う
相
補
的
な
関
係
が
見

出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
純
粋
な
直
線
の
理
念
を
獲
得
す
る
理
念
化
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
を
さ
ら
に
ま
っ
す
ぐ
に
〔
…
〕

す
る
と
い
う
よ
う
な
能
力
に
も
、
で
き
る
こ
と
の
限
界
は
あ
る
。
し
か
し
〔
…
〕

完
全
性
の
理
想
は
、
た
え
ず
先
へ
先
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。」（ibid. 22

）。「
こ
の

完
全
に
す
る
と
い
う
実
践
か
ら
出
発
し
て
、『
繰
り
返
し
繰
り
返
し
』と
い
う
形
で
、

考
え
う
る

4

4

4

4

か
ぎ
り
の
完
全
化
の
地
平
へ
と
自
由
に
つ
き
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い

た
る
と
こ
ろ
に
極
限
形
態
が
予
示
さ
れ
、
決
し
て
到
達
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
不
変

の
極
と
し
て
の
そ
れ
へ
向
か
っ
て
、
そ
の
つ
ど
の
完
全
化
の
系
列
が
伸
び
て
ゆ

く
」（ibid. 23

）。
こ
う
し
て
極
限
形
態
と
し
て
の
純
粋
な
直
線
が
、
漸
進
的
な

改
良
の
極
、
理
念
的
限
界
と
し
て
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
『
危
機
』
で
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
主
た
る
目
標
の
ひ
と
つ
は
、
そ
の
よ

う
な
理
念
化
に
よ
っ
て
「
理
念
の
衣
」
に
覆
わ
れ
る
以
前
の
「
生
活
世
界
」
を
露

呈
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
た
し
か
に
「
原
理
的
に
直
観
可
能
な
世
界
と
し

て
の
生
活
世
界
」
と
「
原
理
的
に
非
直
観
的
な
『
論
理
的
』
構
造
物
と
し
て
の
『
客

観
的
に
真
な
る
』
世
界
〔
理
念
的
世
界
〕」
と
い
う
対
比
が
打
ち
出
さ
れ
て
も
い

る
（ibid. 130

）。
そ
こ
で
一
見
す
る
と
、『
イ
デ
ー
ン
』
期
に
お
い
て
容
認
さ
れ

て
い
た
理
念
の
肯
定
的
性
格
と
直
観
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
フ
ッ
サ
ー
ル
が
『
危
機
』
で
理
念
な
い
し
理
念
化
の
正
当

性
を
直
接
否
定
し
て
い
る
箇
所
は
無
い
し
、
そ
う
見
え
る
と
き
に
も
フ
ッ
サ
ー
ル

は
つ
ね
に
理
念
化
の
産
物
と
生
活
世
界
と
の
す
り
替
え
や
、
理
念
化
の
基
礎
を
問

わ
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
フ
ッ
サ
ー
ル
は
「
理
念

化
と
い
う
偉
大
な
発
明
」
に
関
し
て
、「
ガ
リ
レ
イ
が
〔
…
〕
理
念
化
と
し
て
の
根

源
的
な
意
味
付
与
の
作
業
に
ま
で
立
ち
返
っ
て
問
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
不
幸
な
怠
慢
」
で
あ
り
、
こ
う
し
て
「
理
念
化
さ
れ
た
自
然
を
学
以
前
の
直
観

的
自
然〔
生
活
世
界
〕に
す
り
か
え
る
こ
と
は
、
ガ
リ
レ
イ
と
同
時
代
に
は
じ
ま
っ

た
」
と
い
う
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
（ibid. 49f.

）。
ま
た
、『
経
験
と
判
断
』
に

も
理
念
化
さ
れ
た
世
界
か
ら
生
活
世
界
へ
の
帰
還
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
節
が

あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
節
に
お
い
て
フ
ッ
サ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
注
意
を
喚
起
し

て
い
る
の
で
あ
る
。「
と
い
っ
て
も
、
精
密
な
認
識
〔
理
念
的
な
認
識
〕
の
価
値

や
論
理
学
者
の
必
当
然
的
明
証
の
価
値
を
お
と
し
め
た
り
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

〔
生
活
世
界
へ
の
〕
帰
還
の
意
味
は
た
だ
、
高
次
の
明
証
〔
理
念
の
明
証
〕
に
た
っ

す
る
た
め
の
道
を
あ
き
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
明
証
を
基
礎
づ
け
、
そ
の
意

味
を
規
定
し
限
定
す
る
か
く
れ
た
前
提
〔
生
活
世
界
〕
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
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に
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
高
次
の
明
証
の
内
容
そ
の
も
の
が
う
た
が
わ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
の
だ
」（EU

 44f.

）。

ま
た
、
こ
こ
で
も
「
直
観
」
と
い
う
語
の
多
義
性
に
敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
生
活
世
界
が
「
直
観
的
」
と
規
定
さ
れ
る
と
き
に
は
い
つ
で
も
、「
世
界
は
学

問
以
前
に
は
日
常
的
、
感
性
的
な

4

4

4

4

経
験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
」
と
あ
る
よ
う

に
（H

ua V
I 20 ; 

傍
点
引
用
者
）、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
意
図
し
て
い
る
の
は
感
性
的

直
観
と
、
感
性
的
直
観
に
直
接
も
と
づ
い
て
形
態
学
的
本
質
を
直
観
す
る
本
質
直

観
す
な
わ
ち
「
類
的
普
遍
化
」（H

ua III/1 31

）
で
あ
る
。
理
念
は
感
性
的
直

観
に
よ
っ
て
も
類
的
普
遍
化
に
よ
っ
て
も
「
見
ら
れ
」
な
い
こ
と
は
す
で
に
『
イ

デ
ー
ン
I
』
で
も
言
わ
れ
て
い
た
。「
そ
れ
ら
〔『
理
念
的
』
諸
概
念
〕
は
、〔
感

性
的
に
は
〕
ひ
と
の
『
見
る
』
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
を
表
現
し
て
い
る
の
で

あ
る
」（ibid. 155

）。
理
念
を
直
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
類
的
普
遍
化
と
は

異
な
る
特
殊
な
本
質
直
観
、
つ
ま
り
理
念
を
看
取
す
る
イ
デ
ア
チ
オ
ン
だ
け
で
あ

る
。『
危
機
』
で
も
理
念
は
そ
の
最
初
の
創
設
に
お
い
て
「
現
実
的
な
成
就
の
明

証
」（ibid. 367

）
す
な
わ
ち
「
根
源
的
明
証
」（H

ua V
I 370

）
に
お
い
て
与
え

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
明
証
は
「
或
る
存
在
者
を
、
そ
れ
が
原
的
に
〈
そ
れ
自

体
―
そ
こ
に
〉
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
」（ibid. 

367

）
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
よ
う
な
所
与
性

は
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
い
て
直
観
の
定
義
に
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
原
的
明
証

は
本
質
的
に
〔
…
〕
原
的
所
与
性
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
の
で
あ
り
（H

ua 
III/1 321

）、
し
か
も
こ
の
よ
う
に
「
対
象
を
原
的
所
与
性
へ
と
も
た
ら
す
」
も

の
が
「
直
観
」
な
の
で
あ
る
（ibid. 14f.

）。
し
た
が
っ
て
『
危
機
』
に
お
い
て
も
、

理
念
が
広
義
の
意
味
で
直
観
さ
れ
る
と
い
う
立
場
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
理
念
が
「
主
観
的
形
成
物
（Subjektive Gebilde

）」（H
ua V

I 132

）

で
あ
る
と
い
う
フ
ッ
サ
ー
ル
の
言
葉
遣
い
が
い
か
に
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
も
の

だ
と
し
て
も
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
真
意
は
決
し
て
理
念
の
正
当
性
を
拒
否
す
る
こ
と

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
反
対
に
そ
の
独
特
な
正
当
性
、
つ
ま
り
「
構
築
的
思
考
統

一
そ
の
も
の

4

4

4

4

の
持
つ
明
白
に
洞
察
さ
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

意
味
」（H

ua III/1 115

）
を
指
摘
す

る
こ
と
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
主
観
的
な
形
成
は
決
し
て
そ

れ
自
体
と
し
て
は
根
拠
を
欠
い
た
働
き
で
は
な
い
。「
構
成
」
と
い
う
よ
り
一
般

的
な
語
が
こ
の
こ
と
の
証
左
で
あ
る
が
、
理
念
の
よ
う
な
精
密
な
本
質
に
限
っ
て

み
て
も
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。「
概
念
構
成
の
精
密
さ
は
、
断
じ
て
、
わ

れ
わ
れ
が
自
由
に
勝
手
気
ま
ま
に
、
ま
た
論
理
的
技
巧
に
よ
っ
て
、
左
右
で
き
る

事
柄
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
精
密
さ
は
、
要
求
さ
れ
て
い
る
公
理
的
概
念

が
な
に
し
ろ
直
接
的
な
直
観
に
お
い
て
証
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
点

に
鑑
み
る
と
、
把
握
さ
れ
た
本
質
そ
の
も
の
に
お
け
る
精
密
さ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
も
の
を
前

提
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（ibid. 154

）。
理
念
は
感
性
的
な
個
物
か
ら
成
る
漸
進

的
接
近
過
程
を
通
じ
て
の
み
直
観
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
点
で
理
念
は
単
な
る

気
ま
ま
な
空
想
か
ら
区
別
さ
れ
る
必
然
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
危
機
』

で
も
、
理
念
は
純
粋
な
思
考
の
産
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
理
念
こ
そ
が

幾
何
学
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
普
遍
性
を
保
証
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
積
極
的
に
主
張

さ
れ
て
い
る
。
理
念
が
、「
理
念
化
す
る
精
神
の
は
た
ら
き
、
つ
ま
り
『
純
粋
な
』

思
考
か
ら
生
ず
る
産
物
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
で
あ
る
」（H

ua 
V

I 384f.

）。
し
か
も
そ
の
よ
う
な
理
念
化
に
よ
っ
て
の
み
「
あ
ら
ゆ
る
未
来
と
、

あ
ら
ゆ
る
来
た
る
べ
き
人
間
世
代
と
に
よ
っ
て
追
理
解
さ
れ
え
、
し
た
が
っ
て
伝

承
さ
れ
え
、
同
一
の
相
互
主
観
的
意
味
を
も
っ
て
追
産
出
さ
れ
う
る
よ
う
な
理
念

的
形
成
体
が
生
じ
て
く
る
。」（ibid. 385

）。
し
た
が
っ
て
幾
何
学
や
数
学
は
ア

プ
リ
オ
リ
な
理
念
的
法
則
な
の
で
あ
り
、「
数
学
の
歴
史
的
な
い
し
認
識
論
的
本
質

を
、
時
間
に
結
び
つ
い
た
人
為
的
な
〔
…
〕
側
面
か
ら
解
明
し
よ
う
と
す
る
歴
史

主
義
は
、
ま
っ
た
く
原
理
的
に
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」（ibid. 533

）。
言
う
ま
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で
も
な
く
、
こ
こ
で
フ
ッ
サ
ー
ル
は
『
論
研
』
以
来
の
心
理
主
義
批
判
を
再
現
し
、

幾
何
学
の
理
念
的
性
格
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
イ
デ
ー
ン
I
』
に
お
け
る
「
理
念
を
看
取
す
る
イ

デ
ア
チ
オ
ン
」
と
『
危
機
』
の
「
理
念
化
」
の
間
に
は
明
ら
か
な
連
続
性
が
あ
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
。
実
際
フ
ッ
サ
ー
ル
は1912

年
の
草
稿
に
お
い
て
す
で
に
、

理
念
を
看
取
す
る
イ
デ
ア
チ
オ
ン
と
い
う
意
味
で
「
理
念
化
的
イ
デ
ア
チ
オ
ン

（idealisierende Ideation
）」
と
い
う
語
も
使
用
し
て
い
る 

5

）。
同
様
の
解
釈

と
し
て
は
、
す
で
に
渡
辺
二
郎
が
「
理
念
を
看
取
す
る
イ
デ
ア
チ
オ
ン
」
を
「
理

念
化
」
と
同
一
視
し
て
い
る
（
邦
訳
『
イ
デ
ー
ン
I-

II
』 380f.

）。
渡
辺
は
そ
こ

で
特
に
説
明
を
与
え
て
は
い
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
も
以
上
の
理
由
か
ら
こ
の
解
釈

に
賛
同
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
『
イ
デ
ー
ン
』
以
降
の
思

索
を
通
じ
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
理
念
論
に
発
展
的
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
看
過
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
『
イ
デ
ー
ン
』
期
に
お
け
る
理
念
の
基
本
構
造

は
『
危
機
』
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

４
．
理
念
の
直
観
方
法
に
つ
い
て
の
検
討

最
後
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
理
念
論
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
い
。
フ
ッ
サ
ー
ル
が

「
理
念
的
限
界
」
と
呼
ぶ
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
が
漸
進
的
接
近
過
程
に
お
い

て
直
観
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、「
被
制
約
者
が
与
え
ら
れ
る

場
合
に
は
無
制
約
的
な
無
限
の
全
体
も
ま
た
必
然
的
に
与
え
ら
れ
る
は
ず
だ
」
と

い
う
カ
ン
ト
の
前
提
は
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
い
て
ど
う
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
「
理
念
的
性
格
を
表
現
し
て
い
る
個
々
の

も
の
〔
理
念
〕
の
う
ち
に
は
〔
…
〕
独
自
な
帰
納
可
能
性
の
恒
常
的
な
形
式
で
あ

る
『
無
限
に
（in infinitum

）』
と
い
う
形
式
が
ひ
そ
ん
で
い
る
」
と
述
べ
て
い

る
（H

ua V
I 41

）。
し
か
も
「〔
幾
何
学
的
概
念
の
『
抽
象
』
す
な
わ
ち
理
念
の

本
質
直
観
〕
は
『
限
界
』
つ
ま
り
『
以
下
同
様
（U

nd-so-w
eiter

）』
へ
の
接
近

過
程
に
つ
い
て
の
多
様
な
表
象
〔
の
系
列
〕
を
前
提
す
る
」
と
し
て
、
接
近
の
限

界
を
以
下
同
様
の
意
識
と
言
い
換
え
て
い
る
（H

ua X
LI 1913, 78

）。
す
な
わ

ち
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
い
て
、「
限
界
へ
の
漸
進
的
接
近
は
こ
れ
か
ら
も
無
限
の
時
間

に
渡
っ
て
続
く
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
帰
納
的
な
以
下
同
様
の
意
識

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
そ
が
、
無
限

の
接
近
を
権
利
上
完
結
さ
せ
、
そ
の
先
に
理
念
的
限
界
を
直
観
す
る
こ
と
を
許
す

当
の
も
の
な
の
で
あ
る 

6

）。
し
か
し
こ
の
以
下
同
様
の
意
識
は
、
経
験
か
ら
の

帰
納
に
由
来
す
る
以
上
、
経
験
的
な
必
然
性
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
理
念
は
永
遠
不
変
に
無
条
件
に
妥
当
す
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
体
系
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
こ
の
要
請
は
満
足
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
理

念
は
実
際
に
は
直
観
さ
れ
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

理
念
の
直
観
は
「
個
々
の
現
出
か
ら
な
る
増
大
系
列
は
こ
れ
ま
で
通
り
こ
れ
か

ら
も
変
わ
る
こ
と
な
く
無
限
に
続
く
」
と
い
う
前
提
を
内
含
し
て
い
る
の
だ
が
、

実
際
に
は
こ
の
前
提
は
仮
説
の
ま
ま
に
留
ま
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
の
こ
の
前
提
は
先

掲
し
た
カ
ン
ト
の
前
提
と
根
本
的
に
は
同
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
も
、
時

間
の
内
部
に
あ
る
経
験
か
ら
出
発
し
つ
つ
も
そ
の
時
間
的
制
約
を
突
破
し
て
超
時

間
的
な
理
念
に
到
達
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
か
ら
だ
。
い
ま
改

め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
本
質
直
観
に
よ
っ
て
理
念
を
基
礎
付
け
よ
う
と
す
る

フ
ッ
サ
ー
ル
の
試
み
は
大
き
な
困
難
を
抱
え
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ

も
そ
も
理
念
が
無
限
の
時
間
に
渡
っ
て
経
験
を
統
制
す
る
永
遠
不
変
の
ア
プ
リ
オ

リ
な
体
系
で
あ
る
以
上
、
理
念
は
時
間
を
超
え
た
存
在
で
あ
る
。
し
か
も
直
観
は

対
象
を
原
的
に
現
在
へ
と
も
た
ら
す
働
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
理
念
を
本
質
直

観
す
る
た
め
に
は
、
時
間
を
超
え
た
無
限
の
枠
組
み
を
し
か
も
ま
る
ご
と
そ
れ
自

体
と
し
て
、
現
在
と
い
う
非
常
に
限
定
さ
れ
た
一
時
点
へ
と
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
に
は
有
限
か
ら
無
限
へ
の
飛
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躍
が
内
包
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
飛
躍
は
決
し
て
十
分
に
正
当
化
さ
れ
て
は

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
カ
ン
ト
の
課
題
を
引

き
受
け
て
理
念
を
本
質
直
観
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
よ
う
と
し
た
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル

に
お
い
て
も
有
限
か
ら
無
限
へ
の
飛
躍
は
問
題
と
し
て
残
り
続
け
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

そ
れ
ゆ
え
も
う
一
度
、
そ
も
そ
も
一
般
に
無
限
を
思
考
し
よ
う
と
す
る
試
み
が

哲
学
的
に
正
当
性
を
持
つ
の
か
ど
う
か
を
考
え
直
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
と
は

い
え
こ
う
し
た
理
由
か
ら
理
念
を
安
易
に
否
定
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
多
く
の
困
難
が
あ
る
と
し
て
も
、
理
念
を
簡
単
に
捨
て
去
れ
ば
そ
れ
以

上
に
多
く
の
困
難
が
生
じ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
詳
論
で
き
な
い
が
、
自

然
科
学
か
ら
し
て
自
然
の
斉
一
性
を
お
そ
ら
く
は
理
念
的
な
も
の
と
し
て
前
提
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
他
で
も
な
い
理
念
と
い
う
概
念
が
無
限
に

関
す
る
巨
大
な
哲
学
的
問
題
へ
と
通
じ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
す
れ

ば
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
お
け
る
「
カ
ン
ト
的
意
味
で
の
理
念
」
の
哲
学
的
問

題
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
本
稿
の
企
図
は
達
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
理
念

は
こ
の
解
決
困
難
な
ジ
レ
ン
マ
に
よ
っ
て
、
現
象
学
的
記
述
の
更
な
る
洗
練
を
わ

れ
わ
れ
に
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）
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1　

形
態
学
的
本
質
で
は
な
く
理
念
を
看
取
す
る
「
特
別
な
」
イ
デ
ア
チ
オ
ン
（
本
質

直
観
）
が
「
時
間
性
〔
…
〕
の
『
理
念
』」
と
「
空
間
の
『
理
念
』」
を
看
取
す
る
と

説
明
さ
れ
て
い
る
（H

ua III/I 347f., 348

）。

2　
「
原
理
的
に
、〔
…
〕『
真
実
に
存
在
す
る
』
ど
ん
な
対
象
に
も
、
そ
の
対
象
そ
の
も

の
が
原
的
に
し
か
も
完
全
に
十
全
に

4

4

4

4

4

4

把
握
さ
れ
う
る
〔
す
な
わ
ち
直
観
さ
れ
う
る
〕

ゆ
え
ん
を
な
す
よ
う
な
、
或
る
可
能
的
意
識
と
い
う
理
念

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
対
応
し
て
い
る
」（H

ua 
III/1 329

）。

3　

イ
デ
ア
チ
オ
ン
は
幾
度
も
本
質
直
観
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ばH

ua 
III/1 13

な
ど
。

4　
「〔
対
象
の
〕
領
域
お
よ
び
範
疇
に
は
す
べ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、〔
…
〕
こ
う
し
た
意
味
に
つ
い
て
の

原
的
に
与
え
る
働
き
〔
直
観
〕
を
す
る
意
識
の
根
本
種
類
が
対
応
し
て
い
る
」（H

ua 
III/1 321

）。
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5　
「
感
性
的
に
直
観
さ
れ
る
空
間
が
『
純
粋
空
間
』
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

ど
ん
な
見
ら
れ
た
空
間
形
態
も
、
類
型
化
的
な
イ
デ
ア
チ
オ
ン
お
よ
び
理
念
化
的
イ

4

4

4

4

4

デ
ア
チ
オ
ン

4

4

4

4

4

の
も
と
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。〔
す
な
わ
ち
〕
点
、
直

線
、
円
と
い
っ
た
ど
ん
な
種
類
の
直
観
的
な
形
態
に
も
、
そ
れ
か
ら
直
観
的
な
距
離
、

方
向
、
角
な
ど
に
も
、
幾
何
学
的
な
点
、
幾
何
学
的
な
直
線
、
円
、
形
態
な
ど
の
、

ま
た
同
様
に
幾
何
学
的
な
距
離
、
方
向
、
角
の
、
限
界
と
な
る
理
念
（Grenzideen

）

が
対
応
し
て
い
る
の
だ
」（H

ua X
LI 1912, 74; 

傍
点
引
用
者
）。

6　

な
お
、
地
平
も
や
は
り
以
下
同
様
の
形
式
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。「
受
動

4

4

的
に
と
も
に
ま
え
も
っ
て
あ
た
え
ら
れ
る
規
定
可
能
性
の
ひ
ら
か
れ
た
地
平
が
と
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
主
題
化
さ
れ

4

4

4

4

4

4

、〔
…
〕
こ
こ
に
、『
以
下
同
様

4

4

4

4

』
と
い
う
あ
た
ら
し
い
規
定
形
式

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
登

場
す
る
」（EU

 258f.

）。

（
橋
詰
史
晶
・
は
し
づ
め　

ふ
み
あ
き
・
早
稲
田
大
学
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
Ｄ
Ｃ
）
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（1）The transcendental orientation of Sein und Zeit

Introduction
Is Sein und Zeit a work within transcendental philosophy? When confronted with 

this question, one may not hesitate to reply affirmatively, pointing to Heidegger’s 
own words in the Introduction: “[e]very disclosure of Being as the transcendens is 
transcendental knowledge. Phenomenological truth (the disclosedness of Being) is veritas 
transcendentalis.”1 Indeed, these words seem to suggest that Sein und Zeit is a work 
within transcendental philosophy since they are claiming that the main task of Sein 
und Zeit, i.e. the disclosure of being (or the interpretation of the meaning of being), is 
to be worked out transcendentally. But how can Heidegger claim that the disclosure 
of being constitutes transcendental knowledge? To what extent does Heidegger’s 
understanding of the transcendental accord with a conventional understanding of 
transcendental philosophy? And what are we to make of his apparent rejection of 
Husserl’s phenomenological reduction in the 1925 lecture course? If these questions do 
not challenge, they at least put pressure on what exactly is meant with the claim that 
Sein und Zeit is a work within transcendental philosophy. Without getting clear on 
these questions, any answer to the initial question remains unsatisfactory. Accordingly, 
by means of examining the project undertaken in Sein und Zeit, as well as surrounding 
works that lie within that framework, the following investigation aims to clarify the 
sense in which Sein und Zeit is a work within transcendental philosophy. In doing 
so, we should proceed by first arming ourselves with a worked out characterization 
of transcendental philosophy based on the work of J. N. Mohanty. This will then 
subsequently be used as a guiding thread to address our question. 

1．Three criteria for a transcendental philosophy
In his 1985 book, The Possibility of Transcendental Philosophy, J. N. Mohanty gives 

a concise characterization of transcendental philosophy. Not being too broad that it 
encompasses too much, yet being broad enough to include its variations, Mohanty’s 
characterization serves as a suitable starting point for an inquiry into the essence of 
transcendental philosophy. In his essay “The Destiny of Transcendental Philosophy,” 
included in the above-mentioned book, Mohanty starts off with the basic insight that 
the common motif of transcendental philosophies is the search for a foundation for 
knowledge, thinking and experience. But since not all foundationalism is transcendental 
philosophy, he settles for the following characterization: “a transcendental philosophy 

The transcendental orientation of Sein 
und Zeit 

Yuko Ishihara
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looks for the foundation in the a priori structures of the experiencing subject, leaving 
aside for the present how precisely this subject is to be understood.”2 In order to get 
a better grasp of this characterization, it is first of all important that we properly 
understand what is meant by ‘foundation’ here. We can do this by distinguishing the 
kind of foundationalism that is at play in transcendental philosophy from at least two 
other types of foundationalism found throughout the history of philosophy. The first is 
metaphysical foundationalism, a view that seeks an ultimate principle or substratum to 
which the rest of reality is reduced or from which all reality is deduced.3 The other is 
epistemological foundationalism, which seeks for non-inferential basic beliefs that serve 
as the basis for all other knowledge. As Mohanty rightly notes, insofar as transcendental 
philosophy seeks for the ground of knowledge or experience in general, it is a 
foundationalistic discipline. For example, Kant’s search for the conditions of possibility 
for synthetic a priori knowledge is precisely a search for the theoretical grounds of such 
knowledge. And Husserl’s phenomenological investigation is transcendental insofar as 
the phenomenological-psychological investigation of the eidetic structures of intentional 
experience in the Logische Untersuchungen was radicalized into a search for the ultimate 
source of the constitution of meanings in our intentional experience. However, neither 
Kant’s a priori principles nor Husserl’s essences constitute a metaphysical foundation 
in the above sense, and neither of them was ultimately concerned with configuring a 
structure of knowledge in hierarchical terms. Rather, what both Kant and Hussserl were 
after was the foundation of our experience insofar as this foundation is understood as 
the condition of possibility for our experience. Accordingly, the interest of transcendental 
philosophy lies not in reducing our experience to some ultimate principle but rather in 
clarifying the structures that enable us to have experience in the first place. 

But here, one may wonder how such an approach differs from empirical approaches 
that seek to clarify the possibility of our experience through causal explanations. 
Indeed, Mohanty’s qualification that it seeks the foundation “in the a priori structures 
of the experiencing subject” is intended to demarcate the specific kind of foundation 
sought in transcendental philosophy. Whatever else the term ‘a priori’ may signify, for 
the purpose of providing a general characterization of transcendental philosophy, it is 
sufficient that we take it to mean something like the structure of subjectivity that is 
prior to and hence not dependent on what is actually existent. Neuroscientific accounts 
that attempt to explain the conditions of possibility for our experience by recourse to 
brain states, for example, are not transcendental on this account, since brain states are 
empirically observed data and, hence, rely on what is actually existent.

Another way of distinguishing transcendental philosophy from empirical approaches 
is by distinguishing two kinds of reflection, namely empirical and transcendental 
reflection. Empirical reflection is a kind of reflection that seeks to determine the real 
properties of objects (be they mental or physical). If we designate empirical reflection of 
this sort first-order reflection, then transcendental reflection is second-order reflection 



（3）The transcendental orientation of Sein und Zeit

that is concerned not with objects per se but with the conditions of possibility for our 
experience of objects. Moreover, this way of putting the matter allows us to demarcate 
transcendental philosophy from all first-order inquiries, not just empirical but also a 
priori first-order inquires such as mathematics and metaphysics. In this way, we can 
state that transcendental philosophy seeks for the foundation of our experience through 
transcendental reflection, thereby articulating the a priori conditions of possibility for our 
experience of objects. 

Here, in passing, a note should be made on the peculiarity of the distinction in 
transcendental philosophy between the foundation and that which is founded, i.e. between 
conditions of possibility and that for which the conditions are sought or, more simply 
put, between the transcendental and the empirical. Since the aim of transcendental 
philosophy is to clarify the conditions that enable us to have experience in the first 
place, and not to reduce our experience to some fundamental principle, the conditions-
conditioned distinction is retained as a basic distinction irresolvable to either of the 
relata. The irresolvability of the distinction is most evident in the notion of subjectivity. 
For both Kant and Husserl, it was important that transcendental subjectivity, as the 
ultimate condition of possibility for experience, was to be clearly demarcated from that 
for which it sought the conditions, including the empirical subject that is part of the 
constituted world. Hence, just as Kant distinguished the transcendental self from the 
empirical self, Husserl too distinguished pure transcendental consciousness from the 
empirical ego as constituted in pure consciousness. In this way, one of the consequences 
of transcendental philosophy is what Husserl famously designated the “paradox of 
human subjectivity,”4 i.e. the apparent paradox that we are at once a subject for the 
world and an object in the world.5 

Having, thus, supplemented Mohanty’s characterization with the specification of the 
kind of reflection employed in transcendental philosophy, we are now in a position to lay 
out three criteria for distinguishing a philosophical mode of inquiry as transcendental. 
Namely, (1) it must be foundational, (2) the foundation must be sought through 
transcendental reflection, and (3) the foundation must be sought in the a priori structures 
of subjectivity. In the following, we will examine whether Heidegger’s project in Sein 
und Zeit fulfills these three criteria.

2．Fundamental ontology and the existential analytic of Dasein
Sein und Zeit begins with the statement that the question of being has been forgotten 

today. The task that Heidegger sets out in the work is, accordingly, to bring to light the 
long-forgotten question of being. While this may sound like Heidegger is grieving over 
the neglect of ontology only to take up the task of constructing ontology anew, his aim 
was rather different and importantly so. What, in a certain sense, was more problematic 
than the neglect of the question of being was that the question itself lacked a clear 
orientation. This was because the history of Western thought, according to Heidegger, 
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had understood being as a kind of entity. Hence the question of being was exclusively 
oriented towards the question of entities. What Heidegger first and fore-most draws 
our attention to is the so-called ontological difference between entities and the being of 
entities:

The Being of entities ‘is’ not itself an entity. If we are to understand the problem of 
Being, our first philosophical step consists in not μῦθὀν τινα διηγεῖσθαι, in not ‘telling 
a story’—that is to say, in not defining entities as entities by tracing them back in 
their origin to some other entities, as if Being had the character of some possible 
entity. Hence Being, as that which is asked about, must be exhibited in a way of its 
own, essentially different from the way in which entities are discovered.6

With this distinction on hand, and with the firm belief that being “must be exhibited 
in a way of its own, essentially different from the way in which entities are discovered,” 
the rest of the Introduction is devoted to explicating the question itself with regard to 
its structure, its priority it has to other inquiries and its appropriate method. And it is in 
this context that we are informed that the investigation will undertake a “fundamental 
ontology” and that this “must be sought in the existential analytic of Dasein.”7 So then 
what is fundamental ontology and why must it be sought in the existential analytic of 
Dasein?

One of the aims of the Introduction is to show what Heidegger calls the “ontological 
priority of the question of being,” which is also the title of §3. In this section, Heidegger 
points out that, through their research, the positive sciences or the “ontic sciences” 
(sciences that deal with entities in a broad sense including not only actual entities but 
also non-actual entities, e.g. mathematical entities) accomplish a “rough and naive” 
demarcation of their subject-matter. Physics deals with nature, anthropology with human 
beings, historiology with history and so on. But what guides this initial demarcation 
is the basic concepts that underlie the specific domain and that are themselves pre-
scientifically experienced and interpreted. Based on these basic concepts, positive 
sciences proceed to make progress by working within that predelineated domain. 
But these basic concepts themselves demand preliminary research, what may be 
called a regional ontology, if these concepts are to be scientifically grounded. Without 
such research, positive sciences remain without a foundation. Hence Heidegger says, 

“[o]ntological inquiry is indeed more primordial, as over against the ontical inquiry of 
the positive sciences.”8 But the “ontological priority” that Heidegger speaks of does not 
simply signify the priority of regional ontology over the positive sciences. For ontological 
inquiry itself demands further clarification. As he continues: “[b]ut it [ontological inquiry] 
remains itself naive and opaque if in its researches into the Being of entities it fails to 
discuss the meaning of Being in general.”9 Indeed, it is such inquiry into the meaning of 
being in general that deserves to be called “fundamental ontology.” Consequently, the 
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ontology that provides the foundation for the ontic sciences itself breaks down into two 
levels of inquiry, regional ontology and fundamental ontology, with the latter providing 
the foundation for the former. In this sense, fundamental ontology has priority over both 
the ontic sciences and regional ontology. Therefore, the question of being, understood 
as the question of the meaning of being in general, has “ontological priority” over the 
question about entities and the question of the being of particular domains. 

Accordingly, insofar as the task of Sein und Zeit is the undertaking of fundamental 
ontology understood as the inquiry into the meaning of being in general, it is legitimate 
to assert that Heidegger is engaged in a foundational mode of inquiry. Heidegger’s way 
of phrasing the matter in terms of the “a priori conditions of possibility” further lends 
credence to our claim that the foundationalism that is at play is a transcendental one:

The question of Being aims therefore at ascertaining the a priori conditions not only 
for the possibility of the sciences which examine entities as entities of such and such 
a type, and, in so doing, already operate with an understanding of Being, but also for 
the possibility of those ontologies themselves which are prior to the ontical sciences 
and which provide their foundation.10

Moreover, since being, as Heidegger emphasizes, “must be exhibited in a way of its 
own, essentially different from the way in which entities are discovered,”11 the mode of 
inquiry for fundamental ontology (as well as regional ontology) is forever distinguished 
from all first-order inquiries into entities. Accordingly, the question of the meaning of 
being in general is sought through second-order reflection into the a priori conditions of 
possibility for entities and the being of entities, namely through transcendental reflection.

But then, in the subsequent section titled “The Ontical Priority of the Question of 
Being,” we find Heidegger’s crucial statement that “fundamental ontology, from which 
alone all other ontologies can take their rise, must be sought in the existential analytic of 
Dasein.”12 Indeed, the whole of §4 is devoted to showing that this is the case. I believe 
we can distinguish two parts of his argument. He starts off by arguing that there is an 
entity, Dasein, which is uniquely distinct from other entities. This entity is distinct in 
that it has a specific relation to the question of being or, more specifically, to what is 
asked about in the question of being (i.e. being): “it [Dasein] is ontically distinguished by 
the fact that, in its very Being, that very Being is an issue for it.”13 And shortly after: 

“Dasein is ontically distinctive in that it is ontological.”14 This is to say that Dasein, 
unlike other entities, has a pre-ontological (or pre-theoretical) understanding of being, 
not only of itself but of all entities other than itself. But, if this is the case, then any 
inquiry into the being of entities other than Dasein must lead back to an inquiry into 
Dasein’s understanding of being. And, since regional ontology is founded on fundamental 
ontology, it is claimed that fundamental ontology must be sought in the ontology of 
Dasein. This, I believe, is the first part of Heidegger’s argument. The second part follows 
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from the explication of Dasein’s being as “existence” (Existenz), a term he reserved for 
designating the being of Dasein alone. As Heidegger later clarifies (§9), since Dasein 

‘exists’ in a way essentially different from the way entities other than Dasein ‘exist,’ 
“existence” is distinguished from “existentia,” which ontologically means being-present-
at-hand (Vorhandensein). Accordingly, Dasein has an understanding of being as existence: 

“Dasein always understands itself in terms of its existence [Existenz]—in terms of a 
possibility of itself: to be itself or not itself.”15 But there are two ways that Dasein can 
understand its existence: in an “existentiell” (existenziell) manner or in an “existential” 
(existenzial) manner. In the former, the particular Dasein takes hold of its own existence 
by existing itself. Hence this is an “ontical ‘affair’,” which need not be theoretically 
transparent. The latter refers to the understanding of existence through an analysis 
of the ontological structures of existence, namely through the existential analytic of 
Dasein. Moreover, as he later adds that the roots of the existential analytic must be 
existentiell (i.e. the question of existence must be seized upon in one’s own individual 
existence)16, the second part of Heidegger’s argument establishes that the inquiry into 
Dasein’s understanding of being must take the form of the existential analytic of Dasein 
undertaken in an existentiell manner. Consequently, through a two-step argument, it is 
argued that fundamental ontology must be sought in the existential analytic of Dasein. 

But how does this conclusion relate to the heading of the section, “The Ontical 
Priority of the Question of Being?” In fact, Heidegger does not articulate the meaning 
of this priority head-on. The section rather focuses on arguing for the priority of Dasein 
to all other entities and accordingly for the claim that fundamental ontology must be 
sought in the existential analytic of Dasein. But to say that Dasein has ontical priority 
with regard to the question of being is not the same as to claim that the question 
itself has ontical priority. But, whatever the precise meaning of this “ontical priority” 
may be, there is no denying that what is argued for here is the priority of an entity 
Dasein and its existential structure with regard to the question of being. With this step 
towards the existential structure of Dasein, we can then say that Heidegger is making 
a move broadly in line with that of Kant and Husserl towards the a priori structure 
of subjectivity. Yet it should be immediately noted that this cannot be said without 
qualification, for Heidegger was explicitly critical of the idea of ‘subject’ and ‘subjectivity’ 
because of its ontological connotations, which fail to do justice to the kind of being that 
Dasein is.17 And, moreover, Heidegger’s move towards the entity Dasein seems to blur 
the distinction between transcendental subjectivity and the empirical subject. This 
becomes all the more problematic when we recall Heidegger’s explicit rejection of the 
phenomenological reduction in the 1925 lecture course. For does this not imply that 
he is rejecting a turn to any notion of a transcendental subjectivity? Notwithstanding 
these apparent difficulties, there is an undeniable sense in which the turn towards the 
existential analytic of Dasein is a transcendental turn. In order to clarify this, let us 
examine Heidegger’s critical stance towards the phenomenological reduction. This will 
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allow us to articulate the sense in which the existential analytic of Dasein is Heidegger’s 
rendering of transcendental philosophy.

3．Heidegger’s critical stance towards the phenomenological reduction
In his 1925 lecture course, “Geschichte des Zeitbegriffs,” in the context of addressing 

the alleged neglect of the question of the being of the intentional and the question 
of being as such in phenomenology, Heidegger introduces the phenomenological 
reduction as the disregarding of reality and of what is really posited, including the 

“reality of consciousness given in the natural attitude in the factual human being.”18 
But, in undertaking such a reduction, Heidegger contends that we are “giving up the 
ground upon which alone the question of the being of the intentional could be based.”19  

Therefore, the reduction is rejected as being “in principle inappropriate for determining 
the being of consciousness positively.”20 The way in which Heidegger puts the matter 
here is in some sense unfortunate because it gives the impression that Heidegger 
is rejecting the reduction only to claim that we must simply remain in the natural 
attitude. This way of understanding his claim would undoubtedly make it difficult to 
see how Heidegger can be a transcendental philosopher. However, on a closer reading, 
it becomes evident that Heidegger is not claiming that we simply remain in the natural 
attitude but is rather questioning the very starting point of the reduction as the natural 
attitude.  As he states his “first critical question”: “[t]o what extent is the being of the 
intentional experienced and determined in the starting position—in the determination of 
the exemplary ground of the reductions?”21 What Heidegger is taking issue with here is 
the ‘unnaturalness’ of Husserl’s notion of the natural attitude. According to Heidegger, 
Husserl takes us to be experiencing ourselves in the natural attitude as zoological living 
beings, as objects that occur amongst other objects in the world. But this is already a 
specifically theoretical way of conceiving of ourselves. Heidegger accordingly argues 
that Husserl’s natural attitude is in fact a theoretical position-taking that identifies ‘being’ 
with ‘being an object.’ Subsequently, Heidegger calls for a reevaluation of our natural 
way of experiencing ourselves prior to taking any theoretical attitude. Heidegger’s 
analysis of Dasein’s average everydayness in Sein und Zeit can be said to be a result of 
this reevaluation. But, even if this interpretation saves Heidegger from being stuck in 
Husserl’s version of the natural attitude, this does not yet make him a transcendental 
philosopher. For is he not merely replacing one natural attitude with another ‘more 
natural’ one? Is it not still true that he rejects the reduction? 

While we find mostly critical remarks on the reduction in the 1925 lecture course, in 
the summer lecture course of 1927, Die Grundprobleme der Phänomenologie, we are 
introduced to Heidegger’s positive characterization of the reduction. Here, Heidegger 
introduces the phenomenological reduction as one of the three components of the 
phenomenological method, together with the phenomenological construction and 
destruction. Contrasting his version of the reduction to Husserl’s, which he articulates 
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as leading the phenomenological vision from the natural attitude of the human being 
to the transcendental life of consciousness, he states that “[f]or us phenomenological 
reduction means leading phenomenological vision back from the apprehension of a being, 
whatever may be the character of that apprehension, to the understanding of the being 
of this being (projecting upon the way it is unconcealed).”22 What is decisive here is his 
rendering of the reduction to signify precisely not the regress from the natural attitude 
of the human being to pure transcendental consciousness but rather the regress from 
beings (entities) to the understanding of their being. While this rendering may seem 
so far removed from Husserl’s reduction that the original meaning is completely lost, 
we can see that this is not so if we pay heed to the two kinds of reductions that are 
intermingled here. In fact, John D. Caputo has aptly identified the two reductions as the 

“ontological reduction” and the “transcendental phenomenological reduction.”23 Caputo 
designates the “ontological reduction” as the regress from beings to their being and 
the “transcendental phenomenological reduction” as the regress from being to Dasein’s 
understanding of being. Much in line with the way I have laid out Heidegger’s project in the 
preceding section, Caputo observes that, at the time of Sein und Zeit, “[t]he regress to 
Being (the ontological reduction) is made possible by a regress to Dasein’s understanding 
of Being (the transcendental phenomenological reduction)”24 and consequently, the two 
reductions end up being “one and the same.”25 Accordingly, while Heidegger rejects 
Husserl’s move to pure transcendental consciousness, he does not thereby reject 
the transcendental turn but only couples it with an ontological turn. In this sense, 
Heidegger’s turn to Dasein’s understanding of being is, as Caputo rightly calls it, a 

“reduction to the ‘subject.’”26

Another important text in understanding the sense in which the existential analytic 
of Dasein is transcendental, and specifically the way in which it differs from Husserlian 
transcendental phenomenology, is Husserl and Heidegger’s attempted collaboration on 
the Encyclopaedia Britannica article in 1927-28. At the very beginning of the appendix 
to Heidegger’s letter to Husserl regarding the draft, Heidegger states his agreement 
with Husserl that “entities in the sense of what you call ‘world’ cannot be explained in 
their transcendental constitution by returning to an entity of the same mode of being.”27 
The point of agreement that is voiced here can be articulated as the acknowledgement 
that the transcendental inquiry is not a first-order mode of inquiry into entities, i.e. that 
the conditions of possibility of entities cannot be explained by recourse to another entity. 
Heidegger then proceeds to voice his disagreement:

But that does not mean that what makes up the place of the transcendental is not 
an entity at all; rather, precisely at this juncture there arises the problem: What is 
the mode of being of the entity in which “world” is constituted? That is Being and 
Time’s central problem—namely, a fundamental ontology of Dasein.28 

From Husserl’s perspective, it makes little sense that “what makes up the place of the 
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transcendental,” namely pure transcendental consciousness, is an entity at all since, 
at least according to Heidegger’s interpretation of Husserl, Husserl’s transcendental 
reduction signified leaving the realm of entities. In a certain sense, this is also signified 
in Heidegger’s own understanding of the reduction since, as he is agreeing here, 
transcendental inquiry is not a first-order inquiry into entities. But what constitutes 
the decisive difference is that Heidegger recognizes that there is an entity that has 
a mode of being which distinguishes itself from all other entities and that, due to its 
distinct mode of being, one is able to meaningfully say that this entity is (or can be) 
transcendental. Again, if we understand ‘entity’ to be equivalent to an empirical subject, 
then this cannot be made sensible. But, if we recognize that there is an entity that has 
a mode of being essentially different from all other entities, it need not be. And it is 
precisely to show that and how the mode of being of this entity, Dasein, is essentially 
different from the being of other entities that constitutes the main theme of Sein und 
Zeit. As Heidegger continues after the above-quoted passage:

It has to be shown that the mode of being of human Dasein is totally different from 
all other entities and that, as the mode of being that it is, it harbors right within 
itself the possibility of transcendental constitution.29

Consequently, by paying heed to Dasein’s being as essentially different from the 
being of all other entities (and as harboring within itself the possibility of transcendental 
constitution), the “paradox of subjectivity,” which was the apparent paradox of how the 
human being can at once be a subject for the world and an object in the world, starts 
looking less of a paradox. This is not, however, to say that the irresolvable distinction 
between the conditions and the conditioned that is characteristic to transcendental 
philosophy is thereby given up, but rather that the distinction between the 
transcendental and the empirical is superseded by the distinction between Dasein’s being 
and the being of other entities, a distinction which we can identify as a transcendental-
ontological distinction.

Conclusion
From the above considerations, we can now conclude that Heidegger’s project is 

transcendental insofar as it fulfills the three criteria of a transcendental philosophy: 
fundamental ontology sought as the existential analytic of Dasein is foundational in the 
sense that it seeks the conditions of possibility of entities and their being, and insofar 
as Heidegger adopts the transcendental-phenomenological reduction, the foundation 
is sought through second-order transcendental reflection into the a priori structure 
of subjectivity. Furthermore, we can say that Heidegger undertakes an ontological-
existential turn in transcendental philosophy in replacing the distinction between the 
transcendental and the empirical with the transcendental-ontological distinction between 
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Dasein’s being and the being of other entities. But the true import of this ontological-
existential turn, which ultimately marks Heidegger’s unique contribution to the tradition, 
can only be clarified by taking a closer look at the sense in which it can be said that 

“transcendental constitution is a central possibility” of Dasein.30 This however must be 
left for another investigation. 
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Einleitung
Bekanntlich geht Heideggers Phänomenologie vom Sein als einer ‘aufgehenden 

Offenheit’ aus, in die wir faktisch geworfen sind, und versucht von hier aus, die Weise 
der Existenz aus dem Ursprung der Erfahrung zu erhellen. Bekannt ist auch, dass seine 
Untersuchung dort zu ihrem Höhepunkt gelangt, wo die primordiale Gegebenheitsweise 
der Erfahrung als eine Ambiguität von Anwesen und Abwesen herausgestellt wird. Was 
aber heißt es, in einem solcherart ambiguen Geschehen zu existieren? Zu existieren 
kann hier weder bedeuten, das Sein als die Bedingung der Möglichkeit von Erfahrung 
vorzustellen, noch, sich dem Seinsgeschehnis einfach passiv hinzugeben.

In der vorliegenden Abhandlung greife ich den Begriff der Sprache beim späten 
Heidegger auf, um dieses Verhältnis zwischen Sein und Mensch zu beleuchten. Zur 
Sprache heißt es in Aus einem Gespräch von der Sprache, sie sei “der Grundzug 
im hermeneutischen Bezug des Menschenwesens zur Zwiefalt von Anwesen und 
Anwesendem” (GA12 118). Inwiefern ist die Sprache jedoch “das Tragende” (GA12 
116) im Verhältnis zwischen Sein und Mensch? Wichtig scheint mir zunächst, die 
Dimensionen dieses differenten Verhältnisses dynamisch aufzufassen. Es sind (1) die 
Ambiguität des Seins, (2) das Zueinanderspiel zwischen den Gegenden des Gevierts 
und (3) die menschliche “Entsprechung”, die – den Abstand des Abwesens haltend – ins 
Anwesen ruft. Als Ausdruck einer Erfahrung, die das ins Anwesen einigende Vorstellen 
ständig durchbricht, besitzt die Beschreibung dieser Differenz, so meine These, intuitive 
Gültigkeit. Für den phänomenologischen Standpunkt, dem zufolge wir angesichts dieser 
Differenz faktisch existieren, müsste dies heißen, dass die Selbstverständlichkeit der 
Anwesenheit von faktischer Erfahrung durch die Erfahrung selbst gleichsam noch 
aus- oder ‘dahinsteht’. Bei diesem Dahinstehen wird keine ἐποχή im Sinne Husserls 
vollzogen; wir stoßen vielmehr auf den Grund dessen, was der sinnmäßigen Korrelation 
zwischen Akt und Gegenstand immer schon vorausgeht, auf das, was uns widerfährt 
und was das Verhältnis (gemeinsam) mit uns aufbaut – wobei die Selbstverständlichkeit 
dieses Anwesens offenbleibt. Dies ist freilich nicht jener “Sinn” der Sprache, den wir 
üblicherweise mit der Semantik verbinden. Er bildet vielmehr insofern den Grund für 
das make sense der Erfahrung, als über das Anwesen hinaus auf das abwesende Andere 
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hingewiesen wird.
Im Folgenden möchte ich anhand von Heideggers Anmerkungen zum griechischen 

Wort ἀντικείμενον zeigen, dass diese aus- oder dahinstehende Relationalität bei 
Heidegger das Wesen der Sprache ausmacht.2 Der späte Heidegger beschreibt das 
ἀντικείμενον nicht als neuzeitlichen Gegenstandsbegriff (als das Korrelat der Vorstellung), 
sondern als “das im Gegenüber Vor-liegende”, das von sich aus aufgeht (GA10 121: vgl. 
GA15 392). Er bringt es etwa mit der “Begegnung” mit den “Göttern” (GA10 121) oder 
mit der “φύσις” (GA15 392) in Verbindung. Aristoteles bezeichnete das ἀντικείμενον 
als die in einen korrelativen Bezug gesetzte Sache, wie die Umgebung für die Seele,3 
ordnete es jedoch einem beständigen Substrat unter. Heideggers Kritik der beständigen 
Anwesenheit in der Metaphysik zufolge müsste die ereignishafte Erfahrung eher in 
einem ontologisch unentschiedenen Verhältnis liegen, auf das hin das Seiende allererst als 
ein solches erfahren wird. Ich möchte dieses Verhältnis “Objektivität” nennen und die 
Ansicht vertreten, dass diese als das Medium für den Bezug zwischen Sein und Mensch 
fungiert. Damit spreche ich dem Kern der Spätphilosophie Heideggers eine gewisse 
Affinität zur abendländischen Metaphysik zu. Einen Anknüpfungspunkt dafür finde ich 
darin, dass Heidegger Kants Begriff der “Position” (der Gesetztheit des Objekts) als 

“das Verhältnis” der transzendentalen Apperzeption interpretiert (GA9 468f.) und die 
Apperzeption als den “λόγος” betrachtet, der den Ort des Seins versammelt (GA9 462). 
Im Folgenden beschränke ich mich jedoch auf eine sprachphilosophische Interpretation 
Heideggers, welche die Begründung für unumgänglich erachtet. Von hier aus werde ich 
zunächst die Ambiguität des Seins (1. Abschnitt) behandeln, dann das Geviert und das 
Ding (2. Abschnitt) und abschließend die menschliche Entsprechung (3. Abschnitt).

1  Das Wort als Medium für die Ambiguität des Seins und seine Phänomenalität
Der späte Heidegger legt großen Nachdruck auf den sich der transzendentalen 

Untersuchung entziehenden Charakter des Seins (GA9 193f. ) ,  während der 
transzendentale Horizont in seinem frühen Denken als Sinn des Seins überhaupt 
thematisiert wurde. In Sein und Zeit (1927) wird die Struktur des bei der Offenheit des 
Phänomens (als der Quelle jeder Erfahrung) existierenden Daseins analysiert und seine 

“Weltbildung” zum Thema gemacht, um das faktische Vorhandensein des “Seienden 
im Ganzen” in seiner Wesensverfassung – d. h. “das Seiende als solches im Ganzen” – 
offenbar zu machen (vgl. GA29/30 507). In Heideggers Spätphilosophie wird dagegen die 
ursprüngliche Selbstverständlichkeit, das Phänomen, auf dem Selbst und Welt jeweilig 
gründen, ‘wese’ mit irgendeiner Ordnung ‘an’, in Frage gestellt, so dass das Anwesen 
nun ab-gründig und in seiner Ambiguität unauflöslich mit dem Abwesen verbunden 
erscheint (vgl. GA5 350).

Diese Ambiguität lässt sich konkret als “Schmerz” beschreiben. In Die Sprache (1950) 
heißt es: “Der Schmerz reißt zwar auseinander, er scheidet, jedoch so, daß er zugleich 
alles auf sich zieht, in sich versammelt. […] Der Schmerz ist das Fügende im scheidend-



（15）Objektivität als Medium der Erfahrung bei Heidegger

sammelnden Reißen” (GA12 24). “Versammeln” meint hier, “den Unterschied” von “Ding” 
und “Welt” – von Seiendem und dem Ort seines Geschehens – zusammenzuschließen 
(GA12 22). Mit anderen Worten: Es ist nun die einigende Bewegtheit des Phänomens, auf 
dem Selbst und Welt jeweils gründen. Demgegenüber bezeichnet das Verb “scheiden” 
eine Trennung von “Ding” und “Welt” (GA12 21f.), das heißt eine die Einigung brechende 
Bewegtheit des Phänomens. Damit beschreibt Heidegger die schmerzvolle Unruhe, dass 
die Einigung des Phänomens ins Anwesen als ein verlässlicher Boden für das Selbst und 
die Welt vernichtet wird. Gerade dieser Schmerz lässt uns jedoch die Ambiguität des 
faktischen Aufgangs von Selbst und Welt als solche erfahren.

Noch präziser wird diese Ambiguität beschrieben, wo Heidegger “den Schmerz” 
mit der Sprache in Verbindung bringt: “Wenn der Unter-Schied Welt und Dinge in 
die Einfalt des Schmerzes der Innigkeit versammelt, heißt er die Zwei in ihr Wesen 
kommen. […] Die Sprache spricht, indem das Geheiß des Unter-Schieds Welt und Dinge 
in die Einfalt ihrer Innigkeit ruft” (GA12 27; Hervorh. Y. K.). Dasselbe lässt sich auch im 
Blick auf das “Wort” formulieren: “Das Wort hebt an zu leuchten als die Versammlung, 
die Anwesendes erst in sein Anwesen bringt” (GA12 224).

Die Ambiguität des Seins in ihrem auf etwas Abwesendes weisenden Geschehen stimmt 
also mit der Sprache insofern überein, als das Wort faktisch in die Einigung versammelt, 
jedoch zugleich auf ein Abwesen hinausdeutet, welches diese Einigung durchbricht.4 

In Die Sage (1942) erläutert Heidegger das “Be-deuten” des Wortes sowohl mit dem 
Ausdruck “in Winken angehen”, d. h. ins Anwesen holen, als auch mit der Fügung 

“geleiten in den Hehl”, d. h. ins Abwesen entziehen lassen, wobei dieses “Be-deuten” 
den “Sagenden” – den Menschen – in das entsprechende Verhältnis zwischen Sein und 
Mensch fügen soll (GA74 43). Auch in Der Weg zur Sprache (1959) wird “das Zeigen” der 

“Sage” als dasjenige genannt, das “Anwesendes erscheinen, Abwesendes entscheinen 
läßt” (GA12 246). Die Ambiguität des Seins nimmt also im Medium des “Wortes” Gestalt 
an, so dass Heidegger in einer berühmt gewordenen Formulierung schreiben kann: “Das 
Sein von jeglichem, was ist, wohnt im Wort. Daher gilt der Satz: Die Sprache ist das 
Haus des Seins” (GA12 156, Hervorh. Y. K.; vgl. GA12 255).5

Nun stellt sich die Frage, ob dem “Wort” als Medium eine eigene Phänomenalität 
zugesprochen wird, die es vom “Schmerz” unterscheidet. In den Manuskripten der 
1930er Jahre sind Ansätze dazu zu erkennen, etwa wenn es heißt: “Das »Stehen« 
des Anfangs besagt, daß dieser als ereignishafter im lichtend-verbergenden Wesen 
(Abschied) »ruht« und »beständig« ist, ohne daß diese »Beständigkeit« im Sinne einer 
bloßen Dauer des bloßen Anwesens von etwas gedacht werden dürfte” (GA74 85). Da 
dieses beständige “Stehen” zugleich das (dem „Anfang“ Gestalt gebende) “Zeichen” 
charakterisiert (GA74 85), müssten sich Termini wie “stehen”, “ruhen” und “beständig” 
als phänomenale Charaktere des “Zeichens” und “Wortes” verstehen lassen. Wichtig 
ist hier, dass Heidegger diese “Beständigkeit” des “Wortes” vom “bloßen Anwesen” 
ausdrücklich unterscheidet. Da das “Wort” den Kern der Offenheit des Phänomens 
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bildet, muss es von uns “beständig” vorausgesetzt werden. Damit ist jedoch nicht die 
“Beständigkeit” der Versammlung der Offenheit ins Anwesen gemeint, sondern die 
“Beständigkeit” eines focus imaginarius, um den herum die im “Schmerz” erfahrene 
Dynamik der Offenheit allererst als Ambiguität vernommen wird. Das “Wort” selbst ist 
nämlich nicht das substanzielle Moment der Erfahrung, da es nur insofern vorausgesetzt 
wird, als wir das eigene Geworfensein in die Ambiguität des Seins vernehmen. Und doch 
tritt der Mensch als der “Sagende”, wie es im obigen Zitat heißt, erst durch das “Be-
deuten” des “Wortes” in das entsprechende Verhältnis zum Sein, welches es ermöglicht, 
die Offenheit des Phänomens zu wiederholen. Es wird also im “Wort” als Sein die (wie 
ich es nenne) Objektivität, d. h. der an sich ontologisch offene Bezug des Seins zum 
Menschen aufgedeckt.

2  Das Ding als gebärdendes Medium der Welt und seine Phänomenalität
Welche Konsequenzen hat nun die Auffassung von der Offenheit des Phänomens 

als einer Offenheit des “Wortes” für die Art und Weise, wie sich uns das Seiende 
zeigt? Der späte Heidegger bezeichnet den aus der Ambiguität des Seins erfahrenen 
Zusammenhang des Seienden als “Welt” oder “Geviert”, das einzelne Seiende dagegen 
als “Ding” (vgl. GA12 177).6 Dass die Sprache diesbezüglich von fundamentaler Relevanz 
ist, macht Heidegger immer wieder unmissverständlich klar. So heißt es über die “Welt”: 

“Sie [die Sprache] verhält, unterhält, reicht und bereichert das Gegen-einander-über der 
Weltgegenden […]” (GA12 203). Und über das “Ding” wird gesagt, das “Wort” halte “das 
Ding ins Sein”, was in Heideggers Deutung von Georges Vers “Kein Ding sei wo das 
wort gebricht” eine Entsprechung findet (GA12 166). Es gilt also zu klären, wie das “Ding” 
in der vom “Wort” bestimmten “Welt” erfahren wird .

Zunächst ist zu untersuchen, inwiefern das “Wort” die Erfahrung des Seienden 
zwiefach –als “Welt” und als “Ding” – artikuliert. Heidegger schreibt: „Dann schenkt 
erst das Seyn dem Seienden dies, daß es [das Seiende] erscheinend sich lichtend deutet 
auf Anderes und sich selbst. Dann beschenkt das Seyn erst das Seiende mit dieser 
Möglichkeit, eine Bedeutung zu haben” (GA74 121f, Hervorh. Y. K.). Er behauptet also, 
das Seiende könne allererst durch das “Seyn” eine Bedeutung haben (vgl. auch GA74 72). 
Diese auf den ersten Blick merkwürdige These ließe sich dadurch begründen, dass das 
in der Ambiguität des Seins sich zeigende Seiende sich nicht in seinem eigenen Anwesen 
einschließt, sondern auf etwas Anderes verweist. Mit anderen Worten muss das Sein, 
das in sich das Abwesen enthält, es dem Seienden ermöglichen, über sich hinausgehend 
mit etwas ein Verhältnis einzugehen und in diesem reflexiv wieder auf sich zu 
verweisen. Und erst, wo es zu einem solchen Verhältnis des Seienden kommt, wird 
eine Grundverfassung des Gesagten – des einzelnen Seienden und seines umfassenden 
Zusammenhangs bzw. das Schema von “Ding” und “Welt” – möglich. Denn für dessen 
Beständigkeit ist es nötig, dass das “Ding” auf irgendein anderes “Ding” verweisen kann 
und dass die “Welt” die Möglichkeit der Verweisung voraussetzt, die das Netz ihres 
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Zusammenhangs webt und flicht.
Insofern der Verweisungszusammenhang des Seienden von der Ambiguität des 

Seins getragen ist, weist er einen anderen Charakter auf als die in Sein und Zeit 
beschriebene “Bedeutsamkeit”. Denn der Begriff der Bedeutsamkeit setzte “das 
Worum-willen” – d. h. das Seinkönnen des Daseins – als die apriorische strukturelle 
Bedingung der Vernetzung des Zuhandenen voraus (vgl. GA2 113), während der durch 
die Ambiguität des Seins getragene Verweisungszusammenhang die Annahme einer 
ihn einigenden transzendentalen Bedingung verbietet. Worauf es hier ankommt, ist das 
verweisende Verhältnis selbst, in dem sich das Seiende, ohne die Einigung zu fixieren, 
über sich hinaus mit etwas anderem erneuernd versammelt und diese Versammlung 
gleichzeitig erneuernd gebrochen wird. Die Gegenden der “Welt” bzw. des “Gevierts” 
stellen diese ständige Verwandlung des Verweisungszusammenhangs insofern dar, als 
sie die Spannung zwischen Formung und Auflösung der Verhältnisse beschreiben. Der 

“Himmel” ist danach die spontane Formung der geschichtlichen “Bahn” des Menschen 
sowie der Natur, die wiederum nur “empfangen” werden kann (vgl. GA7 152). Die “Erde” 
ist dagegen “das Verschlossene” in dem Sinne, dass sie im Kontext der “Geschichte” 
gewissermaßen aufgelöst wird (vgl. GA16 325).7

Die Erfahrung des “Dings” lässt sich nun auf diese primordial gegebene Bewegung im 
weitesten Sinne zurückführen. In Sein und Zeit konnte die Bewegung des Seienden nur 
auf dem Grunde des “Seinkönnens” des es gebrauchenden oder betrachtenden Daseins 
verstanden werden (vgl. GA2 479). Auch in der metaphysischen Phase, in der die 

“Natur” als “das Seiende im Ganzen” im Blick stand (GA26 199), musste die Bewegung 
auf “das Sein des Seienden als solchen im Ganzen”, welches Heidegger hier mit 

“οὐσία” gleichsetzt (GA9 299), gegründet werden. Wenn aber der einigende Grund dem 
Spielraum der Bewegung entnommen wird, bleibt dem “Ding” nur die Bewegung des 
‘ins Anwesen gelangen’ und ‘ins Abwesen entgleiten’. Durch diese Bewegung formt 
es stets neu das Verhältnis zu den anderen “Dingen” und gebärdet damit die “Welt” als 
einen sich wandelnden Verweisungszusammenhang. Zu diesem “Gebärden” heißt es in 
Die Sprache, dass “die Dinge Welt gebärden” (GA12 21), und in Aus einem Gespräch von 
der Sprache schreibt Heidegger, die “Gebärde” der Hand im japanischen No-Spiel stelle 
die ontologische “Leere” der Bühne dar (GA12 102f.; vgl. auch GA79 10f.).

Wenn jedoch das sich bewegende “Ding” uns als ein solches begegnen soll, muss 
es über Objektivität verfügen. Denn über die die Ambiguität des Seins verkörpernde 
Bewegung des “Dings” lässt sich keine Aussage machen wie “sie (die Ambiguität 
selbst) ist anwesend”. Das Ding“ kann somit nur durch den focus imaginarius zwischen 
Anwesen und Abwesen – durch die Objektivität des “Wortes” – als ein Ding vernommen 
werden. Und ganz so heißt es bei Heidegger an einer Stelle auch, dass wir “im 
ungegenständlichen Wort” “überhaupt Seiendes vernehmen” und dass uns “im Wort”

“das Seiende erst als dieses entgegenkommt.” (GA74 72; Hervorh. Y. K.). Im Kern einer 
solchen Dingerfahrung liegt somit das “Entgegen” des “Dings” zum Menschen – seine 
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Anwesenheit bleibt dahingestellt. Und dieses eigentümliche Verhältnis des “Entgegen” 
erlaubt es uns nun, Heideggers Interpretation von ἀντικείμενον zu beleuchten. In einer 
Vorlesung vom SS1931 beschreibt er ἀντικείμενον als “Entgegenliegendes” (GA33 127; 
Hervorh. Y. K.). Diese wörtliche Übersetzung entspricht jedoch der Definition der ersten 
der drei Stufen der menschlichen “Weltbildung”, nämlich dem “Sichentgegenhalten von 
Verbindlichkeit” des Seienden (GA29/30 492; Hervorh. Y. K.). Hieraus wird ersichtlich, 
dass das Verhältnis des “Entgegen” des Seienden, das eine Frucht seiner ‚Objektivität‘ 
ist, als seine ursprüngliche Verbindlichkeit wirkt und damit auch den Anhaltspunkt für 
die Transzendenz des Daseins bildet.

3  Der Mensch als Zeichen und das Explizieren im Gespräch
Zum Schluss möchte ich einige Überlegungen dazu anstellen, wie die menschliche 

“Entsprechung” zu verstehen ist, wenn sich die von ihr zu wiederholende Offenheit 
des Phänomens wie oben charakterisieren lässt. Es handelt sich dabei selbst um ein 
ambigues Verhalten, das die den Menschen gründende Ambiguität des Seins wiederholt. 
In Die Sprache heißt es beispielsweise im Blick auf “das Rufen”: “Das Rufen ruft […] hin 
und her; her: ins Anwesen; hin: ins Abwesen” (GA12 18). Es soll ein “Kommen-Heißen” 
von “Ding und Welt” sein (GA12 28).

Die Art und Weise, wie sich der “Entsprechende” selbst erscheint, zeigt sich in dem 
Ausdruck “das »Stehen« des Menschenwesens” (GA74 85). Er folgt auf die im ersten 
Abschnitt zitierte Stelle, an der die Objektivität des “Wortes” als “das »Stehen«” 
charakterisiert wird. Auf der Grundlage der bisherigen Überlegungen ist daher 
anzunehmen, dass hier auch dem Menschen, der “dem »Stehen«” des Seins “entspricht” 
(ebd.), Objektivität zugeschrieben wird. Eine solche Auffassung der menschlichen 
Entsprechung ließe sich dadurch begründen, dass diese, wie gesagt, selbst ein ambigues 
Verhalten ist, das – den Abstand haltend – ins Anwesen ruft. Mit anderen Worten hat 
die Entsprechung selbst dieses ambigue Verhältnis zu der zu wiederholenden Sache, 
wobei auch dieses Verhältnis wiederum nur als ein focus imaginarius vernommen wird, 
ganz so, wie es beim “Wort” und “Ding” der Fall ist. Eben deshalb ist es nicht grundlos, 
wenn Heidegger – Hölderlins Vers “Ein Zeichen sind wir, deutungslos” zitierend – 
festhält: “Auf dem Zug in das Sichentziehende gezogen, ist der Mensch ein Zeichen” (GA7 
135, Heideggers Hervorh.).

Diese Definition des “Zeichens” führt weiter zu der Auffassung des Menschen als 
eines “Gesprächs”. In Aus einem Gespräch von der Sprache heißt es, das “Entsprechen” 
könnte “nur ein Gespräch sein” (GA12 143). An einer anderen Stelle wird behauptet, 

“das Gespräch – im eigentlichen Sinne” spreche “aus dem Spruch des Seyns” (GA74 105). 
Diese Aussagen ließen sich wie folgt interpretieren: Zunächst kommt es dem Menschen 
als “Zeichen” darauf an, Erfahrungen nicht in seiner eigenen Anwesenheit festzumachen, 
sondern über sich selbst hinaus die Möglichkeit ihrer Widerfahrnis anzuzeigen. Und 
da Erfahrung immer Erfahrung für jemanden ist, impliziert das Sein des “Zeichens” 
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weiterhin die Verweisung auf Andere, die ebenfalls der von ihm angezeigten Erfahrung 
ausgesetzt sein könnten. Dabei ist es auch möglich, dass uns selbst von Anderen die 
Erfahrung angezeigt wird. Der Mensch als “Zeichen” lebt somit das eigentümliche 
Verhältnis des Miteinander – “das Gespräch” –, in dem die zu wiederholende Sache 
für die (über die eigene Anwesenheit hinausgehenden) Anderen nicht nur einseitig 

“vorbereitet” (GA14 63) wird, sondern gemeinsam.8 Die Vorbereitung der über das 
Selbst hinausgehenden Erfahrung verlangt jedoch darüber hinaus ein Medium, welches 
über das eigene Leben und den eigenen Tod hinaus jemanden erreichen kann. In Die 
Sprache nennt Heidegger dieses Medium “Gesprochenes” und bestimmt es als “das 
Wesen” des “Sprechens” (GA12 13f.), wobei dieses sowohl lautlich als auch schriftlich 
erfolgen kann (vgl. GA12 144). Die Wiederholung für den Menschen als “Zeichen” würde 
dann bedeuten, dass dieser selbst von den Anderen als in die Spur des “Gesprochenen” 
verschwindend gedeutet wird und seinerseits die Spur der Anderen aufnimmt und 
deutet .

Der Mensch stellt also die Verwurzelung im Grunde seines eigenen Lebens wieder 
her, indem er “das Gespräch” fortsetzt. Dabei geht es nicht darum, dass die Sprechenden 
eine gemeinsame Welt in selbstverständlicher Anwesenheit in Besitz nehmen. Sie 
vertrauen einander vielmehr über die eigene Existenz hinaus das Seinsgeschehnis an, 
um auf der sich ständig erneuernden Welt (die daher keinem gehört) stehen zu können. 
Daraus ergibt sich jedoch die Frage, ob es für die Sprechenden überhaupt möglich ist, 
durch das “Gespräch” eine gemeinsame Welt zu entdecken. Im Blick darauf deutet 
Heidegger in Der Satz vom Grund das “λόγον διδόναι” nicht als “den Grund angeben”, 
sondern als “etwas Anwesendes in seinem so und so Anwesen und Vorliegen darbieten, 
nämlich dem versammelnden Vernehmen” (GA10 162). Er betrachtet das Gespräch somit 
in erster Linie nicht als ein Begründen durch Angabe gemeinsamer Gründe, sondern als 

“die Vorbereitung” des Geschehens der Sache für den Anderen. Das Verhältnis dieser 
beiden Aspekte lässt sich durch die gegenwärtige sprachphilosophische Heidegger-
Interpretation erhellen. Brandom (2002) besteht in Sein und Zeit in Bezug auf “die 
Rede” darauf, dass diese durchaus explizit gemacht und ihre Richtigkeit ausdrücklich 
beurteilt werden könne, auch wenn sie zunächst nur implizit geführt werde.9 Ja, ohne 
diese Möglichkeit kann das Dasein nach Brandom kein In-der-Welt-sein sein.10 Damit 
kritisiert er die Annahme von Hubert Dreyfus, der vorrepräsentative Umgang gehe 
der Objektivierung durch eine Aussage wie ein pound cake voran.11 Ich schließe mich 
dieser Kritik an, da das Dasein das Anwesen eines “Raums der Gründe” ausdrücklich 
thematisieren können muss, um sich im Gegensatz zum Tier als ein In-der-Welt-sein 
zu erfahren. Jedoch muss dieses Explizieren einer gemeinen Grundlage von Wahrheit 
seinerseits “das Gespräch” im Sinne Heideggers voraussetzen. Denn auch wenn dieses 

“Gespräch” das Anwesen der gemeinsamen Welt nicht voraussetzt und deshalb 
nie “Begründung” wird (vgl. GA12 220), kann es die Sprechenden allererst darauf 

“vorbereiten”, dass das Anwesen der Welt in seiner Fragwürdigkeit erscheint. Im an sich 
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ab-gründigen “Gespräch” eröffnen die Sprechenden einander also erst den Spielraum, in 
dem “die Begründung” überhaupt sinnvoll vorgenommen werden kann.

Schluss
Im vorliegenden Beitrag wurde gezeigt, dass das hinsichtlich seines Anwesens 

‘dahinstehende’ Verhältnis zwischen Sein, Welt und Mensch bei Heidegger das Wesen 
der Sprache ausmacht. Dieses Verhältnis nannten wir “Objektivität” und wiesen auf, 
dass diese als das Medium der Erfahrung fungiert, ohne welche es das entsprechende 
Verhältnis zwischen Sein und Mensch nicht gäbe. Damit ließ sich zugleich die 
Bestimmung des “Wortes” als “das Verhältnis, das jeweils in sich das Ding so einbehält, 
daß es ein Ding «ist»” (GA12 159) ans Licht bringen.

Die theoretische Bedeutung unserer Betrachtung liegt erstens in der Bereitstellung 
eines Fundaments für die konsequente Beschreibung dessen, “wie es ist, in der Offenheit 
des Phänomens zu existieren”. Wir sind als Existierende in der Lage, die Ambiguität als 
solche zu übernehmen, ohne dabei das “Anwesen” und das “Abwesen” zu hypostasieren 
und voneinander zu trennen. Zweitens lässt sich vom Standpunkt einer so bestimmten 

“Objektivität” aus Heideggers Seinsgeschichte rekonstruieren. Wie einleitend erwähnt, 
wird Objektivität in der abendländischen Metaphysik dem beständig anwesenden 
Subjekt untergeordnet, wenngleich nach der Ordnung der Erfahrung das ontologisch 
unbestimmte Verhältnis vorangehen muss.

Praktisch haben wir das eigentliche Miteinandersein auf seinen Ursprung 
zurückgeführt, dorthin, wo die Einzelnen einander den Ort der Existenz vorbereiten. Mit 
Blick auf die von Heidegger besprochene Gemeinschaft wird bislang vor allem kritisiert, 
sie ließe sich nicht von der Bestimmtheit eines selbstmächtigen Subjekts trennen und 
schließe nicht derart subjektzentrierte Lebensformen aus bzw. marginalisiere sie. 
Heideggers Begriff des “Gesprächs” – so möchte ich entgegenhalten – stellt jedoch 
ein nachgiebiges und wandelbares Mitsein dar und ein Medium, in dem wir, vor aller 
Festmachung metaphysischer Grenzen, nur für eine Weile das stetig sich ereignende 
Niemandsland aufbewahren und es erneut den Anderen anvertrauen. Hiermit ist eine 
Einsicht in die Gemeinschaft gegeben, in der wir, durch die Differenz getrennt, einander 
den Ort des Lebens überlassen, um unsere eigene Existenz wahrhaft zu erfüllen.
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Offenheit der Verwandlung voraussetze (vgl. GA77 57).
9 Brandom, Robert. Tales of Mighty Dead, Harvard Uni. Pr. Cambridge. 2002. p.81.
10 Brandom, Robert. “Responses to Pippin, Macbeth and Haugeland” in European Journal of 
Philosophy, 13(3), 2005. p.441.
11 Brandom, Robert. Tales of Mighty Dead, Harvard Uni. Pr. Cambridge. 2002. p.80f.
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In opposition to the standard accounts in modern philosophy of mind, the perceptual 
accounts of knowledge of other minds hold that we can sometimes perceive another 
person’s mental states in her bodily actions, gestures or facial expressions (e.g. Cassam 
2007, Gallagher 2001, 2005, 2012a, Ratcliffe 2007). I will call such mental episodes other-
perception where we directly experience the other in a particular mental state in seeing 
his or her bodily behavior.

The experience of other-perception presents us not only with the other’s mental states, 
but also with the very presence of the other agent, subject, mind, self, consciousness or 
person in or with its body. How is it possible, however, to feel the presence of the other 
experiential agent simply by seeing its bodily behavior?

One thing we can immediately note is that we must be aware of both the difference 
and the sameness of our own body and the other body to have this feeling. Without 
the awareness of the difference between them, on the one hand, the other body would 
present itself as another body of our own; hence, we would fail to experience the 
presence of the other agent. Without the awareness of the sameness between them, on 
the other hand, the other body would not present itself as involving an agent just as our 
own body involves ourselves as its agent; so again, we would fail to feel the presence of 
the other agent in its body.1

I will not attempt in the following to elucidate both these aspects of other-perception. 
Rather, I will only try to clarify what it means to experience the sameness between our 
own body and the other body therein.

To this end, I will first introduce an argument that seems to show the impossibility 
of experiencing our own body and the other body as of the same kind in other-
perception, and so of perceiving the other body as the other’s body. This will help us 
understand what needs to be explained to understand the possibility of having this 
sort of experience (Section 1). After that, I will demonstrate the possibility of feeling 
the sameness between our own body and the other body by drawing on the French 
phenomenologist Maurice Merleau-Ponty’s phenomenological analysis in his essay “The 
philosopher and his shadow (Le philosophe et son ombre)” (Merleau-Ponty 1960) (Section 
2&3).

Finally, I will outline the implications of this view in regards to the relation between 
two modes of interpersonal relationships, second-person interaction and third-person 
observation. The enactive approach to social cognition suggests that the second-person 
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is metaphysically prior to the third-person (De Jaegher and Di Paolo 2007); yet what 
this means has still not been fully made clear in previous scholarship. Therefore, I shall 
attempt to flesh out this enactivist suggestion by drawing on the discussion about the 
awareness of the sameness between one’s own body and the other body constitutive of 
the experience of other-perception (Section 4). 

1．The apparent impossibility of experiencing the sameness between our own body 
and the other body 
What does it mean to experience the other body as of the same kind as one’s own 

body? By way of answering this question, let us first consider the nature of bodily self-
consciousness or the way in which we are ordinarily aware of our own body.

Phenomenologists suggest that we are usually aware of our own body as subject (e.g. 
Gallagher 2012). When we are engaged in perception or action, things surrounding us 
present themselves in an “ego-centric spatial framework,” that is, as being situated in 
a particular place relative to our body. Correspondingly, we experience our body as 
implicitly referred to by the surrounding objects as the “center of reference” in relation 
to which they are presented. For example, if I reach for a mug placed on the table, I 
see it in front of me, slightly to the right, or in a reachable distance, etc., all of which are 
determinations relative to my body. To be more accurate, in different circumstances, we 
see things in relation to different parts of our body. For example, I could experience the 
same object either as located to the right of my face or as to the left of my right hand 
depending on the situation. 

To experience the other body as of the same kind as our own body, thus, we must 
be aware of it as subject or as a center of reference. However, here we face a problem: 
When we perceive the other body, we experience it as object in relation to our body 
qua center of reference. Therefore it seems we can only experience our own body as 
subject, while other things including the other body are only ever experienced as object. 
Accordingly, it seems impossible to experience in other-perception the other body as of 
the same kind as our own body. Furthermore, this implies the impossibility of perceiving 
the other body as the other’s body or of feeling the presence of the other agent in its 
body.

To illustrate, consider the actual manner in which we are aware of ourselves in 
action. The contemporary American phenomenologist Shaun Gallagher indicates that 
our bodily self-consciousness in action involves two prominent aspects, namely, the sense 
of ownership (SO) and the sense of agency (SA) (e.g. Gallagher 2005, 2012). Gallagher 
defines the sense of ownership as “the pre-reflective experience that I am the one who 
is moving or undergoing an experience,” and the sense of agency as “the pre-reflective 
experience that I am the one who is causing or generating a movement or action or 
thought process” (Gallagher 2012b, 132). When I reach for a mug, thus, I experience 
the arm reaching for the mug both as my arm (SO) and as under my control (SA). In 
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contrast, if someone grabs my arm and lifts it up, I still experience the arm as my arm 
(SO), but not the arm movement as generated under my control (no SA). This is not to 
say that, while engaged in action, we are aware of our own body as an object under our 
own control. Rather, SO and SA are aspects of bodily self-consciousness of our body as 
subject, implicitly involved in our experience of action.2

Then one might propose that we must have SO and SA for the other body to 
experience the sameness between it and our own body. However, if we had SO and SA 
for the other body, then we should experience it as our own body; on the other hand, 
if we didn’t have them for the other body, we should experience it as no one’s body – 
that is, as a mere thing. Either way, we would fail to perceive it as the other’s body, or 
as involving the other agent. In fact, this is no mere coincidence: as suggested above, 
the impossibility of perceiving the other body as the other’s body seems to be a logical 
consequence of the contrast between bodily self-consciousness of our own body as 
subject and perceptual awareness of the other body as object.

2．Phenomenology of passive touch：Perceiving the body as subject-object
Nevertheless, I claim that it is possible to perceive the other body as the other’s body. 

To demonstrate this, in this section, I will show that one assumption involved in the 
aforementioned argument is false. Here is the assumption at issue:

Exclusiveness of object-mode appearance and subject-mode appearance：We cannot 
experience the same thing at the same time as object and as subject.

I claim this is wrong because there is a way to perceive the body simultaneously 
both as object and subject. To see how this is the case, let us turn to Merleau-Ponty’s 
phenomenological analysis of interpersonal experience in his 1959 essay “The 
philosopher and his shadow” (reprinted in Signes in 1960). 

Merleau-Ponty starts his analysis of interpersonal experience with an examination of 
the experience of touching one’s left hand with one’s right hand (Merleau-Ponty 1960, 
210 [166]).3 In this experience, first, we feel our right hand as engaged in active touch 
and our left hand as its object. At our will, however, without even moving the left 
hand, we can shift our attention to feel the right hand with our left hand. This is not to 
say that the shift of attention generates a novel feeling in the left hand. Rather, it only 
makes explicit the implicit feeling of passive touch or the feeling of being touched in 
our left hand, which was already there from the beginning. Merleau-Ponty notes of this 
experience, accordingly, “the sense of touch here is diffused in the body” (1960, 210 [166]).

He continues to say, however, “that the body is a ‘sensing thing’, a ‘subject-object’” 
(ibid.). What does this mean? To understand this phrase, we must take note of the 
following two characteristics involved in the experience of passive touch: On one 
hand, in this experience, we feel our left hand as touched from a certain direction. We 
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experience the touching hand, for example, as coming from above, from the right, etc. 
Since these are directions relative to the touched hand, this means that the touching 
hand is co-presented within an ego-centric spatial framework centered upon the touched 
hand as the center of reference. On the other hand, to the extent that the touched hand 
is presented as being touched, which is a determination relative to the touching hand, 
this experience involves an implicit reference to the touching hand as another center of 
reference. In other words, since it is a feeling of being touched by something touching, 
the experience of passive touch co-presents that by which it is being touched.

In the experience of passive touch, thus, we do not simply experience the touching 
hand as object or as subject. Rather, we are aware of it as subject-object, that is, as a 
center of reference (i.e., subject) situated in an ego-centric spatial framework (i.e., object) 
centered upon the touched hand.

In addition, in the current case, we have SO and SA for the touching hand. Our feeling 
in our left hand, thus, is not simply that of being touched by a touching-hand, but that 
of being touched by our own touching-hand. Accordingly, passive touch provides an 
alternative way of experiencing our own body to the “SO and SA” framework; in other 
words, it offers the awareness that the body by which we are acted upon is our own 
body as subject.

This once again raises the question of whether it is possible to experience the other 
body as subject in the same way. In other words, can passive touch also present the 
other body as subject-object? Merleau-Ponty suggests this possibility, and hence that 
passive touch may allow us to perceive the other body as the other’s body. 

As an example of this, he indicates the experience of shaking hands with someone (1960, 
212-3 [168]). Here, we experience our own hand as grasping the other hand. We also 
experience the same hand as being grasped by the other hand, that is, an experience of 
passive grasp. Accordingly, our experience involves an implicit reference to the other 
hand as subject, and presents it as subject-object instead of merely as object. Different 
from the case of touching our own hand, however, we do not experience the other hand 
as our own hand in action. Therefore, we experience it as another instance of subject-
object other than our own body, which is to say that we perceive it as a body involving 
another agent.

Now it is clear why the assumption of exclusiveness of object-mode appearance and 
subject-mode appearance is wrong: If a body appears in the object-mode, this does not 
imply that it cannot at the same time show up in the subject-mode. In passive touch, 
on the contrary, we experience the touching body both as an object situated in an ego-
centric spatial framework centered upon the touched body and as a subject in relation to 
which the touched hand is presented as being touched. When we also have SO and SA 
for this body, then we feel it as our own touching body. When we do not, as in the case 
of shaking hands, we perceive it as the other’s touching body.

When we are in bodily contact with other people, thus, we are implicitly aware of the 
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other body as subject-object in the feeling of passive touch in our own body. Accordingly, 
Merleau-Ponty notes that in the experience of bodily contact, “he and I are like organs 
of one single intercorporeity” (1960, 213 [168]). It is the fact about this experience that 
the awareness of the other body as another subject-object is built into our own bodily 
self-consciousness that Merleau-Ponty tries to capture with the notion of intercorporeity 
(intercorporéité).

3. Beyond bodily contact
We can experience the sameness between our own body and the other body, and 

hence the presence of the other agent, in bodily contact involving passive touch. 
Furthermore, as I explain in this section, experiencing the presence of the other agent is 
not limited just to bodily contact. There are three main reasons for this.

The first reason is that passive sense experience with the same structure may occur 
in sense-modalities other than touch. For example, we experience passive vision when 
we feel being seen by someone, and passive audition when we hear being addressed by 
someone. Since they are passive senses, these experiences also present the other body 
as subject-object. At least vision and audition, thus, are able to co-present the other 
agent in its body.

The second reason is that a passive dimension is involved in all sorts of embodied 
interactions. Consider, for instance, the practice of pouring water into another person’s 
glass: I bring the jug towards the other; then, the other responds by moving her glass 
closer; when it is positioned in the right place, I start pouring, and the other keeps the 
glass still; as the water level gets higher, she suggests that it’s enough; accordingly, I 
stop pouring. As this example illustrates, in interactions, we do not decide what to do 
individually. Rather, we shape our actions in response to the other’s actions or undertake 
actions that are prompted, suggested or motivated by the other’s movements. This 
is relevant for the argument at hand, since such experiences must involve a passive 
dimension partly centered upon the other, i.e. we can only experience our own action 
as prompted, suggested or motivated in relation to someone else. The example suggests 
how we are always implicitly aware of the other as another subject while engaged in 
embodied interactions.

The third reason that bodily contact is not the only way to perceive the other agent 
is that we can also perceive the other body as subject-object in detached observation 
of the other, without actually having passive experiences. Merleau-Ponty notes of the 
experience of seeing someone else seeing something that “the ‘principal’ vision and the 

‘subordinate’ vision decentralize one another” (1960, 214 [169]). We usually see things in 
an ego-centric spatial framework centered on ourselves, but when someone else shows 
up on the scene, our visual experience (i.e., the principal vision) stops being completely 
ego-centric; we cannot but experience the other body as another center of reference 
or another subject-object seeing the environment (i.e., the subordinate vision). To draw 
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on another French phenomenologist Jean-Paul Sartre’s example, when we see a man 
seeing the lawn, we cannot but perceive the lawn as located at the end of the man’s 
gaze, that is, in relation to the man as well as ourselves (Sartre 1943, 293 [277-278]).4 In 
such cases, the perceptual experience does not actually involve a passive dimension, but 
nevertheless co-presents the other agent in the other body.

Does this mean that bodily contact is completely on a par with other ways of 
perceiving other agents? I suggest not. In fact, the experience of passive touch involved 
in bodily contact seems to be the only self-standing way to experience the other agent in 
its body.5 For the alternate ways of perceiving the other agent aside from passive touch 
cannot in themselves present both our own body and the other body as subject-object. 
Take passive vision as an example: The experience of passive vision certainly involves 
an awareness of the other body as subject-object, i.e. as a center of reference situated 
in an ego-centric spatial framework centered upon our body; however, it never presents 
our body as subject-object in this sense, since we can never be seen by ourselves. With 
vision alone, thus, we would only ever be aware of our body as the center of reference 
or as subject. Accordingly, passive vision in itself does not provide us with a way to 
experience the sameness between our own body and the other body, and hence the 
presence of the other agent in the latter.

Why are we then aware of the other agent in passive vision? What makes us feel 
the other body to be something of the same general kind as our own body? It could 
be because, here, we are aware of the other body not only as an actual subject-object 
constitutive of passive vision, but also as a potential subject-object of passive touch 
– that is, as something by which we can be touched. In passive vision, then, we are 
equally aware of the other body and our own body as potential subject-objects of passive 
touch. In this view, our experience of the other agent in passive vision, passive audition, 
embodied interaction, and detached perception presupposes the experience of the other 
in passive touch, but the opposite does not hold. Therefore, in this sense, bodily contact 
with passive touch constitutes the most basic way of perceiving the other agent in the 
other body.6

4. The primacy of second-person interaction
Theorists in favor of perceptual accounts of social cognition advocate a distinction 

between second-person and third-person modes of interpersonal relationships (e.g. 
Gallagher 2001, 2012a, Ratcliffe 2007). Roughly speaking, the second-person is interactive, 
while the third-person is observational. When we are engaged in a bodily interaction 
with someone, our relationship with her is second-personal; When we simply see 
someone do something, the relationship is third-personal. 

The relation between these two modes of interpersonal relationships, however, 
remains unclear. Are they simply two independent ways of relating to other people? 
Alternatively, is either of them in any sense more fundamental than the other? In this 
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regard, the views discussed so far imply an argument for the metaphysical primacy of 
the second-person in a sense suggested by the “enactive approach to social cognition” (De 
Jaegher and Di Paolo 2007).

The metaphysical issue is whether one of the two forms of interpersonal relations 
is constitutive of the other – that is, whether third-person observation is a constitutive 
element of second-person interaction or the other way round. In other words, the 
question is whether either of them is dependent on the other’s existence not simply by 
accident but by necessity.7 

In most standard accounts, the third-person is more basic than the second-person. 
Second-person interaction consists of a series of third-person understandings and 
individual actions: If two or more agents undertake third-person observations and 
individual actions in turns, the whole exchange constitutes a second-person interaction. 
Third-person observation is, accordingly, constitutive of and metaphysically prior to 
second-person interaction.

According to the enactive approach to social cognition, however, the metaphysical 
order should be turned around. Thus, De Jaegher and Di Paolo suggest that third-person 
understanding derives from second-person interaction: 

[W]e have turned the traditional approaches on their head and instead of going from 
third-personal situations into the interactions, we take the opposite route. (…) [A]n 
observer of a social phenomenon, even though he can be a passive bystander as it 
were, is qua sense-maker always in some way, even minimally, engaged with the 
other whose behavior he is observing. (De Jaegher and Di Paolo 2007, 503)

In the enactive view, thus, third-person observation involves second-person interaction 
in its constitution, if only minimally. Third-person observation is hardly metaphysically 
independent, let alone constitutive, of second-person interaction.

One problem with this enactivist proposal is that the nature of the minimal 
engagement allegedly constitutive of third-person observation remains unclear. In 
particular, how can something be a case of detached observation and at the same time 
involve engagements or interactions with the other, if only minimally? De Jaegher and 
Di Paolo simply insist on this as a consequence of the enactive approach, but what does 
it exactly mean? 

The view developed in this paper concerning the passive dimension of other-
perception implies an answer to this question. As we saw in the last section, we 
can perceive the other as subject in third-person observation, such as when we see 
someone seeing the lawn. This experience, however, does not actually involve a passive 
dimension. Why do we nevertheless perceive the other body as subject-object? Why are 
we aware of the other seeing the lawn? If it is the passive dimension of other-perception 
that allows us to experience the other agent in its body, then it must be because we 
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are aware that the perceived body is a potential constituent of passive experiences. In 
other words, it must be because we are implicitly aware that we might be touched, 
seen, addressed, acted upon, etc., by the other body that we see it as subject-object even 
when we are not actually touched, seen, addressed, or acted upon by it. When we stand 
in a third-person relation to another, in short, we don’t have an actual passive experience 
involving the other, and this is why this is a detached stance. Nevertheless, we do have 
an implicit, anticipatory awareness of potential passive experience that we could have 
passive experiences centered upon the other body as subject-object, and this is why 
third-person observation still involves an awareness of the other agent.

As an illustration, suppose I’m watching from inside a café a stranger doing something 
on the street. The stranger is not aware of me, so I don’t feel that I’m seen by her. After 
a while, however, she turns her head in my direction. I feel embarrassed, shift my gaze 
from her barely before she sees me seeing her, and pretend that I haven’t ever paid any 
attention to her. Here, I could prevent from being seen by her before she actually caught 
me only because I was well aware in advance of the possibility that I could be seen by 
her. Were I not aware of this possibility, I would have been surprised if she turned back, 
caught me with her eyes, and I then suddenly had the feeling of being seen by her. In 
that case, this would be the moment I find out that the perceived body involves another 
agent. This shows how the anticipatory awareness of potential passive experience 
constitutes the awareness of the other agent in third-person observation.8

We can think of this anticipatory awareness of potential passive experience centered 
on the other as the minimal engagement allegedly always involved in third-person 
observation. Indeed, this does not constitute an interaction as such. To the extent that 
it is an awareness that we might be motivated to do something (e.g. turn our gaze 
away) in response to the other’s moves, however, it may count as a minimal awareness 
of the other as an interacting partner. In this sense, we may consider the anticipatory 
awareness of potential passive experience a minimal form of engagement or second-
person interaction with the other.

This explains why second-person interaction is metaphysically prior to third-person 
observation. Without the awareness that the perceived body may potentially constitute a 
passive experience on our part, there would be no ground for experiencing it as subject-
object. For third-person observation to properly concern other agents, and thus count as 
a form of interpersonal relationship at all, therefore, it must involve in its constitution a 
minimal form of second-person interaction.

5. Conclusion
I have explored the possibility of perceiving the other agent in its body, and 

considered the implication of this exploration for the relation between second-person 
and third-person modes of interpersonal relationships. Given the contrast between bodily 
self-consciousness as subject and perceptual awareness of the other body as object, it 
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seems logically impossible to experience the presence of the other agent in perception. I 
claimed, however, that we can resolve this logical problem by taking note of the passive 
dimension of other-perception: The passive dimension of other-perception allows us to 
perceive the other body as involving the other agent, just as we are involved in our 
body, by presenting it as subject-object. This account enables us to see how third-person 
observation must involve second-person interaction in its constitution, if only minimally, 
to be a mode of interpersonal relationship at all.

This proposal implies that it is possible to know the existence of other agent in 
perception. The experience of other-perception, however, does not necessarily make us 
believe in the reality of the other agent. For example, we might experience a genuine 
feeling of being touched by a branch, but this experience does not necessarily make 
us believe that the tree embodies an agent. Something more is needed to experience 
the other agent in reality. One speculation would be that the ‘something more’ resides 
in the temporal dimension of other-perception: To experience the other body as really 
involving the other agent, we must experience it as an actual or potential constituent of 
passive experience in an ongoing, continuous manner.

Another relevant topic that requires further investigation is the difference between 
other-perception and thing-perception. According to an enactive-phenomenological 
account of perception, thing-perception is a form of interaction where things call us for 
embodied explorations and we respond to such callings to transform their appearances 
(Miyahara 2014). If so, however, what makes other-perception different from thing-
perception? Here we have three theoretical options: The first option is to simply deny 
that thing-perception is a form of interaction. The second option is to accept that things 
call for embodied activities, but deny that they constitute subjects for this reason. The 
third option is to accept that even things constitute subjects, just as other people do, and 
explain their difference on other grounds.9

Notes
1 Cassam indicates a similar point and calls it the “Identity Condition” (Cassam 2007, 178-183). 
While he discusses the issue in relation to the possibility of perceiving another’s mental state, I 
suggest reinterpreting it as a condition for the possibility of perceiving the other agent to which 
specific mental states belong.
2 This does not mean that SO/SA always concerns our own body as subject. In the rubber-hand 
illusion experiment, for example, the subject mistakenly feels SO for the rubber hand, which she 
is arguably aware of as object.
3 The first number refers to the page number of the French edition of the text reprinted in 
Signes. The second number in brackets ([--]) refers to English translation by R. McCleary. The 
same goes for the following quotes from the same text.
4 The first number refers to the original French edition, and the second number in the bracket ([--]) 
to the English translation by H. E. Barnes. The same goes for the following references to the 
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same text.
5 This is where Merleau-Ponty’s and Sartre’s accounts of others diverge. In contrast to Merleau-
Ponty, Sartre regards passive vision as the basic way of experiencing others, as he writes, 

“my fundamental connection with the Other-as-subject must be able to be referred back to my 
permanent possibility of being seen by the other”(Sartre 1943, 296 [280]).
6 This suggests that anyone completely lacking the ability to undergo the experience of passive 
touch would be unable to experience the presence of the other agent (at least in the same 
way that normal people can). This could be (with due sophistication) an empirically verifiable 
hypothesis.
7 I intend this only to be an approximate account of the metaphysical dependence relation. I 
leave the task of identifying its precise nature to the metaphysicians.
8 The example also suggests that we experience this anticipatory awareness emotionally, rather 
than cognitively. While observing the stranger’s action, I’m not aware as such of the possibility 
that she generate passive experiences on my part. Rather, the anticipation is embedded in the 
experience in emotional terms, for example, as a fear or thrill that she might look back on me.
9 This work was supported by a Grant-in-Aids for JSPS fellows. I also thank Justin Aukema for 
his help regarding the English language.
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に
場
所
を
譲
っ
て
あ
げ
る
こ
と
の
ど
ち
ら
が
よ
り

優
先
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
い
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
本
書
は
、
ま
さ
に
こ
の
問
い
の
核
心
に
あ
る
「
場
所
」
と
い
う
概

念
を
軸
に
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
思
想
を
読
み
解
こ
う
と
し
た
意
欲
的
な
書
物
で
あ

る
。
四
百
頁
に
近
い
本
書
の
全
体
を
要
約
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ

る
た
め
、
こ
こ
で
は
中
心
的
な
主
題
に
絞
っ
て
本
書
の
議
論
を
ま
と
め
、
本
書
が

提
起
し
て
い
る
問
題
を
考
え
る
機
縁
と
し
た
い
（
以
下
、
括
弧
内
、
当
該
書
の
頁

づ
け
）。

＊
＊
＊

本
書
は
、
五
部
構
成
で
あ
り
、
第
Ⅰ
部
か
ら
第
Ⅳ
部
に
お
い
て
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

の
思
想
の
歩
み
を
「
場
所
」
と
い
う
視
点
か
ら
発
展
史
的
に
解
釈
し
、
第
Ⅴ
部

で
は
そ
の
よ
う
に
し
て
取
り
出
さ
れ
た
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
「
非
場
所
の
倫
理
」
を

イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
に
即
し
て
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
第
Ⅰ

部
で
は
主
と
し
て
一
九
三
〇
年
代
の
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
テ
ク
ス
ト
、
第
Ⅱ
部
で
は

一
九
四
〇
年
代
、
第
Ⅲ
部
で
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
第
一
の
主
著
『
全
体
性
と
無

限
』（
一
九
六
一
年
）
に
至
る
テ
ク
ス
ト
、
第
Ⅳ
部
で
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
第

二
の
主
著
『
存
在
す
る
と
は
別
の
仕
方
で
』（
一
九
七
四
年
）
に
至
る
テ
ク
ス
ト
、

第
Ｖ
部
で
は
ユ
ダ
ヤ
教
や
イ
ス
ラ
エ
ル
に
関
す
る
論
考
が
扱
わ
れ
る
。

第
Ⅰ
部
「
具
体
性
の
諸
相
」
で
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
彼
の
師
フ
ッ
サ
ー
ル
や
ハ

イ
デ
ガ
ー
か
ら
、
人
間
が
生
活
を
営
む
具
体
的
空
間
を
、
日
用
品
や
自
ら
の
活
動

可
能
性
と
結
び
つ
い
た
「
環
境
世
界
」
と
し
て
分
析
す
る
手
法
を
継
承
し
つ
つ
、

そ
う
し
た
馴
染
み
の
生
活
空
間
や
居
場
所
を
自
然
か
つ
自
明
な
も
の
と
み
な
さ
ず

に
そ
れ
ら
が
あ
る
こ
と
に
驚
く
点
（
そ
し
て
そ
こ
か
ら
離
れ
る
可
能
性
）
に
ユ
ダ

ヤ
教
の
本
質
を
見
て
取
っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
重
の
動
向

を
読
み
解
く
鍵
は
、
ナ
チ
ズ
ム
の
台
頭
が
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
突
き
つ
け
た
哲
学
的

問
題
に
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
「
ヒ
ト
ラ
ー
主
義
哲
学
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」

（
一
九
三
四
年
）
に
お
い
て
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、
身
体
や
状
況
か
ら
の
精
神

の
自
由
を
説
い
て
き
た
伝
統
的
な
考
え
に
対
し
て
、
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

（
気
を
紛
ら
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
）
身
体
的
苦
痛
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
身

体
と
の
解
消
不
可
能
な
結
び
つ
き（
繋
縛
）に
積
極
的
な
意
義
を
見
出
す
点
に
、「
ヒ

藤
岡
俊
博
『
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
と
「
場
所
」
の
倫
理
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）

小
手
川
　
正
二
郎
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ト
ラ
ー
主
義
哲
学
」
の
徹
底
性
と
危
険
性
が
あ
る
の
な
ら
、
世
界
の
内
で
特
定
の

場
所
を
占
め
る
身
体
へ
の
こ
の
繋
縛
を
、
従
来
と
は
異
な
る
仕
方
で
考
え
る
必
要

が
あ
る
か
ら
だ
。

第
Ⅱ
部
「
環
境
世
界
と
根
源
的
場
所
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
レ
ヴ
ィ
ナ

ス
が
、『
実
存
か
ら
実
存
者
へ
』（
一
九
四
七
年
）
に
結
実
す
る
諸
論
考
に
お
い
て
、

い
か
な
る
形
で
考
え
よ
う
と
し
た
か
が
辿
ら
れ
る
。『
実
存
か
ら
実
存
者
へ
』
で

は
、
主
体
を
取
り
巻
く
環
境
世
界
と
の
関
係
に
先
立
っ
て
、
身
体
が
自
ら
の
位
置

す
る
場
所
と
の
関
係
を
も
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
身
体
が
「
こ
こ
」
と
い
う
場
所

を
占
め
る
こ
と
が
、
意
識
が
成
立
す
る
条
件
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
環

境
世
界
と
の
関
係
を
含
む
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
「
そ
こ
」（D

a

）
と
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

の
い
う
「
こ
こ
」
と
を
対
比
的
に
論
じ
つ
つ
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
議
論
を
参
照
し
て

い
る
地
理
学
者
ダ
ル
デ
ル
（Eric D

ardel, 1899-1967

）
も
援
用
し
て
、
レ
ヴ
ィ

ナ
ス
の
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
手
を

加
え
ら
れ
て
形
作
ら
れ
て
き
た
自
然
や
環
境
は
、
あ
る
種
の
人
間
性
を
含
ん
で
い

る
と
す
る
ダ
ル
デ
ル
に
対
し
て
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
そ
う
し
た
自
然
や
環
境
に
先
立

つ
場
所
と
の
関
係
か
ら
出
発
す
る
こ
と
で
、「
地
理
学
的
現
実
の
う
ち
に
含
ま
れ
る

4

4

4

4

こ
と
の
な
い

4

4

4

4

4

人
間
の
他
性
を
考
察
し
よ
う
と
努
め
」
た
の
だ
（
一
一
七
頁
）。

第
Ⅲ
部
「
居
住
と
彷
徨
」
は
、
場
所
に
住
ま
う
こ
と
（「
居
住
」）
を
め
ぐ
る
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
思
想
と
の
対
比
を
通
じ
て
、『
全
体
性
と
無
限
』
の
居
住
論
を
論
じ
て

い
る
。
著
者
は
ま
ず
、『
全
体
性
と
無
限
』
に
先
立
つ
五
〇
年
代
の
テ
ク
ス
ト
群
の

分
析
か
ら
『
全
体
性
と
無
限
』
の
議
論
の
主
題
を
あ
ぶ
り
出
し
、
そ
の
第
一
の
課

題
が「
絶
対
的
に
他
な
る
も
の
」を
直
接
的
に
論
じ
る
点
に
あ
る
の
で
は
な
く
、「
こ

こ
」
と
い
う
場
所
を
占
め
る
主
体
が
自
ら
享
受
し
た
り
所
有
し
た
り
で
き
る
範
囲

（《
同
》
の
圏
域
）
を
ど
こ
ま
で
拡
張
し
う
る
の
か
を
分
析
し
、
そ
の
限
界
を
画
定

す
る
点
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
（
一
四
四
頁
）。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、
主
体

が
味
わ
う
と
共
に
絶
え
ず
そ
の
影
響
の
も
と
に
あ
る
よ
う
な
「
環
境
」（m

ilieu

）

を
、
主
体
の
方
か
ら
能
動
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
世
界
」
に
転
換
す

る
特
異
な
場
所
を
「
家
」
と
い
う
概
念
の
も
と
考
察
し
て
い
る
。
著
者
は
、
家
を

め
ぐ
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
議
論
が
、
外
か
ら
の
影
響
や
視
線
を
遮
り
、
自
分
だ
け
の

私
的
領
域
を
生
み
出
す
「
家
」
を
人
間
の
自
由
な
活
動
の
条
件
と
み
な
す
点
で
、

バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
や
ボ
ル
ノ
ー
ら
同
時
代
の
議
論
と
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
一

方
で
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
家
の
内
部
性
を
可
能
に
す
る
条
件
（
主
体
を
家
に
迎
え
入

れ
る
「
女
性
的
な
も
の
」）
を
探
求
し
、（
ボ
ル
ノ
ー
が
否
定
的
に
捉
え
た
）
こ
の

内
部
性
が
瓦
解
す
る
と
い
う
事
態
を
「
絶
対
的
に
他
な
る
も
の
」
と
の
関
係
の
発

端
と
み
な
し
て
い
る
点
に
彼
の
独
創
性
を
見
出
し
て
い
る
（
一
六
八
頁
、
一
七
二

頁
）。
そ
う
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
論
考
「
真
理
の
本
質
に
つ
い
て
」
に
お
け
る

彷
徨
を
め
ぐ
る
議
論
と
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
居
住
論
を
関
連
づ
け
つ
つ
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

が
家
に
住
ま
う
こ
と
に
、
家
か
ら
退
去
す
る
「
彷
徨
」
の
可
能
性
が
孕
ま
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
点
に
注
目
す
る
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、
場
所
の
所
有
が
個
々
人
の

「
生
活
空
間
」
の
必
要
性
と
い
う
自
然
的
な
権
利
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
だ
（
二
一
三
頁
）。

第
Ⅳ
部
「
非
場
所
の
倫
理
」
で
は
、
他
者
に
よ
る
「
歓
待
的
迎
え
入
れ
」
が
家

の
所
有
に
先
立
っ
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
『
全
体
性
と
無
限
』
の
発
想
が
後
期

の
著
作
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
通
し
の
も
と
、『
存
在
す
る
と
は
別
の
仕

方
で
』
の
「
非
場
所
」
の
議
論
が
読
解
さ
れ
る
。
著
者
は
ま
ず
、『
全
体
性
と
無

限
』
直
後
の
諸
論
考
に
、
そ
の
後
の
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
歩
み
を
示
唆
す
る
重
要
な
諸

概
念
（
痕
跡
、
近
さ
）
が
す
で
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
デ
リ
ダ
の
論

考
「
暴
力
と
形
而
上
学
」（
一
九
六
四
年
）
に
よ
っ
て
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
思
想
的
転

回
を
果
た
し
た
と
す
る
支
配
的
解
釈
を
糺
し
て
い
る
（
二
二
六
頁
）。
次
い
で
、

『
存
在
す
る
と
は
別
の
仕
方
で
』
に
お
い
て
「
非
場
所
」（non-lieu

）
と
特
徴
づ
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け
ら
れ
る
倫
理
的
主
体
の
あ
り
方
が
、
自
分
の
場
所
を
維
持
す
る
こ
と
な
く
、
他

者
（autrui
）
を
迎
え
入
れ
て
し
ま
う
（
存
在
し
た
か
ど
う
か
確
証
で
き
な
い
他

者
か
ら
の
呼
び
か
け
に
、
自
己
を
気
に
か
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
気
を
と
ら

れ
て
し
ま
う
）
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
「
世
界
全
体
を
自
己
の
（
非
）
場
所
の
う
ち

に
迎
え
入
れ
、
そ
の
重
み
を
支
え
る
こ
と
」（
二
六
四
頁
）、「
ど
こ
か
ら
訪
れ
る
の

か
分
か
ら
な
い
呼
び
声
を
自
ら
の
応
答
に
よ
っ
て
一
身
に
迎
え
入
れ
る
場
所
と
化

す
」（
二
七
七
頁
）
こ
と
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
に
定
式
化

さ
れ
た
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
「
非
場
所
の
倫
理
」
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
「
良
心

の
呼
び
声
」
の
議
論
に
近
づ
け
た
（
二
七
八
頁
）
後
で
、
ツ
ェ
ラ
ン
ら
ジ
ャ
ベ
ス

の
詩
的
モ
チ
ー
フ
、
ミ
ン
コ
ウ
ス
キ
ー
や
テ
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
精
神
病
理
学
と
の
関

連
の
も
と
で
論
じ
直
す
こ
と
で
、「
非
場
所
の
倫
理
」
を
異
な
る
諸
側
面
か
ら
肉
付

け
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

第
Ⅴ
部
「
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
」
は
、
以
上
の
成
果
を
も
と
に
、
ユ
ダ

ヤ
教
や
イ
ス
ラ
エ
ル
国
に
関
す
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
論
考
を
繙
き
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の

言
う
「
非
場
所
の
倫
理
」
か
ら
、
ま
さ
に
生
き
る
「
場
所
」
を
め
ぐ
る
闘
争
と
し

て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
第
Ⅴ
部
は
、
著
者
も
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、「
哲
学
著
作
と
ユ
ダ
ヤ
教
論
考
と
い
う
二
つ
の
次
元
を
、「
場

所
」の
主
題
を
軸
に
架
橋
す
る
試
み
」（
一
五
頁
）と
言
え
よ
う
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、

第
二
次
大
戦
後
か
ら
一
九
七
九
年
ま
で
東
方
ユ
ダ
ヤ
師
範
学
校
（EN

IO

）
の
校

長
を
務
め
た
が
、
著
者
は
従
来
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
の
教

育
者
と
し
て
の
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
光
を
あ
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
教
育
と
イ
ス
ラ
エ
ル
国
に

対
す
る
彼
の
態
度
を
、
時
代
毎
の
微
妙
な
変
遷
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
極
め
て
緻

密
に
分
析
し
て
い
く
。
す
で
に
一
九
五
〇
年
の
段
階
で
、
建
国
間
も
な
い
イ
ス
ラ

エ
ル
国
に
よ
る
自
由
な
教
育
活
動
へ
の
干
渉
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
レ
ヴ
ィ

ナ
ス
は
、
一
九
六
七
年
の
第
三
次
中
東
戦
争
に
よ
っ
て
西
欧
諸
国
の
イ
ス
ラ
エ
ル

に
対
す
る
風
当
た
り
が
強
ま
る
な
か
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
に
一
定
の
意
義
を
認
め

て
い
く
よ
う
に
な
る
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
力
点
の
変
化
と
そ
の

意
味
を
、
時
代
毎
の
政
治
情
勢
や
パ
リ
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
連
の

な
か
で
解
き
明
か
し
て
い
く
。
そ
う
し
て
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う

「
場
所
」
に
は
絶
え
ず
離
散
の
可
能
性
が
孕
ま
れ
、
そ
こ
で
は
民
族
的
な
い
し
国

民
的
な
尺
度
に
よ
っ
て
は
測
り
え
な
い
「
普
遍
的
正
義
」
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と

終
始
考
え
て
い
た
こ
と
、
個
別
的
な
他
者
に
対
す
る
「
倫
理
」
の
非
場
所
的
性
格

と
そ
こ
か
ら
要
請
さ
れ
る
複
数
の
他
者
に
対
す
る
「
正
義
」
の
場
所
的
性
格
の
相

克
を
誰
よ
り
も
真
摯
に
考
え
て
い
た
こ
と
を
明
る
み
に
出
し
て
い
る
。

＊
＊
＊

本
書
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
思
想
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、
体
系

的
な
仕
方
で
は
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
場
所
」
と
い
う
概
念
に
着
目
し
て
、

初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
テ
ク
ス
ト
を
一
貫
し
て
論
じ
る
こ
と
を
試

み
て
い
る
点
で
、
今
後
の
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
研
究
に
お
い
て
必
ず
参
照
さ
れ
る
べ
き
書

物
と
な
ろ
う
。
広
範
囲
に
渡
る
国
内
外
の
二
次
文
献
を
渉
猟
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
思
想
家
や
作
家
（
ダ
ル
デ
ル
、

ボ
ル
ノ
ー
、
コ
ー
エ
ン
、
ミ
ン
コ
ウ
ス
キ
ー
、
ツ
ェ
ラ
ン
、
ジ
ャ
ベ
ス
）
と
の
関

連
や
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
資
料
に
も
目
を
配
り
、

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
思
想
を
時
代
背
景
や
同
時
代
の
思
想
か
ら
立
体
的
に
描
き
直
す
こ

と
に
成
功
し
て
お
り
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
研
究
の
一
つ
の
模
範
的
な
あ
り
方
を
示
し
て

い
る
。
と
り
わ
け
、
世
界
ユ
ダ
ヤ
連
盟
（A

IU

）
の
会
報
や
同
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
系

機
関
紙
に
も
目
を
配
っ
た
う
え
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
教
育
や
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
に
関
す

る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
発
言
や
態
度
の
真
意
を
探
っ
て
い
く
第
Ｖ
部
は
、
本
書
の
白
眉

と
言
え
よ
う
。
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
に
関
す
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
発
言
の
表
面
的
な
理

解
に
基
づ
き
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
浅
薄
な
批
判
を
投
げ
か
け
ん
と
す
る
人
は
も
と
よ
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り
、
哲
学
者
の
政
治
的
な
態
度
を
あ
た
か
も
自
分
が
中
立
的
な
立
場
に
い
る
か
の

よ
う
に
し
て
裁
き
た
く
な
る
人
々
す
べ
て
に

―
誰
し
も
そ
う
し
た
誘
惑
に
駆
ら

れ
う
る
と
す
る
な
ら
、
文
字
通
り
す
べ
て
の
人
々
に

―
、
本
書
の
一
読
を
強
く

勧
め
た
い
。

第
Ｖ
部
の
明
晰
さ
と
比
べ
る
と
、
第
Ⅳ
部
の
『
存
在
す
る
と
は
別
の
仕
方
で
』

を
め
ぐ
る
議
論
は
、
些
か
難
解
に
感
じ
ら
れ
る
。本
書
第
Ⅲ
部
で
論
じ
ら
れ
た「
他

者
（
女
性
的
な
も
の
）
に
よ
る
「
歓
待
的
迎
え
入
れ
」
が
家
の
所
有
に
先
立
っ
て

い
る
」
と
い
う

―
こ
れ
自
体
論
証
を
必
要
と
す
る

―
主
張
が
、
果
た
し
て
第

Ⅳ
部
の「
自
己
を
所
有
す
る
こ
と
な
く
他
者
を
迎
え
入
れ
て
し
ま
う
」と
い
う「
非

場
所
」
と
し
て
の
倫
理
的
主
体
の
あ
り
方
と
矛
盾
な
く
接
合
し
う
る
の
か
、
接
合

し
う
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
水
準
で
（
具
体
的
な
存
在
者
と
し
て
、
そ
れ
と

も
主
体
性
の
契
機
と
し
て
）
こ
の
女
性
的
な
「
他
者
」
を
位
置
づ
け
た
ら
よ
い
の

か
、
ま
た
そ
の
場
合
『
全
体
性
と
無
限
』
で
「
家
に
迎
え
入
れ
る
女
性
的
な
も
の
」

に
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
諸
特
性
（
非
言
語
性
、
親
し
み
）
は
、
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
か
、
疑
問
は
尽
き
な
い
。
こ
う
し
た
疑
問
に
答
え
、
本
書
の
核
心
を
な
す

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
「
非
場
所
の
倫
理
」
を
一
層
説
得
的
な
形
で
示
す
た
め
に
も
、『
存

在
す
る
と
は
別
の
仕
方
で
』
の
論
述
を
よ
り
具
体
的
な
仕
方
で
語
り
直
し
、
そ
こ

で
の
論
証
構
造
を
明
瞭
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

れ
は
本
書
が
照
ら
し
出
し
た
問
題
に
向
か
い
合
お
う
と
す
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
読
者

全
員
に
突
き
つ
け
ら
れ
る
課
題
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
描
き
出
し
た
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の

豊
か
な
相
貌
と
共
に
、
こ
う
し
た
課
題
を
、
た
だ
た
だ
喜
び
を
も
っ
て
迎
え
入
れ

た
い
。

（
小
手
川　

正
二
郎
・
こ
て
が
わ　

し
ょ
う
じ
ろ
う
・
國
學
院
大
學
）
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前
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
の
問
い
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
い
く
つ
か
不
明
な
点

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
存
在
と
時
間
』（
一
九
二
七
年
）
第
一
節
で
は
古
代
ギ
リ

シ
ア
以
来
表
明
的
に
問
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
存
在
の
問
い
」
を
問
う
こ
と
が
主

題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
序
論
の
表
題
は
と
り
わ
け
説
明
も
な
く
「
存
在
の

意
味
へ
の
問
い
の
提
示
」
と
な
っ
て
お
り
、
な
ぜ
「
存
在
の
問
い
」
が
「
存
在
の

意
味
へ
の
問
い
」と
し
て
問
わ
れ
る
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
場
合
の「
意

味
」
と
は
何
な
の
か
。「
意
味
」
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
『
存
在
と
時
間
』
の

な
か
で
、「
企
投
が

0

0

0

〈
そ
こ
へ
と
向
か
う
先

0

0

0

0

0

0

0

0

〉（W
oraufhin

）」（GA
2, 201

）⑴

な
ど
と
規
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
な
ぜ
存
在
そ
の
も
の
を
問
う
「
存
在
の
問
い
」

が
存
在
の
「
意
味
」
を
問
う
「
存
在
の
意
味
へ
の
問
い
」
に
な
る
の
か
。
主
題
に

関
わ
る
重
要
な
事
柄
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
存
在
と
時
間
』
の
な
か
で
は
そ

れ
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
晩
年
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
若
い
こ
ろ
の
自
ら
の
思
惟
を
振
り
返
っ
た
述
懐

の
な
か
に
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
不
明
な
点
が
あ
る
。
ハ
イ
デ

ガ
ー
は
、
一
九
七
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
初
期
論
文
集
』
の
序
文
に
お
い
て
、
初

期
の
試
論
は
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
問
題
と
い
う
形
態
で
、
存
在

0

0

の
問
い
」（GA

1, 55

）

の
道
の
始
ま
り
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
六
三
年
の
「
現

象
学
へ
の
私
の
道
」
で
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
論
理
学
研
究
』
に
見
ら
れ
る
「
カ

テ
ゴ
リ
ー
的
直
観
」
が
「
存
在
者
の
多
様
な
意
義
」
を
規
定
す
る
た
め
に
示
唆
を

与
え
た
と
さ
れ（GA

14, 98

）、
一
九
七
三
年
の
ツ
ェ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
は
、「
フ
ッ
サ
ー
ル
は
第
六
「
論
理
学
研
究
」
第
六
章
の
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
直

観
」
の
概
念
に
よ
っ
て
、
存
在
の
問
い
に
触
れ
る
か
掠
る
か
し
て
い
る
」（GA

15, 
373

）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
、「
カ

テ
ゴ
リ
ー
的
直
観
」
と
い
う
も
の
が
、「
存
在
の
問
い
」
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
後
年
に
な
っ
て
述
懐
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
関
わ
り
の
仕
方
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
明
白
な
も

の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
唯
一
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
直
観
」
に

つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
一
九
二
五
年
夏
学
期
講
義
『
時
間
概
念
の
歴
史
へ
の

序
説
』
の
な
か
で
も
、
両
者
の
関
わ
り
が
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
い
う
問
題
と
「
存
在
の
問
い
」
と
は
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
こ
の
こ
と
は
不
明
な
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

「
存
在
の
問
い
」を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
不
明
な
点
を
、
本
書
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー

の
修
学
時
代
の
諸
テ
ク
ス
ト
（
お
も
に
学
位
論
文
『
心
理
学
主
義
に
お
け
る
判
断

渡
邉
和
典『
最
初
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
意
味
論

―
発
生・形
成・展
開
』

（
晃
洋
書
房
、二
〇
一四
年
）

松
本
　
啓
二
朗
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論
』（
一
九
一
三
年
）
と
教
授
資
格
論
文
『
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
論
と
意
義
論
』（
一
九
一
五
年
））、
初
期
の
諸
講
義
等
、
そ
れ
に
『
存
在
と

時
間
』
を
丹
念
に
読
解
し
な
が
ら
、
解
き
明
か
し
て
い
く
。
そ
の
際
の
手
が
か
り

と
な
る
の
は
「
意
味
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
に
ル
・
ト
ー
ル
で
行

わ
れ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
な
か
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
自
ら
の「
存
在
の
問
い
」が「
存

在
の
意
味
へ
の
問
い
」「
存
在
の
真
理
へ
の
問
い
」「
存
在
の
場
所
な
い
し
場
所
性

へ
の
問
い
」
と
い
う
仕
方
で
推
移
し
て
き
た
と
述
懐
し
て
い
る
（GA

15, 344

）。

そ
の
こ
と
か
ら
も
、『
存
在
と
時
間
』
ま
で
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
惟
の
中
心
問
題
と

な
っ
て
い
た
の
は
「
意
味
」
と
い
う
契
機
で
あ
る
、
と
著
者
は
考
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
「
意
味
」
と
い
う
中
心
問
題
を
め
ぐ
っ
て
本
書
の
議
論
は
展
開

さ
れ
て
い
く
が
、
著
者
が
最
も
強
調
し
て
い
る
の
は
、
エ
ー
ミ
ー
ル
・
ラ
ス
ク

（
一
八
七
五
―
一
九
一
五
年
）
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
与
え
た
影
響
で
あ
る
。『
存
在
と

時
間
』
に
至
る
ま
で
の
「
意
味
」
を
中
心
問
題
と
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
惟
を
決

定
づ
け
て
い
る
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
ラ
ス
ク
か
ら
の
思
想
的
影
響
で
あ
る

と
断
じ
て
い
る
の
が
、
本
書
の
際
立
っ
た
特
徴
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
学
位
論
文
で
あ
ら
ゆ
る
学
を
基
礎
づ
け
る
「
純
粋
論
理
学
」
を

構
想
し
、
教
授
資
格
論
文
で
そ
の
具
体
的
な
展
開
を
試
み
た
が
、
著
者
に
よ
れ

ば
、
そ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
純
粋
論
理
学
」
の
基
本
構
想
は
、
ラ
ス
ク
が
『
哲
学

の
論
理
学
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
―
―
論
理
的
形
式
の
支
配
領
域
に
つ
い
て
の
研
究
』

（
一
九
一
一
年
）
で
展
開
し
た
「
哲
学
の
論
理
学
」
の
強
い
影
響
の
も
と
に
成
立

し
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
ス
ク
は
、
認
識
の
対
象
を
カ
ン
ト
の
よ
う
に
感
性
的
な
直

観
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
感
性
的
な
存
在
者

の
領
域
に
加
え
て
非
感
性
的
な
領
域
を
設
定
し
、
そ
れ
を
「
妥
当
領
域
」
と
す
る
。

「
妥
当
領
域
」
と
は
論
理
的
な
領
域
で
あ
り
、
判
断
に
お
け
る
「
意
味
」
の
領
域

で
も
あ
る
。
そ
し
て
ラ
ス
ク
に
よ
れ
ば
、「
意
味
」
は
、
感
性
的
な
も
の
と
し
て
の

「
質
料
」
と
「
存
在
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
し
て
の
「
形
式
」
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
成
立
す
る
。
ラ
ス
ク
に
お
い
て
「
意
味
」
は
、
そ
の
よ
う
な
「
質
料
―
形
式
関

係
」
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る 

⑵

。

著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
ラ
ス
ク
の
基
本
的
な
問
題
設
定
は
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
思
惟
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
学
位
論
文
で
「
純
粋
論
理
学
」

を
構
想
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
存
在
す
る
も
の
の
領
域
と
し
て
、
現
実
に
存
在
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
「
妥
当
す
る
（Gelten

）」（GA
1, 170

）
と
い
う

領
域
を
考
え
て
い
る
。
心
理
的
な
も
の
や
物
理
的
な
も
の
は
現
実
に
存
在
し
て
い

る
が
、
存
在
す
る
も
の
の
あ
り
方
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
妥
当
す
る
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
意
味
（Sinn

）」
の
領
域
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
「
純

粋
論
理
学
」
で
扱
わ
れ
る
固
有
の
領
域
と
さ
れ
る
。「
論
理
学
の
判
断
と
は
意
味

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

。」（GA
1, 172

）

そ
し
て
こ
の
着
想
は
、
教
授
資
格
論
文
に
お
い
て
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
」
と
し
て

具
体
的
に
展
開
さ
れ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
考
え
て
い
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
、
諸
々

の
対
象
を
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
分
節
化
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
や
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
よ
う
に
現
実
に
存
在
す
る
個
体
的
実
体
に
限
定
さ
れ

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
対
象
規
定
は
、
判
断
に
お
い
て

実
現
さ
れ
る
。
諸
々
の
対
象
は
、
判
断
に
お
い
て
主
語
と
し
て
定
立
さ
れ
、
述
語

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
、
認
識
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
判
断
を

と
お
し
て
も
の
ご
と
を
認
識
す
る
が
、「
そ
う
し
た
秩
序
づ
け
の
形
式
の
個
々
の
構

成
要
素
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
の
で
あ
る
」（GA

1, 281

）。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
と
ら
え
る

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
、
現
実
に
存
在
す
る
も
の
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
思
考
可
能

0

0

0

0

な
も
の
の
全
体

0

0

0

0

0

0

」（GA
1, 212

）
を
把
握
す
る
射
程
を
も
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
判
断
に
お
け
る
「
主
語
―
述
語
関
係
」
を
「
質
料
―

形
式
関
係
」
と
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
―
―
著
者
に
よ
る
と
、
こ
れ
が
ラ
ス
ク
か
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ら
の
強
い
影
響
で
あ
る
―
―
。つ
ま
り
、
判
断
は
、
主
語
と
し
て
与
え
ら
れ
た「
質

料
」
と
、
述
語
に
お
い
て
示
さ
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
い
う
「
形
式
」
の
接
合
と
し

て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
「
質
料
―
形
式
関
係
」
を
め
ぐ
る
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
考
察
が
ラ
ス
ク
か
ら
の
影
響
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
が
ラ
ス
ク
の
『
判
断
論
』（
一
九
一
二
年
）
か
ら
次
の
よ
う
な

引
用
を
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
認
識
す
る
こ
と
に
ひ
と
え
に
結
び

つ
い
て
い
る
の
は
、
論
理
的
に
無
形
の
質
料
の
固
ま
り
に
対
し
て
論
理
的
な
形
式

0

0

が
付
け
加
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
質
料
と
は
、
認
識
す
る
こ
と
に

と
っ
て
、
根
底
に
あ
る
も
の
、
認
識
作
用
に
「
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
」、
認
識

す
る
こ
と
の
基
底
、
そ
れ
に
即
し
て
認
識
の
働
き
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。そ
れ
に
対
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
、
た
ん
な
る
論
理
的
な
添
加
物
、

質
料
的
な
基
体
に
付
け
加
わ
る
も
の
を
表
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
の
主
語

と
は
質
料
で
あ
り
、
真
の「
述
語
」と
は
…
…「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」で
あ
る
！
」（GA

1, 
383; Cf. Lask, O

p. cit., S. 285

） 

こ
の
よ
う
な
ラ
ス
ク
の
考
え
方
を
継
承
し
て
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、「
妥
当
」
の
論
理
的
な
領
域
、
す
な
わ
ち
判
断
に
お
け
る
「
意
味
」

の
領
域
を
、「
質
料
―
形
式
」
と
い
う
関
係
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
、
と
著
者
は
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
、
前
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
、
あ
る
い
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
惟
の
歩
み
の
全
体

を
と
お
し
て
の
根
本
概
念
で
あ
る
「
存
在
論
的
差
異
」
と
い
う
こ
と
も
、
先
に
挙

げ
た
ラ
ス
ク
の
、
感
性
的
存
在
者
の
領
域
と
妥
当
領
域
と
の
差
異
に
由
来
す
る
と

著
者
は
考
え
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
惟
の
立
場
が
、
修
学
時
代
の
論
理
学

的
・
認
識
論
的
な
立
場
か
ら
、
存
在
論
的
な
方
向
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
の
も
、

ラ
ス
ク
に
よ
る
影
響
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

思
惟
に
と
っ
て
重
要
な
概
念
と
な
っ
て
い
く
「
真
理
」
の
問
題
も
ま
た
、「
意
味
」

の
領
域
を
「
真
理
」
の
領
域
と
同
一
視
し
、
認
識
す
る
者
は
真
理
の
う
ち
で
生
き

て
い
る
と
す
る
ラ
ス
ク
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
浮
上
し
て
き
た
も
の
だ
、
と
著
者

は
洞
察
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ラ
ス
ク
か
ら
の
強
い
影
響
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
基
本
的
な
思
惟
の
構
造
は
、
一
九
一
六
年
に
教
授
資
格
論
文
が
出
版
さ
れ

る
に
あ
た
っ
て
追
加
さ
れ
た
「
結
び
―
―
カ
テ
ゴ
リ
ー
問
題
」
に
お
い
て
認
識
主

観
が「
生
け
る
精
神

0

0

0

0

0

」（GA
1, 405

）と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
生
」

と
い
う
質
料
と
「
生
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
い
う
形
式
の
関
係
と
い
う
か
た
ち
で
展

開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
二
〇
年
代
初
め
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
基
本
的

な
方
法
と
し
て
現
れ
て
く
る
「
形
式
的
告
示
（form

ale A
nzeige

）」
も
ま
た
、

著
者
に
よ
れ
ば
、
ラ
ス
ク
か
ら
受
け
継
い
だ
「
意
味
」
の
問
題
、「
質
料
―
形
式
関

係
」
と
い
う
基
本
的
な
構
え
か
ら
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
形
式
的
告
示
」

と
「
意
味
」
の
問
題
が
連
関
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
九
二
〇
／
二
一
年
冬
学
期
講

義
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
次
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
だ
ろ
う
。「
現
象
学
的
な
解

明
を
導
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
よ
う
な
意
味
を
方
法
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
、
わ

れ
わ
れ
は
「
形
式
的
告
示
」
と
名
づ
け
る
。
形
式
的
に
告
示
す
る
意
味
が
そ
れ
自

身
に
お
い
て
担
っ
て
い
る
も
の
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
諸
現
象
は
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。」（GA

60, 55

）「
形
式
的
告
示
」
と
は
、「
質
料
」
と
し
て
与
え
ら
れ
た
「
事

実
的
な
生
」
か
ら
「
意
味
」
を
「
形
式
」
と
し
て
示
す
方
法
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
も
、
一
九
二
〇
年
代
の「
事
実
的
生
の
解
釈
学
」

か
ら
『
存
在
と
時
間
』
へ
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
惟
が
進
め
ら
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
、

「
生
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
か
ら
「
実
存
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
も
、「
質
料
―
形
式
関
係
」
で
も
っ
て
「
意

味
」
を
解
明
し
て
い
く
と
い
う
基
本
の
構
え
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
著
者
は
考
え

て
い
る
。
つ
ま
り
、『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
は
、「
質
料
」
と
し
て
与
え
ら
れ
て

い
る
の
が
自
ら
の
存
在
に
関
わ
る
現
存
在
で
あ
り
、「
形
式
的
告
示
」
と
い
う
仕
方
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で
示
さ
れ
て
い
く
の
が
「
形
式
」
と
し
て
の
実
存
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
分
析
に
よ
っ
て
現
存
在
の
存
在
の
「
意
味
」
が
解
明
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
ラ
ス
ク
か
ら
受
け
た
影
響
は
『
存
在
と
時
間
』

に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
継
続
し
て
い
る
と
著
者
は
見
て
い
る
が
、
ラ
ス
ク
か
ら
の

影
響
は
上
記
の
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
他
に
も
た
と
え
ば
、『
存
在
と
時
間
』
で

用
い
ら
れ
る
「
趣
き
（Bew

andtnis

）」
と
い
う
術
語
―
―
著
者
は
こ
れ
を
ラ
ス

ク
の
文
脈
か
ら
「
実
状
」
と
訳
し
て
い
る
―
―
の
使
用
は
、
ラ
ス
ク
か
ら
の
影
響

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
カ
テ
ゴ

リ
ー
的
直
観
」
の
重
要
性
を
見
出
し
た
の
は
、
ラ
ス
ク
の
思
想
を
経
由
し
て
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
―
―
こ
の
こ
と
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
の
述
懐
か
ら
も
う
か
が
え
る

（Cf. GA
14, 94f.

）
―
―
。
ラ
ス
ク
に
よ
る
感
性
的
対
象
と
非
感
性
的
対
象
と
の

差
異
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
存
在
者
と
存
在
と
の
存
在
論
的
差
異
と
し
て
理
解
し
、
そ

の
こ
と
が
存
在
者
を
新
た
な
対
象
性
に
お
い
て
見
え
る
よ
う
に
す
る
「
カ
テ
ゴ

リ
ー
的
直
観
」
の
発
見
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
（Cf. GA

20, 96f.

）。

さ
ら
に
、
リ
ッ
カ
ー
ト
へ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
批
判
に
も
、
著
者
は
、「
意
味
」
が
付

与
さ
れ
た
世
界
を
見
出
し
た
ラ
ス
ク
か
ら
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
ラ
ス
ク
か
ら
受
け
た
影
響
を
考
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
本
書
は
、
冒
頭
で
言
及
し
た
「
存
在
の
問
い
」
に
ま
つ
わ
る
不
明

な
点
を
見
事
な
仕
方
で
解
き
明
か
し
、
修
学
時
代
か
ら
『
存
在
と
時
間
』
に
至
る

ま
で
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
惟
を
見
通
し
の
よ
い
も
の
に
し
て
い
る
。
そ
の
一
貫
し

た
解
釈
は
非
常
に
説
得
力
を
も
ち
、
前
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
の
問
い
」
を
ラ

ス
ク
的
視
点
か
ら
再
構
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。し
か
し
、

言
う
ま
で
も
な
く
、
ラ
ス
ク
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
成
立
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思

惟
は
、
そ
の
後
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
惟
の
道
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
一
つ
の
道
程

を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
ラ
ス
ク
的
な
問
題
設
定
に
は
収
ま
ら
な
い
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

思
惟
の
特
徴
と
は
何
か
。
最
後
に
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
み
た
い
。

ラ
ス
ク
と
は
異
な
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
独
自
の
思
惟
の
萌
芽
は
、
著
者
も
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
先
に
も
触
れ
た
教
授
資
格
論
文
の
「
結
び
」
に
現
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、「
生
」
を
あ
く
ま
で
も
非
合
理
的
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る

ラ
ス
ク
に
対
し
て
、
合
理
性
を
備
え
た
認
識
主
観
そ
の
も
の
を
「
生
け
る
精
神
」

と
と
ら
え
て
い
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
「
歴
史
的
精
神

0

0

0

0

0

」（GA
1, 407

）
と
言
わ
れ

て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
後
の
人
間
存
在
の
歴
史
的
被
投
性
の
考
察
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
ラ
ス
ク
と
の
決
定
的
な
違

い
は
こ
こ
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
ラ

ス
ク
的
視
点
か
ら
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
読
解
を
特
徴
と
す
る
本
書
の
解
釈
に
も
、
不
十

分
な
側
面
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
現
存
在
の
被
投
性
の

契
機
と
さ
れ
る
情
態
性
・
気
分
の
根
本
現
象
と
し
て
の
不
安
に
お
い
て
は
、「
世
界

の
無
意
義
化
」
や
「
全
体
と
し
て
の
存
在
者
」
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
く

る
が
、
ラ
ス
ク
的
な
問
題
設
定
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
十
分
に
論
じ
ら
れ
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
で
中
心
的
に
考
察
さ
れ
る『
存
在
と
時
間
』で
の「
意

味
」
が
、「
存
在
一
般
の
意
味
」
で
は
な
く
「
現
存
在
の
存
在
の
意
味
」
に
限
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
、
も
し
か
す
る
と
こ
の
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
言
葉
に
つ
い
て
の
考
察
も
、「
意
味
」
を
中
心
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、

ど
う
し
て
も
「
判
断
」
が
主
題
と
な
り
、
人
間
の
理
解
・
解
釈
の
次
元
で
語
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
本
書
で
詳
述
さ
れ
て
い
る「〈
と
し
て（A

ls

）〉

構
造
」
で
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
葉
に
つ
い
て
の

考
察
は
、
人
間
の
徹
底
的
な
歴
史
的
被
投
性
を
自
覚
し
た
「
言
葉
が
語
る
（D

ie 
Sprache spricht

）」
と
い
う
よ
う
な
思
惟
の
立
場
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
ラ
ス
ク
的
な
問
題
設
定
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
事
態
で
あ
ろ

う
。
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231 ルーヴァンのフッサール文庫のことと、フッサール研究にとってこのさき重要になる（かもしれない）こと

一
一
月
一
五
日
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
と
に
か
く
二
〇
一
一
年
の
そ
の
日
の
昼
前

は
よ
く
晴
れ
て
い
て
、
ヴ
ィ
ザ
や
労
働
許
可
の
申
請
手
続
き
を
め
ぐ
る
出
発
前
の

あ
れ
こ
れ
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
た
新
生
活
へ
の
不
安
を
さ
ら
に
増
幅
す
る
深
夜
の

不
眠
気
味
の
フ
ラ
イ
ト
を
な
ん
と
か
や
り
す
ご
し
、
そ
ん
な
と
き
の
気
分
に
お
似

合
い
と
い
え
ば
お
似
合
い
の
朝
も
や
の
な
か
を
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
空
港
か

ら
電
車
を
乗
り
継
い
で
ル
ー
ヴ
ァ
ン
に
や
っ
て
き
た
私
は
、
晩
秋
の
青
空
の
下
に

こ
ぢ
ん
ま
り
と
広
が
る
こ
の
街
を
す
ぐ
に
気
に
入
っ
た
。
仮
住
ま
い
の
Ｂ
＆
Ｂ
に

向
か
う
タ
ク
シ
ー
の
窓
か
ら
い
ろ
ん
な
も
の
が
輝
い
て
見
え
た
の
を
よ
く
覚
え
て

い
る
。
そ
の
と
き
運
転
手
が
悪
態
を
つ
い
て
い
た
あ
ち
こ
ち
で
の
道
路
工
事
に
は

そ
の
後
ひ
た
す
ら
う
ん
ざ
り
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
し
、
い
い
天
気
も
長
続

き
せ
ず
、
や
が
て
や
っ
て
き
た
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
冬
は
評
判
通
り
ど
ん
よ
り
と
し

て
い
た
け
ど
も
、
あ
の
日
に
始
ま
る
研
究
滞
在
が
終
わ
る
翌
年
の
一
二
月
に
は
、

ル
ー
ヴ
ァ
ン
は
私
に
と
っ
て
気
に
入
る
ど
こ
ろ
か
お
お
い
に
愛
着
の
あ
る
街
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
の
け
っ
こ
う
な
部
分
は
ビ
ー
ル
と
食
べ
物
に
あ
る
気
も

す
る（
け
っ
き
ょ
く
八
キ
ロ
太
っ
た
）。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ル
ー
ヴ
ァ

ン
の
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
で
の
日
々
が
実
り
の
な
い
も
の
だ
っ
た
ら
、
私
は
こ
の
原

稿
の
依
頼
を
引
き
受
け
た
か
ど
う
か
あ
や
し
い
し
、
引
き
受
け
た
と
し
て
も
だ
い

ぶ
違
う
気
分
で
そ
れ
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

さ
て
、
執
筆
依
頼
に
よ
れ
ば
、
私
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、（
１
）「
ベ
ル

ギ
ー
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
の
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
に
つ
い
て
、
こ
の
と
こ
ろ
続
々
と
刊

行
さ
れ
て
い
る
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
編
集
な
ど
に
つ
い
て
最
新
の
情
報
を
含
め
報

告
」
し
、（
２
）「
昨
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
『
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
会
特
別
企
画
：

フ
ッ
サ
ー
ル
の
新
資
料
を
読
む
』
の
紹
介
も
併
せ
て
執
筆
」
す
る
こ
と
の
よ
う
だ
。

こ
れ
ら
二
つ
の
話
題
を
、
そ
れ
ら
に
か
こ
つ
け
て
個
人
的
に
言
い
た
い
こ
と
も
交

え
な
が
ら
順
番
に
報
告
し
た
い
。

１
．
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
の
こ
と

ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
の
成
り
立
ち
と
そ
れ
が
現
象
学
の
歴
史
の
な

か
で
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
、『
現
象
学
年
報
』
の
読
者
に
い
ち
い
ち
説
明

す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う 

*1

。
こ
の
伝
説
的
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
場

所
を
私
が
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
の
身
分
を
利
用
し
た
在
外
研
究
先
と
し

て
選
ん
だ
の
は
、
そ
こ
が
伝
説
的
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
場
所
だ
か
ら

と
い
う
点
を
除
け
ば
、
草
稿
の
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
（
後
述
参
照
）
に
加
え
て
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
蔵
書
を
調
べ
た
い
と
い
う
動
機
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た 

*2

。

ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
の
こ
と
と
、

フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
に
と
っ
て
こ
の
さ
き
重
要
に
な
る
（
か
も
し
れ
な
い
）
こ
と

植

村

玄

輝
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初
期

︱
象
徴
的
な
い
い
か
た
を
す
れ
ば
、
一
九
二
七
年
よ
り
前

︱
の
現
象
学

の
研
究
者
と
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
学
派
の
現
象

学
者
た
ち
の
著
作
を
ど
れ
く
ら
い
所
有
し
、
そ
れ
ら
を
ど
れ
く
ら
い
読
ん
だ
と
推

察
で
き
る
の
か
を
、
詳
し
く
知
り
た
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
期
待

と
は
裏
腹
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
新
し
い
発
見
は
な
き
に
等
し
か
っ
た

︱
大
切

な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
故
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
に
よ
っ
て
調
べ
つ
く
さ
れ
て
い

た
。
と
は
い
え
、
フ
ッ
サ
ー
ル
も
目
に
し
て
い
た
一
群
の
書
籍
の
背
表
紙
や
彼
の

デ
ス
ク
を
日
常
的
に
眺
め
て
い
た
こ
と
に
は
、
少
な
く
と
も
気
分
の
面
で
大
き
な

意
義
が
あ
っ
た
。

ル
ー
ヴ
ァ
ン
滞
在
の
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
で
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
の
調
査

に
つ
い
て
は
、
単
に
い
い
気
分
が
し
た
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
実
質
的

な
収
穫
を
得
た
。
と
り
わ
け
大
き
か
っ
た
の
は
、
意
志
と
行
為
を
主
題
と
し
た
、

『
意
識
構
造
の
分
析
』
第
三
巻
（
後
述
参
照
）
に
収
め
ら
れ
る
予
定
の
草
稿
の
ほ

ぼ
全
て
に
目
を
通
せ
た
こ
と
だ
ろ
う 

*3

。
そ
れ
に
加
え
て
、
全
集
の
刊
行
終
了

後
（
こ
ち
ら
も
後
述
参
照
）
に
も
（
部
分
的
に
）
未
採
録
の
ま
ま
に
な
る
は
ず
の

草
稿
の
中
に
も
読
む
べ
き
価
値
の
あ
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
確
信
を

得
る
こ
と
も
で
き
た
。
私
が
読
ん
だ
も
の
か
ら
例
を
あ
げ
れ
ば
、M

s. B I 4

や

M
s. B II 21

やM
s. K

 III 2

は
、
そ
う
し
た
草
稿
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
ら
と
は
別
の
、
い
わ
ば
無
形
の
収
穫
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
全

集
版
の
編
集
済
み
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
草
稿
に
接
し
て
き
た
私
に

と
っ
て
、
未
編
集
の
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
を
読
む
と
い
う
経
験
が
、
こ
の
哲
学
者

の
思
考
の
息
遣
い
を
よ
り
生
々
し
く
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
た
だ
し
、
未
編
集
の
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
か
ら
私
が
（
な
か
ば
勝
手
に
）
感

じ
と
っ
た
生
身
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
試
行
錯
誤
は
、
多
く
の
場
合
、
緊
張
感
か
ら
は

縁
遠
く
思
わ
れ
た
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
特
定
の
話
題
に
つ
い
て
考
え
を
巡
ら
せ
つ

つ
あ
る
哲
学
者
が
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
よ
う
か
と
そ
の
話
題
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ

る
と
回
る
、
い
さ
さ
か
退
屈
で
だ
い
ぶ
間
延
び
し
た
、
産
み
の
苦
し
み
だ
け
は
伝

わ
っ
て
く
る
現
場
に
居
合
わ
せ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
推
敲
の
大
切
さ
を
あ

ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
事
情

を
持
っ
て
フ
ッ
サ
ー
ル
を
「
頭
が
悪
い
」*4
と
形
容
す
る
の
も
ち
ょ
っ
と
違
う
気

も
し
た
。（
以
上
は
個
人
の
感
想
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。）

さ
て
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
を
魅
力
的
な
研
究
の
場
と
し
て
い
る

ま
た
別
の
要
因
は
、
同
じ
哲
学
研
究
所
の
敷
地
内
に
あ
る
図
書
館
だ
ろ
う
。
現
象

学
の
関
連
文
献
を
こ
こ
よ
り
豊
富
に
所
蔵
す
る
図
書
館
を
私
は
知
ら
な
い
（
そ
し

て
中
世
哲
学
関
係
の
蔵
書
の
充
実
ぶ
り
は
、
素
人
目
に
も
圧
巻
だ
っ
た
）。
た
と

え
ば
、
歩
く
と
き
し
ん
だ
音
を
立
て
る
図
書
館
中
二
階
の
や
や
奥
ま
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
関
連
の
書
籍
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
に
い
け
ば
、
一
次
文

献
（
原
著
と
各
種
翻
訳
）
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
何
十
年
か
の
英
独
仏
蘭
伊
語
の
二

次
文
献
の
お
そ
ら
く
か
な
り
の
部
分
が
置
い
て
あ
り
、
フ
ッ
サ
ー
ル
関
連
の
調
べ

物
で
困
っ
た
こ
と
は
た
だ
の
一
度
も
な
か
っ
た
。（
し
か
し
、
心
の
哲
学
や
現
代

形
而
上
学
に
関
し
て
は
、
本
来
な
ら
所
蔵
し
て
い
て
も
い
い
よ
う
な
文
献
が
み
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。）
私
が
見
聞
き
し
た
範
囲
で
は
、
英
語
圏
・
ド

イ
ツ
語
圏
・
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
図
書
館
は
、
現
象
学
関
係
の
外
国
語
の
二
次
文
献

の
品
揃
え
が
い
ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
の
だ
が
、
英
独
仏
に
囲
ま
れ
た

マ
イ
ナ
ー
言
語
圏
に
位
置
す
る
ル
ー
ヴ
ァ
ン
は
、
そ
う
し
た
問
題
と
は
無
縁
ら
し

い
。

２
． 
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
に
と
っ
て
こ
の
さ
き
重
要
に
な
る
こ
と

こ
の
よ
う
に
ル
ー
ヴ
ァ
ン
は
、
一
年
く
ら
い
腰
を
落
ち
着
け
て
研
究
に
集
中
す

る
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
場
所
な
の
だ
が
、
私
の
場
合
、
滞
在
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
も
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ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
よ
う
だ
。
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
の
前
所
長
ル
ド
ル
フ
・
ベ
ル

ネ
ッ
ト
の
定
年
退
職

︱
こ
れ
を
記
念
す
る
学
会
が
ち
ょ
う
ど
到
着
と
同
じ
月
に

開
か
れ
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
ヘ
ル
ト
、
マ
ー
ル
バ
ッ
ハ
、
故
ア
イ
セ
リ
ン
グ
、

ブ
ノ
ワ
、
ザ
ハ
ヴ
ィ
と
い
っ
た
錚
々
た
る
面
々
が
出
席
し
て
い
た
（
ブ
ノ
ワ
と
雑

談
し
て
い
た
と
き
に
彼
が
冗
談
め
か
し
て
口
に
し
た
「
ポ
ス
ト
現
象
学
の
争
い
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
）
︱
と
後
任
の
ニ
コ
ラ
ス
・
ド
・
ウ
ォ

レ
ン
の
着
任
や
、
所
属
す
る
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
の
約
半
分
が
入
れ
替
わ
る
と
い
っ

た
出
来
事
が
あ
っ
た
な
か
、
こ
の
研
究
機
関
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
む
け
て
動
き
出

し
つ
つ
あ
る
過
程
に
に
い
く
ら
か
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。（
個
人
的

な
話
に
な
る
が
、
そ
う
し
た
過
渡
期
に
や
っ
て
き
た
お
か
げ
で
、
新
た
に
生
ま
れ

つ
つ
あ
っ
た
人
間
関
係
の
中
に
私
自
身
も
す
ん
な
り
と
入
っ
て
行
け
た
こ
と
は
、

い
ま
思
い
返
し
て
も
本
当
に
運
が
よ
か
っ
た
と
思
う
。）

フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
の
動
き
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
は
、
全
集
『
フ
ッ
セ
リ

ア
ー
ナ
（H

usserliana

）』
の
公
刊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
現
在
最
終
段
階
に
入
っ
て

い
る
と
い
う
事
情
か
ら
話
を
は
じ
め
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
ル
ー
ヴ
ァ
ン
で
は
、

『
現
象
学
の
限
界
諸
問
題
』（
ロ
フ
ス
・
ゾ
ー
ワ
、
ト
ー
マ
ス
・
フ
ォ
ン
ゲ
ー
ア
編
）

と
『
意
識
構
造
の
研
究
』（
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
メ
レ
、
フ
ォ
ン
ゲ
ー
ア
編
）
の
編
集

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
全
集
第
四
二
巻
と
し
て
二
〇
一
四
年
に
刊
行
さ
れ
た

前
者
は
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
編
者
序
文
を
含
め
て
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
の
だ

が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
採
録
す
る
テ
ク
ス
ト
の
選
定
を
終
え
て
校
閲
作
業
の
途

中
と
い
う
段
階
に
あ
り
、
編
者
序
文
の
執
筆
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
『
意
識
構
造
の
研
究
』
を
最
後
に
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫

に
お
け
る
『
フ
ッ
セ
リ
ア
ー
ナ
』
の
編
集
作
業
は
す
べ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
ケ
ル
ン
の
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
に
お
け
る
編
集
作
業
も
、
お
そ
ら
く
来

年
に
公
刊
さ
れ
る
は
ず
の
『
イ
デ
ー
ン
II
・
III
原
草
稿
』（
デ
ィ
ル
ク
・
フ
ォ
ン

フ
ァ
ー
ラ
編
）
や
、
公
刊
時
期
は
未
定
の
『
空
間
構
成
に
つ
い
て
の
後
期
の
テ
ク

ス
ト
（
Ｄ
草
稿
）』
と
『
経
験
と
判
断
』（
共
に
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
マ
ー
編
）
を

残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
フ
ッ
セ
リ
ア
ー
ナ
資
料
集
（H

usserliana 
M

aterialien

）』
シ
リ
ー
ズ
は
、
将
来
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
開
か
れ
た
も

の
と
し
て
残
さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

せ
っ
か
く
だ
か
ら
、『
フ
ッ
セ
リ
ア
ー
ナ
』
の
未
公
刊
の
巻
の
内
容
も
、
私
が
知

り
得
た
範
囲
で
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

『
意
識
構
造
の
研
究
』
は
、
一
九
二
七
年
に
ラ
ン
ト
グ
レ
ー
ベ
が
ま
と
め
た

フ
ッ
サ
ー
ル
の
草
稿
群

︱
主
に
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
時
代
の
後
半
（
一
九
〇
九
〜

一
九
一
四
年
）
に
成
立
し
た
テ
ク
ス
ト
と
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
「
超
越
論
的
論
理

学
」
講
義
を
行
っ
て
い
た
一
九
二
〇
／
二
一
年
頃
に
成
立
し
た
テ
ク
ス
ト
か
ら
な

る

︱
を
採
録
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
作
用
の
立
ち
入
っ
た
現
象
学
的
分

析
の
記
録
で
あ
る
こ
の
草
稿
群
は
、
編
者
た
ち
に
よ
っ
て
「
知
性
」・「
感
情
」・「
意

志
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
分
類
さ
れ
、
三
巻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
間
主
観
性
の
三
巻
本
（
第
一
三
〜
一
五
巻
）
を
越
え
る
分
量
に
な
る
ら
し

い
こ
れ
ら
の
巻
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
具
体
的
な
現
象
学
的
分
析
が

結
局
の
と
こ
ろ
何
を
ど
こ
ま
で
達
成
で
き
た
の
か
が
よ
り
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。

『
イ
デ
ー
ン
II
・
III
原
草
稿
』
は
、
一
九
一
二
年
、
一
九
一
三
年
、
一
九
一
五

年
に
書
か
れ
た
『
イ
デ
ー
ン
』
第
二
・
第
三
巻
の
原
稿
を
復
元
し
た
テ
ク
ス
ト
に
、

関
連
草
稿
を
附
論
と
し
て
収
め
る
巻
で
あ
る
と
い
う
予
告
が
さ
れ
て
い
る 

*5

。

こ
の
巻
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
興
味
深
い
研
究
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
、
エ
デ
ィ
ッ
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン
が
編
集
し
た
原
稿
に
も
と
づ
く
全
集
第

四
巻
の
『
イ
デ
ー
ン
II
』
と
原
草
稿
を
、
同
書
と
内
容
上
の
関
連
が
深
い
シ
ュ
タ

イ
ン
の
一
九
二
一
年
の
著
作
『
心
理
学
と
精
神
科
学
の
哲
学
的
基
礎
づ
け
へ
の
寄

与
』
も
参
照
し
つ
つ
比
較
し
、
初
期
現
象
学
に
お
け
る
共
同
作
業
（
と
す
れ
違
い
）
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の
現
場
を
復
元
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
空
間
構
成
に
つ
い
て
の
後
期
の
テ
ク
ス
ト
』
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
関
す
る

ま
と
ま
っ
た
情
報
が
あ
ま
り
な
い
の
だ
が
、
一
九
四
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
草
稿

を
含
む
、
Ｄ
草
稿
の
全
貌
が
こ
れ
で
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
る
は
ず
だ 

*6

。

『
経
験
と
判
断
』
に
つ
い
て
も
詳
細
が
不
明
な
の
だ
が
、
一
九
三
九
年
の
ラ
ン

ト
グ
レ
ー
ベ
版
テ
ク
ス
ト
に
対
応
す
る
草
稿
を
突
き
止
め
て
同
書
の
成
立
史
を
明

ら
か
に
し
た
、
ロ
ー
マ
ー
の
（
い
い
意
味
で
）
偏
執
狂
的
な
調
査
に
基
づ
く
テ
ク

ス
ト
批
評
版
に
な
る
と
思
わ
れ
る 
*7

。

さ
て
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
い
う
話
題
に
戻

ろ
う
。『
フ
ッ
セ
リ
ア
ー
ナ
』
の
編
集
・
刊
行
と
い
う
設
立
以
来
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
終
え
つ
つ
あ
る
現
在
、
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
は
、
こ
の
全
集
に
採
録
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
含
め
た
す
べ
て
の
草
稿
と
そ
の
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、
検
索
可
能
な
オ
ー
プ
ン
・
ア
ク
セ
ス
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
ウ
ェ

ブ
上
で
公
開
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
現
在
の
基
準
で
は
十
分
で
は
な

い
も
の
も
含
む
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
の
全
体
を
完
全
に
信
頼
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で

改
訂
す
る
と
い
う
具
体
的
な
作
業
に
加
え
、
そ
の
た
め
の
資
金
を
ど
う
や
っ
て
確

保
す
る
の
か
が
目
下
の
最
大
の
課
題
だ
そ
う
で
あ
る
。（
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

主
導
す
る
ド
・
ウ
ォ
レ
ン
氏
か
ら
「
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
の
た
め
に
数
十
万
ユ
ー
ロ

工
面
で
き
る
人
を
知
っ
て
い
た
ら
連
絡
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
伝
言
を
預
か
っ
た

の
で
、
こ
こ
に
記
す
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。）

と
い
う
わ
け
で
、
い
つ
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
現
時
点
で
は
フ
ッ
サ
ー

ル
文
庫
に
出
向
か
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
の
多
く
は
、
将
来
的
に
は
自
分
の
部
屋

か
ら
出
る
こ
と
さ
え
な
し
に
可
能
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
例
外
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル

の
蔵
書
や
草
稿
の
現
物
や
デ
ス
ク
に
接
す
る
こ
と
や
、
そ
こ
に
集
ま
る
研
究
者
た

ち
と
交
流
を
持
つ
こ
と
く
ら
い
だ
ろ
う
（
わ
ざ
わ
ざ
言
う
ま
で
も
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
貴
重
な
機
会
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の

フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
が
今
後
も
訪
れ
る
に
値
す
る
場
所
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
た
し

か
だ
）。
と
も
あ
れ
、
あ
の
膨
大
な
草
稿
を
秘
密
の
花
園
に
し
て
お
き
た
い
と
い

う
一
部
の
変
わ
っ
た
趣
味
の
持
ち
主
以
外
に
と
っ
て
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
の
未
来
に
と
っ
て
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
い
っ
て
い
い
は

ず
だ
。

３
．
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
に
と
っ
て
こ
の
さ
き
重
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と

し
か
し
、
こ
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
者
を
す
こ
し
（
あ
る

い
は
、
か
な
り
）
暗
い
気
持
ち
に
す
る
問
題
と
一
緒
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
草
稿
の
す
べ
て
が
誰
に
と
っ
て
も
無
償
で
ア
ク
セ
ス
可
能
に
な
る

と
し
て
も
、
そ
ん
な
膨
大
な
資
料
を
ど
う
や
っ
て
使
い
こ
な
せ
ば
い
い
の
だ
ろ
う

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
こ
の
問
題
は
、
未
来
の
問
題
と
い
う
よ

り
も
、
す
で
に
表
面
化
し
た
現
在
進
行
形
の
懸
案
事
項
だ
。
近
年
の
刊
行
ラ
ッ

シ
ュ
に
よ
っ
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
者
は
す
で
に
一
次
文
献
の
海
の
な
か
で
溺
れ

そ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
の
残
り
の
部
分
で
紹
介
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル

研
究
会
の
特
別
企
画
「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
新
資
料
を
読
む
」
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
問

題
に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
企
画
の
趣
旨

文
を
読
ん
で
い
た
だ
く
の
が
手
っ
取
り
早
い
だ
ろ
う
（
刊
行
冊
数
の
デ
ー
タ
は

二
〇
一
五
年
七
月
現
在
の
も
の
）。

　

今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
に
特
有
の
事
情
の
一
つ
と
し

て
、
全
集
『
フ
ッ
セ
リ
ア
ー
ナ
（H

usserliana

）』
を
は
じ
め
と
し
た
一
次

資
料
の
刊
行
さ
れ
る
勢
い
が
明
ら
か
に
増
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
一
九
五
〇
年
の
刊
行
開
始
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
ち
ょ
う
ど
五
〇
年
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で
は
、（
分
冊
も
別
々
に
数
え
る
な
ら
ば
）
合
計
三
二
冊
が
全
集
と
し
て
世
に

送
り
出
さ
れ
て
お
り
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
一
次
資
料
が
公
に
な
る
ペ
ー
ス
は
、

平
均
す
る
と
一
年
に
〇
・
六
四
冊
で
し
か
な
か
っ
た
（『
フ
ッ
セ
リ
ア
ー
ナ
記

録
集
（H

usserliana D
okm

ente

）』
第
三
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
全
十
冊

の
書
簡
集
の
う
ち
、
索
引
と
編
者
序
論
の
巻
を
除
く
九
冊
を
そ
こ
に
加
え
た

と
し
て
も
、
平
均
刊
行
ペ
ー
ス
は
一
年
に
一
冊
に
満
た
な
い
〇
・
八
二
冊
で

あ
る
）。
そ
れ
に
対
し
て
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
一
四
年
間

で
は
、『
フ
ッ
セ
リ
ア
ー
ナ
』
と
し
て
一
四
冊
、
二
〇
〇
一
年
に
新
設
さ
れ
た

『
フ
ッ
セ
リ
ア
ー
ナ
資
料
集
（H

usserliana M
aterialien

）』
と
し
て
九
冊

が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
一
年
に
約
一
・

七
一
冊
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
三
倍
弱
（
あ
る
い
は
二
倍
以
上
）
の
ペ
ー
ス
で

一
次
資
料
が
新
た
に
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
資
料

に
は
分
量
に
も
難
度
に
も
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
単
純
な
計
算
だ
け
か
ら

結
論
を
導
く
こ
と
は
い
さ
さ
か
安
易
で
は
あ
る
。
だ
が
そ
う
は
い
っ
て
も
、

気
づ
け
ば
次
の
巻
が
出
て
い
る
と
い
う
こ
こ
十
年
あ
ま
り
の
状
況
を
目
の
当

た
り
に
し
て
途
方
に
暮
れ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
者
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
は
全
部
を
読
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
読
ん
だ
ふ
り
を

す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
よ
、
と
。
本
企
画
は
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
に
よ

り
よ
く
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
さ
し
あ
た
り

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
公
刊
さ
れ
た
二
五
冊
か
ら
毎
回
一
〜
二
冊
を
と

り
あ
げ
、
二
〜
三
名
に
よ
る
サ
ー
ヴ
ェ
イ
報
告
と
そ
れ
に
続
く
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
当
該
資
料
に
関
す
る
情
報
の
共
有
を
進
め
た
い
。

本
企
画
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
会
（
三
月
）
の
前
日
お
よ
び
日
本
現
象
学
会
大

会
（
一
一
月
）
の
前
日
と
い
う
年
二
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
、
二
〇
一
五
年
七
月
現
在
、
す
で
に
三
回
の
研
究
会
が
開
か
れ
、
い
ず
れ
も

予
想
以
上
の
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。『
現
象
学
年
報
』
の
こ
の
号
が
出

る
こ
ろ
に
は
、
第
四
回
も
無
事
終
了
し
て
い
る
は
ず
だ
。
詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
会
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（「
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
会
」

で
検
索
）
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。

本
企
画
は
今
の
と
こ
ろ
、
当
日
に
参
加
し
た
人
だ
け
が
得
を
す
る
会
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
が
、
配
布
資
料
（
ど
れ
も
か
な
り
充
実
し
て
い
る
）
の
改
訂
版
を

オ
ン
ラ
イ
ン
雑
誌
『
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
』
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
公
開
す
る
予
定

で
あ
る
。「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
新
資
料
を
読
む
」
は
、
今
後
も
地
道
に
継
続
し
、
そ

の
成
果
を
誰
に
で
も
（
無
料
で
！
）
読
め
る
か
た
ち
で
保
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
に
お
け
る
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
の
発
展
に
長
期
的
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
現
時
点
で
の
た
だ
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
報
告
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
け

る
人
材
の
不
足
で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
に
と
っ
て
こ
の
さ
き
重
要
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
こ
の
企
画
に
報
告
者
や
会
場
の
提
供
者
と
し
て
協
力
で
き
る
と
い
う

方
は
、
ぜ
ひ
と
も
私
植
村
（uem

ura.genki@
gm

ail.com

）
ま
で
連
絡
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

謝
辞　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ド
・
ウ
ォ
レ
ン
氏
に
い
く
つ
か

の
事
実
関
係
に
関
す
る
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

*
１ 
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
籍
が
詳
し

い
。H

usserl-A
rchiv Leuven, G

eschichte des H
usserl-A

rchiv/H
istory 

of H
usserl-A

rchives, Springer, 2007. 

『
現
象
学
事
典
』（
弘
文
社
、
一
九
九
四

年
）
の
付
録
に
も
、
同
文
庫
の
成
り
立
ち
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
（
残
念
な
が
ら

二
〇
一
四
年
刊
の
縮
刷
版
で
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
）。
ま
た
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
フ
ッ
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サ
ー
ル
文
庫
に
関
す
る
記
述
を
含
む
日
本
語
の
手
記
と
し
て
、
私
の
知
り
え
た
限

り
で
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
山
本
万
二
郎
「
フ
ッ
サ
ー
ル
・
ア
ル
ヒ
ー
フ
を
訪
れ

て
」（『
哲
學
』
第
三
七
号
、
慶
應
義
塾
大
学
、
一
九
五
九
年
、
八
一–

九
〇
頁
）、
和

田
渡
「
ベ
ル
ギ
ー
管
見

︱
現
象
学
運
動
の
一
面
」（『
現
象
学
年
報
』
第
一
一
号
、

一
九
九
六
年
、
七
五–

八
四
頁
）、
八
重
樫
徹「
と
あ
る
歴
史
の
備
忘
録

︱
フ
ッ
サ
ー

ル
生
誕
一
五
〇
年
目
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」（『
現
象
学
年
報
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
〇
年
、

一
五
九–

一
六
四
頁
）。

*

２ 

ち
な
み
に

︱
私
も
現
地
で
知
っ
た
の
だ
が

︱
フ
ッ
サ
ー
ル
の
蔵
書
の
う
ち
、

ル
ー
ヴ
ァ
ン
に
保
存
さ
れ
て
い
る
書
籍
は
主
に
哲
学
関
係
の
も
の
で
あ
り
、
文
学
書

（
そ
れ
な
り
に
あ
っ
た
ら
し
い
）
な
ど
の
多
く
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
私
の
滞

在
中
に
ド
イ
ツ
か
ら
フ
ッ
サ
ー
ル
の
文
学
系
の
蔵
書
を
調
べ
に
来
て
い
た
あ
る
ホ
フ

マ
ン
ス
タ
ー
ル
研
究
者
は
、
そ
れ
を
聞
か
さ
れ
て
少
し
落
胆
し
て
い
た
。

*

３ 

タ
イ
ミ
ン
グ
の
い
い
こ
と
に
、「
感
情
と
価
値
、
意
志
と
行
為
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

フ
ッ
サ
ー
ル
学
会
（H

usserl A
rbeitstage

）
が
私
の
研
究
滞
在
中
に
ル
ー
ヴ
ァ
ン

で
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
こ
の
草
稿
の
調
査
に
も
と
づ
い
た
研
究
発
表
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
。（
私
の
も
の
も
含
む
）
こ
の
学
会
で
の
発
表
の
い
く
つ
か
は
、
次
の
書
籍
に

論
文
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。M

. U
biali &

 M
. W

ehlre 

（ed.
）, Feeling and 

V
alue, W

illing and A
ction. E

ssays in the Context of Phenom
enological 

Psychology, Springer, 2015.
*

４ 

斎
藤
慶
典
『
フ
ッ
サ
ー
ル 

起
源
へ
の
哲
学
』（
講
談
社
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
二
年
）
の

五–

七
頁
を
参
照
。

*

５ 

こ
の
原
草
稿
に
つ
い
て
は
、
榊
原
に
よ
る
詳
し
い
研
究
が
日
本
語
で
読
め
る
。
榊

原
哲
也
『
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
生
成
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
の
第

II
部
（
と
り
わ
け
第
一
章
）
を
参
照
。

*

６ 

現
在
編
集
中
の
『
Ｄ
草
稿
』
の
原
稿
を
参
照
し
た
最
新
の
研
究
と
し
て
、
次
を

挙
げ
て
お
く
。M
ichela Sum

m
a, Spatio-T

em
poral Intertw

ining. H
usserl

’s 
T

ranscendental A
esthetic, Springer, 2014.

*

７ 

ロ
ー
マ
ー
の
（
い
い
意
味
で
）
偏
執
狂
的
な
調
査
の
成
果
は
、
以
下
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。D

ieter Lohm
ar, 

�Zu der Entstehung und den A
usgangsm

aterialien 
von Edm

und H
usserls W

erk Erfahrung und U
rteil.

” H
usserl Studies 13 

（1996

）, 31–71.

（
植
村
玄
輝
・
う
え
む
ら　

げ
ん
き
・
立
正
大
学
研
究
員
／
高
知
県
立
大
学
研
究
員
）
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筆
者
は
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
〇
―
一
二
年
、
二
〇
一
五
年
に
、
ド
イ
ツ
の

ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
に
て
在
外
研
究
を
行
っ
た
。そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、『
年
報
』

第
27
号
に
掲
載
さ
れ
た
陶
久
明
日
香
氏
「
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の

ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
」
に
続
け
て
、
二
〇
一
一
年
以
降
の
当
地
の
研
究
事
情
や
留
学

関
連
の
情
報
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

１
．
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
と
ラ
ズ
ロ
・
テ
ン
ゲ
イ
氏

周
知
の
と
お
り
、
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
は
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
も

有
数
の
現
象
学
の
研
究
拠
点
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
・
ヘ
ル
ト
氏
か
ら
ラ
ズ
ロ
・
テ

ン
ゲ
イ
氏
に
継
承
さ
れ
た
理
論
哲
学
講
座
で
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
か

ら
フ
ラ
ン
ス
現
象
学
ま
で
幅
広
く
理
論
的
な
現
象
学
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
他
の
実
践
哲
学
講
座
、
科
学
哲
学
講
座
、
文
化
哲
学
講
座
で
も
、
担
当
の
教
授

陣
は
現
象
学
と
一
定
の
関
係
を
も
っ
た
仕
方
で
み
ず
か
ら
の
専
門
研
究
を
推
進
し

て
い
る
。
特
に
、
文
化
哲
学
講
座
に
在
籍
す
る
ペ
ー
タ
ー
・
ト
ラ
ヴ
ニ
氏
は
、
ハ

イ
デ
ガ
ー
全
集
の
編
纂
で
大
き
な
功
績
を
挙
げ
て
お
り
、
最
近
年
で
は
、
世
界
的

な
論
争
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
『
黒
ノ
ー
ト
』
の
編
者
と
し
て
、
日
本
を
含
め
て

世
界
各
地
で
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ヴ
ニ
氏
が
創
設
者
と
な
っ
て
、

ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
内
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
研
究
所
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
現
象
学
関
連
の
学
術
行
事
も
充
実
し
て
お
り
、
月
一
回
の
コ
ロ
キ
ウ
ム
や
そ

の
他
の
機
会
に
ド
イ
ツ
内
外
の
研
究
者
に
よ
る
講
演
が
催
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が

留
学
し
て
い
た
時
期
だ
け
で
も
、
ダ
ン
・
ザ
ハ
ヴ
ィ
、
ハ
ン
ス
・
レ
ン
ク
、
ル
ド

ガ
ー
・
ホ
ン
ネ
フ
ェ
ル
ダ
ー
、
ト
マ
ス
・
フ
ク
ス
、
ハ
ン
ス
＝
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ガ

ン
ダ
ー
な
ど
錚
々
た
る
講
演
者
を
迎
え
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
は
、
テ
ン
ゲ
イ
氏

が
受
け
入
れ
教
員
と
な
っ
て
、
エ
ラ
ス
ム
ス
・
ム
ン
ド
ゥ
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学

奨
学
生
や
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
奨
学
生
な
ど
各
国
か
ら
の
留
学
生
が
多
数
参
集
し
て
お
り
、

ド
イ
ツ
人
学
生
よ
り
も
留
学
生
の
方
が
遥
か
に
多
数
派
だ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
無

論
、
イ
ン
ガ
・
レ
ー
マ
ー
氏
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
人
の
次
世
代
の
現
象
学
者
も
存
在

感
を
放
っ
て
い
た
と
付
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
の
こ

う
し
た
活
気
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
テ
ン
ゲ
イ
氏
の
存
在
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、

現
象
学
運
動
全
体
を
見
渡
し
つ
つ
、
古
代
哲
学
・
近
代
哲
学
（
特
に
カ
ン
ト
）
か

ら
最
新
の
哲
学
ま
で
カ
バ
ー
す
る
氏
の
超
人
的
な
学
殖
と
、
一
人
ひ
と
り
の
学
生

を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
誠
実
な
教
育
態
度
に
支
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

だ
が
、
二
〇
一
四
年
七
月
一
九
日
、
テ
ン
ゲ
イ
氏
は
六
十
歳
の
若
さ
で
こ
の
世

界
か
ら
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
周
囲
に
い
た
学
生
の
誰
も
健
康
上
の
問
題
を

二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル

景

山

洋

平
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指
摘
し
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
は
ご
本
人
も
含
め
て
、
全
て
の
人
間
に
と
っ
て
突
然

の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
レ
ー
マ
ー
氏
を
初
め
と
す
る
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー

ル
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
助
力
と
、
現
在
も
当
地
に
住
ま
い
し
て
い
る
江
黒

史
彦
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
テ
ン
ゲ
イ
氏
に
縁
の
あ
る
日
本
人
研
究
者
の
弔
意
を

届
け
る
運
び
と
な
っ
た
。
余
り
に
も
衝
撃
的
な
事
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
誠
実
に
ご

対
応
く
だ
さ
っ
た
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
テ
ン
ゲ
イ
氏
は
亡
く
な
る
直
前
の
六
月
に
還
暦
を
迎
え
ら
れ
、
指
導
学
生
に

よ
る
記
念
コ
ロ
キ
ウ
ム
も
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
矢
先
の
こ
と
だ
け
に
な
お
さ
ら

痛
恨
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。

本
稿
の
事
情
報
告
に
お
い
て
テ
ン
ゲ
イ
氏
の
生
前
の
業
績
を
し
の
ぶ
為
に
は
、

何
よ
り
ま
ず
、
氏
が
他
界
さ
れ
た
直
後
に
公
刊
さ
れ
た
遺
作
で
あ
る
『
世
界
と

無
限
： 

現
象
学
的
形
而
上
学
の
問
題
に
つ
い
て 
（W

elt und U
nendlichkeit: 

Zum
 Problem

 phänom
enologischer M

etaphysik
）』（A

lber, 2015

）
を
挙

げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
同
書
で
歴
史
的
・
体
系
的
に
展
開
さ
れ
る
現
象

学
的
形
而
上
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ち
ょ
う
ど
筆
者
の
留
学
時
期
に
テ
ン
ゲ
イ
氏

が
講
義
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
故
に
、
当
時
の

ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
の
現
象
学
研
究
の
方
向
を
規
定
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
同
書
第
一
部
「
形
而
上
学
と
存
在
神
論
」
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
象
学
的

な
哲
学
史
研
究
を
下
敷
き
と
し
て
、《
存
在
神
論
と
し
て
の
西
洋
形
而
上
学
》
と

い
う
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
描
像
を
相
対
化
す
る
巨
視
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
が
提
示
さ

れ
る
。
テ
ン
ゲ
イ
氏
は
西
洋
哲
学
史
の
講
義
で
同
書
の
基
盤
と
な
る
議
論
を
提
示

し
た
が
、
古
代
哲
学
を
論
じ
始
め
る
初
回
の
講
義
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
「
全
体
に
お
け
る
存
在
者
（das Seiende im

 Ganzen

）
は
・
・
・
」

と
切
り
出
さ
れ
た
の
は
と
て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
課
題
と
連

動
し
て
、
氏
は
た
と
え
ば
世
界
的
な
ス
コ
ト
ゥ
ス
研
究
者
で
あ
る
ホ
ン
ネ
フ
ェ
ル

ダ
ー
を
講
演
者
と
し
て
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
に
招
き
、
ま
た
、
筆
者
が
記
憶
す
る
だ

け
で
も
ヘ
ー
ゲ
ル
や
カ
ン
ト
に
つ
い
て
学
位
論
文
を
執
筆
す
る
為
に
テ
ン
ゲ
イ

氏
の
指
導
を
求
め
た
学
生
も
い
た
。
次
に
、
第
二
部
「
現
象
学
と
形
而
上
学
」
で

は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
経
て
フ
ラ
ン
ス
現
象
学
に
い
た
る
現
象
学

的
形
而
上
学
の
系
譜
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
筆
者
が
参
加
す
る
機
会

を
得
た
も
の
で
は
、
テ
ン
ゲ
イ
氏
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
形
而
上
学
期
の
著
作
に
つ
い

て
学
部
お
よ
び
大
学
院
で
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
た
。
特
に
、『
存
在
と
時
間
』
以

後
の
形
而
上
学
期
の
展
開
を
総
合
的
に
追
跡
す
る
オ
ー
バ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
は
テ

ン
ゲ
イ
門
下
外
の
学
生
も
多
数
参
加
し
、
満
員
の
教
室
で
か
な
り
エ
キ
サ
イ
ト
し

た
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
『
フ
ラ
ン
ス
の
新
現
象
学
（N

eue 
Phänom

enologie in Frankreich

）』（Suhrkam
p, 2011

）
も
刊
行
さ
れ
、
現

象
学
的
形
而
上
学
の
立
場
か
ら
今
日
に
い
た
る
現
象
学
運
動
を
俯
瞰
す
る
氏
の
研

究
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
な
お
、
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
お

よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
現
象
学
研
究
の
潮
流
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深

か
っ
た
の
は
、
氏
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
形
而
上
学
期
の
人
間
論
を
取
り
上
げ
つ

つ
、
こ
れ
を
、
特
に
近
年
の
ド
イ
ツ
で
再
び
脚
光
を
浴
び
て
い
る
哲
学
的
人
間
学

と
接
続
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
現
代
ド
イ
ツ
の
文

脈
で
現
象
学
研
究
が
進
め
ら
れ
る
一
つ
の
あ
り
方
を
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
最
後

の
第
三
部
「
現
象
学
的
形
而
上
学
」
で
は
、
書
名
に
選
ば
れ
た
「
世
界
」
と
「
無

限
」
と
い
う
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
を
彷
彿
と
さ
せ
る
二
重
性
に
つ
い
て
、
事
物
と
世
界
、

行
為
の
自
由
、
さ
ら
に
は
カ
ン
ト
ー
ル
を
援
用
し
た
無
限
概
念
な
ど
の
諸
問
題
が

検
討
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
論
稿
も
や
は
り
当
時
の
講
義
や
講
演
原
稿
を
基
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
行
為
論
を
扱
っ
た
講
義
で
、
テ
ン

ゲ
イ
氏
が
フ
ィ
ヒ
テ
な
ど
の
近
代
ド
イ
ツ
哲
学
か
ら
ギ
ャ
レ
ス
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
の

よ
う
な
分
析
哲
学
の
伝
統
に
属
す
る
今
日
の
哲
学
者
ま
で
縦
横
無
尽
に
取
り
上
げ
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な
が
ら
、
自
ら
の
議
論
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
《
現
象
学
と
分

析
哲
学
》
と
い
う
一
見
す
る
と
陳
腐
だ
が
や
は
り
重
要
な
対
照
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
狭
義
の
現
象
学
の
文
脈
を
超
え
て
、
氏
が
自
ら
の
思
考
の
地
平
を
広
く
世

界
に
問
お
う
と
し
た
柔
軟
さ
の
現
れ
で
あ
る
と
、
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
た
。
し
か

る
に
、『
世
界
と
無
限
』
に
則
し
て
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
の
現
象
学
研
究
の
方
向
性
を

こ
う
し
て
回
顧
し
て
思
う
の
は
、
現
代
に
お
け
る
現
象
学
研
究
の
さ
ま
ざ
ま
な
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
を
、
テ
ン
ゲ
イ
氏
が
お
一
人
で
担
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
に
母
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
か
ら

転
出
し
て
、
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
に
赴
任
し
た
後
の
テ
ン
ゲ
イ
氏
の
経
歴
に
つ

い
て
は
、
氏
が
自
他
と
も
に
認
め
る
ド
イ
ツ
現
象
学
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
事
を

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
氏
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
ド

イ
ツ
現
象
学
会
の
会
長
を
務
め
、
そ
の
後
も
評
議
員
と
し
て
中
核
的
な
役
割
を

果
た
し
た
。
ま
た
、
卓
越
し
た
語
学
力
を
駆
使
し
て
フ
ラ
ン
ス
や
米
国
や
そ
の

他
世
界
各
国
で
客
員
教
授
と
し
て
教
鞭
を
振
る
っ
た
他
、『
フ
ッ
サ
ー
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
（H

usserl Studies

）』
や
『
現
象
学
研
究
（Phänom

enologische 
Forschungen

）』
ヤ
『
現
象
学
年
報
（A

nnales de phénom
énologie

）』
な

ど
主
要
な
学
術
誌
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
た
。
ま
た
、
二
度
に
わ
た

り
来
日
し
て
関
東
・
関
西
で
講
演
を
行
っ
た
他
、
香
港
中
文
大
学
の
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
の
講
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
な
ど
、
ア
ジ
ア
圏
で
も
と
て
も
親
し
ま
れ
た

方
だ
っ
た
。
ま
た
、
旧
共
産
圏
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
生
ま
れ
育
っ
た
テ
ン
ゲ
イ
氏

は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
虚
構
性
を
知
悉
す
る
分
、
哲
学
に
政
治
的
態
度
を
持
ち
こ

む
こ
と
に
と
て
も
抑
制
的
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
世
界
市
民
と
し
て
の
良
心
に

基
づ
く
公
共
的
態
度
表
明
を
堂
々
た
る
威
厳
を
も
っ
て
行
う
人
物
で
も
あ
っ
た
。

二
〇
一
一
年
に
当
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
が
、
メ
デ
ィ
ア
法
改
変
と
連
動
し
て
、

ル
カ
ー
チ
の
弟
子
で
あ
る
ア
グ
ネ
ス
・
ヘ
ラ
ー
な
ど
政
権
に
批
判
的
な
哲
学
者
を

逮
捕
し
よ
う
と
し
た
際
、
テ
ン
ゲ
イ
氏
は
い
ち
早
く
公
開
書
簡
を
発
表
し
て
、
他

な
ら
ぬ
欧
州
に
お
け
る
言
論
弾
圧
の
現
状
に
抗
議
の
意
思
を
表
明
し
、
哲
学
者
の

世
界
的
連
帯
を
呼
び
か
け
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
書
簡
は
わ
が
国
で
も
邦
訳
公
開
さ

れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
研
究
者
が
抗
議
署
名
に
名
を
連
ね
た
。
ち
ょ
う

ど
同
時
期
に
、
同
じ
く
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
に
抗
議
声
明
を
発
し
て
い
た
ユ
ル
ゲ

ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
を
訪
れ
た
が
、

二
人
の
巨
匠
が
親
し
く
会
話
を
交
わ
す
姿
は
、
強
靭
な
哲
学
的
知
性
だ
け
が
可
能

と
す
る
精
神
の
自
由
、
権
力
に
決
し
て
屈
し
な
い
勇
気
を
象
徴
す
る
も
の
と
し

て
、
今
も
筆
者
の
心
に
憧
れ
と
共
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
現
象
学
の
知
が
、
専
門

家
集
団
の
内
部
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
フ
ッ
サ
ー
ル
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
ま
た
サ
ル
ト

ル
の
時
代
と
同
じ
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
状
況
に
今
な
お
ア
ク
テ
ュ
ア
ル

に
関
与
す
る
こ
と
を
テ
ン
ゲ
イ
氏
は
身
を
も
っ
て
証
明
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
テ
ン
ゲ
イ
氏
は
、
学
生
の
模
範
と
な
る
素
晴
ら
し
い

教
育
者
で
あ
っ
た
。
氏
の
講
義
の
巧
み
さ
は
誇
張
で
な
く
学
生
の
評
判
で
あ
り
、

筆
者
も
、
メ
モ
の
類
い
を
見
ず
に
学
生
に
ま
っ
す
ぐ
顔
を
向
け
た
ま
ま
、
重
厚
だ

が
明
快
な
三
時
間
講
義
を
毎
週
話
し
つ
づ
け
る
テ
ン
ゲ
イ
氏
の
超
人
的
な
知
性
に

圧
倒
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
初
め
の
三
十
分
ほ
ど
氏
が

自
身
の
見
解
を
開
陳
し
て
か
ら
学
生
に
「
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
問
い

を
投
げ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
理
路
整
然
と
重
厚
な
議
論
を
提
示

さ
れ
た
後
な
の
で
、
声
を
上
げ
る
の
は
と
て
も
緊
張
す
る
こ
と
だ
っ
た
。そ
し
て
、

教
員
と
し
て
の
氏
の
愛
情
の
深
さ
も
や
は
り
多
く
の
学
生
の
印
象
に
刻
ま
れ
て
い

る
。
筆
者
個
人
の
経
験
で
は
、
二
〇
〇
九
年
の
冬
に
初
め
て
在
外
研
究
で
ヴ
ッ

パ
ー
タ
ー
ル
を
訪
れ
て
相
談
を
申
し
上
げ
た
際
、
一
介
の
来
訪
者
に
過
ぎ
な
い
学

生
に
対
し
て
膝
を
折
っ
て
、
丁
寧
に
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
姿
は
今
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
上
述
の
通
り
、
テ
ン
ゲ
イ
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
ヴ
ッ
パ
ー
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タ
ー
ル
大
学
は
エ
ラ
ス
ム
ス
・
ム
ン
ド
ゥ
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
研
究
奨
学
金
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
た
た
め
、
当
地
に
は
、
プ
ラ
ハ
や
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
な
ど

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
研
鑽
を
積
ん
で
か
ら
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
に
来
た
修
士
課
程
・

博
士
課
程
の
留
学
生
が
多
数
い
た
。
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
に
滞
在
し
た
日
本
人
で
は

長
坂
真
澄
氏
と
池
田
裕
輔
氏
、
小
田
切
健
太
郎
氏
が
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
エ

ラ
ス
ム
ス
奨
学
生
は
文
字
ど
お
り
世
界
中 

― 

北
南
米
・
東
欧
・
ロ
シ
ア
・
中
東
・

東
ア
ジ
ア 

― 

か
ら
参
集
し
て
お
り
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
今
後
の
現
象
学
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
貴
重
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
今
年
の

初
め
に
は
、
エ
ラ
ス
ム
ス
奨
学
生
に
よ
る
テ
ン
ゲ
イ
氏
の
追
悼
行
事
が
プ
ラ
ハ
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
テ
ン
ゲ
イ
氏
が
各
国
の
研
究
者
か
ら
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
る
最
高
の
大

学
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
付
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
氏
は
、
受
諾
こ
そ
し
な

か
っ
た
も
の
の
米
国
の
メ
ン
フ
ィ
ス
大
学
に
招
聘
さ
れ
る
な
ど
国
際
的
声
望
の
極

め
て
高
い
研
究
者
で
あ
り
、
昨
年
六
月
に
筆
者
が
当
の
メ
ン
フ
ィ
ス
大
学
教
授
の

ト
マ
ス
・
ニ
ー
ノ
ン
氏
と
会
話
し
た
際
、
彼
は
、
テ
ン
ゲ
イ
氏
と
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー

ル
大
学
で
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
た
経
験
を
懐
か
し
そ
う
に
語
っ
て
い
た
。

ま
た
、
今
年
初
め
の
パ
リ
で
は
、
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
マ
リ
オ
ン
氏
も
参
加
し

た
追
悼
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
テ
ン
ゲ
イ
氏
は
、
生
前
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
近
郊
の

ロ
ン
ス
ド
ル
フ
の
美
し
い
墓
地
で
永
え
の
眠
り
に
つ
か
れ
て
い
る
。
年
初
に
筆

者
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
墓
参
し
た
が
、
真
新
し
い
花
が
何
束
も
供
え
ら
れ
て
い

て
、
筆
者
の
他
に
も
氏
を
追
慕
す
る
人
が
何
人
も
い
る
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
実
感

し
た
。
実
際
の
所
、
筆
者
な
ど
そ
う
し
た
人
び
と
の
末
席
に
連
な
る
者
で
し
か
な

く
、
本
追
悼
文
に
つ
い
て
も
執
筆
者
と
し
て
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
方
が
い
た
に
違
い

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
全
て
の
人
と
も
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
の
最
後
尾
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

、

哲
学
の
巨
匠
で
あ
り
、
一
人
の
人
間
と
し
て
も
と
て
も
心
優
し
い
方
だ
っ
た
テ
ン

ゲ
イ
氏
を
慕
い
、
そ
の
早
す
ぎ
る
死
を
悼
む
気
持
ち
を
表
し
た
い
。

２　

現
在
の
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル

本
報
告
を
執
筆
中
の
現
在
（
七
月
中
旬
）、
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
の
哲
学
科

は
テ
ン
ゲ
イ
氏
を
失
っ
た
後
の
移
行
期
に
あ
り
、
か
の
地
の
現
象
学
研
究
が
今
後

ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
む
か
は
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。
二
〇
一
五
年
夏
学
期
は
、

テ
ン
ゲ
イ
氏
の
も
と
で
学
位
を
取
得
し
た
若
手
の
俊
秀
で
あ
る
レ
ー
マ
ー
氏
が
師

の
代
理
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
テ
ン
ゲ
イ
氏
の
も
と
に
参
集
し
て
い
た
博
士
課

程
の
学
生
は
、
近
在
の
ケ
ル
ン
大
学
に
転
学
す
る
か
、
後
任
人
事
が
定
ま
る
ま
で

暫
定
的
に
ヘ
ル
ト
氏
や
ト
ラ
ヴ
ニ
氏
に
指
導
教
員
と
な
っ
て
も
ら
っ
て
研
究
を
続

け
て
い
る
。
筆
者
が
今
年
一
月
〜
二
月
に
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
を
訪
れ
た
際
、
テ
ン

ゲ
イ
門
下
の
旧
知
の
研
究
者
と
も
会
っ
た
が
、
彼
曰
く
、
も
と
も
と
ヴ
ッ
パ
ー

タ
ー
ル
大
学
が
ケ
ル
ン
大
学
や
ボ
ッ
フ
ム
大
学
な
ど
ド
イ
ツ
国
内
の
他
の
現
象
学

の
拠
点
に
地
理
的
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
転
学
す
る
こ
と
自
体
に
は
さ
ほ
ど
困

難
を
感
じ
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
上
述
の
通
り
、
元
々
国
際
色
の
豊
か

な
講
座
だ
っ
た
た
め
、
筆
者
の
知
る
学
生
の
大
半
は
ド
イ
ツ
に
と
ど
ま
ら
ず
に
フ

ラ
ン
ス
で
研
究
を
続
け
て
い
る
。

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
は
、

現
象
学
研
究
の
世
界
で
変
わ
ら
な
い
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
か

の
地
は
、
二
〇
一
四
年
初
頭
よ
り
刊
行
中
の
ク
ロ
ス
タ
ー
マ
ン
社
ハ
イ
デ
ガ
ー

全
集
の
第
九
四
巻
〜
九
七
巻
に
あ
た
る
い
わ
ゆ
る
『
黒
ノ
ー
ト
（Schw

arze 
H

efte
）』
が
世
界
中
で
引
き
起
こ
し
た
知
的
喧
噪
の
震
源
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
上
述
の
と
お
り
、『
黒
ノ
ー
ト
』
の
編
者
を
務
め
た
の
は
ト
ラ
ヴ
ニ
氏
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
氏
は
、「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
と
い
う
セ
ン
シ
テ
ィ
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ブ
な
主
題
に
改
め
て
向
き
合
う
機
縁
を
世
界
の
論
壇
に
与
え
た
。
ド
イ
ツ
国
内
で

は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
フ
ィ
ー
ガ
ル
氏
が
、『
黒
ノ
ー
ト
』
問
題
を
理
由
の
一

つ
と
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
協
会
の
会
長
を
辞
し
た
。
ま
た
、
公
の
学
術
行
事
は
む

し
ろ
ド
イ
ツ
国
外
で
さ
か
ん
で
あ
り
、
筆
者
が
知
る
だ
け
で
も
パ
リ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
東
京
な
ど
世
界
各
地
で
『
黒
ノ
ー
ト
』
を
め
ぐ
る
学
会
が
催
さ
れ
て
い

る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
政
治
参
加
自
体
は
周
知
の
よ
う
に
従
来
か
ら
度
々
論
争
を
引

き
起
こ
す
主
題
だ
が
、
今
世
紀
最
初
の
、
ま
た
今
後
も
最
大
で
あ
り
つ
づ
け
る
だ

ろ
う
波
紋
の
中
心
地
こ
そ
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
に
他
な
ら
な
い
。ま
た
、『
黒
ノ
ー
ト
』

の
公
刊
は
、
ド
イ
ツ
国
内
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
研
究
・
全
集
編
纂
の
現
状
に
対
す
る
極

め
て
深
刻
な
問
題
提
起
と
も
な
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ヴ
ニ
氏
が
従
来
の
ハ
イ
デ
ガ
ー

全
集
の
編
集
方
針
に
対
し
て
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
政
治
的
発
言
を
糊
塗
し
て
い
る
」

と
批
判
を
投
げ
か
け
た
こ
と
は
す
で
に
新
聞
報
道
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
ト
ラ
ヴ
ニ
氏
は
、
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
で
行
っ
た
講
演
で
、「
編
集
の

哲
学
（Editionsphilosophie

）」
を
め
ぐ
る
研
究
者
の
争
い
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

て
い
た
が
、
全
集
の
テ
キ
ス
ト
が
公
刊
さ
れ
る
前
段
階
の
こ
う
し
た
深
刻
な
対
立

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
も
、
現
象
学
研
究
が
現
代
社
会
に
お
い
て
も
つ
意
義
を
考
え

る
た
め
に
有
意
義
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
黒
ノ
ー
ト
』
を
講
読
す
る
ト
ラ
ヴ
ニ
氏
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
し
て
筆
者
が
感
じ
た
の
は
、『
黒
ノ
ー
ト
』
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

評
価
に
つ
い
て
性
急
に
結
論
を
出
す
こ
と
を
避
け
て
、
資
料
を
厳
密
に
検
討
す
る

成
熟
し
た
学
問
的
態
度
で
あ
る
。『
黒
ノ
ー
ト
』騒
動
の
震
源
地
で
あ
る
ヴ
ッ
パ
ー

タ
ー
ル
だ
が
、
決
し
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
陥
ら
ず
に
、
綿
密
に
読
解
を

積
み
上
げ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
代
精
神
史
の
問
題
に
取
り
く
も
う
と
す
る
研
究

者
た
ち
の
冷
静
さ
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

最
後
に
、
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
へ
の
留
学
を
検
討
す
る
方
に
向
け
て
一
般
的
な
情

報
を
記
し
た
い
。
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
は
学
業
に
集
中
す
る
に
は
と
て
も
良
い
都
市

で
あ
る
。
何
よ
り
住
居
費
が
安
く
、
部
屋
探
し
も
極
め
て
簡
単
に
進
め
ら
れ
る
。

筆
者
は
不
動
産
業
者
に
仲
介
を
依
頼
し
た
が
、
学
生
仲
間
で
部
屋
を
融
通
す
る
場

合
や
、
大
学
の
学
生
寮
に
応
募
す
る
場
合
も
あ
る
。
無
論
、
条
件
に
よ
り
金
額
は

変
わ
る
が
、
月
額
３
０
０
〜
４
０
０
ユ
ー
ロ
も
あ
れ
ば
、
水
道
光
熱
費
・
通
信
費

も
含
め
て
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
若
干
量
の
書
籍
を
購
入
し
て
も
、
月
々
の

支
出
が
１
０
０
０
ユ
ー
ロ
を
超
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
記
憶
す
る
。

ま
た
、
一
学
期
あ
た
り
２
０
０
ユ
ー
ロ
強
を
払
え
ば
、
学
生
は
州
内
の
あ
ら
ゆ
る

公
共
交
通
機
関
を
自
由
に
利
用
で
き
る
の
で
、
交
通
費
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
こ

う
し
た
事
情
な
の
で
、
ボ
ッ
フ
ム
と
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
の
間
の
エ
ッ
セ
ン
に
居
を

構
え
て
、
両
大
学
に
通
っ
た
友
人
も
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ッ
サ
ー
ル
研

究
者
の
同
僚
の
相
当
数
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
・
ア
ル
ヒ
ー
フ
が
あ
る
ケ
ル
ン
の
近
く

に
部
屋
を
借
り
て
、
そ
こ
か
ら
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
に
通
学
し
て
い
た
。
こ
う
し
た

学
業
形
態
で
も
、
周
知
の
と
お
り
ド
イ
ツ
の
大
学
は
学
費
無
料
で
あ
る
か
ら
、
東

京
都
内
に
一
人
暮
ら
し
し
て
大
学
院
に
通
う
よ
り
費
用
は
お
そ
ら
く
安
い
だ
ろ

う
。
ま
た
、
電
車
で
二
十
〜
四
十
分
の
近
郊
に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
や
ケ
ル
ン
な

ど
の
大
都
市
も
あ
り
、
特
に
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
は
世
界
有
数
の
日
本
人
街

が
あ
る
の
で
、
日
本
人
と
し
て
生
活
に
不
自
由
す
る
心
配
も
な
い
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
が
な
い
若
手
大
学
院
生
に
向
け
て
強
調
し
た
い
の

は
、
留
学
す
る
た
め
に
「
流
暢
に
ド
イ
ツ
語
を
操
れ
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
哲
学
科
は
極
め
て
留
学
生
が

多
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
ご
自
身
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
で
あ
る
テ
ン
ゲ
イ
氏
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
が
典
型
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
し
な
い
者
同
士
の
会
話
が

通
常
だ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
当
然
、
誰
も
が
多
か
れ
少
な
か
れ
《
片
言
》
で
自
身

の
見
解
を
述
べ
る
状
況
に
な
る
の
で
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
語
で
話
す

こ
と
は
初
め
か
ら
ほ
と
ん
ど
期
待
さ
れ
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
語
を
聞
い
て
理
解
す
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る
能
力
は
必
須
だ
が
、
語
学
の
ハ
ー
ド
ル
は
あ
ま
り
高
く
な
い
の
で
、
是
非
と
も

積
極
的
に
現
象
学
の
故
地
の
一
つ
に
飛
び
込
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。
そ
う
す
る
こ

と
で
見
え
る
の
は
、
世
界
各
国
に
散
種
さ
れ
た
現
象
学
の
種
子
が
、
し
ば
し
の
間

そ
の
故
地
で
あ
る
ド
イ
ツ
に
集
約
さ
れ
て
新
し
い
出
会
い
を
経
験
し
、
そ
れ
を
糧

と
し
て
各
国
に
分
散
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
よ
り
深
く
根
を
張
る
こ
と
の
繰
り

返
し
の
ト
ポ
ス
、
す
な
わ
ち
、
国
際
的
な
現
象
学
研
究
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
の

役
割
を
は
た
す
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
の
姿
で
あ
る
。

（
景
山
洋
平
・
か
げ
や
ま　

よ
う
へ
い
・
日
本
学
術
振
興
会
（
東
京
大
学
））



日
本
現
象
学
会
会
則

第
一
条　

本
会
は
日
本
現
象
学
会
（T

he Phenom
enological A

ssociation of 
Japan

）
と
称
す
る
。

第
二
条　

本
会
は
現
象
学
の
研
究
を
進
め
、
そ
の
発
展
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

第
三
条　

本
会
は
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

１　

年
一
回
以
上
の
研
究
大
会
の
開
催

２　

国
内
お
よ
び
国
外
の
関
係
学
術
団
体
と
の
連
絡

３　

会
報
お
よ
び
研
究
業
績
の
編
集
発
行

４　

そ
の
他
必
要
な
事
業

第
四
条　

本
会
の
会
員
は
現
象
学
に
関
心
を
も
つ
学
術
研
究
者
と
す
る
。
入
会
に

は
委
員
会
の
承
認
を
要
す
る
。

第
五
条　

本
会
は
左
の
役
員
を
お
く
。

委　
　

員　

若
干
名

会
計
監
査　

二
名

第
六
条　

総
会
は
年
一
回
定
期
的
に
開
き
、
そ
の
他
必
要
が
あ
れ
ば
、
委
員
会
の

決
議
に
よ
っ
て
臨
時
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。
総
会
は
会
の
活
動
の
根

本
方
針
を
決
定
し
、
会
員
の
中
よ
り
委
員
お
よ
び
会
計
監
査
を
選
出
す

る
。
ま
た
、
総
会
は
一
般
報
告
な
ら
び
に
会
計
報
告
を
受
け
る
。

第
七
条　

委
員
の
任
期
は
四
年
と
す
る
。

第
八
条　

会
計
監
査
の
任
期
は
四
年
と
す
る
。
会
計
監
査
は
他
の
役
員
を
か
ね
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

第
九
条　

役
員
は
す
べ
て
重
任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

第
十
条　

委
員
は
委
員
会
を
構
成
し
、
総
会
の
決
定
に
従
っ
て
会
の
運
営
に
つ
い

て
協
議
決
定
す
る
。

第
十
一

条　

会
計
監
査
は
年
一
回
会
計
を
監
査
す
る
。

第
十
二

条　

会
員
は
会
費
と
し
て
年
一
〇
〇
〇
円
を
納
入
す
る
。

第
十
三

条　

本
規
則
は
委
員
会
の
決
議
を
経
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、

総
会
の
承
認
を
要
す
る
。

（
昭
和
五
五
年
五
月
三
〇
日
制
定
）

（
会
費
は
昭
和
六
二
年
度
よ
り
『
年
報
』
代
を
含
め
三
〇
〇
〇
円
に
改
定
）



研
究
奨
励
賞
に
つ
い
て

二
〇
一
二
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
ま
し
た
若
手
研
究
者
を
対
象
と
し
た
「
研
究
奨

励
賞
」、
第
三
回
（
二
〇
一
四
年
度
）
受
賞
者
は
、
長
坂
真
澄
氏
「
ア
ポ
リ
ア
の

始
ま
り
─
若
き
デ
リ
ダ
の
フ
ッ
サ
ー
ル
『
算
術
の
哲
学
』
読
解
─
」
で
し
た
。
長

坂
氏
に
は
、
昨
年
十
一
月
三
〇
日
東
洋
大
学
で
の
第
三
六
回
研
究
大
会
総
会
に

て
、
表
彰
状
お
よ
び
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

『
現
象
学
年
報
』
第
三
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

東
洋
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
三
六
回
研
究
大
会
で
は
、「
真
理
が
生
成
す
る

と
き
─
数
学
的
経
験
の
現
象
学
と
そ
の
批
判
的
吟
味
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
数
学
者
と
し
て
出
発
し
た
フ
ッ
サ
ー
ル
お
よ
び
現

象
学
に
と
っ
て
、
数
学
的
経
験
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
た

い
へ
ん
興
味
深
い
ご
発
表
と
議
論
を
、
岡
田
光
弘
先
生
、
鈴
木
俊
洋
先
生
、
中
村

大
介
先
生
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
集
と
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

海
外
特
別
講
演
と
し
て
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
サ
リ
ー
チ
ェ
先
生
と
テ
ヒ
・
キ
ム

先
生
の
お
二
人
に
ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
集
に
続
い
て
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
報
告
を
三
本
、
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
亀
井
大
輔
先
生
が
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
「
初
期
デ
リ
ダ
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１
、
澤
田
哲
生
先
生
を
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
す

る「
マ
ル
ク
・
リ
シ
ー
ル
」を
扱
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
、
中
真
央
先
生
が
オ
ー

ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
「
男
女
共
同
参
画
」
に
関
す
る
「
男
女
共
同
・
若
手
研
究
者
支
援

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
三
本
で
す
。
個
人
研
究
発
表
は
、
厳
正
な
審
査
に
よ
っ
て

選
考
さ
れ
た
優
秀
論
文
一
四
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
大
会
よ
り
、
外

国
語
（
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
）
で
の
研
究
発
表
が
可
能
と
な
り
、
今

号
で
は
、
英
語
論
文
二
本
、
ド
イ
ツ
語
論
文
一
本
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
、

海
外
の
方
の
一
般
発
表
も
見
込
ま
れ
、
ま
す
ま
す
国
際
的
な
交
流
が
広
が
っ
て
い

く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

書
評
欄
で
は
、
小
手
川
正
二
郎
先
生
に
藤
岡
俊
博
氏
『
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
と
「
場
所
」

の
倫
理
』
を
、
松
本
啓
二
朗
先
生
に
は
渡
邉
和
典
氏
『
最
初
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の

意
味
論
─
発
生
・
形
成
・
展
開
─
』
を
、
評
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

海
外
事
情
で
は
、
植
村
玄
輝
先
生
に
、
ベ
ル
ギ
ー
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
フ
ッ
サ
ー

ル
文
庫
の
現
在
の
状
況
と
、
近
年
刊
行
の
ペ
ー
ス
が
上
が
っ
て
い
る
フ
ッ
サ
ー
ル

全
集
に
関
す
る
事
情
と
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
会
「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
新
資
料
を
読
む
」

の
活
動
に
つ
い
て
、
ご
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ

う
に
、
ド
イ
ツ
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
、
世
界
の
現
象
学
研
究

を
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
た
ラ
ズ
ロ
・
テ
ン
ゲ
イ
先
生
が
、
二
〇
一
四
年
七
月
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
景
山
洋
平
先
生
に
は
、
テ

ン
ゲ
イ
先
生
の
思
い
出
と
と
も
に
、
現
在
の
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
の
研
究
事
情

を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
号
が
こ
れ
ま
で
同
様
、
大
変
充
実
し
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
お
忙

し
い
中
ご
執
筆
く
だ
さ
い
ま
し
た
各
先
生
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

本
号
の
出
版
に
関
し
ま
し
て
は
、
協
和
印
刷
株
式
会
社
の
宮
田
末
男
氏
を
は
じ

め
、
社
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
編
集
委
員
会
を
代
表
し
て
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
三
村
尚
彦　

記
）



日
本
現
象
学
会
へ
の
入
会
方
法

　

本
会
へ
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
（
入
会
資
格
は
大
学
院
生
を
含
む
現
象
学
研
究

者
）
は
、
左
記
の
学
会
事
務
局
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。
学
会
費
は
、
年
間
三
〇
〇

〇
円
（『
現
象
学
年
報
』
の
代
金
を
含
む
）
で
す
。
ま
た
非
会
員
の
方
で
本
誌
を

購
読
な
さ
り
た
い
場
合
も
、
左
記
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
本
現
象
学
会
事
務
局

　

〒 

一
七
五

－

八
五
〇
一

　

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
三

－

三
四

－

一

　

立
教
大
学
文
学
部　

河
野
哲
也
研
究
室

　

郵
便
振
替　

〇
〇
九
八
〇

－

九

－

一
〇
九
一
五
三

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://paj-j.jp/

　
（
入
会
申
込
書
は
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能
で
す
）
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